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はしがき  - 太陽を 背に して - 

人類史の 一大 転機を 画した 大 東亜 戦争が 勃発した のは、 本年を 去る こと 五十 年 前の 昭和 十六 年 十二 
月 八日の ことであった。 この 曠古の 大戦に 際会して、 当時の 日本国民は 打って 一丸と なり、 前線に 銃 
後に 全力を 傾けて 敢闘した。 時運 利 あらず、 とりわけ 原子爆弾 といぅ 最も 非 人道的な 兵器の 出吳 と、 
米国の 教唆を 背景と した ソ連に よる 日ソ 中立 条約の 背信 的 侵犯と を 見る にお よんで、 わが国は 家-に 於 
を 収めた が、 結果 的に 多くの アジア 諸国が 欧米 列強の 植民地 支配から 解放され て、 政治的 独立を 達成 
した。 大 東亜 戦争の 重要 目的が 成就され たといえ る。 

現在、すでに世界第二位の経済大国となった日本を中心に、東アジアの新興エ業諸国ならびに八$ 

E A N 諸国が 構成す る 地域 経済 圏は、 遠からず 米 •加. 墨、 および EC 中心の 西欧の 各 経済 圏と 同等 

の 経済的 実力を 持つ にいた る ものと 観測され (世界経済の 三 極 化)、 戦時中に わが国が 標榜した 「大東 

亜 共栄圏」 は、 それに 近い ものの 実現が 夢では なくなった。 これに 伴って、 特に 湾岸戦争 以後、 わが 

国が アジアに おいて 果たすべき 積極的な 政治的 •軍事的 •経済的 役割に 対する 期待が 世界的に 高まっ 
てきて いる 事実は、 看過し えない。 


このょうな 時期に、 戦後 一貫して 大東亜 戦争の 歴史的 意義を 強調し、 その 「真実」 の 認識が 肝要で 
あると、 熱血を もって 日本国民に 訴え 続けて こられた 名 越 二 荒 之 助教授が、 新たに 渾身の 力を こめて 
責任 編集に あたられた 労作 『世界から 見た 大 東亜 戦争』 が、 いくたの 協力者の 参加を 得て 公刊され る 
運びと なった ことは、 慶賀の 至りで ある。 読者 諸賢が、 本書を 通じて、 大 東亜 戦争の 真実を 十二分に 
理解され るであろう と、 信じて 疑わない。 

大 東亜 戦争は、 明治維新 このかた 独立自尊と アジア 人の ための アジアの 実現を 求めて やまなかった 
日本国民に とり、 避けて 通れぬ 運命的な 戦争であった。 米国に ょり 挑発され 追い詰められた 日本は、 
死中に 活を 求めるべく 紙術ぃ 一 っ観 、真珠湾 攻撃を 決行した が、 この こと 自体す でに 米国 大統領 ル ー ズべ 
ルトの 謀略の わなに 陥る もので も あった。 

米 II の 著名な 政治家 ハミルトン •フィッシュは、 自著 『悲劇的 欺瞞』 (Tragic  Deception,  19S) (岡 
崎久彦 監訳 『日米 •開戦の 悲劇』、 PHP 研究所 刊) の 中で、 「ルー ズ ベルト 大統領は、 その 絶大な 権力を 
使って 遂に 米国を 日本との 戦争に 巻き込む ことに 成功した。 そのことは、 米国を 欧州に おける 戦争に 
参戦させる という 彼の 最終目的を 達成 させた」 と 述べて いる。 日本 外交 学会 編 『太平洋戦争 原因 論』 
(文部省 補助 研究、 昭和 28 年 6 月刊) は、 「日本の ハワイ 攻撃は 決して 米国に 対する 不意討ちでは なかっ 
た。 日米 開戦は 交渉の 進行と ともに、 漸次に その 決定に 誘導され た。 ハル •ノ ート は、 米国の 大いな 
る 決断を もって 交付され た。 不意討ちであった のは、 真珠湾に あった 米軍に とってで あり、 米国 政府 
そのものに とってで はない。 事実、 米国 側は、 日本側の 敵対 行動の 開始を 期待し、 さらに 国民 世論の 
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統一の ため、 それを 希望 さえして いた。 わが 外交文書の 暗号解読 により、 十分に 日本側の 意図を 理解 
し、 日本の 第一 撃を 待って いた 米国は、 完全に 悪意で あった」 と 解明して いる 0 

BBC  (英国 放送 協会) が 制作した テレビ 番組 「真珠湾 攻撃 I 暗号を 解いた 情報部 員たち」 {平成 
元年十二月八日に2;0::ビテレビが放映)は、多くの生存者の証言をもとに、ハワィに近づく日本艦隊の位 
置が、 サンフランシスコの 米 第 十二 海軍 区 情報部に より 時々 刻々 海図 上に 書き込まれ、 ワシントンの 
政府 首脳部に 通報され ていた —— しかし、 ワシントンから ハワィには 知らされなかった —— 事実を 明 
ら かにした。 開戦 時の 駐日 英国 大使 ク レー ギーが 作成した 本国 政府への 報告書は、 「米英 両国が 意図 
して 日本を 戦争に 巻き込んだ」 と 主張して いる 。英国 週刊誌 「ニ ュー ステー ッ マン」 の 本年 一月 十八 
日 号は、 「五十 年 前に、 陰謀、 術策、 嘘 言に より、 真珠湾を 舞台装置に して、 戦争に 突き進んだ ルー 
ズ ベルト 大統領」 に 言及して いる。 

一九 四 四 年 十一月 二十 八日に 米国 下院で、 共和党の D •ショー ト 議員は 「真珠湾 攻撃に 関する すべ 
ての いきさつと 真実が 語られ、 白日の 下に 曝されるならば、 米国 国民は 衝撃を 受け、 激怒し、 かつ 悲 
嘆に くれる だろぅ。 彼らの 心は 深い 悲しみに 包まれ、 激しく 傷つ けられる だろぅ」 と 演説して いる。 

なお、 戦時国際法の 研究に より 学士院 恩賜 賞を 受けられた 早稲 田 大学の 信 夫淳平 博士は、 日本軍の 
真珠湾 攻撃を、 「_衛 権の 正当な 行使」 と 解して おられる。 真珠湾 攻撃を めぐって 今日までに 多数の 
研究 成果が 日米を 中心として 諸国で 発表され ている が、 未 公開の 資料 •文書 も あるた め、 謎の 部分が 
今な お 多く、 真相の 完全な 究明は 將 来に 期待せ ざるを 得ない こと も 事実で ある。 
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屈辱的な ハル •ノ ー トの 受諾を 断固 拒否して、 日本 政府は 開戦を 決意す るに いたった が、 その 時、 

永 野 修身 軍令部 総長は 「政府の 陳述に ょれば、 米国の 主張に 屈すれば 亡国は 必至との こと だが、 戦ぅ 
もまた 亡国で あるか も 知れぬ。 だが、 戦わず しての 亡国は、 魂を 喪失す る 民族 永遠の 亡国で ある。 た 
とえいっ たん 亡国と なる も、 最後の 一兵まで 戦い抜けば、 われらの 児孫は この 精神を 受け継いで、 必 
ず 再起 三 起す るであろぅ」 と 述べた と 伝えられ るが、 日本が 開戦に 踏み切った 余儀なき 事情が 明瞭に 
理解され る 言葉で ある。 大東亜 戦争は、 日本 民族が その 歴史を 通じて (他国との 相対的 関係に おける) 
最強の 軍事力を 有して いた 時点で、 遂行され たもので あり、 西洋 諸国に ょる 積年の アジア 侵略に 対す 
る アジア 人の 決定的な 反撃と して、 世界の 歴史家が 注目す る 重大な 意義を 持ち、 かつ 現実的に 世界史 
の 動向を 左右す るき わめて 大きな 効果を 挙げる ことができた。 

戦後 (正確には 軍事 占領 中に) 連合国 側が 強行した 東京 裁判は、 それが 準拠す ると 呼号した 国際法に 
それ 自体 違反した 政治的 茶番劇で あり、 この 事実は、 現在、 国際連合 国際法 委員会を はじめと して、 
諸国の 良識 ある 多くの 国際法 学者が 認める ところで ある。 

東京 裁判の 十一 名の 判事の 中で 唯一 人 国際法に 通暁して いた ィンドの パー ル 判事が、 精緻に して か 
つ 厳格な 国際法 理論を 展開して、 東 條英機 元首相 以下の 日本側 被告 全員の 無罪を 宣告した 個別 反対 意 
見 書 (いわゆる パー ル 判決 書) は、 今日では 東京 裁判の 正体を 理解す る 上に 不可欠の 基本的 重要性を 持 
つ 文献で あるが、 その 末尾に 掲げられた 次の 言葉は、 世界的に あまりに も 有名で ある。 「時が、 熱狂 
と扁 見を やわらげ hiti は、 また 理性が、 虚偽から その 仮面を 剥ぎと つた 晚 には、 そのと きこ そ、 正 
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義の 女神は、 その 秤を 平衡に 保ちながら、 過去の 賞罰の 多くに、 その 所を 変える ことを 要求す るで あ 

ろう。」 (when  time  shall  have  softened  passion  and  prejudice,  when  reason  shall  have  stripped  the  mask  from 
misrepresentations,  then  justice,  holdin cro evenly  her  scales,  will  require  much  of -o ast  cssure  and  IDraise o 

change  places. ) 大 東亜 戦争 開戦 五十 周年を 迎える 本年 こそ、 日本国民は、 正義の 女神と 共に 立って、 
過去の 賞罰に その 所を 変える ことを 厳しく 求めなければ なるまい。 

ところで、 一部の 日本国民が 誤解して いる 事柄 だが、 東京 裁判は、 日本が 「侵略」 戦争を したとは 
判定して いない。 一九二 八 年の 不戦条約 により、 防衛 戦争 (自衛 戦争。 在外 合法 権益の 保護の 場合を 含む) 

ではない 攻撃 戦争 (侵攻 戦争) が 違法 化 - 犯罪 化では ない - された と 解され るが、 自衛 か 侵攻 か 

の 判断は、 各国の 「自己 解釈 権」 によるべ きものと された。 しかるに、 東京 裁判で 連合国 側は、 日本 
の 「自己 解釈 権」 を 無視し、 かつ 「侵攻」 {英語の aggression, アグ レッシ ョン) の 国際的 定義が 確立 さ 
れ ていないのに、 勝手に 日本が 侵攻 戦争を したと 極めつ け、 また 「侵攻」 が あった と仮定しても、 そ 
れは 単純な 国際 不法行為 (損害賠償 ないし 原状 回復の 責任が 生ずる) であって、 厳密な 法的 意味での 犯罪 
ではない のに、 犯罪と 独断し、 戦争 責任を (法人と しての 国家では なく) 個人に 追及す る ことを 許す 国 
際 法は 存在 しないのに、 東條 元首相 以下の 戦時 指導者を 個人的に 有罪と した。 恐るべき 国際法 侵犯で 
ある。 

わが国は、 満洲 事変 •支那 事変 •仏印 進駐 等を 通じて、 実定 国際法 上 合法的な 軍事力 行使 I 政治 
的に 賢明な もので あったか 否かは 別と して - に 終始した ことを 実証で き、 大 東亜 戦争に ついても、 
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「自己 解釈 権」 に 基づき、 かつ 十分な 法的根拠 により、 自衛 戦争で ある ことを、 堂々 と 主張で きる の 
である。 アグ レッシ ヨンを 「侵略」 と 和訳す るの が 間違いで あるのは、 侵略は 「他国に 無理に 押し入 
って 領土 や 財物を 奪い取る こと」 をい い、 略取. 掠® の 意味を 含む が、 アグ レッ シ ヨンは 本来 「挑発 
を 受けない のに 行う 攻撃」、 つまり 違法な 攻撃ない し 侵攻を 意味し、 略奪の 意味を 持たない からで あ 
る。 東京 裁判は、 日本が ウォ—  •オブ •アグ レッ シヨ ン (war  of  aggression) を 行っ たと、 恣意的に 断 
定 したが、 それは 正しくは 攻撃 戦争ない し 侵攻 戦争と 邦訳され るべき ものであった。 日本国民 として 
は、 大 東亜 戦争が 侵攻 戦争で もな く、 自衛 戦争であった ことを、 信念を もって 主張すべき である。 

日本 民族に とり、 大 東亜 戦争 終末の 悲劇は、 神武 天皇が 御 兄 五瀬 命を 喪 われる ことになる 孔舎衛 
坂の 敗 P1 二 なぞらえる ことができよう。 「還り 退き、 神を 祭り、 太陽を 背に して 賊を 討たん」 (『日本 
書 紀』) と 決意され て、 遂に M aL の 光 燦然た る 究極の 勝利を おさめられた 神武 天皇の 御 偉業の 再現を、 
日本国民は 今 こそ 徹底して 図るべき である。 

日本の 上空には いまだ 妖雲 去り やらず、 大 東亜 戦争を あしざまに 罵り、 国民に 故な き 贖罪 感を 強い 
ようとす る 悪魔 的な 声が なお 聞かれる。 本書が、 内外から する 妖気を 一掃し、 国民に 浩然たる 正気を 
回復し、 祖国 日本を 本然の 姿に 回帰せ しめる ために、 広く 江湖に 歓迎され 愛読 されん ことを、、 七より 
念願す る ものである。 

平成 三年 十一月 三日  青山 学院 大学 国際法 研究室 

佐 藤 和 男 
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日米 戦争の 遠因と 近因 


第】 部 H 米 戦争の 遠 W と 近 W 


大 東亜 戦争は なぜ 起こつ たか 


長期的 視野に 立った 原因の 研究： 王と して 英 仏の 教科書から 


真珠湾 奇襲と 忠臣蔵の 討 入り 

大 東亜 戦争は 一般に'  真珠湾 奇襲から はじまった ょうに 言われて います。 たしかにそう です：^、 Is 
をい きなり 真珠湾 攻撃から はじめる と、 いかにも 好戦的な 日本人が、 だまし 討ちに ょって 勃発 させた 
としう 印象を 与えます。 

なぜ 日本は 奇襲に 訴えざる を 得なかった のか。 そこには 長い 歴史の 積み重ねが あった のです。 「民 
族の 意地」 という か 「誇り 高き 気概」 という か、 それが 積もり 積もって 爆発した のです。 そこまで こ 
至る 背景を 抜きに しては、 生きた 歴史とは 言えない のです。 

例えば、 忠臣蔵の 物語が あります。 この 物語で も、 いきなり 吉良 邸の 討 入りから はじめたら どうで 
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しょう か。 赤 穂 浪士は 予告 もせずに 土足で 吉良 邸を 「奇襲」 し、 すやすやと 眠って いる 老人の 首を は 
ねたので すから、 「忠臣蔵」 どころ か、 武士の 風上に おけぬ 「狼藉 蔵」 になって しまいます。 

ところが 「忠臣蔵」 を、 浅 野 内 匠 頭の 殿中に おける 刃傷 事件から はじめ、 主君を 思う 大石良 雄ら 四 
十七 土が、 es ぅり e? ¥ic 『古の 末 やっと 討 入りに 至る と、 観衆は 溜飲を 下げ 喝采す るので す。 

大 東亜 戦争の 場合 も、 これと同じ ことが 言えます。 真珠湾 奇襲から 描く のではなくて、 三百 数十 年 
にわた って 欧米諸国が アジアを 植民地に した 時代 背景から 入る 必要が あります。 その 間、 彼らが いか 
に教 »?: な 手段で アジア 諸 民族から 搾り取り、 独立を 求める 蜂起を いかに 峻烈に 断 圧して いった か。 

そうした 中で、 唯一の 例外は 日本でした。 日露戦争では 国家の 総力を 挙げて 大国 ロシアを 破り、 ア 
ジアの 期待を 集める 国と なりました。 アジアに おいて 確固たる 独立国は 日本し かなく、 我が国は 次第 
に アジアの 安定に 対して 責任を 感じる ようになっ ていました。 

欧米諸国は 日本に 対して、 老獪な 手段を もって 次第に 圧迫を 加えて きました。 こうした アジア 史の 
中に 生きた 日本で あり、 その 帰結と して 戦われた 大 東亜 戦争でした。 真珠湾 奇襲と 緒戦に おける 赫々 
たる 大 戦果を 目の前にして、 当時の 日本人の みならず、 アジアの 諸 民族は ひとしく 溜飲を 下げ、 快哉 
を 叫んだ のであります。 

東条英 機首 相の 歴史観 

ここで 害 突な ようです が、 関連した 資料を ひとつ だけ 紹介した いと 思います。 大 東亜 戦争の 最大の 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


責任者と して、 極東 国際 軍事裁判 (東京 裁判) の 法廷に 立った 東条！ ！ «, 元首相の 言葉です。 東条 被告 
は、 八日 間に わたる キ ー ナン 検事 や ゥェッブ 裁判長の 尋問が 終った 日 (昭和 23 年 1 月 7 日)、 清 瀬 一郎 
弁護人に 対して、 次の ような 心境を 語って おります。 

〈この 際 特に 申 上げる ことはありません が、 私の 心境は たんたんたる もので、 ただ 靖国 神社の 祭 霊 
と 戦争に より 戦災を こうむられた 方々 の 心に なって 述べた つもりです。 言葉は 完全に 意を つくして 
おりません が 事柄 だけは 正しく 述べた つもりです。 

もし 私に ここで 希望を 言う ことが 許されるならば、 二つの 希望が 残って いる。 この 裁判の 事件は 

昭和 三年 来の 事柄に 限って 審理して いるが、 三百 年 以前 少なくとも 阿片戦争までに さかのぼって 調 

査 されたら 事件の 原因結果 がよく 判る と 思う。 また およそ 戦争に しろ 外交に しろす ベて 相手の ある 

ことで あり、 相手の 人々、 相手の 政府と 共に 審理の 対象と なったならば 事件の 本質は 一層 明確に な 
るで しよう 〇〉 

東条 被告は 歴史は 長期的 視野で、 しかも 多面的に 見る ことを 訴えて いるので す。 日本を 裁く のな 
ら 、三百 年 以前、 少なくとも 阿片戦争 (一八 四〇 年〜 四 二 年) まで さかのぼって 調べたら、 大 東亜 戦争 
の 原因が よく わかる、 と 指摘して いるので す。 そして、 戦争の 責任を 日本に だけ 押しつけ るので はな 
く、 戦争の 相手 国であった 米. 英の 所業に も 目を 向ける ことを 述べて いるので す。 

大 東亜 戦争の 全責任を 背負って、 キー ナン やゥヱ ッブと 一騎打ち をして 「圧倒」 した 後の 言葉で あ 
る だけに、 教訓を 汲みと る ことができる のです。 
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ヤス パ— スの 『戦争の 責 罪』 

ドイツの 有名な 実存 哲学者で ある ヵー ル. ヤス パ ースニ 八 八 三年〜 一九 六 九 年) は、 東条 被告ょり 
もつ と 突つ 込んだ ことを 述べて います。 

彼は 第二次大戦が 勃発す る 前年の 一九 三 八 年、 ナチ ス から 火 学を 追放され、 終戦まで 執筆を 禁じら 
れ ていました 。普通だった ら 戦争が 終る と、 占領軍に 便乘 して、 ナチ ス批判 の 急先鋒になる と 想像 さ 
れ ていました。 しかし 哲学者と しての 良心は、 真理に 対して 忠実でした。 

彼はドイツ敗戦の翌年、早くも『戦争の責罪 9 5  5 ?" 1 £: 2扣 ^ 』(桜井書店刊)を著し、次のょうに述 
ベて います。 

〈戦争は 歴史を 通じて 存在し、 なお 幾多の 戦争が 切迫して いるのを どうみ るか。 私は どう 考えても、 

一つの 民族 だけが 戦争の 責 罪を 負わねば ならぬ 義務は ない と 思う。 自分には 罪がない などと いうの 

は 薄っぺらで、 ゴマ 化しの 道徳 意識 だ。 その 証拠には 彼らは すでに 次の 戦争の 準備を し、 これを 促 

進して いるでは ないか。〉 

第二次 ョー ロッパ 戦争の 口火を切っ た 人物は、 たしかに ヒ トラ ー でしょう。 しかし、 ヒ トラ ーの出 
現を 許した のは、 彼 個人の 力量 や 「悪魔 性」 だけではありません。 苛酷なる ベルサイユ 体制が、 誇り 
高き ドイツ 民族を、 がんじがらめに 拘束し、 経済 も 破綻して しまった。 そこから 脱出を 願う ドイツ人 
の悲頭 をう まく 補足した のが、 ヒ トラー でした。 
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第 1 部 日 米 戦争の 遠因と 近因 


この 原因 や 背景を 無視して、 ヒ トラ ー や ドイツに だけ 戦争の 責 罪を おしつけ、 自分 だけを 免罪に す 
るのは、 ヤス パ ースも 言ぅょぅ に、 ごまかしの 道徳 意識に 過ぎません。 

この ヤス パ ースの 指摘は、 ニュルンベルク 裁判で ナチ ス •ドイツを 断罪した 米 * 央 •ソ に対する 批 
判 だけではありません。 戦後の 日本人への 痛烈な 批判で もあります。 

敗戦 後の 日本人は、 戦争の 責罪は 日本に だけ ある、 と 思い込んで しまった 感 があります。 そのため 
戦争の 責任は 天皇に あった とか、 当時の 指導者 軍人に あった とかの 論が 横行し ました。 これでは まる 
で愚かな内輪喧曄ではありませんか。ヤスパースの言ぅ「薄っぺらで、ゴマ化しの道徳意屬|といぅ 
ょり ほかありません。 

そもそも 戦争は、 相手が あって 起こる のです。 日本が 勝手に 戦争を 起こして、 一人 相 業を とった の 
ではありません。 そして 日本は、 東南アジア 諸国を 攻撃した のではなくて、 そこを 植民地に している 
米 * 央を 相手に 戦った のです。 だから 開戦の 責任は 日本に あったか、 それとも 米 * 央 にあった かを 論 
するべき です。 

戦争の 責任は どこに あるか —— イギリスの 教科書 記述に 見る 

それでは、 戦争の 責任は 日本に あった のか、 米 •英 にあった のか。 ここで 想い 起こす のは イギリス 
の 教科書です。 英国で もっとも 多く 採用され ている 中等教育 用の 教科書 『世界の 近代史』 二 九 八 五 
年、 ロングマン 社) の 第五 章は、 「二つの 新興 強国— アメリカ合衆国と 日本 H 名 o 2: 2 o s' ^cs>》 
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Japan)」 という タイトルです。 

この 教科書は、 太平洋を はさんで ほぼ 同時 期に、 日本と アメリカの 両 巨人国が 現われた という わけ 
です。 一八 九 八 年、 アメリカは スペインとの 「私 西 戦争」 (外国 国名の 表記では 亜米利加と 西班牙と なる 
ので) を 契機と して 膨張を 続け、 太平洋から アジアにまで 手を のばして ゆきます。 それに 対して 日本 
は 日 清 •日露戦争 (一八 九 四 年〜 五 年 •一九 〇四 年〜 五 年) に 勝利して、 アジアの チャンピオン となり ま 
す。 この 両 新興 強国が 宿命の 対決を したの が大 東亜 戦争 (太平洋戦争) でした。 

どちらが 侵略で あったか、 そして どちらに 責任が あり、 加害者であった のか。 そういう 善玉 •悪玉 

論では なく、 大局 的 •客観的に 描いて いるので す。 

イギリスの 教科書は 日本の ものに 較べて 極めて 長文な ので、 全文を 引用で きません が、 最初に アメ 
リカの 起こした 「米西戦争」 から 入ります。 まず 冒頭に 興味深い 写真を 載せて います。 それは 一八 九 
八 年、 米西戦争が 勃発した 年の 二月 十七 日に 発行した 「ニ ユーヨ ー ク •ジャ ー ナル」 の 巻頭 記事で 
す。 この 新聞は 煽動 的な 記事を 得意と する 新聞です が、 派手な 見出しを つけて、 次の ょうな 趣旨を 訴 
えてい ます。 

〈アメリカの 軍艦 •メイン 号が、 極悪 非道の 秘密兵器を 使った スペイン 人に ょって 爆破され、 二百 
六十 人の アメリカ 水兵が 死んだ。 犯人を 知らせて くれた 者には 五 万 ドルの 賞金を 払う。〉 

この 新聞は、 メイン 号を 爆破した のは スペイン 人で、 二百 六十 人の アメリカ 水兵が 殺された と 断定 
してい ますが、 実は その 証拠はなかった のです。 
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イギリスで もっとも 多く 使われ 
ている ロングマン 社の 中等教育 
用 世界史 教科 害 (第 5 章) の 冒頭 
この 章は 「新興 二大 巨人国， アメリカ 
と 日本」 と 題し， まず アメリカが 「米 
西 戦争」 を_ させた ところから 入る。 
教科書は， 当時の 「ニューヨーク •ジ 
ヤー ナル」 の 記事を 掲げ， 「アメリカ 
の 軍艦 メイン 号を 爆破した のは ア メリ 
力 人 だが， それを スペイン 人が 爆破し 
たような 煽動 記事を 書いて， 戦争を 挑 
発した」 ことを 紹介して いる。 掲載され 
たこの 新聞には 「アメリカの 軍艦 メイ 
ン 号が 『極悪 非道の 秘密兵器 J を使っ 
た スペイン 人に よって 爆破され た。 犯 
人 逮捕に つながる 情報を 提供 した 者に 
は， 5 万 ドルを 与える」 という 提案が 
載って いる。 


そもそも 当時の スペインは、 アメリカと 戦争す る 気はありませんでした。 ところが 新聞は スペイン 
の 仕業と 決めつ けて、 犯人を 知らせて くれた 者には 五 万 ドルの 賞金を 払う と 公募した のです。 この 新 
聞を 読んだ アメリカ 国民は 激昂し、 遂に 米西戦争に 踏みき ったので す。 やがて 「メイン 号を 忘れるな」 
とい ふ 合言葉が 効を 奏し、 米西戦争は わずか 八 力 月足らずで 終り、 ハワイ、 グァム、 フイ リピンを 占 
領 しました。 あまりに もうまくい ったので、 アメリカ はこの 戦争を 「すばらしい 小 戦争」 と 呼んで い 
ます 

聡明なる 読者は、 ここまで 読んでも うお 気づきに なり ましょう。 「メイン 号を 忘れるな」 という 合 
言葉は、 やがて 日米 戦争で 「真珠湾を 忘れるな」 という ス ロー ガンと なって 甦った ことを。 
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* 

ここでつ いでに 触れて おきたい ことがあります。 アメリカが 米西戦争を 勃発 させた 手口は、 「米 比 
戦争」 (比 律賓 = フィ リピン) でも 使われた のです。 

アメリカは、 フイ リピンを 植民地に していた スペインと 戦う に 当って、 フイ リピンの アル テ ミオ • 
アギ ナル ド 将軍 以下に 対して、 「戦争に 協力して スペインを 追い払ったら、 独立を 認める」 と 約束し 
ました。 約束を 信じて アギ ナル ド 軍は 勇敢に 戦っ たのです が、 もともと アメリカは 独立 させた くな か 
ったので す。 

一八 九九 年 (明治 32 年) 一月、 米西戦争の 講和条約が 米上院で 討議され ている 最中、 マニラ 付近の 
サンタ •アナ 橋で 夜間 二 発の 発砲が ありました。 それを きっかけに 米国は、 三年に わたって フィリピ 
ン 正服の 戦争を 続けた のです。 フィ リピンの アギ ナル ド 将軍は、 遺憾の 意を 表した にも 拘わらず、 ア 
メリ カの オテ イス 将軍は 「発砲」 を もって 戦争の 開始と 見なした のです。 (アメリカの アジア 通 G  .  B  . 
レー 『満洲 国 出現の 合理性』 参照) 

読者は ここまで 読んで、 満洲 事変の 発端を 想起され ましよう。 満洲 事変は、 関東 軍の 一部の 軍人が 
鉄道を 爆破し、 さも 中国人が やった ように 見せかけて 事変を 起こした ことが、 極東 裁判で 明らかにな 
り、 今では 日本の 教科書に も 一様に 載る ようになりました。 アメリカ も、 日本の ように 敗戦して 軍事 
裁判に かけられたら、 メイン 号を 爆破した 犯人 も、 サンタ. アナ 橋の 二 発の 銃声 も、 一部の 米軍 人の 
謀略で あった ことが 曝露され ましよう。 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


* 

さて 話を もとに 戻して、 イギリスの 教科書に かえり ましよう。 米西戦争に 勝利した アメリカは、 そ 
の 後 どのように 変貌した か。 教科書は 次のように 結んで おります。 

〈事態は 驚くべき スピ ー ドで 進んだ。 この 予期せ ぬ 戦争の 結果、 アメリカは 太平洋の 三千 百 四十 一 

島を 獲得し、 七 百万の 原住民を 支配 下に 入れた。 アメリカ 国民は 自分の 国が 突然 帝国主義 国に なっ 

たのを 不思議に 思った。 そして 一度 帝国主義の 道を 歩み はじめる と、 停止す る ことは 難しかった。 

事態は 連鎖反応を 開始した ので ある。 アメリカは 太平洋と 大西洋の 二つの 大洋に 必要な 海軍を 布陣 

する ようになっ た。〉 

イギリスの 教科書は、 このように 書いて、 アメリカが たちまち 帝国主義 化し、 アジアにまで 手を 伸 
ばす ようになった 経過を 明らかにして いるので す。 

それでは 一方、 太平洋の 対岸に あった 日本の 登場ぶ りは どうか。 イギリスの 教科書は 続いて アジア 
の 新興国 日本の 記述に 移ります。 

日本は、 アメリカが スペインを 敗退 させた 「米西戦争」 とほ ぼ 同じ 頃に、 日清戦争と 日露戦争に 勝 
利し ます。 イギリスの 教科書は、 特に 日露戦争の 推移を 好意的に 書いて おります。 東郷平 八郎の 丁字 
戦法に より、 「ナイルに おける ネルソン 以来の 大勝 利を 収めた」 と 激賞し、 「日本は 海外に 領土を 持つ 
帝国主義 国と なり、 西欧に 対する アジアの 人々 の 明らかな チャンピオンと なった」 と 結んで います。 

このように、 太平洋を はさんで、 日 •米の 両 新興 強国が 同時 的に 登場した ことを 書いて ハます。 や 
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がて 日米 両国の 民族 エネ ル ギーが 膨張し、 アジアの 覇権を 求めて 激突す るに 至る のです。 どちらが 善 
かった とか 悪かった とかで なく、 国際政治の 宿命的 力学を 教えて いるので す。 このような 記述は、 フ 
ランスの 教科書に も 見られます。 

フランスの 教科書 —— 日米を 対等に みる 大人の 史観 

フランスの 中等教育 用 教科書 『歴史— フランス 革命から 今日の 世界へ』 (一九 七 八 年、 フヱ ルナン •ナ 
タン 刊) は カラー を ふんだんに 使った、 見て 楽しい 歴史の 教科書です。 

その 第四卷 •第 十五 章は 「ヨー ロッパ 外の 二つの 新興 強国 •アメリカ合衆国と 日本」 です ◦この 章 
は、 表題の ように ヨー ロッパ 外に 二つの 新興 強国が 現われた として、 アメリカと 日本の 登場ぶ りを 対 
照 的に 描いて います。 

まず アメリカの 方は、 左の ぺ ー ジに 、一八 五 五 年頃の ニ ユーヨ ークの 寒村ぶ りを カラ ー の 絵で 示し 
ています。 摩天楼が 林立した 今日の ニ ユーヨ ークと 較べて、 今昔の 感 があります。 教科書は このよう 
な 寒村に 過ぎなかった 米国が、 フロンティア 精神を もって イン ディ アンと 戦い、 広大な 地域を 征服し 
たこと を 表わす ために、 開拓者と イン ディ アンの 戦闘の 場面を 紹介して います。 

アメリカが 西部 開拓から 半世紀の 間に、 世界的 役割を 担う までに 強大な 工業国 家に なった のは 何故 
か。 教科書は、 モン ロー 主義を 拡大解釈して、 対外 進出を 打ち出した セオドア •ル ー ズ ベルト 大統領 
(第 26 代、 一九 〇 一年〜 一九 〇九 年まで 2 期) の 言葉を 引用して います。 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


フランスの 中等教育 用 教科書 fHISTOIREj 第 4 卷第 15 章 
「ヨーロッパ 外の 2 つの 新興 強国 •アメ リカ 合衆国と 日本」 


太平洋を はさんで， 新興の 日米 両国が 対立して ゆく 伏線と して 紹 
介してい る。 左 頁が 米 側で， ニューヨークの 寒村ぶ りと， フロン 
ティア •スピリ ッ トを もって 西部に 進出す るアメ リカを 描いて い 
る。 右 頁が 日本側で， 忠臣蔵に 代表され る サム ライ （吉良 邸の 門 
を 破った 大高源 吾） と， 日露戦争の 奉 天 大会 戦で 勝利して 入城し 
ている 絵 （明治神宮 聖徳 記念 絵画館 所蔵） を 併 載して いる。 


〈もし 軍事上、 商業 上の 覇権 争いに 於 
て、 その 地位を 保ちたい と 願うなら、 
我が国の 国境 外に 勢力を 打ちた てな け 
れ ばなら ない。〉 

〈もし 我々 が 厳しい 競争を 避け、 命を 
かけて 勝利を 摑 もうと しないなら、 我 
我よりも もっと 大胆で、 もっと 強力な 
国民が、 我々 を 追い越し、 世界の 支配 
権を その 手に 収める であろう。〉 
アメリカは 米西戦争 によって フィリピ 
ンを 支配 下に おさめ、 同年 ハワイを 領有 
していました。 ロシアが アジアで 勢力を 
伸ばしそう になる と、 陰に陽に 日本に 肩 
入れして、 仲裁 役まで 買って出ました。 
日本が 勝利し、 アジアで 覇権を 握りそう 
になる と、 今度は 日本の 圧迫に かかり ま 
した。 教科書は この 時代の 「アメリカ 帝 
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国 主義」 の 考え方を、 当時の 舵取り 役であった ル ー ズ ベルト 大統領に 語らせて いるので す。 

これに 対して、 近代 日本の 導入部は どうか。 赤 穂 浪士の 絵を 掲げ、 恐るべき サム ライ 戦士が、 十九 
世紀 半ばまで 日本を 支配して いた、 と 解説して います。 そして、 このような 古い 封建的な サム ライ 日 
本が、 明治維新を 契機に 近代化の 道に 突入し、 四十 年 足らずのう ちに 大国 ロシアに 勝利した ことを 強 
調して います。 その 象徴的な 資料と して、 奉 天に 入城す る 日本軍の 絵を 掲げた 訳です。 

そして 教科書は、 その後の 日本の 置かれた 立場を、 駐日 フランス 大使であった ポー ル. クロー デ 
(文豪の 評価が 高い) に 語らせて います。 

〈日本は もともと 資源に 乏しく、 増大す る 人口を 抱えて、 大国と しての 役割を 果たす ためには、 強 
力な 武装を 整えなければ ならな かった。 そして、 工業、 商業に 力を入れ、 競争に 打ち勝つ ためには、 
あらゆる 犠牲を 払っても、 中国 市場を 獲得し なければ ならな かった。〉 

以上、 英 ■仏 二種の 教科書を 紹介し ましたが、 両者に 共通して いる ことは、 ① 長期的 視野に 立って 
いる こと。© 戦争を 善悪の 判断で 見ずに、 国家 対 国家の 対立の 帰結と 見て いる こと。 ③ そのため 前掲 
の ロングマン 社の 教科書な どは、 敵国の ドイツ 側で も、 勇敢に 戦った 軍人 や 智謀の 将 には 敬意を 表し 
ています。 真珠湾 攻撃で も、 航空機に 力を 注いだ 山 本 五’ 十六 提督の 先見 性を 評価し、 淵 田美津 雄 指揮 
官の 見事な 攻撃ぶ りを 詳しく述べ、 フチダ の 名前が 四 力 所 も 出て くるのに は 驚きました。 それでいて 
この 教科書は、 日本の 真珠湾 奇襲は 失敗 (石汕 基地と 航空母艦を 破壊で きなかった) であった、 と 指摘し 
ています。 


ル 
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; 日米 戦争の 遠因と 近因 


明治天皇と ハワイ 王 カラ カワ 


明治維新 後、 日本に 救援を 求めて 最初に 来日 
したのは ハワイ 王国の カラ カワ 王で、 時は 明治 
十四 年であった。 

カラ カワ 王は、 

「アメリカの 進出に よって ハワイの 独立は 危 
殆に頻 している。 何とかして、 自分の 姪の カ チ 
オラニー 姫の 知 耳 君と して、 海軍兵学校 在学 中の 
皇族 東 伏見宮 依仁 親王を いただきたい。 そして 
_ 分の 後を 継いで ハワイに 君臨して いただき、 
日本の 力で ハワイの 独立を 守っても らいたい」 
と、 内密に 明治天皇に 申し入れた。 

さすがの 明治天皇 もこの 申し出には 驚かれた 
が、 即答を 避け、 後日、 外務 卿を して 「日本 皇 


室には そのょうな 例は ない」 という ことで 辞退 
された。 

ハワイには、 明治 初年ょり 日本人が 多く 移住 
し、 日本 政府は ハワイ 政府と 移民に 関する 条約 
を 結び、 正式な 外交関係を 有して いた。 明治 二 
十三 年 (一八 九〇 年) の 国勢調査では、 全人 口 
約 九十 万人のう ち ハワイ 人 四十 万、 シナ 人 十五 
万、 日本人 十三 万、 アメリカ人 二十 万、 その他 
となっ ている。 

しかし、 アメリカは 強引に 併合 工作を 進め、 
日本は これに 対し、 しばしば 厳重に 抗議を した 
が、 ついに アメリカは ク ーデタ ー を 敢行して 王 
制を 転覆 させ、 明治 三十 一年 (一八 九 八 年) こ 
れを 併合して しまった。 そして ここに 大海 軍 基 
地を 築き、 アジア 進出の 一大 根據 地と した。 こ 
れが 真珠湾 軍港 (パ ール •ハ I パー) である。 

(宮内庁 編 『 明治 天 皇紀』 巻 5 参照)  【鈴 木】 


ついでに、 大 東亜 戦争 全体の 記述では、 東 条英機 (2 回と 写真)、 山 本 五十六 (6 回)、 山 下 奉 文 
真) といぅょ ぅに、 軍人 ばかりで 書かれて おり、 戦争の 全貌が 摑 めて 興味が 湧きます。 

ここで 紹介した 二つの 教科書は、 「帝国 書院」 が 「世界の 歴史 教科書 シリ ー ズ」 の 中で 全訳して い 
ますし、 拙著 『世界に 生きる 日本の 心』 には、 原文 も 載せて いますので、 参照して ください。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


二 日露戦争 直後から はじまつ た 日米 対決 

遠因は アメリカの アジア 侵 出に あった 


孫 文と ネル— 

日露戦争は、 世界史を 転換 させた 大事 件でした。 

当時、 ロシアは 世界一の 大陸 軍国で あり、 ィギリスに 次ぐ 大海 軍国でした。 ロシア 帝国に 対し 極東 
の 小国 日本が 宣戦を 布告 (明治 37 年) した 時は、 日本の 同盟国であった ィギリス も 日本が 勝つ とは 思 
わず、 世界中が 日本の 敗北を 予想して いました。 

しかし、 その 予想は 見事に 覆えった のです。 日本と いぅ 小人が ロシアと いぅ 巨人を 倒した のです か 
ら 、世界は 驚倒し ました。 近代史に おいて、 有色 人種が 白色人種に 初めて 勝利した のです。 

日本は 死闘し ました。 大陸に おける 最終 決戦と なった 奉 天 会戦の 規模は、 ロシア 軍 三十 二 万、 日本 
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軍 二十 五 万、 ロシア 軍の 損害 約 九 万、 我が 方の 死傷 七 万、 日本は 世界 最強と 称された ロシア 陸軍を 見 
事に 撃破し ました。 海上では、 遠く ヨー ロッ パから 回航し 来った バル チック 艦隊を、 日本海に おいて 
数 刻の 間に 全滅 させました。 この 勝利は 世界 海戦 史上、 空前の 完勝でした。 

それまで ヨー ロッパ 人の 前に 屈伏して きた 全 アジアの 諸 民族は、〃 自分 達 も ひとたび 立ち上れば、 

ヨ ーロッ パの 植民地た る 運命を 脱する ことができる。 ヨー ロッパ 人の 搾取から 解放され る。 みじめな 
白人の 奴隸 状態から 脱出で きる の だ" と 歓喜し、 奮い立ちました。 

アジア ばかり か、 ロシアに 侵略され ていた 北欧の フィンランド、 黒海を 出て ゆく ロシアの 艦隊を 見 
送った トルコ、 あるいは 中東の ペルシャ や アフガニスタン、 アフリカでは エジプト などで も、 日露 戦 
争を きっ かけに 独立運動が 起こりました。 

革命 中国の 父 孫 文は、 その 時の ことを、 「大 アジア 主義」 と 題した 有名な 講演 (大正 13 年 •於 神 戸) 
で ふれて います。 少し 長くな ります が、 大切な 点です ので、 そのまま 引用し ます。 

〈ヨ ーロッ パの 文化は 進歩し、 科学 も 進歩し 工業 生産 も 進歩し、 武器 もす ぐれて いるし 兵力 も 強大 
で、 わが アジアには とりえがない と 考えた。 どぅしても アジアは、 ヨ ーロッ パに 抵抗で きず、 ヨー 
ロッ パの 圧迫から ぬけだす ことができず、 永久に ヨ ーロッ パの 奴隸 にならなければ ならない と 考え 
たのであります。 —— きわめて 悲観的な 思想だった のであります。 —— ところが、 日本人が ロシア 
人に 勝った のです。 ヨ ーロッ パに 対して アジア 民族が 勝利した のは 最近 数百 年の 間に これが はじめ 
てでした。 この 戦争の 影響が すぐ 全 アジアに つたわり ますと アジアの 全 民族は、 大きな 驚きと 喜び 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


を 感じ とても 大きな 希望を 抱いた のであります。 これは 私が この 目で 見た ことです が、 諸君に お 
話いた しまし よう。 

日露戦争が はじまった 年、 私は ちよう ど ョ ーロッ パに いました が、 ある 日東郷 大将が ロシアの 海 
軍を うちやぶり、 ロシアが 新しく ョ ーロ ッ パから ウラ ジオ ストックに 派遣した 艦隊が、 日本 每で全 
滅 させられた ことを ききました。 この ニユ ー スがョ ーロッ パに つたわる と全ヨ ーロ ッバの 人民は、 
父母を 失った ように 悲しみました。 ィギリスは 日本の 同盟国で したが、 この ニ ユース をき いた ィギ 
リス 人の ほとんど いずれも 眉を ひそめ、 日本が このような 大勝 利を おさめた ことは、 結局 白人の 幸 
福では ない と 考えた のであります。 これは、 ちよう ど ィギリスで いわれる 2 〇〇 a- is  thicker  than 
water. (血は 水よりも 濃い) という 考え方です。 その後 まもなく、 私は 船で アジアに かえる ことにな 
り 「スエズ」 運河を とおると きに、 たくさん 土人が いまして、 これは ほとんど アラビア 人でした が、 
私が 黄色人種で あるのを 見て、 ひじよう に うれしそうな 様子で、 私に 「お前は 日本人 か」 と 問い か 
けて きました。 それに 答えて 「ちがう、 私は 中国人 だ。 何 かあった のか、 なぜ そんなに うれしそう 
なの だ」 といい ますと、 なんでも、 ロシアが ョーロ ッバから まわした 海軍を、 日本が 全滅 させた と 
いう こと だ。 その ニ ュース が 本当 かどう か 知らない けれど、 自分たち は 運河の 両側に いて、 とおる 
fp ことに ロシアの 負傷 兵が ョー ロッ パへ 送られる のをよ く 見る。 きっと それは ロシアが 大敗 ンた正 
拠に ちがいない。 これまで われわれ 東洋の 有色 民族は、 いつも 西洋 民族の 圧迫を うけて、 苦しめら 
れ 浮かび あがれな いが、 こんど 日本が ロシアを まかした の だから、 東洋の 民族が 西洋の 民族を、、 っ 


ち やぶった ことになる。 日本人の 勝った のは、 自分が 勝った ような もの だと 思う。 これは 本当に 
歓喜すべき こと だ。 だから 自分たち は、 こんなに 愉快に なり 喜んでい るの だ」 といって いまし 
た。 —— 

日本が ロシアに 勝って いらい アジアの 全 民族は、 ヨ ーロッ パを うち 破る ことを 考える ようになり 
独立運動が おこりました。 エジプトに 、ペルシャ 、トルコに、 アフガニスタン、 アラビアに 独立 運 
動が おこり、 インド 人 もこれ いらい 独立運動を はじめた のであります。〉 (玉 島 信義 編 訳 『中国の 眼』 
所収の 訳文から) 

インド 建国の 父 ジャワ ハル ラル •ネルー はどうでした でしよう か。 彼は 当時、 十六 歳の 多感な 少年 
でした。 

〈日本の 私の 熱狂を 沸き立たせ、 新しい ニ ユース を 見る ため 毎日、 新聞を 待ち焦がれた。 相 
当の 金を かけて 日本に 関する 書籍を 沢山 買い込んで 読もうと 努めた。 (中略) 私の 頭は ナ ショ ナリ 
ス チックの 意識で 一杯に なった。 インドを ヨ ーロッ パの 隸属 から、 アジアを ヨ ーロッ パの 隸厲 から 
救い出す ことに 想いを 馳せ た。 (中略) 五月の 末 (注— 明治 38 年) に 近い 頃 私たちは ロンドンに 着い 
た。 余} 中 ド ー ヴァ ー からの 汽車の 中で 対 馬 沖での 日本 大勝 利の 記事を 読み耽りながら、 私は とても 

上機嫌であった。〉 (『ネルー 自伝 (上)』) 

アジア 各国の 志士 達は 続々 と 日本へ やって 来ました。 支那 (清国) から、 フイ リピンから、 ベ トナ 
ム から、 インドから、 祖 1 独立に 熱血を たぎら せた 青年 達が、 次から 次へ と 日本に 来ました。 シナ ヵ 
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らの 留学生は 一万 名に も 達し、 係 文は これらを 指導し ました。 アジア 復興の 正気は 日本から えんえん 
として 燃え 上った のです。 

白色人種の 世界制覇 

一四 九 二 年、 コロンブスは 大西洋を 越えて アメリカ 大陸の 一部に 到着、 I 四 九 八 年、 バスコ •ダ • 
ガマは アフリカ 大陸の 南端を 廻って インド 西海岸の カリカットに 到着し ました。 一 五 ニニ 年、 マ ゼラ 
ンは 南米の 南端を 廻って 太平洋に 達し、 その 部下は 世界 周航を 完成し ました。 

これからを 大 航海 時代 と言うそう です。 が、 これは 白人の 体裁ょ い 呼び名です。 事実は 「大 侵略 時 
代」 でした。 鉄砲を 揃えて 軍艦に 乗り、 キリスト教の 布教と いう 名目で、 ありと あらゆる 悪業の 限り 
をつ くし アメリカ、 アフリカ、 太 洋洲の すべてを その 手中に 収めた のです 0 

次いで、 彼らの 魔手は アジアへ 向けられ、 インド、 ビルマ、 ベトナム、 インドネシアの 独立 王国が 
次々 に 滅ぼされて ゆき、 すべてが その 植民地と なり、 中央アジア、 シベリア 、才— スト ラ リア とても 
例外ではありませんでした。 彼ら 白人は 有色 人種を 対等な 人間と して 認めず、 教育を 与えず、 最低の 
生活に 放置し、 その 膏血を 絞って、 これを ヨ ーロッ パに 送りました。 これにょ って ヨー ロッ 。ヽ (± 繁栄 
を 謳歌し ました。. 

もっとも 悲惨を 極めた のは、 アフリカの 黒人でした。 大規模な 「土人 狩り」 が 行われ、 彼らは 「家 
畜」 として アメリカへ 送られました。 アメリカの 繁栄は、 その 膏血の 上に 关 いた 花です 0 
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全世界を 席巻した 白人に 残された のは、 清 帝国と 朝鮮、 日本でした。 ここに おいて 仕掛けられ たの 
が可片 戦争 (一八 四〇 年〜 四 二 年) です。 これは もっとも 不 道義、 非人 道な 戦争でした。 老大国 清は 無 
S こも 欠れ、 支那は イギリス、 フランス、 ドイツ、 ロシアに より 分割 されん としました これ 7)' 日露 

戦争 直前の 世界でした。 

こ 〇 寺、 有色 人種で 危うく 独立を 保っ ていたのは、 日本と 清、 タイ、 エチオピアの 四 力 国 のみでし 
た。 ただし タイは、 英仏 両国の 植民地 獲得 戦争の 緩衝地帯 として 危うく 独立を 保って いたに 過ぎず、 
エチオピアは アビシ ニヤ 高原の ノ 風土病) の 地に あり、 彼らは そこまで 手が 届かなかった に 過ぎ 
ません。 かく 観れば、 日露戦争 直前に おける 有色 人種の 真の 独立国は 我が 日本の みでした。 

日本は この 弱肉強食の 白人の 魔手から 何故 逃れる ことができた のでし ょうか。 その ひとつの 理由と 
して、 日本が はるか 極東の 東端に 位置して いた ことによると 説く 人 もあります が、 それは 真の 理由に 
はなり ません。 

日本が よく 独立を 保ち 得た のは、 迫り 来る 白人の 魔手に 機敏に 反応し、 上下 一体と なって 幕藩体制 
を凊算 し、 明治維新を 完遂し、 近代国家 へと 逸早く 転身し、 必死 懸命に 国内 体制を 大 革新し、 西欧に 
対抗し 得る 体制を 整えた からです。 

日本は 清国に 対しても 朝鮮に 対しても、 白人の 侵略に 力を 合わせて 対応すべく 呼びかけました 力 
この 両国は 老衰 救い 難く、 なんら 応えなかった のです。 そのために 日本は、 独力を もって ロシア 帝国 
との 決戦を 強いられた のでした。 


36 


第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


アメリカの ア シア 侵 出と ハル •ノ ー ト 

日露戦争に よる 日本の 勝利に 有色 人種は 歓喜し ましたが、 白人は そうではありませんでした。 日本 
を 応援した 英国 も 米国 も、 いずれは この 日本が 発展し、 いつの 日に か 有色 人種の 旗頭に なり、 白人の 
世界征 覇を ゆるがす のでは ないかと 危惧し ました。 そこでまず 動き 出した のが アメリカ でした。 

アメリカは アジア 大陸への 侵 出が いちばん 遅れた 白人 国です が、 まず フィ リピンを 植民地と し、 ハ 
ワィを 併合して 大陸へ 眼を 向けた 時は すでに 時 遅く、 大陸へ 入り込む 余地はありませんでした。 

そこで アメリカは、 日露戦争の 結果、 ロシアの 権益が 日本に 引き渡された ことに 目を 向け、 日本を 
排除して 満洲へ 侵 出しようと 企てた のです。 

南 満洲 鉄道は、 ポーツ マス 講和条約 (明治 38 年) で ロシアから 正式に 日本へ 譲渡され る ことにな り 
ましたが、 アメリカの 鉄道 王 エド ワ ー ド •ハリマンは 条約 締結の 最中に 日本に 渡り、 日本 政苻に 
働き かけて、 戦争で 疲労した 日本では この 鉄道は 維持で きぬから、 アメリカが 買収して、 共同管理に 
しようと、 巧みに 持ち かけました。 戦争に よる 膨大な 借金を 背負っ ていた 日本 政府は、 この 甘言に ま 
ん まと 乗り、 桂 首相との 間に 満鉄 共同管理に 関する 予備 協定を 結びました。 

ハリマンは 意気 楊々 として 帰国し ましたが、 これと すれ違いに ポ ー ツ マス 講和会議から 帰朝した 外 
相 小 村 寿太郎 は、 寝 耳に 水の 桂 •ハリマン 協定に 仰天し ました。 十万の 同胞の 命と 二十 億円の 国費を 
犠牲に して 得た 満 鉄を 売却す るのは、 ロシアに 代って アメリカが 満洲に 入り込む ことで あり、 白人の 
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アジア 支配に 手を 貸す ことに 他な りません。 日露戦争は 何のた めの 戦争であった かと、 小 村 外相は 大 
反対し ました。 この 小 村の 正論が 通り、 日本は 仮 協定を 破棄した ので 事な きを 得ました が、 まったく 
危 いところ でした。 

満鉄 買収に 失敗した アメリカは その後、 手を かえ 品を かえ 満洲への 侵 出を はかって きます。 

明治 四十 年 (一九 〇七 年) には 法 庫 門 鉄道 案、 明治 四十 二 年には 満洲 銀行 設立 案、 錦 愛 鉄道 案と 次 
から 次へ と 働き かけて きました。 翌四 十三 年には、 アメリカの 主張で ある 門戸 解放 •機会均等の 名分 
の もとに 満洲の 全 鉄道を 中立 化し、 日本の 満洲での 優位を くつがえ そうとして 満洲 諸 鉄道 中立 化 案を 
発表し ました。 日本は 必死に 防戦して、 ようやく これを 退けました。 

次に アメリカは 英 、独、 仏の 三国を 誘い、 清国との 間に 四国 借款 契約に 調印し ました。 これは'  満 
洲 での 事業に ついての 一切の 金融 企画の 優先権を 四 力 国に 認める、 という ものです。 四国 借款 団は明 
台 四十 四 年、 ロンドンで 公債を 発行し ようとし ましたが、 間もなく 辛亥 革命 (一九 一一 年〜 一二 年) に 
より 清 帝国が 崩壊し、 ことなき を 得ました。 

* 

このように 日露戦争 直後から アメリカは 満洲へ 侵 出しよう とし、 日本は これを 必死にな って 防ぎ ま 
した。 その後 も アメリカは 終始、 日本を 大陸から 追い出す 政策を 貫きました。 この ことは、 日米 開戦 
の 前夜、 アメリカが 日本に つきつけた ハル •ノ ートに 明らかに 示されて います。 

r ;l/ •ノ ート は、 アメリカ 大統領の 仲介で 成立した 日露 講和条約を まった く 無視し、 遼東 半島 租借 
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権の みならず、 全 満洲から 全 軍隊、 全 警察の 総 撤退を 要求し ました。 これは、 日本は 日 清. 日露戦争 
以前へ 戻れと いう 苛烈な ものでした。 

このように、 日露戦争に よる 日本の 勝利は アメリカに 中国大陸 侵 出の 野望を 抱かせ、 迂余 曲折を 経 
て 三十 六 年後に ゆきつく ところ、 ついに 日米の 決戦と なった のです。 日本は これを 大 東亜 戦争と 呼称 
し、 アメリカは 太平洋戦争と 呼びました が、 この 呼称に 両国の 戦争に 対する 認識が 明白に 現われて い 
ます。 アメリカは 太平洋を 越えて アジア 大陸に 侵 出しよう とし、 日本は この アメリカの 侵攻を 防ぎ 止 
めんと 一国の 命運を 賭して 戦った のです。 

日本が 大陸から 撤兵して いたら 

戦後の 史家は 論じます。 「日本は 日露戦争に 勝って、 アジア 大陸へ 大きく 一歩 も 二 歩 も 踏み出した 0 
そのために 満洲 事変が 起き、 これが 日中戦争 (正しい 呼称は 支那 事変)、 太平洋戦争 (大 東亜 戦争) へと 
続き 大敗した。 日本は ロシアから 満洲での 権益を 得る ことを 辞退し、 大陸へ 侵 出せず、 四つの 島に 閉 
じこ もっていたら、 平穏無事であった。 大陸へ 足を 踏み入れ たから、 日本は 不幸な 戦争を 巻き起こし 
たの だ」 と。 この 論には 大方の 知識人 も 賛成す る 者が 多い ので、 一言し ます。 

このような 論は 現実を 無視した 空論です。 夢物語り です が、 百歩譲って、 日本が ロシアの 権益を 受 
け 継がず、 そのまま 引き 下っ たと しまし よう。 前後の 事情から して、 アメリカは 必ず 満州/ f« 出した 
でしよう。 
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当時、 清 帝国は 阿片戦争 以来、 衰退に 衰退を 重ねてい ました。 内 •外蒙古は ロシア、 山 東半 島は ド 
ィツ、 揚子江 流域と チベットは ィギリス、 南 支那は フランスと いうよう に 勢力圏が 確立し、 もう ひと 
押しで 欧米 勢力に よる 中国大陸の 分割は 成功す る 状況でした。 

一九 一二 年 (明治 45 年) に 清 帝国は 滅亡す るので すが、 その後、 軍閥の 抗争に よって 国内は 麻の 如 
く 乱れ、 中央政府は 存在し ませんで した。 蔣介 石が 統 I 国家ら しい 政府を 樹立す るのは、 清 帝国 滅亡 
から 十六 年 もたった | 九 二八 年 (昭和 3 年) のこと でした。 日本が 南 満洲を 押さえて いなかった とし 
たら、 白人 列強は 自分 達の 意の ままに、 アフリヵで 行っ たように 支那を 分割 領有して しまって いたで 
しよう。 

そのよう になっ ていたら、 確かに 満洲 事変 も 支那 事変 も大 東亜 戦争 も 起こらな かった かもしれ ませ 
ん 。しかし、 我が国への 圧迫は 必ずや 別の 形で 加わり、 全 アジアに 対する 欧米の 支配は ゆるぎなく 安 
定し たものと なり、 この 体制は 半永久的に 固定し、 現在に 至る も 続いて いたでし よう。 

これが 冷厳 苛酷な 国際政治の 力学な のです。 われわれは 為にす る 無責任な 仮定 論に 惑わされて はな 
りません。 

【鈴 木 正 男】 
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I ー  アメリカの 対日 外交 攻勢 


リ 講和会議と ワシントン 会議 


人種 平等を 提案して 否決され る 

大正 三年 (一九 一四 年) から 大正 七 年 (一九 一八 年) まで 戦われた 第一次世界大戦が 終る と、 パリで 
講和会議が 開催され、 日本は 戦勝国の 一員と して 全権 団を 送り こみました。 参加国は 二十 七 力 国で、 
白人 支配 圏 以外は 日本と 中国の 二 力 国 だけでした。 この 会議は、 講和会議と 並行して、 世界 恒久 平和 
のた めの 国際 聯盟の 設立が 大きな 議題でした。 

日本は 国際 聯盟の 規約に 人種差別の 撤廃 条項を 入れる ことを 強く 主張し ましたが、 否決され てし ま 
いました。 この 報が 日本国内に 伝わる や、 世論は 「白人の 横暴」 に 憤慨、 一致して 「国際 聯盟 不参 
加」 に 変わった のです。 その 中心は、 第一 次 大戦 開戦 時の 首相 大隈重 信でした。 彼は 「人種 平等は 日 
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本の 死活問題 であり、 列国が これを 認めない かぎり、 日本の 聯盟 参加は ありえない」 とし、 「人種 差 
別 撤廃 期成同盟」 を 結成し、 猛烈な 運動を 展開し ました。 日本の 各 新聞 もまた 「欧米の 列強は 恒久 平 
和の ための 国際 聯盟と 理想を ふりかざしながら、 その実、 国際 聯盟に よって 現状を 固定し、 日本の 擡 
頭を 妨害し ようとし ている」 と 論じました。 正に その 通りでした。 

日本は 聯盟 規約 最終 委員会に 動議を 提出し ました。 それは 「諸国 民 平等の 原則」 という 言葉を 規約 
本文で なく 前文に 挿入 するとい う、 当初の 提案から 大きく 後退した 案でした が、 これ も 否決され てし 
まいました。 

時の 首相 原 敬は 決断を 求められました。 その 決断とは、 人種 平等を 否決した 国際 聯盟に 参加す る 
か、 しない か、 でありました。 日本の 世論は 決定的に 不参加です。 しかし、 原 首相は 米英に 屈し、 世 
論を 押さえて 参加の 調印に 踏みき りました。 

日本は 有色 人種の 旗手と して、 世界の 檜 舞台で 堂々 と 人種 平等の 正義の 旗を 翻え したので すが、 そ 
の 旗は 無残に も 破り 捨てられ、 残念ながら 米英を 中心とする 白人に 押さえ込まれ たのです (確かに パ 
リ 講和会議では 日本の 主張は 通らなかった が、 第二次大戦 後の 昭和 二十 三年 〈一九 四 八 年〉 に 開かれた 第三 回国 
連 総会では、 「世界人権宣言」 が 採択され、 今や 「人種差別 撤廃」 のみならず 人権 -#: 重は 天の 声と なった)。 

ワシントン 会議に よる 日本 押さえ込み 

アメリカが 日本 押さえ込みの ために 次に 打った 強打は、 大正 十 年 (一九二 一年) の ワシントン 会議 
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でした。 アメリカの 目的は、 次の 三つでした。 

第一は、 軍縮を 行って 日本の 海軍 力を 押さえる こと、 第二は、 日英 同盟を 廃棄させる こと、 第三は、 
満洲に おける 日本の 特権を 認めた 石 井 •ランシング 協定 (大正 6 年 •一九 一七 年) を 廃棄し、 中国の 領 
土 保全に つき 新 条約を 結ぶ ことでした。 

会議は アメリカの 主導で 進み、 日本は 戦艦 保有に ついて、 対 米英 七 割を 主張し ましたが、 アメリカ 
と ィギリスは 一歩 も 譲らず、 遂に 「米国 五、 英国 五、 日本 三」 の 比率を 呑まされました。 そして、 太 
平洋 での 問題の 紛争は 外交的 手段で 解決 するとした 四 力 国 条約 (日 •米. 英 •仏) が 結ばれ、 明治 三十 
五 年 以来 二十 一年間 続いた 日英 同盟は 廃棄され ました。 次いで、 支那の 主権と 領土保全 •門戸 解放. 
機会均等の 原則を 承認した 九 力 国 条約 (米 •英 •日 •仏 •伊. 蘭 •ベル ギ！ ポルトガル •支那) が 結ばれ、 
石 井 •ランシング 協定 も 廃棄され てし まいました。 

これで 日本は、 満洲に おける 優先権の すべてを 放棄 させられた のでした。 会議は アメリカの 完勝、 
日本の 完敗に 終りました。 

ロンドンの 王立 国際問題 研究所は、 この結果 について 

〈英語を 国語と する 諸国は、 日本を 難攻不落と 見えた 地位から、 巧妙な 策謀に ょって 一歩一歩 押し 
出して しまった 〇〉 

と 評して いますが、 正に その 通りでした。 

では、 日本は なぜ 外交的 故 北を したので しょぅ か。 それは、 国内の 便乗 的 雰囲気 も ありまし たが、 
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アメリカが 日本を 満洲から 叩き出す 手段と して、 支那を 巧妙に 操つ たからであります。 

当時、 支那の 政権は 南北に 分裂し、 中央政府は 存在せ ず、 外債は 支払えず、 国家と して まったく 無 
能でした。 アメリカは 支那の ために シナリオを 書き 与え、 支那は アメリカに とり 入る ために あらゆる 
努力を しました。 この 支那と アメリカの 共同 作戦に 日本は 手 も 足 も 出ず、 見事に 完敗した のでした。 

この結果、 支那は 増長し、 これ 以来、 無鉄砲な ナショナリズムに 走り、 排日 •侮 日が 渦を 巻きは じ 
めた のでした。 

【鈴 木 正 男】 


44 


第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


四 日米協 調 時代の 欺瞞 性 

スタ ー ル 博士の 慧眼 


幣 原の 「平和 外交」 に 警告 

第一 次 大戦が 終り、 ワシントン 会議 (大正 11 年 •一九ニ ニ 年) から 満洲 事変 (昭和 6 年. 一九 三 一年) 
までの 十 年間は、 日米協 調 時代でした。 それを 代表した のが 幣原 平和 外交で あり、 「よき 時代で あっ 
た」 と 現代では 考えられて いるよう です。 しかし、 果たして そのよう に 断定で きる でしよう か。 

ワシントン 条約は、 日本が アメリカの 遠大なる 謀略に 組み込まれる として、 当時の 日本には 次の よ 
うな 強力な 反対 勢力 も あった のです。 

① ワシントン 会議で 締結され た 海軍 軍縮協定で 、米 * 央 •日の 主力艦 比率を 五 •五 •三に 決める こ 
とは 不当 極まる 処置で ある。 
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② 同時に 結ばれた 「中国に 関する 九 力 国 条約」 の 締結 国は、 日本を 除いて 欧米諸国 ばかりで ある。 

これらの 国々 は シナに 対して 直接の 利害が 乏しく、 近接した 大国 ソ連は 加盟して いない。 それに シ 

ナ 大陸は、 国家と して 充分な 機能を 果たして いるとは 言えず、 排日 運動が 盛り あがりつつ ある。 こ 

れらを 考慮し ない 条約 締結は、 日本の 手足を 無期限に 縛る ことになる。 

というの が 反対の 理由で したが、 これらの 主張は 国論を 決定す るまでに 至りませんでした。 敗戦 後の 
日本では、 戦前の 対米 強硬派に 対して、 「国際 協調 精神に 乏しい 頑迷なる 攘夷 派」 のよう な レッテル 
が 貼られました。 ところが、 「あの 当時の 日本 外交の 軟弱なる 譲歩 主義が、 将来 必ず 禍根を 残す」 と 
警告した アメリヵの 学者が いたのです。 

その 学者は フレデリック •スタ 丨ル 博士  (一八 五八 年〜 一九 三 三年) という 人類学者です。 日本人 以 
上に 日本の 伝統を 愛し、 自ら 「寿 多 有」 と 名乗り、 日米の 架け橋と なった 人です。 

生涯 独身で 通し、 シヵゴ 大学に 「日本学 講座」 を 設けた ほどの 知日家でした。 特に 神社 •仏閣に あ 
る 千社札に 興味を 持って、 納札 会の 会員に なり、 「お札 博士」 など 十数 種の お札を 作って、 各地の 神 
社 仏閣に 収めました。 富士山を こよな く 愛し (登山 5 回)、 昭和 八 年、 東京 聖路加病院で 亡くなり まし 
た ( 74 歳) が、 遺言に 従って、 墓は 富 土の 登山口と して 知られる 須 走に 建立され ています。 

親愛なる 日本国民 諸君へ 

その スタ— ル 博士は、 大正 十三 年 (一九二 四 年) に、 「排日 移民法」 が 米議会に 上程され た 時には、 
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スタール 博士の 墓碑 
静岡県 須 走の 富士山の よ く 見える 
場所に 巨大な Dr.FREDERICK 
STARR  (寿 多 有 博士） の 墓碑が 
建って いる。 碑文は 徳富蘇 峰に よ 
って 書かれ， •昭和 9 年 11 月 11 日の 
除幕式に は 斎 藤 実 元首相 も 出席。 


地元に は スター ル 博士の 遺徳を 偲び， 
遗 影と 著書を 供えて お祀り している 人 
や 「寿 多 有 博士 顕徳 会」 も ある。 


「日本人 だけを 差別す る 移民法は、 人道を 無視す る もの。 しかも 関東大震災 後、 日本が 困っ ている 時 
にこの ような 法律を 制定す る ことは、 米国の 建国 精神に 反する」 として 反対した のであります。 

博士の 真面目は、 昭和 五 年 (一九 三〇 年) 十月 十九 日、 東京 中央放送局から 「去る に 臨みて •親愛 
なる 日本国民 諸君へ」 と 題して 行った 講演の 中に 現われて います。 約 三十 分の 放送で したが、 日本人 
に 深い 感銘を 与えました。 

博士は 放送の 前段で、 「日本に 美しい文 化 伝統が あるに も 拘わらず、 外国との 接触に よって、 三文 
の 価値 もない ものを 輸入して 喜んでい る。 日本 婦人は 典雅に して 謙譲の 美風を 忘れて、 もっとも 下卑 
た 米国 婦人の 真似を して 粗野に 流れつつ ある。 青年 男児は 日露戦争の 如き 剛気 勇武の 風を 失って、 柔 
弱に 流れて いる」 というよ うに、 当時の 軽薄なる 時代 風潮を 憂えて います。 博士が 放送した のは 昭和 
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五 年、 即ち 満洲 事変が 勃発す る 一年 前の 様子を 語って いるので すが、 さながら 現代の 日本を 髪 S 弗と さ 
せます。 そして 後半は 「日本は 外交で 譲歩す るな かれ」 と 題して 次のょうに 述べて おります。 「さわ 
り」 のと ころ だけ 紹介し ましょう (昭和 9 年、 博士の 墓碑 除幕式 当日に 配布され た 印刷物から)。 

〈日本は 今や 過去の 孤立 鎖国の 域を 脱して、 世界の 列強の 一つと なった。 日本は 世界の 進歩 発達に 
際して 真の リー ダー となるべき 幾多の 機会を 有した が、 勇気と 確信を 欠きた るた めに しばしば 絶好 
の 機会を 失った ことは 痛嘆の 至りで ある。 日本は この 大 責任を 果たさん ためには 高遠の 理想と、 高 
尚なる 目的と、 確乎 不抜の 決断と、 特別の 智慧を 有たねば ならぬ。 今日 何れの 国家と 雖も 利他 的な 
ものは ない。 また、 これを 期待す る ことは 愚で ある。 日本は 国際親善の 精神と 正義の 観念と を もっ 
て、 自主的 見地から 勇往邁進せば、 反って 世界の 尊敬を 受け 自然の リー ダー として 立つ ことができ 
ると 信ずる。 (中略) 

日本は 一八 九 五 年の 日清戦争 以来、 常に 外国の 圧迫に 対して 譲歩に 譲歩を 重ねて 来た。 日本は 他 
国の 要求 及び 意志に 従 はんとして 常に 国家の 重大 事に 関して 譲歩した ので ある。 私は 日本の 譲歩の 
動機は 国際 協調 及び 国際親善の ために 寛大なる 態度に ffi1 でた ので あろうと 信ずる。 しかしながら、 
かかる 政策が 繰り返されたならば、 外国は これを 目して 日本は 国際親善の 目的に 非ず して、 むしろ 
自己の 行為 または 判断の 不当を 容認せ るか、 然ら ざれば 卑怯に 基因せ る ものな りと 誤解し、 その 結 
果 、日本を 軽蔑す る やうに なって 来る ので ある。 斯様に 推移して 行くならば、 日本は 将来 必ずや 国 
権を 主張せ ねばならぬ 機が 到来す るであろう。 然しながら その 時は、 日本の 主張が 有効と なる には 
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あまりに 遅 過ぎる のは 遺憾で ある。 要するに 日本の 諺に 「後悔 先に 立たず」 といぅ 名言が ある。 

今 これを 例証 せんとせば、 米国の 排日 移民法 通過の 際の 日本の 態度の 如きは その 適例で ある。 日 
本 政府 当局者は 何故に 日本国民の 名誉の ために、 且つ 正義 人道の ために、 正々 堂々 と 日本の 正当の 
主張を なさな かつた か。 米国との 親善を 希望して 米国に 遠慮し、 最後まで 日本の 主張を 率直に 米国 
民に 披瀝し なかつ た 故に、 反つ て 不幸なる 結果を 招来した ので ある。 

日本は ワシントン 会議に 於て 日本の 国防 上 多大なる 犠牲を 払って 大 譲歩を 為した 。国際関係に 於 
ては 国家と 国家との 間は 対等で あらねば ならぬ。 然るに 日本は 何故に ワシントン 会議に 於て、 自ら 
進んで 世界 列国 環視の 前で、 巨艦に 於て 対 英米 六 割の 比率を 承認して 自国の 劣等なる ことを 制定す 
る 条約に 調印した ので あるか。 (中略) 

親愛なる 日本国民 諸君、 今や 日本を 去る に 臨んで 諸君に 希望す る。 諸君は 光輝 ある 日本 帝国の 伝 
統を 基礎に して、 日本国民の 美徳を 涵養せられ、 日本 文明の 精華を 発揮す ると 共に、 米国 及び 世界 
から 多くの 長所 美点を 採用し、 以て 日本を して 東亜に 於ての みならず、 太平洋 時代に 於け る 真の 世 
界的リ ー ダー たらしむべく 努力 せられん ことを 切望して 止まない。 y  (笠 井 重 治 訳) 

現代の 日本に こそ 当てはまる 助言 

ここでは、 博士が 外交問題に 触れた 一部を 紹介した に 過ぎません。 彼は 米国人で あるに も かかわら 
ず、 その 頃の 国際社会を 生きる 日本の 立場を 理解して 述べて おり ま f。 
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これを 読んで いると、 当時の 時代 背景が わかり、 日本が 米英に 次第に 追い つめられて ゆく 状況が 手 
にと るよう にわかつ てきます。 

しかも これは 六十 余 年 前、 即ち 半世紀 以上 も 昔の ものです が、 これは 前段の 内容と 同様、 そのまま 
現下の わが国の 政治 外交 状況に 対比 させても 当てはまる 警告と なります。 

「歴史は 繰り返す」 と 言います が、 講演の 中に 出て くる ワシントン 会議、 アメリカに よる 排日 移民 
法、 そして、 ロンドン 会議の 頃の 日本は、 協調 外交の もと 平和主義を 謳歌し、 軍人が 軽蔑され 制服で 
表を 歩けなかった 時代。 今の 日本は、 あの 当時と 同じように 哲学な き 「平和 外交」 であります。 外国 
の 干渉に よって 教科書 問題、 靖国 神社 問題、 藤 尾 文相の 発言に よる 辞任、 お詫び 外交 等々、 ことごと 
く襄 歩に 譲歩を 重ねてい ます。 世は 見せかけの 太平 ム ー ド、 自衛隊 員が 制服を 着て 闊歩で きない 世 

相、 何とよ く 似た 状況ではありません か。  、 

かつての 日本は、 スター ル 博士が 予言した ように、 軟弱 外交が 次第に 追い つめられて 俄に 硬化し、 
屡 まきの 反撃に 転じ、 墓穴を掘る 結果と なりました。 賢明な 民族であるなら、 平素から 勇気と 識見を 
もって 堂々 と 外交交渉に おいて 渉り あい、 後顧の 不安を 除去す る ことができる のであります 0 
第二の 轍を 踏まない ように、 スタ 1 ル 博士の 助言に、 もう 一度 耳を 傾けたい ものです。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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五 満洲 事変は 起こるべく して 起こつ た 


国際 聯盟 離脱の 原因 


幣原 外交と 満洲の 混迷 

0? 和 五 年 (一九 三 〇 年) に スター ル 博士が 指摘した ように、 当時の 日本 男性は 日露戦争 当時の よう 
な 剛気 勇武の 気風を 喪い、 婦人は 下卑た 米国 女性の 真似を して、 外交は また 米英 追従の 軟弱ぶ りで し 
た。 確固たる 外交の 哲学が なく、 五. 五 •三の 比率を 全世界 注視の 中に 呑んで しまいました。 続いて 
起こった アメリヵの 対日 移民法に 対しても 打つ手が なく、 隣国の 支那は すっかり 日本の 手のう ちを 読 
んで いました。 その 支那に 手を 貸した のが、 幣原 外交でした。 

幣原 喜重郎 外務大臣は、 大正 十三 年 六月から 昭和 二 年 四月までの 三年 間と、 昭和 四 年 七月から 昭和 
六 年 四月までの 二 年間、 五つの 内閣で 都合 五 年間 その 任に ありまし たが、 その 対支 外交 方針 よ、 
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①  対支 内政不干渉の 徹底 

②  支那 現状に 対する 寛容と 同情 
でした。 

内政不干渉で すから、 張 作霖が 北京に 進出し ようが、 蔣介 石の 革命軍が 北上し ようが、 支那が 赤化 
しようが、 干渉し ませんで した。 眼に あまる 国際条約 違反 行為が あっても、 通り一遍の 抗議を する の 
みで、 何もし ません。 そのため 日本は なめられて、 行きつ くと ころ 最悪の 事態に 追い つめられ、 最終 
的に 日本は 満洲から 叩き出される 寸前に 立ち至った のでした。 

支那 側は、 満鉄 (ポ ー ッ マス 条約に よって、 我が国が 南 満洲 鉄道 株式会社を 設立して 経営した 鉄道の 略称。 
「満 鉄」 は 炭鉱 や 港湾 等 も 経営して いた) を 自滅させる ため 条約に 違反して 満鉄 並行 線を 作り、 大連 港に 
対抗して 胡 蘆 島に 築港を 完成 させ、 当然の ことと して 満 鉄は 赤字 経営に 転落し ました。 

日本人に 対する 暴行 迫害 も その 極に 達し、 日本人 小学校は 無期 休校、 または 廃校の 止むな きに 至り 
ました。 万宝 山 事件、 中 村 大尉 殺害事件を 頂点に、 未解決 事件は 実に 二百 四十 件に も 達し、 支那 側は 
ますます 狂暴 化し 止 どまる ところを 知りません。 

その 結果、 内地人、 朝鮮人 合わせて 百 三十 万人に 達して いた 在留邦人は 百万 人に 減り、 在留す る 者 
は 日本へ 帰る 方途な く、 生命の 危険に おびえつつ 止むな く 踏みと どまって いたのでした。 

犠牲者が 三十 万人 も 出た 背景の もと、 昭和 六 年 (一九 三 一年)、 満洲 事変は 自衛の ため 起こるべく し 
て 起こった のでした。 
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リットン 報告書と 国際 聯盟 離脱 

満洲 事変が 起こる と、 支那は これを 国際 聯盟に 提訴し ました。 国際 聯盟は、 イギリスの 代表 リット 
ン 卿を 団長と する 調査団を 満洲に 派遣し ました。 イギリス、 フランス、 ドイツ、 アメリカ、 イタリア 
の 五 力 国、 二十 人から なる 調査団は、 昭和 七 年 二月 末日 東京に 到着、 次いで 大陸 各地を 視察し、 北 平 
(北京) で 報告書の 起草に かかり、 昭和 七 年 八月 三十日に これを 完成し ました。 

調査 委員の 報告書は 膨大な もので、 英文で 一四 八 頁、 全 十 章、 ぅち 八 章までは 歴史 叙述と 事実 認定 
にあ てられ、 阿片戦争から 説き起こし、 さながら 支那の 近代史を 読む 観が あり、 日露戦争 後の 日本の 
満洲 進出、 支那の 抵抗を 述べ、 結論と して、 事変 解決の ために 次の 調停 案を 提出し ました。 

一、 柳条 湖 事件 以前への 「原状 回復」 も 「満洲 国の 承認」 も いずれも 問題の 解決に ならない。 

一、 外国人 顧問 (国際 聯盟 理事会が 派遣) の 指導の もと、 広範な 行政権を 持った 自治 政府を 支那の 主 
権 下に 樹立す る。 

一、 満洲を 非武装地帯 とし、 国際 聯盟の 助言を 得た 特別 警察が 治安 維持に 当る。 

一、 日 支 両国は 相互 不可侵 •相互 援助の 条約を 締結し、 もし ソ連が これに 参加を 求めなければ、 別 
途 三国 協定を 結ぶ。 

これは 満洲の 中立 化で あり、 国際 管理です。 支那から も 日本から も 満洲を 取り上げ、 国際 管理を 提 
案した わけです。 国際 管理と いえば 体裁は ょいので すが、 実質は 国際 間の 実力者 アメリカの 管 浬 下に 
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置こうと 言う ものでした。 

アメリカは、 この 案が 成立 すれば 労せ ずして 満洲を 手に入れる ことになります。 アメリカの 野心を 
見抜いて いる 日本と しては、 この 調停 案を 承諾す る わけには いきませんでした。 

採決が 行われ、 国際 聯盟 案に 賛成 四十 二、 反対 一、 棄権 一とい う 結果でした。 棄権は アジアの 国夕 
ィ でした。 この 案を Br めない 日本と しては、 国際 聯盟を 脱退せ ざるを 得ませんでした。 

しかし、 ここで 留意す べきは、 『リットン 報告書』 中の 次の 指摘です。 

〈日本は、 シナの 無法 律 状態に より 他の 何れ かの 国よりも 苦み たり。 シナに おける 居留 外人の 三分 
の 二 以上は 日本人に して、 満洲に おける 朝鮮人の 数は 約八〇 万を 算 す。 故に 現在の 状態に おいて シ 
ナの 法律、 裁判 及び 課税に 服従せ ざるべからず とせば、 これにより 苦しむ 国民を 最も 多く 有する 国 
は 即ち 日本な り。 日本は その 条約 上の 権利に 代るべき 満足なる 保護が 期待し 得られ ざるに 於て は、 
到底 シナ 側の 願望を 満足せ しむる こと 不可能な るを 感じたり。 (中略) 

前掲 各 章の 読者に とりては 本件 紛争に 包含 せらる る 諸問題は 往 々称せら るるが 如く 簡単なる もの 
に 非らざる こと 正に 明かなる べし。 即ち 問題は むしろ 極度に 複雑なる を 以て 一切の 事実 及び その 歴 
史的 背景に 関し 十分なる 知識 ある ものの み、 これに 関する 決定的 意見を 表明す る 資格 ありと いふべ 
し。 本 紛争は 一国が 国際 聯盟 規約の 提供す る 調停の 機会を 予め 十分に 利用し 尽す ことなくして 他の 
一国に 宣戦を 布告せ るが 如き 事件に あらず。 また 一国の 国境が 隣接 国の 武装 軍隊に より 侵略せられ 
たるが 如き 簡単なる 事件に も あらず。 何と なれば 満洲に 於て は 世界の 他の 部分に 於て 正確なる 類例 


54 


第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


の存 せざる 幾多の 特殊 事態 あるを 以てな り。〉 (外務省 仮 訳 『リットン 報告書 J ) 

満洲 国を 認めない 『リットン 報告書』 でさえ 支那の 無法 律 状態を 認め、 それに もっとも 苦しんだ の 
が 日本 だと 認めて います。 ですから 日本の 行動を 「侵略」 と 断じてい ません。 「武装 軍隊に より 侵略 
せられた るが 如き 簡単な 事件に も あらず」、 つまり 「一切の 事実 及び その 歴史的 背景」 や 「特殊 事態」 
に照らして みれば" やむ を 得ない 軍事行動， だった と 認めて いるので す。 

日本の 教科書は いずれも 満洲 事変を 「侵略」 と 記して いますが、 これは 重大な 誤りです。 当時の 世 
界の 世論を 代表した 国際 聯盟の 指摘す る 線に 訂正すべき です。 

満洲 事変 後に 成立した 「満洲 国」 は、 五 族 協和の ス ロー ガンの もと、 驚く ほど 順調に 成長し、 世界 
の 注目す ると ころと なりました。 

【鈴 木 正 男】 
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六 日本の 立場 〔満洲 事変 •国際 聯盟 離脱〗 を 理解した 外国の 碩学たち 

G * B . レ  ^ TJ  • 1T . — ランド R .  C  •カレル キ . 


満洲 国 ^? 儡 論を 徹底 批判した ジ ョ—ジ •ブロンソン •レ— の 『満洲 国 出現の 合理性』 

戦後 日本では、 満洲 事変 後の 歴史を 否定的に 見る ことが、 過剰と 思われる ばかりに あふれて いま 
す。 欧米が アジアを 侵略した ことは 「進出」 と 言い、 日本の 戦争に 対しては 「侵略」 の レッテルを 貼 
るょぅ な アンバランスぶ りです。 歴史 書 や 百科事典 あたりで も、 満洲 国には 「傀儡 国家」 とか 「偽 国」 
と 書いて いますが、 ソ連の 衛星国 やその 他 傀儡と 思われる 国家には、 この 言葉は 使いません。 

そんな 例を 見る たびに 思い出す のは、 アメリカの ジ ャーナ リストで、 中国 在住 三十 二 年の G.B. 
レ ー が 書いた 『満洲 国 出現の 合理性』 (昭和 11 年、 田 村 幸 策 訳) の 大著です。 この 本は 豊富な 支那 在住 
体験と、 あらゆる 文献を 駆使した もので、 著者の 博覧強記 ぶりには 驚く ほどです。 二、 三 紹介 すれ 
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ジョージ •ブロンソン •レー 


(1869-1936) 

彼は 上海で 月刊 英文 雑誌 「ファ 
一 • イース タン • レヴュー」 誌の 
社長 兼 主筆であった。 満洲 国 成立 
後は， 外交 部 顧問と なり， 母国 ア 
メ リカで 満洲 国の 正当性を 訴えた。 
ここに 紹介した 『満洲 国 出現の 合 
理性』 （田 村 幸 策 訳） の 原書は 
『CaseforManchoukuoi  で， 昭 
和 10 年 （1935 年） ニューヨークと 

ロンドンで 発刊され た。 アジアに 
おける 日本の 立場を こんなに 深く 
理解した アメ リカの ジャー ナ リス 
卜が， 現在の 日本で あまりに も 知 
られ ていない ことは 残念と いうよ 
り ほ かない。 
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ば、 満洲を 「傀儡 国家」 と 呼ぶ ことを 批判して、 次のように 述べて います。 

〈世界は 満洲 国を 呼んで、" 傀儡 国家〃 であると いふ。 満洲 国人 自ら 政治の 術に 巧なら ざり しが 為 
に、 肇国 当初 日本人 専門家の 友好的 援助を 受けて 新 国家を 組織した ので ある。 それを 傀儡と いふな 
ら 、世界には 無数の 傀儡 国家が 存在す る ことになる。〉 

彼は このように 述べて、 世界の 傀儡 国家の 例を 挙げてい ます。 そうすると、 自力で 独立して いる 国 
はだん だん 少なくな ってき ます。 満洲を 愧 ffl 国家と して 攻撃して いる 「支那 共和国」 自身 も愧 ffl 国家 
になつ てし まいます。 

あの 当時 日本人には、 五 族 協和の 王道楽土を 建設 するとい う、 満洲への 大きな 夢が ありました。 そ 
れは欧 米 流の 植民地で はなく、 それ 以前に ソ連が モンゴル に対して 行った 共産主義に 基づく 衛星国 家 


化で もなかった、 必然性 も 合理性 も あった、 その 点を 指摘して います。 

その他 紹介 すれば 際限 もない のです が、 もう I 点 だけ 触れて おき ましょう。 昭和 七 年 四月、 国際 聯 
盟 から リットン 調査団が 派遣され ました。 調査団は、 満洲の 多数の 住民が 支那 人 または 支那 系満 人で 
ある ことから、 支那 人が 満洲の 主権を 当然に 獲得す る 権利が あるよう に 報告書で 述べて おります。 そ 
れ に対して ブロンソン •レ— は 次のように 反駁して います。 

〈支那 本部から いかに 支那 人が 満洲に 移住しても、 満洲に 対して 権利を 獲得す る ものでは ない こと 
は、 恰も スペインの 移民が ラテンアメリカ 諸国に スペインの 主権を 樹立し、 ブラジルに ポルト ガ 
ル、 アメリカに イギリス、 ケベックに フランス、 ハワイに 日本、 シン ガポー ルに 支那の 主権を 樹立 
し 得ない のと 同様で ある。 もし 植民 もしくは 移民した ものの 数が 原住民の 数を 超えた という 事実が 
主権を 伴う ことに なれば、 日本は 同一 論法を もって ハワイ 群島に 対する 主権を 主張す るか も 知れな 

ぃ。〉 

当時、 ハワイの 全人 口は 三十 六 万。 そのうち アメリカ人は 二 万 二 千、 それに 対して 日本人は 十四 万 
七 千 人 もい ました。 

レ ー は 詳しく ハワイと 満洲を 対比しながら、 「アメリカには、 日本が 満洲で とった 政策を 判定す る 
資格は ない」 と 厳しく 批判す るので す。 その他、 ソ連に 言及しつつ 「軍国主義 日本が、 世界平和の 脅 
威になる というのは、 ソ連の 宣伝で あり、 本当の 軍国主義 国は ソ連で ある。 これまで アジアで 果たし 
てきた 日本の 役割を 忘れて はならない。 支那 や ソ連に 同隋 する あまり、 日本を 孤立 化させ、 発展を 阻 
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ジョン • 卜 ー ランド 


1912 年， アメ リカ 生まれ。 アラス 
力 大学 卒業後 ノンフィクションの 
世界に 入る。 妻は 日本人。 本書で 
紹介した 『The  Rising  Sun』 （邦 
題は 『大日 本 帝国の 興亡』） に 続 
く 問題 作は 『Infamy  (破廉恥） J 
(邦題は 『真珠湾 攻擊 J)。 この 中 
で 彼は， アメリカの 情報 操作に よ 
つて 日本が 開戦の わなに はめられ 
た 事実を 発掘。 現在は 昭和 天皇 崩 
御に 至る 壮大な 戦後 史を 書いて い 
る。 日本に 対する 氏の 警告は， 
「昭和 天皇に 代わる 求心力を“ パ 
ッ クス. ジャポニカ” は 見出せる 
か」 という 点に ある。 


害して はならない。 日本 こそは アジア 安定の 礎で あり、 共産主義の 防波堤 だ」 といぅ 趣旨を 繰り返 
し 述べて おります。 

アメリカの 矛盾を 銳く抉 った ジョン •卜— ランドの 『大日 本 帝国の 興亡』 

日本を 孤立 化させ、 叩き 過ぎる ことは、 アジアの バランスを 崩し、 共産主義の 進出を 許す ことにな 
ると して 警告した アメリカ人は 多かった のです。 

アメリカの 参謀本部で 戦争 計画の 立案に 一時 携わった こと も ある ゥヱデ マイヤー 大将は、 その 著 
『ゥヱ デ マイヤ ー 回想録』 の 第一章 「第二次大戦 前奏曲」 の 中で 〈参戦に 反対す る 米国民〉 の 項目を 
設けて、 それらの 人々 の 言説を 紹介して います。 著者の ゥエデ マイヤー 大将、 リンド バーク 大佐、 フ 
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—バ ー 元 大統領、 エール 大学の ニコラス •スパイクマン 教授 等は、 いわば アメリカの 反戦 派で あり、 
反共 派でした。 これらの 人々 は ル ー ズ ベルト 大統領の 路線を、 戦争 挑発 派、 親英 •援ソ 派と して 攻撃 
していました。 彼らは ドイツと 日本を 抹殺 すれば、 その後に 共産主義 ソ連の 大 進出を 許す と 警戒し、 
運動を 続けて いたのです。 

ここでは、 日本で も 著名な ノンフィクション 作家 ジョン •トー ランドの 『大日 本 帝国の 興亡』 ( I 
九 七 一年 度 ピユー リッツ ァ 賞) の 中から、 排日 移民法 や 満洲 事変に ついての 見解を 紹介して みまし よ 
、っ。 著者 ト ー ランドは、 当時の アメリカの 政策を 次のように 批判して いるので す。 

〈一九二 四 年 (大正 13 年)、 アメリカ 議会が 日本人の アメリカ 移民を 禁止す る 移民法を 可決す ると、 
世論の 支持を 受ける ようにな った。 この 法案の 成立は、 傷つき やすい 日本人の 誇りに 対する 作為的 
な 挑戦と して 受け取られ、 (日本の) 親米 派であった 人々 でさえ も 動揺せ ざるを えなかった。 ある 日 
本の 高名な 学者は 「日本は あたかも 突然、 なんの 前触れ もな く、 親友に 頰を 打たれた ように 感じ 
た。 移民法が 改正され る こと も、 廃棄され る こ ともなく 年月が 過ぎて ゆく。 それは、 いつか 個人 お 
よび 国家 間の つき 合いに も 現れて くる ほかないだろう —— 、われわれの 屈辱 感を 高ぶらせ ていく だ 
けで ある」 と 言っ ている。 

日本の 満洲 奪取と 北支への 侵攻に 対して、 アメリカが さらに 激しい 言葉を 用いて 日本を 弾劾す る 
ようにな ると、 両国の 間の 溝は いっそう 深まった。 この 道義 的な 原則に 基づく アメリカの 非難は、 
逆に 日本の 一般 国民の 結束を 固める だけであった。 なぜ、 アメリカでは モン ロー 主義の 存在が 許さ 


60 


第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


れ るのに、 アジアに 対して 「門戸 解放」 の 原則を 強制し ようとす るの か？ 日本が 匪賊の 跋扈す る 

S1) 

満洲に 乗り出す ことは、 アメリカが カリブ海に 武力介入す るのと なんら 変わらないでは ないか？ 
そのうえ、 どうして アメリカの ような 広大な 国家が 第一 次 大戦 以来、 日本の 発展を 阻んで きたいろ 
いろな 問題を 理解で きる と言うの だろう か？ イギリス や オランダが インド や 香港、 シン ガポー ル 
および 東インド 諸島を 領有す る ことは これを 完全に 認める ことができ るが、 日本が 彼らの まねを し 
ようと すれば 罪悪で あると 糾弾す る 根拠は どこに あるの か？ なぜ、 インディアンに 対して 術策を 
弄し、 酒を 使い、 虐殺を して 土地を 奪つ た アメリカ人が、 日本人が 中国で 同じ ことを したから とい 

(注 2) 

って、 指を さす ことができる のだろう か？ 

(注 1) アー ノル ド. トイ ンビー は 一面では、 このような 主張の 正当性を 認めて いる。 後日 彼は 「日本の 満 
洲 に対する 経済 進出は、 日本が 国際社会で 存立して ゆく のに 不可欠であった ので、 けっして 貪欲な 行為とは 
言えない …… 国民 党に 率いられる 中国と、 ソ連と、 太平洋に あった 人種 偏見の 強い 英語 国民が 日本を 圧迫す 
ると、 日本の 国際的 地位は 再び 危 いものと なった」 と 述べて いる。 

(注 2) グル ー 大使は、 このような 議論を めぐって 一度、 国務省へ こう 意見を 具申した ことがあった。 「現 
実は、 遺憾ながら 国際 道徳を 律し、 諸国が 安全を 託せる ような 有効で、 実際的な 法規 も 存在して いないし、 
一国が それぞれ 置かれて いる 情勢に よって、 道徳律は 変化す るので、 諸国 間には 個々 の 人間の 間に 存在す る 
ような 共通な 道徳律は ない。 そこで、 もし われわれが 他国 も 現在 われわれが もってい るのと 同じような 国際 
道徳に 照らして 行動して いると 考えて、 外交 政策を たてる のは 不健全で あり、 必ず 失敗を 招く だろう」。〉 
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リヒ アル ト •ク— デン ホ— フ •カレル ギ— 伯の 国際 聯盟 批判 

今から数年前、 N H Kテレビが才丨ストリアの貴族(伯爵)であるクーデンホーフー家の特集番組 
を 放映した ことがあります。 現在の EC  (ョー ロッパ 共同体) の 理論的 基礎を 作った ク ー デン ホ ーフ. 
カレル ギ ー という 碩学の 母は、 実は 日本 女性だった のです。 

彼の 父 ハィンリヒ •クー デン ホーフ •カレル ギー 伯が オー スト リアの 駐日 公使館に 勤めて いた 頃、 
青山 光子と いう 日本 女性と 結婚して、 一八 九 四 年 (明治 27 年) に 生まれた 次男が カレル ギー 博士  (日本 
名エ ィジ ロゥ、 国際法) でした。 クー デン ホーフ .光子は 七 人の子 宝に 恵まれ、 テレビでは 七 人の子 供 
が それぞれ 国際的 活躍を している 華麗な 模様が 放映され ました。 

カレル ギー 伯は 東京で 生まれ、 大成して から もたび たび 来日して います。 来日 中に 何を 語った かは、 
『クー デン ホーフ •カレル ギー 全集』 (鹿 島 出版 会) や 『クー デン ホーフ 光子 伝』 (同) に 詳しく 出て い 

ます 

しかし これらの 翻訳書には、 戦前 日本が 困難な 歩みを 続けて いた 頃、 彼が 日本を どう 見て いたかは 
載って いません。 たまたま 『続 •満洲 事変』 (みすず 書房) を 読んで いたら、 遠 藤三郎 論文 (昭和 21 年 
3 月に 書かれた もの) の 中に 当時 書かれた カレル ギー 伯の 論文が 引用され ていました。 

伯は、 満洲 事変から 満洲 建国、 そして 国際 聯盟 離脱に 至る 日本の 歩みに 深い 理解を 示し、 日本の 使 
命を 高らかに 謳い あげていた のです。 おそらく、 彼が 四十 歳に 近い 頃の 論文と 思われます。 遠 藤氏が 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


クー デン ホーフ • カレル キー 伯 

(1894—1972) 


本書に 紹介した 原稿を ま とめた 
1934 年頃の 写真 （40 歳）。 伯は 
1923 年に ヨーロッパ 統合の バイ ブ 

ルと 言われる 『パン. ヨーロッパ』 
を 出版。 26 年には 「パン •ヨー ロ 
ッパ •ユニオン」 の 総裁と なる。 
現代では ヨーロッパ 共同体 （ EC  ) 
の 生みの親と 仰がれて いる。 戦後 
も 何回 か 来日して 講演した。 講演 
集 『大陸 日本 i の一 節。 「日本 こ 
そ 明日 の 平和 文明の 中核で ある。 
皇室の 伝統を 持ち， インド， 中 
国， 並びに ヨーロッパの 哲学に 育 
まれ， 生活の 本拠を アジアと アメ 
リカの 間に 置いて いる 日本は， 西 
欧の 正統なる 従兄で ある」 


引用した 原文を 見つける ことができず、 孫 引で 恐縮です が、 論文は 次の よぅな 文章では じ まってい ま 
す (句読点が あまりな いので 適宜 附し た)。 

〈日本は 国際 聯盟で 鄭重なる 言辞を 以て、 而も 強硬なる 行動を 以て 世界に 対し 「満洲より 手を 引き 
なさい」 と 叫んで 居る。 日本は 第三国の 干渉 や 仲裁を 用 ひずに、 直接の 商議を 支那との 間に 開かん 
ことを 要求して 居る。 即ち 日本は、 極東に 於け る 「モン ロ ー」 主義を 要求して 居る ので ある。 支那 
は 此の 「モン n 1」 主義に 反対して 居る。 恰も 羅典 アメリヵ 諸国が 米国の 「モン ロー」 主義に 反対 
して 居る 様に。 併し、 米国 及 英国の 「モン ロー」 主義を 承認して 居る 国際 聯盟が 単り 極東 「モン ロ 
1」 主義 だけを 拒否し、 亜細亜を 無制限に 聯盟の 権力 下に 置かん とする ことは 困難で あらぅ。 
日本の 占領 以前の 満洲は 蒙古 や 西 蔵と 同じく、 何等 重要 さもない、 人口 稀少な 支那 辺境の 一州に 
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過ぎな かつた。 しかも 一度は 露国に 占領せられ、 若し 日本が 奉 天の 会戦に 敗れて 居た とするならば、 
満洲は 今日 既に 露国の 一州と 化して 居た に 相違ない。 今日に 於て 満洲は 支那 全 州で 最も 繁栄し 最も 
発展した 地方で あり、 人口は 増殖し、 各種 工業の 隆盛に 於け る 経済 上の 一中 心で ある。 日本は 幾 十 
億の 巨額を 投資し、 支那 革命の 混乱の 間に 在つて 此処に 能く 治安の 別天地を 作り、 支那 全土の 各地 
方ょり 来る 幾 百万の 支那 人 移民に 安住の 場所を 与へ た 満洲に 於て、 日 支 両国の 権利 及 利益が 密に錯 
雑して 居る ことは、 「スー ダン」 に 於け る 埃 及と 英国との 権益 関係に 似て 居る。 故に 満洲は 日本と 
支那と を 堅く 結び付ける 楔と なる か、 然らずんば 両国を 永久に 離反す る 不和の 原因と なる か、 其の 
執れ かで ある。〉 

国際法 学者ら しく、 アメリカの モン ロ— 主義 や、 ィギリスと エジプトの 関係を 対比しながら、 日本 
と 支那に 関わる 満洲 問題を 客観的に 述べて おります。 彼は 続いて、 フランスの ルー ル 占領 や ロカルノ 
条約の 例を ひき、 日本 代表に 次の 事を 行ぅべき であつ た、 と 提言して います。 

〈(国際 聯盟の) 理事会の 席上、 日本 代表は 其の 同僚た る 各国 代表に 対して、 唯一 語 づ 、耳語す る だ 
けで 討議を 打ち切る ことが 出来た であらぅ。 即ち 仏国 代表に 対しては 「ルー ル」、 英国 代表に 対し 
ては 「埃 及」、 米国 代表に 対しては 「ニ カラ ガ」 、伊 国 代表に 対しては 「コルフー」、 ポ ー ランド 代表 
に対しては 「ヴィ ルナ」、 而 して 更に 聖書の 一句を 引用して 「誰でも 罪がない と 思 ふ ものが あるな 
らば、 先づ 石を 投げなさい」 とつけ 加へ たなら ば、 極東に 対する 国際 聯盟の 物質的 及び 精神的 無力 
は、 米国 傍聴 者が 理事会に 参加した ことに 依 つても 少しも 救済され ない。〉 
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第 1 部 日 米 戦争の 遠因と 近因 


要するに カレル ギ ー 伯は、 「国際 聯盟は フランス も イギリス も、 アメリカ もイ タリー もポー ランド 
も、 自分たち が やってき たことは 棚に あげて、 満洲 事変を 材料に 日本 だけを 悪者に し、 孤立 化に 追 ひ 
込んで いる」 ことを 指摘して いるので す。 日本は そのこと を 聖書の 言葉 「誰でも 罪がない と 思 ふ もの 
が あるならば、 先づ 石を 投げなさい」 を 引用しながら 耳語 (耳打ち) すべきであった、 と 述べて いる 
のです。 そして カレル ギー 伯は、 論文の 最後を、 次のよぅに 結んで います。 

〈今日本は、極東に於ける西洋文明の選手であり、治安の巨巌である。,配矿のボルシェヴィズム 
と、 支那の 無政府 状態との 怒濤を 破って 立つ 岸壁で ある。 

日本が ボル シヱ ヴ ィズムの 脅威を 感じて 居る ことは、 欧州と 異る 所がない。 日本は 「ソ」 連邦の 
亜細亜 侵略を 阻止す る ことを 得る 唯一の 強国で ある。 この 一事 だけで も、 欧州と 日本との 将来の 提 
携を 確保す るに 足る ものが ある。 

共同の 運命を 持った この 提携 こそは 重大な 問題で あつて、 国際 聯盟の 面目な どは 問題で ない。 

故に 欧洲は 極東の モン ロー 主義を 認 むる と共に、 欧洲 自身の モン ロー 主義を 宣 すべきで ある。 欧 
洲 モン ロー 主義は、 欧洲の _ 決 及 自衛を 意味す る もので あつて、 英 帝国、 亜米利加 及 極東の モン ロ 
1 主義と 平等の 地歩に 於て、 友誼 的 協力を 維持 せんとす る ものである 〇〉 

彼が 強調して いる ことを まとめれば、 次の 四 点になります。 

①  日本は、 極東に おける 西洋文明の 選手で ある。 

②  日本は、 ソ連 共産主義の アジア 侵略を 防ぐ 巨き な巌 壁で ある。 


65 


③ 日 本は、 支那の 無政府 状態を 防ぐ 治安の 巨巌 である。 

④  欧米諸国は、 このよぅな アジアに おける 日本の 役割を 理解し、 極東の モン ロ ー 主 _ を 認めるべき 
である。 

しかし その後、 欧米は 極東の モン □ 1 主義を 認める ことを せず、 日 •米英 戦争と いぅ 悲劇の 選択を 
する ことにな つたので す。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


七 支那 事変の 真相 


中国大陸を 舞台に した 列強の 謀略 戦場 


ことの 起こりは 中国共産党と 国民 党の 抗争から 

第一次世界大戦 中の 大正 六 年 (一九 I 七 年)、 赤色 革命に ょって 成立した ソビエト 社会主義 共和国 
連邦 (以下、 ソ連と 略) は、 世界 赤化を めざす 国際機関 として コミンテルンを 創設し、 世界 赤化に 乗り 
出しました 。アジアに おいては 大正 十 年 (一九二 一年) に 中国共産党が、 翌年には 日本 共産党が 結成 
され、 東アジア 赤化へ と 大きく 踏み出しました。 

外蒙古の 赤化は 急速に 進み、 大正 十三 年 (一九二 四 年) には 中国ょり 分離し、 モンゴル 人民 共和国 
が 成立、 ソ連の 保護国と なりました。 

中国共産党は 結成 当初からの 国民 革命軍の 武闘 組織で あり、 これを ソ連が 全面的に 支爰 し、 たち ま 
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ち 侮るべからざる 勢力と なりました。 一方、 孫 文の 国民 党は これと 安易に 提携して、 蟠踞す る 各地の 
軍閥を 討伐し ょうとして、 第一 次 国 共 合作が 成立し、 孫 文は 間もなく 死亡し ましたが、 この 合作は 三 
年 半 続きました。 

やがて 両者は 抗争 状態と なり、 紅 軍 (中共軍) は 追われて 井岡 山地 区に 入り、 瑞 金を 根拠地と して 
体制を 整備し、 勢力を 伸ばし、 昭和 九 年 (一九 三 四 年) には 兵力 三十 万に 増大。 湖南、 湖北、 河南、 
安徽 、四川の 省 境地 区に いくつもの 赤色 根拠地が 建設され ました。 

この間、 蔣介 石を 総帥と する 国府 軍は 各地の 軍閥を 次々 に 打倒し、 次いで 中共軍の 討滅に 向かい ま 
した。 この 大作 戦は 三年 間に わたって 五 回 実施され ました。 第五 次 作戦は 昭和 八 年 (一九 三 三年) 秋 
に 開始され、 国府 軍は 百万の 兵力と 飛行機 二百 機を 動員 するとい う 徹底した ものでした。 

国府 軍の 大攻 勢に ょり 中共軍は 各地で 敗退、 このままでは 全滅は 必至です。 かくて 十万の 紅 軍は い 
わ ゆる 大 長征の 途 につき、 貴 州 省 •雲 南 省を 経て 康生 省から 四川 省に 入り、 北上して 陝西 省に 逃げ込 
みました。 この間 一力 年、 悪路 峻路を 戦いながら、 すべて 徒歩でした。 出発 時の 十万は 一万に 減って 
いました。 大 長征と いう ものの、 大敗 走でした。 

この 紅 軍の 大敗 走に 驚いた のは ソ連で あり、 コミンテルンでした。 大敗 走の 真っ最中の 一九 三 五 年 
(昭和 10 年) 七月から 八月に かけ、 モスクワで 第 七 回 コミンテルン 大会が 開かれ、 戦略の 大 転換を 決定 
指令し ました。 中国共産党は 当面の 敵で ある 国民 党と 速やかに 妥協し、 国 共 合体して 日本軍と 戦えと 
ゝ ，う大 転換です。 潰滅に 瀕した 中共を 救う 道は これし かなかった のです。 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


この頃、 新興の 満洲 国 (昭和 7 年 建国) は 豊富な 地下資源の もと、 重工業が 次々 に 開発され、 北満 
には 精強な 関東 軍が 配備され ました。 一方、 国民 党との 間には 梅津 •何応 欽 協定、 土 肥 原 •秦徳 純 協 
定が 結ばれ、 北支に 冀察 政権が 成立した ため、 国民 党 中央は 満洲 国と 国境を 接する チャ ハル •河北 両 
省より 撤退、 北支は 中立地帯 となり、 日中 関係は 安定 状況に ありました。 これは、 コミンテルン 指令 
を 出した ソ連と しては 黙視で きない ことでした。 

紅 軍は 辛うじて 大 長征を 終え、 陝西 省の 延安 に迪 りつき ましたが、 ここは 荒 蕪の 地で、 兵士の 糧食 
にも 困る ような 僻地でした。 

蔣介 石は、 今度 こそ これを 全滅 させようと 大 軍を 差し向けました。 山 西 省まで 出て 来て いた 紅 軍は 
たちまち 撃退され、 国府 軍は もう 一息で 息の根を ! K める ところまで 紅 軍を 追いつめ ましたが、 それが 
なかなか 実現し ません。 

生き残る か 死ぬ かの 関頭に 立たされた 毛 沢 東、 周 恩 来 等 も 必死でした。 攻撃軍の 第一線は 中央 軍で 
はなく、 張 学 良の 東北 軍と 揚虎 城の 西北 軍でした。 紅 軍 中共は 必死になって これらの 青年 将校、 兵士 
に 向かって、 内戦を 停止し 「一致 抗日」 を 呼びかけた のです。 満洲 事変に より 満洲へ 帰れ なくなって 
いた 東北 軍は、 紅 軍との 戦闘に 戦意な く 動揺し、 これは 将帥の 張 学 良に も 及びました。 戦意の ない こ 
とは 揚虎 城の 西北 軍と て 同じでした。 

蔣介 石は、 このような 事態に 業を 煮やし、 督戦す るた め 一九 三 六 年 (昭和 11 年) 十二月 四日、 西 安 
に 乗り込みました。 
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西 安 事件と 国 共 合作 

ここに おいて 十二月 十二 日 未明、 西 安 事件が 起きました。 張 学 良が 蒋介石を 捕えて 監禁し、 容共 抗 
日を 迫った のです。 時を 移さず、 この ことは 中共軍に 伝えられました。 中共軍の 宿営 地では 全 党員、 

全 兵士が 集められ、 一大 野外 集会が 開かれました。 毛 沢 東、 周 恩 来、 朱徳 等が、 「今や 中国 民衆の 裏 
切者 蔣介 石を 清算す る 時が 来た。 彼を 人民裁判に かけ、 全土を 日本 帝国主義 に対する 闘いに 一致団結 
させる ときが 来た」 と 演説し ました。 

この 報は 瞬時に モスクワ にも 届きました が、 スタ ー リンの 反応は 意外に も 冷静でした。 

ソ連は〃 今、 重点は 西方に 向けなければ ならぬ。 日本の 脅威に 自力で 立ち向かう 余力は ない。 中国 
をして 日本に 対抗せ しむべき である。 そのためには 中国は 政治的に 統一され ねばならない。 とすれ 
ば、 蒋介石は 絶対 殺して はならぬ — "。 

このような 判断に 立った モスクワは、 十二月 十四日 深更" 蔣介 石を 釈放せ よ， という スター リンの 
厳命を 指令した のでした。 この 電報を 受け取った 毛 沢 東は 「真っ赤に なって 怒った」 そうです。 この 
ときの ことを 宋慶 齢は、 次のように 語っ ています。 

〈毛は 悪態をつき、 足を 踏みならして 怒りました。 指令を 受ける まで、 共産党は 蔣を 公判に かけて 

殺し、 抗日 防衛 政府を 樹立す る 計画で いたのです。〉 (エ ドガ ー •ス ノー 『中共 雑記』) 

スター リンの 命令で 状況は 二 転、 周 恩 来は 西 安に 飛び、 密かに 蒋介石と 面会し ました。 張 学 良と 周 
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日本の 陸軍士官学校に 学び、 辛亥 革命 (一九 
一一 年、 辛亥の 年) に 参加した 蒋介石は、 支那 事 
変 以後、 共産党と 統一戦線を 組む。 しかし、 重 
慶に 移って からは 反共 路線を 強め、 戦後 一九 四 
八 年に 初代 中華民国 総統と なった ものの、 人民 
解放 軍に より 台湾に 追い やられた。 その 怨の深 
さは、 次の 文章に も 表われて いる。 

「毛 沢 東の" 思想" を ふきこまれた 第 八路軍 
(註— 共産軍) が、 まともに 抗日 戦を 戦ぅ はずが 
ない。 彼らは 兵力の 損耗を おそれて 日本軍とは 
正面から 戦わず、 政府 軍 (註— 国民 党 軍) の 力 
で 勝ちとつ た 戦果を 横 どり し、 あたかも 彼らが 
勝った かの ように 宣沄 する ことにの み、 力を そ 


そいだ。 

戦後、 共産党は、 抗日 戦を 戦った のは、 あた 
かも 共産党で あるよぅ に 吹聴した。 彼らの 宣伝 
によると 『共産軍は 対 日本軍 作戦の 六 九 パーセ 
ント 、対 汪兆銘 作戦の 九 五パー セントを 担当 
し、 作戦 回数は 十二 万 五 千 回を 超え、 日本軍、 
汪軍百 七十 一万 余を せん 減した』 といぅが、 こ 
れ はまっ たくの" 創作， である。 

公式に 残る 戦史では 中国 軍と 日本軍の 戦闘 
は、 小 戦闘 三 万 八 千 九 百 三十 一、 重要 戦闘 I 千 
百 十七、 大会 戦 二十 二の 計 四 万 七 千 回に 及ぶ 
が、 第八路 軍が 戦闘に 参加した のは 平 型 関 ( 一 
九 三 七 年 九月、 一個 師団) と、 山 西南 部 遊撃戦 (一 
九 三 八 年 春、 二 個 師団) のた った 二回に すぎな 
い。 この ことは、 連合軍 参謀長 ゥヱ デマ ィ^ 

の 報告に よって 確認され ている 通りで ある」。 
(『改訂版. 蒋介石 秘録 (下)』)  【鈴 木】 
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恩 来と 蔣介 石との 三者の 間で、 この 時い かなる 談合が 行われた のかは 未だに 不明です。 

生き 証人 張 学 良は それより 五十六 年後の 今日、 台湾で 余生を 送って いますが、 この ことに 関しては 
けっして 口を 開きません。 本年 (平成 3 年)、 NHK の ィンタビュ ーに 応じました が、 この 点に 話が 及 
ぶと 話を そらして いました。 

しかし、 蔣介 石の 生命と 引き かえに どのような 約束が 行われた かは、 その後の 蔣介 石の 行動を 見れ 
ば 察しは つきます。 

蔣介 石が 釈放され て 南京に 帰った 一力 月 後、 国府と 中共の 両者の 間に 協定が 結ばれました。 これ ま 
で 十 年 近く 死闘を 繰り返し 争っ ていた 両陣 営は、 一転 協力して 日本軍と 戦う ことを 約束した のです。 
ここに 第二次 国 共 合作が 成った のです。 この 重大な 変化に、 当時の 日本の 情報 機関は 気がつかず、 む 
しろ 対岸の 火災 視 していました。 まことに 迂闊 と言うより ほかありません。 

虛溝橋 事件 

西 安 事件の 七 力 月 後の 昭和 十二 年 (一九 三 七 年) 七月、 天津 郊外の 盧溝 橋で 日 支 両軍が 衝突し まし 
た。 戦後、 この 盧溝橋 事件は 日本が 仕掛けた と 説く 人が あります。 しかし、 事件から 五十 五 年 たった 
今日、 現代史 家の 論文 や、 事件に 関係した 将兵の 手記を 読んでも、 日本側から 最初に 発砲した とする 
説は まった く 見当たら なくなりました。 

それでは、 最初に 発砲した 犯人は 誰か。 多くの 証言を もとにした 論を 総合す ると、 最初の 射撃は 国 
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府軍 (第 29 軍) の 中に 潜入して いた 中共 側であろう、 というと ころに 落ちついて います。 

自衛 上、 日本軍が 止むな く 応戦した のは 七月 八日 午前 五 時 三十 分で、 最初の 不法 射撃を 受けてから 
実に 七 時間 後です。 現在、 盧溝橋 事件は 七月 七日に 起きた と、 どの 史書に もあります が、 これは 重大 
な 誤りで、 日 支 両軍の 戦闘は 七月 八日に はじまった のです。 (「芸林」 平成 3 年 2 月 号 所収、 坂 本 夏 男 「盧 
溝 橋 事件 勃発に ついての 一 検証」 參 照) 

日本は 当時、 支那との 紛争を 何とか 回避し ようとして 懸命に 努力し、 停戦 協定は 直ちに 現地で 結ば 
れ ました。 東京の 参謀本部 も、 政府 も、 現地 軍 も、 誰 一人と して 事件の 拡大を 望む ものはありません 
でした。 また 蔣介石 も、 未だ この 時点では 戦争へ 持って ゆこうと は 考えて おらず、 現地 解決を 望んで 
いたのです。 

しかし、 停戦 協定が 結ばれる と、 これが たちまち 破られる のです。 この ことが 何回も 繰り返され、 
事件を 拡大へ 拡大へ と 導いた 者が いたのです。 これは まぎれ もな く 国府 第二 十九 軍の 中に 潜入した 中 
共 軍の 息の かかった 兵士で あり、 また、 北京に 潜入して 劉 少奇に 使嗾され ていた 北 平 大学、 精華 大学 
の 学生を 中心とする 学生の ゲリラ 隊 でした。 

これらの 小事 件を 拡大した 元兇は、 もちろん 中国共産党でした。 その 証拠は 数え きれない ほど あり 
ますが、 その 中で も 重要な のは 次の 電文です。 中国共産党は 七月 八日の 早朝、 延 安の 本部から 全国へ 
次の 電報を 打って います。 

〈七月 七日 夜一〇 時、 日本は 盧溝 橋に 於て 中国の 駐屯 軍馮 治安部隊に 対し 攻撃を 開始し、 馮部 家に 
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対し、 長 辛 店への 撤退を 要求した。 日本軍の かかる 挑発 行動が 遂に 大規模なる 侵略戦争にまで 拡大 
する か 否かに かかわらず、 天津と 華北は 日本軍に 武装 侵略され る 危険が あり 頗る 切迫して いる。 
(中略) 中華 民族が 抗戦を 実行す る 事が 吾々 の 責務で あり、 宋哲 元軍は 即時 動員して 応戦す る 様に、 
南京 中央政府は 二 九 軍を 即時 有効に 援助せ よ、 全 陸海空軍、 全国民 衆の 愛国運動を 結集して 侵略 日 
本 軍に 立ち 向うべし。〉 (日本 国際問題 研究所 『中国共産党 資料 集』 第 八 巻) 

この 電報が 打電され た 時刻は、 日 支 両軍の 司令部で さえ 事態の 真相を つかんで いない 時です。 この 
時点で このような 電報が 即刻 打電され たことは、 中共軍が 影で この 事件を 画策して いた ことを 推察す 
るに 十分な 資料です。 

また、 これに 呼応す るかの 如く、 モスクワの コミンテルン 本部 も 直ちに 次の ような 指令を 発して い 
ます。 (興亜 院政 務部 「コミンテルン に関する 基本 資料」) 

一、  あくまで 局地 解決を 避け、 日 支の 全面的 衝突に 導かねば ならない。 

二、  右目 的の 貫徹の ため、 あらゆる 手段を 利用すべく、 局地 解決 や 日本への 譲歩に よって 支那の 解放 
運動を 裏切る 要人は 抹殺しても よい。 

三、  下層 民衆 階級に 工作し、 彼らに 行動を 起こさせ、 国民 政府と して 戦争 開始の やむな きに たち 到ら 
しめねば ならない。 

四、  党は 対日 ボィコットを 全 支那に 拡大し、 日本を 援助す る 第三国に 対しては ボィコットを もって 威 
嚇 せよ。 
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五、 党は 国民 政府 軍 下級 幹部、 下士官、 兵 並びに 大衆を 獲得し、 国民 党を 凌駕す る 党勢に 達しな けれ 

ばなら ない。 

中共 当局は この 指令の ままに 行動し、 幾度 も 停戦 協定を 破りました。 その後、 日本側から 働き かけ、 
なんとか 事変を 解決し ょぅとした 和平交渉 もす ベて 流産せ しめたの です。 

中共が 支那 事変の 主謀者で あり、 推進者で あった ことを 証明す る 資料は まだまだ たくさん ありま 
す。 詳しくは、 中村粲 氏の 『大 東亜 戦争への 道』 (展転 社) や 伊達 宗義 氏の 『中国共産党 略史』 (拓殖 
大学 海外 事情 研究所) を 参照して ください。 

支那 事変と 援蔣 ルー ト— 事実上の 日米 戦争 はじまる 

満洲 国の 出現と その 順風満帆な 成長ぶ りを 見て 脅威を 感じた のは、 ソ連 だけではありません でし 
た。 ソ連 以上に 恐れた のは、 アメリカを 中心とする ィギリス、 フランス、 オランダの 諸国です。 彼ら 
はいずれ も アジアに 広大な 植民地を 持って います。 現在は 力で 押さえつ けて いるが、 いつ 民族 独立 運 
動を めざす 植民地の 反乱が 起こる かわからない、 と 恐れました。 ここに おいて ソ連と 米英仏蘭の 利害 
は 一致し、 支那を 徹底して 助ける ことにな りました。 

アメリカは 支那 政府に、 以前から 資金 や 武器の 援助を 行って いました が、 日 支が 戦争状態に なるや 
その 援助は 本格的に なりました。 

重慶に 送り込んだ 蔣介 石が 容易に 屈しなかった のは、 アメリカの 強力な 援助が あった からに 他な り 
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次の 表に 明らかな ょぅに、 米国は 大 東亜 戦争 
開戦 前、 すでに 総計 一億 七 千万 ドルに もの ぼる 
巨額の 対支 援助を 行って いた。 

昭和 2 年 ( | 九 二 七 年) 

7 月 25 日 張作霖 、米国 資本を 背景に 満鉄併 
行 線の ひとつ 打 通 線を、 満鉄 併行線 敷設 禁止 
協定 (対 華 21 箇条の ひとつ) を 無視して 完成。 
9 月満鉄 併行線の ひとつ 奉 海 線、 米国から 
レー ル、 英国から 車両を 輸入して 完成。 

昭和 6 年 ( | 九 三 一年) 

米国は、 張 学 良 軍の 対日 軍備の 充実の ため、 
年間 戦車 百 台、 飛行機 数十 機、 弾丸 百万 発の 
生産 能力の ある 兵器工場 建設を 援助。 更に 米 
国は、 総額 二 千 六 百万 ドルに 及ぶ 資金 援助を 


三年 間で 行ぅ ことを 決定。 

昭和 8 年 ( | 九 三 三年) 

8 月 米国 農務 省、 八 千万 ドルの 小麦と 棉花 
借款を 南京の 国民 党 政府に 供与。 

昭和 9 年 ( | 九 三 四 年) 

2 月 17 日中 国 広東 空軍 司令部と 米 航空機 器 
公司との 間で、 米国の 援助に よる 空軍 三年 計 
画 契約 交渉が 行われて いる ことが 判明。 

2 月 20 日米 国の 借款に より、 米 軍用機 購入 
と 米海軍 予備将校の 指導を 条件と して、 福 州 
および アモィに 飛行場を 建設。 

昭和 14 年 ( I 九 三 九 年) 

9 月 米国 輸出入 銀行、 中国 国際 貿易 委員会 
に 対し 四千 五 百万 ドルを 資金 援助。 

昭和 15 年 ( | 九四〇 年) 

3 月 30 日米 国、 蔣 政権に 対する 二 千万 ドル 
の 資金 援助を 発表。 

9 月 25 日米 国、 中国への 追加の 資金 援助と 
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して 二 千 五 百万 ドル 供与を 発表。 

11 月 30 日 ルー ズ ベルト 大統領、 蔣介 石に 一 
億 ドルの 資金と 新式 戦闘機 五十 機の 援助を 約 
束。 一億 ドルのぅ ち 二 千 五 百万 ドルは 中国の 
航空 計画と 地上 兵器 部品 購入に 使用。 

昭和 16 年 ( | 九 四 | 年) 

2 月 米、 P 40 B 戦闘機 百 機の 対支 援助を 決 
定 。その 不足す る 装備 武器と 弾薬 百 五十 万 発 
は、 大統領 命令で 米陸軍 基地から 直接 補給。 
4 月 15 日  パウリ ー 米 インタ 丨 コン チ ネント 

社 社長、 中国と 航空機 パィロットの 米国 義 .勇 
団 に関する 条約 締結、 二百 五十 九 名を 中国に 
派遣す る ことと なつた (この 部隊は 「米国 防総省 
承認の 正規の 空軍」 と 本年 7 月 16 日付 米 紙 報道)。 
4 月 22 日米 国 陸軍省、 中国に 引き渡し 得る 
軍需品 リスト (四千 五 百 十万 ドル 相当) を 提示。 


—ン 向け 出荷を 承認。 また 四千 九 百 三十 四 万 
ドル 相当の 軍需 物資の 中国 供与を 決定。 

7 月 23 日米 国 統合 委員会、 軍事 使節団 派遣 
と 米 志願兵に よる 中国からの 日本軍 爆撃の た 
め B 17 五 百 機の 対支 派遣 決定。 この 統合 委員 
会での 確認 事項は 次の よぅな ものであった。 
ィ 、中国 および その 周辺 地域 または 海域で 作 
戦中の 日本軍に 有効な 反撃を 加える ため、 
第 一陣と して 二百 六十 九 機の 戦闘機と 六十 
六 機の 爆撃機を 装備す る こと。 

口、 米国は、 中国人の 飛行 および 航空機 整備 
の 訓練の ための 手段を 提供す る こと。 

ハ、 米国に よって 与えられた 大量の 兵器の 適 
切な 使用に ついて 助言を 与える ため、 米国 
は、 軍事 使節団を 中国に 派遣すべき こと。 
因みに 開戦 後は、 十七 億 二 千 三百 三十 万 ドル 


5 月 6 日 ル ー ズ ベルト 大統領、 中国 向け 卜  の 援助を している (日本 青年 協議会 発行 「祖國 と 
ラック 三百 台を 二週間 以内に ビルマ •ラング  靑 年」 平成 元年 6 月 号 参照)。  【柚 原】 
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ません。 援助 物資を 輸送す るた めの 「援蔣 ルー ト」 が 造成され、 ひとつは ベトナムの ハイフォンから 
発する 仏印 (フランス 領 インドシナ、 現べ ト ナム) ルート 、ひとつは ビルマ (現 ミ ャンマ—  ) の ラング ー 
ン から 発する ル ー ト 、もう ひとつは ソ連から 新彊 省を 経て 入る 西北 ルート です。 

日本は 南京を はじめ 主要 貿易 都市、 工業都市の すべてを 押さえ ましたが、 この 三つの ルー ト から 運 
び 込まれる 豊富な 武器 や 物資が あるので、 蔣介石 側は 一向に 困らず、 抗戦を 続けました。 このため 日 
本は、 輸送 拠点の 広東 や 南 寧を 攻略し、 輸送 ルー トを 爆撃した のです が、 たいした 効果は あがり ませ 
ん でした。 

アメリカは このょうに 援蔣 物資を 送り 続ける 一方で、 日本の 占領地 域で、 アメリカが 年来 主張し 続 
けて 来た 門戸 解放、 機会均等が 剝 奪され ている として、 自分の ことは 棚に 上げて 強硬な 抗議を してき 
ました。 

日本は、 支那 事変と いう 非常事態に おいては 平和 時の 門戸 解放 主義は 適用で きないと 反論、 これに 
対し ハル 国務長官は、 アメリカは いかなる 第三国の 要請 や 特殊 目的が あっても、 いささか でも 支那に 
対する 門戸 解放を 制限す る 新 秩序は 承認で きぬと 反論し ます。 かくして 日米の 対立は 深まり、 遂に 昭 
和 十四 年 七月、 アメリカは 日米 通商航海条約の 一方的 廃棄を 通告して きました。 日本に 経済制裁の 鉄 
拳を 下した のです。 これにょ って、 日米 関係は 一段と 緊張し ました。 

日本に とっては、 援蔣ル ー トを 遮断し なければ 事変は 解決し ません。 ルー ト のうちで いちばん 重要 
なのは、 全 輸送量の 半分 以上を こなして いる 仏印 ルー ト でした。 日本は フランス 政府 (ドイツ 占領下 
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のヴ ィシー 政権) と 交渉、 北部 仏印 進駐の 協定を 結び、 昭和 十五 年 (一九 四〇 年)、 北部 仏印に 進駐し ま 
した。 これに 対し アメリカは、 屑鉄 •層 鋼の 対日 禁輸を もって 応じました。 

アメリカの 肚の 内は 明らかでした。 対日 経済 圧迫を 強化して、 日本を 経済的に 屈服させる ことで し 
た。 その 決め手は 石油の 禁輸です。 

そこで 日本は 蘭 印 (オランダ 領 東インド、 現 インドネシア) の 石油 買 付に 最大の 努力を する のです が、 
オランダが 応ずる はず もありません。 この頃から 時局は 次第に 緊迫し、 日本は アメリカとの 直接 交渉 
でなん とか 局面を 打開し ょぅとして、 「日米 交渉」 に 人っ たのです。 

この 交渉が ワシントンで 正式には じ まった のは 昭和 十六 年 三月 八日です が、 この 交涉と 平行して ア 
メリ カは、 密かに 蔣介石 軍に 正規の 空軍 部隊を 派遣し、 日本軍と 戦って いた ことが 最近 明らかになり 
ました。 アメリカの 対日 開戦の 肚は とっくに 決まって いたのです。 日米 交渉は、 開戦 準備が 完了す る 
までの 擬態に すぎませんでした。 

切迫した 日本は 七月、 南部 仏印に 進駐、 アメリカ はこれ に対して ABC D 日本 包囲 ラインを 固め、 
遂に 対日 石油 禁輸に 踏みき りました。 日米 交渉で 日本は 譲歩に 譲歩を 重ね、 最終的 和平 案を 提出す る 

のです が、 アメリカは 「ハル •ノ ート」 を もってこれ に 答えました。 この ハル •ノ ー トは 前に も 触れ 
たょぅに、 全 満洲からの 撤兵が 和平の 条件の 中に 入って います。 

全 満洲からの 撤退は、 明治 以来の 遺産を おめ おめ と 放棄す る ことであって、 誇り 高き 日本 民族に と 
って 絶対 耐えられる ことではありませんでした。 アメリカ も、 それを 充分 予想して いました。 
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かくして 日米 開戦と なる のです が、 長期的 視野で みた 場合、 両者の 対決は 満洲に はじまり、 満洲 問 
題で 火蓋が 切られた ことになります。 それでは、 開戦まで 九 力 月に わたって 続けられた 日米 交渉は、 
どのょぅに 難航した のか。 これは 次章で 述べられます。 

【鈴 木 正 男】 
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八 難航した 日米 交渉 

大西洋 会談までに 対日 戦の 決意を 固めて いた ル ー ズ ベルト 


日本の 大陸 政策を 根本から 否認した アメリヵの 対応 

昭和 十六 年 (一九 四 一年) 三月 八日、 野 村 吉三郎 駐米 大使は、 アメリヵ合衆国の コー デル •ハル 国 
務 長官と 同 長官の 住所 ヵール トン •ホテルに おいて、 第一 回 会談を 行いました 。野 村 大使は、 フラン 
クリン .D  •ルー ズ ベルト 大統領とは 旧知の 間柄に あつたので、 満洲 事変、 支那 事変、 ことに 昭和 十 
五 年 九月に 調印され た 日独伊 三国同盟 条約 以後、 悪化した 日米 関係を 調整す るた め 松 岡洋右 外相に ょ 
り 起用され、 二月 十一 日、 ワシントンに 着任して いたのであります。 

両者の 会談は、 第二 回目が 四月 十四日、 第三 回目が 同月 十六 日、 ともに 長官の 新居 ゥォド マン •パ 
1 ク •ホテルで 行われ ますが、 『コー デル •ハル 回想録』 にょり ますと、 第三 回目の 会談の 祭、 ハル 
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長官は、 次の よぅな 四 原則を 書いた 陳述書を 野 村 大使に 手交し、 これは 日米 協定の 基礎と なるべき も 
ので ある、 と 言明して います。 

1、  あらゆる 国家の 領土保全と 主権の 尊重 

2、  他国の 国内 問題に 対する 不干渉 原則の 支持 

3、  商業 上の 機会均等を 含む 均等 原則の 支持 

4、  現状が 平和的 手段に より 変更され る 場合を除き、 太平洋に おける 現状の 不攪乱 

もし この 原則が 適用され る ことになると、 満洲 事変 以来の わが国の 大陸 政策は 根本から 否認され る 
ことにな り、 日米 交渉は、 当初から、 このよぅな 大きな 難問を 孕んで いたのであります。 

六月 二十 二日、 独ソ 戦の 火蓋が 切られ、 世界に 大きな 衝撃と 影響を 与える ことになります が、 わが 
国の 軍部は、 同月 二十四日、 「情勢 ノ 推移 二伴フ 帝国 国策 要綱」 を 採択し、 本 要綱は、 七月 二日、 御 
前 会議で 正式に 決定し ました。 かくて わが国は、 「対 英米 戦備 ヲ 整へ (中略) 南方 進出 ノ 態勢 ヲ 強化 
ス」 る ことにな りました。 これより 三 週間 後の 二十 三日、 大本営 現地 機関と 仏印 総督との 間に 進駐に 
関する 細目 協定が 成立した ので、 わが国の 陸海 軍 部隊は、 二十 八日、 平和 裡に 南部 仏印、 即ち 今日の 
ベトナムの 南部に 進駐を 開始し ました。 

日本軍の この 進駐に 対する アメリヵ合衆国の 反応は、 わが国の 大方の 予想に 反し、 即時 かつ 強烈で 
ありました。 同国は、 暗号解読に より 日本軍の 進駐の ことを 知る と、 早く も 二十 六日、 在米 日本 資産 
を 凍結し、 八月 一日、 対日 石油 輸出を 全面的に 停止し ました。 当時 わが国は、 石油 輸入の 大部分を ア 


82 


第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


メリ カに 依存して いたので、 この 措置は、 わが国の 死活に 係わる 深刻な 問題であります。 事態を 憂慮 
した 近衛 文 麿 首相は、 ルー ズ ベルト 大統領と 直接会談の 上、 危機に 瀕した 局面を 一挙に 打開す る こと 
を 決意し、 八月 七日、 豊田 貞次郎 外相を 通じて 野 村 大使に 電訓 し、 両国 首脳会談の 開催を アメリカ 側 
に 提議 させました。 

しかし ハル 国務長官は、 この 提議には 極めて 冷淡で あり、 不賛成で ありました。 同 長官は、 戦後 開 
かれた 真珠湾 攻撃 調査 合同委員会で、 次のょぅに 証言して います。 

〈近衛 公は、 一九 四〇 年、 日本が ドイツと イタリアと 結んだ 三国同盟に 調印した 時の 日本の 首相で 
ありました。 

日本が 征服の コース を 放棄す る 姿勢を 示さなかった 数 力 月 以上に わたる 日本との 交渉の 結果、 同 
国が 平和の 方向へ 動く 意図の 明確な 証拠を 示さない 限り、 近衛との 会談は、 他の ミュンヘン 若しく 
は 全く 無意味な ものに 終わる だけ だ、 と 確信し ました。 私は、 最初の ミュンヘンに 反対で ありまし 
たが、 第二の ミュンヘンには、 なお 更 反対で ありました。〉 

右の 「ミュンヘン」 とは、 一九 三 八 年 (昭和 13 年) 九月 ミュンヘンで 開かれ、 チェコスロバキアの 
ズデ ー テン 地方の ドイツ 合併 問題で ドイツに 宥和政策を 採った ことで 有名な 英 .仏 •独. 伊 四国の 首 
脳 会談の ことであります。 

ルー ズ ベルト 大統領は、 八月 九日から 十二 日まで、 カナダ 東方 ニュー ファン ドラン ド 島の プラ セン 
シャ 湾に 浮ぶ 軍艦に おいて、 イギリス 首相 ウインストン .S  •チャー チル 首相と 会談し、 ョー ロッパ 
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及び 極東 問題 等に つき 討議し ました。 これが 有名な 大西洋 会談であります。 チャ ー チル 首相は、 翌年 
一月 二十 七日 下院で 行った 演説の 中で、 「私が ル ー ズ ベルト 氏と これらの 問題を 討議した 大西洋 会談 
以来、合衆国は、たとえ攻撃されなくとも極東の戦争に参加し(一 ^ 1! 2. 〖 2- ^ 3105,33一{§1 ^ 3^ 

attacked,  would  come  into  a  war  in  the  Far  East)、 » ^J の 勝利を 確実に する n] 能 性に よって これらの 危 
県は 和らいだ ようであります」 と 述べて います。 これによ ると、 ルー ズ ベルト 大統領は、 大西洋 会談 
までには 対日 戦の 決意を 固め、 その 会談の 際、 チャー チル 首相に 対して 重大な 約束を した ことが 推察 
されます。 

大西洋 会談を 終えて 十七 日 ワシントンに 帰着す ると、 ルー ズべル ト 大統領は、 その 日は 日曜日で あ 
った にも拘らず、 野 村 大使を ホワィトハゥスに 招致し、 日本が 武力に よる 隣国 支配を 更に 続行 すれ 
ば、 アメリカ 政府は 必要と認める 一切の 手段を 講ずる 旨の 厳しい 覚書を 手交し ました。 

アメリカの 石油 輸出 全面的 停 IK により、 わが国では 対米 強硬論が 台頭し ました。 このような 中で、 
九月 六日、 御前会議が 開催され、 「帝国 国策 遂行 要領」 が 決定され ましたが、 同 要領は、 「十月 上旬 頃 
二 至 ル モ尚我 要求 ヲ 貫徹 シ得ル 目途 ナキ 場合 二 於 テ ハ 直 チ ニ 対米 (英蘭 ) 開 戦ヲ 決意 ス」 という、 国 
運に 係わる 重大な 内容を 含んで いました。 

立たざる を 得ない 立場に 追いつめ た 「ハル •ノ  — 卜」 

日米 交渉は 難航して 進展し ない まま 事態は 推移し、 十月 二日、 アメリカは、 日米 首脳会談を 実質的 
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に 拒否して きました。 

また、 この頃から 近衛 内閣に おいては、 対米 交渉 中最 難関であった 中国からの 撤兵 問題を 巡り、 意 
見の 対立が 深刻に なりました。 かくて 近衛 内閣は、 閣内 意見 不統一の ため、 十月 十六 日、 「日米 交渉 
とい ふ 火の ついた 爆弾」 を 置き去りに して、 総辞職した のであります。 そのため 翌十 七日、 宮中で 重 
臣 会議が 開催され ましたが、 次期 首相には 東 条英機 陸相が 推薦され、 早く も翌 十八 日、 東 条英機 内閣 
が 成立し ました。 焦点の 外相には、 外交の ベテラン 東 郷茂徳 前駐ソ 大使が 就任して います。 東郷 大使 
は、 一旦は 入閣を 辞退し ましたが、 新 内閣は 日米 交渉に 鋭意 努力す る、 という ことを 条件と して、 外 
相 就任を 受諾した ので ありました。 

アメリカ 側では、 東条 内閣に 対する 評価が 大きく 二つに 分かれました。 国務省の ゥィリアム •  R  • 
ラングトン 極東 部員は、 その 覚書の 中で、 「(東 条) が 首相に 任命され たことは、 合衆国との 会談 続行 
を 含む 近衛 公の 政策 継続を 意味す ると 信じられる 〇」 と 書き、 ジョセフ •  C  •グルー 駐日大使は、 そ 
の 日記に、 「予期され た 通り、 近衛 内閣は 文官で なく 武官に ょって 継承され たが、 東条 内閣が 前段に 
略記した 事情に 照らして 会談 続行の 意志を 示して いる 事実は、 同 内閣に、 対米 武力衝突を 惹起し そう 
な 政策を 推進す る 軍部独裁 政権で あると 烙印を 押す ことは、 早計で ある ことを 意味し ょう。」 と 書き 
込んで います。 

他方、 サ ムナー  •ゥヱ ルズ 国務 次官は、 その 著書 『決定の 時』 の 中で、 「一九 四 一年 十月 近衛 公が 
辞任し、 東条 将軍が その 後継者に 任命され たのに 伴い、 かかる 交渉の 可能 tt は 消 成した。 その 時 y 
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ら 、賽は 投げられ たので ある。」 と 記し、 また、 ハロルド •イッ キス 内務 長官は、 その 秘密 日記の 中 
に、 「これは、 軍事的な、 かつ 疑い もな く 熱狂 的な 帝国主義的 内閣で ある。 日本は、 再び 鞘の 中で 軍 
刀を がち ゃつ かせて いる。 (中略) 私は 長い間、 われわれが 戦争に 参加す る 最善の 方法は、 日本 経由 

であろぅ (our  best  entrance  into  the  war  would  be  by  way  of  Japan)、 と 信じて いた。 (中略) 勿論 われ わ 

れが 日本と 開戦 すれば、 必然的に ドイツとの 戦いになる であろぅ。」 と 述べて います。 

前掲の 日独伊 三国同盟 条約に ょると、 三 締約 国中 何れ かの 一国が、 現に 欧州 戦争 又は 日 支 紛争に 参 
入して いない 一国に ょって 攻撃され た 時は、 三国は あらゆる 方法で 相互に 援助す る ことにな ってい ま 
す。 三国同盟は アメリカを 対象と していた ので、 当然 同国には 強烈な 反発が 起こり ましたが、 日米 開 
戦 当時、 アメリカ 太平洋 艦隊 駆逐 隊 司令官であった ロバ ー ト •  A  : ン オボ ルド 少将は、 その 著書 『真 
珠 湾の 最後の 秘密』 の 中で、 

〈一九 四 一年 後半、 大西洋では 宣戦布告 なき 戦争状態に 入って いた にも拘らず、 ドイツは、 米独 両 
国 間の 正式な 戦争状態を つくる 意図の ない ことは、 早くから 明瞭であった。 しかし 一九 四〇年 九月 
の 三国 条約は、 大統領に 回答を 与えた。 この 条約の 下では、 日本との 戦争は、 ドイツ 及び イタリア 
との 戦争を 意味した。〉 

と、 イッ キス 長官と 同様な 観点から、 日独伊 三国同盟の 意義を 指摘して います。 

東条 内閣 成立 後、 大本営 政府 連絡会議は、 ほとんど 連日 国策の 再検討を 行い、 十一月 二日、 第二次 
の 「帝国 国策 遂行 要領」 を 採択し、 十一月 五日の 御前会議で、 この 遂行 要領は 正式に 決定し ました。 
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かくて わが国は、 「武力 発動 ノ 時期 ヲ 十二月 初頭 卜定メ 陸海 軍 ハ 作戦 準備 ヲ完 整ス」 「対米 交渉 力 十二 
月 一日 午前 零時 迄 二 成功 セ ハ 武力 発動 ヲ 中止 ス」 という ことにな りました。 このため 対米 交渉は 残る 
期間 僅か I 力 月足らず となる ので、 東条 内閣は、 この 五日、 来 栖三郎 大使を ワシントンに 急遽 派遣 
し、 最後の 外交 努力を する ことにな りました。 

アメリヵでは、 十一月 二十 五日、 ホワィトハゥスで、 ル ー ズ ベルト 大統領 司会の 下に 戦争 会議が 開 
かれました。 戦争 会議は、 各週 一回 または 大統領の 召集に より 開かれ、 戦争に 関する 情報 や 意見を 交 
換 した 会議であります。 ヘン リー  .L. スチム ソン 陸軍 長官は、 膨大な 日記を 残して いますが、 一九 
四 一年 十一月 二十 五日の 条 に、 この 日の 戦争 会議の 状況を 次のように 書いて います。 

〈今日は 実に 多忙な 日であった。 (中略) それから 十二時に、 われわれは ホワィトハゥスに 行き、 
そこに 一時 半 近くまで 居た。 その 会議には、 ハル、 ノックス、 マー シャル、 スタ ーク 及び 私が 出席 
した。 

そこで 大統領は、 「ビク トリ ー .パレ ー ド」 計画を 持ち出さず、 専ら 対日 関係 だけを 持ち出した。 
彼は、 日本は 無警告で 攻撃を 行う ことで 有名で あるので、 われわれは 多分 次の 月曜日 (筆者 注— 12 
月 1 日) に 攻撃を 受ける 可能性が ある、 という ことを 持ち出し、 そして 問題は、 われわれ はいかに 
対処すべき かであった。 問題は、 われわれが 大きな 危険に さらされる ことなく、 最初の 発砲を する 
ような 立場に、 日本人を いかに 追い込む か ( how  we  should  mansver  them  into  the  position  of  firing 
the  first  sh 〇 0、 であつ た。〉 
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右 引用文 前段 記載の ハルは 国務長官、 ノックスは 海軍 長官、 マー シャルは 陸軍 参謀 総長、 スタ ーク 
は 海軍 作戦 部長であります が、 スチム ソン 日記は、 アメリヵの 政治 •軍事の 最高 首脳が、 どんな 策略 
によって 対日 戦を 開始し よぅとして いたの か、 この 重大な 事柄を 明確に しています。 

明けて 二十 六日、 国務省に おいて 第 四十 四 回 野 村 •ハル 会談が 開かれ、 その 席上、 ハル 長官は、 野 
村. 来栖両 大使に 「合衆国 及 日本 国 間 協定 ノ 基礎 概略」 といぅ 文書を 手交し ました ◦この 文書は 一般 
的には 「ハル •ノ ート」 と 呼ばれ、 その 第一 項には、 ハル 四 原則を 持ち出し、 第二 項では、 中国 及び 
仏印から、 日本は 一切の 陸 •海 •空の 兵力 及び 警察力を 撤収す る こと、 蔣介石 政権 以外の いかなる 政 
権を も 支持し ない こと、 日独伊 三国同盟 条約を 死文 化する ことな どを 要求して います。 前 出 『ス チム 
ソン 日記』 の 十一月 二十 七日の 条 により ますと、 ハル 長官は、 スチム ソン 長官の 対日 交渉に 関する 質 
問に、 すべてを 御破算に した、 と 答え、 「僕は それから 手を 洗っ た。 今や 君と ノックス —— 陸軍と 海 
軍の 手に ある。」 と 付言し ました。 

ハル •ノー トは、 当時の わが国に とって 極めて 苛酷な 内容で あり、 東郷 外相は、 二十 七日、 これを 
受領した 時 目の 眩む 思いが した、 と 語っ たと 伝えられます。 イギリスの 駐日大使 ロバー ト •クレイギ 
1 卿は、 大 東亜 戦争 開戦 後の 抑留 中、 加 瀬 俊 一外 相 秘書官 (戦後 国連大使) に、 

〈ハル •ノー トは 日本の 国民 感情を 全く 無視した ものであって、 あれでは 日本と して 立たざる を 得 

なかった、 と 考える。 イギリス 政府が 私の 意見に 耳を かさなかった のは、 かえすがえす 残念 だ。〉 
と 述懐し、 極東 国際 軍事裁判の インド 代表 判事 ラ ダビ ノッド •パー ル 博士は、 その 判決 書の 中で、 
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1941 年 12 月 7 日 午後 2 時 5 分 （ヮ 
シン トン 時間） 国務省に 到着し， 
ハル 国務長官に 対米 覚書を 手交す 
るた め， 控室で 15 分 も 待たされた 
野 村 (右） •来 栖両 大使。 


〈現代の 歴史家で さえ、 「今次の 戦争に 関しては、 真珠湾の 直前、 国務省が 日本 政府に 送った もの 
と 同じょぅな 通牒を 受領した 場合、 モナコ 公国 や ルクセンブルク 火 公国で さえ も、 合衆国に 対して 
武器を 執つ たであろぅ (would  have  taken  up  arms  against  the  United  states)」、 と 考える ことができた。〉， 
と 述べて います。 また、 日本軍の 真珠湾 攻撃 当時、 太平洋 艦隊 PI 令 長官であった ハズバンド •  E  •キ 
ン メル 大将は、 著書 『キンメル 提督の 話』 の 中で、 

〈一九 四 一年 十二月 七日 朝の 攻撃は、 コー デル •ハル 国務長官の 十一月 二十 六日の 対日 最後通牒に 
対する 烈火の 回答 (a  fiery  answer) であった。〉 

と、 書いて います。 


ホ ワイ ト ハウスに 向かう 
日米の 外交団。 左より 野 
村 駐米 大使， ハル 国務 長 

官， 来栖 大使。 （1941 年 
11 月 17 日） 


刻 七日 午後 一時 ヲ 期シ」 アメリカ 側に 手交す ベ 
き 旨の 訓電が、 解読され ていた。 

当日の 奥 村 書記官の タィピングは、 緊張の た 
めか、 平常ょりも 速度が 遅い ぅえ、 間違い も 多 
く、 この 傾向は、 前 出の 訓電が 到着して から 一 
層 著しかった ょぅで ある。 煙 石 通訳 生に 手伝わ 
せ、 午後 一時 五十 分 頃、 ようやく その 作業を 終 
わった。 しかし、 この 時は 既に 覚書 手交 指定の 
時刻を はるかに 過ぎて いた。 

なお 外務省 電信 課の 予測に よると、 覚書 十四 


対米 覚書 【最後通牒〕 手交の 遅延 


わが国の 外務省が、 ワシントンの 野 村 大使に 
対米 覚書を 十四 部に 分割して 発信した 概況は、 
本文に 記述した が、 日本 大使館が それらを 接受 
解読した 経過の 概要は、 左の 表の 通りで ある。 

来 栖三郎 大使に 随行して ワシントンに 赴いた 
結 城 司郎次 書記官が、 七日 午前 九 時 頃、 日本 大 
使 館の 書記官 室に 行く と、 奥 村 勝 蔵 書記官 (庶 
務 担当) が、 一心に 覚書の タイピングを してい 
た。 大使館には、 ゥェン ズ といぅ 有能な 中年の 
女性 タイピストが いたが、 機密 保持の ため 「本 
件 覚書 ヲ 準備 スル ニ 当 リテハ 『タイピスト』 等 
ハ 絶対 二 使用 セ サル 様」 といぅ 外相 訓令が、 事 
前に 到着して いたから である。 

七日 午後 十一 時 頃には、 対米 覚書を 「貴地 時 
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部 全文の タイピングは、 遅くとも 七日 午前 十一 
時 頃までに は、 完了し 得る はずであった。 


推定され るが、 激怒した 面持ちで、 アメリカの 
外交文書に よると、 「過去 九 力 月間に おける 貴 


大使館 玄関で 待ち構え ていた 野 村 •来 栖両火  官 との 全 会談 中、 自分は、 一言 も 嘘を 言わな か 


使は、 タイピングした 覚書を 受け収 ると、 直ち 


つた。 (中略) 五十 年の 公的 生活を 通じ、 自分 


に 国務省に 急行、 十五 分 待たされた 後、 野村大  は、 これ 程 不名誉な 虚偽と 歪曲に 満ちた 文書 
使が ハル 国務長官に 手交した。 時に 午後 二 時 一一  ( a  document  that  was  more  crowded  with  infamous 
十分 (ハヮィ 時間 午前 八 時 五十 分) 機動部隊の 真 E sehoods  and  distortions  ) を 見た ことがない」 
珠湾 攻撃 開始に 遅れる こと 一時間であった。  云々 と 極言した。 両 大使は、 これを 聞き 終わる 
ハル 長官は 覚書を 一読した 後、 内容は 大体 既  と、 無言の まま 長官 室を 退去した のであった。 


に 知ってい たので 読む 振りを した だけで あると 


【坂 本】 


第 13 部 


第 14 部 
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しなし 
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真珠湾 攻撃 開始より 遅れた 対米 覚書の 手交 

わが国では、 二十 七日 開かれた 大本営 政府 連絡会議に おいて、 ハル •ノ ー ト はわが 国に 対する 最後 
通牒で あり、 最早 対米 交渉 打開の 望みは ない、 といぅ 結論に 達し、 十二月 I 日に 開かれた 御前会議に 
おいて、 「十一月 五日 決定 ノ 帝国々 策 遂行 要領 二基ク 対米 交渉 遂二 成立 スル ニ 至 ラス 帝国 ハ 米英 蘭 
二対シ 開戦 ス」 といぅ ことが 決定し ました。 

ハル •ノ ート に対する わが国の 回答で ある 対米 覚書は、 一般的には 対米 最後通牒 または 対米 最後 通 
告と 呼ばれて いますが、 これは 長い 英文で ありました。 そのため 一度に 送信す ると 企図が 暴露す る 心 
配が あるので、 外務省は、 これを 十四 部に 別けて 野 村 大使 宛に 発信し ました。 その 概況は、 次の 表の 
通りであります。 
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第 1 部 日米 戦争の 遠因と 近因 


第一 部から 第 十三 部までは、 六日 夕方 (ワシントン 時間) まで アメリカ 側に 傍受、 解読され、 大統領 
付 海軍 武官 補佐官 レ スタ ー • R  •シュルツ 中佐は、 同日 午後 九 時半、 ルー ズ ベルト 大統領に その 文書 
を 手交し ました。 真珠湾 攻撃 調査 合同委員会 における シュルツ 中佐の 証言に よると、 同大 統領は、 こ 
れを 一読した 後、 傍らにいた 側近の ハリ ー •  L  •ホプキンズに 渡し、 「これは 戦争 だね」 (This  means 
war) と 言いました。 

わが国の 対米 覚書の 解読 •タィピング 等の 事務 処理は、 日本 火 使 館での 不手際に より 大幅に 遅れ ま 
した。 そのため、 野 村 •来 栖両 大使が 国務省に 馳け 付け、 十五 分 待たされた 後、 対米 覚書を ハル 長官 
に 手交した のは、 七日 午後 二 時 二十 分の ことで あり、 この 時は、 機動部隊の 真珠湾 攻撃 開始より 一時 
間 後で ありました。 そのため わが国は、 外交交渉 中に 騙し討ち をした、 といぅ 汚名を 着せられる こと 
になります。  【坂 本 夏 男】 
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第二 部大 東亜 戦争の クライマックス 


第 2 部 大 東亜 戦争の クライマックス 


真珠湾 攻撃 


日本の 「奇襲」 に 安心した 米英 首脳 


アメリカは 昭和 十六 年 I 月末に ハワィ 攻撃の ことを 知つ ていた 

連合艦隊 司令長官 山 本 五十六 中将 (のち 大将) は、 参謀長 lit 留繁 少将 (のち 中将) に 対し、 「ハワィ 
の 航空攻撃は できない ものだろぅ か」 と 独 言 ともなく 語りました。 昭和 十五 年 (一九 四〇 年) 末 頃の 
ことで ある、 と 推定され ます。 当時まで、 誰 一人と して このょぅな 破天荒な 作戦計画を 着想す る 者は 
いません でした。 

山 本 長官は、 昭和 十六 年 一月 七日 付の 海軍大臣 及 川 古志郎 大将に 宛てた 書簡の 中で、 「日米 戦争 二 
於 テ我ノ 第ー ニ 遂行 セ サルへ カラ サル 要項 ハ 開戦 劈頭 敵 主力艦隊 ヲ 猛撃 撃破」 する 必要が ある ことを 
指摘し、 「敵 主 カノ 大部 真珠 港 二 在 泊 セル 場合 ニ ハ 飛行機 隊ヲ以 テ之ヲ 徹底的 二 撃破」 する ことを 強 
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調して います。 この頃、 山 本 長官は、 第 十一 航空 艦隊 参謀 長大 西 滝治郎 少将 (のち 中将) を 招致し、 
ハワイ 航空攻撃の 研究を 委嘱し ました。 

機密事項で あるべき ハワイ 航空攻撃 計画の ことは、 早く も 十六 年 一月 下旬、 外部に 漏れた ようで あ 
ります。 アメリカの グル ー 駐日大使は、 その 日記の 一九 四 一年 (昭和 16 年) 一月 二十 七日の 条 に - > 
〈日本は、 合衆国と 断交した 場合、 大規模な 真珠湾 奇襲 (a  surprise  mass  attack  on  Pearl  Harbour) 

決行す る 計画を 立てて いる、 という 意味の 噂が、 東京では 盛んに 流れて いる。〉 

と 書いて います。 もちろん 同大 使は、 この 噂を 直ちに 本国 政府に 報告し ました。 前 出 『キンメル 提督 
の 話』 によると、 スタ 丨ク 作戦 部長は、 二月 一日、 キンメル 提督に 対して、 噂され た 日本の 真珠湾 攻 
撃に 関する グルー 大使の 報告を 連絡して います。 

第一 部の 八、 難航した 日米 交渉、 で 触れた ように、 十六 年 八月 一日、 アメリカが 石油の 対日 輸出 全 
面 的 停止を 断行して から 以後、 日米 関係は 極めて 深刻に なりました が、 九月に なると、 ハワイ 作戦 
は、 関係者 だけで ハワイ 作戦 特別 図 上演 習と して 極秘 裡に 研究され、 また、 軍令部と 連合艦隊は、 そ 
の 採択に つき 討議を 行いました。 その 討議では、 連合艦隊は 積極的で ありまし たが、 軍令部は 慎重で 
あり、 第一 航空 艦隊は 消極的、 反対の 態度で あり、 意見は 一致し ませんで した。 

十月 三日、 第一 航空 艦隊 参謀長 草 鹿 竜 之 介 少将 (のち 中将、 連合艦隊 参謀長) と 第 十一 航空 艦隊 参謀 
長大 西 滝治郎 少将は、 山口県 室 積 沖に 停泊 中の 連合艦隊 旗艦 陸 奥に 山 本 長官を 訪ね、 ハワイ 作戦の 中 
止を 具申し ました。 


を 
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第 2 部 大 東亜 戦争の クライマックス 


草 鹿 少将は、 その 時の 状況を 著書 『連合艦隊 参謀長の 回想』 の 中で、 

〈そこで ある 日、 大西 少将と 私は 旗艦に 山 本 長官を 訪ね、 忌憚の ない 意見を 開陳した。 あるときは 
勢の あまり 失礼な 言葉を はく こと も あったが、 私の 意見に 終始 黙々 として 真剣に 耳を 傾けられた。 
(中略) 長官は、 「僕が ブリッジ や 将棋が 好きだから といって、 そう 投機的、 投機的と いうな よ」 と、 
軽く 応じ、 最後に、 諸君の 説く ところは まさに 一理 ある、 といわれた ほかは なにもい われなかった。 
すでに 不動の 決意を されて いたので ある。〉 

と 記して います。 山 本 長官の ハワイ 作戦に ついての 強固な 決意を 知った 両 参謀長は、 以後 その 貫徹に 
尽力す るよう になり ました。 

永 野 修身 軍令部 総長は、 ハワイ 作戦の 採用に つき 軍令部と 折衝して いた 連合艦隊 首席 参謀 黒 島^! 
大佐に 対し、 十月 十九 日、 山 本 長官の 強請した ハワイ 作戦に 同意を 与えました。 かくて 軍令部は、 真 
珠湾 攻撃 計画を 正式に 承認し、 十一月 五日、 永 野 軍令部 総長は、 山 本 長官に 対して 次の ような 大海 令 
第 I 号を 伝達し ました。 

一、  帝国 ハ 自存 自衛 ノ為 十二月 上旬 米国 英国 及 蘭国に 対シ 開戦 ヲ 予期 シ 諸般 ノ 作戦 準備 ヲ完整 スル ニ 
決ス 

二、  連合艦隊 司令長官 ハ 所要 ノ 作戦 準備 ヲ 実施 スべシ 

三、  細 項 二 関 シテハ 軍令部 総長 ヲシ テ之ヲ 指示 セ シム 

「大海 令」 とは、 天皇の 海軍に 対する 命令の ことで あり、 陸軍では、 これに 相当す る ものが 「大陸 
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命」 であります Q 

アメリヵ 首脳を ホッ とさせた 真珠湾 攻撃 

択捉 島中 部 東南 岸の 製 f ii lti 集合して いた 機動部隊は、 十一月 二十 六日、 一斉に 抜錨し、 第一 航空 
艦隊 司令長官 *? i fl rr 中将に 率いられ、 一路 ハワィ 海域に 向かいました。 機動部隊は 固有 編制で なく、 
作戦 目的に 応じて 臨時に 編 組され た 部隊で あり、 その 中核は 航空母艦で ありました。 

当時、 日米 関係は ほとんど 絶望 状態に なって いたが、 わが国では、 平和に 一縷の 望みを 懸けて いる 
向き も ありまし たので、 第一 航空 艦隊 参謀長と して 真珠湾 攻撃 作戦に 参画した 草 鹿 少将は、 前 出の 回 
想 記の 中で、 「いまや 私の 一番 大きな 問題は、 敵情と 万が一に も、 『日米 交渉 妥結、 機動部隊 引き返せ』 
の 引き あげ 電報が きた 際に それを 確実に 受信す る ことであった。」 と 書いて います。 

十二月 一日、 御前会議に おいて、 対 米英 蘭 戦が 決定し ましたので、 翌 二日、 山 本 長官は、 「ニ ィタ 
ヵヤ マノ ボレー ニ〇 八」、 即ち 開戦 日は 十二月 八日と 決定、 予定通り 行動せ よ、 と 下命し ました。 

かくて 機動部隊は 八日 朝、 真珠湾 攻撃を 敢行し、 軍港 一帯を 修羅場と 化しました。 ただし 攻撃は、 
飛行場、 軍艦 等 軍事的 目標に 限られ、 民間の 物には 及んで いません。 攻撃 開始の 時刻は、 東京 時間 八 
日 午前 三時 十九 分、 真珠湾 時間 七日 午前 七 時 四十 九分、 ワシントン 時間 七日 午後 一時 十九 分で ありま 
した。 

スチム ソン 陸軍 長 苣 は、 日本軍の 真珠湾 攻撃に 関し、 その 日記 一九 四 一年 十二月 七日の 条 に、 


100 


第 2 部 大 東亜 戦争の クライマックス 


第 1 次 攻撃隊の 爆擊に よって 煙を 上げ 
る 真珠湾 （昭和 16 年 12 月 8 日 午前） 


真珠湾 口で 座礁した ネバダ 


スチ厶 ソン 陸軍 長官は 「最初の 気持ち 
は， 救われた という ことであった」 と 
日記に 記し， チャーチル 英 首相 も 「救 
われた という 気持ちと 感謝の念で， ぐ 
っ すり 眠った」 と 著書に 記して いる。 


〈ハワィ ヵら くる ニ ュース は、 極めて 悪かった。 日本軍は 完全な 奇襲を わが 艦隊に 加え、 湾内の 戦 
艦を 目掛けて 激しく 攻撃し、 甚大な 損害を 与えた ようで ある。 (中略) 

日本が わが国を 攻撃した という 第一 報が 入った 時、 私の 最初の 気持ちは、 救われた 3 べ ? ュ ^ 61- 
ing  was  of  relief) という ことであった。 未決定 状態は 終わり、 危機が 到来して 全国民は 団結す るの 
である。 その後 急激に 広がった 災害の ニ ュース にも 拘わらず、 私は このような 気持ちを 持ち続けた。 
なぜならば、 非 愛国の 連中に より 煽られて いた 冷淡 さと 分裂は、 今日まで 憂慮すべき であった が、 
団結した わが国は、 事実上 恐れる ものは ない、 と 感じた からで ある。〉 
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この 日の 夜 ル ー ズ ベルト 大統領は 閣議を 開き、 閣僚と ともに 日本軍の 真珠湾 攻撃に 関する ことを 協 
議 しました が、 この 閣議に 出席した 労働 長官 フランシス •パー キン ス 女史は、 その 著書 『私の 知れる 
ル ー ズ ベルト』 の 中で、 その 夜の 同大 統領の 態度に ついて、 

〈一九 四 一年 十二月 七日 夜、 彼の 自負、 海軍 や 艦船への 信任 及び アメリカの 情報 機関への 信頼に 対 
する 甚大な 打撃であった にも 拘わらず、 また、 戦争が われわれに 実際 もたらす 恐怖に も 拘わらず、 
彼は、 非常に 冷静な 態度を 持して いた。 彼の 深刻な 道徳上の 問題が、 この 事件に よって 解決した の 
である。 

われわれが 外に 出た 時、 フランク •ゥォ カー が、 「僕は、 ボスは 数 週間 前と 比べて 本当に 気楽に 
なった と 思う。」 と 私に 言っ た。〉 

と 書いて います。 右文 中の フランク •ゥォ カ ー というのは、 ルー ズ ベルトの 側近の 一人で あり、 その 
頃 郵政 長官を していました。 

ル ー ズ ベルト 大統領は、 翌 八日、 議会で 発表した 戦争 メッセー ジの 中で、 次のように 述べて いま 
す。 

へ 乍 日、 一九 四-年 士 一月 ヒ日 - 汚名のう ちに 長く 残る であろう 日 ( a  date  which  will  live  in  infa- 

ョ 5 I アメリカ合衆国は、 日本 帝国の 海. 空軍に よって、 突然 かつ 計画的に 攻撃され ました。 

合衆国は、 日本とは 平和な 状態に あり、 しかも その 懇請に よって 同国 政府とは なお 交渉 中で あ 
り、 天皇は、 太平洋に おける 平和の 維持を 期待して いました。 
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事実、 日本航空 部隊が アメリカの オアフ島の 爆撃を 開始した 一時間 後に、 日本の 駐米 大使と その 
同僚は、 最近の アメリカの 文書に 対する 公式 回答を 国務長官に 提出し ました。 この 回答は、 現在の 
外交交渉を 継続す る ことは 無益に 思われる、 と 述べて いますが、 戦争 もしくは 武力 攻撃の 威嚇 も 暗 
示 も 含んで いなかった のであります。 

日本から ハワイまでの 距離から 推して、 攻撃は 多 日に わたって、 もしくは 数 週間 以前に 注意 深く 
計画され たことは、 明白であります。 {中略) 

I 九 四 一年 十二月 七日、 日曜日、 日本が 挑発され ないかつ 卑劣な 攻撃  (the  unprovoked  and  das- 
tardly  attack) を 加えた 以上、 私は、 合衆国と 日本 帝国との 間に 戦争 状 能 心が 存在す る ことを、 議会が 
宣言す る ことを 要請し ます。〉 

アメリカ合衆国 憲法に よれば、 戦争 宣言の 権限は 連邦議会に あります が、 同 議会は 八日、 上院では 
賛成 八 二、 反対 〇、 下院では 賛成 三 八 八、 反対 一の 圧倒的多数で 対日 宣戦を «; 決しました。 下院で た 
だ 一人の 反対は、 平和主義者 として 有名な ジャー ネット •ランキン 女史で ありました。 

アメリカの 著名な ジ ャーナ リストで ある ジョン. ガン サー は、 その 著書 『回想の ルー ズ ベルト』 の 
中で、 

〈真珠湾の ように 鮮烈な 行動の みが、 アメリカ合衆国を 実際の 戦争に 誘い込む ことができ るので あ 
る。 わが国を 遂に 戦争に 突入 させ、 世界的 規模の 勝利を 得させた 日本の ため、 自由の 像の ような 感  3 
謝の 記念 像の ような もの (some  kind  of  monument  of  gratitude  like  the  Statue  of  Liberty) を 建てる ベ 


き だ、 と 興奮した 干渉 主義者が 言った のを、 私は 聞いた ことがある。 ひとたび 合衆国が 立てば、 ヒ 
トラ ーの 没落は 避けられ なくなった。 日本軍が 穏やかな オア フの 海浜を 強襲した ことは、 ドイツの 
終局 的な 敗北と 崩壊と を 必然的な ものにした。 そして ドイツは、 日本より 手強い 敵であった。〉 

と 書いて います。 

周知の よぅに、 「自由の 像」 は、 ニュー ョーク 港の リバ テイ 島に 立つ 巨大な 女性像で あり、 フラン 
ス 人が、 一八 八 六 年 十月、 アメリヵ 独立 百年を 記念して 寄贈した ものであります。 なお リバ テイ 島の 
旧名は、 ベ ドロ 島で ありました。 

イギリスの チャー チル 首相は、 十二月 七日 夜 九 時 頃、 ロンドンの 北東に ある 首相 別荘 チェヵー ズ 
で、 BBC の ラジオ 放送に より 日本軍の 真珠湾 攻撃の 第一 報を 知り、 直ちに ル ー ズ ベルト 大統領に 電 
話を 掛け、 そのこと を 確認し ましたが、 その 著書 『第二次世界大戦』 の 中で、 

〈私は、 日本の 武力を 正確に 判断した などと 言わない が、 今や 実に この 瞬間、 合衆国が 深く かつ 最 
後まで 戦争に 入った ことを 知った。 かくて われわれは、 遂に 勝った ので ある。 (中略) 私は、 三十 
年 以上 前、 エド ヮ ー ド •グレ ー (注— 第一次世界大戦 時の イギリス 外相) が 私に 言った 言葉を 想起し 
た。 合衆国は、 「巨大な ボイ ラ ー の 様な ものである。 その 下に 火が 焚かれる と、 無限の 力を 出す こ 
とがで きる」。 私は、 満身 これ 感激と 感動に 浸り かつ 満足し、 ベッドに 行き、 救われた といぅ 気持 
ちと 感謝の念で 、ぐっすり 眠った。〉 

と 書いて います。 チャ ー チル 首相が、 日本軍の 真珠湾 攻撃に、 いかに 狂喜した かが 推察され ます。 
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正義の 女神は 過去の 非難と 賞 讚に 所を 換える ことを 要求す る 

イギリスの 保守党の 重鎮で あり、 第二次世界大戦 中、 チャ ー チル 内閣の 生産 相を 務めた オリバ ー. 
リットル トンは、 一九 四 四 年 (昭和 19 年) 六月 二十日、 ロンドンの サボイ •ホテルで 開かれた ア メリ 
力 商業 会議所での 午餐会で 演説を 行いました。 この 演説に 関して、 翌二 十一 日付 『ザ •タイムズ』 
は、 次の ような 記事を 掲げて います。 

〈通信社に よると、 リットル トン 氏は、 用意して いた 演説から 逸脱し、 「日本人が 真珠湾で ア メリ 
力 人を 攻撃せ ざるを 得ない」 程、 アメリカは 日本を 挑発した、 と 言明し、 「アメリカが 戦争に 巻き 
込まれた と言うのは、 歴史を 戯画 化した ものである (It  is  a  travesty  of  history  ever  to  say  that  America 
was  forced  into  the  war.)」、 と 付言した。〉 

イギリスの 海軍 軍人 ラッセル •グレン フヱル 大佐は、 その 著書 『主力艦隊 シン ガポー ル』 の 中で、 
〈今日、 いやしくも 合理的な 知性の ある 人で、 日本が 合衆国に 対して 悪辣な 不意討ちを 行った、 と 
信ずる 者は いない。 攻撃は 十分 予期され ていたの みならず、 実際に 希望され ていたの である。 ルー 
ズ ベルト 大統領が 自国を 戦争に 巻き込みたい と 考えて いた ことは、 疑問の 余地は ない。 しかし 政治 
的 理由から、 最初の 敵対 行動が 相手 側から 始められる ようにす る ことを、 熱望して いたので ある。 
そのような 理由から 彼は、 苟も 自尊心の ある 国民で あれば、 武力に 訴えなければ 耐える ことができ 
ない 点まで、 日本人に 圧力を 加えた ので ある。 日本は、 アメリカの 大統領に よって 合衆国を 攻撃す 
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極東 国際 軍事裁判の ウェッブは 裁 
判 長で ある にもかかわらず， 裁判 
中 「日本を 断罪 するどん な 権利が 
あるの か」 と 自問し， 真珠湾 攻擊 
と も 関連して 裁判の 正当性を 疑っ 
ていた。 オーストラリアに 帰国 後， 
昭和 天皇に ついて 「神 だ。 あれ だ 
けの 試練を 受けても 帝位を 維持し 
ている のは 神で なければ できぬ」 
と 作家の 児島襄 氏に 語った。 


るよぅ に 仕組まれ たので ある (Japan  was  meant  by  the  American  President  to  attack  the  United  sses.)。〉 
と 述べて います。 

リットル トン 生産 相は、 米英 生産 •資源 庁 長官 も 兼任し、 アメリカの 事情に 精通した 政治家で あ 
り、 また、 グレン フヱル 大佐は、 近代史に 造詣の 深い 軍人で ありました。 しかも この 両人は、 第二次 
世界大戦 中、 日本を 敵と して 戦った 国の 優れた 有識者であります。 従って その 意見は、 客観的 かつ 公 
正な 立場から、 日本軍の 真珠湾 攻撃 問題の 核心を 突いた ものである、 と 言わなければ なりません。 

才丨 スト ラ リアの 司法官 ウイリアム •  F  •ウェッブ 卿は、 周知の ょぅに、 昭和 二十 一年 五月から 二 
十三 年 十一月まで 開かれた 極東 国際 軍事裁判の 裁判長を 務めました が、 アメリカの 記者 デイヴ イッ 
ド •パ ー ガ ミニの 著書 『天皇の 陰謀』 に 序文を 寄せ、 その 中で、 


106 


第 2 部 大 東亜 戦争の クライマックス 


〈私は、 東京で 裁判長 席に 座った 三十 か 月の 間、 証人 達の 皇室に 対する 気遣いと 尊敬の 念、 及び 自 
己の 立場を 主張す る 際の 真面目 さと 誠 実感と に、 しばしば 心を 打たれた。 私は、 一九 四 一年 戦争に 
訴えた ことに 対して、 日本を 断罪 するどん な 権利が あるの か (what  right  we  had  to  condemn  Japan  for 
having  resorted  to  belligerency  in  1 941 .)、 と 時々-！ IH 問した。〉 

と 書いて います。 

この 文章の 後半に よると、 極東 国際 軍事裁判の 裁判長 自身が、 日本軍の 真珠湾 攻撃と も 関連して、 
同 裁判の 正当性を 疑っ ている ことが 明瞭であります。 

前述し ましたが、 右の 軍事裁判の ィンド 代表 判事 ラ ダビ ノッド •パー ル 博士は、 その 判決 書の 最後 
を、 次の よぅな 文章で 結んで います。 

〈時が 熱狂と 偏見と を 和らげた 暁には、 また 理性が 虚偽から その 仮面を 剝ぎ 取った 暁には、 その 時 
こそ、 正義の 女神は、 その 秤を 平衡に 保ちながら、 過去の 非難と 賞讃の 多くに、 その 所を 換える こ 
とを 要求す るで あろ、 つ こ  usuce, 一一 01 dinw  evenly  her  scales,  will  require  mucli  of -a ast  censure  andlDralse r-t- o 
cllange -a laces  し ? 

大 東亜 戦争 史観の あるべき 姿を、 まことに 含蓄 ある 言葉で、 的確 かつ 明快に 指し示して いるでは あ 
りません か。 

【坂 本 夏 男】 
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I 空前の スケ— ル •破竹の 進撃 

アジア •アフリカの 植民地 民族に 与えた 独立への 夢と 勇気 


重い 荷物を 背負わせる 戦後 教育 

戦記 物と いうと'  どうも 悲惨な もの ばかりが 日本では 目につきます。 毎年 各地で 開かれる 戦争 展に 
しても、 その 悲惨 さを 最大限に 訴えて いるものが 多い のが 現状の ようです。 

学校で も、 戦争の 悲惨 さや 不条理、 あるいは、 人間と して 国家と してして はならない ことを 日本は 
したんだ と 教えられて きました。 平成 四 年度から 使われる 教科書を みても、 そのような 主旨で 書かれ 
ています。 ですから、 何 か 重い 荷物を 背負わされた ような 気持で 私は 学生時代を 過ごしました。 恐ら 
く、 今の 学生の 中に も 私と 同じ 気持を 味わって いる 人は 多い のでは ないで しよう か。 

しかし、 戦争の 全 期間を 通じて、 すべてが 悲惨な もの ばかりだった のでし ようか。 すべて 「過ちは 
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繰返し ませぬ から」 といった 過ち ばかりの 戦争だった のでし ようか。 日本人と して 誇れる ことは 何 ひ 
とつなかった のでし ようか。 

学校では 一言 も 教えて くれませんで したが、 日本が 米英に 宣戦布告し、 緒戦を 連戦連勝 する ことに 
より、 イギリス や オランダ や アメリカの 植民地に なって いた 東南アジア や インドの 人々 に、 独立への 
夢と 希望を 与えた というの です。 

日 清 •日露の 戦いが、 フィンランド などの 北欧 や トルコ や アフガニスタン などの 中近東の 国々 に 独 
立の 夢を 与えた ように、 大 東亜 戦争に も 同じような 面が あったとは 意外な 感じです が、 教えられ てい 
ない のです から 仕方が ありません。 まして や、 敵対 国だった イギリスの 軍人が 緒戦に おける 日本の 戦 
果 について 「歴史上、 最も 驚くべき 軍事的 業績」 とほめ 讃 えてい るな ど、 あの 戦争の 悲惨 さや 罪悪な 
面 ばかり 教えられた 人々 にと っては、 信じ 難い ことか もしれ ません。 しかし、 これ も あの 戦争に まつ 
わる 事実な のです。 

ここでは、 学校では ほとんど 教えられる ことのない、 昭和 十六 年 十二月 八日から 翌 十七 年始め にか 
けての 緒戦の 経過を 順にた どりつつ、 それに 関する 外国の 教科書 や 外国の 人々 の 発言を 紹介して いき 
ます。 まずは 真珠湾 攻撃から です。 

+ 二月 八日は 真珠湾 ばかりで はな かった 

昭和 十六 年 (一九 四 一年) 十二月 八日、 ついに 大 東亜 戦争の 火蓋は 切って 落とされました。 
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飯 田 房 太 中佐の 顕彰 碑。 「日本 機 衝突 
地点 ー パイロット， 第 3 制空 隊 隊長 飯 
田 大尉， 1941 年 12 月 7 日」 と 書かれて い 
る （ハワイ • カネ オエ 米海軍 基地 内， 
撮影 •田 中 香 浦 国 柱 会 会長） 


十二月 八日 午前 三時 十九 分 (日本時間)、 我が 海軍 機動部隊の 六隻の 航空母艦から 発進した 百 八十 
三 機から なる 第一 次 攻撃隊が 真珠湾 上空に さしかか ると、 「全軍 突撃せ よ」 の 命令と ともに 空襲を 開 
始 したので す。 湾内の アメリカ 艦隊 および 各 飛行場を 一時間に わたって 攻撃した 後、 百 七十 一機に よ 
る 第二次 攻撃 も 行われました。 この 開戦の 真珠湾 攻撃は アメリカ 太平洋 艦隊に 潰滅 的な 打撃を 与え、 
大成功を 収めました。 

この 第二次 攻撃の 折、 第三 制空 隊 隊長と して カネ ォエ 基地と ベロ ー ズ 陸軍 基地を 攻撃した 飯 田 房 太 
中佐 (当時 大尉、 二階 級 特進) は、 敵弾に 燃料 タンクを 撃ち 裂かれて しまいました。 母艦に 帰る だけの 
燃料がない ことを 知った 飯 田 中佐は、 隊長と して、 攻撃 終了後の 列 機を 集めて 帰投す る 針路に 誘導す 
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る や 機首を 下げ、 ただ I 機 戦場に 引き返しました。 そして、 カネ ォエ 基地の 格納庫め がけて 体当りし 
て 戦死した のでした。 

アメリカ 海軍は、 飯 田 中佐の この 戦いぶ りを" 敵ながら 天晴 〃と 讚え、 今から ちよう ど 二十 年 前の 
一九 七 一年 (昭和 46 年)、 その 三十 周年に 際し、 「飯 田 房 太 大尉 顕彰の 碑」 を カネ ォエ 海軍基地 内の 突 
入 地点に 建立して います。 己が 体を 弾と して 体当り 攻撃を 決行した 飯 田 中佐の 勇敢 さは、 戦後 三十 年 
を 経ても 忘れ 難い 衝撃と して アメリカ 海軍に 残つ ていた ことになります が、 恩 響を 越えて 碑を 建立し 
た 精神 もまた 見事です。 

現在、 ホノルルに ある 日蓮 宗 別院に、 飯 田 中佐 以下 六十 五名の ハヮイ 攻撃の 際の 全 戦没者 霊 名が 安 
置され、 毎日 ご 供養され ている といい ます (月 「真 iit 界」 昭和 60 年 2 月 号 •  8 月 号 参照)。 

氺 

ところで、 十二月 八日と いうと、 どうも 真珠湾 だけが クロー ズ アップ される 印象が 強いので すが、 
宣戦の 詔書に 謳われて いるよう に、 大 東亜 戦争の 戦う 相手 国は アメリカと イギリスでした。 

ハヮイ、 太平洋 上の 諸島 そして フイ リピンな どに 対する 攻撃は、 海軍に よる 対 アメリカ 戦でした。 
では 一方、 陸軍は といい ますと、 東南アジア における マレー、 香港、 ビルマの 各 作戦を すすめ、 これ 
は イギリス に対する 戦いだ つたので す。 そして、 ともに 大 戦果を 上げ、 緒戦は すべて 勝ちい くさ だつ 
たのです。 

それでは 次に、 陸軍に よる 東南アジア 攻略を みて みまし よう。 
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海軍 機動部隊が 「ニイ タカ ヤ マノ ボレー ニ〇 八」 の 暗号 電報を 受けた 十二月 二日、 海 南 島に 集結し 
ていた 山 下 奉 文 陸軍 中将の 指揮す る 第二 十五 軍 (山 下 兵団) にも 暗号 電報が 届きました。 「ヒノ デ ハヤ 
マガ タ」 と あり、 やはり 十二月 八日 開戦、 予定通り マレ ー 作戦を 決行せ ょとの 内容でした。 

十二月 八日 未明の 午前 二 時 頃、 日本軍は マレー 半島の 東海岸 (タイ 湾) の タイ 領 シンゴラ 、夕べ 一、 

パ タニに 無血 上陸し、 マラ ヤ領 コタバルへの 上陸は、 上陸用舟艇 群が 潮流の ため 敵国 イギリス 軍陣 地 
近くまで 流され、 英軍 守備隊の 砲火を 受けつつ 行われた 苦しい ものでした。 しかしながら、 後に 勇名 
を馳 せた 加 藤 隼 戦闘 隊 など 陸軍 航空隊の 援護を 受け、 上陸に 成功す る や コタバル 全域を 占領し、 マレ 
— 作戦の 緒戦を かざり、 一路 シン ガボー ルを めざして 急進して いったの でした。 

* 

この マレ ー 作戦を 成功させる ためには、 日本軍は タイ 領を 通過し なければ ならず、 何としても タイ 
の 了承を 得なければ なりませんでした。 開戦 前日の 七日 夜、 坪上貞 二駐泰 大使は ピブン 首相に 緊急 面 
会を 申し入れ たのです が、 あいにく ピブン 首相は 国境の 空港 建設 視察に 出かけて いて 不在でした。 日 
本 側は 一睡 もせず 待ち 続け、 ピブン 首相が 帰って きたのは 八日の 朝 六 時 四十 分でした。 

直ちに 閣僚 会議が 開かれ、 他の 閣僚の 同意 も 得て 「日本軍の タイ国への 平和 進駐に 関する 協定書」 に 
調印す る ことと なった のです。 調印 終了は 七 時 三十 分。 タイ 政府は ラジオを 通じて 「日本軍 上陸 通過 
協定」 の 締結を 発表した のです が、 時す でに 遅く、 日本軍が 上陸した 後でした。 タイ 軍 や 警察 隊 との 
小ぜり あいが ありました。 しかし、 すぐに 終わり ましたので 大事には 至らず、 まさに 間一髪でした。 
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シャムと いう 国名を タイに 改めた ピブン 首相は、 タイ国 内の 華僑 勢力を 抑えて、 タイ 人の タイ国を 
めさして 「ラタ ニ ョム」 という 愛国運動を 起こし、 これは 間接的な 日本 支援の 運動で も ありました。 
日本が 支那 事変を 戦って いた 時、 タイに 住む 華僑は 本国 援護の 送金を して おり、 この 政策に より 実質 
的に ストップ させられた からです。 

この ピブン 首相の タイ国と 日本は、 昭和 十六 年 十二月 二十 一日、 日 タイ 同盟条約を 結びます。 する 
と 米. 英は翌 十七 年 (一九 四 二 年) 一月 初め、 同盟した という ことで タイの 地方 都市を 空襲し はじめ 
たのです。 そこで タイは 一月 二十 五日、 米 •英 両国に 敢然と 宣戦布告した のでした。 

ところで、 産 経 新聞は 平成 三年の 八月 八日から 「日本は どう 教えられて いるか— 東南アジアの 教科 
書から」 という 記事を 連載し ました。 その 第一 回は タイでした。 そこでは、 中学 三年 用 社会科 教科書 
『わたしたちの 世界』 (一九 七 八 年 版) を 取り上げ、 特徴 的な ことと して 「国土  •資源 小国で、 敗戦に 
よる 荒廃を 経験した 日本が、 なぜ 経済大国 として よみがえった のかと いう 問題が 教科書の 基調」 であ 
る ことを 上げ、 この 記事を 書いた 記者 (バンコク. 宗正毅 氏) はさら なる 特徴と して 次の ような ことを 
上げて います。 

〈アジア 諸国で いまなお 根強い 対日 警戒 感の 原点を なす 大戦 中の 日本の アジア 侵略に ついて、 触れ 

られ ていない 点 だ。〉 

この 教科書では 日本に ついて、 戦争 中の ことにつ いてよりも、 戦後の 経済成長の 原因の 分析に 重点 
が あり、 「他国民は 日本 にもっと 関心を 持って 研究すべき である I と 書かれて いるそう です。 
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この タイの 教科書は 一九 七 八 年 版、 つまり 十三 年 も 前から 同じ 内容が 教えられて しる わけです が 
いわゆる 「日本の アジア 侵略」 に 触れられて いないと 記者は Ifi ってい ます。 しかし、 これまでみ てき 
たように、 日本は タイを 通過 •進駐した だけで 侵略して いないので すから、 侵略に ついて 書きよう が 
ない のです。 また、 i ぎ 去った ことを 振り返る よりも、 タイ国 自身の 発展に つながる ことと して、 前 
向きな 心で 日本を とらえようと している 編集 姿勢が 濃厚に うかがえる ことから も、 この 記者の 指摘が 
的は ずれで ある ことが おわかり いただけ るかと 思います。 

いずれにせよ、 この 記事は、 先入観を もって 大 東亜 戦争を みて はいけ ない ことを 反面教師 として 私 
たちに 教えて くれてい ます。 

マレ— 沖で 沈めた イギリスの 東洋 侵略の 象徴 プリンス •オブ •ゥェ ールズ 

マレ ー 半島に 上陸した 我が 日本 陸軍は、 シン ガボー ルを めざして 南下して いきました。 一方、 海軍 
は イギリスの 東洋 艦隊を 求めて マレ ー 沖 海戦に のぞみました。 

この イギリス 東洋 艦隊には、 世界に 誇る 最新の 不沈 旗艦 プリンス •ォブ •ゥエ ールズ (三 六、 七 五 
〇 トン) と レ パルス (三 二、 〇七四 トン) の 二 戦艦が あり、 アジア 植民地の 守護神と して シン ガボー ル 
に 派遣され ていました。 

十二月 十日 午前 十 時 四十 五分、 この 戦艦を 見つけ、 サイゴンと ッ ドゥ ムの 飛行場から 海軍 航空隊が 
それぞれ 九 機 編 塚を 組んで 飛び立ち、 この 巨艦に 波状攻撃を かけた のです。 攻撃 参加 機は 八十 一機で 
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した。 敵 艦 も、 一分 間 二 千 発と いう ヴ イクス 機関 砲に よる 弾幕を はって 応戦して きました。 しかし、 
魚雷に よる 海軍 航空隊の 近接 攻撃に より、 午後 十二時 半、 両艦 とも 撃沈され てし まった のです。 

イギリスの 東南アジア 侵略の 象徴と もい える プリンス •オブ •ゥエ ールズ を 撃沈した マレー 冲每戦 
における 我が 日本軍の 勝利は、 英軍 はもち ろん 連合国 軍に 手痛い 打撃を 与えました。 イギリスの 首相 
チャー チルは 戦後、 『第二次大戦 回顧録』 を ものして ノー ベル 文学賞を 受けました。 この マレー 沖 海 
戦の 敗北の 報は チャ ー チルを 深く 嘆かせ、 次のように 記させて います。 

〈十二月 十日、 私の 部屋で 電話が 鳴った。 それは 軍令部 長であった。 彼の 声は 変だった。 咳を して 
いるよう でも あり、 こみあげて くる ものを こらえて いるよう でも あり、 はじめは 明 Ilf に 聞きと fl な 
かった。 「総理、 プリンス •オブ •ゥエ ールズ と レ パルスが、 両方と も 日本軍に 沈められた ことを 
報告し なければ なりません。 フイ リップス (注— 極東 艦隊 司令長官) は 水死し ました- 「その 1 りか 
ね」 「全く 疑う 余地はありません」。 私は 受話器を 置いた。 私は ひとりき りで ある ことが 幸だった。 
戦争の 全 期間を 通じて、 私は それ以上の 衝撃を 受けた ことがなかった 〇〉 

また、 その イギリス でも、 著名な 歴史学 者アー ノル ド •トイ ンビー は 冷静に 歴史を 振り 1 り、 
この 歴史的 偉業を 次のように 位置づけて います。 

〈英国 最新 最良の 戦艦 二隻が 日本 空軍 (注— 海軍 航空隊) によって 撃沈され たことは、 特別に セン セ 
丨シ ョンを まき 起こす でき 事であった。 それは また、 永続 的な 重要性を 持つ でき 事であった。 なぜ 
なら I 八四〇 年の ア ヘン 戦争 以来、 東アジア における 英国の 力は、 この 地域に おける 西洋 全 本の 支 
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配を 象徴して きていた からで ある。 一九 四 一年、 日本は すべての 非 西洋 国民に 対し、 西洋は 無敵で 

ない ことを 決定的に 示した。 この 啓示が アジア 人の 志気に 及ぼした 恒久的な 影響は、 一九 六 七 年の 

ベトナムに 明らかで ある。〉 (昭和 43 年 3 月 22 日付 「毎日 新聞」) 

確かに トイ ンビー の 指摘す る 通りで、 「アジア 人の 志気に 及ぼした 恒久的 影響」 は ベトナム でも 証 
明され ました。 しかし、 それ 以上に、 アジアに おける 五十 年から 三百 五十 年に も 及ぶ 西洋の 侵略を、 
たった 三年 半の 日本の 大 東亜 戦争を きっかけ として、 戦後、 アジア 各国® らが 打ち破って 独立を 達成 
した ことに、 それは ょり 明確に 表われて いるょぅ です。 

* 

ところで、 戦後 四十 六 年を 経ても、 アジアには イギリスの 植民地が あります。 昏 港です。 極東に お 
ける イギリスの 拠点は シン ガボー ルと 香港でした ので、 我が 日本 陸軍は 香港を 攻略すべく、 開戦の 十 
二月 八日 未明、 マレー 半島 上陸の 成功を 知らせる 「ハナ サク •ハナ サク」 の 暗号 電報を 受ける やい な 
や、 まず 香港の 対岸に ある 九 竜 半島の 啓徳 飛行場を 攻撃し、 十二 日には イギリス 軍を 九 竜 半島から 追 
い 出し、 香港に 引き揚げさせた のでした。 

香港には 多くの 一般 住民 もい ましたので、 香港 攻略を した 酒井隆 軍司令官は 軍使を 二回 送り、 降伏 
を 勧告し ました。 しかし、 イギリス 軍は 住民を 人質と して これを 拒否し ます。 そこで、 十八 日夜、 香 
港 島に 上陸し 果敢に 攻め込みました。 

市 苛へ 給水して ハた 貯水池を 発見して 給水を 停止した こと も 功を 奏し、 クリスマスの 十二月 二十 五 
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日夕、 十八 日間の 攻防の 末、 イギリス 軍は 白旗を かかげて 降伏した のです。 

マレ— 半島 •シン ガポー ルを 七 + 日で 席 ^1 

タイの 南の シンゴラ •夕ぺ 一、 パ タニ そして コタバルへ 上陸した 山 下 奉 文 中将 率いる 日本軍は 、夕 
イ •マラ ヤ 国境から 約三〇 キロの ジッ トラに、 日本軍の 進撃を 少なくとも 三 力 月は 食い止める ことが 
できる といわれ ていた 「ジッ トラ •ライン」 と 呼ばれる 堅固な 防衛 陣地を、 上陸して から 四日 目の 十 
二月 十一 日、 十二 日の たった 二日 間で 難なく 突破して しまいました。 そして、 インド洋 側に ある アロ 
I ルス タ丨 (マレー シア •ヶダ 州都) ヘイ ギリス 軍を 追いつめ、 十三 日 午前 九 時には ここ も 占領して し 
まいました。 

この アロー ルス ター では、 降伏した 英連邦 軍の 中に、 後に インド 国民軍 (IN A ) の 初代 司令官に 
なった モ ハン シン 大尉が おりました。 「共に インド 独立の ために 起ち あがろぅ、 この 戦争は アジア 解 
放の 戦いな の だ」 といぅ 呼びかけに 応じて 投降して きたので した。 

日本軍の 捕虜と なれば どんな 屈辱を 受ける かと 不安に 陥っ ていた インド 兵たち は、 待遇が 日本 兵と 
同じ ことに 感激し、 後に 日本の 協力に ょって 創設され た インド 国民軍に 次々 と 加わり、 チャン ドラ. 
ボース が これを 率いて 「チャ ロ. デリ ー ( 進め、 デリ— へ)！」 を 合い言葉に、 日本軍と ともに イン パ 
1 ル 作戦を 戦った のでした。 (第 2 部 「4、 壮絶なる 闘い」 おょび 第 3 部 「5、 インド」 参照 〇 

日本軍が 緒戦を 圧倒的な 勝利で 飾った 背景には、 武器 や 軍人の 数、 あるいは 軍 家の 優劣を 越え、 


ア 
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ジア 独立の 戦いで ある ことを 明確に 宣明 する ことによって、 現地の 人々 の 全面的 協力を 勝ち得た とい 
、っ ことがあり、 この 事実は 見逃されて はなり ません。 

陕 進撃を 続ける 日本軍は、 マレ ー 半島を 西と 東から 競うよう に 南進して いきました。 途中からは 夕 
イに 進駐して いた 近衛師団 部隊 も 加わり、 自転車に 乗った 銀輪 部隊を 先頭に、 ジャングルと ゴム 林の 
間を 縫って シン ガボ ー ルめ ざして 進撃して いきます。 自転車は 当時の 秘密兵器で、 あまりの 快 進撃 そ 
して 神出鬼没 ぶりに、 イギリス 軍は 為す ところを 知らな かった そうです。 

マレー 半島 作戦に おける 英 軍の 最後の 抵抗と なった のは、 ク アラ ルン プー ルと シン ガポー ルの 中間 
に 位置す る 山岳 地ゲ マスに おける 戦いでした。 この 陣地に たてこもる イギリス 軍は、 これまで のよう 
なすぐ に 敗走す る イギリス 軍と 違い、 猛烈な 反撃を したので す。 この 勇敢な 部隊は オー スト ラ リア 部 
隊で 、一週間の 激戦が 続きました。 双方に 多くの 戦死者を 出しました が、 翌 十七 年 一月 十九 日、 イギ 
リス 軍は 敗走して ゲ マスの 戦いを 勝ち取りました。 

シン ガボー ルの 中学 二年生が 使って いる 『現代 シン ガボー ルの 社会経済 史』 (一九 八 五 年 版) では、 
この 戦いの 模様を 次のように 書いて います。 

〈ォー スト ラ リア 兵 達の 勇気は、 日本 兵、 特に 彼らの 指揮者に よって 称賛され た。 敬意の あかしと 
して、 彼らは、 ジェマ ー ルアンのは ずれの 丘の 斜面の、 才 1 スト ラ リア 兵 二百 人の 大規模な 墓の 上 
に、 一本の 巨大な 木製の 十字架を たてる ことを 命じた。 十字架には、 「私たちの 勇敢な 敵、 ォ ー ス 
トラ リア 兵士の ために」 という 言葉が 書かれて いた。〉 
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シン ガポ ー ルの 教科書で すから、 もちろん 自国の ことを よく 書き、 日本の 戦争 中の ことは 批難を 込 
めて 書いて います。 しかし、 このような 日本軍の 真摯な 行為は、 コメント こそ 加えて いません が 忘れ 
ずに 記して います。 何でもかんでも 「日本の アジア 侵略」 で片 づけて しまう 日本の 教科書とは、 一味 
も 二味 も 違うよう です。 

そして 一月 三十 一日、 日本軍は ついに マレー 半島 南端の ジ ョホー ルバ ルに 突入し、 同日 夜には ここ 
も 占領して しまいました。 めざす シン ガポー ル 島は もう 目の前にあります。 十二月 八日 上陸から 一月 
三十 一日の ジ ョホー ルバ ル 占領まで、 五十 五日。 マレー 半島 約 千 キロを たった これ だけの 日数で 縦断 
し 席巻した のです から、 世界の 戦史に 残る K 進撃と いって よいで しよう。 
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イギリス 士官の グルーブが 日本軍への 
降伏の ために 歩いて いる [右端が パー 
シ バル 将軍] (シンガポール 教科書の 
写真と その 説明） 


イギリス 降伏 後の シン ガボールの 損害 
を 受けた 地域を 視察す る 日本軍 司令官 
山 下 将軍 （同） 


* 

マレ ー シアの ジ ョホー ルバ ルと シン ガボー ル 島の 間には、 ジョ ホール 水道が あります。 日本軍の 各 
部隊は 次々 とこの ジョ ホー ル 水道に 殺到し、 休む 間もなく、 ィギリス 植民地の 心臓部で ある シン ガボ 
1 ル 島へ 進撃し 続けました。 

マレ ー 方面 陸軍 最高 指揮官に 任ぜられた 山 下 奉 文 中将は 二月 八日、 十一 日の 紀元節 (現在の 建国 記 
念の 日) までに シン ガボ ー ルを 陥落し ようと 総攻撃を 開始し ました。 十四日、 山 下 中将は 「あと 二日 
で 弾薬が 尽きる」 という 報告を 受けて いました が、 最後の 一発まで 砲撃を 続けて ィギリス 軍を 降伏 さ 
せるべく、 これまでと 同じように 攻撃の 手を ゆるめませんでした。 
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二月 十五 日、 大きな 白旗を 掲げた イギリス 軍の 軍使が 前線に 現われ、 日本軍は 劣勢を 気づかれる こ 
となく 降伏 文書に 署名 させた のでした。 

昭和 十六 年 十二月 八日から 翌 十七 年 二月 十五 日まで、 七十 日に わ 力る 攻防の 末、 ついに 日本は イギ 
リスを 東南アジアから 追い出し、 世界の 誰もが、 当の 日本 さえ 予期して いなかつた 大勝 利で 終結を 迎 
えたので した。 

フランスの ド •ゴー ル 将軍 (戦後の フランス 大統領) は、 二月 十五 日の 日記に 「シン ガボー ルの 陥落 
は、 白人 植民地 主義の 長い 歴史の 終焉を 意味す る」 と 記しました。 まさしく この 昭和 十七 年 二月 十五 
日は、 日本と ともに 戦つた アジアの 人々 にと つて 忘れられない 日と なつた のです。 

アメリカの 歴史学 者へ レン •ミアズは さらに 明確に、 『アメリカの 反省』 の 中で 次のよぅに 指摘し 
ています 

〈アジア 大陸 及び 英仏蘭 (注— イギリス. フランス •ォランダ) の 植民地に 於け る 日本の 最初の 勝利は、 
土着民の 協力者 達の 活動に よつて、 獲得され たもの なので ある。 二、 三の 著しい 例外は あるが (フ 
イリ ピンの 戦役は、 その 中の 一で ある) 日本の 緒戦の 成功は、 ほとんど 戦 ひらし い 戦 ひを せずに 獲得 さ 
れた 。アジアに 於け るヨ ー ロッ パの 「所有 王」 達は、 日本の 軍隊に 追 はれる とい ふよりも、 むしろ 
土着民の 敵対 心に 抗 しかねて 引き上げた。 我々 は 「解放」 の 戦と 呼んだ が、 アジアに 於け る 戦争は 
ヨ ーロッ パの アジア 再征 服 —— (恥づ べき ことには) アメリカの 援助を 伴つ た —— の 戦で ある ことが 
判明した ので ある。〉 
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先に も 少し 触れた よぅに、 マレー 半島 および シン ガポー ルに おける 日本の 勝利は、 それ それの 国で 
現地の 人々 の 協力が あった お蔭です。 ヘレン •ミアズは いみ じく も それを 指摘して います。 このよぅ 
な 歴史が あった ことを、 敵国だった アメリカ人 でさえ 指摘して いるので す。 

話は 少し 戻ります が、 日本軍が 上陸した コタバルは マレー シアの ケラン タン 州に 含まれて います。 
現在、 その 州 知事を している ダト •モハ マッド •ヤコブ 氏は、 コタバル 上陸 部隊 戦友 会が たびたび マ 
レー シアを 訪ねて は 慰霊を 重ねてい る ことを 知り、 環境 開発 庁 長官を していた 時、 この 戦友 会に 「日 
本 軍 上陸 海岸 一帯を 平和 公園に したい。 助力して もらえば、 五エー カー (約 二 万 平方 メー トル、 約 六 千 
坪) の 土地を 提供したい」 と 持ち かけた のでした。 
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その後、 コタバル 在住 華僑の 反対な どの 紆余曲折を 経て、 昭和 六十 三年 二月 二十四日、 コタバルの 
地に 戦友 会の 手に よって、 高さ 一〇メ ー トルの 「コタバル 平和 祈念 時計 塔」 が 建立され ました。 祈念 
塔の 四方には、 日本語、 マレ ー シア 語、 英語、 アラビア 語で 「永遠に 平和と 自由の 時を 刻む を 祈る。 
一九 八 八 年 二月」 と 刻まれて います。 

除幕式には 日本から 六十 五名が 参加し、 現地からは ヤコブ 知事を はじめ 多くの 人々 が 集い、 開会の 
挨拶に 立った ヤコブ 知事は 次のよぅに 述べました。 

〈日本軍の 上陸と その後の 占領は、 我々 に とって 厳しい ものであった が、 それに よって 我々 に 民族 
精神を 振起 させ、 一九 五 七 年に 独立を 達成す る きっかけに なった。 (中略) この 時計 塔が、 コタ バ 
ル 上陸 部隊 戦友 会と 当地 ケラン タンの 人々 との 間に 意義深い シンボルと なること を 祈念し、 私は こ 
こに 慈悲 深い 神の 名に おいて、 この 平和 公園と 時計 塔を 才 1 プン する ことを 宣言す る。〉 (名 越 二 荒 
之 助 著 「反日 華僑と マレー 人— 英語 教科書 事件から 考 へる」 より) 

やがて、 この 平和 公園 内には 戦争 記念館 も 建てられる 予定 だそぅ です。 

フイ リピン 戦線の 日本 兵 

シン ガポー ルが イギリスの 東南アジアに おける 心臓部なら、 アメリヵの それは フイ リピンでした。 
十二月 八日 朝、 台湾 •台 南を 発した 航空 部隊は クラー クフ イー ルド、 イ バの両 飛行 基地を 空爆し ま 
した。 この 日の 攻撃は アメリヵの 油断に も 助けられて、 百 機 以上 も 撃墜 大破 させ、 思わぬ 戦果を 上げ 
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たのでした。 以後、 約 一週間に わたる 空爆で、 日本軍は 完全に 制空権を 握り、 これと 同時に、 先遣 隊 
が ルソン島な どに 上陸して、 アメリカ 軍の 飛行場を 占領して しまいました。 

アメリカの 極東 軍司令官は、 あの ダグラス •マッカ ーサー でした。 一八 九九 年、 八 万の 大 軍を 率い 
て フイ リピンに 乗り込ん できた 時の アメリカ 軍の 軍政 長官は アーサ ー •マッカ ーサ ー で、 その 副官が 
息子の ダグラス •マッカ ー サー 大尉でした。 

マッカ ーサー は 日本軍の 攻略に たじたじ となり、 態勢を 立て直す ため、 全軍に バタ ーン 半島への 退 
却を 命じました。 十二月 二十四日の ことです。 

その 結果、 翌 昭和 十七 年 一月 二日、 本 間雅晴 中将 率いる 日本軍は 南北から マニラに 無血 入城し、 占 
領し たのでした。 開戦から 二十 六日 目と、 これ また 驚異的な スピー ドでした。 

日本軍は その後、 ただちに バター ン 半島 攻略に 乘り 出し、 強い 抵抗を 受けた ものの、 マッカ ー サー 
を 追いつめ ていきました。 マッカ ーサー は コレ ヒドー ル 島から ミンダナオ島 へと 逃げ、 三月 十七 日、 
ついに 才— スト ラ リアへ と 脱出して しまいました。 当然の こと、 最高 指揮官の 欠けた アメリカ 軍の 士 
気は 落ち、 四月 十九 日には バター ン 半島が 攻略され、 五月七日には 最後の 要塞 コレ ヒ ドー ル 島 も 日本 
軍の 手に 陥ち、 アメリカ 軍は 無条件降伏を 申し出て、 フイ リピン 作戦 もまた マレ ー 作戦と 同様、 日本 
軍の 勝利で 終結した のでした。 

ところで、 日本では 今もって 大 東亜 戦争 中の ことが 尾を引いて、 フイ リピンの 対日感情が 特に 悪い 
よぅに 受け とられて いる 風潮が あります。 
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しかし、 国立 フイ リピン 大学の エル ビデ イオ •サンタ ロマ ーナ 助教授 (国際関係 論) によれば、 そ 
れは 誤りで、 その 風潮を 煽って いる 「特定の イデ オロ ギーを 持つ グル ー プ」 が 両国に いるからで、 彼 
らが 両国の 「成熟した 関係を 築」 くこと を 妨げて いると いうので す ( 399 頁 参照)。 とすれば、 彼らの 説 
く 「侵略戦争 論」 は 十二分に 疑って 聞く 必要が ありそうです。 

「第二次世界大戦の 日本 将兵の、 思いやりの ある 一面を 明らかに」 しようと して 『草の根 証言 集. 
フイ リピン 戦線の 日本 兵』 を まとめた 国立 フイ リピン 大学の アルフォンソ •  P  •サントス 教授 (英語 
学、 米国 ペンクラブ 会員) もまた、 両国の 成熟した 関係を 築こうと している 一人です。 

サントス 教授は 「すべての 日本 将兵が 残虐であった のでは ない ことを 告げ 示す 証言」 として、 「ジ 
ンボ •ノブ ヒコ (神 保 信彦) 中佐と マヌエル-ロハス 将軍の 場合の ように、 一人の 日本人が 一人の フ 
イリ ピン 人の 生命を 助け、 その フイ リピン 人が 今度は その 日本人の 命を 助ける という 話」 など 八十 七 
の 物語を 集め 「日本 将兵の 人間味の ある 側面を 証して い」 ます。 

よくよく 考えてみれば、 人間と して 当り前の ことです が、 いかに 戦争 中とは いえ、 日本軍 将兵の 中 
には 結婚して いない 青年が たくさん おり、 フイ リピン 女性に 恋し、 フイ リピン 青年の 恋仇に 敗れる こ 
とも あったり、 フイ リピンの 少年に 日本語を、 日本の 兵隊には 英語を、 それぞれ 教え 合う こと も あっ 
たこと などを 紹介して います。 

戦時下で あり 「日本の アジア 侵略」 における 「虐殺」 という イメ ー ジ だけが 煽られ、 ついその よ、 っ 
な 人間と しての 行為が 忘れられ がちです が、 それ もまた 歴史の 事実と してき ちんと 振り返られるべき 
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ことを 教えられます。 

ビルマ 解放 闘争と なった 大 東亜 戦争 

ビルマは ィギリスの 植民地でした。 大西洋 憲章 (一九 四 一年) で 「一切の 国民」 に 主権と 自治を 返 
還す ると 宣言した チャ ー チル 英 首相でした が、 一力 月 かそ こらで 「英 帝国の 植民地には 適用され ない」 
とひる がえ しています。 

この 理不尽な 発言に、 植民地の 人々 は 心の底から 憤りを 覚えました。 若く して ィギリスの ケン プリ 
ッジ、 フランスの ボル ドー 両 大学に 学び、 弁護士の 資格と 哲学 博士の 称号を 得て 帰国し、 一九 三 七 
年、 四十 四 歳の 時、 英統 治下の 新 憲法の もとで 最初の ビルマ 人 首相と なった バー •モウ も その 一人で 
した。 

〈それは、 白人の ための 憲章であって、 すべての 白人 国家が 自由で 主権を 持たなければ ならない と 
いう ことを 意味した。 植民地に 対しては、 あらゆる ものを 保証され た 者たち (白人) 以上に 戦争に 
挺身す るよう 呼びかけながら、 何の 明確な 約束 もなかった ので ある。〉 r ハ！ モウ 『ビルマの 夜明け』) 
大西洋 憲章は 白人 国家 以外には 適用され ない という 民族 差別 発言は、 バー •モウは じめ あらゆる ビ 
ル マ 人を 激怒 させました。 当り前の ことです。 なおかつ ビルマは、 英国に よって 強制的に 第二次大戦 
に 組み込まれ たのです から、 この 発言が 「やがて ビルマ 人の 闘争を 最終的な 方向に むける 役割りを 果 
たす ようになる 道を 拓 いたので あった」 とバー •モウは 述べて います。 
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そもそも、 日本と ビルマは 友好関係に ありました。 さかのぼれば、 日露戦争の 日本の 勝利は 「アジ 
アの 目覚めの 発端、 または その 発端の 出発点と も 呼べる もの」 (パ ー •モゥ 前掲 書) で、 一九 三〇 年代 
には 日本 •ビルマ 文化 協会が 互いの 国に 発足して いました。 

このような 時に、 一九 三 九 年、 ドイツの ポー ランド 進出に よって 第二次世界大戦が 始まり、 日本が 
「アジア 人の ための アジアを」 という ス ロー ガンを 掲げて、 アジアを 侵略して いた アメリカと イ ギリ 
スに 宣戦布告し たのです から、 ビルマの 人々 は 日本軍を 快く 迎え入れた のでした。 

日本が ビルマ 作戦を 行った のには、 重要な 目的が ありました。 それまで 日本は 支那 事変を 戦っ てい 
たのです が、 蔣介 石の 戦力を 維持す るた め、 連合国 側は 月に 三 万 トン もの 物資を 送る 援蔣 ルー トを四 
つも 開き、 日本を おおいに 悩ませて いました。 日本と しては、 何としても その 主要 ルー ト である ビル 
マルー ト (昭和 15 年 10 月 18 日、 イギリスは 援蔣 物資の 輸送を 再開) を 断ち切る 必要が ありました。 

そこで、 昭和 十六 年 (一九 四 一年) 二月、 陸軍は 鈴 木 敬 司 大佐を 機関長と する 南 機関を 発足 させ、 
ビルマ ルー ト 切断、 ビルマ 独立運動の 活発化、 インド 独立を 刺激す る こと、 を 目的と する ビルマ エ作 
に とりかかりました。 

大本営の 考え方と しては、 マレ ー 作戦 や フイ リピン 作戦が 順調に 運んだ 後に ビルマ 作戦を 展開し よ 
うとして いました。 しかし、 南 機関が ビルマ 独立 義勇軍の 編成に 成功し、 独立の 気運が 急速に 盛り 上 
ってき たため、 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 一月、 我が 日本 陸軍と、 前年 暮も 押しつ まった 十二月 二十 
八日に 産ぶ 声を 上げた ばかりの ビルマ 独立 義勇軍 二百 名は、 ともに タイ国 境を 越え、 ビルマ 南部へ 向 
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かった のでした。 

飯 田 祥二郎 中将 率いる 第 十五 軍は ビルマに 入る や 声明を 発し、 「日本軍の ビルマ 進撃の 目的は、 最 
近 百年 間 搾取と 圧政と を 事と する イギリス 勢力を 一掃し、 ビルマ 全民衆を 解放して、 その 宿望た る 独 
立を 支援し、 以て 東亜 永遠の 安定 確保と 世界平和に 寄与 せんとす るに 外ならぬ」 と 高らかに 宣 示した 
のでした。 

ビルマの 人々 に とっては ビルマ 独立戦争 であり、 バー •モゥに 言わし めれば 「当時 われわれが 多大 
の 感動を もって 呼んで いた、 第 四番 目の そして 最後の 英国 対 ビルマの 戦争 (第 四 次 ビルマ 戦争)」 がは 
じ まった のです。 ビルマ 独立 義勇軍は 二百 名で タイの バンコクを 出陣した のです が、 多くの ビルマ 人 
が 我も我もと 入っ てきて、 二 力 月 目には 二十 四 倍の 約 四千 八 百 人に もふくれ 上って しまいました。 

アメリカの アジア 学者で、 『大隈 重 信』 や 『チャン ドラ •ボ ースと 日本』 を 書いた 州 立 コロラド 大 
学歴 史学 部 教授の ジョイス •  C  •レブ ラは、 南 機関は じめ 東南アジア 各国で 義勇軍 や 独立 軍の 訓練に 
たずさわった 人々 の 真摯な 情熱を 認め、 ビルマに おける 状況を 『東南アジアの 解放と 日本の 遺産』 の 
中で、 次のように 述べて います。 

〈ビルマ 独立 義勇軍が ビルマの 村々 を 通って 進撃す る 間、 何千と いう 若者たち が 解放 闘争に 参加せ 

よと いう 呼びかけに 応じて 参集した。 実際、 あまりに 多数の 者が 参加を 求めた ので、 日本軍 も ビル 

マ 独立 義勇軍 統帥 部 も 状況を 処理す る ことができない ほどだった。〉 

このような 応援を 受けて 進撃す るので すから、 補給 や 輸送 路の不 腩を心 配し なければ ならない ほど 
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順調に 進み、 当面の 目標と した ラング ーンを 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 三月 八日に 陥落 させ'  海上 ル 
—卜の 補給 基地と 南部 ビルマの 航空基地を 確保した のでした。 イギリス •支那 •アメリカ からなる 連 
合 軍は 北部 ビルマへ 退いた ものの、 北部 ビルマの マンダレ ー 付近で 迎えう つ 態勢を 整えました。 しか 
しこ こで も、 ジャングル 戦に 一歩 長 じた 日本軍は、 イギリスが 集結 させた 機械化 部隊を 一蹴し、 四月 
下旬には マンダレ ー も 陥落 させた のでした。 五月 一日、 イギリス 軍は インドへ、 支那 軍は 自国へ と 総 
退去し はじめました。 

バー •モウは その 時の 様子を、 『近代 ビルマ 史』 の 著者 ジョン •  F  •ケー ディの 表現を 借りつつ、 
次のょうに つづって います。 

〈一九 四 二 年 五月 二十日、 英国は ビルマに おける 戦闘を 公式に やめ、 英国の ビルマ 軍の 総司令官の 
官職を 解き、 以後、 それは インドに おける 軍事 指揮 下に 置かれる ことに なった。 ケ ー ディの 憂鬱 そ 
うな 表現を 借りる と、 「一九 四 二 年 五月 下旬までに、 日本軍の 勝利は 揉 躪を 尽くして 完全な ものと 

なつた」〉 (前掲 『ビルマの 夜明け』) 

この あとす ぐに 続けて、 イギリス 軍 側の 見方を 取り上げて います。 

〈陸軍 少佐 ジョン •  L  •クリス チャンは 『ビルマと 日本人 侵入者』 (一九 四 五 年、 タツ カ ー •ボンベイ) 
の 中で、 これら 短期間に 達成され た 太平洋 地域 おょび 東南アジアでの 勝利に ついて、 「歴史上、 最 
も 驚くべき 軍事的 業績」 と 述べて いる。〉 

確かに この イギリス 陸軍 少佐の 言う 通り、 ビルマ 作戦が 連戦連勝で 快 進撃を 続けて いる 間、 日本は 
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ジャワ 作戦 も 平行して すすめ、 三月 八日には ジャワ島 も 占領し、 オランダ 軍 や 米英 濠 連合軍を 降伏 さ 
せて いるので すから 「歴史上、 最も 驚くべき 軍事的 業績」 と言えるの かもしれ ません。 敵国だった 軍 
人が、 最終的に 日本を 敗った 一九 四 五 年に 述べて いるので すから、 私たちは 素直に それに 耳を 傾ける 
べきで しょぅ。 

東南アジア •インド そして アフリカにまで 影響を 与えた 緒戦の 勝利 

事実と しても、 それは 裏付けられます。 まず、 その スピー ドの 早 さです。 昭和 十六 年 十二月 八日の 
開戦から マレ ー シアの 首都 ク アラ ルン プール 陥落まで が 三十 五日、 マレ ー 半島 南端の ジ ョホー ルバ ル 
は 五十 五日、 シン ガポー ルは 七十 日、 ビルマの ラング ーンは 九十 一日、 インドネシアの 首 島 ジャワ も 
同じく 九十 一日で それぞれ 陥落 させて いるので すから、 その 範囲を みれば 驚くべき スピー ドでした。 

また、 人数の 点から も それは 裏付けられます。 マレー 半島 上陸の 時、 日本軍の 約 四 万 二 千 人 (途中 
から 一万 八 千 人 増援) に 対し 英印 軍は 約 十万 人と、 半分し かいない のです。 インドネシアへの ジャワ 作 
戦 も ほぼ 同じです。 終戦 時、 ジャワ 作戦 参謀を つとめた 宮元静 雄 氏の 詳述す る 『ジャワ 終戦 処理 記』 
には、 次のょぅに 記されて います。 

〈今 村 均 中将の 指揮す る 第 十六 軍 五 •五 万は、 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 三月 僅か 十日、 死 二 五 五 
傷七〇 二を 以て 蘭 印 地区 連合軍 八 万を 降伏 させ、 激戦を 考慮して 準備 せられた 第二、 三次 梯団五 万 
余の 兵力を 不用と した。〉 


131 


では、 どうして このような スピ ー ドと 少ない 人数で 緒戦を 次々 とものに していった のかと 言います 
と、 その 成功の 原因を、 先に あげた シン ガボー ルの 中学 二年生 用の 教科書では、 イギリス 軍と 比較し 
て 次のように 書いて あります。 

〈山 下 (注— 山 下 奉 文 中将) が 指揮す る 日本の 兵隊 達は、 ジャングル 戦の 訓練を よくして いただけで 
なく、 国 や 天皇に 対する 愛国心が とても 強かった。 彼らは、 降伏したり 捕虜になる より、 むしろ 死 
ぬまで 勇敢に 戦う 覚悟が できて いた。〉 

もちろん 愛国心に 満ち 満ちて いた こと もあります が、 イギリス や アメリカ 軍人 も 同じように 愛国、 七 
は 懐いて いました。 やはり、 それ 以上に 重要だった のは、 インドネシア や ビルマに みられた ように、 
現地の 人々 の 協力を 得た ことです。 先に あげた 宮元静 雄 氏 も それを 指摘して います。 

〈(兵力を 不用と した) これは インドネシア 民族の 心からなる 協力に 基く もので、 また インドネシア 
民族に 自ら 感ずる 親近感と 相俟 ち、 心からの 同胞 感を もち、 敵対 感を もたな かった。 そして これが 
ジャワ 軍の 伝統と なって いた。〉 

この 「協力」 を 保ち 得なかった ところ も ありました が、 緒戦の 百日は、 現地の 人々 の 「心からなる 
協力」 を 得た 栄光の 百日だった と 言えそう です。 これが 「歴史上、 最も 驚くべき 軍事的 業績」 を あげ 
させ、 東南アジア や インドの 人々 は" 独立" への 夢と 勇気を 育んだ のでした。 

しかしながら、 独立への 夢と 勇気を 育んだ のは 東南アジア や インド ばかりではありません。 驚いた 
ことに、 アフリカの 人々 も 独立への 勇気を 与えられた、 と言うの です。 
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西アフリヵの ギニア湾に 面した ナイ ジヱ リアは イギリスの 植民地で したが、 一九 六〇 年に 独立して 
います。 現在、 ナイジェリア 史の 入門 書と して 広く 読まれ、 高校の 教科書に も 採用され ている マイ ケ 
ル. クロ ー タン 著 『ナイジェリア— 歴史への 入門』 では 「第二次世界大戦に 従事した 多数の 兵士は、 
新しい 思想を もち 帰った」 として、 □本の 緒戦の 勝利に 触れて います。 

〈第二に、 白人が 無敵では ない こと、 たとえば 極東の イギリス帝国 における 日本軍の 占領を みて し 

まった。 第三に、 インドで、 兵士たち は 強烈な 民族主義 感情と 接触した。〉 

緒戦に おいて、 イギリスを アジアから 追い出した 日本の 印象は 強烈だった ようで、 「イギリスの 敗 
北、 特に 日本軍に よる 敗北は、 植民地 権力が 無敵で あると いう イメ ー ジを 弱めた」 と 記し、 それが 独 
立の きっかけ となった の だと、 はっきり 述べて いるので す。 

今は 敗戦の 陰に かくれて あまり 語られる ことのない 緒戦です が、 その 勝利が どれほど アジア や イン 
ド、 あるいは アフリヵの 人々 に 独立への 夢と 勇気を 与えた か、 私たちは 謙虚に 振り返って 素直に 受け 
入れ、 大 東亜 戦争を 戦った 父祖たち を 誇りに 思っても いいので はないで しよう か。 これは、 私たち 日 
本人の 大切な 遺産の ひとつな のです から、 私たちの 代で 途切れさせる ことなく、 慰霊の 心と ともに、 
確実に 次代へ 伝えて いきたい ものです。 

【柚 原 正 敬】 
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三 大戦の ハイライト •大 東亜 会議 

昭和 十八 年の アジア •サミット 


我が国が 主催した 初めての 国際 首脳会議 

神 田の 古本 街を 散策して いた ある 日、 私は 一冊の 古ぼけた 本を 見つけました。 『大 東亜 共同宣言』 
(大日 本 言論 報国 会 編、 斎藤忠 •大串 兎 代 夫 •斎 藤响 •作 田荘一 •白鳥 敏夫 著、 社団法人 同盟 通信社 刊 、昭和 19 年 
4 月 15 日 発行。 原文は 正 漢字 •歴史的 仮名遣いの 正統 表記) がそれ です。 

冒頭に、 前文と 五 原則から なる 「大 東亜 共同宣言」 を 掲げ、 次いで、 各 原則 ごと、 その 言わん とす 
ると ころを 各 執筆者が 明らかにする 解説が 続き、 最後に、 この 宣言が 採択され た大 東亜 会議 (昭和 18 
年 11 月 5 日、 6 日) における 各国 代表の 演説を 日本語訳で 掲載して あります。 粗悪な 紙質の ため、 もぅ 
少しで バラ、、 ハラに なりそぅ な 本です。 それに、 今どき 「大 東亜」 と 名のつ く 本な ど あまり 人の 注意を 
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引きそう にもありません。 

しかし、 各国 代表の 演説に 目を通す うち、" これは、 我が 日本が 主催した 世界 最初の 「アジア •サ 
ミット (首脳会議)」 ではない か， と、 思わず 声が 出そう になり ました。 私が 生まれる 十六 年 も 前に、 
こんな 壮挙を 我が国は やり遂げて いたのです。 ついつ い惹き 込まれ、 あたかも 私自身が その 議事に 立 
ち 会い、 首脳 演説に 耳を 傾けて いるかの ような 思いに とらわれた ほどでした。 

東条英 機首 相 (敗け 戦の 後では 罵詈雑言 しか 浴びせられなかった 開戦 時の 首相) の 堂々 たる 演説。 アジア 
諸国の 代表 達は といえば、 独立と 建設の 意気 高く、 アジアの 主体性と 自国の 誇りを 滔 々として 語って 
います。 今日では ひたすら、 我が国に よる 「侵略」 の 犠牲者と されて いる 彼の 国々 の 代表 達が、 ここ 
では、 祖国と アジア 全体の 解放の ために、 我が国と 戦陣を 共に する 決意を 述べて いるので す。 

我が国に、 そして アジアに、 かく も 堂々 たる 時代が あった ことを、 これから その 演説を 中心に ご紹 
介いた します。 (以下 引用は、 特に 断 わらない 限り 前掲 『大 東亜 共同宣言』 に 基づく)。 

* 

昭和 十八 年 (一九 四 三年) 十一月 五日から 六日に かけて、 東京の 帝国 議会 議事堂 (現 国会議事堂) に、 
我が国を 含む アジア 七 力 国の 代表が 一堂に 会し、 アジアの 自主 独立を 旗印と する 歴史に 残る 会議が 開 
かれました。 五日の 開会式に 続いて 各国 代表 演説が 行われ、 翌 六日、 共同宣言を 満場一致で 採択して 
閉幕し ました。 

公式 日程は 11 月 3 日 (明治 節) 午後 4 時から 催された 東条 首相 招待の お茶の 会から 始まり、 翌 4 日 午前 11 
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時 過ぎ 皇居 参内 (宮殿に て 昭和 天皇より 拝謁を 賜わる)、 5 日 午前 10 時 開場、 同 10 時 20 分より 代表 演説、 6 
日 午前 9 時 40 分に 議事堂 正面 玄関で 記念 撮影、 午後 〇 時 55 分 「共同宣言」 採択、 自由 インド 仮政府 首班 演 
説、 新 宿 御苑 散策の のち 大 晩餐会、 7 日日 比 谷で 開催の 大 東亜 結集 国民 大会に おいて 各国 代表 演説、 最後に 
歌舞伎 座の 観劇会で 結ばれた。 

この 会議は、 我が国が 主催し、 我が国で 開催した 初めての 国際 首脳会議であった ばかり か、 アジア 
の 国が アジアの ために、 アジアの 地で 開いた 初めての 国際会議 でも ありました。 いわば 「昭和 十八 年 
の アジア •サミット」 とで も 言ぅべき 首脳会議だった のです。 この 会議は 「大 東亜 会議」 と 呼ばれ、 
大 東亜 戦争に おける 我が 方の 政治的 栄光の 絶頂を 極めました。 

この 時まで、 アジア 人が 一堂に 会し、 その 結束を 固め、 共通の 諸問題を 検討し 得る 機会は ありませ 
ん でした。 なぜなら、 古い 歴史を 有する 国で 独立して いたのは 日本と タイの みで、 フイ リピンは アメ 
リカの、 ビルマ や インドは イギリスの 植民地と され、 独立を 奪われて いたから です。 

* 

一九 四 一年 (昭和 16 年) 八月、 大 東亜 戦争 開戦の 約 三 力 月 前、 アメリカの ル ー ズ ベルト 大統領と イ 
ギリスの チャ ー チル 首相は、 大西洋 上に 浮かぶ イギリスの 誇る 大型 戦艦 プリンス •オブ .ゥエ ールズ 
(昭和 16 年 12 月 10 日、 我が 日本軍に より 撃沈 せらる) 艦上で 会談し、 対 ドイツ 戦を 背景と して、 両国の 「国 
政 上の ある 種の 共通 原則」 を 明らかにした 「英米 共同宣言 (大西洋 憲章)」 を 発表し ました。 領土 不拡 
大や 政体 選択権の 保障と ともに、 第三 項には 「両国は 主権 および 自治を 強奪せられ たる 者に 主権、 お 
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よび 自治が 返還 せらる る ことを 希望す」 と、 民族自決の 原則を 高らかに 謳い 上げて いました。 

しかし、 チヤ ー チルは その 言を 翻します。 それに 憤った のが ビルマの バー •モウでした。 

〈一力 月 かそ こらで チヤ ー チルは、 この 憲章は 英 帝国の 植民地には 適用され ない と 再び 宣言した の 
であった。 従って、 それは、 白人の ための 憲章であって (中略) 植民地に 対しては、 あらゆる もの 
を 保障され た 者たち (白人) 以上に 戦争に 挺身す るよう 呼びかけながら、 何の 明確な 約束 もなかっ 
たので ある。〉 r ハ！ モウ 『ビルマの 夜明け』) 

バー •モウなら ずと も、 この チヤ ー チルの 翻 言に 怒りを 覚えない アジア 人は、 心根まで 植民地の 奴 
隸 根性に 侵された 者の みで、 多くの アジアの 人々 に 独立への 意志を あらためて 固めさせた のでした。 

この 米英に 対し、 我が 軍将 兵は、 アジアを 彼らから 解放 するとい う 決意を 懐いて 南方へ 進軍した の 
です。 だから こそ 我が 軍は、 到る ところで 現地の 人々 から 熱烈な 歓迎を 受けました。 彼らの 協力を 得 
て、 我が 軍は たちまち 南方 各地を 解放した のでした。 この フィ リピン、 ビルマが まず 独立を 獲得した 
のです。 

こうして、 ようやく アジアの 独立国 代表が 一堂に 会し、 我々 アジアの ための 共同宣言、 すなわち 五 
原則から なる 「大 東亜 共同宣言」 を 採択で きたので す。 会議 參 加の 各国 代表は 次の 通りです (ィロ ハ 
順、 外務省 編 『日本 外交 年表 竝 主要 文書』)。 

•日  本  国 内閣総理大臣  東 条英機 閣下 
•中華民国 国民 政府 行政 院 院長 汪兆銘 閣下 
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•タ  イ  国 内閣総理大臣 ピ- •ピブ ン •ソンク ラム 元帥の 名代と して ワン ワイ タヤ コ丨ン 殿下 

•満  洲  国 国務 総理大臣  張景恵 閣下 
•フイ リピン 共和国 大統領  ホセ •ぺ一 •ラウ レ ル 閣下 
•ビルマ 国 内閣総理大臣  バー .モウ 閣下 
これらの 錚 々たる 人々 に加え、 オブザ ー パー として 「自由 印度 仮政府」 首班の ス バス •チャン 
ラ •ボ ー ス 閣下 も 参加して います。 

「大 東亜 共同宣言」 を 採択した 十一月 六日の 夕刊 各紙は 「不滅の 大 東亜を 建設」 等と 一面に 大きく 
取り上げ、 戦後、 日教組 礼賛の. 小説 『人間の 壁』 などを 書いた いわゆる 「進歩的 文化人」 といわれた 
作家の 石 川 達 三な ども 「大 東亜 共同宣言」 と 題す る 詩を つくっ たように、 日本中が ハワイ 攻撃の 成功 
や シン ガボー ル 陥落の 報を 耳に した 時と 同じような、 輝かしく も 晴れ やかな 思いを したので した。 

各国 代表の 烈 々たる 演説に みる 大東亜共栄圏 建設への 決意 

会議 参加への 感動を もっとも 素直に 述べた のは、 バー •モウ 首相です。 

〈多年 (中略) 私の 亜細亜 人と しての 血は 常に 他の 亜細亜 人に 呼び掛けて 来たので あります。 昼と 
なく、 夜と なく、 私は 自分の 夢の 中で 亜細亜が 其の 子供に 呼び掛ける 声を 聞く のを 常と しました 
が、 今日 此の 席に 於て 私は 始めて 夢に 非ざる 亜細亜の 呼 声を 現実に 聞いた 次第であります。〉 

バー .モウ 首相は、 では なぜかく も 長く 待たなければ ならなかった のでし ょうか。 十億の アジア 人 


ド 
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第 2 部 •人 衆 亜 戦争の クライマックス 


大 東亜 会議の 模様 


会議の 公式 行事は， 昭和 18 年 11 月 3 日 
(明治 節） の 午後 4 時から はじまった。 
この 写真は 翌 4 日に 撮った もので， 席 
が コの字 型に 配置され ている。 正面に 
東条英 機首 相， その 左が 中華民国の 汪 
兆銘 (精 衛) 国民 政府 行政 院 院長， 満洲 
国の 張景恵 国務 総理大臣， ビルマの バ 
一 • モウ 首相。 東条 首相の 右が タイ 首 
相 名代の ワン ワイ タヤ コーン 殿下， フ 
イリ ピン 共和国の ホセ •  P  •ラウ レ ル 
大統領， 自由 印度 臨時政府の スバ ス • 
チャンドラ •ボースと 並んで いる。 こ 
の 写真を， 東条 首相は 退任 後 も 応接間 
に 掲げ， 常に 仰いで いた。 


が 「米英に (中略) 斯 くも 圧迫 支配され」 て 来た 理由と して、 フィ リピンの ラウ レ ル 大統領は 左の 三 
点を 挙げてい ます。 

一、  「政治的 支配 及び 経済的 搾取」 •「分割統治」 

二、  これらに ょり 「弱体化せられ (中略) 積極性を 萎微 せしめられ」 たこと。 

三、  「生まれた ばかりの 小国で ある フィ リピン 共和国の 体験に 基く」 と 特に 断 わった 上で 「対日 猜 
疑感」 の 醸成、 つまり 「我等を して 日本は (中略) 朋友 同胞に 非ず して 仇敵な りと 信ぜし めた 西洋 
諸国 (の) 外交的 謀略」 です。 

敵が 我が国と 「アジア」 を 分 断し なければ ならない と 考えた この 事実の 中に、 大 東亜 戦争の 意義の 
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ひとつが 隠されて はいない でしよう か。 我が国は アジア 解放の 鍵で あり、 自由な アジアを 創造す る 力 
の 源泉だった のです。 

我が国の 軍事力 (及び それを 支えた 総合的な 近代国家 としての 力) がなければ、 独立への 意欲の みでは 
解放は 実現し 得なかった のです。 まさに 張 総理の 次の 言の 通りな のです。 

〈悲惨な りし 過去に 訣別し、 汚辱せられ たる 栄誉を 回復すべく、 米英 支配権 力の 偽瞞と 抑圧と にも 
拘ら ず、 東亜 各国に 脈々 として 底流しつつ あつた 解放への 念願は、 大日 本 帝国の 終始一貫 せる 道義 
的 政策と 旺盛なる 実行力と に 依り、 大 東亜の 名に 於いて 茲に 一挙に 実現 せられん としつつ ある。〉 
アジアを アジア 人の 手に —— 。しから ば、 その 解放され た アジア 諸国の 間には いかなる 秩序が 建設 
せられるべきな のでし ようか。 

この 問いへの 答えが 大東亜共栄圏 であり、 その 依って 立つ 根本 原則を 示した のが 本会議で 採択され 
た 「大 東亜 共同宣言」 です (左 頁 参照)。 この 五 原則を 簡単に 示せば、 次のように 要約で きます。 ㈠共 
存 共栄、 C) 独立 親和、 (3 文化 昂揚、 ㈣経済 繁栄、 ㈤世界 進 運 貢献。 

我が国は この 原則に 基づき、 支那に 対しては、 早く も 昭和 十八 年 一月 九日 以来、 租界を 還付し、 治 
外法 権を 撤廃して います。 汪兆銘 院長 も 「国父 孫 先生が 日本に 対し 切望 致しました 所の、 中国を ttf け 
不平等条約を 廃棄 するとい ふこと も、 既に 実現せられ た」 と 述べて います。 

タイ国に 対しては、 昭和 十八 年 七月 四日に マライ 三 州 及び シャン 地方の 二 州の タイ 領 編入を 承認し 
ています。 ワン ワイ タヤ コーン 殿下は 「日本 政府は 宏 量、 克く タイ国の 失地 回復と 民族 力 結集の 国民 
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第 2 部 大束亜 戦争の クラ 


大 東亞 共同宣言 


敦睦の 實を 擧げ大 東亞の 親和を 確立す 


あ ひぶ 


抑々 世界 各 國が各 其の 所を 得 相 倚り 相扶 けて 萬 
邦 共 榮の樂 を 偕に する は 世界平和 確立の 根本 要 
義 なり 

i るに 米英は 自國 の繁 榮の爲 には 他 國家他 民族 
を抑壓 し 特に 大 東亞に 對 しては 飽く なき 侵略 搾 
取を 行ひ大 東亞 隸屬 化の 野望を 逞 ぅし 遂には 大 
東亞の 安定を 根柢ょり 覆さん とせり 大 東亞 戰爭 
の 原因 茲に存 す 

大 東亞 各 國は相 提携して 大 東亞 戰爭を 完遂し 大 
東亞を 米英の 桎梏ょり 解放して 其の _存_ 衞を 
全ぅし 左の 綱領に 基き 大 東亞を 建設し 以て 世界 
平和の 確立に 寄與 せんこと を 期す 
一、 大 東亞 各國は 協同して 大 東亞の 安定を 確保 
し 道義に 基く 共存 共榮の 秩序を 建設す 
一、 大 東亞 各國は 相互に g 主獨 立を 尊重し 互助 


でんと- 


、大 東亞 各國は 相互に 其の 傅統を 尊重し 各 民 


かうよ • 


族の 創造性を 伸暢し 大 東亞の 文化を 昂揚す 
、大 東亞 各 國は互 惠の下 緊密に 提携し 其の 經 
濟發展 を 圖り大 東亞の 繁 榮を增 進す 
、大 東亞 各國は 萬 邦との 交誼を 篤ぅ し 人種的 
差別を 撤廢し 普く 文化を 交流し 進んで 資源を 
開放し 以て 世界の 進 運に 貢献す 
萬 邦— 邦は 国 (例 •邦人 邦楽)。 多くの、 全て 
の、 の 意。 ここでは 全ての 国々。 桎格 —桎は 
足 かせ、 梏は手 かせ。 束縛の 意。 綱領— 根本 
方針。 寄與— 役に立つ こと。 敦睦— 情が 厚く 
仲が よい。 昭和 天皇 御製 「西 ひがしむ つみ か 
はして 栄 ゆかむ 世を こそい のれと しのは じめ 
に」。 伸暢— のばす。 昂揚— たかまる こと。 
交誼— 友達の よしみ。 篤う し一 篤く する、 手 


厚く する。 (振り仮名は 引用 者 付す) 


【平 田】 


的 要望に 同情され た」 と、 感謝の 意を 表して います。 

つまり、 この 五 原則を 根本 方針と して 樹立 せられる 大東亜共栄圏は、 「之を 形成す る 或る 一国の 利 
益の 為に 建設 せらる る ものでは ない」 (フィ リピン •ラウ レ ル 大統領) のです。 

とすれば、 共栄圏 建設には 各国の 共同と、 各国 自身の 独立 自存への 「自助 努力」 とが 必要と される 
はずです。 

汪 院長は 述べます。 「我々 は 努力し、 以て 自己の 国家を 自主 独立の 国家たら しめ、 又 自国を 東亜の 
強力なる 分子と なすこと を 要す」 と。 他の 代表 も、 それぞれ 新 国家 建設に 当たる 決意と 方策を 述べて 
います。 

ここに、 この 会議の 特色の ひとつが 見られます。 軍事的 威圧の 下、 物理的 支配と イデ ォロ ギー への 
同化を 強要され た 傀儡 国が、 宗主国の 笛の ままに 踊らされる 会議ではなかった のです。 

ボース 首班は 述べて います。 「本会議は 戦勝 者 間の 戦利品 分割の 会議では ない のであります。 それ 
は 弱小国 家を 犠牲に 供 せんとす る 陰謀、 謀略の 会議で もな く、 又 弱小なる 隣国を 瞞着 せんとす る 会議 
でもない のでありまして、 此の 会議 こそは 解放せられ たる 諸国 民の 会議であります」 と。 

当時、 ビルマ 大使 沢 田 廉三氏 私邸の 隣り に 住 •み 「パ ー .モウの 沢 田 邸 訪問を 記憶して いる」 といぅ 
作家の 深 田 祐介氏 も、 最新 著で 「しかし この 会議に 集まって きた、 バー •モウ、 チャンドラ. ボー 
ス 、そして ラウ レ ルは、 『傀儡』 の 持つ イメ ー ジ から おおきく 隔たる 出色の 人物たち であった」 (『黎 
明の 世紀— 大 東亜 会議と その 主役たち』) と 指摘して います。 
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第 2 部 大 東亜 戦争の クライマックス 


深 田 氏は その 時、 十二 歳。 この 会議を 「輝かしい 印象」 として 記憶に とどめて いました。 しかし 戦 
後、 「いわゆる 東京 裁判に 端を 発する 『自由主義 対 ファシズム』 という、 単純 図式の 太平洋戦争 史観」 
が この 大 東亜 会議を 「傀儡 政権の 代表を 集めた 茶番劇」 と 片付ける のに 対し、 「ここ 十数 年、 小説 や 
ノンフィクションの 取材で アジア 各地を 歩き、 アジア 有識者 や 一般 庶民に 数多く 接するな かで、 かつ 
て 感じた 大 東亜 会議の 輝かしい 印象は、 必ずしも 間違っ ていない、 とおもう ようになった。」 と、 そ 
の 本の 中で 述べて います。 

* 

各国 代表は、 自国の 伝統 文化の 復興 もしくは 独 _ 文化の 振興を 訴え、 かつ それらの 総体ない し 共通 
項と しての アジア 精神 文化の 再興を 強調して います。 

しかし、 これは 単に 「光輝 ある 古き 東亜の 復興を 意味す る」 のでは なく 「より 多く 新しき 東亜の 創 
造を 意味す るので あり (中略) 東亜 各国は それぞれ 新時代に 即応す る 意識と 力量と を 具備し なければ 
ならな」 いのです。 

右は 満洲 国 •張 総理の 言葉です が、 思えば 「真に 古き 東方 道義に 立脚し、 新しき 東亜に 目 醒めた る 
強き 正しき 国家」 (張 総理) たらん として 建国され た 満洲 国は、 当初から こうした 文化的 課題を もって 
いたのです。 

往時の 満洲の 有様と 言えば 「国土は 荒廃し 軍閥の 封建 政治に 依る 無秩序なる 苛斂 誅 求が 行 はれ、 何 
等の 自由 tt 創造性 も」 (張 総理) なかった のです。 これが 「典型的なる 東亜の 様相」 (張 総理) であった 
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ことを 思えば、 かの 課題は、 新たに 独立を 得て この 共栄圏に 参加した アジアの 国々 の 真に 切実な 課題 
でも あつたと 言えます。 

氺 

この 会議は、 口舌の 徒 や 評論家の 集まりではありませんでした。 祖国の 存亡を かけた 戦争の 最中に 
同盟の 中心 国で 開かれた、 戦闘 者の 集会でした。 従って、 闘志 あふれる 烈 々たる 決意が 次々 と 表明 さ 
れ ました。 

死して 後 も 国の 内外から ガンジー をし のぐ 仰 慕を 受け、 ネタジ (統領 •指導者) と 尊称され た 炎の 
如き ボース 首班の 言に 耳を 傾けて みまし よう。 

〈我々 は 今後 如何なる ことが 起ら うと も、 又 其の 闘 ひが 如何に 長期 且 困難を 極めよう とも、 更に 又 
闘争に 伴 ふ 苦悩 及び 犠牲が 如何なる ものなる にもせ よ、 我等の 究極の 勝利を 確信し、 f 次 刺の 途を最 
後 迄 戦 ひ 抜く 決意に 燃え (中略)、 自由 獲得の 為には 当然 其の 代償を 支払は なければ ならない ので 
あり (中略)、 我々 は 我々 の 解放の 日 近き ことを 確信して 戦場に 赴かん とする ものであります。〉 

祖父 達 そして アジアの 同志 達が 播 いた 種は 確実に 育つ ている 

戦争は 政治の 一手 段です から、 戦争の 評価を 考える ときには、 その 戦争 目的を どれ だけ 達成した か、 
をみ なくて はなり ません。 

勝者で ある 連合国は どうで しよう か。 一九 四 二 年 (昭和 17 年) 一月 一日、 ワシントンで 出された 
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第 2 部 大東亜 戦争の クライマックス 


「連合国 共同宣言」 は、 彼らの 戦争 目的の 宣言と みられます。 これは、 前年 八月に 発表され た 八 項目 
からなる 「英米 共同宣言 (大西洋 憲章)」 への 賛同を 謳った ものです。 

この 憲章には、 戦後の 国連 .GATT. IMF 体制 (アメリヵ といぅ 〇 1 ラ— で ^: され 画一化 された 世界 
単一 自由市場) がすで に 構想され ています (第 4  •  5  •  6  •  7  •  00 項 〇 とすれば、 この 秩字 .ことって、 
英 帝国の 如き 植民地 大国は 敵性な はずです が、 本 憲章は 英米の 名で 出されて います。 

また、 領土 不拡大 (第 1 項)、 政体 選択権の 保障 (第 3 項) が 明示され ている にもかかわらず、 「連合 
国 共同宣言」 の 署名国と して、 これらを 平然として 踏みに じった ソ連が 含まれて います。 

さらに、 チャ ー チルに より、 例えば、 主権 および 自治を 奪われた 者に それらが 返されるべき である 
{第 3 項)、 との 条項は、 英 帝国には 適用され ない、 と 宣言され ていた にもかかわらず、 ィンドが 英国 
の 側に 立たせられ てこの 宣言に 署名 させられて います。 

「大西洋 憲章」 _ 体 、それを 発表した 米英 両国 間の 連携を 強調す るよりは、 むしろ 利害の 相違点を 
表面化 させ、 「連合国 共同宣言」 に 至っては、 署名国を 見た だけで その 空疎なる ことが 解って しまい 
ます。 こぅして みると、 連合国 側は なんの ために 戦争して いたの か、 さっぱり 解ら なくなって きま 
す。 やみくもに 日 •独 •伊と 戦って いただけ なのでは ないか、 と 思えて きます。 

しかも、 戦いに 勝った 連合国 側で、 戦後に その 国際的 地位の 向上と 領土の 保全を なし 得た のは、 四 
十七 力 国中 米 •ソニ 国の みなので す。 まして や 大国 ソ連の 存在は、 当初の 憲章の 想定せ ざると ころで 
した。 英国は 米国を 引き入れて 衰退し、 米英の 庇 蔭を たのんだ 蔣介 石は 毛 沢 東に よって 敗退を 余儀な 
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くされ、 米国は ソ連を 味方に したため、 世界の 数 億の 民に 共産主義 政権の 下で 生活 するとい う、 この 
上 もない 慘虐な 体験を させました。 

翻って、 我が 方は どうで しょうか。 確かに 我々 は 戦争に 敗れ、 大東亜共栄圏は 志 半ばで 崩壊し まし 
た。 しかしながら、 私達の 父祖 達が アジアの 同志 達と ともに 切り 拓 いた 独立と 自立の 道は、 もはや 閉 
ざされ る ことがありませんでした。 戦争を きっかけ として、 アジアから アフリカに 至る 植民地は 解放 
され、 数多くの 独立国が 誕生した のです。 

一九 五 五 年 (昭和 30 年)、 インドネシアの バンドンで 第二次 大 東亜 会議 ともいうべき 「アジア •アフ 
リカ 会議」 が 開かれた とき、 その 参加国は 二十 九 力 国に も 増えて いました。 一九 六〇年 (昭和 35 年) 
には、 アフリカ 諸国の 多数が 独立して 国連に 加盟した ことを 背景と して、 国連総会 において 「植民地 
解放 宣言」 が 出される までに なった のです。 

大 東亜 共存共栄を めざした 大東亜共栄圏 はまず、 アセアン (ASEAN、 東南アジア諸国連合) とい 
う 形で 一部が 復活し ました。 最近、 マレー シアの マハティ ール 首相が 提唱した 「東アジア 経済 圏 (E 
AEC) 構想」 に 至っては、 大東亜共栄圏 構想 そのものです。 

大 東亜 会議より 四十 有余 年、 会議 参加国は じめ 近隣の アジア 諸国は、 政治的に も 経済的に も 世界を 
陽性に 動かす 力を もちつつ ある 地域と して、 着実に 成長し 発展して います。 父祖 達 そして アジアの 同 
志 達が 播 いた 種子は、 確実に 育って いるので す。 

「水を 飲む ときは 井戸を 掘った 人を 忘れて はならない」 という 支那の 古諺が あります。 私達は 英霊 
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への 感謝と、 共に 戦った アジアの 同志 達への 戦友と しての 礼を 忘れて はならない のでは ないで しょぅ 
か。 そして 私達— 大 東亜 戦争を 戦った 日本の 子で ある 私達は、 この 輝かしい 歴史の 継承者と して、 驗 
る ことなく、 しかし 誇りと 自信を もって 力強く 前進し ょぅではありません か。 

私達に とっての 「明白なる 天意」 が 何で あるかは、 自ずから 明らかであります (マニフェスト •デス 
ティ ニィ 〈manifest  destiny〉 とは、 キリスト教 文明を 世界に 普及させる ことこ そ、 天から 与えられた 運命 〈使 
命〉 とする アメリカの 理念。 敢えて この 語を ここに 用いた 筆者の 意を 汲んで いただければ 幸いです)。 

【平 田 清 美】 
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四 壮絶なる 戦い •玉砕 戦 

日本の 勇戦を 讃 える 世界の 人々 


悲しい 戦史を 刻む まで 

開戦 以来、 海に 陸に 破竹の 勢いで 作戦を 展開した 日本軍で したが、 開戦の 翌年、 すなわち 昭和 十七 
年 (一九 四 二 年) 四月 十八 日には、 太平洋 上に 進出した アメリカ 海軍 機動部隊 空母 ホー ネットを 飛び 
立った 爆撃機が、 日本の 首都 東京 や 地方 都市に 攻撃を 加えて きました。 

この 攻撃は、 本格的な ものでは なく、 被害 も微 々たる もので したが、 日本の 軍部に 与えた 心理的な 
影響は 大きく、 とくに 海軍は 敵 空母の 撃沈め ざし、 帝都の 安全を 守る ため、 かねて 企画して いた ミッ 
ドウ エ ー 島 攻略 作戦 (敵艦隊との 決戦) を 発動 させ、 同年 六月 五日には ミッ ドウ ヱー 海戦が 行われ まし 
た。 
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しかし、 この 海戦では、 日本側の 索敵が 成功せ ず、 「赤 城」 「加 賀」 といった 空母を はじめ 連合艦隊 
の 中心を なす 艦を 失い、 そのうえ 百戦錬磨の 優秀な パィロットを 多く 死なせ、 日本の 行 手に 少なから 
ぬ 暗雲が ただよう ことにな つてし まいました。 

その 年の 八月 七日、 南方の 最前線 ガダルカナル島に 米軍が 反攻 上陸し、 翌 十八 年 二月 七日に 日本軍 
が 完全 撤退す るまで、 約 半年 以上の 長き にわたり、 苛烈な 闘いが 展開され たのです。 海に 陸に、 アメ 
リカ 軍の 反攻が 開始され たのです が、 物量に 物を 言わせる アメリカ 軍は、 日本の 予想を 越える スピー 
ドで 圧力を 加え、 反攻に 転じて きた わけです。 

では、 その 当時 (昭和 17 年)、 日本が どのような 戦争 指導を 行おうと 考えて いたの か、 について なが 
めて みまし よう。 

昭和 十七 年 二月 初旬、 東条英 機首 相は 南方 作戦の 一段落を うけ、 占領地の 行政 方策 や 国内の 指導を 
改めて 検討す る ことにし、 三月 七日の 大本営 政府 連絡会議に おいて 「戦争 指導 大綱」 を 定めました。 

この 大綱には、 占領地に おける 重要 資源の 開発と 海上 交通 線の 確保、 そして、 長期 不敗の 態勢を 整 
え、 機を 見て 積極的な 方策を 講ずる ことが 盛られて いました。 長期 不敗の 態勢と 言いながら、 一方で 
は 海軍に よる 決戦が 行われる など、 何 かチグ ハグな 作戦を 感ずる のです が、 要は、 当時 日本の 陸軍は 
持久戦を 目論み、 南方の 島々 に 守備隊を 派遣し、 占領地の 確保に あたらせた、 と 言えます。 

しかし、 敵の 反攻が 予想より 早かった ことと、 それら 占領地の 防備が、 未だ 充分に 完成した とは 言 
えな かつた ことな ど、 結果 的に、 日本軍が 玉砕 するとい う 悲しい 戦史が 刻まれて しまつた のです。 
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アメリカ 兵 も 身の 毛を よだて た アッツ島 玉砕 

昭和 十八 年 (一九 四 三年) 二月に 南の ガダルカナル島から 日本軍の 撤退が 行われて のち、 五月 三十 
日には、 今度は 北方 アリ ユー シャン 列島に 属する アッツ島に おいて、 日本軍 守備隊が 玉砕して しまい 
ます 

米軍の 反攻を 察知した 大本営は、 北方の 守りを 固める ため、 アッ ッ 、キス カの 両島 に対して 守備隊 
の 増強を 図ります が、 輸送船の 撃沈な どが あり、 思ぅ に まかせず、 アッツ島では わずか 二 千 名 あまり 
の 守備隊で 二 万の 米軍を 迎え撃たなければ なりませんでした。 その 守備隊の 隊長が 山 崎 保 代 大佐で あ 
り、 山 崎 大佐が アッツ島に 着任した のは、 五月 十二 日の 敵 来攻 一力 月 前、 四月 十八 日の ことでした。 

衆寡 敵せ ず、 とは、 アッツ島 における 日本軍の ことを 指して いました が、 それでも 山 崎 大佐 以下 日 
本の 将兵は 士気 旺盛、 一歩 も 後には ひきません。 

予想に 反する 日本軍の 反撃を ぅけた 米 上陸 軍の 第 七 師団 ブラウン 師団長は、 怖 気づき 「アラスカの 
第 四 連隊を 送って くれ」 と 救援を 要請し ました。 しかし、 「敵は 無勢、 味方は 多勢な のに 救援を 頼む 
とは 何事 か」 と 怒った キンケィド 提督は、 即日 ブラウン 少将を 解任し、 ランドラム 少将と 交代 させな 
ければ ならなかった ぐらい、 米軍は 苦戦を ぎい られ たのです。 

苦戦を 重ねていた 米軍です が、 日本軍の 補給の 目処は 立たず、 一兵の 援護、 一発の 弾丸、 一粒の 米 
とても 望めない となれば、 いかに 精強な 山畸 部隊で あっても 勝 目はありません。 敵 上陸から 十八 日 目 
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主な 玉砕 地 


の 五月 二十 九日、 山 崎 大佐は 全軍 突撃の 命令を 発し、 玉砕して 英魂と なりての ち も 尚、 護国に 赴かん 
とされました。 

山 崎 大佐 指揮に ょる 最後の 突撃 隊の 模様に ついて、 アッツ島 攻略 米軍の 第一線 中隊長だった ハー 
—ド •ロング 中尉は 後日、 このょうに 語った そうです。 

〈自分は 自動小銃を 小脇に かかえて 島の 一角に 立った。 霧が たれこめ、 百 米 以上は 見えない。 ふと 
異様な 物音が ひびく。 すわ 敵襲 撃と 思って すかして 見る と、 三百〜 四百 名が 一団と なって 近づいて 
くる。 先頭に 立って いるの が 山 崎 部隊長だろう。 右手に 日本刀、 左手に 日の丸を 持って いる。 (中 
略) どの 兵 塚 も ボロボ ロの 服を つけ 青ざめた 形相を している。 手に 銃の ない ものは 短剣を 握って い 
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る。 最後の 突撃と いうのに、 皆 どこかを 負傷して いるの だろう。 足を 引きずり、 膝を する ように ゆ 
っくり 近づいて くる、 我々 アメリヵ 兵は 身の 毛を よだて た。〉 (防衛庁 防衛 研修所 戦史 室 編 『戦史 叢書 • 
北東 方面 作戦』) 

まさしく、 鬼気迫る 突撃であった のです。 

三日間で 陥落させる 予定で いた 米軍です が、 思い も かけない 大 反撃を うけ、 数多の 犠牲を 強いられ 
てよう やく 奪う ことので きた アッツ島、 その 日本軍 守備隊の 鬼神を も哭 かしむ る 奮闘ぶ りは、 ソ連の 
人々 をして、 のちの 世まで も 語り継がせる ことにな りました。 前 出の 『戦史 叢書』 に 収録され た 「ア 
リュー シャン 作戦 記録」 (第一 復員 局 編) によれば、 

〈ソ連は、 この 玉砕を 日本 武士道の 精粋な りと し、 これを 小学校の 国定 教科書の 一 教材と して 採用 
し〉 

と 記して います。 

アメリヵを はじめ、 ソ連 や 世界の 人々 が このように 感銘を 受けた 所以は いったい どこに あるので し 
ょうか。 戦争の もつ 深層の 意義に ついて、 こうした 事実は 私たちに 問い かけて くるよう な 気がして な 
りません。 

敵将 スリム 中将 も 激賞した コヒ マの 奮戦 

昭和 十九 年 (一九 四 四 年) 三月 八日、 ィンド 領 における ィン パール 作戦は 開始され ました。 
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ィン パール 作戦は、 大 東亜 戦争の 中で も 悪名 高き 作戦と して 人口に 膾炙して いますが、 それは、 結 
果 的に 日本軍が 慘儋 たる 敗北を 喫した ことに 原因が あります。 とくに この 作戦を 強力に 推し 進めた、 
第 十五 軍司令官の 牟田 口廉也 中将な どは 悪の 権化の ょうに 言われて きました。 たしかに、 この 作戦は 
悲劇的な 終末を 迎えます が、 敗 勢を 勝 勢に 転化させる、 戦況 打開を 目的と した 総 反撃と いう 性格を 持 
つていた ことは 確かな ことなの です。 

この ことは、 敵側の 英第 十四 軍司令官 ウィリアム • J •スリム 中将 も 認め、 自著 『敗北から 勝利 
へ』 (陸上自衛隊 幹部 学校 訳) の 中で こう 述べて います。 

〈彼等 (注— 日本軍) が アッ サムに おける 勝利は 遙 かな 密林の 土地から 遠くへ 知れ渡る であろうと 
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世界の 戦史で、 その 勇戦が 語り伝え てきた 代 
表 的な ものは、 テル モピ レーの 戦いであろぅ。 
紀元前 四八〇 年、 侵入す る ペルシャの 大 軍に 対 
し、 スパルタ 王 レオニ ダスは、 精銳を 率いて テ 
ルモピ レーの 天嶮に 踏みと どまり、 激戦の 末 全 
減した。 この 玉砕 戦は、 二 千 五 百年 も 前の 話 だ 
が、 今 も 語り伝えられ ている。 

日露戦争の 時、 旅 順 攻防戦の 壮絶 さは、 テル 
モピ レー に 匹敵で きる と、 当時の ロシア 将校が 
語って いた。 また この 話は、 私が 使った 旧制 中 
学校の 英語の 教科書に も 載って いた。 教科書に 
は 激戦の 経過が 記述され、 レオニ ダス 王 以下の 
玉砕 戦跡 地には 二つの 碑が 建てられ ている とし 
て、 それが 紹介され ていた。 


その 一つは 

Here  died  four  thousand  men  from  F^eopjles 
land,  Against  three  hundredm^rlads  bravely 
stand: 

この 地に 於いて スパルタ 国 四千の 兵は 戦死 
せり 勇敢に も 三百 万の 軍勢に たちむか ひ 
て 

また 別の 柱には、 

S GO, 一: rwvder,  to  SPJWrt p t rD 一一  TIi  at: 一一 ere,  obey¬ 
ing  her,  we  f lL r 

旅人よ 行きて スパルタに 告げよ われら 
命を 守りて ここに 黯 ると 

氺 

この 詩碑を 想起す る 話を、 もぅ ひとつ 紹介し 
よぅ。 ィン パール 作戦の 時、 コヒ マの 争奪を め 
ぐって、 我が 高岐 部隊と 英印 軍との 間に 死闘が 
繰り返された。 特に 三叉路 高地の 争奪を めぐる 
戦いは、 彼我 肉迫した 白兵戦で あった。 昭和 十 
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九 年 四月 五日から 五月 十三 日まで、 約 四十 日に 
わたって、 寸土を 争ぅ 激闘が 続いた。 

現在、 高地 一帯には、 英 軍の 戦死者を まつる 
墓が、 千 三百 七十 一基 整然と 並んで いる (ィン 
ド 兵の 墓は ない。 ここに 英国 植民地 主義の / 1 M 骨を 
見る 思いが する)。 その 入口に 建つ のが、 この 碑 
である。 そこには、 次の よぅな 詩文が 刻まれて 

いる。 

WFien  you  go  home. 

Tell  them  of  us  and  sa ^ 

P  or  Your  tomorrow 
We  gave  our l oda ^ 

貴下ら 帰国の 暁には 我ら この 地に おいて 
祖国の 明日の ために 殉 じたる 旨を 伝えよ 
(この 項は、 平成 3 年 4 月、 日英 合同慰霊祭 参列 
のた め 現地を 訪れた 亀 山 正 作 氏に 取材) 

氺 

ここに テル モピレ ー とコヒ マの 例を 紹介した 


が、 さらにもう ひとつ 挙げたい。 それは ペリ リ 
ユ ー 島で ある ◦ペリ リユ ー では 昭和 十九 年 九月 
十五 日から 七十 三日間、 中 川 州 男 連隊長 以下 一 
万 名が、 米海兵隊と 激闘を 続け、 七十 三日 もち 
こたえて 遂に 玉砕した。 その 壮絶ぶ りに 対して 
米軍は 「天皇の 島」 と 名付け、 太平洋 艦隊 司令 
長官 ニミッツ 元帥は、 次の ような 詩を 作った。 

一' 〇  unsts  Irom  every  country  wh o vlsit  this 
island  should  b a) told  how  courageous  and 
patriotic  were  th a) Jap>anese  soldiers  who  all 
died  defenclm cra thls  island. 

この 島を 訪れる もろもろの 国の 旅人たち よ。 
故郷に 帰ったら 伝えて くれよ。 この 島を 守る 
ために、 日本軍 人は 全員 玉砕して 果てた。 そ 
の 壮絶 極まる 勇気と 祖国を 想う 心根を！ 

(この 項は、 元 航空 幕僚長. 浦 茂 氏が 昭和 59 年、 
米 アナポリス 海軍兵学校を 訪問した 時 知らされ 
たもので ある)  【名 越】 
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考えた のは 正しかった。 彼等が 各 部隊に 対する 訓示で 声明した 如く 世界 戦争の 全 過程を 変えた かも 
知れない〉 

英国が 恐れて いた インドの 独立、 支那の 屈伏、 そして 何ょりも 英 軍の 潰滅を もたらす 大 決戦を 挑ん 
だのが、 この イン パール 作戦だった わけです。 

さて、 イン パール 作戦の ひとつに コヒマ 攻略が あります。 コヒ マは、 イン パー ルから 北方へ 約百キ 
口 ほどの 地に ある インド 内の イギリス 軍の 要衝です。 ここを 攻略す る ことで、 イン パー ルに 通ず る 連 
絡 補給路を 遮断す る、 といぅ 効果が 期待で き、 そこで、 第 十五 軍は 佐 藤幸徳 中将が 師団長を つとめる 
第三 十一 師団 (烈) にこの 攻略を 命じました。 

第三 十一 師団の 戦闘に つき、 イギリスの 作家 ア ー サー •スウ ィン ソンは 『コヒ マ』 の 中に こぅ 書い 
ています。 

〈コヒ マは、 貴国 (注— 日本) の 陸軍が 敗れた 激烈な 戦闘で ある。 しかし、 戦史を 通じて、 彼らが 
その 守備に 見せた ほどの 優秀な 戦術と 勇気は ほとんど 前例がない ので ある。 彼らは 四六時中、 飢餓 
と 疫病と 砲撃に 苦しみながら、 しかもな お諦めな かった。 わが 偉大な 司令官、 スリム 陸軍 元帥は 
「かかる 戦況で 陣地を 死守で きたのは 日本軍を おいて ほかにない」 と 書いて いる。 この 敗北は 日本 
軍の 恥辱と なる ものではなかった。 いや、 日本軍の 勇気と 忍耐力とは 誇る に 足る ものであった。〉 
また、 戦後、 日本人と して 初めて コヒ マに 入った 中 根 千 枝 氏 (東大 名誉教授) は、 その 悲惨な 戦闘 
状況 や、 コヒ マの ナガ 族の 人々 が 日本 兵の 死体を 手厚く 葬って くれた 話な どを 紹介 ( 350 頁 参照) して 
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いますが、 ア ー サ ー •スウ ィン ソンは 日本軍を 讚え 次のように 記して します。 

〈戦闘は 六 四日 間 つづいた。 これほど 手強い、 近接した、 血腥い 戦いは 第二次大戦を 通じてい くつ 
もは ない。 まったく 信じられな いような ひどい 土地と 天候の 中で この 戦闘は 行われた。 (中略) 佐 
藤 師団は 三 〇〇〇 名が 戦死し、 四 〇〇〇 名が 傷ついた。 彼の 師団は 再起 不能な までに 破砕され た。 
火力は 英 軍より 劣り、 制空権 もな く、 増強 兵力は 一兵 すら 送られる ことなしに、 彼の 防御 戦は 偉大 
なまでに 見事で あった。 彼は 牟田 口が イン パー ルを たたく 二 力 月と いう 時間を 提供した。〉 

「何 かが 残った」 イン パ— ル 作戦 

コヒ マで 第三 十一 師団が 奮闘して いたと き、 十五 軍の 他の 師団は イン パール 攻略を 行って いまし 
た。 三十 三 師団 (師団長 柳 田 元三 中将 •弓) 十五 師団 (師団長 山 内 正文 中将 •祭) の 各 師団は それぞれ 悪 
環境の 下、 それでも イン パー ルを のぞむ こと 一〇 キロの マニ プ ー ル 盆地まで 進出した のです。 それと、 
チャンドラ •ボ ース 指揮す る インド 国民軍 (IN  A) も、 日本軍と ともに" チェロ  •デリ ー (進め、 デ 
リー へ)" を 合言葉に 勇躍 進撃し ました。 

しかし、 結果は 英印 軍の 優れた 装備 や、 例年に なく 早く 訪れた 雨期の ため、 敗走を かさね、 日本の 
大本営は 七月に 至り 正式に この 作戦を 中止す る ことを 決定した のです。 

悲惨な 敗け 戦では ありまし たが、 コヒマ 攻略 および イン パール 攻略の 日本軍と 戦闘を 交えた イ ギリ 
ス軍 東南アジア 総司令部 司令官 (連合軍 総司令官、 ビ ィク トリ ア 女王 曾孫) ルイス •マウントバッテン 大 


157 
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テル モピレ ー の玉碎 戦を 挙げる まで もな く、 
全員が 戦死す るまで 戦った 壮絶 さは、 世界の 戦 
史に 残る ので ある。 

ィスラエルの マサダの 丘 (死海 西岸の 岩山) で 
は、 九 百 六十 名が たてこもり、 侵略した ローマ 
軍を 相手に 最後の 抵抗を 試みた。 この 丘は へ 口 
デ 大王の 頃から 要塞 化されて いた。 この 要塞を 
舞台に 三年 間 (紀元 七〇 年〜 七三 年) 頑張った。 
その 間の 合言葉は、 「栄光の 死は 屈辱の 生に ま 
さる」 といぅ もので あつた。 

しかし、 遂に 刀 折れ 矢 尽きて、 最後は 全員 集 
団自決して果てた。彼らは、死にょってローマ 
の 軍門に 降らな かつた という 「栄光」 を 残した 
ので ある。 


イスラエルが 独立して 後、 学術 調査団が 徹底 
して 発掘 調査を 行い、 今は イスラエルの 聖地と 
して 甦った (修学旅行の 必修 コー ス) 。欧米では 
調査結果が テレビで 三日間 紹介され たので、 知 
ら ない 者は いないが、 日本では まだ 放映され て 

ぃなぃ。 

そして 有名な のが、 アメリカの テキサス 州に 
ある アラモ 砦の 玉砕 戦で ある。 

一八 三 六 年、 メキシコの 大統領 サンタ •アナ 
が、 五 千の 兵を 率いて アラモ 砦を 包囲した。 テ 
キサ ス 独立 軍は 救援 隊長 クロケット、 指揮官 卜 
ラビス 等 百 八十 二人が、 降伏を 拒否し、 全員 玉 
砕した。 やがて 「アラモを 忘れるな」 が テ キサ 
ス 人の 合言葉と なり、 アメリカ合衆国 形成の 要 
因と なつた。 

米西戦争 (一八 九 八 年) の 合言葉が 「メイン 
号を 忘れるな」 (本書 21 頁)、 太平洋戦争の 合 言 
葉が 「真珠湾を 忘れるな」 といぅょぅ に、 「リ 
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メンバ ー」 が 三度 甦った。 いずれも 緒戦の 敗北 
を 契機に 奮起し、 最後の 勝利に 結びついた 点に 
おいて 軌を 一つに している。 

その他、 玉砕 戦に 等しい ものを 戦争 史の中 か 
ら 探せば、 まだ 他に も 発見で きる であろぅ。 特 
に 我が 国史には、 玉砕 戦と 呼ばれる 例が 多い。 

古くは 平家 一門の 壇の 浦に おける 最期、 奥州 
藤 原 氏の 滅亡、 元 冠に おける 対 馬 (宗助 国等 八 
十 余騎) 、春 岐 (平 景隆等 百 余騎) の 玉砕 戦、 鎌 
倉 武士の 意地を 見せた 北条 氏の 滅亡、 楠 公湊川 
の 最期、 新田 義貞の 金力 崎 籠城 戦、 楠 木 正 行に 
ょる 四条 暇の 玉砕、 その他、 戦国時代の 武将が 
城を 枕に 討死した 数々 の 玉砕 例、 そして、 島 原 
の 乱に おける 原 城の 玉砕、 幕末の 会津 藩の 最期 
等々。 

比較的 有名な 例 だけを 拾った が、 小さな 玉砕 
例を 挙げたら、 それ こそ 数え きれまい。 

これら 我国の 武将たち は、 死を もって 降伏を 


拒否し、 「名を 惜 み」 「武門の 誉れ」 に 生き、 そ 
の 魂は 「千載 青史」 に 留まって いるので ある。 

それでは、 大東亜 戦争の 玉砕は どぅか。 我が 
国史に 生きる 玉砕 例が さながら 甦った のでは な 
いか。 ここに 日本的 戦いの 典型を 見る。 大東亜 
戦争が 「国史の 総動員」 と 呼ばれる の も、 故な 
しとし ない。 

大 東亜 戦争 「玉砕」 一覧表 ( 165 頁) を 作って 
みたが、 全部で 十五 力 所以 上 (沖縄は 人って ぃな 
ぃ)、 そして、 少なく 見 積っても、 十三 万 余の 
人々 が 玉砕した ことになる。 

テル モピ レー にしろ、 マサダに しろ、 そして 
アラモ 砦に しても、 玉砕 者の 数は 大 東亜 戦争の 
場合に 較べて 比較に ならない ほど 少ない (アラ 
モ砦は 二百 人 未満)。 

ただ 言える ことは、 玉砕 的 勇戦ぶ りは、 数百 
年数 千年の 単位を もって 語り伝えられる といぅ 
ことで ある。  【名 越】 
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将は 、『全滅の 思想』 の 著者 楳本捨 三を して 語らせ ますと、 彼の 回想 記 『ビルマ 戦線の 大逆 襲』 の 中 
でこう 書いて いるそう です。 

〈かつて 不敗を 誇った 日本軍 も、 半年の 死闘に、 戎衣も 靴 も ボロボ ロと なり、 ささえる ものは 不屈 
の 精神力 だけだった。 指揮の 崩壊と 飢餓に 追い つめられた とき、 前途に 横たわる のは 生地獄 だっ 
た。 日本軍は イン パー ルに おいて、 また 全 ビルマに おいて 敗れるべく してつい に 敗れた。 兵理 であ 
る。 しかし、 そこには 何 かが 残った 〇〉 

と 0 

そして、 その 「何 か」 につき マウントバッテンは 「それは 史学の 権威 トイ ンビ ー が、 いみ じく も喝 
破した 通りで ある。 もし、 『日本に ついて、 神が 使命を あたえた ものだった ら 、それは 強権を わが も 
の 顔の 西欧 人を、 アジアの その 地位から 追い おとす ことに あったの だ』」 と 指摘して います。 

イン パ ー ル 作戦を、 このょうに 位置、 つけして 眺めて みる ことに、 私な どは 大 いなる 驚きを 覚え ま 
す。 とともに、 敵将 にょって 日本軍の 使命を 指摘され たこと に 感謝の念を 捧げたい 気持に かられて し 
まします 

イン パール 作戦に おける 日本の 将兵の 死は けっして 無駄ではなかった、 いや 「大 東亜 戦争」 も 必然 
性を もっ たもの だ、 こう マウントバッテンは 主張して いるので す。 

マウントバッテン 司令官に 関し、 もう ひとつ ご 披露して おかねば ならない ことがあります。 それ 
は、 かつて F 機関の 機関長と して インド 独立の ための 工作を 担当され た 藤 原 岩 市中 佐が、 イン パール 
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への 遺骨 収集 実現の ため ィンド 側と 交渉し、 昭和 五十 年 (一九 七 五 年) に 無事 それを 実現 させ、 現地 
の 人々 の 予想外の 協力を 得て 帰国した、 その 時の 模様を 東宮御所に 参上し、 皇太子殿下に 報告され た 
ときの ことです。 

〈藤 原さん の 報告を 伺って、 事の 次第が 分明いた しました。 先月 (注— 昭和 50 年 2 月)、 ネパー ル 国 
王の 戴冠式に 参列した 節、 パー ティの 席で、 英国 首席 随員. マゥントバッテン 元帥が 私を 捉えて、 
いと も 懇ろに —— 過ぐ る 戦争 中、 私が 東南亜 連合軍 総司令官 として、 印緬 戦域で 対戦した 日本 軍将 
兵は、 その 忠誠、 勇敢、 規律 厳正 さに おいて、 古今東西 無類の 精強でした。 あのょうな 素晴らしい 

将兵は、 今後い ずれの 国に も 生まれる ことは ないで しょう - と 激賞して くれた〉 (藤 原 岩 市 『「進 

め デリ ー へ」 の 反響に 想う』) 

と 殿下は 仰せられた そうです。 

「敗軍の 将 、兵を 語らず」 の 諺 どおり、 日本軍の 指導者は 黙して 何も 語りません が、 敵側の 将 が、 
こう 称揚して くれてい るので す。 

マゥントバッテンの 下で 英第 十四 軍の 司令官を つとめた 前 出の スリム 中将 も、 日本軍の 勇敢 さを 絶 
讃 しています。 

〈たたかれ、 弱められ、 疲れても 自身を 脱出させる 目的で なく 本来の 攻撃の 目的を 以て、 かかる 猛 
烈な 攻撃を 行った 日本の 第三 十三 師団の 如きは、 史上に その 例を 殆ど 見ないで あろう。〉 (『敗北から 
勝利へ』) 
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また 

〈かくの 如く 望みの ない 目的を 追求す る 軍事上の 分別を 何と 考ぇょう とも、 この 企図を 行った 日本 
軍人の 最高の 勇気と 大胆不敵は 疑う 余地がない。 私は 彼等に 比肩し 得べき 如何なる 陸軍 も 知らな 

い。〉 (同書) 

とも 述べて いるので す。 

イン パー ルで、 実際に 日本軍と 対した 敵将 のこう した 絶讃は、 戦争の 当事者の 声と して 生々 しく 私 
たちに 伝わって きます。 イン パー ルに 散った 日本の 将兵 も、 これで 浮かばれます。 もって 瞑すべし。 
(第三 部 「八、 インド」 参照) 

蔣介石 も 「東洋 民族 ノ誇 リ」 と讃 ぇた 拉孟 •騰 越の 死守 

「拉 孟」 「騰 越」 を ご存知で しょう か。 これは、 ビルマ 国境に 面した 支那の 地名です。 拉孟 、騰越 
ともに 昭和 十九 年 九月に 至り、 同地の 日本軍 守備隊は 玉砕して しまいます。 

イン パール 作戦に 兵力を 引き抜かれ、 守備が 手薄に なった ところへ、 アメリカ 式の 装備を した 支那 
軍 (雲 南 派遣軍) が 連合軍の 後押しを 得て 進撃して きたた め、 日本軍 守備隊の 奮闘 空しく 全滅の 憂目 
に 遭った ところ、 今も大 東亜 戦史に 壮烈な 記録を 留めて います。 

拉孟 •騰 越の 玉砕は、 南方の 島々 での 玉砕と 異なって います。 補給の きかない 島では なく、 大陸で 
の 出来事でした。 なぜ 玉砕し なければ ならなかった のか、 疑問は 残ります。 
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し 力し、 玉砕した 日本軍 将兵の 奮闘は 大変な ものでした。 現に この 作戦 中に 支那の 雲 南 派遣軍に 対 
し 蔣介石 総統は、 長 尾 唯一 著 『玉砕』 によれば、 次の ような 訓電を 発して いるので す。 

〈雲 南方 面 ニ オケ ル 敵 日本軍 ハ、 騰越 オョ ビ拉孟 ニ オィ テ ハ、 我ガ 優秀 近代化 ノ 国軍 ヲモ ッ テシ テ 
モ 、尚 孤塁ヲ 死守 シ アリ。 カク ノ如 クンバ、 日本軍 ハー 兵 二 至 ル マ デ、 死守 スル モノ ト 判断 セラ 
ル。 騰越ノ 敵 頑 タリ トィ エド モ 鬼神 ニ ハ アラ ズ 。然ル ニ 戦況 ハ 遅々 トシ テ 進展 セズ〉 

蔣介 石の あせりが 感じられます。 つづけて、 

〈拉孟 •騰 越ヲ 死守 シア ル 日本軍 人 精神 ハ、 東洋 民族 ノ誇 リタ ル ヲ学ビ 、範 トシ テ我ガ 国軍 ノ 名誉 
ヲ 失墜 セ ザ ラン コト ヲ望 ム〉 

と 結んで います。 

日 •支 両国は、 不幸に も 敵 味方に 別れて 干戈を 交えました が、 同じ 東洋 民族と して 日本軍の 勇戦を 
讃 えた 蔣介 石の 言葉は、 敵側の 司令官から 日本軍に 与えられた 逆 感状と 言える ものです。 敵の 司令官 
をして このように 発言せ しめた 日本 守備 軍の 玉砕は、 けっして 「犬 死」 などと 簡単に すませて しまう 
わけには ゆかない のです。 

ル— ズべル トの 息を のまし めた 硫黄 島の 激闘 

〈大統領 (注— ルーズ ベルト) は 戦慄の あまり 息を のんだ。 良い ニ ュース であれ、 悪い ニ ュース であ 
れ 、この 戦争で 大統領が 息を のむ のを だれかが 目撃した のは、 これが 初めてであった。〉 
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抗戦 日数 

玉砕 者 数 

備  考 

1 7 日 問 

2,000 余人 
(生存 29 人) 

部隊 按山 崎 保 代人 佐は 2 階級 特進。 

2 日 叫 

250 人 

同上 

約 2,700 人 

5 日 問 

約 4,000 人 

2 日 問 

約 400 人 

86 日 問 

台湾 イン ドネ シア 軍 3,000 人 
を 含む 陸軍 部隊 10,4 ⑻ 人。 海 
軍 1,950 人， 終戦 時の 生存 86 人 

支隊 M 葛 目 K 幸 火 佐は 7 月 2 日责 任を 
とって 自決 （2 階級 特進）。 あとの 指揮 
は 大森正 夫 少佐が とる。 

120 日 

1，2 ⑻人 

拉孟 守備隊 技 金 光忠 次郎 少佐は 2 階級 
特進。 蔣介石 総統から 「東洋 道徳の 範」 
と譜 えられる。 

約 55 日 

2,025 人 

80 日 

水上 源 蔵 少将は 3,000 名を 率いて 衔戦 したが, 陣地 確保が 不^能と な 
り， 部下 800 名 に 脱出 を 命じ 自らは 自決した。 

22 日 

岛の 総人口  33,0 ⑻人 （うち 日本人 29,  〇⑻ 人， 土着 人 4,  〇⑻ 人） 守備隊 
総数 30,000 人。 バン ザイ 岬に 身を投じた 民間人を 含めて 死者 43,582 人 

12 日 

守備隊 9,900 人 
| 岛 民 3,  500 人 

テ ニ アンに も バン ザイ_ が あり， そこ 

に 身を 投げた 民 問 人 も 多かった。 

22 日 

守備隊 26,000 人， 島民 10,000 人 （邦人 150 人） 戦死 18,377 人， 行方 不 
明 1，350 人 (米軍 資料) 

73 日 

9,800 人 
(生存 34 人） 

ペリ リュー 尚 守備隊 提中 川州扔 大佐, 
アン ガウ ル岛 守備隊 M 後藤:] L •雄 少佐の 

2 人は 2 階級 特進。 陛下から 嘉 尚の 電 
文 10 数回。 

34 日 

1，400 人 

32 日 

20,933 人 

計 

133,647 人 

ミー ト キーナを 除く 

2， この 表を 作る に 当って 『玉砕 戦史 J  (安 井久 善 編） r 大 東亜 戦争 全史』 （服 部 卓四郎 著) 
等を 参考に した。 これらの 著書は， 指揮官 以下 その ほとんどが 戦死 1 自決， 戦傷を 負う ま 
で 戦った 場合を 「玉砕」 と 称して いるよう で， 私 も それに 従った。 玉砕 者 数は 日本側と 米 
軍資 料が 違い， 現在は 資料 も 限られ， 正確を 期す る ことは， 至難の ようで ある。 
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大 東亜 戦争 「玉砕」 一 覧表 


地  域 


ア リュー シヤ 


マーシャ ル 群島 


西部 ニュー ギニア 


雲 南 • 北 ビルマ 


マリアナ 群島 


パラオ諸島 


リヽ笠 原 列 鳥 


玉砕 地 


アッツ島 


マキン島 


タラワ島 


ク ェゼリ ン 本島 


ルオ ット鳥 
ナル ム岛 


ビア ク岛 


拉 

ら 


孟 

もう 


騰 

とろ 


越 

えつ 


ミー ト キーナ 


サイパン 岛 


テニアン島 


グァム 烏 


ペリ リ ュ ー島 


アンガウル島 


硫黄 岛 


抗戦 期間 


昭和 18 年 5 月 12 日〜 5 月 29 日 


昭和 18 年 11 月 21 日〜 11 月 22 日 


同上 


昭和 19 年 1 月 31 日〜 2 月 4 日 


昭和 19 年 2 月 1 日〜 2 月 2 日 


昭和 19 年 5 月 27 日〜 8 月 20 日 


昭和 19 年 5 月 10 日〜 9 月 7 日 


昭和 19 年 6 月下 旬〜 9 月 13 日 


昭和 19 年 5 月 17 日〜 8 月 3 日 


昭和 19 年 6 月 15 日〜 7 月 6 日 


昭和 19 年 7 月 23 日〜 8 月 3 日 


昭和 19 年 7 月 21 日〜 8 月 11 日 


昭和 19 年 9 月] 5 日〜 11 月 27 日 


昭和 19 年 9 月 17 日〜 10 月 19 日 


昭和 20 年 2 月 19 日〜 3 月 22 日 


1， ここでは， 昭和 18 年 5 月の アッツ島 玉砕 以降を 年代順に 挙げたが， それ 以前に も 指揮官 
以下 その ほとんどが 全滅す るよう な 不屈の 戦は あった。 昭和 17 年末には， ガダ ルカ ナルに 
おける 一木 支隊 （一木 清 直 大佐 以下 約 900 名）， 東部 ニュー ギニアの ブナ 地区 （海軍 陸戦隊 • 
安田 義達 大佐 以下 約 900 名）， バサ プア 地区 （山 本恒市 少佐 以下 約 800 名） 等 も 玉砕 戦に 含 
めて 至当 かも 知れない。 
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この 文章は、 アメリヵの 作家 ジム •ビショップが、 硫黄 島 攻略 戦での 米軍の 戦死者 数を 聞いた 時の 
ルー ズ ベルト 大統領の 様子を 伝えた もので、 ビル •  D  •ロス 著 『硫黄 島』 の 中に 出て きます。 

では、 ルー ズ ベルトを して 息を のまし めた 硫黄 島 攻略での 米軍 側の 損害は どのくらい なので しよう 
か。 防衛庁の 防衛 研究所の 調査に よると、 戦死、 戦傷 者 合せて 二 万 八 千 六 百 八十 六 名、 日本軍 側が 二 
万 九 百 三十 三 名です から、 米軍の 損害の 方が はるかに 大きかった のです。 

硫黄 島を めぐって 日米 双方が 死力を 尽くして 戦闘を 交えた のは、 昭和 二十 年 (一九 四 五 年) 二月 か 
ら 三月に かけての ことです。 昭和 二十 年と いえば 終戦の 年です から、 太平洋を めぐる 日米の 闘いは、 
ほぼ 決着が つき かけて いたと 言っても 間違いで はないで しよう。 ただ 米軍の 戦略と して、 日本 本土を 
爆撃す る B 29 の 中継 基地と して、 どうしても 硫黄 島が 欲し かった のです。 しかし、 そうした 米軍 側の 
狙いを 的確に 把握して、 硫黄 島を 難攻不落の 要塞と する ため 築 塞に これつ とめた のが、 栗 林忠道 陸軍 
中将を 司 4 TJ 官 とする 日本軍でした。 

日本軍 側の 周到な 準備が なされた 硫黄 島です から、 米軍の 予想外の 損害 も 理由の ある ことと 言わね 
ばな りません。 しかし、 日本軍は、 たんに 準備した と言うので はなく、 守備隊 全員の 士気 も 至極 旺盛 
でした。 栗 林 司令官が 全軍に 通達した 「敢闘の 誓」 の 一節には、 「最後 ノー  兵 トナ ルモ 『ゲリラ』 二 
依ツテ 敵ヲ悩 マサン」 と あり、 この 誓いの 通り 最後の 一兵に 至る まで 死闘を 演じ、 ついに 玉砕して 果 
てた のです。 

制空権 も 制海権 もな く、 本土からの 補給 も 期待で きず、 硫黄の ふき 出す 地表を 掘り 進んで 長大の 塹 
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壕を 作り あげ、 そこに 潜んで 米軍に 反 ® する、 食料 も 弾薬 も、 また 飲料水 も 不足し、 なおかつ 三十 六 
日間に わたる 激しい 戦いを 展開し 得た 日本軍 人の 心情は、 一体い かなる ものであった のでし ようか。 

前 出の ビル . D •ロスは、 次のように 述べて います。 

〈硫黄 島は、 集団の 勇気 および 個人の 勇気が 問われた ランド マ ー ク (画期的 事件) であった。 その 

戦いは、 人類が 恐らく 二度と 目撃す るとは 思えない ほど 激烈な もので あった。〉 (『硫黄 島』) 

戦争とは、 元来が こういう 勇気の ぶつかり 合いな のでし よう。 国家 間の 戦争で あっても、 最後は 将 
兵 一人ひとりの レベルで しか、 その 勇気は 表現で きない ものな のか もしれ ません。 

硫黄 島に おける 日本の 将兵は、 その 占 r 敵側の アメリヵ人 をして 舌を まかせる ほどの 真の 勇気を 示 
しました。 世界の 多くの 人々 が 語り伝える であろう 感動 的な ドラマが そこには あるので す。 

* 

以上、 諸 地域に おける 日本軍の 奮闘、 玉砕に ついて ながめて きました。 とりあげた 地域 以外で も、 
テ ニ アン、 ペリ リユ ー、 グアム、 サィパン など 南洋の 諸 島嶼に おいて、 涙な くして は 語れない 日本軍 
将兵の 敢闘が あり、 現地の 人々 は その 精神を 讃 えてい るので す (名 越 二 荒 之 助 『世界に 生きる 日本の 心』 
他 参照)。 

これら 南洋の 諸 島嶼に ついては 他 書に ゆずら ざるを 得ませんで したが、 とにかく 私たち 戦後 生まれ 
の 日本人の 多くは、 大 東亜 戦争に ついて 「無謀な 侵略戦争で、 軍部の 誤れる 指導の もとに、 日本人 や 
アジアの 人々 の 尊い 生命を 失わし めた I という 教育を 受けて きたので す。 
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しかし、 問題は それほど 単純に 割り切れる ものでは なく、 複雑に 入り組んだ 世界の 流れを 見つめな 
ければ、 あの 大 東亜 戦争の 意義は つかめない はずです。 と 同時に、 同じ 日本人で あるかつ ての 軍人に 
対して、 「無駄 死」 「犬 死」 といぅ レッテルを 貼る こと だけで、 大 東亜 戦争を 解釈し よぅとす る 姿勢 
に、 声を 太に して 異議を 唱えない わけには ゆかない のです。 

【相 澤宏 明】 


168 


第 2 部 大東亜 戦争の クライマックス 


五 世界が 驚倒した 特攻隊の 出現と 感動 

日本人よりも 深く 洞察し 共感を 寄せる 外国人 


昭和 十九 年 十月 二十 五日の 衝撃 

大 東亜 戦争に おける 日本の 「神風 特別 攻撃隊」 (一般には 「かみかぜ」 とか 「特攻隊」 と 呼ばれて いる) 
の 出現 ほど 世界を 驚愕 させた ものはありません。 しかし、 今日、 「特攻隊」 または 「神風」 という 言 
葉は、 ほとんど 死語と なって いるょう です。 たまに 使われる のは、 ビデオの 戦争 物の 題名と して か、 
古くは、 無謀な 運転手に 対して 用いる 「神風 ドラィバ ー」 ぐらいな ものと なって います。 

今日、 街を 行き交う 若者のう ち 何人が 特攻隊の ことを 知っている でしょう か。 五十 年の 歳月は、 

赦 なく 日本人から 「特攻隊」 の 記憶を 消し 去ろうと して おります。 

特攻 塚に 関する 研究は、 日本では 一般の 目には なかなか 入って いきません。 以前には 散見され まし 
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たが、 それらに しても どちら かと いえば 文学的 色彩が 強く、 軍隊 や 戦争が いかに 非人間的な もの かと 
いう ことを 訴える もので、 反戦の ために 書かれた ものが 大部分でした。 

作家の 中で も、 阿川 弘之氏 や 豊田穣 氏の ように、 当時の 状況と 特攻隊 員の 心情を 正確に 汲み取ろう 
と 真摯な 努力を した 方々 も おります が、 私の 見る ところ、 日本では 本当に 微 々たる ものの ようです。 

ところが、 外国では 日本と 様子が 違うよう に 思われます。 ここに 紹介す るのは、 外国人が 日本の 
「特攻隊」 を、 その 真相を 説き明かす ために 綴った 本からの 記述です。 

* 

〈すべては 一九 四 四 年 (注— 昭和 19 年) 一 〇月二 五日に 始まった。 いや、 より 正確に いうなら、 全 
世界は この 日 驚くべき ニ ュース に 接した ので ある。 新聞と ラジオは、 日本軍の 飛行機が レィ テ 沖で 
アメリヵ 海軍 艦船に 決然たる 体 あたり 攻撃を 敢行し、 大損 害を 与えた ことを 報じた。 ニ ュース の 解 
説 者たち は、 これらの 攻撃が 秩序 だてて 実行され たもの のように 見える ところから、 これが 日本軍 
司令官の 命令に 発した ものであろう という ことを 力説した。 このと きを もって、 太平洋戦争の 局面 
はまった く 異常な 展開を 見せる ことにな ったので ある。 この 日 以降、 それは 世界 戦史の いかなる 戦 
闘に も 似つ かぬ ものと 化した。〉 (ベ ルナ— ル •ミロー 『神風』) 

この フランスの ジ ャーナ リスト、 ベ ルナー ル •ミロ ーの 言葉に あるよう に、 昭和 十九 年 十月 二十 五 
日と いう 日は 世界史に 名を 残す 日と なった のでした。 

この 日 午前 七 時 二十 五分、 フィ リピンの マ バラ ヵット 基地を 飛び立った 一番 機 •海軍 大尉 関 行 男を 
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英国人 デビット • ブラウンは 特攻隊 貝 
を Fighting  Elites  (フ アイ テイ ンク • 
エリー ト） と 自著 『 KAMIKAZE 』 で 
譜 え， たくさんの 写真を 使いながら， 
特攻隊 出現の 経過と 戦果を 紹介し， そ 
の 悲壮 美に 迫って いる （カバー 写真は 
220 振 部隊 殉皇 隊） 


昭和 19 年 10 月 25 日， 最初の 神風 特攻隊 
の 敷島隊 1 番機 • 関 行 男 大尉は レイ テ 
近海に て 米 空母 セ イン ト ローに 突撃， 
約 20 分 後に 撃沈 させた。 「世界 最初の 
正式 人間爆弾」 だった。 （写真は その 
瞬間 『 KAMIKAZE』 より） 


月 

五 

日 

の 

特 

別 

攻 

殿 

m 

は 

出 

撃 

の 

前 

か 

b 
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した。 ところが、 昭和 十九 年 (一九 四 四 年) 


隊長と する 「神 a-; 特別 攻撃隊 敷 島隊」 (2 番機 •中 野 盤 雄 一等 飛行 兵曹、 3 番 機 * 合暢夫 一等 飛行 兵曹、 4 番 
機： 水峰肇 飛行 兵長、 5 番機 •大黒 繁男 上等 飛行 兵) は、 世界 初の 編隊に ょる 組織的な 体当たり 攻撃を 行 
ったので す。 

それまで にも 日本 だけでなく、 アメリカ でも 体当たり 攻撃が 行われた ことは ありました。 しかし、 
この 日の 日本軍に ょる 特攻は それまでの 体当たり 攻撃とは 一線を 画する ものでした。 それまでの 体 当 
たり 攻撃は、 被弾して 戦闘 不能に なった 場合な ど、 個人の 判断で、 敵 艦 もしくは 敵機に 体当たりした 
もの (ハワィ •カネ オエ 基地 攻撃の 飯 田 房 太 中佐な ど、 110 頁 参照) で、 出撃の 時点では 生還を 期して おり ま 
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還を まったく 考えず、 体当たりを もって 敵 艦を 戦闘 不能に する ことを 目的と した、 全員 必死の 特攻で 
あった のです。 

この 神風 特別 攻撃隊の 出現の 衝撃は たいへんな ものでした。 特攻 機が、 ねらった 目標め ざして、 冷 
静かつ 事前に 立てた 計画に したがって 急降下す る 光景は、 対空 砲の 砲 員たち の 決心に 衝撃を あたえ、 
太平洋 戦線の 連合軍 部隊の あいだに パニック 状態に 近い ものを 起こさせた そうです。 

その 様子は、 次の レィ •夕 1 バック 米海軍 大佐の 十月 二十 五日の 日記から もうかが えます。 

〈この 戦闘で みられた 新奇な ものは、 自殺的 急降下 攻撃で ある。 敵が 明日 撃墜され るは ずの 航空機 
一〇〇 機を 保有して いる 場合、 敵は それらの 航空機を 今日、 白 殺 的 急降下 攻撃に 使用して、 艦船 一 
〇〇隻 を 炎上させる かもしれ ない。 対策が 早急に 講じられなければ ならない。 わが 軍が 兵員 揚陸艦 
(APA) や 貨物 揚陸艦 (AKA) に 代えて、 より 多くの 輸送 駆逐艦 (APD) や 装甲 揚陸艦 (LS M ) 
および 補給 貨物を 搭載した 戦車揚陸艦 (LST) を 使用す るよう にしない かぎり、 将来、 上陸作戦 
を 実施す る 場合、 敵の 自殺的 急降下 攻撃は Ap  A や AK  A にと って 致命傷と なる ように 思われる。〉 
(デニス. ゥォ ー ナ I、 ぺギー  •ゥォ ーナー 、妹 尾 作 太 男 共著、 妹 尾 作 太 男 訳 『ドキュメント 神風』 一 
と 記して おります。 

また、 当時、 米 第 七十 八 機動部隊の 北方 部隊 指揮官 バー ベィ 提督は 次のように 報告して おります。 
〈護衛 空母との この 戦闘で、 敵は わずか ばかりの、 てんでん ばらばらの 特攻 機を もって、 このよう 
な大 戦果を あげたので、 敵は この 目的の ために、 相当 規模の 狂信的 グル ー プを 訓練し 編成す る もの 
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と 思われる。 (中略) 特攻 機に よる 攻撃は 大型 輸送船と 護衛 空母にたい して、 とくに 有効で ある。 
航空 直 衛隊の 能力が もっとも 減殺され る 月夜、 黎明 あるいは 薄暮 時、 特攻 機との 戦闘は 困難で あ 
る。 敵の 陸上 機の 航続距離 内で 作戦を 実施す る 場合、 わが 方が これら _ 殺 的 攻撃 能力を 割引いて 考 
えるべき だとは、 小官は 思わない し、 また、 明け方、 輸送船に たいして この種の 攻撃が 決然と して 
敢行され た 場合には、 上陸作戦が 挫折 させられる ことになる かもしれ ない と 考えて いる。〉 (『ド キ 

ユメ ント 神風』) 

そして また、 ハル ゼ ー 提督は この 日本の 特攻 について、 つぎのように 述べて います。 

〈計画的 自殺 攻撃の 背後に 潜んで いる 心理は、 われわれに とって、 あまりに も 受け入れ がたい もの 
である。 生きる ために 戦う アメリヵ人に とって、 他国の 国民が 死ぬ ために 戦う という 事実を 認識す 
る ことは 困難で ある。 日本軍が 彼らの 腹切りの 伝統の ために、 そのような 特攻隊を 真に 効果的なら 
しめる 志願者を 集める ことができる だろうと は、 われわれには 信ずる ことができな かった。 翌日、 
神風 特攻 機が ダビ ソン 機動 群の 空母 「エン タ ー ブラィズ」 は ミスした が、 同 群の 二隻の 空母 「フラ 
ン クリン」 と 「ベロ ー •ウッド」 に 命中した とき、 われわれは ガンと なぐられ たように 感じて、 迷 
夢から さめた。〉 (『ドキュメント 神風』) 

このように、 世界 最初の 特攻 はかなり 控えめ な 報告で さえこの ようでした から、 この 特攻を 目の 当 
たりに した 将兵たち は、 たとえよう のない 恐怖 感を 味わっ たようです。 

そして また、 
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〈大戦 勃発 (注— 一九 三 九 年) 以来す でに 五 年、 世界の 人心は 軍の 発表 や 戦闘の ニュ ー スに もはや 食 
傷して いた けれども、 この 事件の ニ ュース だけには 感銘を 受けた。 だが これに 対する 意見は かなり 
分裂した。 ある 者は この 途方もない 勇気の 持主だった パィロット たちに 尊敬と 感嘆を 惜しまな かっ 
た。 また 他の ある 者は この 戦闘 手段の 性質に 戦慄を おぼえ、 眉を ひそめ、 一種の 集団 的 発狂 だとき 
めつ けた ものであった。〉 (『神風』) 

という 記述から も 推し量る ことができる ように、 一般人に も その 衝撃と 戦慄は 大変な ものでした。 

それゆえ、 アメリカ やオー スト ラ リアは、 何 力 月間 も 日本 機の 体当たり 攻撃に ついて 報道す る こと 
を、 以下の ように 禁止した のでした。 

〈メルボルンの 海軍 部から 海軍 部 指揮官 全般 あての 秘密 覚書には、 つぎのと おり 指示され ていた。 
「ジャップの 自殺 機な どに よる 攻撃が、 かなり 効果を あげてい ると いう 情報は、 敵に とって 大きな 
価値が あると いう 事実から 考えて、 太平洋 海域 司令官は 担任 海域に おける そのような 攻撃に ついて、 
公然と 討論す る ことを 禁止し、 かつ 第 七 艦隊 司令官は 同 艦隊に そのむ ね 伝達した」。 

ォー スト ラ リアの 報道 検閲 部長は、 すべての 新聞 および 編集 責任者 一同にたい して、 日本軍の _ 
殺 攻撃に ついて 言及し ないように 要請した。 アメリカと ィギリスの 新聞にたい しても、 同様の 指示 
が 出された。 アメリカに 帰還したり、 オー スト ラ リアを 訪れる 米海軍 軍人にたい しては、 どんな 事 
情が あっても、 日本軍の 特攻機 や特攻 戦術に ついては しゃべら ないよう 注意が あたえられた。〉 
(『ドキュメント 神風』) 
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自分を 超えた 何もの かの ために 命を 犠牲に する のはい つの 時代で も 美しい 

文字通り、 命を 懸けての 特攻 は、 日本人 だけでなく 多くの 外国人に も 感動を 与えました。 以下に そ 
の 例を あげ ましよう。 その 第一に、 ビルマの 元首相 バー •モゥの 『ビルマの 夜明け』 の 一節を 紹介し 
ましよう。 

〈ここで、 われわれの 最終的 勝利を 確信して いる 私の 第三の 理由を あげよう。 それは、 全世界を 驚 
かせた ある もの、 われわれの 東アジア 革命の 基本的 精神と 意義と を 示して いる ある もの、 すなわち 
神風の 精神で ある。 それは、 新しい 東アジアの 真の 基礎と なりつつ あり、 いかなる 敵 も 撃ち破る こ 
とので きない 甲胄で 武装され た™ 己 犠牲の 精神、 生か 死 かの 精神、 勝利の ために 死を いとわない 精 
神で ある。 私は 台湾と フィ リピンでの 神風の 偉業を 読んだ 時 ほど、 心を 動かされ たことは かつてな 
かった。 その 時、 私は 神風の 精神が 滅びない 限り、 東アジア も 決して 滅びない、 と 自らに 語った。〉 
(昭和 19 年 11 月 7 日、 日 比 谷 公会堂に おける 大 東亜 結集 国民 大会での 演説) 

この パ！ モゥの 言葉は、 大 東亜 戦争 中の 日本の 同盟国の 首相 だから 特攻を 称賛した というの では 
ありません。 国の ため 自己を 犠牲に する 精神は、 人間なら ば 誰もが 感動し、 讃 える ものな のです。 

フィ リピンの コラ ソン. アキノ 現 大統領の 御 夫君で、 一九 八 三年 (昭和 58 年) に 暗殺され た 元 上院 
議員べ ニグ ノ  •アキノ 氏 も、 次の ような 感慨を 込めて 「延 々と 特攻隊 員への 思いを 語っ」 ていたそう 
です。 
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I マ バラ カツ トの 特攻 記念碑と 

愛媛県 西条 市の 特攻 慰霊 碑 

「歴史は 民族の 偉大なる ものを、 断絶す る こ 
となく 伝承す る こと」 (カ ール •ヤス パ ース) で 
ある。 その 偉大なる ものに 感動す るのは、 敵 味 
方を 越えた 人間性の 自然なる 発露で ある。 

フィ リピンの マ バラ カットと いぅ 町には、 昭 

和 十九 年 十月、 関 行 雄 海軍 大尉を 隊長と する 神 
風 特別 攻撃隊の 第 一陣 敷 島隊が 発進した 飛行場 

が ある。 そのこと を 知った ダニエル •  H  •ディ 
ゾン 画伯 (歴史 協会 会員) は、 特攻隊 発祥の 聖な 
る 地に 記念碑を 建立し、 記念館 も 設立した いと 
念願した。 「東洋人で ある ことを 忘れ、 有害な 
西洋 文化に 毒され ている フイ リピン 人に、 特攻 
精神を 通して 祖国の ために 身命を 捧げる ことを 
教えたい I というの が、 彼の 念願であった。 


彼の 念願は 遂に 実を 結び、 一九 七 四 年 (昭和 
49 年) 五月 九日、 除幕式が 挙行され た。 主催者 

は マ バラ カットの 町長 ウイルフ レ ド •  C  •ハリ 
リ 氏で、 竹で こしらえた 鳥居に つけた リボンを 
町長 夫人が カットす る ことで はじまっ た。 

日本からの 慰霊 団が 間に あわず、 日本 大使館 
から も 参加が なく、 町役場 全員と 一般 市民、 米 
軍 基地に 駐留す る 日系 二世 等が 参列した。 式は 
フイ リピン 国歌では じ まり、 ついで 「君が代」 
が 二回 斉唱され た。 

巨大な 記念碑の 両側には、 日 •比 両国の 国旗 
が カラー で 描かれて いる。 そして、 記念碑の 上 
部には 日本語で 「第二次世界大戦に 於いて 神風 
特別 攻撃隊が 最初に 飛び立った 飛行場」 と 書か 
れ 、本文は 英語で 特攻 出撃の 経過が 記され、 最 
後は 「関 行 雄大 尉は、 人間爆弾 第一 号と して、 
世界の 戦史に 記録され るであろぅ」 と、 結ばれ 
ている。 (碑文は デイ ゾン 氏に ょる) 
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特攻隊の 先陣 • 関 行 男 隊長の 故郷， 
愛媛県 西条 市の 楢本 神社 境内 に 建 
立され た 関 中佐 慰霊 碑と その ほと 


り に 建立の 敷 島隊五 軍神 祀 碑。 


参 

加 

、 ~ 〆 


フィリピン. マ バラカ ッ ト 飛行場  ^ 
に 建立され た 巨大な 特攻 記念碑。 れ 


1974 年 (昭和 49 年） 5 月 9 日 除幕。 丁 こ 


年 盛大に なりつつ あると 聞く。 


氺 

一方、 関 行 雄大 尉 (戦死して 二階 級 特進、 中佐) 
の 郷里、 愛媛県の 西条 市では、 かねてから 権 本 
神社の 石 川 梅 蔵 宮司 (元 •海軍兵学校 教官) が、 
関 中佐の 慰霊 碑を 建立すべく 奔走して いた。 だ 
が、 なかなか 実現まで には 至らなかった。 

ところが、 突然 フイ リピンに 巨大な 特攻 記念 
碑が 建立され たと 聞いて、 一挙に 盛り 上った。 
完成は ほぼ 十 力 月遅れた が、 昭和 五十 年 三月 二 
十一 日、 源 田 実 参議院議員 (故人、 真珠湾 攻撃に 


石 川 宮司は その後、 八十 歳の 高齢を おして 計 
三回 も マ バラ カットを 訪ね、 記念碑 前で 奉 斎し 
た。 石 川 宮司と しては、 関 隊長 だけでなく、 共 
に 突入した 他の 四 人の 慰霊塔 も 建てたかった。 

そこで 隊長 碑の ほとりに、 二五〇 キロ 爆弾と 
同型 同 重量の 石碑 四 基を 建立し、 それぞれに 出 
身 地、 番機 、官 氏名、 行年を 刻んだ。 この 「敷 
島隊五 軍神 祀 碑」 は、 昭和 五十六 年 十月 二十 五 
日に 除幕した。 

その後、 五 軍神 慰霊祭は 毎年 挙行され、 年 
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〈人が 自分を 超えた 何もの かの ために、 命を 犠牲に する のはい つの 時代で も 美しい。 マ バラ カット 
から 出撃した 彼らに 共感を 抱いた〉 (平成 3 年 6 月 25 日付 「朝日 新聞」 夕刊 「窓— 論説委員 室から」) 

今、 その マ バラ カットの 町には、 大 噴火を 続ける ピナトゥボ山の 火山灰が 降り そそいで います。 ベ 
ニグ ノ •アキノ 氏の 出身地 タルラ ッ タの 近くに その マ バラ カットが あり、 そのこと を アキノ 氏は 誇り 
にして いたそう です。 

感動した のは アジア 人 だけではありません。 先に 紹介した フランス 人の ベ ルナー ル •ミロー も、 
〈この ことを しも、 (注— 国家への 殉死、 肉弾 攻撃の こと) 我々 西欧 人は わらっ たり、 あわれんだ りし 
て もい いものだろう か。 むしろ それは 偉大な 純粋 性の 発露では なかろう か。 日本国民は それを あえ 
て 実行した ことによって、 人生の 真の 意義、 その 重大な 意義を 人間の 偉大 さに 帰納す る ことので き 
た、 世界で 最後の 国民と なった と 著者は 考える。 

たしかに 我々 西欧 人は 戦術 的 自殺 行動な どと いう 観念を 認容す る ことができない。 しかし また、 
日本の これら 特攻 志願者の 人間に、 無 感動の ままで いる こと も 到底で きないの である。 彼らは 人間 
という ものが そのよう であり 得る ことの 可能な ことを、 はっきりと 我々 に 示して くれてい るので あ 
る。〉 

と 自著 『神風』 の 中で 述べて います。 

また、 同じく フランスの 思想家 モー リス •パンゲ も 
〈生きて いる ことが 美し かるべき 年頃に、 立派に 死ぬ ことに これらの 若者たち は 皆、 心を 用いた、 
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昭和 17 年 5 月 31 日， 海軍の 特殊潜航艇 
3 隻が オース ト ラ リア •シ ドニー 軍港 
を 強襲， 軍艦 1 集を 擊 沈。 予想 もしな 
い 大胆不敵な 攻擊は 敵国の 人々 の 心胆 
を 寒から しめた （写真は 引 揚げられる 
松 尾 敬 宇大 尉艇， 1942 年 6 月 4 日） 


日章旗に て おおわれた 霊柩 
オーストラリア 海軍は， 敵国 軍人の 勇 
気を 譜 え， 海軍 葬の 最高 礼を もって 弔 
い， 戦争 中 にもかかわらず， 昭和 17 年 
10 月 19 日， 遗 骨を 日本に 返還した。 我 
が 海軍 も 海軍 葬を もって 弔い， それ ぞ 
れの遗 族の もと に遗骨 を 届けた。 
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そのために 彼らは 人に 誤解され た。 彼らに ふさわしい 賞賛と 共感を 彼らに 与えよぅ ではない か。 彼 
らは 確かに 日本の ために 死んだ。 だが 彼らを 理解す るのに 日本人で ある 必要は ない。 死を 背負った 
人間で ある だけで よい。〉 (モ ー リス •パンゲ 『S 死の 日本史』) 

と 述べて います。 

* 

この 「神風 特別 攻撃隊」 とは 違います が、 その 行動と 精神に おいて 同じと 見て いいと 思える、 特殊 
潜航艇の 興味 ある 話が あります。 

特殊潜航艇 による 攻撃は、 開戦 時の ハヮィ •真珠湾、 翌 十七 年 五月の 才— スト ラ リア •シド ニ ー 港 


と マダガスヵル島 •ディ エゴ •スワ レズ 湾な どに 行われました。 

その シド ニー 港 攻撃の 折、 オー スト ラ リア 海軍は 敵 艦 攻撃 後、 沈没し 艇 内で 戦死した 四 人の 日本 兵 
の 勇気に 敬意を 表し、 海軍 葬の 礼を もって 弔った (昭和 17 年 6 月 9 日) というの です。 

当時、 オ ー スト ラ リア 国内では 日本と 交戦 中と いう こと も あって 対日感情が 悪く、 「何故 我々 の 同 
胞を 殺した 敵 兵を それほどまでに 遇する のか」 とたい へんな 議論に なった の だそう です。 

その 時、 この 海軍 葬を 命じた シド ニー 海軍 司令官の ムー アヘッド •グー ルド 少将は ラジオを 通じ 
て、 毅然として 次のように 国民に 訴え、 日本 兵の 勇気を 讃 えました。 

〈このような 鋼鉄の 棺桶で 出撃す るた めには、 最高 度の 勇気が 必要で あるに ちがいない。 (中略) 
これらの 人たち は 最高に 愛国者であった。 われわれ のうちの 幾人が、 これらの 人たち が 払った 犠牲 
の 千分の 一の それを 払う 覚悟を している だろう か。〉 (ベ ギー  •ゥォ ー ナー 『特殊潜航艇 戦史』) 

そして その後、 四 人の 遺骨は 交換船で 日本に 返還 (昭和 17 年 10 月 19 日) され、 遺族の もとに 届けられ 
ました。 

戦争 中に も 拘わらず、 このような 美談が あったと いう ことは、 現在、 日本では ほとんど 無視され て 
おります。 という ことは、 今の 日本には グ ー ルド 少将の ように、 敵と いえ ども その 武勇を 讃 える 武士 
の 心を 解す る 人が いないと いう ことなの でしよう か。 

また、 シド ニ ー 港 攻撃と 時を 同じく して 実施され た、 特殊潜航艇に よる マダガスヵルの ディ エゴ. 
スワ レズ 湾への 攻撃に 際しても、 
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〈一般の ディ エゴ 市民の 間では、 日本の 特殊潜航艇が ひそかに 湾内に 潜航して 巡洋 戦艦と タン ヵ ー 
を 沈め、 その 偉業の 主 二人が 北方の 山地で 発見され、 降伏 勧告 も 聴かず、 ライオンの 如く 勇敢に 戦 
い、 そしてつ いに 射殺され たと 伝えられ、 日本人 二人は 英雄 視 されて いる。〉 (フランス 人の 農夫、 当 
時 砲 兵隊 軍曹 談。 豊田穣 『月明の 湾 港』) 

というよう に、 同じく 当時の 人々 に 感動を 与え、 今でも 語り伝えられて いるので す。 

特攻 精神を 高く 評価し 後世に 伝える 外国の 人々 

このように、 特攻隊の 出現に 対する 世界 各国の 人々 の 印象には たいへん 興味深い ものが あります。 
しかし、 それ 以上に 興味深い のは、 戦後の 日本人が 全く 顧みない、 特攻隊の 精神的 背景への 探求を 外 
国人が 熱心に している ところです。 そこには 深い 洞察と ともに、 賞賛と 共感が あります。 それらを 以 
下に 紹介し ます。 

アメリヵ人の アイヴァン •モリスは こう 述べて います。 

〈彼らは、 まず、 自己の 出生の 地 日本に 対して 恩を 抱いた。 また、 独特の 「国体」 とその 美徳と を 
体現す る 天皇に 対する 恩を 感じて いた。 自殺 攻撃に ついての 描写は、 どれを 見ても、 搭乗員の 最後 
の 言葉が 天皇に 向けられ ていた ことを 語り伝え ている。 たとえ 個性の 輝きに 乏しく 思えよう とも、 
天皇とは 日本と いう 国家 家系の 最高 位を 占める 祖父 像に なって いたので ある 〇〉 ( アイヴァン. モリス 
『高貴なる 敗北』) 
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フランス 人の ベ ルナ ー ル •ミロ ー は 次のように 述べて います。 

〈日本の 兵士たち は、 かなりの ィンテリの 者たち でさえ も、 なお 皇国の 不敗 不滅を 信じて いたと い 
うことは、 驚くべき こと だが 事実な ので ある。 そして ほとんど 絶対多数の 者が、 死ぬ まで 戦わされ 
る ことを 納得して いたので あった。 信じが たいこと と 思われよ うが、 この ことは 兵士たち の 無知 ゆ 
えに よる ものではなかった。 むしろ その 正反対に、 彼らは 大真面目に よく 考えて いたので ある。 
(中略) 

実際に これらの 兵器で、 戦果を あげ 得る 前に あえなく 散華した 多くの 純粋な 日本の 若者たち に 
は、 彼らの 驚嘆すべき 祖国愛の 高揚と、 その 比類ない 勇気の ゆえに、 いっそういた ましく、 まこと 
に 胸 えぐられる 悲痛 さを 禁じ 得ない ものが ある。 

しかし これらの 武器が 我々 の 眼には いかに 悪魔 的と 映り、 それに よって あたら 命を 捨てた 若者た 
ちの 冷たい 勇気と 決意の ほどが いかに 我々 を 畏怖せ しめよう とも、 それでも なおかつ これら 日本の 
若者たち は、 言葉の 最も 高貴な 意味に おいて 英雄で あり、 未来永劫 英雄と して 我々 の 心中に 存在し 
つづける ことは まちがいない。〉 (『神風』) 

同じく フランスの 思想家 モー リス •パンゲは 次のように 述べて います。 

〈殺戮の ために 選ばれた 犠牲者 たちさ、 と 読者 諸賢は 言う だろう。 だが それは 違う。 彼らが _ 分た 
ちの 運命を 受け入れる 受け入れ 方を 見ない のは 彼らを 不当に 贬 める ことになるだろう。 彼らは 強制 
され、 誘惑され、 洗 悩され たので もなかっ た。 彼らの 自由は 少しも 損なわれて はいない。 彼らは 国 
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が 死に 瀕して いるのを 見、 そして 心を きめた の だ。 この 死は なるほど 国家の 手で 組織され たもので 
は あったが、 しかし それを 選んだ のは 彼らで あり、 選んだ 以上、 彼らは 日 I 日と その 死を 意識し、 
それを 誇りと し、 そこに 結局は 自分の 生の すべての 意味を 見出し 続ける の だ。〉 (『自 死の 日本史』) 
また、 ィギリス 国防省の 海軍 史 部長 デビッド •ブラゥンは 次のように 述べて います。 

〈神風と いう 自殺 作戦の 源は、 日本の g 己 犠牲の 戦士の 法典で ある 武士道と、 日本の 国家 宗教で あ 
る 神道に あり、 主戦 場に 於て 次から 次に 繰り返された。〉 (『Fighting  Elites  KAMIKAZE』) 

さらに、 ィギリス 人の リ チャ ード •ォネ ー ルは 次のように 述べて います。 

〈日本人が 神風を 始めと する 特攻隊に 参加した のは、 国体を 護持す るた めに、 一身を 犠牲に しても 
良い との 考えから 発した もので あり、 彼等を 勇気 づけた ものは、 日本の 武士道の 伝統であった。 

全国民の すべての 人に、 一身を 犠牲に する 武士道の 精神を 持つ よう 呼び掛ける ことができ たの 
は、 日本 だけであった ろう。 

この ことは、 第二次大戦の 末期に おける、 日本の 特攻 作戦に よる 勇猛な 反撃を うみ、 また 敗戦に 
際して は、 民族的な 誇りを 失う ことなく、 また 戦後の 日本の 偉大なる 復興の 原動力と なった、 と 筆 
者は 信じる ので ある。〉 (『特別 攻撃隊』) 

これらを 読む と、 外国人で さえこの ように 大 東亜 戦争に おける 日本の 特攻に 深い 意義を 感じ、 同じ 
人間と して 共感を 寄せる のに、 何故、 同じ 日本人で ありながら 「特攻隊は 犬死にであった」 とか、 
「無理やり 特攻隊に 入れられた」 といった 皮相 的な 見方し かで きないの かと 疑問に 思います。 
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日本では 近 ごろ 「自己犠牲」 という 言葉は 絶えて 聞きません。 がし かし、 ここに 挙げました ように、 
国の ため、 他の 人々 のために 一身を 捧げる 行為は 人類 普遍の 賞讃 されるべき 行為な のでし ょう。 その 
ことを 外国人は 知って おり、 かつ 次世代に 伝えて いるので す。 しかるに 日本では、 まったく といって 
よい ほど 顧みられる ことがありません。 実に 憂慮に 耐えません。 

この 稿を 終わる に当たって、 特攻で 戦死され た 方々 の 冥福を 祈りつつ、 ベ ルナー ル •ミロ ーの 言葉 
を 引用 させて いただきます。 

〈これら 日本の 英雄たち は、 この 世界に 純粋 性の 偉大 さとい う ものに ついて 教訓を 与えて くれた。 
彼らは 一 〇〇〇 年の 遠い 過去から 今日に、 人間の 偉大 さとい うすでに 忘れられて しまった ことの 使 
命を、 とり 出して 見せつ けて くれたので ある。〉 (『神風』) 

【渡 辺徹 二】 
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六 敗戦に 顕現され た 民族の 個性 

日本 帝国の 決断 •国体 護持の 誓いと 整然たる 和平 


I 億の 慟哭— 神洲 不滅 •国体 護持の 誓い 

大 東亜 戦争は、 緒戦に おいて 赫 々たる 戦果を 挙げました。 北は アリ ユー シャンから 西は アフリカの 
東に ある マダガスカル、 南は オー スト ラ リアに 至る まで、 雄渾 壮大な 大作 戦を 敢行し ました。 ヒ トラ 
—の 電撃作戦 も 影を 失う ほどの 目を みはるょ うな 成功を 収めた のです。 当時は 東条 首相 も 「絶対 不敗 
の 体制に 立った」 と 豪語し、 国民の ほとんど はそう 信じて いました。 

しかし 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 六月、 ミツ ドウ エィ 海戦に 敗れ、 翌 十八 年 二月、 ガダ ルカ ナルから 
撤退す るに 及んで、 次第に 守勢に 追い込まれて ゆきました。 昭和 十八 年 五月、 アッツ島で 玉砕して か 
らは 、太平洋の 島々 から ニユー ギニア、 そして 中国大陸の 雲 南 地方 (拉孟 •騰 越) でも 玉砕 戦が 続 
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き、 ィン パール 作戦では 悪戦苦闘し ました。 そして、 昭和 十九 年 (一九 四 四 年) 十月の 比島 防衛 戦 
と、 昭和 二十 年 四月からの 沖縄 戦では 「特攻隊」 まで 繰り出しました。 その 頃、 日本 本土は 連日の 無 
差別 爆撃に よって、 焼 野原に なって いました。 それでも 戦意は 旺盛で、 「一億 総 特攻」 となっても 戦 
、っ ことを 誓つ ていました。 

その 頃の 残存 兵力を 調べて みれば、 海軍 こそ 戦闘 可能の 戦艦は 皆無で、 残って いたのは 空母 二隻、 
巡洋艦 三隻 、駆逐艦 三十 隻 、潜水艦 五十 隻 という 劣勢で したが、 日本 本土には 陸軍が 二百 二十 五 万、 
海軍は 百 二十 五 万が 温存され、 空軍 (航空隊) は 陸 •海軍 あわせて 一万 六 千 機。 そのうち 六 千 機は 特 
攻 作戦に 使用で きる と 考えられて いました。 これ だけの 戦力を 駆使す る ことによ って、 有利な 講和に 
導ける として、 軍人は 戦意に 燃えて いたし、 国民 も 「敗戦」 を 受け 容れる ことな ど、 到底 考えられな 
い 状況でした。 

そうした さ 中に、 陛下 (昭和 天皇) が ラジオを 通じて 全国民に 放送され ると いう 予告が 流され まし 
た。 国民は 威儀を 正して、 ラジオの 前に 釘 づけに なりました。 ほとんどの 国民は、 最後まで 戦う こと 
を 呼び かけられる 放送と 信じて いました。 ところが 放送は、 ポツダム 宣言 受諾の 趣旨を 伝える 内容 だ 
ったので す。 大 東亜 戦争の 必勝を 信じて 戦って きた 当時の 国民は、 敗戦を どのように 受け止め たでし 
ようか。 ここに、 他国には 見られない 日本 民族の 個性の 顕現を 見る のです。 

現在では、 「これで 空襲が なくなって ホッ とした」 とか 「命が 助かった」 等と いう 感想が 一般的に 
なりました が、 当時の 国民は 敗戦の 屈辱に 直面して、 「一億は 慟哭した」 というの が 実情でした。 
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当時、 岩手県に 疎開して いた 詩人の 高 村 光太郎は、 「一億の 号泣」 と 題す る 長 詩を 作りました。 そ 
れは 「綸言 (天皇の お 言葉) ひとたび 出で て 一億 号泣す」 から はじまる もので、 敗戦 時の 国民 感情の 
高鳴りを 次のょぅに 伝えて います (昭和 20 年 8 月 17 日付 「朝日 新聞」 ょり)。 

天上は るかに 流れ 来る 
玉音の 低き とどろきに 五体を ぅたる 
五体 わななきて とどめ あへ ず 
玉音 ひびき 終りて 又 音な し 
この 時 無声の 号泣 国土に 起り 

普 天の 一億 ひとしく 宸極 (皇居) に 向つ て ひれ 伏せる を 知る 

微臣 恐懼 ほとんど 失語す 

ただ 眼を 凝らして この 事実に 直接し 

苟も 寸 毫も 曖昧模糊を ゆるさ ざらん 

鋼鉄の 武器を 失へ る 時 

精神の 武器 おの づ から 強 からん とす 

真の 実と 到らざる なき 我等が 未来の 文化 こそ 

必ず この 号泣を 母胎と して 其の 形相を 孕まん 

また、 「玉音 (天皇の お 声) 放送」 の あった 翌日、 八月 十六 日の 「朝日 新聞」 の 見出しには、 「玉音 
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を 拝して 感泣 嗚咽 (むせび 泣き)」 「胸灼 く 痛憤、 堪え 抜かん 苦難の 道」 「再生の 道は 苛烈、 決死 大 試練 
に打克 たん」 「死せ ず 亜細亜の 魂」 「神洲 の 不滅を 信じ、 国体 護持に 邁進」 というよ うな 烈 々たる 文字 
が 躍って いました。 社説 「一億 相哭の 秋」 の 中に も、 「科学 や 物量に 敗れた が、 魂まで も 占領は され 
ない」 「国の 生命は 永久で ある。 その 無窮の 生命の 進路に 一張一弛 あり、 起伏 隆替 あるのは、 また や 
むを 得ない ことで ある」 と 書かれ、 当時の 国民の 心意気を 代弁して いました。 

また 同じ 紙面に ある 「国民の 覚悟」 を 促す 文章の 中に も、 

〈国体を 護持し 得る か 否かは、 片 々たる 敵の 保障 (ポッダム 宣言) にか かるので はなく、 実に 日本 
国民の 魂の 持ち 方 如何に かかる。 特攻 魂に 端的に 現 はれた 七生報国の 烈 々たる 気魄は、 我々 が これ 
を 祖先より うけついだ ものであるが、 これは 永劫に 子孫に 伝へ ねばならぬ。 日本国民が 果してい つ 
の 日に 再生し 得る かは、 一に 日本国民の 魂が この 試練に よつ ていかに 鍛 へられる かによ つて 決まる 
ので ある。〉 

と あり、 「特攻 魂」 の 現われと して 「神風 特攻隊. 市 島 少尉 最後の 一文」 を 掲載して います。 

詔書が 澳発 される と、 国民は 期せず して 二重橋 前に 集まり、 土下座して 力足ら ざり し 罪を 謝し まし 
た。 このような ことは 誰に 命令され るで もな く、 自然発生 的に 起こつ たのです。 「朝日 新聞」 は、 「二 
重 橋 前に 赤子の 群」 「立 上る 日本 民族」 「苦難 突破の 民草の 声」 という 見出しを つけ、 その 模様を 次の 
ように 描写して います。 

〈静かな やうで ありながら、 そこには 嵐が あつた。 国民の 激しい 感 隋 の 嵐で あつた。 広場の 柵を つ 
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かまえて 泣き叫んで いる 少女が あつた。 日本人で ある。 みんな 日本人で ある。 この 日 正午 その 耳に 
拝した 玉音が 深く 深く 胸に 刻み 込まれて ゐ るので ある。 あゝけ ふこの 日、 この やうな 天皇陛下の 御 
言葉を 聴かう とは 誰が 想像して ゐた であらう。 戦争は 勝てる。 国民の 一人一人が あらん 限りの 力を 
出し 尽せ ば、 大 東亜 戦争は 必ず 勝てる。 さう 思 ひ、 さう 信じて、 この 人達は きの ふまで 空襲 も 怖れ 
ず 戦つ て 来たので ある。 それが こんな ことにな つた。 あれ だけ 長い間 苦しみを 苦しみと せず 耐へ抜 
いて 来た 戦 ひで あつた。 

泣ける のは 当然で ある。 群衆の 中から 歌声が 流れは じめ た。 「海 ゆか ば」 の 歌で ある。 一人が 歌 
ひ はじめる と、 すべての 者が なき じやくりながら これに 唱和した。 「大君の 辺に こそ 死なめ かへ り 
みはせ じ」 この 歌声 もまた 大内山 (注— 皇居の こと) へと 流れて 行つ た。 またち がつ た 歌声が 右の 方 
から 起こつ た。 「君ヶ 代」 である。 歌は また みんなに 唱和され た。 あ、、 天皇陛下の 御 耳に 届き 参 
ら せた であらう か。 

天皇陛下、 お許し 下さい。 

天皇陛下！ 悲痛な 叫びが あちこちから 聞え た。 一人の 青年が 起ち あがつ て、 「天皇陛下 万歳」 

と あらん 限りの 声を ふりしぼ つて 唱和した。 群衆の 後の方で また 「天皇陛下 万歳」 の 声が 起こつ 
た。 将校と 学生で あつた。 

土下座の 群衆は 立ち去らう ともしな かつた。 歌つ ては 泣き 泣いて はまた 歌つ た。 通勤時間に、 こ 9 
の 群衆は 二重橋 前を 埋め 尽くして ゐ た。 け ふ も あす もこの 国民の 声は 続く であらう。 あす も あさつ 


て も 「海 ゆか ば」 は 歌 ひ つづけられる であらう。 大御 心を 奉戴し、 苦難の 生活に 突進 せんとす る 民 

草の 声で ある。 日本 民族は 敗れは しな かつた。〉 (昭和 20 年 8 月 16 日付 「朝日 新聞」) 

世界の 驚き— 威武 不屈 •秩序 整然 

この 「朝日」 の 記事に 見られる ように、 日本国民は 最後まで 必勝の 信念に 燃えて いました。 しか 
し、 ひとたび 陛下の 御 詔勅が 出される と、 一億 国民は 慟哭して 「国体 護持」 と 「神洲 不滅」 を 誓っ 
て、 整然と 矛を 収めた のです。 「鬼畜 米英」 を 呼号して いた 日本人 だから、 進駐軍は、 ゲリラ 的な 反 
撃を 受ける ことを 覚悟して いました。 ところが、 そのような 気振りは どこに もな く、 一斉に 和平に 転 
じたので す。 この 姿は、 マツ カー サー をは じめ、 米軍の 驚きでした。 

スゥ ヱー デンの ストックホルム にあった 「朝日」 の 衣笠 特派員は、 「敗戦の 祖国に 寄す」 の 記事の 
中で、 各国の 反響を 伝えて います。 「(前略) 休戦の 詔書を 拝して | 億の 民は 慟哭した。 あの 気持は、 
陛下に 対して 赤子の 罪を 謝し まつる 絶対の 心境で ある。 一億 反省の この美し い 姿には 流石 全世界の 人 
人 も 胸う たれて どの 国の 新聞 もこの ニ ュース だけを 大きく 掲載した。 戦 ひ 敗れた 後に もな ほ 我々 には 
国体 護持の よろこび だけが 残つ たので ある。 (中略)」 (昭和 20 年 9 月 8 日付 「朝日 新聞」) 

また、 九月 二日の 同紙には、 重慶に 在った 中華民国 国民 政府 •王 世杰 外交 部長の 談話が 載って いま 
す 0 

〈日本 敗れたり とはいへ その 国民性は 決して 軽視す る ことができぬ。 例へ ば 日本国民の 皇室に 対す 
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る 忠誠、 敗戦 後に おける 威武 不屈、 秩序 整然たる 態度は わが国 人の 範 とする に 足る。〉 (昭和 20 年 9 

月 2 日付 「朝日 新聞」) 

* 

しかし、 敗戦に 遭遇した 一億 号泣の 誓いは、 いつの 頃から か 霧散して ゆきました。 占領軍を 解放 軍 
として 讃 える 政党が 出現したり、 「敗け てよ かった」 という 言葉が 公然と 語られ だしました。 戦死者 
は 「犬 死」 だった という 死屍に 鞭打つ 言葉が 平然と 語られ、 「国体 護持」 の 誓いが 「平和と 民主主義」 
の 謳歌に 移行して ゆきました。 

こういう 日本人の 姿を 見て、 アメリヵの ジ ャーナ リストで ある マー ク •ゲィンは、 『ニ ッボン 日記』 
の 中で、 日本は 「敗け てよ かった」 というよ うな、 「屈服を 正当化 するとい う 苦悩を なめねば ならな 
かった」 と 書いて います。 

彼は 日本人の 「解放感」 を、 民族の 苦悩の 姿と 見て いるので す。 彼は 同書の 中で、 G H Q がいかに 
日本の 「民主化」 に 狂奔し、 日本を アメリヵの 橋頭堡 (前進基地) たらしめ ようとし たかを 活写し、 
その 結論と 見られる 部分に、 「デモ クラシ ー が 国民の 中から 出た もので なく、 征服者の 事務室から 出 
たもの なら、 それは 民主主義で はあり 得ない ので ある」 と 指摘して います。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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七 忘れて ならない 敗戦 時の 自決 者たち 


壮絶なる 民族への 留魂 


「大日 本 帝国」 に殉 じた 人々 

日本の 敗戦を 考える 時、 忘れて ならない のは、 終戦 時の 自決 者の ことであります ◦これらの 人々 
は、 敵国に 降伏す る ことを 潔し とせず、 敵に 向ける 匁を 自らに 向けて 自決した 人が 多い のです。 ある 
いは 「大日 本 帝国」 に殉 じ、 再び 真 日本の 真姿歐 現を 祈って 人柱と なった 人々 もあります。 また、 自 
らの 力が 及ばなかった 罪を 詫び、 敗戦の 責任を 一身に 感じて 自決した 人々 も 多かった のです。 

これらの 人々 は、 我が 命を 自らの 意志で 断ち きった 剛勇の 人々 であり、 純忠 無垢の 魂に 生きた 尊貴 
の 人たち であります。 これらの 方々 の 悲願は、 我が 国史の 中に 地熱の ょぅに 生きて いるので す。 

いま 私の 手 もとに、 昭和 四十 三年に 発行され た 『世紀の 自決— 日本 帝国の 終焉に 散った 人び と』 
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(芙蓉 書房 •全 四 七 二 頁) といぅ 本が あります。 この 本には、 敗戦 後に 自決した 軍人 •五 百 六十 八 人の 
芳名が 掲載され、 百 十八 人の 遺書が 載って います。 

自決は 自らの 意志で 決行す る もの だけに、 その 動機、 遺書の 内容は 様々 で、 分析 も 概括 もで きませ 
ん 。ただ 言える ことは、 自決した 軍人は、 将官 や 佐 •尉官に あたる、 いわゆる 将校 ばかりでは ありま 
せんでした。 下士官で 自決した 者 百 五十 五名 (全体の 二 七 % )、 兵で 自決した 者 九十 九 名 二 七 % 一、 そ 
して 軍属 (看護婦、 雇員を 含む) で 自決した 者は 三十 一名 (五 % ) に 達します。 敗戦の 責任と 直接関係 
ない と 思われる 下士官 •丘 ハ •軍属が、 総数で 二百 八十 五名。 全体の 四 九 % の 人々 が、 不忠を 詫び、 責 
任を 感じ、 降伏を 拒否して 自決した のです。 

そして さらに 痛ましく、 純烈の 魂に 打たれる のは、 家族 全員で 自決の 道を 選んだ 人々 が あった こと 
です。 かつて 乃 木静子 夫人は、 明治天皇に 殉 ずる 乃 木 希 典 将軍と ともに 自匁 しました が、 大 東亜 戦争 
では 敗戦に 当って、 家族 もろとも 自匁 した 例が 多い のです。 

①  青野徹 憲兵 少尉は 昭和 二十 年 八月 十七 日、 母、 夫人、 子息 二人と ともに 京 城で、 

②  宇田川 秋次郎 海軍 中佐は 八月 二十日、 夫人、 長女と ともに 郷里 佐賀県で、 

③  内倉 光秀 陸軍 中尉は 八月 十六 日、 夫人、 長男、 長女、 次女と ともに 郷里 滋賀県 日 野 町で、 

④ 親泊 朝 省 陸軍 大佐は 九月 三日、 夫人、 長男、 長女と ともに 東京で、 

⑤ 川村 進 陸軍 中佐は 八月 十五 日、 夫人と ともに ハルビン 市で、 

⑥  国定 謙 男 海軍 少佐は 八月 二十 二日、 夫人、 長男、 長女と ともに 土 浦 市善応 寺で、 
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⑦ 隈部 正 美 陸軍 少将は 八月 十六 日、 母、 夫人、 長女、 次女と ともに 東京 多摩川 畔 で、 

⑧ 幸田 明 海軍 中尉は 九月 二十 五日、 夫人と ともに 宗谷 防備 隊 内で、 

⑨ 下村 良策 海軍 主計 大尉は 八月 十八 日、 夫人と ともに 舞 鶴で、 

⑩ 渋 谷三郎 陸軍 大佐 (ハルビン 学院 長) は 八月 二十 一日、 夫人、 次男と ともに ハルビンで、 

⑪杉 山元 元帥 •陸軍 大将は 九月 十二 日、 本人は 司令官 室、 夫人は 自宅で、 

⑫ «5 尾隆 陸軍 中佐は 八月 十九 日、 夫人と ともに 千葉県 四 街道 桜ヶ 丘で、 

⑬ 長瀬武 海軍 大尉は 八月 二十 一日、 夫人と ともに 佐 世 保で、 

⑭藤 井権吉 陸軍 中佐は 八月 二十 六日、 夫人、 長男、 長女と ともに 富山県 黒 部 市で、 

⑮古 屋昌喬 海軍 少佐は 八月 十七 日、 夫人と ともに 海軍 エ機 学校 (東京) で、 

といぅよ ぅに 全部で 十五 組 ( 50 音 順に 配列) を 数えます。 

民間人に よる 自決 

さらに 我々 の 心胆を 寒から しめる のは、 民間人で 自決の 道を 選んだ 人々 です。 これらの 人々 は 軍人 
でない ので、 前掲の 『世紀の 自決』 には 載って いません。 そして、 軍人で ないた めに 靖国 神社に も祀 
られ ず、 もちろん 遺族への 一時金の 対象 ともなって いません。 純粋 一途に、 壮絶 鬼神を も 泣かせる 最 
期を 遂げた のです。 

当時の 新聞から、 集団 _ 決した 人々 だけ 拾えば、 次の 通りです。 
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一、  八月 二十 二日、 東京 愛宕山で、 尊攘 義軍の 飯 島 与 志 雄、 摺 1 ^ 富 士 夫、 茂 呂宣八 氏ら 十 人が 爆薬を 
抱いて 同時 自匁 。そして、 同月 二十 七日 午前 五 時、 摺 建、 茂呂 両氏の 夫人が それぞれ 夫の あとを 追 

って ピストル による 自決。 

二、  八月 二十 三日 午前 十一 時、 皇居 前で、 明朗 会の 日 比 和 一 会長 以下 士 一人が 自決。 遺書には 「お 上 
に 対し 奉り、 不忠を お詫び 申し あげます。 同志と 共に 一死 以て 天壌無窮を 祈願す。 仁愛なる 陛下、 
希く ば 臣民 一億を して 再び 国体 護持の 聖戦に 起たし め 給へ」 と あり、 別に 三千 円を 添えて、 後始末 
を 頼む と あつた。 

三、  八月 二十 五日、 明治神宮 外苑の 代々 木 練兵場で、 火 東 塾の 影 山庄平 塾長 代行 以下 十四 名が、 見事 

なる 割腹 自決。 共同 遺書には、 「清く 捧 ぐる 吾等 十四 柱の 皇魂 誓つ て 無窮に 皇 城を 守らむ」 と ある。 

* 

ナチ ス •ドイツの 滅亡に 当って、 ヒト ラー 総統は 愛人 エバ ー •ブラウンと 結婚式を 挙げ、 直後に 前 
って 自決し ました。 そして 宣伝 相 ゲッベルスは、 妻と 六 人の子 供と ともに 自決の 道を 選んで います。 

ヒ トラー の 『マ イン •カンプ (我が 闘争)』 に 影響を 与えた 地政学 者の ハウス •ホー ファは、 ニユ ルン 
ベルグ 裁判を 拒否して、 妻と ともに 自殺し ました。 

私は ナチ ス •ドイツに 殉 じた 人と して、 これ 以外の 例を 知りません。 それに 対して 大 東亜 戦争の 敗 
戦、 そして 大日 本 帝国の 終焉に 当って、 六 百 人を はるかに 超える 人々 が殉 じたので す。 これら 多数の 
人々 の 死は、 歴史の 残光と なって、 後世に 光彩を 放つ に 違いありません。 


195 


氺 

ところで 『世紀の 自決』 という 本の 中には、 先に も 書いた ように、 百 十八 名の 遺書が 載って います。 
簡単な 遺書です が、 一人一人に 悲痛な ドラマが 秘められて います。 それらを 掘り起こしたら、 いかな 
る 小説 も 及ばぬ 粛然た る 物語が 生まれ ましよう。 

ここでは、 この 本に 載って いない 三浦襄 さんの 自決 (インドネシア •バリ島) と、 インドネシア 人で 
ある アブ ドル •ヵリム 青年の 自決と、 その後を 追った 上 遠 野勇吉 曹長の 物語を 紹介して、 終戦後に 決 
行した g 決 者の 心情の 一端を 汲みと りたい と 思います。 

インドネシアの 人柱 _ 二浦襄 さん 

まず、 三 浦さん の 自決の 真相から 入り ましよう。 さて、 「辞職と 切腹は 人に 相談すべからず」 と 言 
ったのは、 西 郷南洲 でした。 ところが、 相談 するど ころ か、 自決を 予告し、 その 意義を 公言して、 そ 
の 通り 見事に 自 裁して 果てた 人が あるので す。 それ も 敗戦 後の 日本国内で はなく、 インドネシアの バ 
リ 島に 於て。 その 人 こそ 三浦襄 氏。 (三 島 •森 田 両氏の 自決に 似て いて 違う 点に 注目の こと) 

父は 日本 基督 一致 教会の 牧師で あり、 母 も バプテスト 派の 受洗 者でした。 キリスト教 的 価値観の 中 
に 育った 三 浦さん が、 最後は 古武士の ように 白 決の 道を 選んだ のです。 

三 浦さん は 明治 二十 一年 東京で 生まれ、 明治 学院 中退 後は ジャワ や セレ ベスで 貿易商 会を 設立し、 
昭和 五 年からは 日本人の 住みつ いていない バリ島に 移り、 自転車 修理 業を 営みました。 バリ島では 住 
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第 2 部 大東亚 戦争の クライマックス 


バリの 人々 から 「 パパ. バリ」 と 
慕われ 尊敬され ていた 三浦襄 氏。 
独立 予定日だった 昭和 20 年 9 月 7 
日， 「全日 本人に 代って 骨を この 
地に 埋め， インドネシア 独立の 人 
柱と なって 独立を 見届ける」 とし 
て 自決した。 


バリ. デン パ サールに ある 三 浦 氏 
の 墓。 「 vJ.MIURA/MENINGGL 
/I.  9.  2605」 と 刻まれて いる。 
MENINGGL とは イン ドネ シア 語 
で 「亡く なった」 の 意。 7.  9. 
2605 は 日本の 「皇紀 （神武 紀元） 
2605 年 9 月 7 日」 を 意味す る。 
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民たち から I ト アン (旦那) * 二 浦」 と 親しまれ 尊敬され ていました。 しかし 東亜の 風雲 急を 告げる 
と、 昭和 十六 年 六月、 三 浦さん は 一時 家族と ともに 郷里 •仙 台に 引 揚げました。 しかし 大 東亜 戦争 開 
戦と ともに バリ島 攻略 部隊の 道案内 兼 通訳と して 徴用され ました。 

その 頃の バリ島は、 オランダの 支配 下に ありました。 オランダは バリ島を 征服す るた めに、 一八 四 
八 年 以来、 前後 六 回に わたって 遠征 軍を 送りました。 最後の 戦では、 各 州の 王族は 武器が なく、 兵士 
とともに 白装束に 身を かため、 妻は 子を 殺して 自害し、 短剣と 槍で 決死 的 反撃を 行い、 遂に 玉砕し ま 
した。 その 時の 死者は 三千 四百 人に 達した といわれます。 

そのよぅな 歴史を 持つ バリ島に、 日本軍は 上陸 (昭和 17 年 2 月 19 日) しました。 ところが 島民は、 才 
ランダと 戦ぅ 日本軍 来る として 歓呼して 迎え、 無血 占領し ました。 


いっしよ に 上陸した 三 浦さん は 双手を あげて 歓迎され、 日本人と しての 使命 感に 目覚めました。 や 
がて、 得意の インドネシア 語を 使って、 大 東亜 戦争の 意義を 各地で 講演す るよぅ になり ました。 その 
時は いつも、 オランダの 侵 略史と 日本の 戦争 目的を 対比し、 「この 戦争は バリ島は もちろん、 アジア 
十億の 解放 運動で あり、 それぞれの 所を 得しめ る 戦いで ある。 インドネシアは 必ず 日本軍の 力で 独立 
させる。 日本は けっして 嘘を 言わない」 と 力説し ました。 

三 浦さん は 一方では、 宗教改革 運動を 起こしました。 各 州 ごとに 存在す る 僧侶に 対して、 日本軍 政 
と大 東亜 解放の 理想との 格差を 穴埋めす るた めに 努力し、 「バリ 敬神 連盟」 を 作りました。 さらに 慈 
善事 業に も 手を 出し、 自宅に 孤児を 集め、 多い 時には 数十 人に 達した と言われます。 その 献身的 努力 
に対して、 島民からは 次第に 「パパ •バリ (バリの 父)」 と、 最大 級の 敬意を 現わす 尊称で 呼ばれる よ 
ぅにな りました。 

氺 

やがて 昭和 十九 年 九月 七日、 小 磯 首相に よる 「小 磯 声明」 が 出され、 正式に インドネシアに 独立を 
許容す る ことにな りました。 独立の 日を 一年 後の 九月 七日に 定め、 バリで も 「建国 同志会」 が 組織 さ 
れ ました。 この 同志会の メンバ ー に、 日本人と して 唯一 人 三 浦さん が 事務総長 として 選ばれました。 

その 運動が 軌道に 乗って いた 矢先に、 日本が 敗戦した のです。 日本の 敗戦は、 三 浦さん を 一時 失意 
の ドン 底に つき 落しました。 しかし、 やがて 彼は 意を 決して 起ち あがりました。 彼が 島内 三十 九 郡を 
日に 夜を ついで 駆け巡り はじめた のは、 終戦を 十日 も 過ぎた 頃からで した。 
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彼は 行く先々 で 郡長、 村長、 その他の 有力者を 集めて、 終戦の やむな きに 至った 事情、 日本と して 
は 今や 独立を 援助で きない 立場に たち 至った が、 しかし 精神的には あくまで インドネシア 独立を 支持 
して 変わらな いこと。 インドネシアの 進むべき 道は、 祖国愛に 燃える 全 インドネシアの 団結に よる 前 
進 あるの みで ある こと。 そして、 自分は あくまで インドネシアを 愛し、 バリを 愛する 故に 甘んじて 全 
日本人に 代って 骨を この 地に 埋めて 独立を 見届ける 決心で ある ことを、 熱情を 傾けて 説き、 住民の 理 
解と 納得を 求めました。 

そして 九月 六日の 夕方には、 バリ島の 中心地で ある デン バッ サルの 映画館で、 現地人 および 華僑ら 
約 六 百 人を 前に、 声 涙と もに くだる 大 演説を 行いました。 演説の 最後に、 自分は 明 九月 七日の 未明に 
自決して 骨を バリに 埋め、 インドネシア 独立の 人柱と なって、 諸君の 独立 達成を 守る 覚悟で ある、 と 
結んで 壇を 降りました。 

これより 先、 三 浦さん の 決心を 知った 現地人 有志は、 自殺を 悪徳と する ヒンズー 教の 教えを 説い 
て、 思い止ま るよぅ 進言し、 哀願し ました。 日本人 有志 も、 極力 自重を 要請し 続けました。 しかし、 
三 浦さん の 決心を 翻意させる ことは 何ぴ とに もで きえませんでした。 

映画館での 最後の 演説を 終えた 三 浦さん は、 同夜 バリ •ホテルで 催された デン バッ サル 民政 部 主催 
の サヨ ナラ 晩餐会に も、 請われる ままに 列席し、 並い る 司政官 たちと なんの 屈托 もな しに 歓談を 交わ 
し、 自宅に 帰つ ていきました。 

自宅には、 三 浦さん を 案じて 駆けつけた 現地人 有志が 待ち構えて いました。 語らいが 夜更けまで 続 
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きました が、 いつまでも 傍から 去ろうと しない 人々 に、 氏は しまいに 色を なして おこり 出し、 言葉を 
荒げ て 立ち去れと 命じました。 仕方なく みんなは、 いとまを 乞うて 去らざる を 得ませんでした。 

みんなが いなくな ると、 彼は 書斎に 入って 大急ぎで 何 通 かの 遺書を したためました。 仙 台の 夫人 や 
特別 懇意な 友人に 宛てた ものでした。 「インドネシアに 遺す 言葉」 として、 各地で 行った 演説の 原稿 
が 残された し、 愛用の 時計、 万年筆、 印形な どに それぞれ 贈り 先が 示されました。 また 使い 残った 現 
金は、 養育して いた バリの 孤児たち に 分かち 与える ように 名前まで 書き 遺されました。 

死んだ あとの 処置を 済ませてから、 アン デイ (水浴び) をし、 すっかり 真新しい 衣類に 着替えた 上、 
中庭の 隅に しつらえさせた ア タップ (椰子 葉) の 小屋 囲いの 中に 入り、 端座して 右の コメヵ ミに 拳銃 
を あてがい、 轟然 一発、 見事な 最期を 遂げました。 「昭和 二十 年 九月 七日、 インドネシア 独立が 許容 
される 答だった 日」 の あけがた (午前 4 時す ぎ) のこと でした。 五十 七 歳でした。 

* 

三 浦さん の 自決に 立ち会った のは、 三 浦 商会の 社員であった ニョー マン •ムル ダ 氏 ( 40 歳) でし 
た。 すでに この こと あるを 予感して いた 島民の 間に、 衝撃が 電流の ように 走り、 バリ島の 隅々 にまで 
伝わりました。 その 日のう ちに 葬儀の 段取りが 進み、 「バリ 葬」 とで もい うべき 盛大な 葬儀と なり ま 
した。 

翌日の 「バリ 新聞」 は、 葬儀の 模様を 次の ような 記事に しています。 なお、 新聞の 冒頭に 書かれて 
いる 「二 六〇五 年」 というのは、 日本の 皇紀 (神武 紀元) で、 昭和 二十 年の ことです。 三 浦さん の お 
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墓には、 「二 六 〇五年 九月 七日、 三 浦が 亡くなった」 と ィンドネシア 語で 刻まれて いるし、 
島では 今 も 神武 紀元を 使った カレンダー が 販売され ています。 

* 

三浦襄 氏は 静かに 逝去され た 
霊柩 埋葬の 儀 

—— 尊敬と 愛情を 一身に 集めた 義人 
—— 各界 各戸 人士が 葬送 

二 六 〇五年 九月 七日 朝の 陽光は、 赤々 と 故 三浦襄 氏の 邸宅を 照らして いた。 邸宅の 後部、 美しく 潔 
めら れた 中型の 柩 舎には、 遺骸を 収めた 霊柩が 白 布を もって 蔽 われ、 安置され ていた。 各戸、 各階 級 
に 渉る 人士は、 思い思いの 国民 装を まとい、 故人に 対する 尊敬と 感謝を 捧げん として 引き も きらず 雑 
沓を呈 した。 バリ島 在住の 各国 民からは 花環が 供せられ た。 交互に 聞こえて くる ゴンと アンク ロン 
(注— ともに 南洋の 楽器) の 音は、 島民 全部に 洩れな き 愛敬を 注いだ この 義人の 逝去に 対し、 さらに 哀 
愁を 新たに する ものが あった。 来場の 人士のぅ ちには、 警備 司令、 民政 部長 官等 も 見受けられた。 

夕刻 三時 半、 葬儀は 日本式を もって 始められた。 上述の 儀礼には バリ島 酋長 諸氏 もまた 出席 せら 
れ 、在住の 諸 高官、 さては 各国 民 老幼 男女 等しく、 この 尊崇すべき 故人の 最後の 葬送を 送らん として 
故人の 邸宅は、 時なら ぬ 雑沓を 呈 した。 儀礼を 終って、 葬列は バトンの 墓地に 向け 進発した。 幾千 人 
の 人人は 葬列に 加わり、 または 路傍で 尊敬の 念を もって 目送した。 繁茂せ る樹 下、 故人が 生前 掘らせ 
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ておいた 墓穴は、 既に 準備が 整えられて いた。 霊柩は 大 なる 尊崇の 念を こめて 墓穴に 下ろされ、 導師 
代表は 進んで 祈祷を 捧げた。 いろいろの 香華が 撒布され、 その 香気は 焼香の 香気と ともに 漂うて 空気 
を 充満せ しめた。 その 間、 故人に 縁の 深かった 人々 は、 胸に 十分の 尊敬の 念を こめて 香華を 撒布し、 
故人の 冥福を 祈った。 日は ょうやく 沈み かかった 。シンガラジャから も 故人の 知己の 幾人 かが 葬送し 
た。 彼等は 埋葬され た 墓前に ひざ ま づき、 敬虔なる 告別の 言葉を 述べる のであった。 心は 悲しみに 閉 
ざされ、 同情の 念を 禁じ 得なかった。 終に 彼らは 帰って 行った。 

太陽は ょうやく 沈んで、 義人 三 浦の 霊 も 永遠の 休息に 入った。 バリ 新聞 同人 もこの 人の 永遠の 告別 
を 悲しみ、 且つ、 決して 忘れ ざらん ことを 表明す る。 願く ば、 故人の 霊、 神の 国に 於て 祝福 されん こ 
とを。 (二 六〇五 年 9 月 8 日付 「バリ 新聞」) 

インドネシアの 青年、 ラ デン •アブ ドル •カリムと 上 遠 野 曹長の 自決 

インドネシア 独立の 人柱と なるべく 自決した 三 浦さん を 語る と、 もう 一人 紹介し なければ ならない 
人が あります。 それは ラ デン •アブ ドル •カリムと いう インドネシアの 青年の ことです。 彼は 弱冠 二 
十 歳で 「日本軍の 指導に 対し、 全 インドネシア 青年を 代表し、 血を 捧げて お礼 申し あげる」 として 自 
決した のです。 

カリムの 家は、 父が マド ラ 島の 郡長まで した いわば 素封家でした。 彼は 日本軍の 進駐に 感激し、 志 
願して 憲兵 補に 採用され ました。 出身地の マド ラ 島は バリ島の 近く、 スラバヤの 対岸に ある 島です。 
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日本軍に 志願し， 敗戦 後は インド 
ネ シア 人を 代表して 日本へ 感謝の 
誠を 棒げ ると して 自決 （20 歳） し 
た カリム 青年の 墓。 バリ 近くの マ 
ドラ 島 パ メカ サン 市に ある。 左に 
立つ のは， カリムに 日本語を 教え 
ていた 村 越 氏。 マド ラの 戦友 会の 
人々 が 現地を 訪ねれば， 住民は い 
つで も 真心から 歓迎して くれ 「愛 
国 行進曲」 や 「愛国の 花」 を 最後 
まで 歌って 聞かせて くれる という。 


カリム 青年の 死を 悼み 「死体は 力 
リムの そばに 埋めて 下さい」 とい 
う 遺書を 残し， 昭和 20 年 8 月 28 日， 


カ リム 青年の 3 日 後に 自害した 上 
遠 野 曹長。 


九州の 松 浦 水 軍が 南方に 流れつ いて、 「松 浦」 が 「マド ラ」 になった、 と言われる くらい 島民は 情熱 
的で 勇敢な 性質です。 人口は 十万 足らず、 貧しい が 名誉 や 信義を 重んじ、 暴風雨の 中で も 平気で 船を 
出す 勇気の 持主で もあります。 それだけに、 東洋人と して あれ だけの 大戦 争を 戦う 日本への 親近感と 
憧れが 強く、 進駐した 日本軍 人と 島民との 間には 熱い 友情が 生まれました。 

ヵリム 青年は、 マド ラ 人の 典型 ともいうべき 人物で、 日本語の 上達 も 早く、 色白の 好 青年でした。 
日本の 軍人たち から 特に 可愛がられて いました。 当時、 志願して 「兵 補」 として 採用され た マド ラ 人 
は 六 人でした が、 日本軍 人とは 兄弟の ような もので、 「死な ば もろとも」 とか 「マド ラに 骨を 埋め 
る」 とかの 言葉が、 何の ためらい もな く 交わされて いました。 
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ところが 突然、 日本が 敗戦を 迎えた のです。 衝撃は 日本軍 人の みならず、 インドネシア 兵の 間に も 
走りました。 カリム 青年は 「どうしても 日本に 行きたい、 日本に 連れて 帰って くれ」 と、 当時、 兄と 
も 慕って いた 上 遠 野勇吉 憲兵 曹長 ( 28 歳) にせが みました。 

上 遠 野 曹長と しても、 かなえて やりたい のは 山々 でした が、 復員に あたって 異 民族の 青年を 日本に 
連行す る ことは 許されな いし、 敗戦 後の 日本に 連れて 帰る 自信はありません。 やっとな だめて、 父な 
き 彼に、 母と ともに 暮らせる だけの 一軒の 家を 買い 与え、 トラックと 乗用車まで 用意して、 納得 させ 
ました。 

八月 二十四日には 憲兵 補 除隊 式を 行い、 夕食には 別れの 宴を 催しました。 ところが 二十 五日 早朝、 
カリムは 突如 憲兵隊で 拳銃を コメカ ミに 射ち 込み 自決した のです。 日の丸を 身に まとい、 隊 から 支給 
された 新しい 軍服に 白い ワイシャツ、 赤靴と いう 憲兵 補の 軍装で —— 。ワイシャツには 「大日 本 帝国 
万歳、 インドネシア 独立 万歳」 と、 日本語を ペン 書きして いました。 また 別の 遺書には マレー 語で、 
次のょうに 記されて いました。 

〈私は インドネシア 独立と 日本 勝利の 為、 また マド ラ 防衛の 為、 決死の 覚悟で 日本軍と 共に 闘って 
来ました。 日本軍の お蔭で インドネシアは 自らの 力を 知る ことができました。 インドネシアは 必ず 
独立し ます。 私は 日本軍の 指導に 対し 全 インドネシア 青年を 代表し、 血を 捧げて 御礼 申し上げ ま 
す。 大日 本 帝国 万歳、 インドネシア 独立 万歳〉 

日本軍は その 日の 午後に 盛大な 葬儀を すませ 墓前には 毎日の ょうに 花を 供えて いました。 ところ 
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が、 八月 二十 八日 朝早く 橋 本豊平 軍曹 (後に 戦犯 裁判で 死刑に なった 人) が 花を 持って 参った ところ、 
カリムの 墓前で、 上 遠 野 曹長が 拳銃を コ メカ ミに 射ち 込み、 意識を 失い 倒れて いるのを 発見した ので 
す。 橋 本 軍曹は 直ちに 附近 住民の 手を 借り、 戸板に 乗せて 隊へ 帰り、 児 玉 博士の 来診を 受けた のです 
が、 弾丸は 頭部を 射ちぬ き 両眼 瞼は 閉じて 紫色と なって おり、 意識不明で 手当の 方法が ありません。 
苦しみ もな く、 すやすや 眠って いる 状態を 続け、 一言 も 発せぬ まま 午前 十一 時 頃 息を 引き取っ たので 
した。 遺書は 鉛筆の 走り書きで 「皆様、 大変 お世話になりました。 カリムが 可哀 そうな ので 一緒に 逝 
きます。 死体は カリムの そばに 埋めて 下さい」 というよ うな 簡単な のが あった だけでした。 

二人の 死に 対しては、 あらためて 島民に よる 「道民 葬」 が 行われ、 上 遠 野 曹長の 遺体は カリム 青年 
の 側に 並べて 埋葬され ました。 しかし 日本軍が 引 揚げる 時、 上 遠 野 曹長の 遺体は 焼 骨して 一部は 持ち 
帰り、 遺族に 引き渡しました。 実弟 (上 遠 野 正 一氏) は 福島県い わき 市に 健在で、 その もとには 遺書 
とともに 遺品の 時計が 保管され ています。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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八 世界が 評価す る 五つの 歴史的 意義 

戦争 目的を 達成した 国は どこか •見事なる ドラマの 完結 


勝敗を 超えた 国家の 価値 

大 東亜 戦争は、 日本 歴史 初 まって 以来の 大戦 争でした。 最後は 惨儋 たる 敗北を 喫し、 国土は 焼 野原 
になつ てし まいました。 明治 以来、 営々 として 築いて きた 栄光の 遺産は、 ほとんど 烏有に帰し、 民間 
人を 含めて 三百 万の 犠牲者を 出しました。 

この 敗北の 衝撃は 現在 も 尾を ひき、 戦争への 反省 や 批判の 書は それ こそ 汗牛充 楝の感 があります。 
極東 裁判を 下敷きに して、 我が国を 「犯罪 国家」 のょぅに 仕立て あげた ものから、 敗戦の 原因を 精緻 
に 分析 批判した ものに 至る まで、 今 も、 刊行され 続けて います。 

私は、 これらの 著書を 読む たびに 思ぅ のです、 日本人は あまりに も 反省 過剰では ないか。 戦争に 敗 
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けたので、 さも 悪い ことで もした かの ように 錯覚して いるので はない か。 そもそも 戦争に 勝つ とか 敗 
ける とかは、 国家に とって 第二義 的 意味し か 持たない のではありません か。 勝つ に 越した ことは あり 
ますまい が、 勝っ たからと いって 傲り、 アジア 諸 民族の 前で 威張る ような 態度は 恥と しなければ なり 
ません。 敗け たからと いって 卑屈に なり、 犯罪者の ごとく ペコ ペコす るの も 愚かな ことです。 勝って 
も 謙虚、 敗 けても 自国の 真 姿を 失わない 正々 堂々 たる 態度 こそ、 国家と しての 第一義 的 価値で ありま 
す。 

このような 第一義 的 価値を 踏まえて、 大 東亜 戦争の 意義を 考えて みたい と 思います。 実は ここで 種 
明かしを すれば、 第二 部 「大 東亜 戦争の クライマックス」 の 内容 そのものが、 「世界が 評価す る 歴史 
的 意義」 に 当たる のです。 そこで ここでは、 第二 部 全体の 眼目を 要約し、 箇条書きに まとめました。 
次の 通りです。 

I 、 緒戦に おける 勝利の 意義 

大 東亜 戦争は 緒戦に おいて、 雄渾 壮大な 大作 戦を 展開し ました。 真珠湾の 奇襲、 マレー 沖 海戦に よ 
る英 極東 艦隊 (プリンス •ォブ •ゥヱ ールズ と レ パルス) の 撃沈、 シン ガポー ル 陥落、 香港、 フィリピ 
ン 、インドネシア、 ビルマと 破竹の 進撃を 続けました。 戦線は さらに 広がり、 北は アリ ユ ー シャン か 
ら 南は オース トラ リア、 そして 西は マダガスカルに 至る まで、 史上 空前の スケー ルを 持った 大作 戦で 
した。 この 勝利に よって、 日本 民族の みならず、 アジア •アフリカの 人々 がいかに 驚喜した ことか。 
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しかし 日本は、 最後に 惨儋 たる 敗北を 喫した のです から、 この 勝利 も 糠喜び、 元の木阿弥に 終った 
と、 一般には 考えて いました。 ところが トイ ンビー などは、 緒戦の 勝利に 意義を 見出して いるので す。 

〈日本人が 歴史上 残した 業績の 意義は、 西洋人 以外の 人類の 面前に おいて、 アジアと アフリカを 支 
配して きた 西洋人が、 過去 二百 年の 間 考えられて いたょう な 不敗の 半神で ない ことを 明らかに 示し 
た 点に ある。 イギリス 人 も フランス 人 も アメリカ人 も、 ともかく 我々 はみ な 将棋倒しに バタ バタと 
やられて しまった。 そして 最後に アメリカ人 だけが 軍事上の 栄誉を 保ち 得た ので ある。 他の 二 国は 
不面目な 敗北を 記録した ことは、 疑うべく もない。〉 (一九 五六 年 10 月 28 日付 「ォブ ザー バ ー」 紙) 
こんなに 評価して くれる， のは、 トイ ンビ ー くらいの もの かと 思っ ていましたら、 東南アジア 諸国を 
廻れば、 その 時の 昂奮を 眼を 輝かしながら 語る 多くの 人々 に 出会いました。 アジア •アフリカ 諸国の 
教科書の 中に も 「欧米諸国が 不敗で ない ことを 知らされた 意義」 について 書いて おります。 

本書の 一三 三 頁には、 アフリカの ナイジェリアの 教科書 (高校 用 『ナイジェリアー 歴史への 入門』 一九 
七 九 年 版) の 一節を 紹介して いるので、 ここでは マレ ー シアの 『東南アジア 史 入門』 (中学校 用 •一九 六 
三年 版) の 中から 関連 部分を お 目に かけます。 

〈日本軍は 終りに 決定的に 打ち破られ たが、 彼らは、 東南アジアに おける 植民 列強の 陣地に 致命的 
な 打撃を 与えた。 彼らは、 西方の 力が、 不敗からは 遠い ものである という ことを 示した。 西洋 列強 
—— アメリカ、 イギリス、 オランダ、 フランス —— が、 アジアに おける 彼らの 領土を、 侵略と 征服 
から 必ずしも 守り 得ない ことが 明らかに なった。 つまり、 アジアの 民衆の 安全は、 したがって、 自 
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分たち の 努力に またなければ ならない。 また、 日本軍 支配 下の 状況は ひじよう に 困難では あった 
が、 それでも 生活は、 戦前に あれほど 重要だった ョーロ ッパ人 や アメリヵ人の 官僚 や 実業家な しに 
やって来られた。 (中略) ある 国々 では また、 国の 独立が 宣言され、 名目 的な 独立 政府に 実権は な 
かった とはいえ、 たいていの 人が、 再び 独立国の 市民で ある ことに 誇りを 感じた ので ある。〉 

(第二 部 「 一 、 真珠湾 攻撃」 「二、 空前の スヶ ー ル •破竹の 進撃」 参照) 

二、 戦況 不利の 中に 示した 勇戦 —— 玉砕 戦と 特攻隊に 見る 稀 有の 例 

我が国は 緒戦に おける 赫 々たる 戦果に 対して、 「絶対 無 敗の 態勢に 立った」 と 豪語して いました。 
しかし、 昭和 十七 年の ミッ ドゥ ヱー、 ガダ ルヵ ナルの 敗戦 以来、 次第に 敗け 戦に 転じました。 敗け 戦 
になっても 日本 民族は 戦意を 失う ことなく、 不屈の 戦いを 続けました。 

アッツ島を はじめ、 マ キン、 タラワ、 グァム、 サィパン、 テ ニ アン、 ペリ リユー、 アン ガゥ ル、 硫 

黄 島、 そして 中国大陸の 拉孟 •騰 越に 至る まで、 制空権 も 弾薬 も 食料 もない 中、 降伏を 拒否して 玉砕 
する まで 戦いました。 比島 作戦 以来は 特攻隊を 繰り出し、 最後は 一億 総 戦死まで も 誓いました。 

史上 例を 見ない 不屈の 闘魂と 壮絶 極まる 戦いぶ りは、 欧米人の 心胆を 寒から しめ、 アジア 各国の 人 
人を 感嘆 させました。 彼らは 「このような 精強な 軍隊は これまでに なかっ たし、 今後 も 生まれないで 
あろう」 「あたかも ギリシャ 悲劇を 見る ような 民族の 最後」 「東洋 道徳の 範」 「困苦 欠乏の 中に も 軍規 
厳正、 最後まで 戦う 勇敢 さは 尊敬の 的」 等々、 その 著書の 中で 讃嘆 しています。 
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また、 イン パール 作戦の 古戦場 その他を 訪ねれば、 その 勇戦ぶ りが 伝説の ように 語り伝えられ てい 
ます。 特に 太平洋 各地の 玉砕 島では、 英霊が 神社に 祀られ 島民に よって 守られて います。 ペリ リュー 
島を 米軍は 「天皇の 島」 と 名 づけ、 島民は 「英霊の 島」 と 呼んで います。 アンガゥル島では、 日本軍 
玉砕の 九月 十八 日に 慰霊の 祭を 行って います。 グアム、 サイパン、 テ ニ アン 等では、 現地の ガイド 
(ミクロネシア 人) が 日本人 観光客に 最後の 勇戦ぶ りを 語り、 バン ザイ 岬では 慰霊の ために 「海 ゆか ば」 
を 歌う ことを 提案し ます。 しかし、 日本人 観光客の 中には 歌う ことを 拒む 者が 多い のです。 日本人が 
拒否 すれば、 彼らは 余計に その 勇戦ぶ りを 現地の 人に 伝えようと しています。 

思えば、 二 千 五 百年 前の テル モピ レーの 玉砕 戦は 世界の 戦史に 語り伝えられ、 二 千年 前に イス ラエ 
ルで 起こった マサダの 玉砕 戦は、 ユダヤ人に とって 祖国愛の メッカと なり、 現在、 欧米人で 知らない 
人は ない くらいです。 このような 前例を 見れば、 大 東亜 戦争で 敢行され た 大規模な 玉砕 戦は、 特攻隊 
を 含めて、 数千 年の 尺度を もって II るので はありますまい か。 将来、 この 事実が、 大 東亜 戦争 最大の 

歴史的 意義を 持つ ようになる かもしれ ません。 

(第二 部 「四、 壮絶なる 戦い」 「五、 世界が 驚倒した 特攻隊の 出現と 感動」 参照) 

三、 I 億の 慟哭 •整然たる 和平 そして 国体 護持の 誓い 

さて、 かく も 勇敢であった 日本 民族です が、 ひとたび 陛下の ポツダム 宣言 受諾の 詔書が 出される 
と、 整然と 矛を 仅め 和平に 転じました。 一億の 国民は 慟哭して 「神州 不滅」 「国体 護持」 を 誓っ たの 
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です。 この 姿を 見て、 中華民国の 王世杰 外交 部長の ごときは、 「日本国民の 皇室に 対する 忠誠、 敗戦 
後に おける 威武 不屈、 秩序 整然たる 態度は、 我が国 人の 範 とする に 足る」 ( 190 頁 参照) と 感嘆して おり 
ます 

そして、 この 整然たる 敗戦の 後に、 自決して いった 人々 のこと を 我々 は 忘れて はなり ません。 敗戦 
を 認めず、 降伏を 潔し とせず、 自らの 至らな さを 詫びて、 命を 断った 人々 がいかに 多かった ことか。 
これは 「大日 本 帝国」 の 未曾有の 大戦の フィナ— レに ふさわしい 純 乎た る 魂の 発露でした。 その 数は 
六 百 人を 超えます。 

思えば 大 東亜 戦争は、 過去の 戦史に 例を 見ない 壮絶な 民族の ドラマでした。 そして、 全体に 日本 民 
族の 歴史と 個性が 顕現され、 見事な 完結を 遂げて います。 後世の 人々 は、 必ずや スヶー ルの 大きい 
「民族 •忠臣蔵」 のよぅ な 作品と して、 歴史を 書き直す に 違いありません。 

(第二 部 「六、 敗戦に 顕現され た 民族の 個性」 「七、 忘れて ならない 敗戦 時の 自決 者たち」 参照) 

四、 植民地 解放への 貢献 

①英 •泰 •韓の 識者の 評価 - 以上は、 本書の 「第二 部 •大 東亜 戦争の クライマックス」 を 要約 

して 述べた 大 東亜 戦争の 歴史的 意義でした。 その他、 歴史的 意義と してよ く 語られる ことに、 植民地 
の 解放を もたらした 事実が 挙げられます。 

イギリスの 歴史学 者 H  •  G  •ゥェルズは、 終戦後 早く も 「この 大戦は 植民地 主義に 終止符を 打ち、 
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白人と 有色 人種との 平等を もたらし、 世界 連邦の 礎石を おいた」 と 述べて おります。 また、 ククリ ッ 
ド •ブラ モー ドと いう タィ国の 元首相は、 現地の 新聞 「サィ ヤム •ラ ット 紙」 に、 「十二月 八日」 と 
題して、 もっと 端的に 感動 的な 一文を 発表して おります。 

〈日本の おかげで アジアの 諸国は すべて 独立した。 日本と いう お母さんは 難産して 母体を そこなっ 
たが、 生まれた 子供は すくす くと 育って いる。 今日、 東南アジアの 諸国 民が 米英と 対等に 話が でき 
るのは、 いったい 誰の おかげで あるの か。 それは 身を 殺して 仁を なした 日本と いう お母さんが あっ 
たためで ある。 十二月 八日は、 我々 にこの 重大な 思想を 示して くれた お母さんが、 一身を 賭して 重 
大決心 をされ た 日で ある。 我々 はこの 日を 忘れて はならない。〉 

もう 一人、 あまり 知られて いない 韓国の 朴 鉄柱 氏 (平成 2 年 1 月 逝去 . 68 歳) を 紹介したい とお もい 
ます。 氏は 戦前、 日本の 教育を 受け、 戦後は ソゥルに 「韓日 文化 研究所」 を 設立し ました。 

昭和 四十 二 年 十月、 私は 学生を 連れて 研究所を 訪ねた ことがあります。 反日 感情 渦巻く 韓国に あっ 
て、 氏は 「親日派」 というよりも、 「崇日 家」 というべき 人物でした。 氏は 日本の 学生を 前に 二 時 
間、 熱誠 溢れる 懸 河の 弁を 奮いました。 

〈ソゥルから 日本を ながめて いると、 日本が" 心， という 字に 見える。 北海道、 本州、 四国、 九州 
と、 心と いう 字に 並んで いるでは ないか。 日本は 万世一系の 御 皇室を 頂き、 歴史に 断絶がない。 そ 
れ に対して 韓国は、 断絶に つぐ 断絶の 歴史で 涙な くして 見る ことは できない。〉 

と 前置きして、 日本の 歴史 伝統の すばらし さを 総括し、 大 東亜 戦争に 移りました。 
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〈現在の 日本人の _ 信 喪失は 敗戦に 帰 因して いるが、 そもそも 大 東亜 戦争は 決して 日本から 仕掛け 
たもので はなかった。 平和的 外交交渉 によって 事態を 打開し ようと 最後まで とり 組んだ。 それまで 
の 日本は アジアの ホー プ であり、 誇り 高き 民族であった。 最後は ハル •ノ ートを つきつけられ、 そ 
れを 呑む ことは 屈辱を 意味した。" 事態 ここに 至る。 座して 死を 待つ よりは、 戦って 死すべし， と 
いうの が、 開戦 時の 心境であった。 それは 日本の 武士道の 発露であった。 日本の 武士道は、 西欧の 
植民地 勢力に 捨身の 一撃を 与えた。 それは 大 東亜 戦争 だけでなく、 日露戦争 もそう であった。 日露 
戦争と 大 東亜 戦争 —— この 二つの 捨身の 戦争が 歴史を 転換し、 アジア 諸 民族の 独立を もたらした。 
この 意義は いくら 強調しても 強調し 過ぎる ことは ない。〉 

〈大 東亜 戦争で 日本は 敗れた というが、 敗け たのは むしろ イギリスを はじめと する 植民地を 持った 
欧米諸国であった。 彼らは この 戦争に よって 植民地を すべて 失った ではない か。 戦争に 勝った か 敗 
けた かは、 戦争 目的を 達成した かどう かによ って 決まる、 というのは クラウゼ ヴィッツの 戦争 論で 
ある。 日本は 戦闘に 敗れて 戦争 目的を 達成した。 日本 こそ 勝った ので あり、 日本の 戦争 こそ、" 聖 
なる 戦争， であった。 ある 人は 敗戦に よって 日本の 国土が 破壊され たという が、 こんな ものは すぐ 
回復で きたでは ないか。 二百 数十 万の 戦死者は たしかに 帰って こない が、 しかし 彼らは 英霊と して 
靖国 神社 や 護国神社に 永遠に 生きて、 国民 尊崇の 対象と なる ので ある。〉 

②英 •蘭 •米は 目的を 達成した か - 私は 朴 氏の 日本語に よる 名 調子を 聞きながら、 意気軒昂た 

る 発想に 良を 飲む 思いが しました。 
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氏の 言うよう に、 イギリスは 戦争に 勝って、 植民地を すべて 失い、 形式的な 英連邦を 残す だけにな 
りました。 数百 年 かかって 築いた 「大英 世界 帝国」 の 遺産の 大部分を 失い、 二流 国に 転落した ので あ 
ります。 当時の 首相であった チャ ー チルは、 『第二次大戦 回顧録』 の 序文の 中で、 この 戦争を 「無用 
の 戦争」 と 歎いて います。 そして 「我々 が 打ち勝った よりも、 さらに 大きな 危険 (共産主義の 侵 出) に 
さらされる ようになっ たことは、 人類の 悲劇 これより 大 なる はない」 と、 戦略の 間違いを 認めて おり 
ます 

さらに オランダは、 三百 数十 年間 も 植民地に していた 資源の 宝庫 インドネシアを 失い、 本国 ネーデ 
ル ランド (低い 土地) に 引き こもる ことを 余儀なく されました。 

そして アメリカは、 ョーロ ッバに おいては ドイツ、 アジアに おいては 日本を 破壊して しまった ため 
に、 その 空白を 独力で 埋めねば なら なくなりました。 

彼らの 戦争 目的の ひとつで あつた ファシズム 打倒は 確かに 成就され ました。 しかし ソ連と 手を 結ん 
だた めに、 ファシズムよりも 強力な 独裁 力を 持つ コミュニズムの 大 侵略を 許しました 。ファシズムは 
政治 独裁です が、 コミュニズムは 政治 •経済. 社会に およぶ 独裁 体制で あり、 自由 陣営 諸国に 共産党 
という 橋頭堡を 築いて います。 そのため アメリカは、 自由 陣営 四十 数 力 国と 軍事同盟を 結び、 世界の 
各地に 軍隊を 駐留し、 経済援助を はかりました。 朝鮮 動乱と ベトナム戦争では 若い 青年を 戦死 させ、 
無尽蔵と 思われた アメリカ 経済に も、 そろそろ 限界が 見えつつ あります。 

(第二 部 「三、 大戦の ハイライト •大 東亜 会議」 参照) 
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③  ソ連 【最後の 植民地 帝国〕 の 崩壊 - それに 較べて、 第二次大戦で もっとも うまく 勢力の 扶植 

をはかった のは ソ連であります。 ソ連は 「資本主義 相互 間の 闘争」 (日 •独 対米. 英の 戦争) という 戦 
略に 成功し ました。 

米 •英の 力を 利用して 日 •独を 叩き、 戦後の 空白を 捕捉して 一挙に 大 侵略に 成功し ました。 東欧 か 
ら 中国大陸に かけて、 一時、 史上 まれに 見る 版図を 拡大し ました。 しかし、 スタ 丨 リンが 作り あげた 
大 版図 も、 強大な 武力と 硬直した イデ オロ ギーを 背景と したために、 やがて 中 •ソの 対立を 生み まし 
た。 平成 元年 秋から 東欧諸国が 次々 と 共産主義を 放棄し、 平成 二 年 秋 ( 10 月 3 日) には 東西 ドイッが 
統一し、 ソ連を 構成す る 各 共和国が 続々 と 独立： 王権 宣言を 行い、 平成 三年 八月、 クーデ タ— が 失敗 
に 終る と、 ソ連 共産党の 解散 宣言まで 出す 始末です。 

やがて、 「最後の 植民地 帝国」 (サハロフ 博士) ソ連は、 民族、 文化、 伝統、 宗教を 等しく する 共和 
国 同士の 適性 規模 国家に、 必ずや 分離 独立 (約 30 力 国 か？) して ゆく であり ましょう。 それが もっと 
も 自然なる 国家と しての 姿であります。 かくして 「万邦 ヲシテ 各々 ソノ 所ヲ得 シメ ル」 我が国の 世界 
政策は、 ソ連に おいても 実現を 見る のではありません か。 

(第二 部 「三、 大戦の ハイライト. 大 東亜 会議」 参照) 

④  国家の 総力を 挙げた 日本の 役割 - 思えば、 幕末の 青年 志士たち は、 薩英 戦争、 馬 関 戦争で 西 

欧 勢力に 捨身の 一撃を 加えました。 これにょ って 日本は 独立を 保ち、 大日 本 帝国と して 基礎 固めを し 
て 世界に 眼を 開いて ゆきました。 続いて 日露戦争に おいて、 北方から 来る 露国の 勢力に 決死の 戦いを 
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挑み、 日本が ロシアに 勝つ ことによって アジアの 導きの 星と なりました。 そして 三度 目は、 大 東亜 戦 
争に よって 最後の 抵抗を 試み、 これが 動機で、 独立の 波は アフリカにまで 及んだ のです。 

考えてみれば 日本は、 明治 以来 百年に わたって、 国を 挙げて 欧米 勢力に 抵抗した のです。 このよう 
な 例は 日本を おいて 他 にないので あります。 確かに 清国は 阿片戦争を 戦った けれど、 敗れた だけで、 
アジア 諸国に 影響力を 行使す る ことは できませんでした。 その他、 フィ リピン、 インドネシア、 イン 
ド、 ビルマ 等で も 抵抗運動は 起こりました。 しかし、 全国民が 結束し、 国家の 総力を 挙げて 敢然と 挑 
戦した 民族は 存在し ませんで した。 

そうかといって 我々 は、 アジア 解放を 恩 着せが ましく、 アジアの 国々 に対して 口外すべき ものでは 
断じてありません。 二百 数十 万の 英霊 も、 それは 望まれぬ ところで ありまし よう。 むしろ 力足らず、 
独立を 約束しながら 彼らの 期待に こたえる ことができず、 中途に して 挫折した ことは、 我々 日本人と 
して 申し訳ない ことであります。 そして、 アジア •アフリカの 国々 が、 日本 敗戦の 後、 自立 意志を 奮 
い 起こして、 敢然と して 独立を たたかいと ったこと に、 祝意と 尊敬の 念を 払うべき であります。 

ただ 我々 としては、 心中 深く、 「敗れは した けれど、 けっして 無駄な 戦争ではなかった」 という 誇 
りを 秘めて おきたい と 思う のです。 最後に、 ある 戦争未亡人の 和歌を 紹介して まとめと したいと 思い 
ます。 

、っつ そみ を 散らし アジアに 魂を 甦らし つ 天 さかる 君 

亡き ご主人が 現 身を 捧げ、 その 魂は 独立した アジアの 人々 の 心に 甦りつつ ある ことを 実感した 一首 
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であります。 

五、 日本軍 政の もたらし たもの —— 独立 義勇軍の 教育 訓練 

ここまで 読まれた 読者の 中には、 あまりに も 調子が よす ぎる と 反発す る 方が あるか もしれ ません。 
その 方は ぜひ 本書 第 四 部の 「三、 アジアは 反日 か 親日 か」 を 読んで ください。 また 「日本が アジアを 
解放した といっても、 事実は 逆で、 最後は 日本に 抵抗す る ことによって 独立した のでは ないか」 と 反 
論され るか もしれ ません。 その 課題に 答える のが 「第三 部、 アジアに 生きる 遺産」 であります。 

そもそも 欧米の 植民地政策に 見られない 日本軍 政の 特徴は、 現地人に 独立心を かきたて、 猛 訓練に 
よって 軍隊を 編成した ことでした。 それによ って、 これまで 「猫」 のように おとなし かった 民族が、 
「虎」 に 変身した のです。 そこには 「兵 補」 として 日本軍の 補強に 役立てた いという 目的 も あったで 
しょうが、 それだけでは 強固な 軍隊は 育ちません。 日本軍の 教官たち は、 彼らと 一身 同体に なって、 
独立 意志を 奮い起した 意義は 否定で きないの です。 

この ことは、 イギリスの ルイス •アレンの 『日本軍が 銃を おいた 日』、 アメリカの ジョイス •  C  • 
レブ ラ 女史の 『東南アジアの 解放と 日本の 遺産』、 同じく ジ ョージ •  S  •カナヘレ 氏の 『日本軍 政と 
インドネシア 独立』 等に 詳細 具体的に 述べて おります。 

先日 も、 ジャワ 派遣軍の 作戦 参謀であった 宮元静 雄 氏が、 しみじみ もらして いました。 

〈我々 の やった ことを、 日本人は 否定す る ことし か 知らない。 インドネシア 人の 中に も わかる 人は 
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少なくな ってい る。 しかし、 当時の 好敵手であった イギリスの マウントバッテン 卿が 『東南アジア 
連合軍の 終戦 処理』 (宮元 訳) の 中で、 そして また ウッド •パー ン •カ ーン 少将の 『対日 戦争 史』 第 
5 巻の 中で ( 274 頁 参照)、 日本軍 政を 評価して くれてい る。 さすが 彼らの 眼力は 鋭い。 私は そのこと 
を 知って 安心して 死ねる。〉 

と。 いずれにしても 「第三 部. アジアに 生きる 遺産」 の 中では、 次に 要約した 日本軍 政の 業績に 注目 
して ほしいの です。 

① インドネシアの ベタと 義勇軍 - 原 田熊吉 ジャワ 派遣軍 司令官 (中将 •戦後 シン ガボ I ルで 刑死) 

の 指示で、 インドネシア 軍 創設の 教育を 開始。 最初 タン ゲラン 青年 道場から はじめ、 ボゴー ルの 錬成 
隊 (PETA. 祖国 防衛 義勇軍) に 発展。 養成した 精 銳は三 万 八 千 人に 達した。 

教官の 中には、 丸 崎義男 少佐 (参謀 部 別 班) を 筆頭に、 現 スハルト 大統領を 教育した 土屋競 大尉、 
さらに 柳 川宗成 大尉、 山 崎 一大 尉 等、 教官の 数は 相当数に のぼる。 さらに スマトラ 地区では 部隊 ごと 
に 義勇軍を 育成した。 そのほか バンドンでは、 姉 歯 準 平 市長の 発起で 行政官 養成 教育が 行われた (後 
年の ナチー ル 首相 等を 輩出)。 この 大規模 教育が 独立への 原動力と なった。 

日本が 敗戦す ると、 連合軍から 独立運動を 支援したり、 武器を 渡す ことを 禁じられた。 独立戦争の 
ために 武器の ほしい インドネシア 軍と、 渡せない 日本軍との 間に トラブルが 起こった。 しかし、 巧妙 
な 方法で 武器を 渡し、 さらに、 千 名を 超える 日本軍 人は 帰国を やめて 独立戦争に 参加し、 インド ネシ 
ア 国軍と 共に 戦い、 多くの 人々 が 戦死した。 
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②  ビルマに おける 三十 人 志士の 養成 - 南 機関長の 鈴 木 敬 司 大佐 (後 少将と なる) は、 開戦 前から 

ビルマの 優秀な 青年を 日本に 招き、 三十 人 志士を 海 南 島に 集めて 猛 訓練を した。 その 中心人物は 才 
ン •サン (現在、 建国の 偉人と して オン. サン 廟に 祀られ ている) であり、 前大統領の ネ •ウイン も その 
中の 一人であった。 開戦 時 「鈴 木 雷 帝」 を 先頭に 三十 人 志士が 進撃す ると、 見る見る ビルマ 国軍は ふ 
くれ あがった。 

しかし、 日本の 敗戦が 決定的に なると、 オン •サンは 敗け る 日本と 心中す る わけに ゆかなかった。 
ビルマ 独立を 達成す るた めに、 心ならず も 日本軍を 攻撃した 。アクロバットの ょぅな 彼の 出所進退で 
あった。 英国との 交渉に 成功して ビルマは 独立で きたが、 共産党と 結んで いる ことに 反対す るウ •ソ 
—派 にょって 暗殺され た。 ゥ •ヌー 大統領は 昭和 五十六 年、 南 機関 員の 七 人 {その 中の 一人は 故 鈴木少 
将 夫人) に、 最高 栄誉 章で ある 「オン •サンの 旗」 を 授与した ( 303 頁 参照)。 

③  インド 国民軍の 編成と イン パ— ル 進撃 - 藤 原 岩 市 少佐 参謀は わずか 十数 名で F 機関を 作り、 

マレー 作戦で 投降した 英 •印 軍に、 「インド 独立」 を 働き かけた。 誠意を 尽くした 藤 原 機関長の 呼び 
かけに、 たちまち 五 万人を 超える 「インド 国民軍 (INA)」 が 編成され た。 

当時、 ドイツで 不屈の 独立運動を 続けて いた チヤン ドラ •ボ ースを 招き、 ボース を 指導者と する I 
N  A が 誕生した。 I N A は 日本軍と ともに イン パー ルめ ざして 進撃し、 それが 戦後 インド 独立に 繫が 

って ゆく ので ある。 ■ 

【名 越 二 荒 之 助】 
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第 3 部 アジアに 生きる 遺産 


I  フイ リピン —— 日本軍 政と 民族意識の 回復 

反日 •親日を 超えて 民族主義の 系譜を 説く ニック •ホアキン 氏 


大局 観に 立った ラウ レ ル 元 大使 

東南アジアの 中で、 一般に フイ リピンが もっとも 反日 感情が 強いと いわれて きました。 しかし、 
たして 簡単に そう 断定で きる でしょう か。 

昭和 六十 一年 三月に (中島 慎 三 郎氏や 玉 井顕治 氏と) フイ リピンを 旅行した 時、 ホセ •ラウ レ ル元駐 
日 大使 (戦争 中の フイ リピン 大統領 ホセ •  P  •ラウ レ ル 氏の 次男) の 法律事務所を 訪ねました。 元 大使は 日 
本の 陸軍士官学校を 卒業した 人で、 日本語 も 流暢です。 私は 早速、 フイ リピンの 反日 感情に ついて 質 
問し ました。 大らかな 人柄の 元 大使は、 悠揚 迫らざる 態度で 次のょうに 答えました。 

〈日本は 等質の 国です からね、 反日と か 親日と かで 割り切れる かも 知れません が、 フイ リピンは 島 
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果 


の 数で も 七 百から あって、 いちがいに 断定で きません よ。 フィ リピンには 反米の 人 もい るし、 親日 
派 もい る。 それに 民族 独立 派 も おります。 また 宗教 や 人種、 都市と 農村、 それに 貧富の 差 も あっ 
て、 世論調査と いっても あまり 当てに なりません。 私は 総体 的に みて、 フィ リピンの 親日 感情は 強 
いと 見て います。 新聞 論調 や マニラ 市内で 判断す るので なく、 田舎を まわって みられたら それが よ 
くわ かります よ。〉 

確かに フイ リピンでは、 田舎の すみずみまで 日本車 や 電気器具が 出 まわって います。 フィ リピン 人 
はもと もと 明るい 性質 だし、 日本人と 見れば 親しく 寄っ てきます。 大使の 言うよう に、 反日 感情な ど 
は、 感ぜられません。 しかし、 元 大使の 父は 日本軍 政 下 (第二 共和制) の 大統領だった し、 弟は 当 
時、 アキノ 政権 下の 副大統領です。 元 大使は、 我々 を 日本人と 見て" 遠慮が ちに 述べて いるので はな 
いか" そう 思っ て さらに 聞いて みました。 

〈しかし フイ リピンの 人々 には、 戦争 中の 悪い 思い出が 抜けな いんではありません か。 「ケン ペイ 
タイ」 といえば、 怖い ものの 代名詞の ように 使われて いるそう です が —— 。〉 

〈「ケン ペイ タイ」 も だんだん 風化して きました。 若い 人々 には ピンと こなくな りました。 戦争に 
ついては、 フイ リピン 人より 日本人の 方が むしろ 神経過敏で すよ。 植民地 化された ことのない 日本 
人には 理解で きない かも 知れません が、 フィ リピンは 過去 三百 余 年に わたって スペインの 植民地に 
なり、 続いて 五十 年 近く アメリヵの 植民地が 続きました。 日本の 軍政と いっても、 わずか 四 年 足ら 
ずです。 過去を 掘り起こし だしたら、 スペイン や アメリヵの 弾圧 や 虐殺、 欺瞞は もっと 巧妙で 悪質 
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ラウ レ ル 大統領の 肖像画 


マニラの マラカ ニ アン 宮殿には， 初代 
アギ ナル ド 大統領 以来の 歴代 大統領の 
肖像画が 飾られて いる。 これは ラウ レ 
ル 大統領の 等身大 肖像画で ある。 この 
絵は 現在 フイ リ ピンで 売られて いる。 
日 本 軍政 下に 大統領 となった ラウ レ ル 
は 復権を 遂げて いるので ある。 


ラウ レ ル 元 駐日大使 


「日本と フ ィリ ピンの 友好 感情は 変わ 
ら ない。 私の 父で ある ラウ レ ル 大統領 
も， 私の 尊敬す るリ カルテ 将軍 も， 今 
は 復権して いる」 と おおらかに 語った 
(氏の 経営す る 弁護士事務所 にて） 


でした〉 

スペインと アメリカの 植民地政策 

元 大使は 大人の 風格を 持った 政治家で すから、 スペイン や アメリカの 植民地政策の 具体例には 触れ 
ませんで した。 しかし 氏の 言ぅよぅ に、 彼らの 不当 •暴虐ぶ りを 挙げ だしたら、 それ こそ 際限が あり 
ます まし 

世界 I 周を 試みた マゼランが セブ島に 上陸して、 現地の 酋長 ラプラプ 王に 謀殺され たのが 一 五ー ニ 
年。 やがて スペインの フィ リップ ニ世が フィ リピン 征服を 決意し、 レガスピが セブ島を 支配した のが 
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一 五六 五 年。 一八 九 八 年の 米西戦争で スペインが アメリカに 敗退す るまでの 三百 三十 年間、 フィリピ 
ン はすっ かり スペイン 化されて ゆきました。 

だいいち 「フイ リピン」 という 国名 そのものが、 前掲の スペイン 皇帝 •フイ リップ ニ世の 名を とっ 
たもので す。 建国の 偉人 ホセ •リサー ル も、 政治家の ラウ レ ル も、 (イスラム教徒の モロ 族を 除いては) 

住民の 百パー セントが スペイン 系の 名前に 「創 氏 改名」 して おります。 現地に 乗り込んだ スペイン 人 
たちは、 次々 と 現地 妻を 作って 混血児を 産ませ、 彼らを 特権階級に 仕立てて フイ リピン 統治を やらせ 
ました。 スペイン語が 上流 階級の 言葉に なり、 民族 信仰を 排除して カトリックに 改宗 させました。 そ 
の 間、 宗教 弾圧に 抗議し、 あるいは 重税 や 強制労働に 反対して 各地で 反乱を 起こしました。 しかし そ 
れらは 散発的で あり、 全国 規模に 盛り 挙がらず、 いずれも 弾圧され てし まいました。 

スペインに 代って フイ リピンを 支配した のが アメリカでした。 アメリカは 米西戦争を 起こした 時、 
エミリオ •アギ ナル ドを はじめと する 独立運動 家たち に、 「独立」 を エサに 協力 させました。 しかし 
アメリカは 戦争に 勝つ と、 たちまち 約束を ホゴ にして しまいました。 志士たち が 独立を 求めて 対米 戦 
争を 開始す ると、 徹底して 弾圧して しまいました。 

かくして アメリカは、 フイ リピンの 植民地 化に 乗り だしました。 スペインの 影響を 排除して 英語を 
公用語に し、 アメリカへの 同化 政策を 巧妙に 進めました。 四十 数年 かかって ゆっくり 取り組んだ アメ 
リカの 植民地政策は 成功した というべき でしょう か。 そもそも 植民地 化が 成功 すれば、 それだけ 独自 
の 民族 文化 立 失せて ゆきます。 そのこと を 憂えて、 フイ リピンは アジアに 還るべき であり、 本来の 姿 
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アギ ナル ド 将軍と 黄金 造りの 日本刀 

「皇太子殿下 ご 夫妻は (注— 今上. 皇后 両陛下) 
は訪比 二日 目の 六日 (註— 昭和 37 年 11 月) 昼、 キ 
ャビテ 州 ヵ ワイトー 村で 「比 国 独立運動の 父」 
アギ ナル ド 将軍 (註— 第 1 代 フィ リピン 共和 国大 
統領、 一八 六 九〜 一九 六 四) にお 会いに なった。 

将軍は フィ リピンの 独立を はかって 明治 二十 
九 年から 六 年間、 当時の 米軍に 捕らわれ るまで 
反乱軍を 指揮、 スペイン や 米国と 戦って きた。 
そのと き、 日本に 援助を 求めた ことから、 将軍 
と 日本の 関係が 結ばれた。 ご 夫妻が たずねられ 
ると、 九十 三 歳の 老将 軍は、 足が 不自由の ため 
手 押 車に つかまつて やっと 立 上がり、 ご 夫妻と 
握手。 ほとんど 目の 見えない 将軍は、 皇太子 殿 


下の 「将軍に 会えて ぅれしい」 との おこと ばに 
「日本の 国は ありがたい 国 だ。 ご 夫妻に ぜひ お 
会いした かった。 この 機会が くるのを 待って い 
た。 わたしが 反乱を 起こした とき、 反乱軍が 弱 
く 心細かった。 そのと き 日本の 天皇から といぅ 
日本刀が 届いて、 元 気づ けられ、 独立の ため 戦 
い 続ける ことができた」 と 答えた。 

また 将軍は 「そのと きの 天皇は だれでした 
か」 と 質問、 殿下は 「それは 曽 祖父に 当る 明治 
天皇です」 とお 答えになる など、 なごやかに 約 
三十 分 歓談され、 皇太子殿下からは 将軍に 天皇 
陛下の お 写真と ご 夫妻の 写真を 贈られた。」 

(昭和 37 年 11 月 7 日付 「東京 新聞」 朝刊) 
(注) この 日本刀は 黄金 造りの 立派な もので、 
布引 丸の 先発隊と して. 現地に 先着した 平 山 
周が 決死 敵中を 突破して 将軍に 届けた。 但 
し 実際の 贈り主は 犬養毅 であった。 【鈴 木】 
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をと り 戻すべき だ、 と 主張す る 人々 も 多かった のです。 

対日 協力者は 傀儡 か 

現在、 フイ リピンでは 大 東亜 戦争に 対して 否定的な 見解 も あるよう です が、 戦争を 契機と して 民族 
意識が 強められ たことは 確かです。 そのこと を ニック •ホアキン 氏は、 その 著 『アキノ 家 三代  フ 
イリ ピン 民族主義の 系譜 (上 •下巻)』 の 中で 指摘して います。 引用したい ところは あまりに も 多い の 
です が、 一、 二 紹介して みまし よう。 

ヘラ ウレ ル や アキノの ような 人物は、 勝ち目がない と 知っても、 民族主義 者の 伝統に 基づく" いく 
つかの 目標を 達成" しようと 努力した。 これに 対し、 日本人と 戦った ものは、 必ずしも 自由の ため 
に ® ったとは 言えない。 (日本への) 抵抗は 主として 植民地の 地位に 復帰す るた めの 努力で あり、 
"解放" のた めの 戦争ではなかった。〉 

日！. 一の 軍政 下に 大統領と なった ラウ レ ル 博士 や、 ベニ グノ  •  S  •アキノ 国会 議長 等は、 日本に 勝 目 
がない と 知っていても、 民族主義の 伝統に 基づいて、 いくつかの 目標を 達成し ようと 努力した。 それ 
に対して 抗日 闘争を やった 人々 は、 独立を 求めて 戦った のでは なく、 アメリヵの 植民地 復帰を めざし 
た、 というの です。 ホアキン 氏は、 フイ リピンの 抗日 闘争の 本質を さらに 厳しく 衝い ております。 

〈彼らの (抗日) レジスタンスの 根本には 優越 意識が あった。 (フイ リピン 人に とって) アメリカの 植 
民 地で ある ことは 威信を 意味した。 だが 日本の 場合は 恥辱であった。 日本人の ような 安っぽい アジ 
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ア 人に， 解放" される なんて、 何と 恥ず べき ことで あるか。 それに 反して アメリカから 独立を" 与 
えられる， ことは 高級な 歴史で あった —— そして、 その、 っえ、 感謝の きずなが あるた め、 独立 後 も 
関係を 断絶し ないで、 継続す る ことを 希望した。 戦争 勃発 時の マニラの 一般的な 反応は 「ふん、 独 
立の 話なん て、 もう やめた！」 という ものだった。 そして 占領 中、 フイ リピン 人が 待ち こがれた の 
は" 自由" ではなく、 アメリカ人の 復帰で あり、 ピ ー ド モントた ば こで あり、 べー ブル ース •キヤ 
ン デイ ー であり、 そして 戦争が 損ねた 原状が 回復され る ことであった。〉 

日本 敗戦 後、 一般の フイ リピン 人は、 アメリカの 味方を した 者を 「独立を 守った 正義の 士」 と 見、 
日本に 協力した 者は 民族の 裏切者、 即ち 犯罪者と して モン テン ル パの 刑務所に 繫 がれました。 ホアン 
キ氏 は、 フイ リピン 人が 日本に 協力す る ことは 恥辱と 感じ、 アメリカに 協力す る ことには 優越感を 覚 
える 便乗 性を 指摘して いるので す。 

考えてみれば、 このような 便乘 性は フイ リピン だけでは ないようです。 日本で も 戦後は、 戦争に 協 
力した ことを 恥辱と 感じ、 誰もが 戦争には 反対で あったよ うな 顔を しはじめました。 

戦前から 戦中に かけて は、 ヒ トラ ー •ドイツに 草木 もな びく 状態で したが、 敗戦 後は 掌を 返す よう 
に アメリカ ー辺倒に なりました。 

また、 戦争 中は 日本に 協力した アジアの 指導者 や 独立国を、 友邦と して 讃え ていました。 しかし 終 
戦後は、 彼ら 指導者に 「日本 帝国主義の 傀儡」 という レッテルを 貼る ようになりました。 「満洲 国」 
や汪 兆銘や ラウ レ ルを 日本の 「傀儡」 というなら、 「モンゴル 人民 共和国」 や 毛 沢 東は ソ連の 傀. 晶で 
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あり、 蔣介 石は 米 •英の 傀儡で あり、 日本 進撃と ともに アメリカに 亡命した フイ リピンの ケソン 大統 
領は 、アメリカの 傀儡だった のではありません か。 

ホアキン 氏の 指摘は、 フイ リピンの 自立を 訴え、 自らの 姿を とり 戻す ことを 強調して いるので す。 
この 見方から すれば、 日本 も 日本 自身を 確立し なければ ならない のではありません か。 

このょうに、 大局 観に 立って フイ リピンの 民族主義の fc 統を 追求した ホアキン 氏は、 日本の フ イリ 
ピン 統治が もたらした 肯定 面と して 次の 点を 挙げてい ます (前掲 書、 二三 七 頁)。 

①  日本の 政策が 動機と なって、 タガ ログ 語が 公用語に なった。 

②  フイ リピン 本来の 姿を 求める 民族主義 的 傾向が、 戦後に なって 復活 強化され た。 

③  「ヤン キー •ゴ ー •ホ ー ム 、アジアに 還れ」 という メッセー ジが 、社会運動 や ゲリラ 活動と な 
って 戦後 も 広がる ょうになっ た。  【名 越 二 荒 之 助】 

日 比 同盟 論を 貫いた ピオ •デュラン 博士 


リ カルテ 将軍と ラモス 党首 

東南アジアの 中で、 フィ リピンは 日本に もっとも 近い 国です ◦この 国と 日本は 歴史的に も 古くから 
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日 比 三 偉人の 碑 


マニラと 姉妹都市の 千葉県 铫子 市に こ 
の 碑が ある （賢徳 寺）。 三 偉人とは， 独 
立の 雄リ カルテ 将軍， 独立 直後から 6 
年間 大統領だった キ リノ， そして キリ 
シ タン 大名と して マニラで 病死した 高 
山 右近 大夫長 房で ある。 


関係が ありました。 

安土桃山時代の キリシタン 大名 •高山 右近 ( 一 五 五三？〜 一六 一 五) が、 本能 寺の 変 後、 信仰を 守つ 
て マニラに 移住 二 六 一四 年) したのは 有名です。 現在、 マニラの 日本人 町 跡地には 彼の 銅像が 建つ 
ています。 さらに 現在、 千葉県の 铫子 市賢徳 寺には 「日 比 三 偉人の 碑」 が あり、 高山 右近、 キリ ノ大 
統領、 リカ ル テ 将軍の 三人の 碑が 建立され ています。 

一時、 日本では 長期に わたる 鎖国が 続き、 日 比 間の 交流は とだえて いました が、 現在、 フィ リピン 
独立の 父と 仰がれて いる ホセ •リサー ルは 明治 二十 一年 (一八 八 八 年) に 来日して います。 彼の 来日 
を 記念した 碑は 日 比 谷 公園 内に あります。 

彼が 帰国して アンドレス •ボニ ファ シオが 民族 独立を 求めて 「カ ティ ブナ ン 党」 を 創立し、 その 
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リ カルテ 将軍の 孫 

ビス ル ミノ •ロメロ 少年の こと 


ある。 

さらに 将軍は、 孫たち には 国名を 「フィリピ 
ン」 ではなく 「ビス ル ミノ」 あるいは Luviminda 
(ル ソン + ヴイ サヤ + ミン ダ ナオ) と 呼ぶ よ、 つ 指 


アル テ ミオ •リ カルテ 将軍には、 横 浜 •山 下  していた 


町に 住んで いる 時、 最愛の 孫が いた。 孫の 日本 
名を 「南彦 一郎」 とつけ、 フイ リピン 名は 「ビ 

スル ミノ  •ロメロ」 だった。 

将軍は そもそも 「フイ リピン」 という 国名が 


現在の フイ リピンで も、 国名 改正の 主張は あ 
るので ある。 

ビス ル ミノ 少年は 横 浜 市内の 山 下 小学校に 通 
つていた ので、 日本語は もちろん タガ ログ 語に 


嫌いだった ◦スペインの フイ リップ ニ世の 名を  も 長 じていた。 日本 敗戦 後に マニラの 軍事 法廷 


国名に したから である。 


で 山 下 奉 文 大将を 裁く、 いわゆる 「山 下 裁判」 


そこで 孫には、 フィ リピン 群島の 三つの 主要  が 開かれた。 その 時、 ビス ル ミノ 少年は 証人と 
な 島の シラブルを 縮め 「ビス ル ミノ」 と 命名し  して 法廷に 立った。 彼は 法廷で 山 下 •リカ ル テ 
たので ある。 「ビス」 は、 セブ •レィ テ、 サマ  両 将軍の ため、 堂々 として 明解な 証言を 行い、 
ル、 パラ ワン、 ネ グロスを 含んだ ヴイ サヤ 諸島  裁判長を 啞然 たらしめ た。 


を 意味し、 「ル」 は 最大の 島で ある ル ソン、 そ 
して 「ミノーは 二番目に 大きい ミンダナオ島で 


その後、 両親の 住む セブ島に 住み、 今 も 健在 


と 聞く。 (太 田 兼 四郎著 『鬼 哭』 より) 


【名 越】 
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日本 亡命 中の リ カルテ 将軍一 家と 在日 
フィリピン 人， 中央 X 印が 将軍， その 
左が 孫 ビス ル ミノ  •ロメロ 少年， △印 
がア ゲダ 夫人 （1935 年， 将軍 69 歳） 


リ カルテ 将軍は 滞日 26 年後に 帰国， 独 
立 運動の 象徴的 存在と して 活動した。 
1943 年 (昭和 18 年)  77 歳の 老 雇を 駈つ 
て 民衆に 獅子吼す る 将軍。 


後、 明治の 先輩たち がその 独立運動を 支援して ゆきます。 一八 九 八 年 (明治 31 年) アメリカが ス ペイ 
ン に対して 「米西戦争」 を 起こす と、 アギ ナル ド (後に 大統領) や リカ ル テ 将軍に 独立を 約束して、 
スペインと 戦わせます。 アメリカは 「米西戦争」 に 勝利しても、 フイ リピンに 独立を 与えません。 フ 
イリ ピンの 志士たち は 独立を 求めて 今度は アメリカと 戦い (米 比 戦争)、 遂に 敗れて アギ ナル ドは アメ 
リカの 軍門に くだりました が、 リカ ル テは 節を まげず 獄に くだりました。 

日露戦争で 日本が 勝利す ると、 フイ リピンで も 日本への 期待感が 盛り あがりました。 「星条旗の も 
とに 我 生きず」 と 誓った リカ ル テは、 大正 四 年 (一九 一 五 年) 脱獄して 日本に 亡命し ました。 やがて 
日本 名 「南彦 介 I  ( 後藤 新 平が 命名) を 名乗って、 横 浜の 山 下町に 住んで いました。 滞日 二十 六 年の 
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間、 インドの ビハリ .ボ ース 、犬 養毅 、頭 山満 、内 田 良 平、 宮崎滔 天 等の 支援を 受け 交友を 深め まし 
た。 一方では 海外 植民 学校で スペイン語を 教え、 フイ リピン 独立運動の 象徴的 存在に なりました。 

フイ リピンでは その後 も、 独立を 求めて 反乱 や 暴動が 散発的ながら 続いて いました。 中で も 一九 三 
一年、 ベニ グノ •ラモスに ょって 組織され た サク ダリ スタ 党と いぅ 秘密結社は 注目すべき ものが あり 
ました。 結成 二 年後には 党員 十万に 達し、 「フイ リピンの 即時 •完全 独立」 を 掲げて 総選挙 (一九 三 三 
年) に 打って出ました。 その 頃 アメリカは、 十 年後に 条件 付 独立を 許容して いたので すが、 その イン 
チキ 性を、 選挙を 通じて 糾弾した 訳です。 サク ダリ スタ 党は その 選挙で、 下院議員 五名、 州 知事 二 名 
を 獲得し ました。 

『比 律賓 独立と 東亜 問題』 に こめられた アジアと フイ リピン 回帰への 悲願 

その 頃、 サク ダリ スタ 党の 理論的 指導者に ピオ. デュラン 博士  (pio  Du— 元 フイ リピン 大学 商法 教授) 
がいました。 彼は フイ リピンに おける 親日 三 巨頭 (前掲の リ カルテ、 ラモスと ともに) の 一人で、 これ 
まで アメリカの 強権に 対して 勇ましく 戦つ てきました。 

彼には 二人の 子供が ありまし たが、 日露戦争の 陸海 軍の 勇将に あやかって、 長男は ト ー ゴー •ヘイ 
ハチ U 1、 次男は クロ キタ メモ ト •デュランと 八 叩 名した ほどでした。 一九 三 五 年 (昭和 10 年) 十二月に 
は、 『比 律賓 独立と 東亜 問題 (PHI r IF^mE  mDE  で  E 2I DENCE  and  the ^ A^EASTEIR  之  QUESTION)』 
と 題す る 本を 書きました。 彼は この 本で、 フイ リピンは 米国の 隸属を 脱して、 同じ 東洋の 日本と 提携 


234 


第 3 部 アジアに 生きる 遗産 


日 比 同盟 論を 提唱した ピオ • デュラン 
博士 （右） は， 日本の 武士道 精神に 共 
鳴し， たびたび 日本を 訪れて いた。 


すべき だと 説きました。 しかし、 米 当局に よつ てたち まち 発売禁止の 処分を 受け、 フイ リピン 大学 教 
授の 職を 解任 させられて しまいました。 彼は それでも 屈する ことなく、 国会議員の 選挙に 立候補し、 
「日本、 フイ リピン 同盟 論」 を 主張し ましたが、 米国 官憲の 圧迫を 受けて 落選し ました。 

その 間、 彼は ラモスと ともに 何回 か 来日し、 東京の 「大 亜細亜 協会」 でも 講演し ました。 田 中正 明 
氏に よれば、 「私は 何回 か 会って いる。 ラモスは 大柄 だが、 デュラン 博士は 中肉中背で、 明るく 知的 
な 風采を していた。 特に 松 井石 根 大将の 崇拝者だった」 という ことです。 

彼は 戦争 中 どのような 生き方を したの か、 生 証人を たどって 聞いて みました が、 リカ ル テ 将軍に 協 
力した こと 以外に 紹介で きる ような 事実には ぶち 当たりませんでした。 ここでは、 フイ リピンで 発売 


235 


禁止に なり、 昭和 十七 年 六月に 日本の ダイヤモンド 社から 翻訳 出版され た 前掲の 『比 律賓 独立と 東亜 
問題』 (野 本静一 訳'  二 九〇頁 ) を 紹介した いと 思います。 

この 本は 今から 読む と 驚くべき 内容です。 日露戦争から 満洲 事変に 至る 日本の 正当性と 信頼性を、 
欧 •米 •ソの 侵略ぶ りと 対比して 熱烈に 説いて おります。 そして、 三百 五十 年に わたる スペイン、 ア 
メリ カの 植民地政策に よって、 フイ リピンの 伝統 文化が いかに 破壊され ている かを 訴え、 本来の 姿を 
とり 戻す ために，' アジアに 回帰せ よ" と 主張して いるので す。 

彼の 著書は ほぼ 同じ 時期に、 同一の 原著を もとに 『中立への 笑劇 —— フイ リピンと 東亜』 (金 森三郎 
訳、 堀 真 琴 校閲、 白揚 社) が 出されて います。 この 訳書の 題名を 「中立の 笑劇」 としたのは、 「ア メリ 
力が フイ リピンに 中立を 約束して いるが、 経済は アメリカに 握られて しまい、 米軍の 駐留 も 認める よ 
ぅな 形での 独立は 笑劇に 過ぎない」 といぅ 主題に 基づいた ものです。 

それでは デュラン 博士は、 この 本で 全体 的に 何を 訴えて いるの か。 判り やすく、 四つの 項目に 分け 
て 要約し ますので、 ぜひ 読んで ください。 大 東亜 戦争 開始 前の 日本への 期待感が ひしひしと 伝わって 
きます0 

I 、 東亜 四 独立国 (日 •支 •満 •泰) への 期待 

孫 文の 「大 亜細亜 主義」 を 規範と して 西洋文明を 引継ぎ、 東洋 文化の 栄光を 再生せ よ。 

〈将来に 於け る 比律賓 共和国の 領土保全を 護る 為に 日本 •比 律賓 同盟を 締結し、 (アメリカとの 間の) 
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中立 条約の締結は これを 拒絶す ると すれば、 その 結果 必ず 東亜諸国 民間の 関係 及び 交渉の 密接 化を 
助長す る ことと なる であらう。 東亜に 於け る 四 独立国た る 日本、 支那、 満洲、 泰国 間に沉 亜細亜 連 
合が 組織され、 以て 今や 亜細亜 諸国 間の 種族、 文化、 習慣、 伝統の 縁を 強化す る 協同 及び 相互 活動 
を齋す 機能を 果たして ゐ る。 

最も 傑出せ る汎 東洋主義の 提唱者は 恐らく 故 孫 逸 仙なる べき 処 、彼は 神 戸に 於て 為した る 演説に 
於て 如何に 亜細亜 諸国 民が 白人種に より 抑圧され たかを 述べて 次の 如く いって ゐ る。 

「被 抑圧 亜細亜 諸国 民が 如何にして 歐羅 巴の 力に 杭し 得る かとい ふ 問題を 解決す る 為には、 汎亜 
細 亜 主義を 研究し なければ ならぬ。 軍国主義 的 国家は _ 国民と 同様に、 他国 国民を 抑圧す る もの 
である。 吾が 汎 亜細亜 主義は 『王道』 に 基いて 不正を 克服 せんこと を 目的と する。 諸国 家の 大衆 
を 同様に 解放 せんこと を 企図し、 軍国主義に 反対す る。 諸兄 日本人は 既に 『王道』 なる 諸兄 特有 
の 東洋 文明に 加 ふるに 西洋 軍国主義 的 文明を 採用せられ た。 諸兄は 今や 西洋 軍国主義の 番犬と な 
るか、 又は 『王道』 に 基く 東洋 的 生活 方法の 砦と なる か、 二者択一の 地位に 在り。」 

東洋を 訪れる 旅行者は、 雪に 覆 はれた 日本の 山の 斜面に せよ、 ゴビ砂漠の 焦がす やうな 砂に せ 
よ、 印度 ヒマラヤ 山の 目の 眩む る やうな 高い 所に 於ても、 又 東印度の 颶風に 暴され た 海岸 等、 あら 
ゆる 所に 於て 東洋 文化の 形跡を 見る。 しかしながら、 一度 旅行者が 比 律賓に 達する や、 東洋に 於て 
は不 似合な、 されば とて 西洋の 背景を なすに も 適当で ない 混ぜ ものの 東洋 的な ものを 見る。 この 歎 
ずべき 状態は 本質的に また 著しく、 東洋 的な ものの 上に 西洋文明を 強制的に 重ねた ことに 基く が、 
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その 非難は 住民 大衆に 対して、 為さるべき ではなく、 寧ろ 東洋 民族の 一部を 無気力に せんとして 統 
治し、 西洋 諸国と 白 己を 同列に 置かん とした 東洋 民族の 一部と 無気力に せんとして 統治し、 西洋 諸 
国と 白 己を 同列に 置かん とした 東洋主義の 背教者に 対して 為されるべき である。 

今や 比律賓 は、 幾 世紀 かの 絶えざる 闘争の 後、 喪 はれた る _ 由を 再び 獲得 せんとし 居れる を 以て 
「東洋に 還れ」 の 運動を 発足す るは、 すべての 比 律賓の 義務で ある。 幾 世紀 かの 如何と も 為し 難い 
服従の 間に 強制的に 押 付けられた、 厚く 塗られた 西洋文明の 上塗りは、 これを 引剝 いで、 現在 及び 
将来 永遠に 東洋 諸国 住民の 生命の 中に、 根本的 影響を 残す 古き 東洋 文化の 栄光を 明るみに 出さねば 
ならぬ。〉 

二、 日本を 中心とした アシア •モン ロ ー 主義 

テオ ドア •ルー ズ ベルト 大統領 (第 26 代 * 九〇 一年〜 一九 〇九 年) は、 日本 •モン ロ ー 主義 
の 範囲を、 全 アジア 大陸から 東は スエズ運河、 西は カムチャッカまで 認めて いる。 

〈国際 連盟 規約 第二 十 一条に ょれば、 

「本 規約は 仲裁裁判 条約の 如き 約定、 又は モン ロー 主義の 如き 一定の 地域に 関する 了解に して 

平和の 確保を 目的と する ものの 効力に 何等 影響な きものと す」 

と 規定され ている。 

しかしながら、 亜細亜を 亜細亜 人の 手に 保持し、 これ 以上の 西洋人の 干渉を 排除 せんとす るの 政 
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策は 東洋に 於て 旨く行 はれる であらぅ か。 多くの 著名な 人々 が この 考 へを 称讃し 有名な 仏蘭西 新聞 
ル •フィガロの 最近の 社説には 次の 見解が 表明せられ た。 

「吾々 は 東亜の 紛争に 引 入れられて はならない。 若し これに 参加しても、 その 結果は 無駄で あ 
る。 若しも 国際 聯盟が 日 支 間の 問題に 手を 着けな かつたならば、 事態は もつ と 異なつ て、 日本は 
聯盟を 脱退し なかつ たで あらぅ。 吾々 はこの 経験の 値 打を 無駄に しては ならない。」 

「亜細亜の 問題と 欧羅巴の 問題は 同じ 方法で 処理して はならない。 亜細亜の ことを 最もよ く 知 
つて ゐ るのは、 亜細亜 人なる を 以て、 亜細亜 人の 問題は 亜細亜 人間の 交渉に よつて 解決す るに 任 
せ、 これには 介入せ ざるの 方針を 採る のが、 賢明なる 方法で ある ことを 知るべき である。」 

右は 0;! 〖維 巴 諸国 民が 国際 聯盟を 通じて、 また 米国が 武器 工場 及び 金力 政治家を 通じて、 支那の 国 
内政 治に 不当に 干渉し、 武器を 売 込む ことによ つて 支那 軍閥 間の 武力 闘争を 不当に 助長し、 以て 支 
那の 平和的 住民の 生命を 危険に 陥れる のみならず、 東洋の 平和を も 脅かす に 至る を 防止す る 必要よ 
り、 最近 日本 政府が 表明した る 「支那から 手を 引け」 とい ふ 政策の 根本的 理由を 表明した ものに 過 
ぎない。 

故 テオ ドア •ルー ズヴヱ ルト 大統領は 東亜に モン ロ— 主義を 設ける ことに 賛意を 表した。 金子 堅 
太郎 子爵は、 コンテ ムポ ラリ ー •ジャパンに 於て 公に せられた 「日本 モン n 1 主義と 満洲」 なる 題 
目の 論文に 於て、 一九 〇五年 日露戦争 後に ポーッ マス 平和会議が 開かれた 際、 如何に テオ ドア. ル 
—ズヴ ヱ ルト 氏が 日本 モン ロー 主義の 宣言を 提唱した かにつ いて 述べて ゐ るが、 その 論文の 適当な 
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る 部分は 次の 通りで ある。 

「日本は 西洋文明の 原理 及び 方法を 理解せ る 亜細亜に 於け る 唯一の 国家で ある。 しかし 日本は 
西洋文明を 同化し 得る も、 なほ 自己 伝来の ものを 破らない ことを 示した。 すべての 亜細亜 国民は 
現代に 適合す る やう、 自己を 調整す る 必要に 迫られて ゐ る。 米国が その 昔 米 火 陸の 指導者た る 地 
位を とり、 また モン ロ— 主義に よつ て 羅典 亜米利加 諸国が、 その 独立を 完成す る 間、 欧羅巴 諸国 
からの 干渉を 妨げた と 同じ やうに、 日本は 亜細亜 諸国の 現代への 適合 過程に 於て、 自然の 指導者 
たるべく、 その 過渡期に 於け る 保護者た るべ し。」 

「若し、 モン ロー 大統領が その 名を 冠す る 主義を 宣言し なかつ たなら ば、 南米 独立 諸 共和国の 
成長は 同大 陸 以外の 諸 強国に よつて 妨げられた であらう。 日本の 亜細亜 諸国に 対する 政策は、 将 
来 米 大陸 近隣諸国に 於け る 米国 政策と 類似の ものた るべ し。 亜細亜に 於け る 日本 モン ロー 主 # 
は、 欧羅巴の 侵略に 対する 誘惑を 取 去るべく、 日本は 亜細亜 諸国の 指導者と して 認められ、 その 
威力は その 背後に 於て 国家的 組織を 再組織し 得る 循 となる であらう。」 

「この 『日本 モン ロ ー 主義』 は 何処までを 含む ものな り やを 訊ねた 時、 その 範囲は 印度、 安 南、 
比律賓 、香港 その他の 欧米 植民地を 除く 全 亜細亜 大陸、 即ち 東は スエズ運河より ヵムチャッヵの 
西までを 含むべき であると 答へ た。 同時に 日本は、 支那に 於け る 米国の 『門戸 開放と 機会均等』 
主義を 守る であらう。」 

「若し 日本が ポーッ マス 条約 締結 後、 右の やうな 亜細亜 モン ロー 主義を 宣言す るなら ば、 私は 
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私の 大統領 任期中に 於ても、 又 その 終了後に 於ても 全力を 以て 日本を 援助す るで あらう。」 と壳 

けて 語った。〉 

三、 日本の 正当性と それへの 期待 

日本が 対等の 海軍 比率を 要求す るの も、 そして 満洲 事変 も、 国際 聯盟 脱退 も、 東洋の 平和 
を 維持 せんとす る 責任感から 出た ものである。 満洲 国 建設 も 欧米諸国の ような 領土 獲得で 
はなく、 独立を 認めた ものである。 

〈故 ル— ズ ヴェル ト 大統領の 提案は、 東洋に 於け る 平和維持を 保証し、 同地 弱小国が 外国より 干渉 
される のを 保護 するとしても、 何 国の 指導の 下に この 提案は 実現され るで あらう か。 それは 日本 
だ、 とい ふの が 唯一の 本 問題に 対する 解答で ある。 日本人 以外は 未だ 何れの 国民 も 示した ことのな 
い 愛国 的 熱情に 支持され た、 日本の 今日の 陸海 軍の 剛勇は、 東洋人を その 膝下に 震へ しめて ゐ る。 

日本は 東洋に 対する 亜細亜 モン 〇 1 主義の 如き 実行可能の 方法に より、 亜細亜 諸国 民を 日本の 指 
導 下に 統合 せんとす る 希望を 有して ゐる 証拠を 一再ならず 示した。 日本が 国際 聯盟から 脱退した の 
は、 東洋の 二重 要 国 間の 関係に 西洋 諸国が 干渉 せんとす る 企図への 烈しい 反抗に 基く ものである。 
日本が 対等の 海軍 比率を 要求す るのは、 東亜 水域に 侵入の 懼 ある 敵国を 却げ るに 足る 強力なる 海軍 
力を 保有 せんとの 希望に 基く。 又 その 同盟国 満洲が、 北満 鉄道を 獲ん とした 際に 示した 関心の 程 
は、 露西亜、 満洲、 日本間の 目に 見えざる 軋櫟の 原因の I つを 除去し ようとす る 正し ハ 主張を 現す 
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ものである。 日本は 独立 比 律賓の 領土 及び 行政 上の 保全を 保証 せんと 欲し、 その 用意を 有して ゐる 
が、 これは 東洋を 西洋の 支配から 次第に 開放 せんとす るすべ ての 東洋 諸国 民の 希望と 一致す る もの 
である。 日本は、 東洋 諸国 民に 最も 望ましい と 思考す る 方法に よつ て、 東洋の 平和を 維持 せんと 欲 
する ものであるが、 その為に 已むを 得なければ 英国 及び 米国と 一戦を 交 ふること も敢て 辞せざる も 
のな り、 との 意を 在 『あ Iffi 日本 帝国 大使 斎 藤 博 氏が 述べた ことは、 日本 帝国の 東洋に 於け る 平和 維 
持の 責任者た らんと する の 決心を 示す 明確なる 証拠で ある。 (中略) 

満洲 国の 場合は、 日本 帝国は この 上 新しき 領土を 無闇に 欲しがる ものでは ない ことを 証明す る最 
近の 例で ある。 一九 三 一年 九月 十八 日の 事変の 結果、 満洲を 併合す る ことは 日本に とり 容易に 為し 
得る ことで あり、 また 欧州に 於け る 混乱した 事態を 考 ふれば、 世界の 何れの 国と 雖も 日本の 満洲 併 
合を 妨げる ことは 出来な かつた であらぅ。 それ にも拘らず、 日本は 西洋 諸国の 先例に 做 ふこと をせ 
ず、 満洲の 一 吋を すら 併合す る ことを 欲せず して、 三千 万満 人の 独立に 対する 希望を 認めて やつ 
た。 西洋 諸国は、 この 一九 三 一年 九月 十八 日の 事件が 生じた 原因よりも 遙 かに 小なる 原因を 以て、 
極東 領土を 獲得した の だ。 二人の 宣教師の 虐殺に よつて 独逸は 膠 州を 奪 ひ、 ジャンク 船の 沈没に よ 
つて 米国は 比 律賓を 得、 支那 人が 英国 阿片の 購入を 拒んだ 廉で 、英国は 香港を 得た。 また 何等の 理 
由無き にも拘らず、 露西亜は 支那を して 遼東 半島の 租借権を 与へ しめた。 この 他に 文明国の 歴史に 
於て 西洋人が 過去に 於け る 領土 獲得の 主人で あり、 その 犠牲者は 東亜の 国家 及び 国民で あつた こと 
を 示す ためには、 他の 無数の 例を 引用す る ことが 出来る。 今や 日本は 多くの 点に 於て 白人に 勝つ て 
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いる ことを 示した ので、 白人は 東洋に 於け る 真の 脅威は 日本で あると、 他の 東洋 諸国を して 信ぜし 
めんと する であらう。 東亜を 分裂せ しめる ことによ つて、 日本の 力を 弱くする ために 日本の 経済力 
及び 軍事力に 対する 白人の 恐怖を 東洋人に 注入 せんとす るで あらう。 東洋を {その 意志に 反して) 分 
裂せ しめんが ためにな された る 陰険な 宣伝に よつ て 欺かれる やうな ことが 有つ ては ならない 0 ▽ 

四、 フイ リピンは 東洋と 自国の 伝統に 回帰せ よ 

三百 五十 年に わたつて スペイン •アメリヵの 支配 下に おかれた フイ リピンは、 本来の 姿を 
失つた。 アジア 諸国との 共存に よつて 民族の 誇りは とり 戻せる。 

〈なほ 他に 比律賓 が この 地に 於け る モン ロー 主義に 賛意を 表すべき 他の 隠れた 理由が 存在す る。 
それは、 地理 的、 文化的に 見ても 東亜の 諸国 民が 一体と なつた がいいの である。 比律賓 に 於け る 文 
明は、 日本に 於け る 文明と 同様に 孔子 や 老子の やうな 聖人の 教及び 仏教の 原理に 基いて ゐ た。 西 班 
牙 人 来 島 以前に 於て は、 比 律賓は 仏教徒 並に 支那 人の 連合 勢力に よつて、 建設され たる 大帝 国の 一 
部を 構成して いた。 ジャパの ヵドー 地方に 於け る ポロ •ブ ヅール 及び アンコー ル. バットに 於て 十 
二世 紀 初葉 スル ヤバ ルマン ニ世に よつ て 建てられた、 素晴 しき 霊廟は、 今日に 於ても 幾 百万の 馬 来 
人が、 西洋 諸国に 対する 闘争の 最も 暗黒な 時代に 於ても、 自らを 励ます ために 仰ぎ見る 希望の 信号 
火と して 立つ てゐ る。 その 均斉の とれた 美、 素晴らしい 壮大 さは、 西洋の 最も 活発に して 肥沃な 芸 
術 的 想像に よ つても まだ その 概念に 於て、 又 実際に 於て 匹敵す る ものが なかつ た。 人間 文明の ft も 
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動揺した る 三千 年に 亙つ て、 壮大 さと 素晴 しさと が 維持され たことは、 馬 来 人の 事業と 文化の 継続 
的 性質を 現す ものである。 かかる 背景を 考 へれば、 比律賓 文明の 基礎が 三百 五十 年間の 西洋 支配の 
影響に ょつ て、 完全に 蝕まれた とは 思 はれない。 

地理 的には 比律賓 は、 周囲の 数々 の 異なつ た 東洋 勢力を 巻込むべき 渦を 為して ゐ る。 支那 及び 印 
度の 世界 総人口の 約半分を 容れる 亜細亜 本土を 別と すれば、 比 律賓は 北は 北海道から 濠 州の 北岸 ス 
マトラまで 拡がる 亜細亜 大陸の 海岸を 囲む 一連の 島嶼の 一部を 為して ゐ る。 比律賓 人が 好む と、 好 
まざる とに 拘ら ず、 その 国の 生命は、 東亜の 諸国と 固く 結びつく ことを 自然は 命じた。 (中略) 

比律賓 人ょ。 今や 国家の 独立 的 生活の 発展に 於て 重要な 役割を 果 すべき ものは、 一万 哩 以上 も 距 
つた 地球の 他の 側から 来る 亜米利加 及び 欧羅巴の 勢力では なく、 また 比島 将来の 国策 形成 上 究極に 
於て 決定的 要素た るべき ものは、 東洋の 近隣諸国の 行動で あり、 それとの 接触で ある ことを 確信す 
べきの 時で ある。 

他の 東洋 諸国と 比律賓 とが、 地理 的に 接近して ゐる ことは 如何に 懐疑 的な 人を も、 その 国民生活 
は 如何と もし 難い 程、 東洋 諸国と 結びついて 居り、 太平洋に 於け る 諸 紛争に 於て は、 東洋 諸国と 共 
に 浮き沈み する ものである ことを、 確信せ しめる に 至る であらぅ。 東洋 モン U 1 主義を 創る ため 
に、 東洋 諸国と 互 ひに 手を 握るべき 時機は 既に 熟して ゐ る。 この 協力の 必要なる は、 文化的 地理 的 
に 考慮 すれば 明瞭な ことでは あるが、 右は 我が国 家の 安全 上 絶対に 必要と する もので あり、 また 種 
族的拎 りが これを 要求す るので ある。 しかるに、 若し さぅ せず して 他の 方法を 以てする とせば、 我 
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が 海岸は 東洋の 同胞からの 攻撃に 晒される に 至る のみならず、 更に 東洋に 於け る 有色 人種の 高き 目 
的に 叛 くもの なりとの 非難を 正当化す る ことと なる であらう 0 〉 

デュラン 博士の その後 

マ ヵ ピリの 顧問 格であった デュラン 博士は、 戦後、 対日 協力者と して モン テン ル パ 刑務所に 入れら 
れ ました。 その後、 釈放され てから 下院議員に 当選、 日本 商社との 共同 事業で たびたび 来日して いま 
す 0 

戦前、 フィ リピンに 三十 数年 在住し、 戦後 も 親交の あった 金ヶ 江!^ 太郎 氏が 『歩いて 来た 道 I ヒ 
リッピ ン 物語』 の 中で、 デュラン 博士の その後に ついて 触れて いますので、 紹介し ます。 

〈デュラン 氏が、 どうして 大の 日本び いきに なり、 日 比 同盟 論まで 提唱す るよう になった か、 その 
詳しい 動機 や 経緯は 聞き およんで いないが、 アメリヵの 統治 下に あった 当時の ヒリ ッ ピンで、 堂々 
と 日 比 同盟 論を 主張す る 氏の 勇気と 信念には、 わたし も 感服した ものだった。 

デュラン 氏が 学者と しての 立場から、 あらゆる 関係の 文書を 渉撖 し、 研究を 重ねて ゆく うちに 
日本の 歴史と 国体を 知り、 そして 日本 民族に 心を 惹 かれ、 ことに 氏の 魂を 強く うった ものが、 日本 
古来の 武士道の 精神であった らしい。 

ヒリ ッ ピンの ように 言葉 も 習慣 も、 そして 文化 も 宗教 も 異なる 群小の 多 民族が 雑居して いる 国 
で、 国家と しての 歴史 もまた、 民族と しての 伝統 もな く、 まして 植民 他と して 永く 外国の 圧制 下 こ 


245 


I 親日 三 巨頭 〔リカ ル テ、 

デュラン、 ラモス〕 の 運命 

日本は 開戦と ともに フィ リピンに 進撃し、 軍 
政を 敷いた。 日本と しては、 現地人の 中から 指 
導 部を 選択し なければ ならない。 

当然 考えられ るのは、 ここに 紹介した リカ ル 
テ、 デュラン、 ラモスの 親日 三 巨頭 だが、 あま 
りに も 親日 色が 強す ぎて 親米 的 雰囲気の 濃い フ 
ィリ ピンでは 無理が ある。 

それに加えて、 三人には 人物 的に も 一長一短 
が ある。 「リカ ル テは 頭な きも 勇気 あり、 デュ 
ランは 頭 ある も 勇気な し、 ラモスに 至つ ては 両 
者 ともなく、 之れ 三者の コン ビネー シヨ ン宜敷 
をえ たる 所以な り」 (村 田 省 蔵駐比 大使の 日記より) 
というよ うに、 日本の 指導部は 歯牙に も かけて 
いなかつた。 


そのため、 昭和 十八 年 十月 十四日、 フィリピ 
ンの 独立に 当たって は、 ホセ • P . ラゥ レ ル 博 
土が 大統領、 ベニ グノ • S •アキノが 立法 院議 
長、 ホルへ •  B  •ヴァル ガスが 駐日大使に 就任 
する 結果と なった。 

しかし、 ラゥ レ ル 政権は 裏で アメリカ とも 繋 
がって いるら しく、 軍政の 成果は 挙がらず、 抗 
日 ゲリラに 悩まされた。 その 間、 ラモス 等は 日 
本 軍の 「傭 員」 となって、 高い 戦闘 能力 も 発揮 
した。 

しかし、 彼らの 悲願が やっと 認められた のは 
敗戦が 濃く なった 昭和 十九 年 十二月の ことで あ 
った。 山 下 奉 文 軍司令官は 遂に 「傭 員」 を 「マ 
カ ピリ」 (フィ リピン 愛国 同志会) として 正式 編 
成し、 その 代表者に リ カルテ 将軍、 ラモス、 デ 
ュ ラン 博士の 三人を 据えた。 

ところが、 敗戦は いかんと もし 難く、 ラモス 
は 山 下 兵団に 従って バギオを 撤退し、 後退の 途 
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リ カルテ 将軍 記念碑 


フ ィリ ビン 協会に より， 1972 年 (昭 
和 47 年） 7 月 10 日， 横 浜 市 山 下 公 
園に 建立され た。 碑文は 協会 会長 
の 岸 信 介 元首相。 「アル テ ミオ •リ 
カルテは 1866年10月20日 フィリピ 
ン 共和国 北 イコ ロス 州 バタ ック町 
に 生る。 1896 年 祖国 独立の ため 挙 
兵， 19 巧 年 『平和の 鐘の 鳴る まで 
祖国の 土を ふまず』 と 日本に 亡命， 
横 浜 市 山 下町 M9 に 寓居す。 1943 年 
生涯の 夢であった 祖国の 独立を 見 
しも， 80 歳の 高齢と 病気の ため 
1 945 年 7 月 31 日 北部 ル ソン 山中に 
於て 波瀾の 一生を 終る。 リ カルテ 
は 真の 愛国者で あり， フィリピン 
の 国家 英雄であった。 茲に 記念碑 
を 建て， この 地を 訪れる 比 国人に 
リ カルテ 亡命の 地を 示し， 併せて 
日 比 親善の 一助と す。 昭和 46 年 10 
月 20 日」 


中 昭和 二十 年 五月七日 以後、 ヌ エバ •ビス カ  多 摩 霊園の 太 田家の 墓の 中に 葬られ、 横 浜の 山 
ヤ州 内で 死亡した ものと みられて いる。 今 も 日  下 公園には、 ラウ レ ル 駐日 大陵 によって 「リカ 


本人が 遺骨 収集に 行った 時、 マ ヵ ピリの 一員と 
して ラモスと ともに 戦った 人々 に 出会ぅ ことが 
あるそう である。 

また リカ ル テ 将軍は、 昭和 二十 年 七月 三十 一 
日、 副官の 太 田 兼 四郎に 見守られて、 マ ウン テ 
ン 州の 山中で 衰弱 死 ( 78 歳) した。 彼の 遺骨は 


ル テ 将軍 記念碑」 が 建立され ている。 

最後の 最後まで、 日本を 裏切らず、 悲劇的 最 
期を 遂げた リカ ル テと ラモスに ついては、 田 中 
正 明 著 『アジア 独立への 道』 に 詳しい ので、 こ 
こでは ピオ •デュラン 博士を 中心に 語った ので 
ある。  【名 越】 
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苦しんで きた 国柄であって みれば、 連綿たる 歴史と 伝統と 文化を 持った 国家と 国民に 対して、 深い 
憧憬を 抱き、 ことに 明治維新 後、 近代国家 として 発展して きた 隣邦 •日本に、 心から 尊敬の 念を 寄 
せて いたと しても、 不思議な ことでは あるまい。 しかも 主君に 仕えた 武士たち の、 烈 々たる 自己 犠 
牲の 忠誠 心と、 義を 第一と する 五常の 道は、 おそらく デュラン 氏には 驚異であった に違いない。 

ともあれ デュラン 氏の 日 比 同盟は、 ヒリ ッ ピン 人 のなかに も 多くの 共感を 呼び、 ょうやく ナ ショ 
ナ リズムに 目覚めて きた 人たち には、 人気が あったので ある。 戦時中 渡航して 来た 日本の 軍人 や 右 
翼 関係の 人の 共鳴と 支持を 得て、 それらの 人たち と 交わり、 ことに アジア 協会 マニラ 支部 長 望月 音 
五郎 氏な どは 氏を 担ぎ あげて、 利用して いたょう であった。 

終戦後は、 対日 協力者と して モン テン ル パ 刑務所に 監禁され ていたが、 この 人に ついて 今 も 忘れ 
られ ない、 一つの 思い出が ある。 

それは、 モン テン ル パから 釈放され た 氏が、 郷里から 出馬して 下院議員 となり、 戦後 間もなく 二 
番目の 新 夫人を 同伴、 来日した ことがある。 その 時は、 まだ ヒリ ッ ピン 大使館がなくて、 ヒ リッピ 
ン 代表部の 代表だった メレン ショ 氏の 公邸で 会った ことがある。 デュラン 氏は わたしの 顔を 見るな 
り、 驚いた 声で こう 叫んだ もの だ。 

「ミス タ— 金ケ 江、 武士道の 国 ニ ッボンは、 いったい どこへ 消えて しまったの かね !? :」 

君主国 日本に 憧れて いた ジュラン 氏の 脳裡に あった、 忠君愛国の ィメ ー ジは 、敗戦の 虚脱の なか 
で 混迷して いる 日本の 姿に 接して、 はかなく も、 音を たてて 崩れ去った ものら しかった。 その 驚き 
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と 失望のう ちに 語る デュラン 氏の 述懐は、 次の ような ものであった。 

同氏は、 かねてから 新 夫人に 向かって、 日本 ほど 素晴らしい 国は ない、 と 口を きわめて 礼讃し、 
わがこと のように 自慢して いたと いう。 

「日本の 善良な 国民は、 天皇陛下を うやまう こと 神の ごとく、 たとえば 乗って いる 電車が、 天皇 
の おいでになる 皇居の 前を 通る 時は、 乗客は みんな 起立して、 皇居に 向かって 最敬礼す るし、 また 
日曜日には、 ヒリ ッ ピン 人が 教会へ お詣 りする ように、 市民たち は 朝早くから 皇居 前の 二重橋と い 
う 所へ 行き、 そこに 跪ず いて 両陛下を 遙 拝し、 老い も 若き も 忠誠を 誓う の だよ。 こんな 国民は 世界 
広し といえ ども、 この 日本より ほかには な いんだ。 なんと 素晴らしい 国民 じ ゃない か」 

ちょうど その 日が 日曜日だった ので、 デュラン 氏は 夫人を 呼んで、 

「お前は、 三 宅 坂の 教会に 行って、 ミサの お詣 りを してく るが いい。 わたしは、 これから 二重橋 
へ 行って、 両陛下を 遙 拝して くるから」 

そう 言って 一緒に 宿舎を 出た デュラン 氏が、 二重橋まで 来て みると、 跪いて 遙 拝して いる 敬虔な 
日本人の 姿は 一人 もな く、 その あたりを 若い 男女が 手を つないで、 楽しそう に 散歩して いる 意外な 
光景が 眼に 映り、 まるで、 マニラの ルネ タ 公園に でも 立って いるよう な 思いが した デュラン 氏は、 
思わず 眉を ひそめて、 

「ここが 日本の 二重橋 か …… 」 

と、 S わず 口走っ たという ので ある。 
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日本人で ある わたしで さえ も、 終戦を 転機に、 百八十度 転換した 母国の 激しい 変貌には すっかり 
戸惑って しまった くらいだ から、 忠君愛国の 心酔 者だった デュラン 氏が、 愕 きそして 失望した の 
も、 無理から ぬ ことだった ろう。 

デュラン 氏は、 名状し がたい 気持で 宿舎に 戻り、 この ことを 夫人に 話した くだりを 語りながら、 
「ミス タ 1 金ヶ江 、妻に 対して、 こんなに 面目を 失墜した ことなかった よ。 僕の 話を 聞きながら 
笑っ ている 妻の 顔を、 面目ない というの か、 気 まりが 悪い というの か、 まともには 見られな かった 
よ」 

と、 こぼした ことがあ った。 

それでも デュラン 氏の 日本び いきは 変わる ことなく、 その後 もたび たび 来日して、 日本 商社と な 
にか 共同 事業を 計画して いるよう だった。 (中略) 新しい 製品の 開発に 努力して いたが、 糖尿病が 
持病だった デュラン 氏は、 数年 前に、 事業の 成功を 見ず して 他界した ので ある。 ヒリ ッ ピンでは 戦 
前、 戦後を 通じて 異色の 人物だった。 

わたしの 長男 清彦が 関西 学院を 卒業の 時、 卒論に とりあげ たのが、 この ピョ •デュラン 氏の 日 比 
同盟 論であった こと も、 わたしに とっては 氏との ゆかりの 一つで ある。 

日本へ も 来日した ことの ある フ ァニタ 夫人は、 デュラン 氏の 亡き あと、 アル バィ 州の 選挙区の 人 
たちに 推されて、 下院議員に 連続 当選して いるそう だが、 これを 見ても、 デュラン 氏が いかに 人び 
とに 人望が あったか、 想像され るので ある。 人間の 真の 価値と いう ものは、 その 人の 死後に 決まる 
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もの だ、 とよく 言われる が、 この デュラン 氏な どは、 生前より むしろ 死後に おいて、 その 価値が 再 
認識され た 一人では あるまい か …… 。〉  【名 越 二 荒 之 助】 

望月 重 信 中尉と 国 柱 会 

捕虜 教育と フイ リピン 国士の 養成 

日本軍 政の 特徴は、 現地の 青年を 選抜し、 徹底して 教育した ところに あります。 中で も、 宣伝 班に 
所属して いた 望月 重 信 中尉 {東大 文学部 •支那 哲学 科 昭和 9 年卒 、火 学院 修了) は、 捕虜に なつた フ イリ 
ピン 兵の 教育から はじめて います。 

捕虜の 集合 教育では、 アギ ナル ド 元 大統領 や リヵ ル テ 将軍を 講師と して 招き、 大 東亜 戦争の 意義を 
説きました。 捕虜 教育が 終る と、 優秀な 比島の 青年を 集めて 「フイ リピンを 支える 国士」 の 養成を は 
じめ ました。 応募者 二 千 名の 中から 六十 三 名を 選び、 「タ ガイ タイ 教育 隊」 を 発足 させた のでした。 
全寮制を とり、 教官と 起居を ともに し、 東洋 的 生活 態度を 叩き込み、 日の丸 掲揚、 君が代 斉唱、 皇居 
遙 拝まで 指導した といい ます。 

教育の 二 本 柱は、 皇道 思想の 徹底と 東洋 精神への 復帰でした。 教材は 望月 中尉 自身が 作り、 和英 両 
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文の 教科書 (『国 柱 〈pillars  of  the  Nation〉』 『日本 精神 〈The  Nippon  spirit〉』) を 用意し、 東洋 精神に 基づ 
く フイ リピンの 独立 意識を 振起し ました。 

タ ガイ タイ 教育 隊で 訓練を 受けた 卜 1 マス •  F  . ゴメス 氏 (現 イエロ ーボル 貨物 会社 社長) は、 当時 
の 望月 中尉を 次のょぅに 語って います。 

〈私は 彼の 笑った 顔を 見た ことがなかった。 彼は いつもき びきび した 軍隊式 足 どり で 教室に 入って 
きた。 講義は 明確で 要点を ついていた。 彼が 八紘一宇に ついて 語る 時は、 狂信的と も 思える ほど 情 
熱 的で、 生気を 带び ていた。 厳格な 鍛練 主義者で、 時間は いつも 正確だった。〉 

現在、 船舶 委員会 会長を している アブラハム •  C  •ヵンポ 氏の 望月 中尉に 対する 印象 —— 。 

〈私が 今まで 学んだ 先生の 中で、 望月 中尉 殿は 最も 優れた 方の 一人で ある。 私の 人生は 先生の 精神 
的な 教えに 支えられ ている。 先生の 教えた〃 決断 Determination" は、 生涯の 危機に 当たって 何度 
か 私を 救って くれた。〉 

この 望月 中尉は、 不幸に も 昭和 十九 年 五月 二十 二日、 教育 隊の 近くで ゲリラの 手に かかって 戦死し 
ました。 しかし、 彼の 植えた 種は 芽を ふいた のです。 

彼が 戦死した 六 力 月 後の 十一月 末、 比島 人 だけの 手に ょって 「国 柱 会」 が 発足し ました。 発起人 代 
表は 親日 三 巨頭の 一人 ピオ •デュラン 博士で したが、 実際の 推進 役は タ ガイ タイ 教育 隊の 出身者たち 
でした。 会場の メトロポリタン 劇場には フイ リピン 青年 約 千 名が 集まり、 民族主義 感情で 場内は 興奮 
のる つぼと 化した そぅです ◦その 時の 決議は、 「東洋 精神を E ら せて くれた 日本に 協力し、 自主 自立 
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PHiliPPIKES  CULTURAL  WSTflUn 


望月 中尉 自身が 「タ ガイ タイ 教育 隊」 の 
教材と して 和英 両 文の 教科書を 作り， 
主任 教官と して， フィリピン 青年の 独 
立 意識 を 振起した （写真は 英文 表紙） 


の 精神を 比島 青年の 間に 広く 呼び起こす」 という ものでした 
その 頃の 日本軍は 戦 勢 利 あらず、 レィ テで 敗れ、 「神風 特別 攻撃隊」 が 発進して いた 頃です。 誰の 
目に も 日本の 敗色は 濃く 映り、 比島 国内には 抗日 ゲリラが 全島 的に 出没して いました。 その 時、 日本 
を 支持す る このような 大 集会が、 自発的に 持たれた のでした。 

日本軍の 堕落ぶ りを 叱る 

熱誠 こもる 望月 中尉の 教育は、 生徒を このように 心服 させました。 彼は 真剣であった だけに、 当時 
の 日本軍の EIr 落ぶ りを 黙過で きませんでした。 彼は 陣中 新聞 「南十字星」 に、 「小な りと いえ ども 余 
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りに 大 なり」 と 題す る エッセイを 載せて います。 

〈戦場に 於いて あれほど 立派に 戦 ひ 抜いた 神 兵の 本性を 忘却し、 無辜の 良民に 些細な 事柄に て平ビ 
ンタを 喰は せたり、 甚 しきは 一画の 中に 半分 丈し かない 煙草を 一凾 分と して 無力な 比島 人に 売りつ 
けた ものが ある。 (中略) 甚 しきに 至つ ては、 婦女子に 強姦を 敢行して あたら 軍人の 誉を失 ひ、 罪 
人の 汚名を 負 ふて 身を 獄中に 置いて ゐる ものが ある。 (中略) 一部 邦人の 中には、 自ら 軍属を 僧 称 
して、 比島 人の 家屋の 借用を 強要したり、 或は 日本軍 政の 威を かりて、 暴利を むさぼる ことに 汲々 
として ゐる 者が ある。 これ こそ 獅子身中の虫 である。 これ こそ 聖戦を 蝕む 悪質 匪で ある。 大 東亜 戦 
争を 完成す る 為には、 匪賊を 討伐す ると 共に、 我々 自身の 中に 存在す る 内なる 匪賊を 討伐す る こと 
が 肝要で ある。〉 

私 も 軍隊の 経験が あるので、 望月 中尉の 指摘が よく わかります。 不心得者は どこの 軍隊に もい るの 
です が、 正義感と 使命 感に 燃える 望月 中尉に とっては、 日本軍 人の 中に 見られる 堕落ぶ りを 黙過で き 
なかった のです。 彼の この 熱誠が フイ リピンの 青年たち の 心を 摑ん だのです。 

ついでに 触れて おきます が、 彼は いわゆる 「神聖 国家 日本」 だけを 教えた のではありません。 江戸 
前期の 儒学者 •山 崎 闇斎の 故事を 想起した のか、 「もし、 日本と フイ リピンが 戦ぅよぅ な ことが 起こ 
ったら、 諸君は フイ リピン 軍の 中核と なって 日本と 戦え」 とも 教えて おります。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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ニ インドネシア —— 大 東亜 戦争の 意義を 語る 指導者たち 

モハメッド •ナチ 1 ル 氏 (元首相、 世界 イスラム教徒 会議 副議長) 
アブ ドル •ハリス •ナス チ オン 氏 (元 国防 軍 参謀 総長、 陸軍 大将) 
ズル キフリ •ル ビス 氏 (元 陸軍 参謀長 代行、 陸軍 大佐) 


独立を めぐる 日本との 関係 

インドネシアは 十七 世紀に 入って オランダ (和 蘭 •阿蘭陀) に 占領され、 それ 以後、 大 東亜 戦争 勃 
発までの 長い間、 蘭領 東印度と 呼ばれて いました。 昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 一月、 日本軍は 北 セレ 
ベスの メナドに 進出、 続いて スマトラ 、ジャワへ 進攻し ました。 それから 二 力 月 もたたない 三月 八 
日、 オランダ 軍は 日本に 全面 降伏し、 ここに 三百 五十 年に おょぶ オランダの インドネシア 支配は 終り 
ました。 オランダ 軍を 崩壊 させた 日本軍は、 インドネシア 各地で 熱烈に 歓迎され ました。 

日本は インドネシアを いったん 軍政 下に 置きました が、 インドネシア 語を 公用語に し、 現地人に 独 
立への 意欲を かきたて、 三 万 八 千 人に 及ぶ 郷土 防衛 軍 ( p  E  T  A  •ベタ) を 訓練し ました。 特に ベタの 
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養成は 後に 独立戦争の 中核と なり、 欧米から、 高く 評価され ています。 

昭和 十八 年 四月には インドネシアに 政治 参与の 機会を 与える と 声明、 さらに 昭和 十九 年 九月には 独 
立させる 方針を 明確に します。 オランダ 時代から 独立運動の 中心人物であった スカル ノと ハッタは 日 
本の 軍政に 協力し、 日本の 軍政は ぅまくいきました。 もちろん 未曾有の 戦争 中で あり、 インドネシア 
は 兵站基地 としての 役割を 担わされ たため、 労務者 や 米の 供出な どが インドネシアの 生活を 圧迫した 
の も 事実です。 

昭和 二十 年 八月 十一 日、 寺 内 南方 軍 総司令官は スカル ノと ハッタに 九月 七日を 期して 独立す る こと 
を 認めました が、 独立 予定日 前に 日本が 敗北した ため、 インドネシアは 八月 十七 日、 急遽 独立を 宣言 
しました。 

独立宣言 後、 インドネシアでは オランダとの 戦争が 待ち構えて いました。 日本は 独立戦争を 支援し 
たくても、 ポツダム 宣言に 基づく 協定で、 武器は 連合国に 渡す ことを 約束して いました。 そのため、 
公然と 武器を インドネシア 軍に 渡したり 独立運動を 支援す る ことは できません。 それでも 連合国に 処 
罰される ことを 覚悟して、 巧妙に 武器を 渡して ゆきました。 この 武器が 独立戦争に 大きな 役割を 果た 
しました。 

また 日本軍の 中には、 生まれた ばかりの インドネシア 軍に 対英 •蘭 戦争を まかす にしの びず、 千 名 
を 超える 人々 は 帰国を とりやめて インドネシア 軍に 身を投じ、 大部分が 戦死し ました。 現在 生き残っ 
ている 人は 百 名を すこし 超える 程度で、 現地に 住みつ いています。 この間、 一般に 知られて いない 感 
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激の 秘話が たくさん 生まれました。 

困難な 独立戦争は 四 年 以上 続き、 一九 四 九 年 (昭和 24 年) 十二月に 「インドネシア 連邦 共和国」 と 
して 正式に 独立し ました。 独立 後、 多数の 日本人 軍政 関係者が インドネシアから 最高の ナラ リヤ 勲章 
を 受けた 点を みても、 日本が インドネシア 独立に 果たした 役割が 分かる と 思います。 

インドネシアの 独立を めぐる 日本との 関係は、 戦前 •戦中 •戦後に 及び、 それらを 語れば 全集を 出 
さねば ならない くらい 資料 も 多く、 部分的ながら すでに 多くの 著書が 出されて います。 ここでは、 現 
在 生き残っ ている インドネシア 人で、 当時 も 枢要の 役割を 果たした 三人との インタビュー を 紹介す る 
ことにしました。 

この インタビュー は、 A  SEAN センタ— を 主宰して いる 中島 慎 三郎氏 (下士官と して インドネシア 
作戦に 参加) と、 大 東亜 戦争 当時、 ジャヮ 派遣軍の 作戦 参謀を していた 宮元静 雄 氏 (陸士  .陸 大卒、 訳 
書 『東南アジア 連合軍の 終戦 処理』) が 中心に なって 行った もので、 大 東亜 戦争の 意義、 ベタの 役割、 終 
戦 処理に ついて 語っても らいました。 インタビュー は 平成 元年から 始められ、 そのたび ごとに ASE 
A N センタ— から 報告書が 出され、 最柊 的には 『インドネシアの 郷土 防衛 義勇軍 (ベタ)— 終戦 処理 
と インドネシアの 国民 感情 に関する 研究』 と 一 ^ てま とめられて います。 

なお、 インタビュ ー する 相手との 交渉、 インタビュ— 時の 通訳な どは 中島 慎三郎 氏が 担当、 インタ 
ビュ ー 内容の 吟味、 実際の インタビュー は 宮元静 雄 氏が 行いました。 また、 それらの まとめは 研究 班 
の 一員で ある 阿羅 健 一が 担当し ました。 インドネシアの 指導者たち だけあって、 ょく 大 東亜 戦争 中の 
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日本と インドネシアの 関係を とらえて いると いえる でしよう。 

モハメッド •ナチ— ル 元首相に 対する インタビュー 

ナチー ル 元首相は 一九 〇八年 (明治 41 年) スマトラ島に 生まれた。 イスラムの 団体に 関係しながら、 イス 
ラムの 近代化に つとめ、 大 東亜 戦争 中は バンドン 市の 学務 部長を つとめて いる。 独立宣言 後、 インドネシア 
中央 国民 委員会 委員長、 情報 大臣、 マシ ュミ党 総裁な どの 要職を 経て、 一九 五〇年 (昭和 25 年) には 総理 大 
臣 となった。 総理大臣 辞任 後は 世界 イスラム教徒 会議 副議長に 就任、 イスラム 世界を 代表す る 五大 聖人と 尊 
崇 されて いる。 

この インタビュー は 一九 九〇年 (平成 2 年) 十二月 三日、 四日、 六日に ナチー ル 邸で 行われた ものである。 

—— インドネシアの 九 割は イスラム教徒で すが、 大 東亜 戦争が 始まる 前、 インドネシア における 
イスラム教の 世界は どのような 様子でした か。 

N  (ナチー ル 元首相) イスラム教徒の 集まりは、 その 土地 その 土地の 郷土 団体と して 機能して いた 
が、 一九 〇八年 (明治 41 年) ころから 大同団結が 叫ばれる ようになりました 。一九二 一年 (大正 元年) 
になる と イスラム 同盟が オランダ に対する 政治 闘争を はじめ、 さらに 一九 三〇年 (昭和 5 年) 代に 入 
って いろいろな 団体の 意志 統一 がで きる ようになりました。 そのような 運動が だんだんと 高揚して き 
た 一九 三 九 年 (昭和 14 年) に 第二次世界大戦が 勃発して、 インドネシアを 植民地 化して きた オランダ 
が ドイツに 敗北し ました。 
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そのころ から 誰が 言う ので もな く、 近い将来 インドネシアに 大変 革が 起こる、 という 声が おこり、 
私たちは それに 対応す るた めの 戦略を 考える ことにしました。 私たち 幹部が 集まって 世界情勢を 分析 
し、 その 結果を 各団体の 信徒に 伝えました。 もちろん、 このような 運動は オランダ 植民地 政庁に 隠し 
て やって いたので、 オランダ 植民地 政庁は 何も 知らなかった らしく、 弾圧を 受けませんでした。 

—— オランダが ドイツに 敗れてから 二 年 ほどして 日本軍が ジャワに 上陸し たんです が、 日本に 対 
して インドネシア 人は どのような 考えを 持っ ていました か。 

N インドネシアは 三百 五十 年間 も 植民地に されて いました ので、 オランダに 対しては 憎しみの 感 
情を 持って いたが、 日本は どんな もの か 分かりません。 私たちは 余裕がない ので、 日本が アジア や 世 
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界を どう 見る かより、 日本が インドネシアを どう 取り扱う かが 気になっ ていました。 

—— 日本と オランダの 違いは どのような ものでした か。 

N  イスラム教 について 言えば、 オランダは イスラム教徒を 叩く ことに 専心し ましたが、 日本軍は 
上陸 するとす ぐイ ス ラム 教徒に アプロ ー チし ました。 

その 頃、 イスラムは ある 程度 団結に 向かって いました が、 日本軍は これを マシ ユミと いう 大組 織に 
しました。 

—— インドネシアの 独立に ついて、 ナチ ール 先生は どのように 考えて いました か。 

N 日本軍が 来てから、 私は バンドン 市の 学務 部長に なりました が、 私たちの 回りでは 独立に つい 
て 口にして はならない というよ うな ムー ドが ありました。 ところが、 ある 日、 姉 歯 準 平 バンドン 市長 
(戦前、 スラバヤの 総領事) が 「私は 一番 早く 役所に 来て、 一番 遅くまで 仕事を する ◦日本軍の 目的は 
インドネシアの 独立を 支援す る こと だ。 みなさんは 高級 官僚 だから、 率先 窮行 しなければ ならない。 
この 中から 首相が 必ず 出る と 思う」 と 言いました。 それを 聞いて、 非常に 恥ずかしい 気持に なるとと 
もに、 日本人から 独立と いう 言葉を 聞いて びっ くりし ました。 

—— 姉 歯さん の 考えに 納得し ました か。 

N 姉 歯さん は、 独立、 独立と 叫ぶ のは 無意味 だ、 熱心に 仕事を する 以外に 独立を 実現させる 道は 
ない、 官僚の 能力と 倫理を 最高の ものにしろ、 という お考えで、 身を もって 仕事の やり方 や 公務員の 
生き方を 示しました。 私たちは 姉 歯さん の 言う 通り 「言行一致、 率先 窮行 、公益優先」 でなくて はな 


260 


第 3 部 アジアに 生きる 遺産 


らな いと 思いました。 姉 歯さん の 考えを 聞いて、 大 東亜 戦争は 独立への ワンステップ である、 独立は 
インドネシア 人の 仕事で あると いう 自覚が 心の 隅々 に 染み渡りました。 つまり、 日本軍は 植民地 主義 
者では ない という ことが はつき りしました。 

—— 日本軍は 昭和 十八 年に ぺ夕 (祖国 防衛 義勇軍) を 養成し ましたが、 それにつ いて どう お考えで 
すか。 

N  ベタが 新聞に 発表に なった ときは 信じられませんでした。 日本軍の 真意は 何だろう、 イン ドネ 
シア 人 だけの 軍隊を 作って、 インドネシア 人に 武器を 渡す という ことは、 オランダ 風に 言えば、 刑務 
所の 囚人に 武器を 渡す ょうな ものです からね。 日本軍は インドネシア 軍に 殺害され る 恐れが ある わけ 
でしょう。 日本軍は それを 承知で、 敢えて ベタを 発足 させたん です。 

—— 日本軍の 発表を 聞いて どうしました か。 

N 政治的 性格の 集会は 禁止され ていたが、 私を 含めて イスラムの 指導 的 立場に いる 二十 人 ほどが 
すぐ 集まり、 意見を 交換し ました。 

私たちは あちらこちらで 秘密 裡に 集会を 開き、 意見 募集に 努めました が、 様々 な 意見が 出ました。 
これまで、 植民地 主義者が 被 植民地 国の 民衆に 武器を くれたり、 軍事訓練を ほどこして くれるな どと 
いう ことは 前例がない。 オランダは 三百 五十 年間 も インドネシアを 統治し ましたが、 インドネシア 人 
に ピストル  ー丁 くれませんでした。 ですから、 すぐに 「とにかく こんな ナイス. チ ャンスは ない。 日 
本 軍の 提案に 乗ろう」 という 意見が 大勢を 占めました。 しかし、 反対意見 も 出ました。 「戦闘 方法を 
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日本軍に 習う と、 日本軍に 忠誠 心を 持つ ようになる。 奴隸 になっ てし まう」 と言うん です。 日本軍が 
来てから 失業者が 増え、 物 不足 も はなはだしく なった ため、 民衆の 日常生活は 苦しくな り、 日本軍に 
も ひどい 兵隊 も 混じっ ていたから、 日本 批判が 相当き つくな りました。 さらに 「将来、 日本軍と 戦っ 
て 独立 するとい うようになる かもしれ ない。 なれば こそ、 敵を やっつける 方法を 日本軍から 学ぼう」 
という 意見 も 出ました。 

このような 時は、 往 々にして 勇ましい 日本 非難の 意見が 取り上げられる ものです。 ところが、 みん 
なの 意見が 出尽くした とき、 一人の キ アイ (イスラム教の 先達) が 「日本軍の 大きな 贈り物は ありがた 
く 受け取ろう」 と 命令 調で 述べます と、 たちまち イスラム 全部の 結論と なり、 ベタを 受け入れる こと 
になり ました。 

しばらくして 、ジャカルタ 地区の 大 団長に なった カズ マンが、 当番 兵を 連れ、 乗馬 姿で、 日本軍と 
同じ 軍服を 着て、 日本刀と ピストルを 持って ジャカルタを 練り歩き ましたが、 日本軍の 軍司令官と 同 
じ 服装 だから、 日本 不信の 念は 雲散霧消し ました。 

—— この ベタが 独立運動で 大 活躍し ましたね。 

N そうです。 演説のう まい 人が 戦争 中 も 戦後 も 相当な 地位を 得ました が、 血を 流して 本当に 戦っ 
たのは、 ベタで 訓練を 受けた イスラム教徒です。 中で も、 イスラム教徒の 戦闘 集団の ヒズ ブラが オラ 
ン ダとの 戦いでは 最前線で 勇敢に 戦った ので、 たくさんの 青年が 死にました。 

—— 日本軍が 敗北し、 いよいよ 独立戦争と いう ことにな りました が、 武器は どうしました か。 
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N  日本軍は 「武器を 渡す ことは できない」 と 言いました。 連合軍の 命令で 決まっ たので しよう。 
しかし、 私たちは 日本軍の 立場を 理解して いたので、 プ ラプラ (馬鹿の ふりを する。 知らぬ ふりを する)、 
サン デイ ワラ (お 芝居) をす る ことにしました。 というのは、 日本軍は 私たちに 武器を くれたが って 
いる ことが 分かった からです。 そこで 私たちが 大勢で 竹槍を 持って、 ワァ ーワァ ーと騷 ぐと、 日本軍 
は、 待って いたらし く、 サ アッと 逃げ、 私たちは 日本 兵が 逃げ出す のを 見届けてから 武器を いただ 
く、 そういう プ ラプラの サン デイ ワラを しばらく 続けました。 

あのと き 取った 兵器、 あのと き 作った 組織、 あのと き 戦った 人々 によって 国軍が できました。 

—— 日本軍 全体を どう 評価し ます か。 

N  人間は 間違いを 犯す ものです。 日本人 も インドネシア 人 も、 世界中の 人間が 間違いを 犯す もの 
です。 まして や 戦争 中です からね。 面白くない ことが 多々 ありました。 率直に 言う ことが 人間関係の 
上で 大切 だから 申し上げ ましよう。 

労務者を タイ や ミ ャンマー などに 送りました が、 その 中には 能力 も 倫理 も 低い 人間 もいた でしよう 
が、 立派な 学生 もたく さんいました。 彼らが ひどく 傷つきました。 今にな っても、 帰らない 人が たく 
さんいます。 この 労務者 問題は 悲しい 思い出です。 ぺ 夕は 私達を 喜ばせました がね。 

—— 労務者に ついては 今でも 不愉快に 思って います か。 

N  そうです よ。 だが、 それは 昔の ことです。 

—— 心に 残る 良い ことは あります か。 
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N  あります。 これまで 述べて きたよう に、 日本軍は 良い ことを たくさんし ました。 特に イスラム 
の 重視と ベタの 編成が 素晴らしい。 次いで 忘れられない ことは、 終戦 直後に スカル ノ 氏に 演説を 許し 
たこと です。 

独立宣言 (昭和 20 年 8 月 17 日) の 直後に、 スカル ノ 氏は 国民を 集めて 話を したいと 熱望した のです 
が、 連合軍で あろうと 日本軍で あろうと、 許可 しないに 決まつ ています。 ところが、 イカ ダ 広場 (現 
在の モナ ス広 場) で 集会が できました。 この 集会で、 スカル ノ 氏と ハッタ 氏が 並んで 国家 戦略を 明示 
し、 国民に 犠牲を 要望した のです。 国民 全部が 独立に 命を かけ るんだ、 と 決心し ました。 許可した の 
は宮元 参謀 だと 聞いて ますが、 そうです か。 インドネシアの 指導者は みんな 深く 感謝して います。 永 
久に 忘れません。 そのと き宮元 参謀は いくつで すか。 

—— 三十 七 歳です。 若い からでき たんです ね。 ヨノ 青年 (ベタ 出身。 後に スラバヤ 戦争の 司令官) が 
通訳して くれました。 私は イギリス 軍から 処罰され る ことを 覚悟して、 スカルノさんに 演説して もら 
いました。 英 軍の 幹部が、 スカルノさんと ハッタ さんの 間に 座つ ている 私を 凝視して いた ことは 言う 
まで もありません。 

N 宮元 参謀は 私と 同じ年 齢 だつ たんで すね。 

—— イカ ダ 広場の 演説のと き、 ナチ ー ル 先生は どこに いました か。 

N  バンドンに いました。 イカ ダ 広場で スカル ノ 氏が 演説した ことを、 姉 歯さん から 聞きました。 
この 演説で 国中が 炎と なつて 燃えました。 国家の 重要 事は、 ジャカルタに いなく とも 手に 取る ように 
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分かりました。 

—— 労務者の 問題に ついて 釈明 させて ください。 労務者を ミ ャンマー に 出した 理由は、 将来、 ジ 
ャワに 鉄道網を 作る ことを 考えた からだった のです。 ビルマに 日本 最高の 鉄道 技術の エキス パー トが 
集まって いるので、 鉄道 技術の 一切を 学ぶ ことができる であろう、 という 考えで エリ ー トを 選び まし 
た。 もし 戦争に 勝って おれば、 彼らは ジャワに 戻って 鉄道 大臣に も 局長に も 部長に も なった のです。 
敗北した ために、 現地で たくさんの 餓死 者を 出した のが 残念で たまりません。 

N  (厳粛な ム— ド。 だが、 ナチー ル 先生は 寛容な 笑みを 浮かべて 聞いて いた) 

—— 最後に お聞きし たいので すが、 大 東亜 戦争を どう 評価し ます か。 

N  八 年 前、 イラン •イラク 戦争が おきた とき 日本を 訪れました。 福 田 (赳 夫) 元首相から 今日と 
同じ 質問が 出ました。 答えは 同じです。 

大 東亜 戦争が 起きる まで、 アジアは 長い 植民地 体制 下に 苦悶して いました。 そのため、 アジアは 衰 
える ばかりでした。 アジアは 愚かになる ばかりでした。 だから、 アジアの 希望は 植民地 体制の 粉砕で 
した。 大 東亜 戦争は、 私たち アジア 人の 戦争を 日本が 代表して 敢行した ものです。 だから、 私たちに 
軍の 力が あったら、 私たちが 主力と なって 植民地 主義者と 戦いました。 

大 東亜 戦争は 何年 も 続きました。 戦争は 大量の 消費 行為で、 生産が それに 追いつか ぬし、 輸入品の 
ストック も 皆無に なって しまった から、 物 不足と 失業と インフレの マイナス 面が 誰の 目に もは っきり 
と 見える ようになりました。 その 面から 評 ffi すると、 日本軍は 苛酷 だっ たと 言える でしょう。 オラン 
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ダは 有 言 不実 行だった が、 日本軍は 有 言 実行でした。 

その 第一は、 植民地 政治の 粉砕です。 第二は、 ぺ 夕を 組織した こと、 即ち 軍事訓練です。 第三は、 
インドネシア 語の 普及です。 第 四は、 イスラムの 団結を 計った ことです。 第五は、 スヵル ノや ハッタ 
を はじめと して 行政官の 猛 訓練です。 第 六は、 稲作 おょび 工業技術の 向上です。 

アブ ドル •ハリス •ナス チ オン 陸軍 大将との インタビュ— 

ナス チ オン 大将は 一九 一八 年 (大正 7 年) スマトラ島に 生まれた。 教員を 経て 一九 四〇年 (昭和 15 年) に 
オランダ 陸軍士官学校に 入り、 日本軍が ジャワに 攻め入った とき、 オランダ 軍の 将校と して 日本軍と 戦って 
いる。 独立宣言 後、 シリ ワン ギ 師団の 初代 師団長に なり、 引き続き 陸軍 参謀長、 国防 大臣、 国軍 参謀 総長な 
ど 軍の 最も 重要な 地位を 占めた。 スヵル ノ 大統領が 退陣の 際には 後任に 擬 せられた が、 暫定 国民 協議会 議長 
に 就任した。 

この インタビュー は 一九 九〇年 (平成 2 年) 十二月 四日と 六日に ナス チ オン 邸で 行われた ものである。 
—— オランダの 植民地政策は どういう ものでした か。 

N  (ナス チ オン 大将) オランダの 進出 目的を 簡単に言えば、 農業と 鉱業でした。 それだけに 農業 政 
策は 厳しい もので、 強制 栽培 制度は 耐えられる ものではありませんでした。 これに 耐えられる 民族は 
世界中に いないで しょう。 それに オランダは、 巧妙な 間接 統治 方式を とりました。 インドネシアの 社 
会を三つに分け、上層をョーロッパ人と日本人、中間層をアラビア人、中国人、インド\、そして下 


266 


第 3 部 アジアに 生きる 遗産 


アブ ドル. ハリス. ナス チ オン 大将 


ナス チ オン 大将 （右） と 宮元静 雄 氏 
(平成 2 年 12 月， ナス チ オン 邸に て） 


層を インドネシア 人と しました。 これは うまい やり方です ◦インドネシア 人は 最低 層です 力ら 生活す 
る ことが 精一杯で、 苦しい という 思いだ けの 毎日 だから、 独立を 考える 余裕な どはありません。 イン 
ドネ シア 人が 恨む のは、 目の前に いる 中間層の 中国人と インド 人と アラビア 人でした。 

—— オランダから 独立す るた めの 戦いは どのょう にして 起こった のです か。 

N  十九 世紀、 トルコが 大ロ シアと 戦って 敗北し ましたが、 トルコは イスラム 国な ので 同じ イスラ 
ム 国の インドネシア 人は カッと なりました。 ところが、 その 大ロ シアを 貧弱な 日本が 破っ たので、 
「日本は インドネシアの 味方 だ」 という 考えが 広まりました。 

そのころ の オランダは、 トルコでは イスラムの 近代化 運動、 インドネシアでは イスラムの 政治 動向 
を 気にして いました。 
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そのような ときに 共産党が、 一九二 六 年 (大正 15 年) に 赤旗 ク ー デ タ 1 を 起こした ので、 オランダ 
は 徹底的に 叩きました。 この クーデ タ— で 共産党が 潰え 去り、 代わりに ナシ ヨナ リストの スカル ノ博 
士と ハッタ 博士の グル ー プが 表面に 出て きました。 今度は イスラム教徒と ナシ ヨナ リストが オランダ 
の 敵と なりました。 

そうこうす るう ちに、 ス トモ 博士 や ハッタ 博士が 日本を 視察し、 「日本の 工業は すばらしい」 「日本 
は インドネシアの 味方 だ」 と 言い出しました。 タムリン 博士 も 同調し ました。 また、 スカル ノ 博士が 
「近い将来、 太平洋で 戦争が 起きる から、 我々 はこれ を 利用して 独立し よう」 と 演説し ました。 この 
演説は、 青年に 強烈な インパクトを 与えました。 同じような 演説を、 メナドの ラト ランギ 博士 もし ま 
した。 

一方、 昔から ジャワには ジヨ ヨボヨ という 伝説が あります。 それに、 日露戦争の 勝利と スカル ノや 
ラト ランギの 太平洋戦争 必発 論が 加わった ため、 「インドネシアを 救って くれる のは 日本 だ」 という 
声が 圧倒的に 強くな りました 。ジャワは 迷信の 強い 地域 だから 「日本が インドネシアを 救う」 という 
伝説は 広く 信じられました。 「日本軍が インドネシアに 来る ことが 熱望され た」 と 言っても よい くら 
いでした。 

—— そのような ときに 日本が 進出した わけです ね。 

N そうです。 それまでの 独立運動は 国民の | 部で ある ナシ ヨナ リストの もので したが、 日本軍が 
目の前で 巨大な 体軀の 白色 民族を 叩きつ ぶして 見せ、 「インドネシアは 独立すべき だ」 と 言った ので 
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す。 インドネシア 人は 初めて、 最上 層の スカル ゾ 、ハッタ も 最下 層の 農民 も 同じ 民族な の だ、 「独立 
は インドネシア 人の 手で でき るん た」 という ことが 分力り ました。 

といっても、 知識 水準の 高い いちばん 上の 人は 変わった (自覚した) が、 いちばん 下の 人たち は卜 
ップが オランダ 人から 日本人に 変わった というぐ らいの 考えでした。 実際、 日本が 進駐して きても 彼 
らの ひどい 生活 内容は 少しも 変わりません。 戦時下の ため、 むしろ 悪化した の だから 当然で しよう。 

— 日本軍と オランダ 軍の 違いは どういう ものです か。 

N  オランダは イスラム教徒 もナシ ョナ リスト も 把握で きませんで したが、 日本軍は 巧妙で、 たち 
まちこの 二大 グル ー プを 把握し ました。 

また、 それぞれの 軍隊の 特徴を 言えば、 日本軍の 将兵は 言う ことを 聞かない と 大衆の 面前で もす ぐ 
殴った ために ひどく 嫌われ ましたが、 オランダ 軍の 将校は よく 分かる ように 説明し ました。 オランダ 
は インドネシア 民族の 心理と 風俗 習慣を よく 理解して いたのです。 

- スカル ノ という 人物を どう 評価し ます か。 

N 戦時中の スカル ノは 「インドネシアと 日本は 一心同体 である。 日本軍の 援助がなければ、 永久 
に インドネシアの 独立は できない」 と 発言し ました。 スカル ノと山 本 (茂 一郎) 参謀長とは 肝胆 相 照 
らす 仲でした。 

しかし、 我々 の 世代は、 「日本とは 一体 何 か、 新しい 植民地 主義者では ない のか」 と 思いました。 
いつかは 日本と 戦う 日が 来る かもしれ ない、 と 覚悟し ました。 私自身は 地下 活動の グルー プに 参加し 
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アラ ムシ ャ 将軍が ぺ夕 の 役割 
を 正しく イ 云えるべく 著わした 
r ぺ夕と 義勇軍』 （1987 年刊) 表 
紙に 日本刀 を あしらう。 


こういう 傾向に 怒った のが、 スマトラ 義勇軍 
出身の H  . アラム シャ 将軍 ( 66 歳) である。 彼 
はかね てから 日本軍の 小さな 欠点を あげつらう 
ことに 反対して、 大きい 功績の 方を 強調して い 
た 人物で ある。 一九 八 七 年 (昭和 62 年)、 彼は ヌ 
グロ ホの 書いた 歴史を 正す ために、 『ベタと 義 
勇 軍— ィンドネシア 国軍の 母体』 という 大著を 
刊行した (この 本は 日本で 自下 翻訳 中)。 

インドネシアで はこの 本に 刺激され て、 他の 
ベタ や 義勇軍 出身者 も 次々 と 「証言 集」 を まと 

め はじめて いると いう。 


I アラ 厶シャ 将軍 (I) 

大著 『ぺ夕 と 義勇軍』 

スカル ノ から スハルト 政権の 初期の 段階まで 
は、 政府高官の 六 割まで、 日本軍 政 時代に 養成 
された PETA  (祖国 防衛 義勇軍) や スマトラ 義 
勇 軍 出身者で 占められて いた。 しかし、 だんだ 
ん 高齢に なって 引退す ると、 欧米 留学 組が 国家 
の 中枢を 握る ょぅにな つた。 

イギリスに 留学した ヌ グロ ホ 傳士が スハルト 
大統領に とり 入って 文部大臣 になり、 一九 七 七 
年に 『標準 インドネシア 国史』 といぅ 二 千 枚. 
六卷 からなる 大 t f を まとめた。 反日の 嵐が 吹き 
荒れて いる 頃に イギリスで 学んだ だけに、 この 
歴史 書は おょそ 反日で あり、 PETA や 義勇軍 
の 役割 も 否定的で ある。 教科書 も、 この 歴史 書 
を 下敷きに して 書かれて いる。 
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前掲 著書に 掲載され 
ている 大団旗 （ジャ 
カ ルタ 防衛 義勇軍 第 
一大 団の筆 書に 注目） 


大団 旗。 

日本 陸軍の 聯隊 旗を 
モデルに している。 
まん 中の 星と 月は イ 
ス ラムの 象徴。 


平成 三年 十月 三日、 天皇. 皇后 両陛下は ご即 
位 後 初の ご 外遊の 地 タイ •マレー シアを 経て、 
最後の 国 インドネシアを 訪ねられた。 

インドネシア •ムル デ カ 宮殿での 歓迎 行事 や 
スハルト 大統領 夫妻との ご 会見な ど、 日本の 新 
聞は 小さな 報道し かしな かった が、 戦後の 国賓 
の 中で 最大 最高の 歓迎だった と 聞く。 最初の 夕 
イ でも、 プミポン 国王 ご 夫妻が ドンムアン 空港 
まで 出迎える (戦後、 どのよぅな 国賓で も 空港 ま 
では 出迎えなかった) など、 最上級の 歓迎だった。 

インドネシアで、 陛下は ジャカルタ •カ リバ 
夕 英雄 墓地を 訪れ 供 花され た。 この 墓地には、 
英蘭 軍との 苛烈な 独立戦争で 戦死した 文字通り 


「インドネシアの 英雄」 が 眠って いる。 その 数 
千 八 百 柱。 その 中に 十一 柱の 日本人が 祀られ て 

いる (この こと も 新 間は 伝えない)。 カリ バタ 以外 

の 英雄 墓地には、 三十 二 柱の 日本人が 祀られ て 

ぃる。 

インドネシア 独立戦争に 参加した 日本人は、 
約 二 千 人。 そのうち 四百 人が 戦死した という。 
また、 今でも インドネシアに とどまつた 日本 丘 ハ 
で、 生き残って いる 人は 二百 名 弱。 

インドネシアで 日本軍 政の 見直しが はじまっ 
ている ことを、 アラム シャ 将軍の 本は 教えて く 
れ ている。 今、 新しい アジアと 日本の 時代が 開 
かれる ょうで ある。  【名 越】 
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ました。 我々 は、 戦争の 後半に なると、 ドイツは 負けた し、 日本 も そのうち 負ける かもしれ ない、 日 
本に ばかり 頼る ことは できない、 そのうち 日本は 応援し ようとしても 応援で きなくなる、 だから 「自 
分たち の 力で 独立す るんだ」 と 主張し ました。 だが、 スカル ノと ハッタは 聴き 入れません。 深く 日本 
を 信頼して いたんで すね。 

—— 改めて お聞きし ますが、 日本軍が 大統領と して スカル ノ 、副大統領 として ハッタを 選んだ の 
はよ かった のでし ようか。 

N 独立戦争の 時、 本当に 戦った のは、 第一が イスラム教徒で、 その 次が ナシ ョナ リストでした。 
しかし、 ベ ースは 国民の 貧窮です。 我々 は、 独立し なくて この 貧乏の 追放は できない と 考えて いまし 
た。 だから、 ナシ ョナ リストの スカル ノと ハッタが いなければ 独立は 無理でした。 

—— 確かに 日本軍は、 スカルノさん や ハッタ さんを 応援した いが、 メイ ド •イン •ジャパンの レ 
ッ テルを 貼られる のを 恐れました。 なにしろ 豪州の ラジオ 放送は、 毎日 「スカル ノと ハッタは 日本の 
ボネカ (お 人形) である」 とがな りたて ていました からね。 

N 今にな って 考えます と、 日本軍の 立場は 誠に 困難で したね。 しかし、 我々 若い 人は 感情で 動き 
ます、 理性 だけで 動く ことは できません。 昭和 二十 年 八月 十九 日の 朝だった と 思います。 私は バンド 
ン にいた ので、 アル ジ •カル タウ イナ タ大 団長 (独立して から 国会 議長) に 「すぐ 軍隊を 結成し なけれ 
ばいけ ない」 と 進言し ました。 そのうちに 次々 と 小 団長が やってきて 「すぐ 戦争を 始め ましよう」 
「日本軍の 手薄な 所に 軍隊を 進めよう」 と 進言し ました。 ところが アル ジ大 団長は、 「心配す るな、 日 
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本 軍は 味方 だ」 と言う 返事でした。 それほど 若い 人と 大人たち は 違って いました。 だから 我々 若い 人 
の 動きに いちばん 困った のは 宮元 さんだったん でしよう。 (笑い) 

—— インドネシアが 独立で きた 原因は 何な のでし ようか。 

N 独立で きた 要素の 第一は、 日本軍が 植民地 政治 体制を 粉砕した ことです。 植民地 体制の 粉砕な 
くして 独立は ありえません。 第二は、 日本軍の 猛烈な 軍事訓練です。 オランダは やってくれ ませんで 
したし、 我々 自身が やろうと 思っても できる ものではありません。 日本軍 時代の 三年 半で インド ネシ 
ア 人は すっかり 変わったが、 こんなに 変わった ことを イギリス 軍 や オランダ 軍は 分かって いませんで 
した。 スラバヤで イギリス 軍の マ ラビ ー 将軍が 戦死して、 やっと インドネシア 軍の 凄 さが わかった の 
ではありません か。 

—— メタ モルフ ォ シス (魔法的 変化) です ね。 幼虫が 突然、 蛾に 変わった ような ものです。 

N  そうです。 日本軍は たいへん 立派な ことを して くれました。 しかし、 政治と いう ものは 感情的 
に 見られる ものです。 その 面から 見る と、 日本人は おもしろくない 存在だった んで すよ。 その へんは 
分かって ください。 (笑い) 

- 大 東亜 戦争は、 インドネシアを 覆って いた 厚い ヵー ペット (オランダの 植民地 政治) を剝 いだ 

ような ものです。 ヵー ペットを 剝 いだから インドネシアは 独立で きた、 と 思って いますが、 私の この 
考えは どうで しよう か。 

N  その 通りです。 日本は、 歴史に 残る ことを して くれました。 誰も 変える ことので きない 真実で 
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宮元静 雄 氏 (陸軍 ジャヮ 派遣軍 作戦 参謀) が 私 
に、 英 軍が 作成した 『The  War  Against *— . apa p 
V. 5.  Surrender  of  Japan』 といぅ 大冊 (五 五 九 頁) 
の 原書を 示された。 その 本は 『対日 戦争 史 、第五 
巻、 日本の 降伏』 とで も 訳したら ょいであろぅ 
か。 編著 者は ウッド バーン •力— ビ ー 少将 (W? 
odburn  Kirby) である。 

宮元 氏は、 その 中の 第二 十八 章 「蘭 領東 ィン 
ド •ジャワ (一九 四 五 年 九月〜 十月)」 の 部分を 
読めと 言われる。 全文を ここで 紹介で きないが、 
日本が 行った インドネシア 軍政に 対する 英 軍の 
驚くべき 着眼な ので ある。 我々 はと も すれば、 
言訳が ましく 日本 弁護に 汗をかく の だが、 イギ 
リス 人は スト レ ートに 事実を 直視して いる。 


本書 や マウントバッテン 東南アジア 連合軍 司 
令 官の 報告書 (宮元 訳) にょれば、 おょそ 次の 
三 点を 評価して いる。 

①  日本軍は アジア 諸 民族の 眼前で、 彼らが と 
て も かなわぬ と 思って いた 欧米 軍を、 一挙に 
撃破した。 

②  とても 独立の 意志 も 能力 もない と 思っ てい 
た 植民地 民族を、 戦時中の 短期間に 組織し 訓 
練し、 強烈な 愛国心を かきたて、 軍事力 も 行 
政 力 も 見違える ばかりに 変貌 させた。 いわ ゆ 
る 「metamorphosis  (魔 術 的 変化 こを 遂げさ 
せた。 この ことは'  当時の 連合軍の 誰も 予想 

できない ことで あつた。 

③ 日本 軍は 敗戦す ると、 連合軍との 間に 交わ 
された 停戦 協定に 基づいて、 武器は 全部 連合 
軍に 引き渡す ことにな っていた。 ところが 日 
本 軍は、 ィンドネシア 軍に 「武器が 奪われ 
た」 と 称して、 巧妙に 裏で 武器を 渡して いっ 
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宮元靜 雄 氏 


明治 41 年， 鹿 児 島 生ま 
れ。 陸士陸 大卒。 熱 河 
河北 作戦に 従軍し， 昭 
和 19 年 4 月， ジャワ 第 
16 軍 後方 及 作戦 参謀と 
して 赴任。 熱 河 河北 作 
戦に 従軍して， 具 さに 
民心 把握の 必要を 痛感 
した 体験が イン ドネ シ 
ア 軍政 上に 生かされた 
という。 終戦 時， 作戦 
参謀。 著書に 『ジャワ 
終戦 処理 記』 他。 


た。 それによ つて、 これまで 「猫」 のよぅに 
おとなし かつた ィンドネシア 人が、 「虎」 に 
変身し、 遂に 独立を 達成した ので ある。 
以上で ある。 

私は 読みながら 「日本の ィンドネシア 軍政は 
凄い ことを やつた もの だ。 そのす ばらし さを 日 
本人の 多くは 評価 しないが、 当時の 敵国で あつ 
た 英国人が 着目す るの だから 驚きで ある。 日本 
軍政の 特徴は、 現地人を 教育し、 武器を 与えて 
軍隊 組織を 作り あげた ことで ある。 そして、 彼 
らに 独立 精神を 振い 起こさせた。 それは インド 
ネ シア だけでなく、 ビルマの 三十 人 志士を 中心 


とする ビルマ 国軍、 そして チャン ドラ •ボ ース 
の ィンド 国民軍の 編成にまで 及んで いる。 日本 
敗戦 後は これらが 中核と なって 独立に 至っ たの 
だから、 その 業績は ノー ベル 平和 賞、 いや それ 
以上 かも 知れない」 と 思った。 私が 宮元 氏に そ 
のこと を 告げる と、 氏は 言つ た。 

「私は 軍人 だから、 ノーべ ル 平和 賞は いらな 
い。 やはり 金鵄 勲章 (武功 抜群な 陸海 軍人に 下 
賜され た 勲章。 明治 23 年 制定) だ。 当時 私は 中 
佐 参謀だった から、 さしずめ 功 四 級と いぅと 
ころ かな (笑い)」 

【名 越】 
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す。 それを 解釈す るのは 政治家 や マスコミ や 学者です から、 今、 いろいろに 言われて いますが、 歴史 
に 残る 金字塔を 打ち立て たという ことは 間違いの ない 事実です よ。 

ズル キフリ •ル ビス 元 陸軍 大佐との ィンタビュ— 

ル ビス 元 大佐は 一九二 三年 (大正 12 年) スマトラ 鳥に 生まれた。 大 東亜 戦争 中に タン ゲラン 青年 道場 やべ 
夕 幹部 錬成 隊で 日本軍の 訓練を 受け、 抜群の 成績で 助教から ベタの 小 団長に なった。 独立宣言 後は ゲリラ 
戦、 諜報 活動に 従事し、 一九 五 二 年 (昭和 27 年) に 陸軍 情報部 長、 一九 五 五 年 ( 30 年) に 参謀 副 長を 経て 参 
謀 長 代行と なり 陸軍の 指導 権を 握った。 しかし 一九 五八 年 ( 33 年) に スヵル ノ 大統領の 容共 独裁 路線に 対し 
て 反乱を おこした。 入獄しても 節を まげず 「永遠の 大統領 候補」 として 国民的 人気が 高い。 

この ィンタビュ ー は 一九 九〇年 (平成 2 年) 十二月 七日、 ジャヵルタの ホテルで 行われた ものである。 
—— ベタ 創設 以降の ことにつ いて、 おたずねしたい。 ル ビスさん は ベタ (祖国 防衛 義勇軍) で どう 
いう 地位に いました か。 

L  (ル ビス 元 陸軍 大佐) タン ゲランの 青年 道場を 卒業した ころ、 ベタの 創設が 発表に なり、 それと 
ともに 中 団長、 大 団長を 養成す るた めに ジャワ 防衛 義勇軍 幹部 練成 隊が できました。 そこでは、 タン 
ゲラン 青年 道場を 卒業した 何人 かが 指導 学生と して 日本人 教官を 助ける ことにな り、 その 一人と して 
私 も 配属され ました。 

ペタが 発足 するとと もに、 私は 小 団長と なった が、 まもなく バリ島に も 義勇軍を 作る ことにな り、 


276 


第 3 部 アジアに 生きる 遺産 


ズル キフリ • ル ビス 元 陸軍 情報部 長 


ル ビス 大佐と 中島 憤 三郎氏 


土屋競 大尉に 従っ て バリ島の シンガラジャに 行きました。 バリ島では 二 力 月間 助教を つとめ、 ヌガ ラ、 
ク ルン クン、 タパ ナンの 三 力 所に 大団を 作りました。 

—— バリ島から 帰って からは、 どぅいぅ 仕事を したので すか。 

L 練成 隊の 後に 義勇軍 指導部が できて 幹部 候補生の 教育を する ことにな り、 引き続き そこで 助教 
をつ とめました。 義勇軍 指導部 長には、 新しく 山 崎 一大 尉が 就任し ました。 山 崎 大尉は 国際政治の 分 
かる 人でした。 上品な 人柄で、 粗雑な ところは まった くな く、 もしかすると 高貴な 出では ないかと 思 
いました。 柳 川宗成 大尉は 非常に 激しい 性格の 人な ので 対照的でした。 山 崎 大尉は、 スカル ノや ハッ 
夕 や ハジ •アグ ス •サリムから も 尊敬され ました。 ハジ. アグ ス •サリムは、 独立して から 外務大臣 
になった 立派な ィスラム教徒です。 山 崎 大尉は、 私たち 三人を 連れて ハジ •アグ ス •サリムの 家に ょ 
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I アラ 厶シャ 将軍？) 

大局 観に 立った 大 東亜 戦争の 意義 

アラム シャ 将軍は 名前が 痛快で、 一度 聞いた 
ら 忘れられない。 背は 低い が、 政治 行動は 「荒 
武者」 の ごとき 勇猛 さを 発揮す る。 しかし 接し 
て おれば、 巌の ごとき 頼もし さが あり、 王族 出 
身 だけに 大人の 風格を ただよわせる。 

平成 元年 (一九 八 九 年) には、 天皇陛下から. 
日ィ 友好に 尽くした 功績で、 勲一等 瑞宝章を い 
ただいて いる。 かつて、 スハルト 政権 下で 官房 
長官 や 副首相を つとめた こと も あって、 大統領 
特使と してた びた び 来日して いる。 

昭和 六十 二 年 (一九 八 七 年) に 来日した 時に 
は、 中曽根 首相、 福 田 元首相、 塩 川 文相 等に も 
会い、 大 東亜 戦争の 意義に ついて、 次の ような 
突っ込んだ 意見を 述べて いる。 


「日本軍 政 時代の 三年 半に ついては、 オラン 
ダ、 チャ ィナ、 アメリカ など、 戦勝国の 学者 や 
欧米に 留学して 日本が 嫌いに なった 人々 は、 悪 
い 面 ばかりを 誇大に あげつらっ ている。 しかし 
それでは、 全体を 語っ たこと にならない。 仮に 
日本の 軍政に 欠点が あった としても、 たかが 三 
年 半で ある。 オランダ 時代の 三 世紀 半とは 比べ 
ものに ならぬ。 日本と オランダを 同じ 質、 同じ 
量と 見て 批判す るのは 根本的に 間違って いる C 
私は 日本軍の 小さな 欠点を あげつらぅ 代わり 
に、 大きい 長所を 挙げてみたい。 

第一は、 ィンドネシアの 全国民が オランダ 人 
の 醜態を 見た こと だ。 短驅 小身の 日本 兵が、 巨 
漢を 自慢す る オランダ 兵を、 我々 の 目の前で 打 
倒して 見せて くれた 時、 我々 の 心に 棲み こんで 
いた 魔神の ょぅな コンプレックスは たちまち 消 
え 去って、 新しい 勇気が 湧いて 来たので ある。 
第二は、 日本軍の 軍政が 良かった。 近き 将来 
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昭和 62 年， 大統領 特使と して 来日した 
アラ 厶シヤ 将軍 （右）。 中央は 当時の 
中曽 根康弘 首相， 左は その 時に 通訳し 
た 中島 慎三郎 氏。 この 時は、 福 田赳夫 
元 総理 や 塩 j  N 正十郎 文相 （当時） にも 会 
い大 東亜 戦争の 意義に ついて 述べた。 


に 独立した 時の 大統領と して スカル ノを 、そし 
て、 副大統領 として ハッタを 当てる と 公表して、 
大切に 取り扱った。 

第三は、 軍事訓練と 武器の 供与で ある。 ジャ 
ワ 派遣軍 司令官 •原 田熊吉 中将の 熱烈な 応援に 


より、 PET  A が 創設され た。 PET  A は 義勇 
軍と 士官学校を 合併した よぅな 機関で、 三 万 八 
千 人の 将校を 養成した。 その他、 インドネシア 
人が 熱望す る 武器を すぐに 供与して くれた。 

第 四は、 日本軍が 無条件降伏した 後 も、 多数 
の 有志 将校が インドネシアの 独立戦争に 参加し 
て くれた ことで ある。 我々 インドネシア 軍は 戦 
争に 未経験だった から、 経験 豊かで、 しかも 勇 
猛 果敢な 日本軍 将兵の 参加が、 いかばかり 独立 
戦争を 我々 に 有利な 方向に 導いた か、 はかりし 
れ ない。 

第五は、 PETA が インドネシア 国軍の 母胎 
となった ことで ある。 スハルト 将軍は つねづね 
「PET  A は 独立戦争の 主力で あり、 国軍の 母 
胎 となっ た」 と 言明して いる。 

第 六は、 インドネシア 国軍は 戦略と 戦術の 方 
針を、 日本軍の 文献 (「作戦 用務 令」 等) によっ 
て 作成した ことで ある。」  【名 越】 
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く 行きました。 まるで 親父が 子供を 連れてい くような 感じでした。 私たちは ハジ •アグ ス •サリム か 
ら 、最高の 政治学と 外交 学の ブリ ー フ ィングを 受けました。 

—— 指導部での 助教 生活は 柊 戦まで 続いた のです か。 

L  いいえ。 それから、 しばらくして、 六 川 正 美 中尉に 従って シン ガボ ー ルを 経て パレンバン (ス 
マトラ) に 行きました。 パレンバンに 特別機 関を 作る ことにな ったので、 その お手伝いを しました。 

—— パレンバンで 敗戦を 迎えたん です か。 

L  そうです。 敗戦を 迎えた とき、 信じられませんで したが、 私は すぐに インドネシアに 独立の 時 
が 来たと 直感し ました。 

六 川 中尉は 「敗戦に なった。 ベタの 保有す る 武器を | 力 所に 集めて、 陸軍の 司令部に 返納し なくて 
はならない。 これまでの ようには いかない」 と 説明し ました。 私は 「しかし、 独立には 武器と お金が 
絶対必要 だから お願いします」 と 要請したら、 六 川 中尉は 「お金は すべて やる。 ピストル もやる。 だ 
が、 小銃 以上の 武器は やれない ことにな ったんだ」 という 説明を 繰り返しました。 

—— ジャカルタでは 何を しました か。 

L  ジャカルタに 着いたら、 すぐに 山 崎 大尉 や ケマル •イドリス や ダン •モ ゴットに 会い、 当面、 
何を しなければ ならない かを 話し合いました。 ケマル •イドリスとの 合意 事項は 「独立は イギリスと 
オランダを 相手と する 戦争で ある。 そのためには、 まず 我々 が 独立戦争の リ ー ダ ー •シップを 取る 意 
志を 明確に し、 中核 パワ ーを怍 ら なければ ならない。 今は 烏 合の 衆 だから、 きちっ とした 軍隊を 作る 
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ナラ リヤ 勲章の 勲記 


この 勲章は， インドネシアの 独立 
と 復興， 発展の ため 尽く した 人に 
与えられる 最高の 栄誉で， これ ま 
で， 前 田 精， 高杉晋 一， 清水 齊， 
小 笠 公韶， 稲嶺 一郎， 金子 智 一の 
6 氏。 この 勲記は 金子 氏の もの。 
「イン ドネ シア 共和国 大統領は 
氏名 金子 智一 
役職 財団法人 日本 インド 
ネ シア 協会 理事 

に 対し， 功労 勲章 ナラ リャを 授与 
する。 

本 叙勲は， 1963 年 第 5 号 法律に 
基づき イン ドネ シア 共和国 政府と 
の 友好関係 緊密 化に 際し， インド 
ネ シア 国家 及び 民族に 対し， 多大 
なる 貢献を 評価して なされた もの 
である。 

ジャカルタ 1988.  8.17 
イン ドネ シア 共和国 大統領 

スハル ト」 


ことが 必要 だ。 さらに、 情報 機関の 設立 も 必要 だ」 というよ うな ことでした。 

—— 武器は どうしました か。 

L 日本軍から もらいました。 バニュワンギ や 東部 ジャワでは、 たくさん もらいました。 しかし、 
スマラン や バンドンでは 少しし かもら えません でした。 

—— そう やって 国軍を 作った のです ね。 

L そうです 。ジャヵルタでは ィギリス 軍、 それから オランダ 軍の 攻勢が 続き、 そのため 私は 情報 
の 収集に 忙殺されました。 (詳しい 戦闘 経過は 削除) 

—— 武器は 日本軍から もらった もの だけでした か。 

L 日本軍から もらった もの だけでは 足りない ので、 シン ガボー ルに 買いに 行きました。 密輸の 支 
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払いは ゴム や 錫でした。 砂糖で 支払った こと もあります。 

—— 「解散 時の 兵員 数は 約 二百 万」 と、 復員 軍人 大臣の サンバス 少将は 説明して います。 日本軍 
保有の 武器は 約 六 万 丁 だから、 全部 渡しても 足りなかった わけです ね。 

L そぅです。 ぜんぜん 足りません。 完全 武装の 部隊は 少なく、 パラン (山刀) と 竹槍の 部隊が 大 
部分でした。 充分な ものは、 敢闘 精神と 国民の 支援でした。 

—— 最後に 日本人への メッセー ジ を。 

L 大 東亜 戦争が 契機と なって、 アジアから アフリカまで 独立し ました。 日本に だけ 犠牲を 払わせ 
てす まない と 思って います。 そして、 大 東亜 戦争 中の 日本軍 政の 特徴は、 魂を 持って きて くれた こと 
です。 我々 と 苦楽を 共に し、 農作業 や 各種 技術の 初歩を 教えて くれ、 軍事訓練まで ほどこして くれ ま 
した。 当時の 日本人を トー タルで みれば、 軍人が もっとも 真面目 熱心で、 インドネシア 人の 心を とら 
えました。 むしろ 商社 員 や 軍属の 中に 利益 追求に 走り、 不遜な 者が おりました。 親日派を 反日に 追い 
やった のは、 彼らではありません か。 

ところが、 現在の インドネシアには、 確かにた くさん の 日本 商品が 氾濫して います。 優秀な 日本の 
商社 員 もたく さん 来て います。 しかし 彼らは、 華僑と 結託して 金もぅけに 奔走す る だけで、 イン ドネ 
シア 人との 間に 心の 交流が ありません。 海外で 働く 日本人に 心の 教育を して ほしいと 思います。 

【阿羅 健 I 】 
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三 マレ— シア •シン ガボ— ル —— 大 東亜 戦争を 評価す る 人々 

ラジ ヤ^ ~  •ダト •ノン チック 氏 (元 上院議員) 

ダ トゥク •ザイナル •アビ デン 氏 (マラ ヤ 国民 大学教授) 


日本軍の〃 残虐 行為" と〃 華僑 粛清" の 真相 

日本が 対米 •英 •蘭 戦争を 決意した とき、 海軍は ハワイの アメリヵ 太平洋 艦隊を 真っ先に 攻撃し、 
一方、 陸軍は マレ ー 作戦を 第一と 考えました。 陸軍が マレー 作戦を 最 優先 させた のは、 戦争 遂行に あ 
たって 石油 や ゴムな どの 豊富な 南方を 占領す る 必要が あった ためで あり、 マレー 半島が イギリス 東洋 
支配の 象徴であった からです。 

この マレ ー 半島には 古代から 王国が 生まれて いました が、 十六 世紀から 西欧の 進出が はじまり、 長 
らく オランダが 支配して いました。 しかし、 十八 世紀に なると 新たに イギリスが 進出し、 十九 世紀 前 
半には 完全に イギリスの 支配 下に 置かれる ょぅになりました。 だから 大 東亜 戦争が はじまる 前まで、 
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そこは 「英領 マレ ー」 と 呼ばれて いました。 

また、 マレー 半島 突端に ある シン ガボー ルは サルタン (土侯) が 支配して いました が、 十九 世紀に 
は イギリスが 永久の 領有 権を 獲得し、 直轄植民地と していました。 シン ガボー ルは 交通の 要路で、 天 
然の要書であったこともあり、大東亜戦争が始まる三年俞、イギリスはここに堅固な要塞を築きまし 
た。 プリンス •オブ •ゥェ ールズ を 旗艦と する 東洋 艦隊は シン ガボー ルを 根拠地に して おり、 パーシ 
バル 中将を 司令官と する 約 十万の 陸軍 部隊 もこ こにいました。 

マレー 半島 北部に 上陸した 日本軍は 破竹の 勢いで 進軍を 続け、 昭和 十七 年 二月 十五 日には、 シン ガ 
ポー ルに 籠城した イギリス 軍を 降伏 させました。 わずか 二 力 月 ほどの ことです。 赫 々たる 大 戦果で し 
た ( 117 頁 参照)。 シン ガポー ルは 昭南 市と 改名され ました。 英領 マレー は、 マレー 人、 華僑、 インド 人 
などが 混在して おり、 また 重要な 資源 地であった ため、 日本は マレ ー シアを 積極的に 独立 させようと 
はしませんで したが、 東洋 支配の 象徴で ある イギリスを 撃滅した として 世界に 衝撃を 与えました。 

この マレ ー シアと シン ガボー ルは、 日本の 敗戦と ともに 一時 イギリスの 支配 下に 戻りました が、 や 
がて 独立し ます。 

しかし、 敗戦と ともに 日本が 果たした 役割は すべて 無視され るよう になり、 特に 最近、 マレ ー シア 
は 「戦争 中、 日本 兵が 赤ん坊を 放り 投げ、 銃剣で 刺し殺した ところ」、 シン ガボー ルは 「日本軍が 多 
数の 華僑を 粛清した ところ」 として 喧伝され るよう になり ました。 

赤ん坊を 放り 投げて 刺し殺す という ことは、 ドスト エフ スキ ー の 『カラマー ゾフの 兄弟』 や 『死の 
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ラジャ ー •ダ ト. ノン チック 氏は 
昭和 59 年 4 月 29 日， 日本から 勲二 
等 瑞宝章を 授与され た。 昭和 天皇 
の 大喪の 礼と 葬 場 殿の 儀へ も， ア 
セ アンを 代表して 出席して いる。 


家の 記録』 に 出て くる トルコ 兵の 話で、 それからの 発想で しょう。 日本に そんな 発想がない のは、 兵 
隊に 聞いて みると すぐ 分かります。 

マレ ー シア 生まれの ラジ ャー •ダト •ノン チック 氏は それにつ いて、 こ、 っ 語っ ています。 

〈先日、 この 国に 来られた 日本の ある 学校の 教師は、 「日本軍は マレー 人を 虐殺した にちがいない。 
その 事実を 調べに 来たの だ」 と 言っ ていました。 私は 驚きました。 「日本軍は マレー 人を 一人 も 殺 
していません」 と 私は 答えて やりました。 日本軍が 殺した のは、 戦闘で 闘った 英軍 や、 その 英 軍に 
協力した 中国 系の 抗日 ゲリラ だけでした。 そして、 日本の 将兵 も 血を 流しました。 

どうして このように 今の 日本人は、 自分たち の 父 や 兄たち が 遺した 正しい 遺産を 見ようと しない 
で、 悪い ことば かりして いたよう な 先入観を もつ ようにな ってし まった のでし ょう。 これは 本当に 


残念な ことです。〉 

この ノン チック 氏は 大 東亜 戦争 中、 マラ ヤ 南方 特別 留学生と して 来日、 陸軍士官学校に 学んだ 人で 
す。 大 東亜 戦争後、 知事、 下院議員、 上院議員を 歴任し ました。 また A  SEAN 結成 支援の ため、 日 
本に 留学した 人たち と ASCOJA  (アセアン 日本 留学生 評議会) を 結成し、 会長に なりました。 

ノン チック 氏は 日本の 役割を、 こう も 述べて います。 

〈私たち アジアの 多くの 国は、 日本が あの 大 東亜 戦争を 戦って くれたから 独立で きたので す。 日本 
軍は、 永い 間 アジア 各国を 植民地と して 支配して いた 西欧の 勢力を 追い払い、 とても 白人には 勝て 
ない と あきらめ ていた アジアの 民族に、 驚異の 感動と 自信と を 与えて くれました。 永い 間 眠って い 
た" 自分たち の 祖国を 自分たち の 国に しょう" という こころを 目 醒めさせて くれたの です 〇〉 
〈私たちは、 マレー 半島を 進撃して ゆく 日本軍に 歓呼の 声を あげました。 敗れて 逃げて ゆく 英 軍を 
みたと きに、 今まで 感じた ことのない 興奮を 覚えました。 しかも、 マレ ー シアを 占領した 日本軍 
は、 日本の 植民地と しないで、 将来の それぞれの 国の 独立と 発展の ために、 それぞれの 民族の 国語 
を 普及 させ、 青少年の 教育を おこなって くれたの です。 

私 も あの 時に マラ ヤの一 少年と して、 アジア 民族の 戦勝に 興奮し、 日本人から 教育と 訓練を 受け 
た 一人です。 私は、 今の 日本人に アジアへの 心が 失われつつ あるのを 残念に 思って います。 これ か 
らも アジアは、 日本を 兄貴 分と して 共に 協力しながら 発展して ゆかねば ならない のです。 ですから 
今の 若い 日本人た ちに、 本当の アジアの 歴史の 事実を 知っても らいたい と 思って いるので す。〉 
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ノン チック 氏は、 昭和 五十 九 年に 日本 政府から 勲 二等 瑞宝章を 受賞して おり、 親日家で すが、 これ 
は ノン チック 氏の ような 一部 だけの 意見ではありません。 

同じ マレ ー シア 生まれで、 マラ ヤ 国民 大学教授の ダ トゥク •ザイナル •アビ デイン •ビン •アブ ド 
ゥル •ヮ ーヒド 氏は、 ラジオ 番組で 「マレ ー シアの 歴史」 を 放送し、 それが 好評だった ため、 後に そ 
の 話を 『マレー シアの 歴史』 として 出版し ましたが、 その 中で こう 述べて います。 

〈マラ ヤ 政治 史 のうちで もっとも 重要な 出来事と いえば、 まず 何を おいても 一九 四 一年の 日本軍の 
マレ ー 半島 進攻を あげねば ならないだろう。 日本の マラ ヤ 占領は、 マラ ヤの 人々 の 間に 政治 意識の 
覚醒を もたらした。 このようない い 方は 一見 矛盾して いるよう に 聞こえる かもしれ ない が、 日本軍 
政は 我が国に おける ナショナリズムを 育成 •発展させる うえで、 いわば 「触媒」 の 役割を 果たした 
という ことができ るので ある。 

日本軍 政の 積極的な 面に ついていえば、 日本 軍政部が、 それまで もっぱら 西欧 人 専用だった クラ 
ブ やプー ルな どを、 肌の 色に かかわり なく 一般に 開放す るな どの 政策を とる ことによ って、 たとえ 
形式的に もせよ、 「民族の 平等」 を 標榜した ことな どが あげられる だろう。 今日では、 このような 
みえすいた ジェス チャ ー はなん の 意味 ももたない ようにみ える かもしれ ない が、 その 当時は 社会に 
大きな 影響を 与える 出来事だった ので ある。 

事実、 日本の マラ ヤ 占領 作戦の 成功 そのものが、 マラ ヤ 国民の イギリス 人に 対する 態度に 大きな 
変化を もたらした。 つまり、 たとえ 日本 占領 期間が 短期 的に 終わっ たとは いえ、 マラ ヤ 上陸作戦の 
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電撃 的 勝利は 「大英 帝国」 の 威信を 大きく 揺るがし、 また 「白人」 は 優秀で あると いう 従来の 固定 
観念を つき 崩した ことは 確かで ある。〉 

このょうに 日本は マレ ー シアの 人々 を 目覚めさせ、 マレ ー シア 独立の きっかけを 作った のです。 
また、 華僑 粛清に ついては、 華僑が 殺された という 事実 だけが 取り上げられて いますが、 それは、 
経緯を 無視した 一方的な 表現です。 

もともと マレ ー 半島の 華僑は、 日本が 支那 事変と して 戦って いた 中国の 重慶 政府に 通じて おり、 そ 
の 反日 活動は マレ ー 作戦の 前から 注目され ていました。 大 東亜 戦争が はじまる と、 I 部の 華僑は イギ 
リスに 協力す る ことを 表明 さえし ました。 その上、 マレー の 社会 構造では、 華僑が イギリスと マレー 
人 •インド 人の 間に 存在して いて、 日本が マレー を 解放 するとい うことは、 華僑に とって 権益を 犯さ 
れる ことになります。 

ミルトン. オズ ボーン (才丨 スト ラ リア 生まれ。 シド ニー 大学 卒業後、 ォー スト ラ リア 外務省に 入り、 シン 
ガボ ー ルの イギリス 東南アジア 研究所 長な ど 歴任。 東南アジアに 関する 歴史 書が ある) の 分析は その 辺りを ょ 
く とらえて います。 こう 述べて います。 

〈マラ ヤの 戦争 経験は、 マレー 人 住民に とっては、 比較的 楽な 経験で あり、 中国人に とっては かな 
り 残酷 かつ 利益 剝奪 という 経験で あり、 また 少数派の インド 人に とっては、 特に この 社会の 比較的 
裕福で ない 層に とっては、 自分ら がかつ て 就いた ことのない、 権限を もつ 地位に 日本人が 登用して 
くれたので、 身分の 改 善感を 味わう 機会であった。〉 
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このように、 華僑に とって 日本軍は 歓迎すべき 軍隊ではなかった のです。 

日本軍が マレ ー 半島を 進む にしたがって、 ィギリス 軍に 組織され た 華僑は 遊撃隊と して 日本軍の 作 
戦を 妨害し ました。 シン ガボー ルを 目の前にして、 日本軍の 軍司令部 戦闘 指令 所が 襲撃を 受けたり、 
シン ガボ ー ル 陥落 後 も 倉庫が 襲撃を 受けたり しました。 

すべての 華僑が 日本軍の 作戦を 妨害した わけではありません が、 日本軍を 妨害した 華僑が 少なくな 
いという ことは、 日本軍 将兵に 多くの 衝撃を 与えました。 マレー 作戦に 参加した 兵隊たち は、" 白人 
から アジアを 解放す る" という 気持で 戦っ ていました から、 白人の 手先と なって いる 華僑を 知って 表 
現ので きない 憤りを 感じました し、 軍の 参謀たち は" ここで 華僑に 対し 断固たる 姿勢を 示さな けれ 
ば、 これからの 軍政は 相当の 妨害が 予想され る" と 考えた としても 当然です。 

このような 背景が あり、 日本軍は 華僑 粛清を 実行した のです。 確かに 当時から 「華僑を 粛清す る必 
要が あった のか」 という 見方 も ありまし たが、 この ことは 日本軍に とって 掃討 作戦で あり、 純然たる 
軍事 作戦であった のです。 

大 東亜 戦争後、 シン ガポー ルを 攻略した 第二 十五 軍の 参謀たち が シン ガポー ルの 国防省から 招待 さ 
れ たこと があります。 いわば 華僑を 粛清した 当事者が 招待され たわけです。 

そのと きに シン ガポー ル 国防省が 考えて いた ことは、 シン ガポー ルを 攻めた 日本軍の ような 勇まし 
い 軍に なりたい という ことで、 シン ガポー ルを 攻めた 軍人から 教えを 乞う という ものでした。 ときの 
首相は、 シン ガポー ルが 自治 国になる と 同時に 首相に 就任して いた リー •ク アン ユー で、 リー •クア 
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ンユ ー は 三十 年に も わたり シン ガボー ルを 指導す る 人です。 

このと き、 かねて" 華僑 粛清は 行き過ぎ だ， と 思って いた 杉 田 一次 氏 (第 25 軍 参謀) がリ ー •クァ 

ンユ ー 首相に、 

〈華僑の 粛清は 第二 十五 軍 参謀と して 申し訳なかった。〉 

とお 詫びを したと ころ、 リ ー .ク アン ユ ー首相は、 

/ 周 一 去の こと だ。 そんな ことは 考えないで、 シン ガボー ルの ことで 助言しても らいたい。〉 

と 言いました。 

華僑 粛清は 日本と しては 軍事 作戦で あり、 その上での 杉 田 一次 氏の 言葉です が、 その 杉 田 氏の 言葉 
とリ ー •ク アン ユ ー 首相の 返事 こそ、 すべてを 物語っ ている と言えるで しょぅ。 

【阿羅 健 I 】 
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四 ビルマ 〔ミ ヤンマ—〕 —— 独立の 系譜 

日本を 裏切らなかった バ^  —  •モウ 首相 
と 独立の 志士 オン •サンの 宿命的 物語 


ビルマの 人々 の 言葉に 導かれて 

ビルマと いえば 最近 (一九 八 九 年 6 月 18 日) 国名を、 英語 表記を 自国語の 発音に 沿って 「ミ ャンマー」 
に 改めました。 日本からは 遠く、 アジアの 端に あります。 そのぅえ 昨年 (一九 九〇 年) の 総選挙で、 
スー •チー 女史 (オン •サンの 娘。 本年 10 月 14 日、 ノー ベル 平和 賞 受賞。 オン •サン = アウン •サン、 本稿で 
は 当時からの 表記に 沿って オン •サンに 統一) が 圧勝した のに、 ソウ •マ ウン 国防 相ら は 政権を 譲渡せ 

ず、 相変わらず 軍部独裁の 社会主義 体制を 続けて います。 最貧 国の ひとつで、 日本人には あまり 印象 
がょくない ょぅです。 

それでも、 一歩 ビルマの 国内に 足を 踏み入れれば、 涙の 出る ほどの 親日 的な 人々 に 出会います。 遺 
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骨 収集に 協力し、 英霊に 対して 冥福を 祈って くれます。 日本軍の 勇戦ぶ りを 讃 え、 一九 四 三年 (昭和 
18 年) の 独立の 感激を 語ります。 たどたどしい 日本語ながら、 文部省 唱歌 「日の丸」 や 「愛国 行進曲」 
を 歌い、 「ニ ッボン •ビルマ •バン ザィ」 を 唱えて くれます。 そのため、 ビルマを 訪問した 日本人の 
中には、 「ビルマ •メロメロ」 になる 人が 多い のです。 

私が ビルマに 強く 魅 かれる のは、 父が 転戦した 所と いぅの も ひとつの 理由です が、 大 東亜 戦争の 初 
期、 我々 の 先輩が その 独立に 貢献し、 戦争 末期には ビルマ 防衛に 悪戦苦闘した 国 だからです。 最後は 
敗戦して 報いられなかった けれど、 その 精神的 遺産は 現地に 生きて います。 

特に 本稿で 主題に したいのは、 昭和 十八 年に 日本が 認めた 独立に ついて、 日本の いくつかの 百科 事 
典が 触れて いない ことです。 また、 我が国の 近代史 家の 間では、 「ビルマが 独立した のは、 日本の 力 
によるので はなくて、 むしろ 日本と 抗戦す る ことによ って、 一九 四 八 年 (昭和 23 年) に 独立した」 と 
する 見解が まかり 通って いるから です。 これでは 正しい 歴史とは いえず、 日本の 果たした 役割を 抹殺 
する ことになります。 私は その 点を 明らかにしたい のです。 

ビルマの 元首相 バー •モゥは、 その 著 『ビルマの 夜明け』 の 冒頭で 次のよぅに 述べて おります。 

〈その 時代の ビルマの 真実は、 ビルマの 国民 自身が 話さない 限り 決して 知られる ことは ない。 また 
それらの 事件の 当事者が 話さない 限り、 本当の 真実が 語られた ことになら な. い。〉 

弘 (± パ ー •モゥの 指摘に 従って、 本稿では ビルマ 人で 当事者であった 人々 の 言葉に 導かれながら 語 
りたい と 思います。 
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日露戦争と" ビルマの ガンジ—" オッ タマ 僧正 

そもそも ビルマには、 偉大な 歴史が ありました。 十一 世紀 以降、 ビルマ 族に よる 大帝 国が 三回に わ 
たって 建設され ていました。 すなわち、 パガン 朝 (一 〇四四 年〜 一二 八 七 年)、 トングー 朝 ( 一 五三 一〜 
一七 五 二 年)、 アラ ウン パ^ -1 朝 (一七 五 二 年〜 一八 八 五 年) であります。 この間に 元の 襲来と 清国から 
の 侵略を 受けて います。 そして、 第一 次から 第三 次に 至る 英緬 戦争 (一八 二 四 年〜 一八 二 六 年 •一八 五 
二 年 •一八 八 五 年) によって アラ ウン バヤー 王朝は 滅亡し ました。 通算 六 百年に わたる 栄光の 王朝 時代 
は 終わり、 イギリスが ビルマ 全土を 領有す るに 至った のです。 しかし その後 も、 ビルマ 人の 抵抗は 起 
こりました。 

特に ビルマ 人に 独立 精神を 奮い立たせた のは、 他の アジア 諸国と 同様に、 ボーア 戦争 (一八 九九 年 
〜 一九 〇二年 、南アフリカに 移住した オランダ 系 農民が、 土着民と ともに、 イギリスの 統治に 反抗して 戦った 戦 
争。 イギリスの 勝利に 終わる) における ボーア 人の 抵抗運動と、 日露戦争 (一九 〇四 年〜 一九 〇五 年) にお 
ける 日本の 勝利でした。 

ビルマの 歴史家 テイン •アウン 博士は 『ビルマ 史』 の 中で、 次のよぅに 述べて います。 

〈この頃に ビルマに 最初の 映画館が 出現した が、 上映され たのは ボーア 戦争と 日露戦争の 記録映画 

であった。 観客は スクリ ー ンに 写し出された マ フエ キン (イギリス 軍に 包囲され た ボーア 人の 町) のボ 

丨ア人 救出に 安堵の 溜息を つき、 日本軍の 兵士が、 鉄道で 輸送され る ロシアの 軍隊を 襲撃す る 場面 
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に 拍手を 送った。 

その 頃は 映画の 検閲な どもち ろん 無かった うえに、 イギリスの 役人たち は、 ボーア 人に 対する イ 

ギリスの 勝利を 印象づける 映画 や、 どっちみ ち イギリスの 同盟国 (注— 日英 同盟) である 日本が 口 

シアに 勝つ 映画は、 ビルマ 人に 見せても 害は ない と 考えて いた。〉 

こ、 っいう 民衆の 心を 代表した 人物に、 ウ .オッ タマ 僧正 (一八 七 九 年〜 一九 三 九 年) がいます。 彼は 
日露戦争の 勝利に 感激して、 矢 も 盾 もた まらず 前後 二回 来日して います。 その 感激を 『日本』 という 
本に 著わし、 ビルマ 国民に 奮起を 促しました。 

〈日本の 隆盛と 戦勝の 原因は、 英明なる 明治 大帝を 中心に して 青年が 団結して 起った からで ある。 

われわれ も 仏陀の 教えを 中心に、 青年が 団結 •蹶起 すれば、 必ず 独立を かちとる ことができる。〉 
〈長年の イギリスの 桎梏から のがれる には、 日本に たょる 以外に 道は ない。〉 

とまで 彼は 主張して いたのであります。 

帰国 後の オッ タマは、 インド 国民 会議 派と 密接な 連絡を とりながら、 ビルマの 完全 _ 治を 要求す る 
運動を 起こしました。 そのため、 イギリス 本国 政府から 民衆 煽動の 廉で 投獄され、 出獄 後には 青年 仏 
教徒 連盟 (YMBA) の 結成、 改組して 仏教徒 団体 総評 議会 (GCBA) を 結成して 不服従 抵抗を 展開 
しました。 その 間、 三度 も 投獄され ながら、 釈放 後は 納税 ボイコット 運動を 起こして 終身刑を 宣告 さ 
れ 、日本が イギリスに 宣戦布告 する 二 年 前の 一九 三 九 年 (昭和 14 年) に 獄死し ました。 

オッ タマ 僧正に ついて、 ビルマの 歴史学 者 マ ウン •マ ウン 博士は 『ビルマと ネ •ウイン 将軍』 の 中 
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で 次のょうに 記して います。 

〈今まで 西欧の 歴史 や 地理の 本に、 その 国民は 体軀 矮小で 取る に 足らぬ 人間で あると 書かれて きた 
アジアの 日本が、 二十世紀 初頭 ロシアに 大勝を 博した ため、 日本は ビルマの 志 ある 青年たち の 目に 
正に 旭日昇天の 国と して 映った。 日本を 見た オッ タマは、 東京の 大学で 一時 教鞭を とってから ィン 
ドを 経て ビルマに 帰って来て、 近代国家 建設の ための 日本国民の 団結と 勤勉に ついて、 素晴らしい 
土産話を たくさんす るので あった。〉 

現在、 ラングー ン には オッ タマ 公園が あり、 その 横の 十字路には 高い オッ タマの 像が 建立され てい 
ます。 彼は" ビルマの マハトマ •ガンジ ー" というべく、 毎年 オッ タマの 誕生日には、 その 生地で あ 
る アラカン 州の アキャブで、 彼を ® ぶ 追悼式が 行われて いると いいます。 オッ タマは、 ビルマの 独立 
回復を 見る ことなく 世を 去りました。 しかし、 かれの 不屈の 精神は 独立の 志士たち に 継承され、 果敢 
な 独立運動の 展開を 生み出した のであります。 

大 東亜 戦争と パ！ モウ 博士 

大 東亜 戦争 中、 日本軍 政 下で 初代の ビルマ 首相と なった バー •モウ も、 子供の 頃に 日露戦争の 勝利 
を 聞いた 感激を、 次のょうに 述べて います。 

〈私は 今でも、 日露戦争と、 日本が 勝利を 得た ことを 聞いた ときの 感動を 思い起こす ことができ 
る。 私は 当時、 小学校に 通う 幼い 少年に 過ぎなかった が、 その 感動は あまりに £ く 行き わたっ てい 
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たので、 幼い 者を もとり こにした。 たとえば、 そのころ 流行した 戦争 ごっこで、 幼い われわれは 日 
本 側に なろぅと して 争っ たりした もの だ。 こんな ことは、 日本が 勝つ 前までは 想像 もで きぬこと だ 
った。 (中略) それは われわれに 新しい 誇りを 与えて くれた。 歴史的に みれば、 その 勝利は、 アジ 
アの 目覚めの 発端、 また その 発端の 出発点と も 呼べる ものであった。〉 (『ビルマの 夜明け』) 

バー •モウが 生まれた のは 一八 九 三年 (明治 26 年)、 すでに ビルマは 三次に わたる 対英 戦に 敗れ、 す 
っかり ィギリスの 植民地 支配 下に 置かれて いました。 日露戦争が はじまった のは、 彼が 十一 歳の 時で 
あります。 

彼は ラング ー ン 大学、 カルカッタ 大学 卒業後、 英 ケンブリッジ大学で 弁護士 資格を とり、 仏の ボル 
ド ー 大学に 留学し、 ビルマ 人と しては 最初の 哲学 博士の 称号を 得ました。 帰国 後、 ラング ーン 大学 教 
授を 経て 弁護士と なり、 反英 独立運動の 闘士と して 活躍し ました。 

彼は スカル ノや ナセル ばりの ハッタ リ的 独裁者で はなく、 ネル ーに 近い 教養と 緻密な 才知を 兼備し 
た 巨人 的 風格の 持主でした。 彼は 民族 運動を 志す と、 まず シン エタ (貧民) 党を 結成し ました。 彼の 
存在は 大きく、 一九 三 七 年、 ビルマが 正式に ィンドから 分離し、 英の 直轄植民地 となって から、 初代 
の 首相に 就任し ました。 ヨ ーロッ パで 第二次大戦の 様相が 濃くなる と、 一方では 日本と 政治的 接近 エ 
作を 開始し、 三 九 年には 内閣総辞職を 行いました。 

彼は 野に くだる と 「自由 ブロック」 を 結成して、 総裁に 就任 (書記長は ォン •サン)。 ビルマ 全土で 
デモ や 集会を 行い、 それが たちまち 反英 国民 運動と なって ふくれあがりました。 一方では 日本軍 やィ 
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昭和 18 年 11 月， 東京で 開かれた 大 
東亜 会議に 出席した バー • モウ 首 
相の ために， 伊原 宇三郎 画伯 （帝 
展 特選 3 回， 日本 美術家 連盟 委員 
長） が 描いた 肖像画 （油絵） 


ン ドの 独立 派と 接触を 深め、 一九 四〇年 (昭和 15 年) には オン •サンら 三十 人の 志士を 国外に 脱出 さ 
せました。 脱出 先は 海 南 島で、 彼ら 青年 志士に 日本軍の 教育を 受けさせ、 ビルマ 国軍の 基礎を 作らせ 
るの が 狙いでした。 

しかし、 このよぅな 運動の 中心人物が バー •モゥで ある ことが ィギリス 側に わかり、 彼は 英 官憲に 
逮捕されて 無期刑に 処 せられました。 

三十 人 志士と 南 機関 

バー •モゥの 指示に より、 オン. サンら 三十 人 志士が ビルマを あとに して 海 南 島に 向かった のは、 
一九 四 〇 年 (昭和 15 年) 八月 十四日の ことでした。 彼らは 中国 密航者を 装い、 ノル ゥエー の 貨物船 ハ 
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イリ ー 号に 乗り込みました。 それは 冒険に 等しい 旅でした。 

彼らの 中には 後の 大統領 ネ •ウイン もい ました。 当時、 オン •サンは 二十 五 歳、 ネ •ウインは 二十 
九 歳。 オン •サンは、 祖父が 反英 ゲリラの 指導者と して 処刑され たこと も あって、 熱烈な 抗英的 愛国 
者と して 成長し、 三十 名の 志士の 代表には 年少の オン •サンが 選ばれました。 

海 南 島 三 亜での 訓練は、 世界で もっとも 軍紀の 厳しい 日本軍の 指揮 下で 行われた わけで、 苛酷 その 
ものでした。 非戦闘員の 長であった オン. トクは、 当時の 辛 さを 著書 『わが 冒険 J の 中で 述べて いま 
す。 

〈毎日の 日課は 余りに も 日本的で、 日本の 国旗への 敬礼、 皇居 遙拝 、そして 日本の 歌を 日本語で 歌 

うとい う ものだった。 彼らは これを も 軍事訓練の 一部 だとす る 人種 主義に 凝り固まっ ていて、 我々 

はどうしても ついて ゆけな かった 〇〉 

しかし、 オン •サンを 中心とする 幹部たち は、 海 南 島に おける 日本人の 指導 方法を 批難す るよう な 
ことは しません でした。 彼らは、 日本の 協力を 得て、 純粋な ビルマ 国軍を つくる ことに 強い 使命 感を 
抱いて いました。 

海 南 島で 彼ら 三十 人を 指導した のは、 対 ビルマ 秘密 工作 機関と して 作られて いた 「南 機関」 (大本 
営 直属) です。 その 機関長 鈴 木 敬 司 大佐は、 恩賜の 軍刀を もらった 秀才で、 バー •モウ も 鈴 木 大佐 
を、 「例えば 英国 近代史に 出て くる アラビアの ロレンスの ような 非凡な 人物であった」 と 評して いま 
す。 鈴 木 大佐 も 「独立は 人に 乞うたり、 人が 与えて くれる のを あてに して 得られる ものでは ない I と 
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ビルマで 刊行され た 『THE  MINAMI 
ORGAN  J  (南 機関） に 載った 30 人 志 
士の 面々。 （前列 中央が オン. サン， 
その 右が 鈴 木 大佐） 


鈴 木 敬 司 大佐 （後に 少将) 


指導した し、 南 機関に 所属した 日本の 将校たち は、 「自分の 生命を ビルマ 独立の ために 捧 ける」 と 誓 
つてい ました。 

ビルマ 独立 義勇軍 (BIA) の 進撃 

昭和 十六 年 (一九 四 一年) 十二月 八日、 日本は ついに 開戦し ました。 三十 人の 志士たち は タィの バ 
ンコク に 集まり、 ビルマ 独立 義勇軍 (Burma  Independence  Army:  BIA) を 編成し ました。 それは ィギ 
リスの 植民地と なって 百年 間、 軍隊を もたなかった ビルマに とって 画期的な できごとでした。 

この ビルマ 独立 義勇軍の 生みの親 である 鈴 木 大佐は 「ボ •モー ジョ」 といぅ 名前を 与えられ まし 
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た。 「ボ •モー ジョ」 というのは ビルマ 語で 「稲妻 •雷 帝」 を 意味し ます。 それまで ビルマは 植民地 
による 暗黒 支配が 続いた ために、 いろいろな 予言が 信じられて いました。 その 中に、 英国は 南東から 
稲妻の ように 襲い かかる 日本軍に よって 滅ぼされる、 という 内容の もの も ありました。 また 鈴 木 大佐 
は、 かつて 英国の ビルマ 占領に より、 タイに のがれた 直系の ビルマ 皇太子 ミン グンの 子孫 だとい う 噂 
さえ 広まりました。 

十二月 三十 I 日、 バンコクで 日本 伝統の 古式に 則り 出陣 式が 開かれました。 この ビルマ 解放 軍の 司 
令官 は、 ボ •モ ージョ となった 鈴 木 大佐で、 オン •サンは 少将に 任命され ました。 こうして ビルマ 解 
放 軍が 編成せられ、 ビルマに とっては 第 四 次対英 戦争が はじまった のであります。 

日本軍は 四 個 師団を もって、 わずか 五 力 月で ビルマを 制圧し ました。 それは 文字通り 稲妻の ような 
速さでした。 英国の 陸軍 少佐 ジョン •  L  •クリス チャンは 『ビルマと 日本人の 侵入』 の 中で、 日本軍 
の 太平洋 地域 および 東南アジアでの 勝利に ついて、 「歴史上、 最も 驚くべき 軍事的 業績」 と 述べて い 
ます。 日本軍と ビルマ 独立 義勇軍の 進撃に よって、 ビルマ 人の 間に 英雄的 行為 も 生まれました。 その 
ひとつは、 戦時中の アジア 人の 間で 伝説と さえな りました。 その物 語を、 バー •モゥは 次のように 書 
いて おります。 

〈それは サルゥィン川での 戦いの さ 中ので きごと であった。 日本人 将校が ビルマ 人に ボ ー トで 対岸 
へ 渡らせて くれる ように 頼んだ。 船の 通路は 数 力 所の 英国 陣地から まる 見えで、 その 射程 距離に あ 
った。 今 行く ことは 死にに いくような ものだった。 しかし 四 人の ビルマ 人 Is 頭が 進み出た。 
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二人の 船頭と 日本人 将校が 船底に 伏せ、 残りの 二人の 船頭は まっすぐ 平然と 立って 櫓を 漕いだ。 
船が 中 ほどに 来て、 岸から まる 見えに なった 時、 二人の 漕ぎ手は 集中砲火を 浴びて 倒れた。 残る 二 
人の 船頭は 一言 もし ゃ ベらず、 すぐ 持ち場に 着いて 漕ぎ だした。 ちょぅど 船が 対岸に 着いた 時、 こ 
の 二人 も 弾丸に あたって 死んだ。 これは 例の ない 英雄的 行為であった。〉 (『ビルマの 夜明け』) 

一九 四 二 年 四月 初め、 ついに 日本軍は サル ウイン 川を 渡り、 対岸の 英国 要塞 マルタ パンを 占領し ま 
した。 M いて 追撃戦に うつり、 ペグ ー と ラング ー ン へと 押し 進みました。 ボ •モ ー ジヨの 部隊 も 日本 
軍の あとを 追いました。 新しくで きた ビルマ 軍は いたるところで 歓迎され、 青年たち は 部隊への 志願 
を M つて 申し出て、 そのため 武器が 不足し、 竹槍で 間に あわせなければ ならない ほどでした。 
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ルの 
ビ束 
，装 
ば 白 
〇  〇 
行た 佐 
にえ 大 
共迎木 
とて 鈴 
士 しと 
志 呼 こ 
人歓帝 
30 は 雷 
てち が 
した 姿 
称 人 上 
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B 丨 A から 鈴 木 雷 帝への 感謝状 


ビルマ 独立 義勇軍 (BI  A  ) は、 オン. サン 
やネ •ウィンら の 三十 人 志士を 中心に 創設され 
た。 それには 雷 帝 •鈴 木 敬 司 大佐が 機関長を つ 
とめた 南 機関 (鈴 木 大佐の 変名 •南 益 世ょり 命名) 
が 大きく 関わって いた。 

大本営の 命に ょり 帰国 (昭和 17 年) する 鈴 木 
大佐へ、 BI  A は 感謝状と 軍刀 一 振を 贈った。 

次に 紹介す るのは、 感謝状の 後半 部分 だが、 
前半は、 ビルマ 建国から ィギリスの 侵略に つい 
て 述べ、 日本を 「アジアの 前衛」 と 位置づけ、 
日本軍と 独立 義勇軍が 連合軍を ビルマから 追い 
払った 勝利を 「ビルマ 独立を 求める 運動の 歴史 
の 中で も、 大きく 讃 えられる ことにな ろう」 と 
している。 そして、 次の 文が 続く。 


「父親が その子 供に 教えさと すが ごとく、 そ 
の 子供を 守る がごと く、 雷 将軍は 真の 情愛を も 
って、 ビルマ 独立 軍の 兵士 全員を 教え、 全員を 
かばい、 全員の ことに 心を くだいて くれた。 ビ 
ル マ 人は、 その 老若男女を 問わず、 この ことを 
忘れる ことは 決してない。 

今日の 世界で 確固と した 独立を 自らの ものに 
する ためには、 ビルマ 独立 軍の よぅな 地上 軍 だ 
けに 頼る わけには いかない。 雷 将軍は、 かくて 
ビルマ 海軍の 創設に も 着手した ので ある。 

ビルマの ために このよぅな 骨折りを した 雷将 
軍は、 いまや 日本に 帰らん としてい る。 われら 
は、 ビルマ 独立 軍の 父、 ビルマ 独立 軍の 庇護 者、 
ビルマ 独立 軍の 恩人を 末長くな つかしむ。 将軍 
の ピル マ 国への 貢献 も、 いつまでも 感謝され る。 
たとえ 世界が 亡ぶ とも、 われらの 感謝の 気持が 
亡ぶ ことは ない。 

日本に お帰りの あかつきには、 ぜひとも 日本 
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ビルマ 独立 義勇軍 か 
ら鈴木 敬 司 大佐へ 贈 
られた 感謝状。 左側 
の 絵は， 大佐が ビル 
マ 兵を 抱き上げ， そ 
の 兵士が ビルマ 鉄鎖 
の 鍵を 開けて いると 
ころ （節 未亡人 所蔵) 


AUN  SAN  TAGUN 
TITLE  (オン •サンの 
旗） の 勲章は， ビルマ 
最高の 栄誉。 日本での 
授与は 7 人 だけで ある。 


の 天皇に、 東条 首相に、 最高 指導 層に、 そして 
老若男女に、 報告して いただきたい。 将軍が 身 
を もって 体験され た われら ビルマ 人の 好意、 忠 
誠心、 勇気、 日本 兵への 助力、 さらに、 日緬間 
の 友好 協力を 求める われらの 努力を —— 。また、 
ビルマが す 速く 独立を 達成す るた めには 次の こ 
とが 必要で ある。 

⑴雷 将軍の 創設になる ビルマ 独立 軍の 強化 
拡大と 武装 状態 改善。 

⑵ ビルマ 海軍の 大小 艦船の 所有。 

⑶ ビルマ 空軍の 創設 (これが やがて 可能に 
なること を われら 信じて 疑わない)。 

雷 将軍の 健康と 繁栄を 心から 願う。 いかなる 


旅 にても 決して 危害を 加えられる ことのな いょ 
ぅに、 安らか さと 幸せと、 そして 長寿を 祈る。 
われら ビルマ 独立 軍 兵士は、 将軍の ために 祈り、 
将軍の 思い出を いついつまでも 大切に する。 将 
軍に も われら ビルマ 独立 軍の ことを いつまでも 
思い出して いただけ るょぅ 念じつつ、 この 告別 
の 辞を 美しい 緑の 小箱に いれて、 お贈りいた し 
たい。  ビルマ 独立 義勇軍」 
昭和 五十六 年、 ビルマ 政府は 独立に 関与した 
鈴 木 大佐を はじめ 七 人の 日本人、 川 島 威 伸、 杉 
井満 、泉 谷達郎 、高 橋八郎 、赤 井八郎 、水 谷 伊 
那 雄の 各 氏に、 ビルマ 最高の 栄誉 「オン •サン 
賞」 を 授与し、 最高の 敬意を 表した。 【柚 原】 
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ビルマ 独立 精神の 昂揚 

昭和 十七 年 (一九 四 二 年) 日本軍が ビルマに 進駐す ると、 バー •モウは モ ゴック 刑務所を 脱獄 (4 月 
13 日) して 日本軍に 合流し、 八月には ビルマ 行政府 長官と なりました。 

緒戦の 日本の 勝利は、 ビルマの 人々 の 心に、 久しい 間 眠って いた アジアの 意識を 喚び さまし まし 
た。 タ キン 派 (民族 解放 派) の 指導者 コ ドー  •マ ィンは、 

〈私の 人生で 今日 ほど 幸せだった ことは ない。 わが国 土から 英国が 追放され、 偉大な アジア 民族が 
馳 せつけ て 他の アジア 民族を 解放して くれた。 我々 に 古代の 遺産と 国土と 自由、 宗教、 文化を 取り 
戻して くれた。 私は 死ぬ 前に この 幸せな 日を 見る ことができた 喜びに 泣いた 〇〉 

と、 ビルマ 各地を 遊説して まわりました。 

共産党の 指導者 タントンの 言葉 も、 極めて 素直でした。 

〈日本は まちがい なく 我々 に 独立を 与えて くれる。 これを 否定す る 人間は 敵方の 宣伝を まいて いる 
英国の 間諜 だ。 我々 の 独立が 完全に 根付き、 我々 がそれ を 敵から 守る ことができ るまで、 日本人に 
とどまって くれる よぅ 頼むべき だ。〉 

また、 戦後の 初代 大統領と なった ウー .ヌ ー は、 戦時中の 外交 協会の 機関紙 「ビルマ」 一九 四 四 年 
九月 号で、 

〈モンゴル 民族 再興の 闘士で あり 代表者で ある 日本は、 東洋に おける アングロサクソンの 支配と 影 
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昭和 18 年 3 月， バー •モウ 博士 一行が 


来日 した 時の 記念 撮影。 前列 右から， 
杉 山元 参謀 総長， オン •サン 司令官， 
嶋田 繁太郎 海相， タ キン •ミヤ 長宮， 
バー •モウ 博士， 東条英 機首 相。 


響を 取り去る ことに 成功した。 アジア 民族 統一の 業は まさしく 歴史的 必然で あり、 これは たやすく 
成就した ものでは なく、 また 気楽に 維持で きる もので もない。 (中略) そして この 共栄圏を 建設す 
るに 際し、 東条 首相の ごとき 先見の明 ある 立派な 信じる に 足る 指導者を いただく 東亜 十億の 民は、 
実に 幸運で ある。〉 

と 書いて、 大東亜共栄圏 構想を 支持して います。 

さらに オン •サンの ごときは、 新設 ビルマ 軍の 軍事訓練と 通信に、 日本語を 使用す る ことに 同意し 
ました。 パー •モウは それまで 日本に 対し、 学校 や 官庁で 日本語を 使ぅ ことを キッ パリと 断 わって い 
たのです。 そこで、 バー •モウが、 オン •サンに この ことを 詰問す ると、 「どぅせ 日本軍が 我々 の 軍 
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隊を これから 長く 訓練す るの だし、 そんな 大した 違いは ない」 と 答えました。 

一九 四 三年 (昭和 18 年) 三月、 バー •モウは オン •サンを 帯同して 日本を 初 訪問し、 天皇陛下に 謁 
見、 東条 首相と 会談し ました。 七月には 新 憲法の 最終 草案を 正式に 承認して、 バー •モウを 満場一致 
で 国家 代表に 選出。 八月 一日には ビルマ 独立を 宣言して 新 憲法を 制定、 米英 両国に 宣戦を 布告し、 ラ 
ング ー ンで 日本 (特命全権大使 •沢 田廉 三) との 同盟条約に 調印し ました。 

その 時の 独立宣言は、 

〈本日 ビルマは 五十 年 以上に わたる 英国の 領有の 後、 世界の 自由にして かつ 主権を 保有す る 国家の 
間に その 当然 占むべき 地位を 回復せ り。 ビルマは 連綿と して 絶えざる 長き 歴史を 通じ、 誇りを もっ 
て 当然の 地位を 占め 来り、 その 間、 ビルマの 光栄は 天に おける 日月の 如く 輝きたり。〉 (当時の 日本 
の 新聞ょり)〉 

から 始まる 格調 高い ものでした。 

バー .モウは その 翌日の 夕方、 全国民に 向けて ラジオを 通じて 演説。 

〈今日の 歓喜が いかに 筆舌を 越える もので あるか、 いぅ 必要は ない。 多くの 人たち は、 生存期間 中 
に 見る ことを ほとんど あきらめ ていた 解放の この 日を、 まのあたりに して 泣いた。 しかし 我々 は 18 歹 
だけでは なく、 現実が ある ことを 知っ ている。 いまや 戦争に ょって 独立を 手に したから には、 この 
戦争で 独立を 守らねば ならぬ。〉 

外相に なった ウー  •ヌー も、 歴史に おける 日本の 役割を 強調。 
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〈歴史は、 高い 理想主義と、 目的の 高潔 さに 動かされた ある 国が、 抑圧され た 民衆の 解放と 福祉の 

ためにの み 生命と 財産を 犠牲に した 例を、 ひとつく らい 見るべき だ。 そして 日本は 人類の 歴史上、 

初めて この 歴史的 役割を 果たすべく 運命 づけら れ ている かにみ える。〉 

新しく ビルマ 国軍 司令官と なった ネ •ウィン も、 日本軍との 緊密な 協力に ょって、 ビルマの 独立を 
達成す る ことを 宣言し、 ビルマ 婦人 連盟 会長 キン ママ •モウ 女史 (パ！ モウ 夫人) も、 日本の 新聞に 
「私たちは これまで ビルマの 女性と してやっ てきた。 これからは アジアの 女性たら ねばならぬ」 とさ 
え 語って います。 

また、 独立を 宣言した 八月 一日、 三十 人の 若者を 日本の 陸軍士官学校 (当時の 校長は 沖縄で 自決した 
牛島満 中将) に 入学 させて います。 その後 も、 多くの ビルマ 青年が 入学し、 帰国 後は ビルマ 国軍で 枢 
要な 地位に つき、 独立 後の 国家を 支えて いったの です。 

反フ アシス ト 抵抗運動と オン •サンの 裏切り 

バー •モウは その後、 大 東亜 会議で 訪日 ( 134 頁 参照) し、 昭和 十九 年 秋に も 訪日し ました。 その 
間、 ビルマ 国内の 危機は 深刻化して いました。 ビルマの 独立に とって 重要な ことは、 勝利者の 側に つ 
くこと だとす る 日和見 主義者が 頭を もたげて いたのです。 

彼らは 日本人を ファシストと 非難し、 その 運動を 反 ファシスト 抵抗運動と 呼びました。 この 派は 主 
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牛 島 中将と ビルマ 人 士官候補生 

牛島満 陸軍 中将 (鹿 児 鳥、 陸士 第 20 期、 大将) 
といえば、 今でも 多くの 人々 は、 昭和 二十 年 六 
月 二十 三日 早暁、 「秋を またで 枯れ ゆく 島の 青 
草は 皇国の 春に ょみ か へらな む」 の 辞世を 遺し 
て 自決した、 沖縄 防衛 軍司令官 として その 名を 
覚えて いる。 

戦死者 十七 万と される 沖縄 戦は 多くの 住民を 
巻き ぞえ にした 悲惨な 戦いだ つたこと も あり、 
海軍の 大田實 中将 S 時 少将) の 最後の 電文 「沖 
縄 県民 斯ク戦 ヘリ 県民 二対シ 後世 特別 ノ 御高 
配ヲ賜 ラン コト ヲ」 思い起こす 人が 沖縄には 多 

いと もい う。 

この 牛 島 中将が 陸軍士官学校の 校長と して 着 
任した 翌 十八 年 八月 一日、 ビルマは イギリスの 


桂梏 から 解かれ 独立した。 

記念すべき この 日、 ビルマから 三十 人の 若者 
が ビルマ 人 第一 期 士官候補生 として、 牛 島 校長 
の 陸軍士官学校に 入学して きた。 

それから 三十 年余 も 経た 一九 七 四 年 (昭和 49 
年) のこと である。 

ビルマの 首都 ラング— ンで 「沖縄の 戦い」 と 
いう 日本 映画が 上映され た。 すると、 ビルマ 政 
府 発行の 英字新聞 「ヮー キング •ピー プル ズ. 
デー リ ー」 に 「我々 の 知っている 沖縄の 英雄」 
という 大きな 見出しの もとに、 牛 島 中将の 写真 
まで 添えて 一通の 投稿 記事が 載った。 

投稿者は ボ ー ム •タィ メン 。士官候補生 とし 
て 来日した 三十 人の 一人だった。 

彼は、 入学した その 日、 牛 島 中将が 校長と し 
て 「大変 暖かい 歓迎の 辞を 述べられた」 ことに 
対し 「我々 を 自分の 息子の ょうに 愛情を もって 
取り扱われた 態度に 深い 感銘を 受け、 そして 感 
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牛島満 大将 

明治 20 年， 鹿児島県に 生ま 
れ， 同 41 年， 陸 士卒。 大正 
5 年 陸 大卒。 昭和 年， 歩兵 
第 1 連隊長。 同 12 年， 少将- 
歩兵 第 36 旅団 長。 同 14 年， 
中将 •第 11 師団長。 同 17 年， 
陸軍士官学校 長。 同 19 年， 
第 32 軍司令官と して 沖縄へ 
赴任し， 同 20 年 6 月 23 日 早 
嘵， 古式に のっとって 自決 
した。 陸軍 大将に 昇進。 


激した」 ことから 書き起こし ている。 

牛 島 校長の 自らには 厳しく 他には 温かい 人柄 
についての エ ピソ ー ド も いくつか 交え、 その 牛 
島 校長が 沖縄へ 赴任す る 際の 「 I 九 四 五 年の 二 
月の ある 非常に 寒い 朝」 に 「祖国に 帰ったら、 
必要 あら ば 命を 犠牲に しても 諸君の 国民と 諸君 
の 軍隊に 奉仕しても らいたい」 と 語った 「感動 
的な 別れの 言葉」 は 「今でも 忘れられない」 と 
感慨 深く 記して いる。 

このような 牛 島 校長だった から、 候補生 I 同 
は 「心から 尊敬した I とも 記す。 


沖縄 戦に おける 牛 島 中将の 自決に ついては、 
「我々 ビルマの 候補生に 教えられた ことを 身を 
もって 実行され た」 と 受け止め、 日本の 軍人 精 
神を 讃 えてい る。 

この 一文に 表われて いるよぅ に、 ビルマには 
今でも 牛 島 中将を 通じて 大 東亜 戦争の 「遺産」 
を 大切に している 人が いる。 我々 日本人は この 
ことを 誇りと すべきな ので あり、 この 「遺産」 
を 現代に 生かし、 そして 次代に 伝える 義務を 背 
負わされて いるので ある。 背負ぅ べきは 「贖 
罪 意識」 ではない。  【柚 原】 
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として、 ビルマ 軍の 有力 指導者たち、 タ キン 党の 社会主義者、 秘密 共産党 員 等から なって いました。 
彼らは 組織 能力に 優れ、 ビルマ 軍を 自派 につける ことによ って 最強の 勢力と なりました。 

当時の 陸軍大臣で あった オン •サンと その 一派は、 もし 英国が 勝ったら、 英国に 投じて 独立を 維持 
しようと 狙って いました。 そのため 彼は、 一方で 国内の 反 ファシスト 勢力と 通じ、 英 陸軍 スリム 中将 
とも 結ばれて いました。 

したがって 彼の 出所進退は、 慎重で あり 巧妙でした。 一九 四 五 年 (昭和 20 年) 二月 一日には、 「我々 
は 日本 及び 東アジア 諸国との 緊密な 団結の もとに、 英米から 日本を 護る という 民族的 責務に 対して、 
自らを 無条件に 捧げる」 と 宣言して いました。 そして 三月 中旬に なると、 彼は ビルマ 陸軍を 率いて、 
第一線に 出て 戦う として 出陣 式を 企画し ました。 出陣 式の 場所は シュウ エ •ダ ゴン聖 寺の 大 広場で 
す。 出陣 式は 盛大に 行われました。 この 式には、 パー. モウ 代表、 オン •サン 陸相、 日本軍 代表、 石 
射 猪太郎 ビルマ 大使ら が 参列し ました。 

ところが オン •サン 陸相は、 自ら この 部隊を 率いて ブロ ーム 方面に 向けて 出陣した と 見せかけ、 ラ 
ング ーンを 離れる や 三月 二十 七日に、 突然 ペグ ー の 日本人 部隊を 攻撃して、 公然と 反日 ゲリラ戦を 展 
開し はじめた のでした。 まさに 明智 光秀の ような 日本軍に 対する 裏切りでした。 

かくして 親英 的な ビルマ 愛国 軍が 結成され、 続いて 日本軍は ラングー ンを 撤退。 四月には 英 軍が ビ 
ル マを 再 占領し、 ド ー マン •スミス 英 総督が 戦後の ビルマ 政策を 発表し ました。 しかし バー •モウと 
その 同志たち は、 極めて 危険な 状況の もとに、 タィ国 境 近くに 移動し、 最後の 最後まで ビルマ 国土の 
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一角に 独立の 旗を 死守して いました。 やがて 石 射 ビルマ 大使は 日本 降伏を 通告し、 バー •モウは 日本 
に 亡命し ました。 

オン •サンの 最期と その 生涯 

この あわただしい 動きの 中に あつて、 オン •サンら は セイロン (現在の スリランカ 民主 社会主義 共和国) 
で、 マウントバッテン 東南アジア 連合軍 総司令官と 会談し ました。 親英 的な 愛国 軍は、 正式の 「ビル 
マ 軍」 と 改称し、 「反フ ァシスト 人民 自由 連盟」 という 組織 も 作られました。 

一九 四 六 年には 反 ファシスト 人民 自由 連盟の 第一 回 全国大会が 開かれ、 オン •サンは 初代の 議長に 
選ばれ、 九月には 正式に 首相に 就任。 そして 十一月には、 制憲 議会 総選挙と 独立を 英 総督に 要求し ま 
した。 英 議会は ビルマ 問題を 討議し、 一九 四 七 年 一月、 オン •サン 首相と ア トリー 首相の 間で ビルマ 
独立 協定が 調印され ました。 この 協定は 制憲 議会と _ 治領 並の 待遇を 約束す る もので、 日本が 与えた 
独立には まだ ほど 遠い ものでした。 

四月に 制憲 議会 総選挙が 実施せられ、 反 ファシスト 人民 自由 連盟が 圧勝し ました。 そして 六月の 制 
憲 議会では、 英国との 断絶が 可決。 このまま 推移 すれば 「便乗主義者」 の オン •サンら にょって、 ビ 
ル マは 共産 派に 牛耳られる ことに 危機感を 抱いた ウ •ソ ー 元首相の 率いる 過激派は、 七月 十九 日、 才 
ン •サンら 閣僚 七 名を、 会議 中 暗殺し ました。 時に オン •サン 三十 二 歳。 

重ねて、 短かった オン •サンの 生涯を 思う 時、 彼の 真意は いったい どこに あった のでし ょうか。 
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彼が 海 南 島に 脱出した のが 一九 四〇年 八月、 時に 二十 五 歳。 翌年 十二月には ビルマ 独立 義勇軍を 結 
成し、 日本軍と ともに ビルマに 進駐す る や、 全国民から 歓呼を もって 迎えられました。 バー •モウ 内 
閣が 成立 すれば 初代の 陸軍大臣 となり、 バー •モウと ともに 日本を 訪問。 しかし、 日本が 敗北の 瀬戸 
際に 立たされ ると、 日本への 義理を 捨て、 国内の 反日 派と 通じて 英 軍に 寝返りました。 彼は その 心境 
を ハー  •モウに 書き送って います。 

〈私には 日本人を 責める 気持はありません。 戦略 的な 見地に 立って みれば、 解って 頂ける と 思い ま 
すが、 (中略) 究極の 勝利を おさめる のは 我々 の 大義で あると いう 確信が あります。 戦争が あろう 
となかろう と、 平和であろう となかろう と、 我々 の 国の 独立を 求める 戦いは 勝利す るまで 続けな け 
れば なりません。 私は 最善を つくします。 貴方には 今は 理解し かねる かも 知れません。 でも 信じて 
下さい。 しばらく すれば 私の 真意が どこに あったか、 判って 頂ける でしょう。〉 

この 手紙は あわただしい 陣中で 走り書きした ものです が、 彼の 本音を 伺う ことができます。 この 手 
紙の 実物は、 今 もバー •モウの 遺族の もとに 保管され ています。 この 手紙は オン •サンの 本心を 探る 
重要な 資料です が、 もう ひとつ 紹介し ましょう。 『戦史 叢書 •シッ タン •明 号 作戦』 に、 オン. サン 
と 南 機関 以来の 軍事顧問 •高 橋八郎 大尉との 対談が 載って います。 

高 橋 — 今後 あなたは どうす るつ もり か。 

オン •サン— これから も 引き続き 日本と 行動を 共に する ことは ビルマの 滅亡を 意味す る。 

高 橋— 英国とは どんな 交渉を されて いるの か。 
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オン •サン— 理想と すると ころは ビルマの 完全 独立で ある。 それが 不可能なら 自治領 だ。 この 線で 
交渉 中で ある。 またもし、 以上の 二つと も 承認され ない ときは、 飽くまで 英国と 戦う つもりで あ 
る。 ビルマの 独立を 主張す るには、 少なくとも ここで 反日の 姿勢を 示し、 英国に 具体的に 証を 立 
てねば ならぬ。 だから 叛乱を 起こした ので ある。 

オン •サンは 果たして 日本を 裏切った のでし ょうか。 彼には もともと 親日 •反日 •親英 •反英の 意 
識を 超えて、 祖国 独立への 悲願が あり、 その 戦略が 常に 優先して いました。 ビルマの 独立 回復と いう 
立場に 立つ 時、 彼の 出所進退 もやむ を 得ない ものが ありました。 もし 彼が パー •モウと ともに 日本に 
亡命して いたら、 戦後の ビルマは 収拾で きない 混乱に 陥って いたか もしれ ません。 

彼と しては 「ビルマ 独立」 という 至上の 悲願を 達成す るた めに、 反 ファシストを 建前と しながら、 
英 軍と 交渉す る 道を 選びました。 英国と しても、 すでに 独立の 美酒を 味わった ビルマ 民衆の 心情を 無 
視 する ことは できません。 オン •サンは そこを 読んで 奔走し ました。 

彼が 歴史に 登場した 期間は わずかに 七 年。 目的の ために 手段を 選ばない かに 思われる 変幻自在の 働 
きは レー ニンを 思わす ものが あり、 独立 達成の 寸前に 暗殺され た 点は ガンジ ー に似て おり、 三十 二 歳 
の 若さで 命を 断たれた 点は 吉田松 陰を 思い出させます。 

史上、 志 半ばに して 暗殺され た 者は、 しばしば 神と して 崇められます。 オン •サンは 今 ビルマ 独立 
の 英傑と して 他の 六 人と 共に オン •サン 廟に 祀られ 、暗殺され た 七月 十九 日は 「殉死の 日」 として、 
国民 追掉の 記念日に 制定され ています。 かくして オン •サンは、 ビルマ 連邦 (ミ ャンマ— 連邦) 共和国 
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とともに 生き 続ける のであります。 

「歴史は 半分し か 語られ なくなっ た」 

パ！ モゥは 戦後、 日本に 亡命し、 新潟県 六日 町で 潜伏 生活を はじめました。 国際情勢の 好転を 待 
って 登場の 機会を 伺って いました が、 その 見込 もな く、 終戦の 年の 十二月、 英 占領軍に _ 首し、 巣 鴨 
の 拘置所に 収容せられ ました。 特赦され て 一九 四 六 年 (昭和 26 年) 八月に 帰国し、 マ ハバマ 党を 結成。 
戦後の ビルマに あっても、 反英 •反 左翼. 議会主義 擁護の 路線を 貫きました。 

彼は 英国 統治 下に あって 二回、 戦後の ネ •ゥィン 軍政 下に おいても 迫害を 受け、 生涯に 投獄せられ 
る こと 六 回。 日本 進駐 下に あっても、 日本軍の 手に よって 暗殺の 対象と すらな りました。 それでも 日 
本を うらまず、 日本の 友と して 政治 信条を 貫きました。 

彼が 『ビルマの 夜明け』 を 書いた のは、 現在 横行して いる 歴史の 歪曲を 正す ためでした。 彼は その 
序文の 中で、 著作の 動機を 述べて います。 

〈ひとつの 歴史の 曲解の 例を あげよう。 時間 的 順列では、 われわれの 植民地 主義からの 解放は、 一 
九 四 三年に 英国が 初めて 敗北を 喫し、 ビルマから 去って われわれが 独立を 宣言した ときから 始まる。 
ビルマ 軍は 独立を 獲得す るた めに 英国 軍と 中国 軍に 対して 果敢に 戦った のであった。 しかし、 この 
重大な 事実は、 独立が その 数年 後、 植民地 勢力からの 贈り物と して われわれの 手に入った とする ビ 
ル マ 自身の 戦後の 宣言に よって 隠されて いた。 このように して われわれは 戦争 中の もっとも 重要な 
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歴史的 業績の ひとつを 現実には 否定して きたので ある。〉 

〈ビルマ 独立 義勇軍の 誕生 もまた その ひとつだった。 戦争の 真只中に あらわれ たこの 独立 義勇軍は 
この種の ものでは 初めての もので、 ビルマ 中に めざましい 本格的な 軍事行動を 展開す るのに 大きな 
役割りを 果たした。 英国の 植民地 主義 権力が ビルマから 追いだ された とき 全国民が 喜びで 湧き かえ 
ったこと も 無視され てきた。〉 

〈いまや 物語は 半分し か 語られ なくなった。 反英 国 的な ものは すべてぬ ぐい 去られ、 物語は 初め か 
ら 終わりまで、 戦争の 最後の 時期の 反日 暴動と、 あふれる ほどの 憎悪に 満ちた 反日 感情と 反日の 声 
のこ だまで つづられて いった。〉 

彼の 「物語は 半分し か 語られ なくなっ た」 という 指摘は、 戦後 日本の 「ビルマ 史」 にも 当てはまる 
のではありません か。 日本で 語られる ビルマ 史に は、 日本の 果たした 役割が 抹殺され、 バー •モウが 
嘆いた 「戦争の 最後の 時期の 反日 暴動と、 あふれる ほどの 憎悪に 満ちた 反日 感情と 反日の 声」 が、 日 
本に も 反映して いるょう に 思われて ならない のです。 

日本への II J n2 #T i+k 

バー •モウが 英文で 書いた 『ビルマの 夜明け』 は ィギリスで 発刊 (一九 六 八 年) され、 日本で も 翻 
訳 (昭和 48 年) されました が、 実は ビルマでは 刊行され ていない のです。 それが 果たせな いところ 
に、 歴史が 「半分し か 語られ なくなった」 バー •モウの 嘆きが 実証され てい ましょう。 ところが、 真 
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実は 必ず 現われる ものな のです。 『ビルマの 夜明け』 が イギリスで 発刊され た 時、 「ロンドン •タイム 
ス 図書 週報」 (一九 六 八 年 5 月 23 日 号) は、 次のように 書評を のせて います (以下は、 松 田 福 松 氏 訳に よる)。 

〈ビルマを 長い イギリスの 植民地 支配から 解放した ものは 誰か。 それは イギリスでは 一九 四 八 年、 
独立を 与えた ア トリ ー 首相の 労働党 内閣 だとい うのが、 常識に なって いる。 しかし バー •モゥ 博士 
は、 この 本の 中で、 全く 別の 歴史と 事実を 紹介し、 日本が 第二次大戦で 果たした 役割を 公平に 評価 
している。〉 

「ロンドン •タイ ムス」 は、 このように バー •モゥの 著書の 主題を 的確に 摑ん で、 著書の 中から 次 
の 言葉を 引用して います。 

〈真実の ビルマ 独立宣言は、 一九 四 八 年 一月 四日では なく、 一九 四 三年 八月 一日に 行われた ので あ 
って、 真実の ビルマ 解放 者は、 ア トリ ー 氏と その 率いる 労働党 政府では なく、 東条 大将と 大日 本 帝 
国 政府であった。〉 (序) 

〈歴史的に これを 見るならば、 日本 ほど アジアを 白人の 支配から 離脱させる ことに 貢献した 国は な 
い。 しかし また その 解放を 助けたり、 あるいは 多くの 事柄に 対して 範を 示して やったり した 諸国 民 
そのものから、 日本 ほど 誤解を 受けて いる 国は ない。 これは 実に 日本が、 その 武力 万能 主義者と 民 
族の 夢想との ために 謬 まられ たためで ある。〉 

〈もし 日本が 武断 派 的 独断と 白 惚れを 退けて、 開戦 当時の 初一念を 忘れず、 大 東亜 宣言の 精神を 一 
貫し、 南 機関 や 鈴 木 大佐ら の 解放の 真心が 軍人の 間に ももっ と rt- 厶 がって いたら、 いかなる 軍事的 敗 
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北 も、 アジアめ 半分、 否 過半数の 人々 からの 信頼と 感謝と を、 日本から 奪い 去る ことは できな かっ 
たであろう。 日本の ために 惜しむ ので ある 〇〉 

〈そうは 言っても、 最終的には 日本が 無数の 植民地の 人び との 解放に 果たした 役割は、 いかなる こ 
とを もっ てしても 抹消す る ことは できない ので ある。〉 

〈私は 敗戦 後の 日本が、 あらゆる 屈辱と 軽蔑に 対して、 何の 抗議 も 抵抗 もしない どころ か、 占領 政 
策に 便乗し 阿諛 迎合 至らざる なき 変わり 方に、 日本人は 奴隸 民族に 堕落して しまった かと 疑った 時 
期が あった。 しかし その後の 日本 経済と、 現実 対応の 姿を 見て、 長い 目で みるならば、 日本の 敗戦 
は 実際に 於て は 歴史的 意味に 於け る 敗北ではなかった のでは なかろう か。 この 敗戦は 日本人に 新し 
い 現実主義を 教え、 日本人 本来の 偉大 さと、 世界 列国の 間に 伍す る 本来の 地位と を、 発見 させた の 
ではなかろう か。〉 

私は ここで この 見解を 評する つもりはありません。 それよりも、 当時、 日本と ともに ィギリスに 敵 
対した バー •モウの 著書を 刊行し、 このように 紹介して いる 英国の ふところの 広さに 驚く のです。 

バー •モウは 一九 七 七 年 (昭和 52 年) 五月、 ラング ーン 郊外で 静かに 息を 引きと りました。 時に 八 
十四 歳。 日本の 新聞は ベタ 記事で その 事実を 報道 ( 10 数 行) した だけでした。 福 田赳夫 氏は 昭和 五十 
三年に 首相と して ビルマを 訪問し、 その後 も 歴代 首相 や 外相が 訪問し ましたが、 日本と 運命を ともに 
した かつての 戦友に 対して、 敬意を 表しても らいたかった と 願う のは、 私 だけで しよう か。 

【谷 口 次男】 
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五 インド —— 独立に 果たした 日本の 役割 


ラス •ビ ハリ •ボ ー スとス バス •チヤン ドラ •ボ ースの 連携 


日本で 行われて いる チヤン ドラ •ボ —スの 法要 

八月 十八 日は ス バス. チャンドラ •ボ ースの 命日です。 毎年、 ボース の 遺骨が 眠る 蓮 光寺 (東京都 
杉 並 区 和 田) で 法要が 営まれます。 先輩に 連れられて、 今年 初めて 参列して みました。 今から 四十 六 
年 も 前に 亡くなった 一人の インド 人の 慰霊祭が 行われる と 聞いて、 好奇心 も ありました。 実は 私は こ 
れ まで、 ボース の 名前は 聞いた ことがある 程度で、 その 実績な どは ほとんど 知りませんでした。 

蓮 光寺の 境内に 入れば、 正面に ボ ー スの 胸像が 建って います。 その後には、 インドの ラダ •ク リシ 
ユナン 大統領、 ネルー 首相、 インディラ •ガンジ ー 首相 等が 参拝した 時に 書いた 短い 弔辞が、 記念碑 
として 建立され ています。 
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チャンドラ • ボースの 遗 骨が 眠る 蓮 光 
寺。 その 庭に 建てられた 記念碑。 参拝 
した ネル ー首 相， プラサド 大統領， イ 
ン ディ ラ. ガンジー 首相の 弔辞が 刻ま 

れ ている （左 壁） 


蓮 光寺に チャンドラ. ボースの 胸像が 
建立され， 平成 2 年 8 月 18 日に 除幕。 


除幕式には イン ド 国民軍 （ INA  ) の 元 
戦士たち 多数が イン ドから 参歹 IJ した。 
(左は 名 越） 


法要は 寺の 二階で 行われました。 そこに、 黄金の 厨子に 入った ボース の 遺骨が、 本尊の 右側に 安置 
されて います。 望月 康史 住職が 導師と なって 約 一時間 半、 日蓮 宗 方式で 営まれ、 その後、 懇親会と な 
りました。 参加者は インド 大使館の 人々 をは じめ、 在京 インド 人、 元 光 機関の 林 正 夫 氏、 留学生と 縁 
の 深かった 松 島 和 子 女史 等 約 五十 名。 その ほとんどが、 ボ ー スと ともに インド 独立運動に 献身した 光 
機関の 旧 軍 関係者でした。 

彼らは 五十 年 近い 前の 事を、 目を 輝かせながら、 まるで 昨日の 事の ょぅに 語り、 当時の インド 国歌 
や インド 国民軍 (Indian  National  Army:  INA) の 進軍 歌 「征 け征け デリー へ」 を ヒンズー 語で 合唱 
する のです。 
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また、 彼らは 戦後、 何回も イン パー ルの 古戦場を 訪ね、 インドを 訪問し、 現地との 交流は 今 も 脈々 
と 続いて います。 二十 九 歳の 私が 質問 すれば、 持参した アルバムを 出して、 我が 事の ように 熱心に 説 
明して くれます。 

それに よれば、 ボ ー スの 銅像は インドの 各地に 建立され、 インド 建国の 英傑と して 未だに" 生きて 
いる" そうです (「ヵバ ー 写真 解説」 參照) 。私は、 大 東亜 戦争の 遺産が こんな 形で インドに 生きて いる 
のを 実感して、 すっかり 驚きました。 それに、 ボース の 一代は ダイナミックで、 壮大な ドラマです。 

* 

現在、 我が国は 経済大国と なって、 日本製の テレビ や 自動車が インドに も 氾濫して いるで しよう。 
しかし、 彼らに どれ だけの 精神的な 感動を 与えて いると いうの か。 それに 較べて、 戦前の 日本が 果た 
した 役割は、 かく も活 々と 感情的に 現地に 生きて いるので す。 我々 は 先輩が 残した 大切な ものを 忘れ 
ている のでは ないか —— 。 

名状し がたい 感銘を 持って 会場を 後に しました。 その後、 日印関係の 歴史 や ボース に関する 著述を 
読み あさりました。 探せば たくさんの 本が 出て います。 私は 若い 日本の 青年に 伝えた く、 日本を バッ 
ク にして 活躍した 二人の ボース を 主役に して 語りたい と 思います。 

ビハリ •ボ —スを 救った 在野の 大ア ジア 主義 

今日、 あまり 語られる ことは ない のです が、 日本を 拠点に して、 独立運動を 展開した インド 人は け 
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ラス • ビハリ • ボース 像 


この 銅像は 1986 年 （昭和 61 年） 5 
月 25 日， カルカッタの ス レン ドラ 
ナー ト 公園に 建立され た。 高さ 2 
m の 台座の 上に 立った 等身大の 像 
である。 出生地の 西 ベンガル 州 政 
府の 手に よって 建てられ， 建設 大 
臣ジヤ ティン • チヤ クラ ボリ ティ 
氏を は じめ 多数の 独立運動の 志士 
や 市民に よって 除幕され た。 


っして 少なくありません。 

日本が 彼らの 活動の 拠点に なった のは、 日本が 日露戦争に 勝利した からでした。 ガンジ ー の 直系で 
独立 インドの 初代 首相と なった ジャワ ハル ラル •ネル ー は、 当時の インド 人の 日本 観に ついて 戦後、 
次のよぅに 述べて います。 

〈日本が 大国 ロシアを 破った 時、 インド 全国民は 非常に 刺激され、 大英 帝国を インドから 放逐す ベ 
しとい ぅ 独立運動が 全 インドに 拡がりました。 ボース 氏が 新興国 日本を 頼って 亡命した 気持ちは よ 
く 解ります。〉 (昭和 32 年 10 月 13 日、 ビハリ •ボ ー ス 息女 哲子氏 への 談) 

この 「ポ ース」 とは、 ス バス •チャン ドラ •ボ ース ではなく、 インド 独立 連盟 初代 総裁を 務めた ラ 
ス •ビ ハリ •ボ ース のこと です。 ビハリ •ボ ースと チャン ドラ •ボ ース は、 二人とも ベンガルの 名家 
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の 出身です が、 家系 等に 特別な つながりはありませんでした。 

* 

十六 世紀 以降の インドには、 ョ ーロッ パの 植民地 主義の 触手が 伸び、 ポルトガル、 オランダ、 英国 
が それぞれに 覇を 競い合って いました。 そして、 最終的には 英国が この 戦いに 勝利し、 すでに 衰退 期 
を 迎えて いた ムガー ル 回教 帝国を 分割 支配して ゆきます。 しかし、 インド 人の 英国に 対する 反抗は 絶 
え 間な く 続き、 英国は その都度 これを 弾圧し なければ なりませんでした。 

ラス •ビ ハリ •ボ ースも 英国に 対する 強烈な 反抗 者の 一人で、 一九 〇五年 (明治 38 年) には、 イン 
ド 総督 ハー デ ィング 卿へ 爆弾を 投じた 犯人と して 英 官憲から 執拗に 追跡され ています。 続いて 一九 一 
五 年 (大正 4 年) には、 北 インドー 带に 大規模な 騷 乱を 起こそぅ として 失敗 (ラ ホール 事件) し、 その 
年の 秋には 日本への 決死の 脱出 行を 行った のでした。 

ところが、 英国 情報部は ビハリ •ボ ースの 来日を 逸 速く 察知し、 日本 政府に 国外 追放 処分を 要求し 
てきた のです。 

日本 政府は、 第一 次 大戦 中の ことで も あり、 国家の 安全保障の 面から も 日英 同盟を 重视 、ビ ハリ. 
ボ ー スの 国外 追求を 受け入れました。 

しかし、 新聞の 論調 や 世論は ボ ー スに 同情 的で あり、 在野の 有志 も 「政府 方針は 道義に 悖る」 とし 
て 断固 拒否の 構えを 見せ、 頭 山満を 中心に 犬養毅 、寺 尾亨 、杉 山 茂 丸ら にょって 強力な 反対 工作が 推 
隹一 さ n ました。 そして、 それが 一 «& 政府 側に 拒否され ると 見る や、 今度は ビハリ •ボ ースを 柔道家の 
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藤 原 岩 市 少佐 （当時) 


わずか 8 名で 出発した 藤 原 少佐を 機関 
長と する F 機関であった が， シン ガボ 
—ル昵 落 （昭和 17 年 2 月 15 日） 直後に 
は 5 万 名に 近い インド 国民軍 （INA) 
が 生まれて いた。 


壮士 達に 護衛 させ、 新 宿 中村屋 主人 相 馬 愛蔵 邸へ と 移し 匿つ たのでした。 頭 山の 意を 体した 内 田 良 P 
や 葛 生 能久ら が、 陰に陽に ボ ー スを 守りました。 

ラス •ビ ハリ •ボ ースは そこで ひそ やかな 亡命生活を 続けます が、 やがて 相 馬の 息女 俊 子と 結ばれ 
一男 二 女を もぅける ことと なる のです。 

藤 原 岩 市 少佐の 熱意に 打たれた インド 兵 捕虜 

昭和 十六 年 十二月 八日に 大 東亜 戦争が 勃発す ると、 翌年 二月、 ビハリ •ボー スは赤 坂 山 1" ホテルに 
「インド 独立 連盟 (Indian  Independance  League: 11 L)」 の 看板を 掲げ、 積極的な 活動を 開始し ました。 また、 
東京 放送を 通じて、 アジア 各地の インド 人に 反英 独立 闘争への 決起を 訴えました。 
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日本軍が、 極東に おける 英国の 最大 拠点 シン ガボー ル 要塞を 陥落 (昭和 17 年 2 月 15 日) させた 後、 ビ 
ハリ •ボ ースは 『印度 侵 略史』 で 次のょうに 記して います。 

〈イギリスを 印度から 一掃し ない 限り、 日本の 理想と する 大東亜共栄圏の 確立は 不可能な ので あ 
る。 東条 首相は 深く この 点に 鑑みられ、 去る 二月 十六 日 シン ガポ ー ルの 演説に 於いて、 我々 印度人 
に 対し、 一日 も 早く イギリスの 束縛を 脱却し、 「印度人の 印度」 を 建設す る ことを 要望され た。 (中 
略) ここに 東条 首相の 断乎たる 印度 援助の 声明を 聞く ことを 得て、 実に 天に も 昇る 悦びで ある。 今 
こそ アジアの 復興す る 時が 来たの だ。 今 こそ 印度を 復興す る 日が 来たの だ。〉 

彼は、 大 東亜 戦争 勃発を インド 独立の 好機と とらえた のでした。 

一方、 日本国内 における 動きとは 別に、 戦場と なつた マレー 半島で も インド 独立に 関する 重大な 出 
来 事が 起ころうと していました。 インド 国民軍 (INA) の 誕生です 〇 

日本軍が 進攻を 予定して いた 東南アジアの 英国 領土には、 英軍 将校に 率いられた 多数の インド 兵が 
配備され ていました。 いわゆる 英印 軍と 呼ばれた 部隊です。 

そのため、 日本の 参謀本部では、 英印 軍の 内部 揽 乱を 行うべく 藤 原 岩 市 少佐の 下に 「F 機関」 を 編 
成し、 インド 人工 作に 当たらせた のでした。 F 機関は、 東南アジアの インド 独立運動 組織で ある！ 
L の プリ タム. シンら とも 協力 関係を 確立し、 日本軍 部隊が マレ ー 半島の 英 軍への 攻撃を 開始す ると 
直ちに 行動を 起こしました。 彼らは、 インド 兵への 投降を 叫び 掛け、 多数の 英印 軍の 帰順 工作に 成功 
する のです ( 117 頁 参照)。 そのため、 第二 十五 軍の 山 下 奉 文 将軍は、 マレー 半島 攻略 戦を かなり 有利に 
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展開す る ことができました。 

しかし、 藤 原 少佐の 真の 意図は、 単に 日本軍の 戦いを 有利に 進める ことのみ にあった のでは ありま 
せんでした。 少佐の 真意は、 インド 兵 捕虜に ょって インド 独立 軍を 建設し、 インドの 独立を 勝ち取る 
ことに あったの です。 

少佐は、 インド 兵 捕虜 達を 温かく 遇し、 インド 独立 軍の 結成を 強く 説きました。 インド 兵 捕虜の 一 
人で、 後に インド 国民軍 (INA) の 初代 司令と なる モ ハン. シンは、 インド 兵 捕虜と F 機関と II 
L の 間で インド 料理の 合同 食事 会が 催された とき、 感極まって 藤 原 少佐に 次のょぅに 述べました。 

〈戦勝 軍の 日本軍 参謀が、 投降した ばかりの 敗残の インド 兵 捕虜、 それ も 下士官、 兵まで 加えて、 

同じ 食事で インド 料理の 会食を するな どと いぅ ことは、 英 軍の 中では 夢想 だに できな かった ことで 

ある。 (中略) 藤 原 少佐の、 この 勝者、 敗者を こえた、 民族の 相違を こえた、 温かい 催し こそは イ 

ンド兵 一同の 感激で あり、 日本の インドに 対する 心情の 千万 言に まさる 実証で ある。〉 (田 中正 明 著 

『アジア 独立への 道』) 

ビハリ •ボー スとモ ハン •シンの 対決 

しかし、 日本に 支援され た インド 独立運動の 前途には、 なお 厳しい 問題が 横たわっ ていました。 ま 
ず、 その 第一は、 日本の 政府 軍部の 中では、 まだまだ インドの 独立運動に ついての 理解が 薄かった こ 
とです。 大本営の インド エ作は、 あくまでも 英軍 に対する 後方 揽 乱戦との 意味が 濃 1¥ だった のです。 
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そして、 インド 独立運動 のもぅ 一つの 問題点は、 東南アジア 各地の インド 独立運動 家の 間に 分裂の 危 
機が 生まれた ことでした。 

昭和 十七 年 三月 二十 八日より、 東南アジア 各地の インド 独立運動 家の リ ー ダ ー 達を 結集して、 「東 
京 会議」 が 開かれ、 ラス. ビハリ •ボ ー スが 「インド 独立 連盟」 の 初代 総裁に 推されました。 

表面上は 大 盛会に 終った 会議で したが、 同時に この 会議では、 インド 独立運動 家 同士の 対立が 浮き 
彫りに された のでした。 中で も、 もっとも 激しく 対立す る ことにな ったのは、 ビハリ •ボ ース、 A  • 
M  •ナイルら の 日本 在住の グルー プとモ ハン •シンら の 軍人 グル— プ (インド 国民軍 首脳) です。 

モ ハン •シンら は、 日本軍と インド 国民軍は 完全に 対等で なければ ならない と 考え、 それが 受け 入 
れられ なければ あらゆる 対日 協力を 拒否すべき だ、 としました。 これに 対し ビハリ •ボ ース は、 日本 
との 対等 権を 要求す る ことは 大切 だが、 そのためには まず 日本人に 協力し、 その 信頼を 得る ことこ そ 
が 必要 だ、 と 考えました。 ビハリ •ボ ース は、 この 対立を 収拾すべく モ ハン •シンの 説得に 努力し ま 
したが、 バンコクで 開催され た 独立 連盟の 第二 回 大会 以降、 両者の 対立は 決定的と なり、 モ ハン •シ 
ンは 遂に ビハリ •ボ ースの 手に よって 解任され てし まいました。 

セク ト間 対立は、 独立運動 そのものに とって 重大な 危機と なりつつ ありました。 

誰もが ス バス •チヤン ドラ •ボ —スの 来日を 望んだ 

しかし、 東亜 在住の インド 人に よる インド 独立運動の 分裂は、 もぅ 一人の ボース 、ス バス •チヤン 
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ネタジ （統領） の 敬称で 呼ばれ 
た スバ ス • チャンドラ • ボース 


(1897 〜 1945) 

自由 イン ド 臨時政府を 樹立し， 
アジア 各国の 信頼 も あつく， 日 
本 軍と ともに インパール 戦を 闘 
い， 台湾に おいて 飛行機 事故で 
客死 （  8 月 18 日）。 今でも イン 
ド 政府は 公式に 死を 認めて おら 
ず， 国民 も， 生きて いると 信じ 
ている ほどの 英雄 だ。 その 遗骨 
が 日本に 葬られて いる ことは あ 
ま り 知られて いない。 


ドラ •ポ^ ~ ス によっ て 救われる ことと なります。 

ス バス. チャンドラ •ボ ース は、 わずか 四十 I 歳の 若さで ィンド 最大の 政治 組織 「国民 会議 派」 の 
議長まで 務めた ことの ある 大政 治 家で、 民衆の 彼に 対する 信頼に も 絶大な ものが ありました。 

しかし、 彼の 主張が あまりに も 急進的な 反英 •独立 主義であった ため、 穏健派で 国民 会議 派の 最大 
の 実力者た る マハトマ. ガンジ ーに 警戒され、 会議 派の 中枢より 遠ざけられました。 ガンジ ー は、 強 
大な 軍事力を 持つ 英国から 一気に 独立を 勝ち取る ことは 不可能と 考えて おり、 抵抗と 妥協の バランス 
を 何よりも 重視して いたのでした。 

あくまで 急進 路線を 貫こぅと した チヤン ドラ •ボ ース は、 英 官憲の 厳しい 弾圧を 受けました。 しか 
し、 彼は、 英国と 交戦 中の ドィツへの 決死の 脱出を 決行、 かの 地に おいて 一〇〇 キロワットの 強力な 
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I チヤン ドラ •ボ ース II——I ネタジ U に 対 
する ガンジ I とウ I  •ヌ ー の 評価 

一般に、 チヤン ドラ •ボ ースと マハトマ •ガ 

ンジ ー は 政敵と 考えられ ている。 そもそも 年齢 
は ガンジ ーの 方が 二十 八 歳 も 年長 だし、 国民 会 
議 派の 最高指導者であった。 しかし ボース は、 
ガンジー の 不服従 運動では とても 独立 達成は 不 
可能と して 袂を 分ち、 直接行動に 訴えた。 

ところが、 ボース が インド 国民軍 (INA) 
を 指揮して イン パー ルに 迫っ た 時 (一九 四 四 年) 
には、 ガンジー は その 成功を 期待して いた。 日 
本 敗戦 後、 英国が IN A の 指導者た ちを 軍事 裁 
判に かけた 時には、 ガンジ ー も ネル ー も、 国民 
とともに 猛 反対した。 それが 全国的 規模に 広が 
り、 一九 四 七 年 (昭和 22 年) 八月 十五 日の インド 
独立に つながった ので ある。 


ここに 紹介す るのは、 一九 四 七 年 一月 二十 三 
日、 ネタジ (統領) 五十 | 回目の 誕生日に 寄せた 
マハトマ •ガンジ ーの 言葉で ある。 

「我々 が ネタジ の 生涯から 引き出す ことが で 
きる 最大の 教訓は、 彼が 同志の 人々 に | 体 化の 
精神を 注ぎ込んだ ことで ある。 その 結果、 同志 
たちは すべての 宗教 的、 地域的 障壁を 乗り越え 
る ことができ、 共通の 理由から 血を 流した こと 
である。 彼 独自の 業績は 歴史の ぺージ のうえ で 
彼を 不滅に する だろう。 ィンドに 帰つ てきた ネ 
タジの 後継者た ちが 私に 会った 時、 すべてが 例 
外な く、 ネタジ の 感化が 彼らの 上に 輝き、 ィン 
ドの 自由を 獲得 するとい うただ 一つの 目的の た 
めに 働く ことを 言っ たので ある。 いかなる 宗教 
的、 あるいは 地域的 差異に 対する 疑念 も、 彼ら 
の 心に 影を 落として いなかつた。 (中略) 

彼が 自身の 軍隊を もって 初めて 立ち上がった 
時、 彼は その 数は 重要では ない と 考えて いた。 
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その 人数が どれ だけ 少なかろう と、 自由 ィンド 
のために 最善を つくして 耐え 抜く であろうと、 
彼は 考えた の だ。 

ネタジ の 最高、 最大の 業績は ヵ ー スト や 階級 
の 違いを 払拭した ことに ある。 彼は ただ 単にべ 
ン ガル 人ではなかった。 彼は 決して ヵー スト 的 
に 考える ことはなかった。 彼は 下の すべての 人 
人に あらゆる 違いを 忘れさせ、 一つの 熱意に 燃 
え 立たせた のは、 一人の 人間と して 行動す ると 

いう ことだった ので ある。」 (ス バス •チャン ドラ. 
ボース •アヵ デミー 編 『ネ タジと 日本人 J) 

ビルマで、 オン •サン 等と 反英 運動を 続け、 
バー •モウ 内閣で 外相を 勤めた 人物に ウ ー •ヌ 
1 がいる。 彼は、 オン •サンが 暗殺され てから 
首相と なつた の だが、 ネタジ には 鮮烈な 印象を 
持って いたらし い。 一九 五 七 年 (昭和 32 年) 一 
月 二十 三日、 ネタジ 第 六十 一回 目の 誕生日に、 
次の ような 言葉を 寄せて いる。 


r ネタジ は 我々 の 時代の 偉大な 人物の 一人で 
ある。 若い 学生と して 才能は 光り輝い ていた。 
早くから 宗教 的 情熱を たぎら し、 成長して は祖 
国の 人々 の 貧困と インドは 自由では ない という 
事実を より 深く 考える に 至った。 (中略) 

戦争 中、 ビルマに いる 頃、 私は 彼を 知る 機会 
に 恵まれた。 彼が 常に 根底に 持ち続けた ただ 一 
つの 理念が インドの 独立であった。 彼は インド 
の 自由に 向って 邁進し、 そのためには どのよう 
な 犠牲 も 厭わない ことを 決心して いた。 (中略) 
ネタジ は インド 独立の 戦いに おいて 巨大な 役 
割を 果たして いる。 ネタジ の 行動は 多くの 自由 
を 求める 国々 を 鼓舞し、 これから も 鼓舞し 続け 
るであろう。 ネタジ は 希に 見る 偉大な インド 人 
である ばかりで はなく、 世界的に 偉大な 人物な 
ので ある。 挨拶を 贈る 機会を 得た ことを 私は 大 
変 光栄に 感じて おります。」 (『ネ タジと 日本人』) 

【名 越】 
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電波を 使い、 インドに 対英 抗戦を 呼び掛けて いました。 

その ドイツに いる ボース の 関心が、 この頃には すっかり 日本に 向けられる よぅになって いたので 
す。 当時の 日本軍は ビルマの 英 軍を 駆逐し、 インドへ 迫る 勢いを 見せて いました。 

ボース は 日本 行きの 決意を 岡め、 大島浩 駐独 人 使 や 山本敏 武官に 懇願し ました。 

〈私は、 もし インド 脱出の 際、 日本が イギリスと 戦争を 開始して いたら、 万難を排して 日本 行きを 

強行した であろぅ。 (中略) この 千載一遇の 時期に ヨ ーロッ パの 地に 留まっ ている ことは、 まった 

く 不本意の 至りで ある。 私は、 一 兵卒と してな りと も イギリス 人と 直接 戦いたい。〉 (アレク サンダ 

丨 •ヴヱ ルト著 I チャンドラ •ボ ースの 生涯』) 

一方、 ボース 招致の 声は アジアで も 大きくな ってい ました。 

IIL 書記長の プリ タム： ンンや インド 国民軍 (IN A) 初代 司令官の モ ハン. シンは、 早い 時期 
から チャン ドラ •ボ ースの 招致を 藤 原 少佐へ 強く 要望して いました。 また、 東南アジアに おける イン 
ド 独立運動の 最大の 指導者た る ラス •ビ ハリ •ボ ー スま でもが チャンドラ •ボ ー スの 来日を 強く 望ん 
だのでした。 

ビハリ .ボ ース は、 その 強 M な 意志 力です でに インド 独立 連盟を 立て直し、 インド 国民軍を 再建し 
終わって いました が、 独立運動のより 大 いなる 前進の ためには、 若い チャンドラ •ボ ー スの 力が ぜひ 
とも 必要だった のでした。 ビハリ •ボ ースは 岩畔 機関 (F 機関の 発展 解消 後の 組織) の 岩畔豪 雄大 佐に 
「チャン ドラ •ボ ース 来日の 暁には、 彼の 下で 働いても よい | とその 決意を 披瀝し、 岩畔 大佐を 感動 
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させました。 

それぞれ 立場の 異なる 東南アジアの インド 独立運動 家 達が、 一致して チャンドラ •ボ ー スの 来日を 
強く 望んだ のです。 

日本 政府は 正式に チャンドラ •ボ ースの アジア 招致を ドイツ 政府に 要請、 ドイツ 政府は これを 受諾 
しました。 遂に ボース は、 アジアへ 行き、 英国と 直接 戦ぅ 機会を 手に入れた のでした。 ボース は、 ド 
イツ 海軍の 潜水艦で ドイツの キー ルを 出港し ました。 

ボース には 最愛の 妻 エミリー がいました が、 彼女は ドイツに 残されました。 ボース に付き 従ぅ こと 
がで きたのは 副官 一人の みだった のです。 

チヤン ドラ •ボ ースは 、マダガスカル島 南端で 日本の イニ六 号 潜水艦へ 移乗し、 太平洋の サバン 島 
へ 到着、 飛行機で 東京へ と 向かいました。 

インド 独立運動の 統 I 成る 

チヤン ドラ •ボ ー スが 東京へ 到着す ると、 ビハリ •ボ ースも 南方から 日本へ と 戻って 来ました。 

チャン ドラ •ボ ースと ビハリ •ボ ース とが 奇妙な ライバル 意識を 持って いるので はない か、 と 日本 
の 政府、 軍 関係者の 一部は 心配し ましたが、 それは 一切 杞憂に 終わりました。 六月 中旬に 行われた 二 
人の 初 会見では、 両 志士の 固い 握手が 抱擁に 変わり、 その後、 一時間 以上 もの 会談が まるで 旧知 同士 
の 親し さと 笑顔で 行われました。 
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チヤン ドラ. ボース の 来日は、 インド 人 同士の 対立を 急速に 解消し ました。 それだけ 彼は インド 人 
の 間では 名望が あり、 また 実際、 人を 惹き付ける 魅力を 持っ ていました。 そして 何より、 年長で あり 
運動の 先輩で ある ビハリ •ボ ースが 彼を 全面的に バックアップし ました。 

かくして チヤン ドラ. ボース は、 その後の インド 独立運動を 強力に 推進す る 体制を つくり 上げる こ 
とがで きたので した。 

この 後、 昭和 十八 年 七月に シン ガボ ー ルで 開催され た インド 独立 連盟の 大会では、 ビハリ •ボ ース 
総裁から チヤン ドラ •ボー スを新 総裁と する 提案が なされ、 満場の 割れる ような 拍手で もって 承認 さ 
れ たのでした。 ビハリ •ボ ースは 最高 顧問に 迎えられました。 

翌日、 チヤン ドラ •ボ ース は、 再建され た インド 国民軍 (INA) を東条 首相と 共に 閲兵し、 祖国 
インドへの 進撃を 叫び 掛ける 熱弁を ふるいました。 

東条 首相が チヤン ドラ. ボース の 隣に 寄り添う ように 並んで いる 姿は、 ボース が 日本人の 信頼を 勝 
ち 得て いるとの 印象を 人々 に 与えました。 実際、 声高に 日本への 要求 ばかりを 掲げる インドの 独立 運 
動 家 達に 辟易して いた 東条 は、 ボース と 会見した 後は、 すっかり インドび いきに なって いたのです。 

ボース の 演説に 応える 兵士 達の 熱狂 的な 叫び、 「チヱ ロ  •デリ ー ( 進め デリー へ)」 はいつ 果てる こ 
となく、 シン ガポー ルの 空に 響き渡りました。 

そして、 この頃から ボース は、 ガンジー が 「マハトマ (巨大な 魂)」 と 呼ばれた ように、 人々 から 
「ネ タジ (統領)」 の 敬称で 呼ばれる ことと なる のでした。 
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は 


n 


昭和 18 年 6 月 22 日， 首相官邸で 東条首  f 台 

相と 会談す るス バス •チャンドラ •ボ  j 古 

—ス 統領 0  (カルカッタ • チャンドラ •  ffiJ) 

ボース 記念館 提供） 

圧 

法 

で 

し 

た 

〇 


スに とつて は、 日本が 英国よりも はるかに 誠 


日本への 信頼と 日本への 要求 

昭和 十八 年 (一九 四 三) の 夏を 過ぎる と、 日本軍の 軍政 下に あった ビルマ、 フイ リピンが 相次いで 
独立を 果たしました。 

この ことは、 チヤン ドラ. ボース を 勇 気づかせました。 彼は、 日本が 独立の 約束を 果たした ことに 
感銘を 受けた のでした。 実際、 英国は 幾度 も インドとの 約束を 反故にして きました。 第一 次 大戦の 折 
りに も、 インドに 自治を 許す と 約束して 戦争 協力を 強いて おきながら、 戦後、 インドに 与えられ たの 
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I ィンド 国民軍の 進軍 歌 「征 け征 
け デリー へ」 と 「愛国 行進曲」 

ィンドの カルカッタには、 チヤン ドラ •ボ ー 
スの 私邸を 改装して 記念館が 作られて いる。 ボ 
—スの 甥 シエ シー ル. K  . ボ—ス 氏が 館長で、 
ボース 関連の あらゆる 資料が 集められ ている。 

彼の 寝室 や 書斎が そのまま 残され、 身辺に 持 
つていた 文房具 や、 着用して いた 衣服は じめ、 
頭 山満が 「破邪顕正」 と 箱書きして 昭和 十八 年 
に 贈呈した 日本刀 も 展示され ている。 また 売店 
では、 ボース の 一代を アルバム にした 写真 帖や 
録音 テ ー プも 売られて いる。 

今、 私の 手 もとに ある テー プ は、 元 •光 機関 
員と して チヤン ドラ •ボ ー スの 指揮す る インド 
国民軍 (INA) とともに 戦った 井上 哲也 氏が 
購入して こられた ものである。 


この 録音 テ ー プ には、 冒頭に 昭和 十八 年 六月 
二十 六日、 東京から 東南アジアに 住む インド 人 
に、 インド 独立を 呼びかけた ボース の 放送 演説 
が 吹き込まれ ている。 続いて、 I N A の 進軍 歌 
「 征け征 け デリー へ」 (作曲は ネパ ー ル人プ ー ラン. 
ジン) が 吹き込まれ ている。 

その他、 当時の INA を 奮起 させた インドの 
国民 歌謡が 入って いるの だが、 最後は 何と 日本 
の 「愛国 行進曲」 (ヒンズ ー 語で 歌われて いる) な 
ので ある。 特に 「征 け征け デリー へ」 は 日印 両 
軍に 愛唱され ていた。 

昭和 十九 年の 春、 イン パール 作戦の 成功を 予 
想して 編成され た ビルマ 派遣の 大本営 特別 報道 
班に 加わった 作曲家の 古 関裕而 氏は、 ビルマの 
1 N A を 見学した。 この 時、 I N A の 兵士 達が 
歌って いた 歌を 自ら 採譜し、 日本 国の 歌詞を つ 
けた。 それが r 征け征 け デリー へ」 として、 日 
本に 紹介され たので ある。 
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征け征 け デリー へ 

一、  征け征 け デリ ー へ 母の 大地へ 
いざや 征 かんい ざ 祖国 目指して 
征け征 け デリー へ 母の 大地へ 
いざや 征 かんい ざ 祖国 目指して 
進軍の 歌は 今ぞ 高鳴る 
我等の 勇士よ 眦 あげて 

見よ 翻る よ 独立の 旗 

二、  征け征 け デリー へ 母の 大地へ 
いざや 征 かんい ざ 祖国 目指して 
征け征 け デリー へ 母の 大地へ 
いざや 征 かんい ざ 祖国 目指して 
聞かず や あの 声 自由の 叫び 

屍 踏み越え 征 けよ 強者 
赤き 血潮 もて わが 旗 染めん 

征け征 け デリー へ 母の 大地へ 
いざや 征 かんい ざ 祖国 目指して 


昭和 十八 年 七月 五日、 ィンド 国民軍の 最高 指 
揮官 として 将兵たち を 前に、 ボース は、 

「兵士 諸君！ これから われわれの 合言葉は 
『チェロ  •デリー』 (進め デリ— へ) としよぅ。 
われわれの 任務は、 生き残った 英雄たち が デリ 
—の レッド •フォ ー トで 勝利の 行進を する まで 
終わらない」 

と檄 をと ばした。 

その 合言葉 「チヱ ロ. デリー」 とともに 「征 
け征け デリ ー へ」 は 愛唱され た。 歌は 精神を 鼓 
舞し、 慰め もす るので ある。 

毎年 八月 十八 日、 ボース の 亡くなった 日に 法 
要に 集ぅ ィンド 独立運動に 献身した 旧 軍 関係者 
は、 これを ヒンズー 語で 合唱す る。 今や この 進 
軍歌は、 彼らに とつて ボース とともに 生きた こ 
とを ® ぶ 歌と なつて いるの かもしれ ない。 

しかし、 だから こそ ボース は 脈々 と 生き 続け 
て もい るので ある。  【名 越】 
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実 だと 感じられ たのは 無理から ぬ ことでした。 

独立 ビルマの 初代 i- 相バー •モゥは、 ボ ー スの 日本への 態度に ついて 次のように 述べて います。 

〈多くの 国々 が 降伏した 危機に 際しても、 ボース は 屈せず 最後まで 日本側に 立つ という 彼の 公約を 

守った。 (中略) 一九 四 五 年 一月、 日本が 崩壊 寸前で ある ことを 目撃した 後で も、 彼は 再び 日本人 

たちに 彼と その 軍隊、 兵士たち は 神風 精神と その 血を もって、 戦い 続ける であろうと 語った。〉 (パ 

丨 .モゥ 著 『ビルマの 夜明け』) 

この 年 十月 二十 I 日、 ボース は 「自由 インド 臨時政府」 を 樹立、 直ちに 日本 政府 もこれ を 承認し ま 
した。 これを 受けて、 自由 インド 臨時政府は 米 •英国への 宣戦を 布告した のでした。 日本と 自由 イン 
ド 臨時政府は、 対等な 同盟国と しての 戦争へ と 突入した のです。 

ところで、 インドに おける チャンドラ •ボ ースは 今でも 独立運動の 英雄な のです が、 戦後の □本で 
は、 ボース は 日本 軍国主義の 協力者で あると して、 その 存在を 黙殺す る 史家が 少なからず います。 し 
かし、 実際の チャン ドラ •ボ ース は、 自由 インド 臨時政府と 国民軍の 立場を 強化すべく、 非常に 厳し 
く 日本側と 交渉し ました。 

しかも 彼が 際立っ ていた 点は、 常に 日本との 対等 権を 要求す ると 同時に、 自ら も 相手を 信頼し、 誠 
意を 尽くした ことです。 そのこと が 交渉 相手に 感銘を 与え、 日本側の 協力を より 多く 引き出す 結果と 
なりました。 このような 方法は、 先輩で ある ビハリ •ボ ースの やり方を 基本的に 受け継い だからな の 
かもしれ ません が、 特に チャン ドラ •ボ ー スは その 雄弁で、 持てる 力を 存分に 発揮した のでした。 
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そして 彼は、 日印 軍の 相互の 敬礼、 占領地 行政、 裁判権 等、 ほとんど 相互の 対等 権を 勝ち取る こと 
に 成功す るので す。 大 東亜 会議 後には、 臨時政府の 領土と して アン ダマン、 ニコバル諸島まで 日本 か 
ら 獲得し ました。 臨時政府には、 日本からの 公使の 派遣 も 行われ、 臨時政府の 外務大臣を 訪問、 翌 
日、 答礼を 受けて います。 

一部の 史家には、 これら 日印 交渉の 過程で 起こった いくつかの トラブルを 理由に、 日本と ィンド 政 
府の 関係が はなは た 不平等であった ことを 力説す る 人 もい るよぅ です が、 S 時の 状況に 即して 考える 
ならば、 それ も 間違って います。 我々 は、 ボース が、 連合国に 対する フランスの ドゴー ルよりも 「日 
本 軍に 対する 発言権を 確保し えた」 (葦津 珍彦著 『日本人が 虐殺され た 現代史— s  .  C  •ボ ースの 生涯』) 点 
にこ そ 着目し なければ ならないで しよぅ。 

アジア 解放への 願い 

チャン ドラ •ボ ースの ィンド 独立への 願いは、 さらに アジア 解放の 願いへ と 広がって ゆきました。 

昭和 十八 年 十一月 五日から、 東京で アジアの 独立国を 集めた 大 東亜 会議が 開催 ( 134 頁 参照) され、 
彼 もオブ ザー パー として 参加し ましたが、 彼が もっとも 意気投合した アジアの 指導者は 汪兆銘 (字は 
精衛) でした。 当時の 中国には 複数の 政権が 乱立して おり、 中で も 有力な のは 汪兆銘 の 南京 政府と 蔣 
介 石の 重慶 政権だった のです。 彼は その 足で 南京の 王 兆銘の もとへ 立ち寄り、 ラジオ 放送で 蔣介 石に、 
日本との 和平と、 重慶 .南京 両 中国 政府の 統一を 強く 呼びかけました。 
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〈今日 支那の 統 一 を 妨げて いるのは 何で あるの か 私は 尋ねたい。 日本 か、 さに 非ず。 日本は 諸君の 
統一を 望んで ゐ る。 然し 米国 及び 英国は、 支那 統一を 望んで いゐ るで あらぅ か。 過去に 於いて 諸君 
は 日本に 対し、 不満を 抱いて ゐた のを 私は 知つ てゐ る。 かつて 諸君は 日本と 戦 ふべ く 決意した のを 
知つ てゐ る。 然し その 日本は も 早 存在し ない。 今日 諸君に 直面す る 日本、 アジアに 直面す る 日本は 
昔日の 日本では ない。 然り とすれば 諸君は 今日 何者と 戦つ てゐ るので あるか。〉 (ス バス •チャンドラ. 
ボ ース述 『進め デリー へ』) 

もともと インド 国民 会議 派は、 英国との 良好な 関係を 維持しつつ 独立運動を 展開した いとの 意図 も 
あり、 日本と 中国 (蔣介 石) の 紛争に 関しては 中国 側に冋 情 的でした。 ボース 自身 も、 かつては 日本 
に 不満を 持っ ており、 「蔣介 石を 米英の 傀！！ だと 言 ふの ならば、 何故 日本は 米英と 直接 戦は ぅとし な 
いの か」 と 考えて いました。 

しかし、 今や 日本は 米英と 開戦し、 中国との 間に 対等 和平を 望んで いるので す。 ボース は、 アジア 
が 団結して 米英の 侵略 勢力に 対決す る ことを 望み、 それを 蔣介 石に 熱心に 呼び掛けた のでした。 

ところが 、蒋介石は ボ ー スの 呼び掛けを 無視し ました。 それの みか、 インド 国民軍が ビルマ 方面へ 
進出し はじめる と、 連合軍 側は 英印軍 内部に 反乱の 起きる のを 警戒して これを 後退 させ、 米 式 装備で 
編成され た 中国 国民 党の 精鋭 部隊を 投入して きました。 蔣介 石の 重慶 軍が インド 国民軍の 前に 立ちは 
だかった のです。 チャンドラ •ボ ース はこれ に 激昂し、 録音を 南京 放送に 送って 再び 放送し ました。 

〈最近 私は 印緬 国境に 在る 同志からの 情報を 得た。 それにょ ると 英 当局は 印度 部隊を 国境線から 後 
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退せ しめ、 支那 兵を 以て これに 替 らしめ たので ある。 この 情報は (中略) 我々 が 印度へ 進撃の 暁に 
は、 我々 は 英国 兵と ではなく、 支那 軍と 戦は なければ ならない ことを 物語つ てゐ る。 若しも 蔣介 石が 
自ら 国民 主義者、 愛国者を 以て 任ずるならば、 何故 彼は、 英国を 助けて 印度 国民 主義者 圧迫の ために 
自身の 軍隊を 送つ たので あらう か。〉 (前掲 『進め デリー へ』) 

彼は、 英 帝国の 手先と なった 蔣介 石へ 満腔の 怒りを 胸に、 きたるべき インド 解放 作戦の 準備に 取り 
組みました。 

悲劇の イン パ— ル 作戦 

昭和 十八 年になる と、 それまで 逐次 増強され てきた 東部 インドの 英 軍が ビルマへ 侵攻す る 気配を 見 
せは じめ ました。 しかし、 当時の 日本軍の 戦力で 増強され た英 軍を 迎え撃つ となると、 かなりの 苦戦 
が 予想され ました。 そこで 考え出され たのが、 英 軍の ビルマ 侵攻の 拠点と なる インド 東部の 要衝 イン 
パー ルに 対して 先制攻撃を かける 作戦でした。 「う 号 作戦」、 いわゆる イン パー ル 作戦です。 

そして、 この 作戦には インド 国民軍 も 参加す る ことにな ったので す。 また、 日本軍の 目的は あくま 
でも 英 軍の 殲滅で ある ことを 示すべく、 日本軍が 占領した 領土は 直ちに インド 人の 支配に 移す こと も 
決まりました 

チヤン ドラ. ボース は 狂喜し ました。 彼は、 いかに この 日を 待ち焦がれ ていた ことで しょう。 彼 
は、 インド 国民軍が インド 領内へ 進軍 すれば、 必ず インドの 同胞が 呼 E 決起す ると tt 信して パた ので 
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す。 実際、 日本を 非難して きた あの ガンジ ー です らも、 日本軍が 優勢であった ころには、 「日本軍に 
たいして 敵対 的ではなくなる 時期」 (長 崎 暢子著 『インド 独立』) が あった のです。 ボ ー スが 、インド 領 
内 進攻 後の 英軍 撃滅を 確信して いたのは 無理から ぬ ことと 言えます。 

ボース は、 臨時政府を ビルマの 首都 ラング ーン へと 前進 させました。 

インドへ 進攻す る 日本の 第 十五 軍は、 まず、 ビルマ •中国 国境の 敵 (中国、 米軍) をフー コンに 0] つ 
けに するべく 第 十八 師団 「菊」 を 北 ビルマへ 派遣、 続いて 第三 十三 師団 「祭」、 第三 十一 師団 「烈」 
が イン パー ルへ と 進攻す る 作戦を 立てました。 昭和 十九 年 三月 八日より インド 進攻は はじまり、 イン 
ド 国民軍 も 「チヱ ロ  •デリー」 を 叫びながら、 日本軍 や ビルマ 国防 軍と ともに 進撃を 開始し ました。 
ボース は 三月 二十日、 自由 インド 放送を 通じて ラング ー ン から インド 国内の 同志に 呼び掛けます。 

〈インド 国民軍は 今や 攻撃を 開始し、 日本 帝国 陸軍の 協力を 得て、 両軍は 肩を ならべて 共同の 敵、 
アメリカ、 イギリス および その 連合国に 対し、 共同 作戦を 進めつつ あり。 外国 侵略軍を インドより 
放逐せ ざる 限り、 インド 民衆の 自由な く、 アジアの 自由と 安全は なく、 また アメリカ •イギリスの 
帝国主義 戦争の 終息 もな し。 (中略) ここに 自由 インド 政府は、 インドの 完全 解放の 日まで、 日本 
の 友情と 共に 戦い抜くべき 厳粛なる 決意を 布告す。〉 (林 田 達 雄 著 『悲劇の 英雄 チャンドラ •ボ —スの 生涯』) 
ボース の 声明に 応え、 日本側で も東条 首相が 談話を 発表し、 「帝国の 目的と すると ころは、 敵勢 力 
を 撃破し、 インドを 完全に インドに 委ねん ことに ある」 ことを 強調し ました。 

インド 進攻に 先立って、 岩畔 機関は 光 機関 (山 本敏 機関長) へと 再編され ていました が、 その 光 機 
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関 (当時の 機関長は 磯田 三郎 中将) では、 インド 国民軍を 支援すべく、 インド 国民軍の 進攻 方向に 可 組 
もの 特殊 工作 隊を ばらまきました。 ある 工作 班は、 前面の 英印軍 大隊 長が 留守 だとの 情報を 入手、 寝 
返りの 工作を 行いました が、 その 折に ひとつの エ ピソー ドが 伝わっ ています。 

光 機関の 工作員が 敵陣へ 近付く と英印 軍が 射撃して きたた め、 インド 国民軍の 工作員が 日本人 工作 
員の 前に 立ちはだかり、 大声で 叫びました。 

「日本人を 殺すな。 われわれ インド 人の 独立の ために 戦って いるんだ ぞ！」 

ヒンズー 語の 叫びを 聞いて 射撃は 一瞬 止みました が、 すぐに 射撃が 再開され ました。 すると 今度は 
日本人 工作員が 立ち上がって 両手を 広げ、 ヒンズ ー 語で 叫びました。 

「同胞を 殺すな。 撃つなら まず 俺を搫 て。 俺は お前 達に 話に 行く ところ だ。 武器は 持っ ていない」 
これを 見る と、 再び インド 国民軍 兵が 日本 兵の 前に 両手を 広げて 立ちます。 この 繰り返し にとうと 
う 相手は 根負けして、 一個 大隊 すべてが 寝返った という ことです。 

一方、 イン パー ルを 目指す 日本軍の 初期の 進撃は 順調に 続いて いました。 第五 十五 師団は アキャブ 
方面へ 前進して 陽動作戦を 展開、 第三 十 一 師団は 北方の 要衝 コヒ マに 達し、 第 十五 師団は 北方から、 
第三 十三 師団は 南方から イン パー ルへ と 迫りつつ ありました。 四月 初旬には、 イン パール 包囲 態勢が 
ほとんど 完成され ようとして いたのです。 国民軍 も、 日本軍と ともに 祖国 インドへ 進撃し ました。 イ 
ス ラム 教徒 も シーク 教徒 も ヒンズー 教徒 も、 ボ ー スの 下で ひとつに なり 勇敢に 戦いました。 

ボ ー スは 、新 解放区の 初代 知事と して 臨時政府の 蔵相で ある チャ タジ ー 中佐を 任命し ました。 
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しかし、 日本軍の 勝利 もこ こまでで した。 四月に なると、 日本軍の 進撃は ピ タリと 止まり、 戦線は 
膠着状態に 陥りました。 日本側の 補給は 途絶え、 食糧 や 弾薬の 不足に 悩まされ 始めました。 それに 対 
し、 英印軍 側は 航空機に ょって 多量の 補給 物資の 空輸 投下を 受ける ことができました。 また、 彼らに 
は 日本側に ない 強力な 機甲 部隊が ありました。 日本軍 も インド 国民軍 も 劣弱な 装備を ものともせず、 
勇戦 敢闘し ましたが、 英印 軍を 殲滅す る ことは 不可能でした。 日本軍と インド 国民軍は 撤退を 余儀な 
くされました ( 152 頁參 照)。 

七月、 遂に イン パール 作戦は 正式に 中止され ました。 日本軍と インド 国民軍の 死者の 数は インド 領 
のみで 二 万 余 名に も 及びました (英 軍は 死者 一万 五 千、 傷者 二 万 五 千)。 それの みならず、 撤退す る 日本 
軍、 インド 国民軍を 追って 強力な 英印 軍が ビルマへ と 侵入しつつ ありました。 

イン パー ル 作戦の 失敗は ボース を ひどく 落胆 させました が、 彼は 希望を 捨てませんでした。 

ボース は イラ ワジ 河の 線で 英印 軍を 迎え撃とう とする 日本軍に 協力し、 新 銳の二 個 師団を 投入す る 
ことにしました。 ボース は 国民軍 首脳を 集めて 説きました。 

〈この 敗 勢に あって なお、 日本軍と 肩を 組み 提携を 続ける ことに 疑問を 持つ 向き も あるだろう。 し 
かしい ま 日本軍を 裏切れば、 我々 は 景気の 良い とき だけ 日本軍と 手を 組んだ という 誹りを 受ける。 
また、 武装 闘争を あくまで 続ける ことが、 英印 軍に 我々 の 不退転の 決意を 悟らせ、 インド 人 兵士を 
イギリスの 支配から 我々 の 側に 走らせる ことになる。〉 (稲垣 武著 『革命家 チャンドラ •ボー ス』) 

当時、 日本の 敗戦の 影は 色 濃く、 七月には サイパン島の 失陥と ともに 東条 内閣が 倒れました。 しか 
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し、 インド 国民軍は 日本軍と ともに 英 軍の ビルマ 反攻を くい 止めるべく 移動を 開始し ました。 

巨星 墜つ 

昭和 十九 年 十一月 I 日、 イン パール 作戦の 失敗の 後、 ボース は 三度 目の 東京 訪問を 行いました。 イ 
ンド 臨時政府の 立場を 強化す るた めの 交渉が 来日の 主たる 目的で したが、 この 訪問は 彼が アジアに 来 
て 以来、 縁の あった 人々 との 最後の 別れの 機会と なりました。 

ボース は、 日本 政府との 交渉 や 行事で 多忙の 間を 縫い、 失脚した 東条 元首相を 訪問し、 歓談し まし 
た。 すでに 権力の座に いない 人間を わざわざ 訪 ぅのは、 彼が 恩を 忘れぬ 人間であった からです。 ま 
た、 最初の 来日の 時 以来、 幾度 も その 門を 叩いて 世話になった 頭山満 翁は ちょぅ どこの 頃 亡くなり、 
ボース を 大いに 悲しませました。 

ラス •ビ ハリ •ボ ースも 重病に かかっ ていました。 チヤン ドラ •ボ ースは 直ちに 病床へ 駆け付け 励 
ましました。 死の 床の 老 革命家は、 チヤン ドラ •ボ ースの 手を 握りし め、 自分が 果たせなかった イン 
ド 独立の 悲願を 達して くれる ことを 頼みました。 二 力 月 後、 ビハリ •ボ ースは その 生涯を 閉じます。 

そして、 この 時が チヤン ドラ •ボ ースに とっても 最後の 東京 訪問と なる のでした。 

ラング ーンに 戻った チヤン ドラ •ボ ース は、 インド 国民軍を 指導して、 日本軍と ともに ビルマへ 進 
攻 する 英 軍と 戦いました。 しかし、 多数の 航空機の 援護と 強力な 機甲 部隊に 護ら れた英 軍は 数、 装備 
とも 圧倒的な 優位を 確保して おり、 精神力の みに 頼る 日本軍と インド 国民軍は 次第に 追い詰められて 
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ゆきました。 ラング ーン にも、 英 軍の 戦車 部隊が 迫りつつ ありました。 

チヤン ドラ •ボ ース は、 臨時政府、 国民軍と もに 踏み止まり 最後まで 戦う と 強硬に 主張し ました 
が、 閣僚 や 日本軍が 引きずる ようにして 撤退を 促しました。 ここに 残れば、 強力な 英軍 によって 蹂躪 
される のは 目に 見えて います。 

当時、 光 機関 所属だった 村 田克巳 大尉は、 日本軍の 退避 行の 中で もみく ちゃに されて いる ボース に 
出会いました。 大尉は 思わず、 「ボ ース 閣下、 ご 期待に 添い 得ず 残念でした。 ご 健闘を 祈ります」 と 
声を つまらせ、 涙ながら に 叫びました。 すると ボース は、 大尉の 感傷を 叱 0¢ する ように 「勝利の 日 ま 
で 闘争 だ！ ジャイ •ヒン ド！ (インド 万歳)」 と 力強く 答えた のでした。 ボース の 闘志には 尚烈々 
たる ものが ありました。 

しかし、 彼の 日本との 共闘 も それまででした。 昭和 二十 年 八月、 日本 政府は 天皇の 大権を 変更し な 
いとの 諒解の 下 ポツダム 宣言を 受諾す る ことを 決定した のでした。 八月 十一 日、 根 岸忠素 通訳が タイ 
駐在 大使からの 極秘 書簡を マレー にいる ボ ー スの もと' へ 届けました。 ボース は それを 読む と、 眉 も 動 
かさずに 師団長に 訓練 中止を 命じました。 

心中は ともかくも、 ボース はつと めて 平静に 繕い、 威厳を 保ちました。 

「日本は どうなる のでし よう」 

根 岸 通訳が そう 問う と、 ボース は 静かに 答えました。 

「天皇の 勅令が 下った 以上、 日本国民は 従わなくて はなるまい。 それでも 日本が 亡国す るとは 思わ 
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ない。 敵は 天皇を 戦犯と して 追及す るか もしれ ない が、 天皇制を 廃して はならない。 万 やむをえない 
時には リ ー ジヱ ント (摂政) に 皇太子を 立てるべき だろう」 

ボース は 日本 敗戦の 瞬間を 迎える まで 徹底 抗戦の 放送を してい ましたが、 すでに あらゆる 事態を 想 
定 して、 その 進退を 考えて いたので しょう。 ボ ー スの 日本 敗戦 後の 行動は 驚く ほど 沈着 冷静でした。 
彼は、 臨時政府の 職員 や 国民軍 将兵の 退職金から ジャン シ ー 連隊 (婦人 部隊) の 帰国 手続きにまで 注 
意を 払う 周到 さを 見せた のです。 

しかし、 彼は ィンド 独立の 闘いを けっして 放棄した わけではありませんでした。 彼 自身は ソ連へ 行 
き、 再起を はかろうと したので した。 日本は ボース にと って 大切な 友邦で したが、 すでに 日本が 降伏 
して ィンド 独立運動 援助を 放棄して しまった 以上、 ボース は 別の 手段で 闘争を 続けなければ ならな か 
ったので す。 彼は、 南方 総 軍の 寺 内 寿 I 総司令官へ ソ連 行きの 飛行機の 手配を 依頼し ました。 日本は 
ソ連と 交戦 中であった ため、 東京の 大本営は 難色を 示しました が、 南方 総 軍は 独断で 九 七 式 重爆撃機 
を 提供し ました。 日本軍が 彼に 示した 最後の 武士の 情けでした。 

八月 十七 日、 飛行機は ボー スらを 乗せ、 出発し ました。 機は いったん 台湾へ 寄り 燃料を 補給、 そこ 
から 大 連へ 飛び、 南下す る ソ連 軍と 接触を 取る ことにな っていた のでした。 

しかし、 運命は 非情でした。 十八 日 午後 二 時、 飛行場を 飛び立った チャンドラ •ボ ー スの乗 機は、 
離陸 直後に 左 エンジンから 突然 火を 吹きました。 そして 次の 瞬間、 バランスを 失った 機は 爆音と とも 
に 飛行場へ 墜落した のです。 まったく 予期せ ぬ 事故でした。 
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辛うじて 脱出した ボース は 炎に 包まれ、 その 巨大な 体軀が 人々 には 不動明王の ように 見えました。 

ボ ー スの 火は 急いで 消し止められ、 直ちに 台北 軍 病院に 運ばれ ましたが、 全身 ひどい やけどで 手の 
ほどこしよう がありません でした。 ボース は 臨終 間近の 床で 「天皇陛下と 寺 内さん によろ しく」 と 伝 
言し、 「同士が あとから 来る から」 と 言っ て 大往生し ました。 

インド 独立運動 史に 、その 輝かしい 一べ ー ジを 記した ス バス. チャン ドラ •ボ ース は'  ここに その 
生涯を 閉じた のです。 時に 昭和 二十 年 八月 十八 日 午後 八 時。 享年 四十 八 歳でした。 

日本軍は その 夜、 ボース の 傍らに 儀仗兵を 配置し、 祭壇を 作って 通夜を 行いました (遺骨は 日本に 
送られ、 蓮 光寺に よって 護ら れ てきた)。 

死して 凱旋した チヤン ドラ •ボ —ス 

日本の 敗戦に 伴い、 インド 国民軍 も 整然と 連合軍に 降伏し ましたが、 彼らには 過酷な 戦争 裁判が 待 
ち 受けて いました。 インド 国民軍は もともと 英印 軍の 捕虜を 中心に 結成され ていたので、 支配者た る 
英国 側の 憤りは 尋常一様ではなかった のです。 今後の 英印 軍の 規律 維持の ために も、 国民軍 兵士は 反 
逆 罪で 厳しく 処罰し なければ なりません。 英国は 「みせしめ」 のた めの 裁判を 用意した のでした。 

しかし、 事は 英国の 思う 通りには 進みませんでした。 戦時中には 厳しい 検閲に よって 知らされ なか 
った インド 国民軍の 実態が、 終戦後 次第に 明らかに なると、 インド 民衆は 熱狂 的に 彼らを 支持し まし 
た C 国民軍の ス ロー ガンの 一つであった 「ジャイ •ヒン ド (インド 独立 万歳) I を 人々 は 叫び、 チャン 
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イン ドで 売られて い 
る ボース 関係の 書物 


イン ドの 書店には， 今 も チャンドラ • 
ボース 関係の 本が たく さん 並んで いる。 
これは 私が 訪ねた とき 購入した もので， 
持ち帰り を 考え 軽くて 薄い 本 ばかりを 
選んだ。 翻訳家の 足 羽雄郎 氏に一 部 訳 
して もらった が， 残念ながら 本書に 紹 
介す る 紙数は ない。 ボースは インド 人 
離れの した Fighting  Spirit  (戦闘 精神) 
を 持った Springing  Tiger  (俊敏なる 
虎） で， その スケールは インドの 若者 
に とって 魅力の 的で ある。 私が インド 
の 青年に 「チャンドラ. ボースと ネル 
一と どちらが 偉い か」 と 質ね たら 直ち 
に 答えた。 「それは チャンドラ • ボー 
ス だ。 彼は インド 独立に 命を かけた。 
それに 対して ネル ー は 総理大臣 になり 
たい 男だった」 と。 さしずめ ボースが 
「西郷 隆盛」 なら， ネル ーは 「大久 保 
利 通」 というと ころの ような 感じ だっ 
た。 チャンドラ • ボースの 魅力は 消え 
ず， 彼に 関する 本は 今後 も 出版され る 
だろう し， 売れ 続ける であろう。 

【名 越】 


ドラ •ホ ースの 写真を 熱烈に 買い求めました。 

そして 遂には、 民衆の 抗議 行動は 反乱の 様相を 呈 してきました。 民衆は、 警官隊と 激しく 衝突、 軍 
隊も 反乱を 起こしました。 すべての インド 水兵が 英 軍に 背き 「インド 国民軍 海軍」 を 名乗りました。 
水兵ら は、 市民と 合流して 市街戦を 展開した ため、 英 軍は 戦車隊を 出動 させて 市民の デモを 攻撃、 数 
千 人の 死傷者を 出して 後、 やつと これを 鎮圧し ました。 

しかし、 この 後 も 市民の 憤りは おさまらず、 英 軍の 対日 戦勝 パレー ドは ボイコットされ、 家々 には 
韦 旗が 掲げられました。 のみならず、 パレー ドの 予定され ていた コース へ 数万の 抗議 デモが 侵入し ょ 
ぅとし、 再び 警官隊と 衝突、 流血の 惨事が 繰り返されました。 


347 


インド 国会議事堂 中央に 
掲げられた ボース の 肖像 


神聖なる インド 国会議事堂の メモリアル •ホ 
1 ルには、 これまで、 マハトマ  <大壁) •ガン 

ジーに 思想 的 影響を 与えた といわれる 二人の 偉 
人の 写真が 飾られて いた。 

ところが 、デサイ 内閣に 代つた 一九 七 八 年 一 
月 二十 三日、 ネタジ (統領). チャン ドラ •ボ 
—ス八 十一 回目の 誕生日に、 彼の 肖像が 中央 上 
部に 掲げられ、 盛大な 記念式典が 持たれた。 
その 時の 大統領の スピー チ —— 。 

「ス ハス •チャン ドラ •ホ^ ~ ス こそ、 もつと 

も 華麗で 独創に 満ちた 革命家であつた。 また、 
彼 こそ 他の 指導者と 袂を 分かつ 勇気を もつた 信 
念の 人であつた。 ボ—ス の インドへの 献身を 思 


置 


•  - - - - fef  _ 


一|1 ぅ 時、 マ ハ 
トマ •ガン 
一 丨ジー との 相 
克 はもは や 
「忘れるべき 
である」 
インド 人 
離れした ボ 

1 二 1 ス のダィ 
ナミ ズムは 
靑年 のみな 


らず 老人に 
至る まで、 
その 心を 永 
久に摑 み 続 
ける ので あ 

る。 【名 越】 
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英国は、 インド 独立の 動きを すでに 封ず る ことができませんでした。 一九 四 七 年 八月 十五 日、 イン 
ドは 二百 年 もの 長き にわた る 英国の 植民地 支配から 遂に 独立を 勝ち取る のです。 

ガンジ ー に 指導され た 非 暴力 抵抗運動は、 ある 時代の 一定の 条件 下に おいては 非常に 有効な 戦術で 
した。 しかし、 チャン ドラ. ボース と インド 国民軍の 戦いに よって 誘発され た インド 民衆の 蜂起が な 
ければ、 インドの 人々 はさら に 何十 年 も 英国の 支配に 甘んじなければ ならなかった でしよぅ。 

インド 国民軍 裁判で 国民軍 将兵 弁護の ために 召喚され た 日本人 証人に 対し、 インド 法曹界の 最 長老 
パラ バイ •デサイ 博士は 次のよぅに 述べて います。 

〈インドは ほどなく 独立す る。 その 独立の 契機を 与えた のは 日本で ある。 インドの 独立は 日本の お 
かげで 三十 年 早まった。〉 (前掲 『アジア 独立への 道』) 

チャンドラ •ボ ース は、 死して 祖国に 凱旋した のです。 

今 も 残る インドの 親日 感情 

独立 後の インドの 主導権は、 再び 漸進主義 者の 手に 移りました。 インドの インテリの 多くは 英国で 
学んだ ため、 大 東亜 戦争 中の 日本に 対しても ファシズム 国家と 規定す る 見方が 支配的です。 しかし、 
一般の インド 人の 中には 親日 的な 国民が けっして 少なくありません。 特に、 日本軍が 英 軍と 直接 戦っ 
た インド 東部の 住民 (ナガ 族、 マニ プル 族が 多い) は 概して 親日 的と 言われて います。 それは、 彼らが 
戦後、 日本人 戦没者の 遺骨 収集の ために この 地を 訪問す る 旧 軍、 遺族 関係の 人々 に とても 協力 的で あ 
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インド. コヒ マの ナガ 族の 若者 
の 1 人が 「我が家の 家宝 だ」 と 
いって 見せて くれた 「徴発 書」 


「何だろぅ」 と 思って 見る と、 「徴発 書」 と あ 
る。 

徴発 書 

ぺッサ マ 

I 、 苦カ ニニ 名 約 一時間 使用 

二、  藁  二 束 

三、  野菜 一貫 目 

右、 品目 徴発 ス 、但 代金 ハ 後 拂ノ事 
四月 三日 


一 慰霊 団が 発掘した 日本 兵の 真相 

I 枚の 「徴発 書」 

敵国の ィギリス 人を して 「偉大な までに 見事 
な 防御 戦」 と 言わし めた コヒマ 戦、 この 戦闘に 
まつわる 感動 的な 物語りを ご 紹介して みたい。 

昭和 五十 年、 ィンド 政府の 許可が よぅやく お 
りて、 日本人に よる 遺骨 収集が 開始され た。 そ 
の 後 も 数回 実施され ている が、 平成 三年 四月に 
行なわれた 慰霊 遺骨 収集の 旅のと きのこと であ 
る。 団員で ある 歩兵 第五 十八 聯隊 戦友 会の メン 
バ ー 十四 名は、 昼は 「すまん、 すまん」 と 言っ 
て 死んで いった 戦友の 遺骨を 求め、 夜は 現地の 
ナガ 族の 人々 との 交流を 深めよぅと 挺身され た 
が、 あるとき、 ナガの 若者が 一枚の 紙切れを 団 
員の 亀 山 正 作 氏の もとに 持参して きた。 
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平成 3 年 4 月 11 日， コヒ マで 日英 
印 戦没 将兵の 合同慰霊祭と 日英 老 
兵 達の 和解の 儀が 催され， 日本 か 
らは 「第二次 烈会 コヒマ 巡拝 団」 
の 14 名が 参加。 


コヒ マの 人口は 約 10 万人。 5 千 人 
の 善男善女が 集まった。 


コヒ マの 市長 （左から 2 人目） は 
14 名の 日本人を コヒ マの 名誉市民 
と して 推挙し， 友好の 象徴と して 
団長に 大 槍を 授与した。 


長家 部隊  関 口 少尉 @ 
このよぅな 文面 だが、 びっくりした 氏は 穴が 
あく ほど 見つめ、 当時、 部隊に 厳重な 軍規 保持 
の 命令が 出て いた ことを 思い出し ていた。 後 払 
いする と ある 代金な ので、 とりあえず 全員で 拠 
出し合い 四百 ルビ ー を 支払い、 責任 だけは 果た 
した。 

その ナガの 若者は 「これは、 お祖父さんが 大 
切に していて、 これを 持つ ている 限り 日本と 仲 


良くで きる、 我が家の 家宝 だ」 と言ぅ。 また 
「日本の 勇敢な 兵隊さん にあ やかりたい」 とも 
つけ 加える ので ある。 

ィン パール 作戦に おける 日本 陸軍が いかに 軍 
規を 厳正に 守る よぅ 全軍に 下命して いたかを、 
この 一枚の 「徴発 書」 が、 はしなくも 動かざる 
物証と して、 戦後の 日本人に 語り かけて きてい 
る。 と 同時に、 コヒ マの ナガ 人の 心に 消す こと 
のでき ない 強烈な 印象を 植えつ け、 そして 去っ 


351 


へ， 


現地 ナガ 族の 若者た 
ちは 勇者 （旧 日本軍) 
を 迎える 礼と して， 
それぞれ 伝統の 民族 
史^で 盛装して 参^。 


日本軍が 去った 後で 
コヒ マの 野に 群生し 
だした 紫の 花。 住民 

は 「ジャパニーズ. 
ソルジャー ズ • フラ 

ヮー （日本 兵の 花）」 
と 名 づけて いる。 


ていった 日本軍 将兵に 対する 敬愛の 情の 存在を 
も 語り伝えて いるので ある。 

日本 兵の 花 

日本軍 人に 対する ナガ 人の 敬愛の 情に ついて 
は、 もぅ ひとつの 感動 的な 話を ご 紹介し ない わ 
けには ゆかない。 

それは やはり 今回の 慰霊の 旅に おける 体験 だ 
が、 「日本 兵の 花」 について である。 

この 花が 何故に 「日本 兵の 花」 と名づ けられ 
たの か、 その 辺の 事情を 聞いて みると、 この 花 
はまず 野生の 雑草に 咲く 紫の 花で、 非常に 生 八 叩 


力が 強くて 繁殖力が あり、 少 々のこと では 枯れ 
る ことは ない。 そして 群生して 仲良く いっせい 
に 花を つける。 それに この 花は、 日本の 兵隊 さ 
んが 去って いった 後に、 いっせいに 咲き出した、 
そこで 「日本 兵の 花」 と 名 づけた、 と 語る。 

名前の いわれは 以上の ょぅな こと だが、 ナガ 
の 人々 に とって この 花は、 日本 兵の 姿と 二重 写 
しにな つた。 

生命力の 旺盛 さは、 素手に 近い 装備で 敵の 戦 
車を 鹵獲した その 敢闘 精神に、 群生して いっせ 
いに 咲く のは、 敵の 圧倒的 優位な 武力に 屈する 
ことなく、 最後まで 組織的に 立ち向か ったこと 
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日本軍が 肉弾 攻擊で 分捕った ィギ 
リス 戦車を， コヒ マの 人々 は 勇気 
の シンボルと して 保存して いる。 


日英 争奪と なった テニス コー トの 
中央に 立つ 記念碑。 右が 争奪の 境 
界 となった 桜の 木。 


に、 それぞれ ィ メージ された ので ある。 

日本 兵は、 まさしく ナガの 人々 にと つて 自慢 
の タネな ので ある。 

尊敬す る 日本 兵の 多くが 死して コヒ マの 山地 
に 眠り、 生き残った 日本 兵が 去る や、 この 紫色 
の 花が い 〇 せいに 咲き出し、 そこで 誰 言う とな 
く、 この 花を 「ジャパ ニーズ •ソル ジ ヤーズ . 
フラワ ー」 と、 親しみを 込めて 称する ように 至 

つた。 


この 話を 聞かされた 団員の 一人は、 涙ながら 
に 採集し、 ひそかに 日本に 持ち帰り、 遺族の 方 
方に 配って 歩かれた そぅで ある。 

コヒ マの 戦跡に 立って 

社会 人類学者で 『タテ 社会の 人間関係』 など 
を 著わした 中 根 千 枝 氏 (東京大学 名誉教授) は、 
戦後、 日本人と して 初めて コヒ マを 訪ねた。 昭 
和 二十 九 年の ことで ある。 その 時の 模様が 同氏 
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著 「未開の 顔 •文明の 顔」 (『高 田 歩兵 第五 十八 聯 
隊史』 より) の 中に 綴られて いる。 

「私は 忙しい 調査の 日程を さいて、 こうして 
たおれて 行った 将兵の 行方を できるだけ 訪ね 歩 
いた。 英 軍の 墓地は あのよう に 美しく 作られて 
あるが、 さて 日本 将兵の 墓地は どうな ので あろ 
う。 今の コヒ マに そのこと を 知る 人は なく、 困 
難を つづけた が、 ある 日、 村の 青年が、 前に 日 
本 軍の 墓地が あると いう ことを 聞いた とやって 
来た。 

しかし、 はなしは 非常に 漠然とし ている。 親 
切に も 三人の 青年が 私に ついて 雨の コヒ マを 一 
日が かりで 探して くれた。 やっと、 コヒ マのは 
ずれの ちよっ とした 丘を 登った 刑務所の 裏 あた 
りら しいと いう ことは 判つ たが、 その あたりは 
草ぼう ぼうの ジャングルで、 まるで 見当が つか 
ない。 近くの 小さな 掘 立 小屋で 聞いて みると、 
そこの 老婆が 案内して くれる という。 老婆に 案 


内され てみ ると、 私たちが 探し まわった その 草 
ぼうぼうの ジャングルが 墓地 だとい うの だ。 

『ここです って！』 私は 思わずき き 返した。 
老婆は、 『ここです』 と 重ねてい う。 と、 連れ 
の 青年が、 『ああ、 そうだ、 やっぱり ここ だ。 
ごらんなさい、 この 草の 茂みを』 と 指した。 草 
や 灌木の 間を すかして みると、 なるほど、 ちよ 
うど 人間のから だくら いの 大きな 土まん じゅう 
が 幾 十と 列を なして 見られる ではない か。 生い 
茂った 茨に おおわれて、 よくよく 目を こらさな 
ければ、 それと 判らない。 老婆は 更に 何百と 土 
まんじ ゅうが 並んで いる 茂みに、 私たちを 連れ 
て 行って くれた。 

戦争が すんで 間もなく、 英 軍の 死体は 集めら 
れ 、立派な お 墓が 政府の 力で 作られた。 それな 
のに、 日本 兵の 死体は ジャングルの 中に くさる 
に まかせて 放置され て ある。 これでは あまりに 
気の毒 だと、 ナガ 人たち が、 はっきり 日本 兵と 
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『一 

11 


，'..舞 


美しく 整えられ ている 英軍 
墓地 （イン ド 兵の 墓は な 
い）。 日本 兵の 死体は ナガ 
族の 人々 が ジャングルから 
集めて 埋葬した。 


わ 力る ものを コヒマ 周辺の ジャングルから 集め 
てきて、 最も 日本 兵の 死体の 多かった この 地に 
埋葬した ので ある。 と 老婆は 私に 告げる。 私が 
見たところでは、 少なくとも 五、 六 百 体は あり 
そぅだつた。 (中略) 

連れの 青年の ひとりは、 静かな 口調で 私に 語 
った。 『日本の 兵隊は 実に 勇敢でした。 英印軍 
には 立派な 武器が ありました。 そして 飛行機 も。 
日本の 兵隊は 銃剣 一つで 立ち向かって いきまし 
た。 死ぬ ことを 少しも こわがつ ていない ようで 
した。 それに、 とても 軍律が きびしかった』 


『軍律が？ . 』 

私は、 しばしば 聞かされた 中 •南支、 フ ィリ 
ピンな どの 日本軍の 話を 思い出し、 ここで 救わ 
れ るよう な 気がして 聞き かえした。 

『ええ。 日本の 兵隊は 私たちの 婦女子に 決し 
て 悪い ことを しません でした。 食物を 奪い とら 
れた ことは ありまし たが、 はげしい 空腹に 負け 
るのは、 それは 仕方がな いと 思います。 英印軍 
のなかには 私たちの 婦女子に ずいぶん ひどい こ 
とを したの も 少なくありません でした。 私たち 
は、 負けた とはいえ、 日本軍の あの 勇敢 さと 軍 
律の きびしさを、 今でも 尊敬して います』 

額に かかる 冷雨を 手で ぬぐいながら、 青年は 
遠い ところを みつめる ような 眼差しを した。 

(中略) 

私は ただ 土まん じゅうの 前に ひざまずき、 茨 
のとげ に 足を. 刺されながら、 故国の 八 千万の 同 
胞 にかわって 長い 祈りを した。 (後略)」 【相 澤】 
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ると いう 事実に 端的に 表われて います。 

昭和 五十 年、 中 津瀬游 氏は、 モー ルメン での 戦友の 遺骨 収集を 手伝って くれた 現地の 人に、 お礼と 
して シャツを 贈りました。 ところが、 昭和 五十 三年に 再び 中津瀬 氏が そこを 訪れた ところ、 何と 仏壇 
に その シャツが 供えて ありました。 何故 着ない のか、 と 問う 氏に 彼は、 「この シャツは、 戦争から 三 
十 年 も 経って 戦友の 骨を 拾いに 来た あんた がくれ た シャツ だ。 宝 もの だ。 とても 着れ ない」 と 答え ま 
した。 そして、 「あんた が 来る のを 侍っ ていた。 遺骨 もたく さん 拾って ある」 とも 言いました。 

遺骨 収集には、 どの 地域で も 現地の 人々 が 積極的に 協力して くれ、 日本からの 遺骨 収集 派遣 団が日 
本へ 持ち帰る 遺骨の 約 八 割は、 住民の 事前 集 骨に よる ものでした。 場所に よっては、 エスコー ト して 
くれる 軍隊まで 遺骨 収集を 手伝って くれる (石 上敏明 氏 談) こと も ありました。 また、 ィン パー ルで 
は 派遣 団 側が 何の 依頼 もしない のに 盛大な 儀式を 行なう ことを 現地の 人々 が 望んだ ため、 焼 骨 場への 
葬列では 警察と 民間の 楽隊が 荘重な 音楽を 奏で、 追悼式では 地元 代表が 哀悼の 辞を 述べる 立派な 儀式 
が 毎回 開催され る ことと なった のでした。 

現地の 人々 は、 日本人が 軍規 肅 正で 特に 婦人 暴行が まったくなかった ことを、 常に 称賛し ます。 そ 
れ は、 コヒ マで も ィン パール でも 同様です。 日本軍を 追って ここへ 来た 英印 軍は、 略奪と 婦人 暴行が 
相当 ひどかった (西 田将氏 談) ため、 統制の とれた 日本軍の 姿が 心に 残ったので しよう。 

また、 日本人の 勇敢 さも 現地の 人々 には とても 印象的だった らしく、 コヒ マには 日本軍が 擱座 させ 
た英軍の ^1 3グラント戦車が現在も保存されています。この方面の日本軍は対戦車火器をほとんど装 
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備 していなかった ため、 布団に 黄色 火薬を 詰めた 即席 対戦車 地雷を キャ タピ ラの 下に ほうり 込み、 敵 
戦車を 破壊し ました。 現地の 住民は 来訪者が あるた びに、 「これは 昔、 日本の マスター が やったん だ」 
と 我が ことのよ うに 自慢して いる (亀 山 正 作 氏談) そうです。 

イン パール 作戦で 戦場と なった 現地の 人々 は、 意外に も 親日 的な のです。 

しかし 人々 は、 単に 日本人 一人ひとりが 規律 正しく 勇敢で あった ことを 評価して いる わけでは あり 
ません。 インドの 少なからぬ 識者 達が、 大 東亜 戦争 中に 日本 国家が 果たした 役割に ついて 肯定的な 発 
言を している のです。 

ラ ダビ ノッド •パー ル 判事が、 大 東亜 戦争を 評価し、 極東 国際 軍事裁判で 「日本 無罪 論」 を 主張し 
たのは 有名です が、 その他の インド 人の 中に も大 東亜 戦争を 評価す る 人は 数多くい ます。 元 インド 国 
民 軍の ハビブ ル •ラー マン 大佐は 次のように 述べて います。 

〈ビルマ、 インドネシア、 フイ リピンな どの 東アジア 諸国の 植民地 支配は 一掃され、 次々 と 独立し 

得た のは、 日本が はぐくんだ 自由への 炎に よる ものである ことを 特に 記さなければ ならない 〇〉 

(ス バス •チャン ドラ ボース •アカ デミー 編 『ネ タジと 日本人』) 

さらに、 忘れて ならない 人が おります。 インド 独立の 功労者と して 尊敬され ていた マヘンドラ •プ 
ラ タップの ことです 。彼は 戦前、 日本で も ビハリ •ボ ースら とともに インド 独立運動を 展開した こと 
も ある 知日家で すが、 戦後、 インドに 帰って 国会議員 となり、 日本に 対して こそ 賠償を 払うべき だと 
する 「逆 賠償 論」 を 主張し ました。 
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マヘンドラ • ブラ 
タッ プの 記念切手 


1986 年は マヘンドラ • ブラ タップの 生 
誕 百年に 当った ので， 同じく 生誕百年 
の ビハリ • ボースと ともに 両雄の 百年 
祭が 全国的 規模で 祝われた。 ブラ タッ 
プは 1915 年， ドイツ 皇帝の 支援の もと 
アフガニスタンに 「インド 独立 臨時 政 
府」 を 樹立し， 義勇軍を 編成した。 し 
かし 第一 次 大戦で ドイツが 敗れ， 昭和 
8 年， 5 度 目の 来日を 機に 都下 •小 平 
に 住んで， 万教 帰一 の 愛の 宗教を 説い 
た。 在日 16 年。 日本 敗戦 後， インドに 
帰り， 国会議員 となって 逆 賠償 論を 説 
く。 1979 年， 93 年の 生涯を 閉じた。 


かって、 NHK の 磯村 尚徳 氏は 「進め、 デリ ー へ！ —— インド 独立の かけに」 の 番組 製作の ため 
に 各地を 取材し ましたが、 インドに おける ス バス •チャンドラ •ボ ースの 存在が 「我々 の 想像 以上」 
に 大きい ことを、 驚きを もって 語りました。 それは、 即ち 日本の 戦った 大 東亜 戦争と インド 独立の 関 
係に も 我々 の 想像 以上に 深い ものが ある 事を 物語って います。 

日本では 小さな お 寺 (蓮 光寺) の 中で しか 話題に されない 話が、 この 国では 公然たる 歴史 事実と し 
て 人々 の 心の中に とぅとぅと 流れて いるので す。 ジャイ •ヒン ド、 ボース .ジャイ！ 

【彌吉 博 幸】 
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第 4 部 日米 戦争の 超克 


I  大 東亜 戦争を どう 教える か 

教科書 記述の モデル 


外国の 教科書に 比べて 暗く みじめで 貧弱な 日本の 教科書 

大 東亜 戦争は アジア 諸国に 大きな 衝撃を 与え、 強い 影響を もたらしました。 それだけに アジア 諸国 
の 教科書は、 第二次世界大戦 に対して 相当の スぺ ースを さいています。 また、 米 •英 •仏 等の 教科書 
は、 大版 でぶ 厚く、 読み物 風の 詳しい 記述に なって います。 

それに 対して 日本の 歴史 教科書は、 大きさ こそ あまり 変わらない ものの、 全体が 薄く、 大 東亜 戦争 
についての 記述 も 簡単で、 事実 関係の 羅列が 目立ちます。 

それに、 極東 国際 軍事裁判 (昭和 21 年 5 月〜 23 年 11 月、 略称 •東京 裁判) の 影響が いまだに 尾を ひいて 
おり、 昭和 五十 七 年 夏に 起こった 教科書 騒動 も あって、 「侵略 一の 用語が 散見され、 日本の 立場 や、 
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ァメ リカの 中等教育 用 教科書 
『 The  Aflo — Asian  World  J 
「1936 年， 満洲に 向かって 出征す る 歩 
兵 部隊を 国民は 歓呼して 送って いる。 
そ の 頃の 満洲 は 確固たる 日 本の 管理 下 
に 置かれて いた」 


アメ リカの 大学 用 教科書 
『 The  Making  of  Modern  Japan  j 
「1937 年 12 月， 南京 陥落 後， 皇居 前で 
戦勝を 祝う 女学生 達」 


我が国が 果たした 積極的 役割に ついては、 黙殺して います。 これでは 印象に 残らず、 逆に 「贖罪 感」 
を 植えつ ける ばかりの 味気ない 暗記 科目に なって しまいます C 

それに、 教科書の 挿絵 や 写真は、 みじめな もの ばかりが 目立ちます。 特に 小. 中学校の 教科書 (8 
種類) は、 パ ターン が 決まっ ています。 載せられた 写真は、 「だいこんを かじる 貧しい 農村の 少年 (満 
洲 事変の 頃)」 「鉄道 爆破の あとを 調べる 国際 連盟 調査団 (リットン 調査団の こと)」 「動員され た 女学生」 
「学童の 集団 疎開」 「東京 大空 襲」 「広 島 •長 崎の 原爆 投下」 といぅょ ぅに。 

それに 対して 外国の 教科書は、 自国の 立場を 踏まえ、 それを 正当化して います。 それでいて 案外、 
日本の 立場に も 理解を 示した ところが みられます。 
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General  Huh^ki  Tojo.  ImJrr  of 
./tip an  citirini：  the  ,、m 川" U  orld 


イギリスの 中学校 用 教科書 
[ The  Modern  World  since  1870  .. 
「第 2 次 大戦 中， 日本の リーダー であ 
った東 条英機 将軍」 


シンガポールの 中等教育 用 教科書 


『 Social  and  Economic  History  of 
Modern  Singapore  J 
「イギリス 人の 降伏一 君 たちは パー シ 
ノ く ル 将軍と 山 下 将軍が どれ か 判る か」 


私は 外国の 教科書に ならって、 我が国の 立場で 「大 東亜 戦争」 について 教科書の モデルを 書いて み 
ました。 挿絵 や 写真は、 日本の 教科書が 使わない 、もっと 明るい ものを、 と 考えました。 ところが、 
私が 使いたい ょぅな 写真は すでに 外国の 教科書が 使って いるので す。 ここでは、 敢えて 各国の 教科書 
の 写真を 紹介しながら、 教科書 記述の モデルを 示したい と 思います。 

「大 東亜 戦争」 記述の モデル 

昭和 十六 年 (一九 四 一年) 十二月 八日は 我々 日本人に とって、 忘れる ことので きない 日で ある。 こ 
の 日、 日本人は、 史上 例を 見ない ほどの 決意を もってたち あがった。 
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それまで 欧米諸国 (オランダ、 ィギリス、 フランス、 アメリカ 等) は、 数百 年に わたって 東洋 諸国を 植 
民 地に してきた。 それに 対して アジアには、 確固たる 独立国が なく、 我が国は、 東亜の 安定に 責任を 
感じ、 努力を 重ねていた。 

当時、 中国大陸には、 ソ連と 結んで 米 * 央の 援助を 受け、 抗日 戦を 続ける 重慶 政府 (蔣介 石) と、 
反共 親日 和平 路線を 歩む 南京 政府 (汪 兆銘) とが あった。 我が国は 重慶 政府への 援助 ル ートを 断つ ベ 
く、 仏領 ィンドシナへ 進駐した。 すると 米 * 央は 、オランダ や重慶 政府を かたらって、 A  BC D 包囲 
陣を 作り、 日本に 対し、 石油 その他の 禁輸を 断行した。 この 経済封鎖は、 我が国に 対する 公然たる 制 
裁で あり、 挑戦であった。 我が国は、 和戦 両様の 構えを もって アメリカとの 外交交渉に 臨んだ。 

当時、 天皇陛下 (昭和 天皇) は 外交交渉 重視を 強く 望まれた。 しかし、 アメリカは 誠意を 示さず、 
交渉を 長び かせる ばかりであった。 我が 方は、 「仏印 以外には 進出し ないから、 石油を 売っても らい 
たい」 という 妥協案を もって、 最後 通告と したが、 アメリカ 側は 十一月 二十 六日、 突如 「ハル •ノー 

卜」 をつ きつけて きた。 それは 「(満洲を 含む) 中国大陸から 撤兵す る こと、 日独伊 軍事同盟を 死文 化 
する こと、 南京 政府を 否認す る こと」 という もので あった。 

これは、 八 力 月間に おょんだ 日米 交渉を 無視した 挑戦状であった。 もし、 これを 受け 容れれ ば、 第 
二、 第三の 難問を ふきかけて くるであろう。 また、 明治 以来の 我が国の 努力は、 ことごとく 水泡に 帰 
してし まう。 当時の 誇り 高き 日本 民族と して、 このょうな 屈辱に 耐える ことは できなかった。 かくし 
て 我が国は、 十二月 一日、 天皇陛下に 開戦の 御 聖断を 仰ぎ、 十二月 八日、 国の 命運を かけて 米 • 央に 
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which  In  tuin  t^pirstin!%  Japan  as  tho  ##Lond  of  tM  Rising  Sun".  lYoti  have  read  ihjt  thfl 
first  Emperor  of  J/^pan  wan  to  be  a  descendant  of  Iho  Sun  Godd^s%). 

シンガポールの 前掲 教科書 
「イギリス が 降伏し た 後の シン ガボー 
ルの 街 一 君たち は 道路に 沿って 戸外に 
掲げられた 日本の 旗を 見る ことができ 
る。 日本の 旗は 白地に 赤い 丸が 描かれ 
ている。 赤い 丸は 太陽を 現わし， それ 
はま た 日本が 日出る 国で ある ことを 意 
味す る。 （君達は 日本の 最初の 天皇が 
太陽の 女神の 子孫 だとい うこと を 学ん 
だはず である）」 


宣戦布告 したので ある。 

我が 軍は まっ 先に 真珠湾を 攻撃して アメリカの 太平洋 艦隊に 大 打撃を 与え、 同時に、 イギリス 領の 
香港 や マレ ー 半島に も 攻撃を 開始した。 さらに 十日には マレー 沖で、 イギリスの 極東 艦隊の 主力 (プ 
リンス. オブ •ウエ ー ル ズとレ パルス) を 全滅 させた。 続いて、 フイ リピン、 インドネシア、 ビルマ 等に 
も 進撃し、 それらの 地域を 植民地に していた 米 •英 •蘭 等の 牙城を 撃破した。 

それらの 国々 が、 数百 年に わたって 植民地に していた 東南アジアの 重要 拠点を、 一挙に 撃滅した の 
である。 この 戦果に 国民は 歓喜し、 アジアの 諸 民族は 狂喜した。 戦域は さらに 広がり、 東南アジア ー 
帯は いぅまでもなく、 北は アリ ユー シヤン 列島から 南は 才丨 スト ラ リア、 西は マダガスカルに 至る ま 


で、 史上 空前の 大作 戦を 展開した。 

やがて 昭和 十八 年には、 八月に ビルマ (パ！ モゥ 首班)、 十月には フイ リピン (ラゥ レ ル 大統領)、 
の 独立を 承認した。 十一月には、 それらの 首脳 も 加えて、 タイ (ワン ワイ タヤ コーン 殿下)、 満洲 (張景 
恵 首相)、 中華民国 (汪 兆銘 首席)、 自由 インド 仮政府 (ス バス. チャンドラ. ボ ー ス 首班) 等の 首脳を 集め、 
東京で 「大 東亜 会議」 を 開いた。 

この 時に 発せられた 「大 東亜 共同宣言」 は、 相互の 自主 独立と 伝統の 尊重、 互恵 繁栄、 人種差別 撤 
廃の 立場から、 すべての 国々 を 本来の あるべき 姿に たちかえらせる 東亜 新 秩序の 建設に あった。 

この 宣言は、 植民地 主義 国で ある 米 *- 央の 利益 擁護の ために 作られた 大西洋 憲章 (後に 連合国 共同 宣 
言と なる) に 較べて、 自主 独立 •伝統 尊重、 人種差別 撤廃 等の 理想が 盛られ、 画期的な もので あっ 
た。 この 理想 実現の ためには、 大 東亜 戦争に 勝利し なければ ならなかった。 

しかし、 我が 方は 緒戦の 勝利に 奢りが あり、 アメリカの 戦力を 誤 断し、 広げ 過ぎた 戦線を 有効に 活 
用す る 戦略 的 配慮を 欠いて いた。 ミッ ドゥエー 敗戦 以来、 海戦に おいて 次々 と 各個 撃破され、 徐 々に 
包囲され ていっ た。 

それでも 望みを 捨てず、 太平洋の 島々 (アッ ツ 、タラワ、 サイパン、 ペリ リユー、 硫黄 島 等) では、 玉 
砕す るまで 戦った。 フイ リピン 防衛 戦 以来、 世界 戦史に 見られない 特攻隊まで 繰り出し、 壮絶なる 戦 
いを 続けた。 沖縄 防衛 戦では 軍民 一体と なって、 中 •女学生まで 戦いに 参加し、 約 三 力 月 も 持ち こた 
えた。 
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115  ES 隊訓拽 中の 女拦 


イン ドネ シアの 中等教育 用 教科書 
『SEJARAN  NASIONAL 
INDONESIA] 

「団体 訓練 中の （イン ドネ シアの) 女性」。 
日本が 最初に 行った 「三 A 運動」 （ア 
ジアの 光 • 日本， アジアの 守り • 日本， 
アジアの 指導者 • 日本） 時代の もの。 


116 戟 中の 胚土 術 IS 與眾 （ベタ） 

イン ドネ シアの 前掲 教科書 
「戦闘 訓練 中の 祖国 防衛 義勇軍 （ベタ）」 
日本が 訓練した ベタの 役割に ついては 
本書 第三 部 「2， インドネシア」 参照。 


しかし、 敵は 本土に 対して 連続 的に 無差別爆撃を 繰り返し、 国土は 焼 土と 化し、 遂に 広 島 (8 月 6 
日) •長 崎 (8 月 9 日) に 原子爆弾を 投下した。 八月 九日、 ソ連は 突如 日ソ 中立 条約を 破って、 満洲、 
樺 太に 侵攻して きた。 それでも 国民は 戦意を 失わず、 徹底 抗戦を 誓っていた。 

しかし、 天皇陛下は 国民の 悲惨 さを 見る にしの びず、 ポツダム 宣言の 受諾を 決意せられ た。 その 時 
の 我が国の 唯一の 条件は、 国体 護持 (日本の 本質を 守る こと) であった。 八月 十五 日、 陛下は ラジオを 
通じて 全国民に 受諾の 詔書を 読み あげられた (玉音 放送)。 

思い も かけない 御 聖断に、 一億 国民は 慟哭した。 中には、 ポツダム 宣言では 国体は 護れ ない として 
抵抗を 主張す る 人 も あり、 敗戦を 潔し とせず、 自決す る 人々 も 多かった。 しかし 御 聖断は、 外地 軍人 
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も 含めて いっせいに 守られた。 開戦の 時 も 終戦の 時 も、 詔書と ともに 整然たる 行動を とった ことは、 
世界の 驚きであった。 

かくして 我が国は、 歴史上 例を 見ない 大敗 戦を 迎えた。 その 果てに 残った ものは、 「国体 護持、 神 
州 不滅 (日本 本来の 国柄を 見失わず、 戦争には 敗れても、 魂は 滅びない)」 の 誓いだ けであった。 民間人の 
中には、 その 人柱と なるべく、 集団 自決した 人々 も あった。 八月 十五 日は、 その 時の 誓いを 再思す る 
日で ある。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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二 米英 側から 見た 第二次世界大戦の 批判と 反省 

英米 同罪 論から ル ー ズ ベルト 開戦 挑発 論への 展開 


歴史を 公平に みるた めに 

大 東亜 戦争に 日本が 敗れてから 七 年間、 日本は 連合国 (主として ァメリヵ) による 占領 統治 下に おか 
れ ました。 その 間に 極東 国際 軍事裁判 (東京 裁判) が 行われ、 大 東亜 戦争の 名称は 抹殺され て 「太平 
洋 戦争」 なる 語の 使用を 強制され、 日本は 一方的な 侵略国に 仕立て上げられた まま、 今日に 至ってい 
ます 

しかし、 歴史を 公平に 見るならば、 日本 だけが I 方 的に 悪の 権化であった はず もな く、 そのこと 
は、 英米の 識者に よってつ とに 指摘され ている ところです。 日米 開戦から はや 半世紀を 迎えよぅ とす 
る 今日、 私 どもは そぅした 英米の 反省の 声に も 虚心に 耳を 傾け、 もっと 冷静な、 バランスの K れた目 
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で 歴史を 振り返る 必要が あると 思う のです。 

この 章では、 そうした 意味で、 日本と 戦った 連合国 側で、 戦後、 対日 戦争に ついて どのような 反省 
がな されて 来たの かとい う 点を 中心に、 資料を 紹介して みたい と 思います。 私たちは 教科書の 中で、 
日本が 中国 や 東南アジアに 一方的に 侵略し、 南京では 大虐殺を 行い、 真珠湾を 一方的に 奇襲した とい 
、っような ことば かり 教わって 来ました けれども、 そのような 見方が 如何に 一面 的な 物の 見方で しかな 
いかと いう ことを、 これらの 資料は 教えて くれてい るよう に 思う のです。 

リンド バ—グ の 批判す る 対日 戦争 中の アメリカ 軍 

チャ ールズ •リンド バーグ といえば、 | 九 二 七 年 (昭和 2 年) に 大西洋横断の 単独 初飛行を 成し 遂 
げた ことで 有名です が、 彼が また、 合衆国の 参戦に 強く 反対して 時の 大統領 ル ー ズ ベルトと 対立した 
反戦運動の リーダ ー だった ことは、 日本では あまり 知られて いない 事実です。 その リンド バーグ の 書 
いた 『リンド バーグ 第二次大戦 日記』 は、 南太平洋の 激戦 地で 実際に 前線を 視察しながら 書かれた も 
のです が、 米 兵の 日本軍に 対する 戦いぶ りを、 次のように 痛烈に 批判して います。 

〈一九 四 四 年 (昭和 19 年) 七月 十三 日 

(中略) 話が 日本軍と わが 軍が 犯す 残虐 行為に 及んだ。 わが 軍の 一部 兵士が 日本人 捕虜を 拷問し、 

日本軍に 劣らぬ 残虐な 蛮行を やって いる こと も 容認され た。 わが 軍の 将兵は 日本軍の 捕虜 や 投降者 

を 射殺す る ことし か 念頭に ない。 日本人を 動物 以下に 取り扱い、 それらの 行為が 大方から 大目に見 
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られ ている ので ある。 われわれは 文明の ために 戦って いるの だと 主張され ている。 ところが、 太平 

洋 における 戦争を この 眼で 見れば 見る ほど、 われわれには 文明 人を 主張せ ねばならぬ 理由が いよい 

よ 無くなる ように 思う。 事実、 この 点に 関する われわれの 成績が 日本人の それより 遙 かに 高い とい 

う 確信は 持てない の だ。〉 

「日本軍の 捕虜 や 投降者を 射殺す る」 ことは、 明白な 国際法 違反です。 八月 三十日の 日記に も、 リ 
ンドバ ーグは 次のように 書いて います。 「敵を 悉く 殺し、 捕虜には しないと いうの が 一般的な 空気 だ 
った。 捕虜を とった 場合で も、 一列に 並べ、 英語を 話せる 者は いない かと 質問す る。 英語を 話せる 者 
は 尋問を 受ける ために 連行され、 あとの 連中は 『一人 も 捕虜に されな かった』」、 つまり 全員 射殺され 
た、 というの です。 

戦後、 連合国 側は 日本軍に よる 捕虜 虐待を 頻 りと 問題に し (例えば バタ ーン 「死の 行進」)、 多くの 
B • C 級 戦犯が その 罪を 問われて 処刑され ましたが、 これら も 元はと いえば 日本側が 国際法に 忠実に 
則って、 大量に 投降して くる 敵 兵を 捕虜に したから こそ 生じた 問題です。 日本側に も 多くの 落ち度が 
あった ことは 認める としても、 捕虜 や 投降は | 切 認めよう とせず、 全員 射殺して しまう アメリカの や 
り 方と、 果たして どちらが 残虐 だとい うので しよう か。 

リンド バーグ は 良心の 銳い 人でした から、 この 点で 煩悶せ ずには おれなかった のでした。 

〈同年 七月 二十 一日 

今朝、 ビアク島の 断崖に たてこもる 日本軍の 強力な 拠点に 再度の 攻撃を 加える ことにな った。 (中 
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略) もう 何 週間 も、 二百 五十 名から 七 百 名の 間と 推定され る いわば 一握りの 日本軍は 圧倒的な 強敵 

に対して、 また 充分に 補給され た 火器が 撃てる 限りの 猛 砲撃に も、 その 拠点を 固守し 続けて きたの 

、、二 〇 
た 

仮に 攻守と ころを 変えて、 わが 方の 部隊が かく も 勇敢に 立派に 拠点を 固守した ので あれば、 この 
防衛 戦は わが国の 歴史上、 不撓不屈と 勇気と 犠牲的 精神との 最も 光栄 ある 実例の 一つと して 記録 さ 
れ たに 相違ない。 が、 安全で かなり 贅沢な 将校 クラブに 座しながら、 これらの 日本軍を 「黄色い や 
つばら」 と 表現す る アメリカ 軍将 校の 言に 耳を 傾けねば ならない ので ある。 彼らの 欲求は 日本 兵を 
無慈悲に、 むごたら しく 皆殺しに する ことなの だ。 オ ウィ 島に 来て 以来、 敵に 対する 畏敬の 言葉 も 
同情の 言葉 も 聞いた 覚えは 全くない。 

自分が 最も 気にして いるのは、 わが 将兵の 側に ある 殺戮の 欲望では ない。 それは 戦争に 固有な も 
ので ある。 問題は 敵の 尊敬に 値する 特質に さえ 敬意を 払う 心を 欠いて いる こと だ。 (中略) われ わ 
れ には 勇敢な 行為で あっても、 彼らが それを 示す と 狂信的な 行為と いう ことになる。 われわれは 声 
を 限りに 彼らの 残虐 行為を いちいち 数え立て るが、 その 一方では 自らの 残虐 行為を 包み隠し、 ただ 
単なる 報復措置 として 大目に見ようと する。〉 

ビアク島に たてこもって 拠点を 死守す る 日本軍の 戦いぶ りを、 「不撓不屈と 勇気と 犠牲的 精神との 
最も 栄光 ある 実例の 一つ」 と 認めよう とせず、 「黄色い やつばら」 の 「狂信的な 行為」 であるから 
「皆殺し」 にす るし かないと 考える 米軍 側の 態度に、 リンド バーグ は 「文明」 の 名の 下に 戦って いる 
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と 称する この 戦争に 対する 懐疑を、 ますます 深めて いくのでした。 

〈同年 七月 二十四日 

(中略) 穴の 底には 五 人 か 六 人の 日本 兵の 死体が 横たわり、 わが 軍が その上から 放り込んだ トラ ッ 
クー 台 分の 残飯 や 廃物で 半ば 埋もれて いた。 同胞が 今日 ほど 恥ずかしかった ことは ない。 (中略) 
わが 同胞が 拷問に よって 敵を 殺害し、 敵の 遺体を 爆弾で 出来た 穴に 投げ込んだ 上、 残飯 や 廃物を 放 
り 込む ところまで 堕落す るとは 実に 胸糞が 悪くなる 〇〉 

リンド バ ー グが 太平洋の 前線を 視察した 一九 四 四 年の 日記には、 この種の 記述が 至る ところに 出て 
来ます。 そして リンド バーグ は、 日記の 全編を 次の ような 言葉で 締め括る のです。 

〈一九 四 五 年 六月 十一 日 

ドィツ人が ョ ーロッ パで ユダヤ人に なした と 同じような ことを、 われわれは 太平洋で 日本人に 行 
って 来たので ある。 (中略) 地球の 片側で 行われた 蛮行は その 反対側で 行われても、 蛮行で ある こ 
とには 変わりがない。 『汝ら 人を 裁くな、 裁かれ ざらん 為な り』。 この 戦争は ドィツ人 や 日本人 ばか 
りでは ない、 あらゆる 諸国 民に 恥辱と 荒廃と を もたらし たの だ 〇〉 

こうした リンド バーグ の 忠言に 耳を貸す こ ともなく、 アメリカを 中心とする 連合国は、 戦争に 勝利 
する や 直ちに、 「文明」 の 名に おいて 一方的に 日本を 断罪した のでした。 そして その 裁判の 中では、 
弁護 側の 提出した 日本側に 有利な 状況証拠は 一切 却下され、 原爆 投下 や 捕虜 虐殺な ど、 戦時国際法に 
照らして 明らかに 違法で ある 米国の 戦争犯罪に ついては 、まったく 問題に する こと すら 許されな かっ 
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たのです。 

ヘレン •ミアズの 『アメリカの 反省』 

また、 占領下の 日本では 厳格な 検閲 制度が 敷かれ、 アメリカの 占領 政策に 不利な 言論は 悉く 封殺 さ 
れ ていました。 ここに 紹介す る、 対日 戦争に 対する アメリカ人 自身の 痛烈な 反省の 書で あるへ レン. 
ミアズの 『アメリカの 反省』 も、 占領下 日本での 翻訳 出版は G H Q が これを 許さず、 日本人が 本書を 
手に したのは 占領 解除 後の ことでした。 

ミアズは、 満洲 事変 以前の 日本の 軍事行動に ついて、 「民主的 西欧諸国が 造った とほり の 国際法に 
ょって 是認され たもので ある」 と 述べ、 また 満洲 事変 そのものに ついても、 単純な 日本の 侵略行為と 
はいえない、 「それにつ いては 全 西欧 列強が 責任を 分担せ ねばならない」 と 論じて いるので す。 

〈西欧 列強が 国際関係 第一課と して 日本に 教 へた ことを、 そして 必要と あれば、 彼等が 現在で もな 
ほ 行つ てゐる ことを、 今、 日本が 実行した からと いつて、 これを 咎め立てす るのは 卑怯 だつ た。 僅 
か 二、 三年 以前には、 他の 西欧 列強、 就中、 ィギリスは、 中国と その 途中に、 二 万の 軍を 駐屯 させ 
てゐ たの だ。 他の 西欧 列強は 中国に 対して、 軍隊 や 砲艦を 行使で きる のに、 何故 日本が 行使して は 
いけない のか、 おそらく 日本人は 了解に 苦しむ こと だら ぅ。〉 

そして 当の アメリカ 政府 自身 も、 一九二 七 年まで、 「中国の 『山賊 兵』 の 乱暴から、 アメリカ 市民 
と 資産を 守る ためにと いふ、 日本の 言 分と 全く 同様な 理由に ょり、 中国に 武力を 発動」 していた では 
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ないか、 と ミアズは 言う のです。 

ミアズは 満洲 事変への アメリカ 政府の 対応に ついて、 「我々 は、 中国の 独立の ために 一応 身 構へ を 
したが、 実際には (中略) 我々 自ら 中国の 独立を 侵害して ゐ たので ある」 と 断 じ、 アメリカの 政策を 
次のように 批判して います。 

〈もしも アメリカが、 中国に 関して 純粋に 自己 否定的で あつたならば、 特権を 放棄した 答で ある。 
この 特権が あつたれば こそ アメリカ 政府は、 純然たる 主権国 家なら 当然 外国に 許可せ ぬ やうな 権利 
を、 中国 内で 要求で きたので ある。 例へ ば アメリカは、 揚子江に 砲艦を 碇泊させる 権利を 持つ てゐ 
た。 我が アメリカなら、 ミシシッピー 河 上に 外国の 砲艦を 碇泊させる ことな ど、 断じて 許可す る ま 

ぃ。〉 

ジョン •卜— ランド も、 ピユー リッツ ァ 賞を 受賞した 著作 『大日 本 帝国の 興亡』 の 中で、 ミアズと 
同様の ことを 指摘して いるのは 注目すべき でしよう。 

〈イギリス や オランダが インド や 香港、 シン ガポ ー ル および 東インド 諸島を 領有す る ことは これを 
完全に 認める ことができ るが、 日本が 彼等の まねを しようと すれば 罪悪で あると 糾弾す る 根拠は ど 
こに あるの か？ なぜ、 イン デイ アンに 対して 術策を 弄し、 酒を 使い、 屠殺を して 土地を 奪った ア 
メリ カ 人が、 日本人が 中国で 同じ ことを したから といっ て、 指を さす ことができる のだろう か？〉 
彼等の こうした 批判は、 日本の 立場 そのものに 特に 同情 的で あると いう わけではありません が、 
欧米の アジアに 対する 積年の 植民地 支配を 自己批判し、 日本 だけを 責める 資格が 我々 にある の だろ 
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うかと 銳く 問うて いる 点で、 欧米人の 良心を 代表す る ものと 言える でしよう。 

ゥ H デ マイヤー の 批判す る ルー ズべル トの 対日 挑発 

以上の 批判は、 いわば 「日本 も 悪い が 英米 も 同罪では ないか」 (あるいは リンド バーグ の しばしば 引用 
する 『聖書』 の 言葉に よれば、 「何故、 兄弟の 目にある 塵を 見て、 己が 目にある 梁木を 認めぬ か」 「汝ら 人を 裁く 
な、 裁かれ ざらん 為な り」) といった 種類の ものです が、 アメリカ人の 自己批判は そこに 止まっ てはい 
ませんで した。 

戦争が 終る と、 今度は 直接 対日 戦争に 関わった 人々 の 間から、 驚くべき 事実が 証言され はじめた の 
です。 それは、 日本に 対して 対米 開戦を 余儀なく させた 責任は、 ル— ズべ ルト 大統領 その 人に あると 
いう 批判です。 ここでは、 そのような 証言の 一つと して、 マー シャル 参謀 総長の 懐刀であった ゥエデ 
マイ^ -  — 将軍の 著した 『ゥヱ デマ イ^ -1 回想録』 を 取り上げて みまし よう。 

ゥヱデ マイヤ— は 一九 四 一年 初頭から 一九 四 三年 秋まで 米陸軍 参謀本部 戦争 計画 部に おり、 米国の 
第二次大戦 戦略 動員 計画を 作成、 数次の 米英 巨頭 会談に も マー シャルに 随行して 列席した 人物です。 
この 本の 中で ゥエデ マイヤ ー は、 「日本の 真珠湾 攻撃は、 アメリカ によって 計画的に 挑発され たもの 
であると いう 事実」 を 明記して いるので す。 

もともと アメリカ 国民に、 第二次大戦への 参戦の 意思は 毛頭ありません でした。 ルー ズ ベルトは 大 
統領 選挙の 公約 中に、 アメリカの 子弟が 二度と 外国の 戦場に 送られる ことは ない と、 何度も 盛り込ま 
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なければ ならなかった ほどです。 世論は 圧倒的に 反戦を 支持して おりました。 その アメリカが 何故、 
ドイツ や 日本を 敵に 回して 戦わざる を 得ない 羽目に 陥った のでし ようか。 ウエデ マイヤ ー は、 次の よ 
、っに 書いて おります。 

〈ルー ズ ベルトは、 アメリカ 国民を 戦争に まきこまない、 と 国民に 誓った が、 その 約束を 公然と 破 
ら ずに、 チャ ー チルと 結んだ アメリカを ヨー ロッパ 戦争に 介入させる 約束を 果たす ことので きる た 
だ 一つの 方法は、 ドイツ か 日本を 挑発して アメリカに 戦争を しかけさせる ことで ある、 とに らんで 
ぃた 〇〉 

ル ー ズ ベルトは ヒ トラ ー の ドイツを 深く 憎んで おりました から、 内心では 米国の 対 独 参戦を すでに 
決意して いたのです。 ただ、 それでは 不戦の 誓いを 掲げた が 故に 彼を 大統領に 三選した 米国民の 納得 
が 得られる はず もありません。 ルー ズ ベルトと しては、 あくまで 不戦 中立の ポーズ を 取りながら、 謀 
略に よって ドイツ か 日本を 挑発し、 枢軸国の 方から 先に 攻撃させる ことが 必要でした。 そうすれば、 
米国民 も 立たざる を 得ない ことになる からです。 

そして ドイツで なく、 日本を 次第に その 夕 1 ゲットに していく 経過を、 ウエデ マイヤ ーは 次の よう 
に 書いて います。 

〈ル ー ズ ベルトは、 ドイツに 対米 宣戦 させよう とした 極端な 挑発 行動 も 失敗し、 アメリカ 国民の 大 
多数の 参戦 反対の 決意 も 固く、 アメリカ 議会で 宣戦布告の 同意が 得られる 見通し もなかった ので、 
彼は 目を 太平洋に 転じた。 実際、 日本を 強制して 対米 宣戦を 布告させる よう、 外向 的、 経済的に 日 
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本を 圧迫す る ことは 可能な 状況であった ので、 もしそう するならば、 日本は ドィツ ほど、 がまん づ 
よくない と 思われた。 

これに 対し 日本は、 その 存在を 危険に さらさず には 後退で きないまでに、 あまりに も 深く 日中 事 
変に 介入して いた。 アメリカは、 日本が 面目を つぶさない 限り 現に 保持して いる 地点から 撤退で き 
ない、 という 妥協の 余地の まったくない 提案を 日本側に おしつけた。〉 

これが いわゆる 「ハル •ノ  ー ト」 であっ たことは 申す まで もありません。 ハル •ノ ートを 日本側に 
突き付ける 前日の 日記に、 スチム ソン 陸軍 長官は 次のように 記して いた こと も、 忘れて はならぬ 事実 
でしよう。 

〈問題は どのように 彼ら (日本を 指す) を 操って、 われわれには 余り 過大な 危険を 及ぼす ことな 
く、 彼等に 最初の 一発を 発射させる ような 立場に 負い 込むべき か、 という ことで ある。 これは 難し 
い 注文であった。〉 

ゥェデ マィヤー の 回想録は、 こうして 真珠湾 攻撃が ルー ズ ベルトの 仕掛けた、 米国民を 参戦に 導く 
ための 謀略 工作であった ことを 明らかにした 上で、 次のように 述べて おります。 「アメリカが 第二次 
大戦に 参戦して いなかったならば、 少なくとも 独ソ 両国が ともに 疲れは てるまで 参戦を 見合わせて い 
たなら ば、 ソ連が 現在、 地球の 半分 近くの 広大な 地域に 君臨す るよう な 事態には ならなかった であろ 
う」 と。 

ルー ズ ベルトは スタ 丨 リンを 「〈彼の 友人〉 であり、 あるいは、 友人と なりうる もので あり、 そし 
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て ソ連は、 アメリカの 永久 的な 同盟国、 あるいは 永久 的な 同盟国と なしうる 国で ある、 と 想像した」 
ことによって、 対ソ 戦略を 決定的に 誤った のでした。 ゥヱデ マィヤー は 「連合国 側の 過失のう ち 最大 
の ものは、 同盟国 ソ連の 戦後に 対する 意図を 正しく 判断で きなかった ことで ある」 と 述べ、 痛恨を 込 
めて、 次のように 記して おります。 

〈(アメリカは) 親友と 思い こんだ 共産主義者 とい、 っ 大蛇に アメリカ 国民の 人心を 毒 させて、 ア メリ 
力の 理想を ゆがめさせ たため、 枢軸 側に 対して 同情と 客観性と を 失った。 (中略) 

ルー ズ ベルト 大統領は、 第二次大戦の 終結に 当たり、 なに か 計画を 持って いたかと いえば、 彼は 
三大国に よる 懲罰 的 戦後 処理を 強行し ようとした だけで、 (中略) 無条件降伏を 主張す る ことによ 
つて、 アメリカ みずから ョ ーロッ パと アジアに おいて、 スタ 丨 リンの 勢力を 増大 させた ので ある。 
(中略) 

今日の 時点から みれば、 アメリカと しては、 戦略 計画を 明確に して、 ソ連に 対し 急速 かつ 効果的 
に、 その 領土と 勢力と を 拡張する 機会を あたえない ようにして おくべき であっ たことは、 あまりに 
も 明瞭な 事実で ある。 (中略) アメリカの 失策は スタ 丨 リンの 力を 大きく 増大 させ、 彼 ひとりが こ 
の 大戦で 利益を おさめる 結果と なり、 彼は 平和会議の 席上で あらゆる 詭計を 用いる ようになった。〉 
結局 アメリカは、 日独 憎し との 感情の あまりに、 真の 敵であった 共産 勢力を 味方と 思い込み (ルー 
ズ ベルトは、 スタ 1 リンを 「共産主義者と 考える のは 馬鹿げ ている。 彼は ただ ロシアの 愛国者で ある だけ だ」 と 
公言して いました)、 気が付いた 時には、 北朝鮮から 中国大陸、 そして 東欧に 及ぶ 共産 勢力の 大 躍進を 
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許して いたのでした。 

♦ 

ハミルトン •フィッシュの 告発す る ハル •ノー トの 真相 

ルー ズ ベルトの 政敵で、 真珠湾 当時、 野党で ある 共和党の リ ー ダー として、 下院に おいて 米国の 開 
戦 阻止 運動を 果敢に 展開して いた ハミルトン •フィッシュは、 『日米 •開戦の 悲劇』 という 著書の 中 
で 次のように 書いて います。 

〈日本は、 米国との 開戦を 避ける ためなら ほとんど 何でもす る 用意が あったであろう。 (中略) 日 
本は、 フィ リピン および その他の いかなる 米国の 領土に 対しても、 野心を 有して はいなかった。 し 
かしながら、 ひとつの 国家と して、 日本は その 工業、 商業 航行 および 海軍の ための 石油な しには 存 
立で きなかった。 

非常な 平和 愛好者で ある 首相の 近衛 公爵は、 ワシントン か ホノルルに 来ても よいから ルー ズ ベル 
卜 大統領と 会談した いと、 繰り返し 要望して いた。 (中略) 在日 米国 大使であった ジョセフ. グル 
— は、 日本が どれ だけ 米国と 平和的 関係を 保ちたい と 希望して いたかを 承知して おり、 かかる 首脳 
会談の 開催を 強く 要請した。 しかし ルー ズ ベルト および その 側近の 介入 主義者たち は、 策謀と ごま 
かしと トリックを 用いて、 全く 不必要な 戦争へ われわれを まき 込んだ ので ある 〇〉 

日本人 も 米国人 も、 戦争を 望まなかった 点では 一致して おりました。 日本 政府は、 米国との 開戦を 
避ける ため、 最後まで ぎりぎりの 努力を して おりました。 また、 米国 内で もフー パー 元 大統領 や タフ 
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卜 上院議員、 それに リンド バ ー グや フィッシュら が 先頭に 立って 参戦 反対で 世論の 圧倒的 支持を 得て 
いました。 にも 拘わらず、 戦端は 開かれて しまった のです。 それ も、 日本の 「奇襲」 に アメリカが 激 
昂 するとい う、 最悪の 形で。 

チャ ー チルは 第二次大戦を 「無用の 戦争」 と 形容し ましたが 、フィッシュ も 次のように 述べて いま 
す。 

〈日本との 間の 悲惨な 戦争は 不必要であった。 これは、 お 互い 同士よりも 共産主義の 脅威を より 恐 
れ ていた 日 •米 両国に とって、 悲劇的であった。 われわれは、 戦争から 何も 得る ところがなかった 
ばかり か、 友好的であった 中国を 共産主義者の 手に 奪われる ことに なった。〉 

フィッシュは 惜しく も 今年 (一九 九 一年) 一月に 亡くなり ましたが、 彼の 最後の メモ ヮー ルが 今 
秋、 アメリカで 出版され る ことにな ってい ます。 そして その 中で フィッシュが ハル •ノ ー ト について 
述べて いる ことは、 アメリカ人 •日本人の 双方に とって 衝撃 的な 事実で あると 言わねば なりません。 
(以下、 引用は 「諸君/」 平成 3 年 8 月 号 所載) 

〈外交 委員会の メンバー であった 私で さえ、 日本を 侮辱す るよう な 最後通牒が 送られて いたな どと 
は 全く 知らなかった の だ。 否、 私を 含む 全ての アメリカ人は、 ルー ズ ベルト 大統領と 声を 合わせ 
て、 日本軍に よる 真珠湾 攻撃を 「汚辱の 日」 として 弾劾した。 アメリカ人 誰もが、 奇襲と いう 卑怯 
な 攻撃に 激昂した ので ある。 (中略) 我々 は、 ルー ズ ベルトが 我々 を 欺いて、 戦争に 導いた などと 
は、 疑い もしなかった。 (中略) 真珠湾 攻撃の 何年 も 前から、 ルーズ ベルトの 宣伝機関は、 日本人 
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を 我が国に 戦争を 仕掛けて くる おそるべき 脅威と して 描こうと していた が、 今日では、 事実は その 
全く 逆であった ことを 示す 証拠が ある。〉 

フィッシュ はこう 述べた 後、 ハル •ノ ートの 発出 経緯に ついて 次のように 言う のです。 

〈四十 年 以上 かけて、 ついに 私は、 コー デル •ハル 国務長官を 通じて 一九 四 一年 十一月 二十 六日に 
日本側に 手渡された 最後通牒 (の 原案に あたる 文書) を 著した 本人を 突き止めた。 その 名を 聞いた 
ら 、多くの アメリカ人は 驚きを 禁じ 得ない と 思う。 (中略) 財務 次官 ハリ ー •デ ク スタ ー •ホ ワイ 
卜 によって 書かれた ので ある。 (中略) 

ホワイトは 後年、 (中略) 政府機関 文書を ソ連に 流すな ど スパイ 活動を していた ことを 告発され 
た 当事者で ある。 過激な 最後通牒を 日本に 送った 最終的な 責任者は ルー ズ ベルト 大統領で あるが、 
その 文書 (の 原型) は 隠れた 共産主義 擁護 者の 手になる ものだった の だ。〉 

ホワイトの 草稿は、 日米 開戦に 先立つ こと 半年 前の 六月 六日 付で、 すでにへ ンリー •モー ゲン ソー 
財務 長官 宛に 提出され ていました。 「モー ゲン ソーも ル ー ズ ベルト も、 ホワイトが 共産党 擁護 者で あ 
り ホワイトが 権力の座に 登用した 人物 達が 正真正銘の 共産党 員であった ことは 知ってい たに 違いな 
い。 (中略) 友人の 何人もが 共産党 員な ので ルー ズ ベルト 自身は 政府 内で 共産主義を 狩り出す ことに 
関心がない と 語った ことがある。 (中略) 政府 内で 工作す る 共産主義者 たちが アメリカに 対しても た 
らした 脅威に、 ルー ズ ベルトが 無関心で あった ことは 許しが たい」 と、 フィッシュは 書いて います。 
ハル •ノ ー トが 「政府 内で 工作す る 共産主義者」 の 作文であった とすると、 日米の 不幸な 戦争を 引 
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き 起こした 要因の 一つと して、 ルー ズべ ルト 政権の 奥深く まで 浸透して いた 共産主義者の 影響力 も、 
けっして 無視で きない ことになります。 

何故なら、 彼ら 共産主義者に とって 米国を 日本との 戦争に 引きずり 込む ことは、 アメリカの 対ドイ 
ツ 参戦を 実現し、 ソ連を 救う 上で、 当時 喫緊の 課題であった に 相違ない からです (六月 二十 二日'  ドイ 
ツ は独ソ 不可侵条約を 破棄して ソ連に 攻め入り、 ソ連は 窮境に ありました)。 

フィッシュは 『日米 •開戦の 悲劇』 の 中で、 ル ー ズ ベルトには 戦後、 スター リンに 西ヨ ーロッ パを 
明け渡す 目論み さえ あった ことを 明らかにし、 次のように 述べて います。 

〈スタ ー リンと その 共産主義 体制に 対し、 好意的で あると 知られて いた 助言者 達が、 ルー ズ ベルト 
にはいた ので ある。 これらの 助言者 達の 中には、 ル ー ズ ベルトの 主要 秘書 兼、 外交問題 担当 補佐官 
を 務めた が、 親 共産主義 的で あると、 公に 非難され、 後に 逃亡した ロック リン •カリー もいた。 ま 
た、 ハ リーニ 、アクス タ— •ホワイトは、 財務 省の 外交問題 に関する 代表であった が、 同じく 親 共 的 
と言われた。 アル ジャー •ヒスは、 国務省で 高い 地位に おり、 かなり 後になる まで、 彼の 親 共産 主 
義者 としての 活動は、 明らかにならなかった。 そして 恐らく、 ル ー ズ ベルトの 右腕で あり、 ルー ズ 
ベルトが、 スタ ー リンと きわめて うまくいく 仲で あると 言つ ていた ハリー •ホプキンス もそう であ 
る。 ホプキンスは、 スタ 丨 リンと ルー ズ ベルトに 対して、 他の 誰よりも 影響力を 有して いた。 

これらの 助言者 達の 中で 誰が、 西ヨ ーロ ッ パを 実質的に 共産主義の 支配 下に おくと いった 計画 書 
を 書く のを 手伝 っても おかしくない。〉 
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戦後、 ソ連 や 中共が 世界を 席巻す るのを 目の当たりに して、 米国は 慌てて 反共 政策に 転ずる ことに 
なります が、 その 種を 蒔いた のは、 実は ル ー ズ ベルトの 米国 政府 自身であった のです。 何とも 皮肉な 
こと、 と 言わねば なりません。 

大 東亜 戦争は I 方 的な 「侵略」 戦争では なかった 

アメリヵ 建国の 父ジ ョージ •ワシントンに、 「訣別の 辞」 という、 歴代 大統領に 与えた 訓戒が あり 
ます 

〈ある 特定の 国々 に対して 永久 的な 根深い 反感を いだき、 他の 国々 に対しては 熱烈な 愛着を 感ずる 
ような ことがあって はならない。 他国に 対して 常習的に 好悪の 感情を 抱く 国は、 多少な りと も、 す 
でに その 相手 国の 奴隸 となって いるので ある。 (中略) 国家 間の 平和は、 この 好悪の 感情の 犠牲と 
なつて 失われる ことが しばしば ある 〇〉 

しかし、 ルー ズ ベルトの 行った 政策は、 この 建国の 父の 遺訓を 悉く 無視す る ものでした。 彼は 英国 
に 熱烈な 愛着を 抱き、 ソ連に も 好意的な 感情を 終始 抱き 続け、 一方で ドィッと 日本を 激しく 嫌悪して 
おりました。 ヒ トラ ー の 脅威から 英国を 救出す るた めに、 米国が 対 独 戦に 参加で きる よう、 嫌がる 米 
国民を 無理やり 日本との 戦争に 引きずり 込み、 中国では 蔣介 石を 頻りに 支援して、 日本を 国際的 孤立 
に 追い込んだ のでした。 

その 結果が 共産 勢力の 大 躍進で あり、 何の ことは ない、 アメリヵは 共産主義の 脅威を 作り出す ため 
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に 参戦した ような ものでした。 

I 方、 ィギリスの チャ ー チル も、 英国 外交の 伝統であった ョー ロッパ 大陸の 勢力 均衡 政策を かなぐ 
り 捨て、 ナチの 徹底的 破壊を 企図した ために、 ソ連の 大幅な 東欧 進出を 許す 結果に なった ばかり か、 
第二次大戦の 結果、 植民地の すべてを 失い、 事実上の 二流 国に 転落して しまいました。 

私 どもは、 対日 戦争に 対する 米英 両国の 反省を 通じて、 大 東亜 戦争が けっして 日本 だけの 一方的な 
「侵略」 戦争と いう 性質の ものではなかった こと、 その 淵源には ルー ズ ベルトの 対日 謀略が あり、 さ 
らに その 背後には、 ル ー ズ ベルトを も 籠絡して いた スタ— リンの 老獪な 戦略が あつたと いう ことを、 
けつして 見逃して はならない、 と 思う のです。 

【勝 岡 寛 次】 


三 アジアは 「反日」 か 「親日」 か 

今 も 続く 二つの 評価と それを 超克す る 方途を 探る 


日本 兵の ビン タから 

アジア 諸国は 果たして 「反日」 なのか、 それとも 「親日」 なのか。 現地を 訪問して みれば、 国に よ 
って 雰囲気が 違う し、 年齢 や 体験に よっても まちまちです。 けっして 「親日 一色」 でもなければ、 
「反日 一色」 でもありません。 複雑な 意識を 持っ ている ことを、 ありのままに 理解したい のです。 

朝日 新聞社が 発行して いる 『AERA』 (平成 3 年 8 月 20 日 号) は 「大 東亜の 人質 •南方 特別 留学 
生」 「東南アジアは 戦争を 教え 続ける」 という 二つの 特集記事を 載せて おります。 当時の 南方 特別 留 
学生たち は、 喜んで 日本に 留学した 人々 が 多かった のに、 見出しに 「人質」 を 使う のは ひどい と 思い 
ました。 ところが 読んで みると、 案外 多面的な 記事に なって います。 
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元 フィ リピン 兵士で 「南方 特別 留学生」 として 来日して いた レオ カ デ ィオ •デ アシス 氏 ( 71 歳) は、 
次のように 言って おります。 

〈食事の 配給のと き だ。 米粒が こぼれた。 毎日 労働に 駆り 出され、 とにかく 腹が減って いた。 拾 お 

うとしたら、 日本 兵に いきなり 「ビン タ」 を くらっ た。 あんな 冷酷で 凶暴な 日本人と 生活な どした 

くないと 思っ た。〉 

私 も 軍隊の 初年兵 時代、 毎日の ように 下士官 や 古 年次 兵に ビン タを くらって いたので、 気持は よく 
わかります。 しかし 当時の 私は、 戦う 軍隊を 作る ためには、 このような 厳しさが 必要な の だと 甘受し 
ていました。 マレー シアの 元 留学生な ども その 点を 理解して いたの か、 冷酷な 猛 訓練に 対して、 「い 
い 経験でした」 「精神を 鍛えられました」 と 受けと めて いる 例 も 紹介して います。 

* 

そもそも 日本 軍隊は 世界で もっとも 精強を 謳われ、 それだけに 短兵急で あり、 直線 的でした。 日夜 
猛 訓練に 明け暮れ、 相手の 立場を 考えるな どと いう 余裕はありませんでした。 また 開戦 前に、 異 民族 
に 接する 心構えと して、 現地人の 信仰心 や 習慣な ど 詳しく 教える こと もしませんでした。 それに、 野 
戦の 軍隊は いきり たって いますから、 現地人の もどかし さに 気合を 入れるべく、 いきなり 平手打ちを 
くらわせた 例 も 多かった と 思います。 

信仰心 篤い 仏教徒に とって、 頭は 仏の 宿る ところで すから、 他人が 触る こと さえ 許されない のに、 
ビン タを とったり すれば 生命 的な 屈辱を 感ずる のは 当然です。 横柄で 無 暴な 日本 兵の ィメ ー ジ^ 6 、 
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たちまち 千里を 走ります。 一部の 心ない 者の 仕業に よって、 九仞の功を 一簣 に虧 いた (多年の 努力を 
ささいな ことで 失敗させる こと) 例が 多 かつた と 思います。 

反日 感情を 作り あげた もの 

アジア 諸国の 中で もっとも 知日派の 一人で ある ビルマの バー •モゥ 首相は、 その 回顧録の 中で、 日 
本のた めに 惜しむ としながら、 反日 感情を 作り あげた 構図を 明らかにして おります。 

日本は 緒戦の 段階で、 南 機関 (機関長 •鈴 木 敬 司 大佐) が 育成した ビルマ 独立 義勇軍を 先頭に ビルマ 
に 進撃し ました。 その 時 「ビルマ 人の 間に 起こった 新しい 精神 運動の 鼓動」 を、 バー •モゥは 感動 的 
に 伝えて おります。 根が 哲学者で ある 彼は、 ビルマ 人たち が 「雷 帝、 東方より 来る」 と 信仰的に 受け 
止めた 「神秘の 輝き」 を 語って います。 

しかし 彼は、 ビルマ 人の 間に 芽生えた この 「新しい 精神」 と 「新しい 時代」 を、 日本人 _ 身が 無残 
にも 打ち砕いて しまった として、 日本軍の 横暴を 強調して います。 

〈冷酷で 短気な 日本軍 人が 残虐な 振舞いを した こと、 そして、 もっと 残酷な やり方で ビルマと ビル 
マ 人 及び その 資源を 日本の 戦いの ために 利用した ことにつ いては、 疑ぅ 余地がない。 (中略) これ 
らの 軍人は ビルマ 人の 知っている すべての 者よりは るかに 残虐であった。 これらの 人々 の 残虐 性、 
横柄 さ、 民族的 自負は ビルマ 人の 心に 戦時中の 記憶と して 深く 残って いる。 東南アジアの 非常に 多 
くの 人々 に とっては、 それらの みが 戦争の 記憶の すべてで ある。〉 
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彼は、 日本軍の 残虐 性が、 東南アジアの 多くの 人々 に、 それが すべてで あるよう に 受け とられて し 
まった ことを 指摘して いるので す。 インドネシアの 教科書 も、 次のように 書いて おります。 

〈日本 時代に インドネシアの 民衆は、 肉体的に も 精神的に も、 並は ずれた 苦痛を 体験した。 日本は 
結局 独立を 与える どころ か、 インドネシア 民衆を 圧迫し、 搾取した の だ。 その 非人 道 性は オランダ 
を 超える ものが あった。 (中略) ロー ムシ ャ (労務者) たちの 待遇は、 極めて 残酷であった。 彼らが 
労働 中に 少しで も 不注意だった りする と、 平手で 叩かれ、 銃で 殴られ、 鞭で 打たれ、 足蹴に された。 
これに 抵抗した 者は 殺された。〉 (中学 用 『歴史』 一九 八 八 年、 スラン ヵイ 社刊) 

このような 文章 だけを 紹介 されれば、 日本軍が 東南アジアで 行った ことは お 話に ならず、 恥ずかし 
くて 顔向けで きない 気持になります。 しかし、 このような 文章 だけを 振りかざして、 日本軍を 犯罪者 
のように きめつける ことは、 ちょっと 待って いただきたい のです。 敢えて 私が 行う 日本への 弁護 •弁 
明に も 耳を 傾けても らいたい と 思います。 

一、当時の日本は、米.英を相手とする大戦争のさ中にありました。だから米 * 央.蘭のように、数 
十 年 あるいは 数百 年 かけて ゆっくり 植民地政策を 実施す るよう な 「ぜいたく」 は 言って おれません 
でした。 勝利し なければ アジア 解放の 夢 も 失われて しまいます。 そのため、 現地人に ずいぶん 無理 
を 強いました。 戦況 不利と なれば 食料 不足 も 起こり、 労務者を かりたてる 必要に も 迫られ、 対日 ゲ 
リラ も 起こり、 疑心暗鬼の 孤立 感に 追い込まれました。 このへんの 事情を 汲みと る だけの 心の 広さ 
を 持って ほしいの です。 
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二、  そもそも 戦争は 残虐 さを ともなう ものです。 いかなる 国の 軍隊 も、 戦場に 出かければ 集団の 狂気 
と 化する 一面が あります。 紳士的 人道的に 行われる 戦争と いう ものはありません。 

オランダ や イギリス 等は 白人 優越 意識を 持って いました から、 初期の 段階で いかに 暴虐の 限りを 
尽くした ことか。 独立を めざして 蜂起した 集団が、 いかに 残酷に 弾圧され たこと か。 日本 だけを 残 
虐視 する のでな く、 過去の 植民地 諸国の 事例に も 目を 向けて ほしいの です。 

三、  アジア 人の 中には、 「白人が 威張る のは 我慢で きる が、 日本人が 威張る のは 許せない」 という 風 
潮が あるよう です。 また 日本人に も、 「白人には 遠慮す るが、 アジアの 人々 に対しては 偉そう にす 
る」 という 気風が 抜け きれません。 早く アジア 人相 互の 不信 感 とか 憎悪を 超克して、 アジアの 精神 
的 伝統で ある 慈悲 (釈迦) とか、 仁愛 (孔子) の 精神に 回帰したい ものです。 

大局を 見る アジアの 目 

これまで アジアの 反日 感情の 構図に ついて 考えて きました が、 日本の 果たした 役割を 大局 的に 評価 
する 人々 は 多い のです。 昭和 六十 一年 (一九 八 六 年) 三月に 私たちが インドネシアを 訪問した 時、 サ 
ン バス 将軍 (元 東欧 大使、 復員 軍人 省 長官、 ベタ 〈祖国 防衛 義勇軍〉 では スハルト 大統領と 同期) に 会い まし 
た。 私が 教科書に 書かれた 反日 的 記述の 部分を 紹介す ると、 「そのことは 知っている」 と 前置きして 
淡々 と 語りました (通訳は ASEAN センタ 1 代表 •中島 慎三郎 氏)。 

〈今、 インドネシア でも その他の 国で も、 大 東亜 戦争で 日本の 憲兵が 弾 王した とか、 労務者を 酷使 
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ボゴールの 自宅 前で 熱弁を ふる う サン 
バス 将軍。 ぺ夕の 訓練所が 自宅 近くに 
あり， プン チャク 峠の 頂上に 「ぺ夕 発 
祥 記念 塔」 を 建立す るの だと 意気込ん 
でい る （昭和 63 年 3 月）。 


したと か 言っ ている が、 そんな ことは 小さな こと だ。 いかなる 戦場で も 起こり 得る し、 何千 年 前 も 
そうだっ たし、 今後 もそう だ。 日本軍が やった もっとも 大きな 貢献は、 我々 の 独立心を かきたてて 
くれた こと だ。 そして 厳しい 訓練を 課した ことは、 オランダので きない こと だ。 日本人は イン ドネ 
シア 人と 同じように 苦労し、 同じように 汗を 流し、" 独立とは 何 か， を 教えて くれた。 これは いか 
に 感謝しても 感謝し すぎる ことは ない。 この ことは ベタの 訓練を 受けた 者は、 一様に 感じて いる こ 
とだ。 特に インドネシアが 感謝す る ことは、 戦争が 終わって から 日本軍 人 約 千 人が 帰国せ ず、 イン 
ドネ シア 国軍と ともに オランダと 戦い、 独立に 貢献して くれた ことで ある。 日本の 戦死者は 国軍 墓 
地に 祀 り、 功績を 讃 えて 殊勲 章を 贈って いるが、 それだけです む ものでは ない。〉 
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このように 評価す るのは、 サンバスさん だけではありません。 一九 六〇 年代までの インドネシアの 
教科書は、 日本の 果たした 積極的 役割に も 触れて いたのです。 いくつか 紹介して みまし ょう。 

〈インドネシアの 指導者た ちの 要請で、 一九 四 三年に 『祖国 防衛 義勇 隊』 (PETA) が 作られ、 全 
インドネシア 民族の 熱烈な 歓迎を 受けた。 この PET A には、 より 多くの 青年たち が 最後まで 闘う 
ために 結束され ていった。 日本の 厳しい 軍事訓練を 受けて、 やがて この インドネシア 青年たち は祖 
国 独立の 扉を 開くべく 立ち あがる ので ある。〉 (一九 六 三 年刊、 中学生 用、 アン ワール •サヌ レ 著 『現代 
国史 n』) 

〈日本の 占領は 後に 大きな 影響を もたらす ような 利点を 残した。 

第一に オランダ 語と 英語が 禁止され たため、 インドネシア 語が 成長し、 使用が 広まった。 この 三 
年 半の 間に 培われた インドネシア 語は 驚異的な 発展を 遂げた。 

第二に 日本は" セイ ネン ダン" や" ケイ ボウ ダン" に 組織され た 青年たち に 軍事教練を 課して、 
竹槍と 木 銃に よる ものだった とはいえ、 きびしい 規律を 教え込み、 勇敢に 戦う こと や 耐え忍ぶ こと 
を 訓練した。 

第三に 職場から オランダ 人が すべてい なくなった ことにより、 日本は インドネシア 人に 高い 地位 
を 与え、 我々 に 大きな 責任を 要求し、 重要な 仕事を 任せた。 

第 四に 日本は 『PUTERA』 (民衆 総力 結集 運動) や、 『ジャワ ホウ コウ カイ』 を 通じて ジャワに 
本部を 置き、 すみずみにまで 支部の 広がった 大 組織を 運営す る ことを 我々 に 教えた。 
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我々 が 独立を 宣言した 後に、 オランダの 攻撃から 独立を 守らなくて はなら なくなっ て、 以上 四 点 
は 特に 測り 知れない ほどの 価値 ある 経験であった。〉 (一九 五八 年、 中学 三年 用、 スト ロ 著 『世界の 中の 
インドネシア』) 

日本軍 政が もたらした 貢献と して アメリカの ジ ョージ •  S  •カナヘレ 博士 も 『日本軍 政と イン ドネ 
シア 独立』 の 中で 以上の 四 点に ついて 触れて います。 また 本書 278 頁には、 アラム シャ 将軍が 挙げた 六 
点を 紹介して います。 

* 

横道に それた ようです、 冒頭に 紹介した 「AER A 」 にかえり ましよう。 

「南方 特別 留学生」 として 昭和 十八 年 (一九 四 三年) に インドネシアから 留学し、 戦後、 京大 法学 
部を 卒業した シャリフ •ア ディル •サガ ラ 氏 ( 66 歳. 弁護士、 広 島での 被爆 体験 者) は 次のように 言って 
います。 

〈日本は 植民地 支配者で ある オランダを 追い払った。 驚異の アジア 人であった。〉 

〈一番 好きな 日本語は 「徳」 です。 戦争 中の 日本人が 見せた 団結心、 愛国心、 大和魂、 民族意識、 
私 もそう なりたい、 と 思っ た。〉 

〈「大東亜共栄圏」 も、 戦争に 勝つ ための 方便だった のか もしれ ない。 よく わかりません が …… 。 
ただ、 アジア 人 も 殺された が、 日本人 もたく さん 殺された。 戦争に なった のは、 日本 だけの 責任で 
はない ような 気がする のです。〉 
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マレー シアで 言論 界 •政界に 大きな 影響力を 持つ モハメド •ソ ビー氏 —— 。 

〈僕は 憲兵隊の 警部だった。 日本軍の おかげで 我々 は 独立を 早める ことが 出来た。 日本と マレ ーシ 
ア には 英国には ない 共通点が ある。 八紘 I 宇の 精神 だ〉 

戦 無派 •烏賀 陽 記者の アジア 取材 メモから —— 。 

〈今 こそ、 日本は 大東亜共栄圏の リー ダー になるべき です。〉 

〈かつて、 アジア 人は 助け合って 発展し よう、 といった ではない か。 今 こそ、 大東亜共栄圏の 約束 
を 実行して くれ。〉 

〈五十 年 前、 日本人は アジア 人に なろうと した。 だから 私たちは 親日な のです。 だが、 戦後の 日本 
は 西洋人に なろうと している C 最近 留学した 若者は、 みんな 反日に なって 帰って くる 0 〉 

海 部 演説の 代案 

現代の 日本の マスコミ 界 では、 「太平洋戦争 史観」 に禍 ^1 れて か、 あるいは、 大 東亜 戦争の 肯定 面 
をと りあげたら、 また ぞろ 戦争を 勃発させる という 警戒 感 からか、 否定的な 記事 ばかりが 氾濫す る 状 
況 にあります。 ものは 多面的に 見なければ なりません ので、 「AERA」 の 中から 敢えて 肯定的な 発 
言を 選んで みました。 

もちろん、 ここに 紹介した のは ごく 一部であって、 アジアの 人々 の 中には、 「大 東亜 戦争の 理想は 
正し かった。 今 も コンテ ィニユ ー だ (継続して いる)」 というよ うな 意気軒昂 たる 発言 も 耳に します。 
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そうした 中に あって、 海 部俊樹 首相は、 平成 三年の 四月 末から ASEAN 諸国を 訪問し、 五月 三日 
に シン ガボ ー ルで 演説し ました。 その 中に 次の ような 発言が ありました。 

〈今年は 太平洋戦争の 開始から 五十 年の 節目に 当たり、 私は あらためて 今世紀 前半の 歴史を 振り返 
り、 多くの アジア •太平洋 地域の 人々 に 耐えが たい 苦しみと 悲しみを もたらした 我が国の 行為を 厳 
しく 反省す る。〉 

〈日本国民 すべてが 過去の 我が国の 行動に ついての 深い 反省に たって、 正しい 歴史 認識を 持つ こと 
が、 不可欠と 信じる。 次代を 担う 若者たち が、 学校教育 や 社会教育を 通じて、 我が国の 近 現代史を 
正確に 理解す る ことを 重視して、 その 面での 努力を 一段と 強化す る。〉 

この 演説は 大 東亜 戦争の 成果を 否定し、 お詫びす る ことになります。 当時、 ASEAN 諸国を 廻っ 
ていた 中島 慎三郎 氏が 直ちに 現地 レポー トを 書いて、 一冊の パンフレット (『海 部首 相の 人気が ASEA 
N で 失墜』) を 作成し ました。 それによ ると、 海 部 演説に 対して、 現地の 知日派たち がいかに 幻滅した 
かがよ くわ かります。 レポー ト によれば、 「日本は あれ だけの 大戦 争を 勇敢に 戦いながら、 その 国の 
首相が、 先輩の 業績を 否定す るよう な 発言を する のは 無責任 だ」 と 彼らは 批判す るので す。 

私 もよ く 海外旅行 をして 現地の 人々 と 渡り あう ことがあ るので すが、 サム ラィ 精神を 持った 彼らで 
すから、 お詫びを する 日本人は、 歴史を 否定す る 者と して、 軽蔑す るので す。 過去の 歴史が よかった 
とか、 悪かった とか、 簡単に 断定す る 軽薄 さを 彼らは 笑う と 言ったら よいで しよう か。 威張る の も ダ 
メ 、ペコ ペコす るの もダメ なんです。 むしろ、 自国の 歴史的 業績 や 文化遺産に 誇りを 持って 語る 者 
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は、 愛国者と して 尊敬す るんで す。 「中島 レポ ート」 の 中から いくつか 紹介して みまし ょう。 

〈ヨ ーロッ パは 五 百年に わたって アジア •アフリカを 搾取した。 しかし 彼らは けっして 謝罪し ない 
し、 賠償金 も 払わない。 五 百年の ヨ ーロッ パが 謝罪 しないのに、 三年 半の 日本が 謝罪す るのは、 外 
交 音痴 だ。 もし これが イギリス や 中国 だったら、 「海 部首 相は 利敵 行為を した。 彼は 売国奴で ある」 
と 罵倒され るに 決まっ ている。 英 •蘭 •仏 等は なぜ 謝罪 も 賠償金 も 払わない のか、 研究しなさい 〇〉 
(オランダ 系 混血児、 元 新聞記者。 ヤン •ヴィダル 夫人) 

〈日本の 戦争 目的は 植民地 主義の 打倒であった。 その 目的の 大半は 達成した が、 まだ 残って いる。 
南アフリカが そうだし、 サハロフ 博士 も 言うょう に、〃 ソ連は 最後の 植民地 主義 国， だ。 中国 も チ 
ベット や 新彊を 併呑した 植民地 主義 国 だ。 これから 我々 が 取り組まねば ならない 植民地 一掃の 大事 
業は、 中. ソが 相手になる。 そんな 時に 行なった 海 部 演説は、 植民地 主義 打倒の 悲願を 放棄した こ 
とになる。 海 部さん は 日本の 果たして きた 歴史を 踏まえ、 A  •  A 諸国の 悲願を 代表して、 まだ 残る 
植民地 主義を 攻撃すべき であった。 かつての 日本は、 スカル ノ 、ハッタ、 パー  •モウ、 ラウ レ ル、 
アキノ、 汪兆銘 、チャンドラ •ボ ース 等を 応援した のに、 たった 一度の 敗戦で 大切な 目的を 忘れて 
しまった のは、 遺憾で ある。〉 (先に 紹介した サンバス 将軍) 

〈私と 同じ 早大 出身の 海 部首 相が、 大 東亜 戦争を 理解 しないのは 遺憾で ある。 あれでは 戦死者は 犬 
死に なって しまう。 アジアの 大部分は 親日派な のに、 なぜ 少数派の 反日 派に 迎合す るの か。 その 理 
由を 聞きたい ものである。〉 (陸軍士官学校では 加 藤 六月 衆議院議員と 同期。 終戦後、 早大 理工学部 卒 。元 
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海 部 演説を 批判す る ウトモ 氏 


東京 医科歯科 大学の 名誉教授 であり、 学士院 
会員で も ある 総 山 孝 雄 氏から、 私は 平素い ろい 
ろ 教示を いただい ている。 

氏は 大 東亜 戦争 時、 通信 隊の 小隊 長と して マ 
レー から スマトラに 転戦した。 氏は その 体験を 
『スマトラの 夜明け』 と 『南海の あけぼの』 二 
冊に まとめて 刊行して いる。 このぅち 『スマ ト 
ラの 夜明け』 を 英文で 書き、 今度 アメリヵで 刊 
行す る 予定に なつて いる。 氏は さらに 『ィンド 
ネ シア 独立と 日本』 を 英文で 書き、 インド ネシ 
ア 語に 翻訳され て 刊行され た。 

その 刊行を 担当した ウ トモ •サ スト ロウ イノ 
卜 (utomo  sastorowinoto) 氏から、 総 山 氏に 手 


紙 (英文) が 届いた。 (5 月 25 日 発信)。 その 一 
節を 総 山 氏に 翻訳して もらった。 

「日本の 総理大臣が 東南アジア 訪問 中に、 
太平洋戦争で 行った 侵略行為に 関して、 全ア 
ジア 人に 謝罪の 意を 表明した ことは、 誠に 残 
念であります。 この結果、 アジアの 諸 民族を 
白人の 植民地 支配から 解放した 前 大戦に おけ 
る 日本人の 善意を、 アジアの 諸 民族が もはや 
信じ なくなっ てし まう からであります。 彼の 
言葉は、 大 東亜 戦争の 聖 なる 使命を 人び とに 
理解 させよう とする 私たちの 努力の すべてを 
裏切る ものであります 0 」 

読者は お気づきの ように、 ゥ トモさん は、 
太平洋戦争と 大 東亜 戦争を 区別して 書いて い 
る。 原文では、 大 東亜 戦争のと ころを 「the 
Holy  Mission  of  the  DAI-TOA」 と 大文字 

を 使って いるので ある (傍点 部分)。 【名 越】 


モ ハマ ディア 大学 学長。 数年 前まで インドネシアの 早大 OB 会 会長。 ォ マー ル •ト シン 博士) 

これ 以上の コメントを する 必要は ありますまい。 いずれにしても 「海 部 演説」 は 残念と いうより ほ 
かありません でした。 せめて あの 時、 大 平正芳 さんまでの 歴代 首相が 述べて いたよう に、 

〈過ぐ る 大戦の 評価は、 長い 歴史の 審判に まちたい と 思います。〉 

とか、 あるいは 次のように 述べて ほしかった のです。 

〈今年は 大 東亜 戦争の 開始から 五十 年の 節目に 当たり、 私は あらためて 今世紀の 前半の 歴史を 振り 
返り、 多くの アジア •太平洋 地域の 人々 が、 数百 年に 及ぶ 植民地 支配の もたらした 耐え 難い 苦しみ 
と 悲しみを 乗り越えて、 見事な 独立国と して 成長され つつ ある ことに 心から 敬意を 表し、 深い 感慨 
を 覚える ものであります C 〉 

猜疑心の 増幅を 意図す る 人々 

海 部 演説は、 昭和 五十 七 年 夏に 起こった 教科書 騒動 以来の 路線に 連なる ものであります。 「侵略」 
を 「進出」 に 書き直した 教科書はなかった のに、 マスコミが すべてそう なった ような 報道 キャンべ一 
ンを 張り、 それが アジア 諸国に 連動し ました。 遂に 「政府の 責任に おいて 是正す る」 旨の 官房長官 談 
話 (8 月 26 日) となり、 この 談話は 『新 編 日本史』 事件に も 甦り、 藤 尾 文相 辞任に 発展し ました。 

それ以来、 政治家の お詫び 発言が 続く のです が、 この 際、 日本と アジアの 間に、 猜疑心 や 批判を ^ • 
図 的に 増幅す る 人々 に 踊らされ ている 面が ある ことに 注目し なければ なりません。 
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その 意図的な 謀略に ついて、 フイ リピン 大学の エル ビデ イオ. サンタ ロマ ーナ 助教授 (国際関係 論) 
が 注目すべき 指摘を しています。 「朝日 新聞」 (平成 3 年 8 月 13 日付) の 「論壇」 欄に 載った もので、 題 
は 「緊密 協議で アジアの 信頼 高めよ」 となって います。 

氏は この 論文の 冒頭で 「恐らく 日本で 考えられ ている ほどには、 フイ リピン 人の 対日感情は 悪くな 
い。 単純に 『良い』 とは 言い切れな いまでも、 一般的に 前向き、 肯定的に 受け止めて いると 言える」 
と 書いて います。 そして、 フイ リピンの 「最近の ある 世論調査に よると、 『友好的な 国』 として 三 六 
% が 日本を 挙げ、 アメリカ (七三 % ) に 次いで 二番目に 高い 数字を 占めた」 例を 挙げてい ます。 そし 
て 最後を 次のように 結んで いるので す。 

〈(現在 フイ リピンでは) 「日本 軍国主義の 復活」 に対する 猜疑心が、 消えて いない こと も 事実 だ。 
「友好的な 国」 でありながら 「信頼 度」 が 低 いのも、 この 点と 関連して いるよう だ。 

ただ、 主にそう した 猜疑心 や 批判を 展開して いるのは、 たいてい 日本の いわゆる 「平和主義者」 
とか 左派系の 様々 な 市民団体 等を 含む 非政府組織 (NGO) などと 緊密な 関係を 持つ、 フイ リピン 
側の大学人や N G oなどの関係者らであることに注目すべきだろう。 

特定の イデ オロ ギーを 持つ グルー プ などが、 政治的な 意図を 隠して、 フイ リピン 側の 記憶を 掘り 
返す ように 猜疑心を 必要 以上に あおって いるよう に 思えて ならない。 だと すれば、 比日 両国は それ 
ぞれに ゆがんだ イメ ージに 反応 するとい う 不幸な 結果を 招く ことになる。 成熟した 関係を 築いて ゆ 
くには、 今 こそ 冷静な 視点が 求められる。〉 
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マレ— シア •ノン チック 元 上院議員の 指摘 

この 原稿を 書いた サンタ ロマ ーナ 助教授は、 日本と フイ リピンの 間に、 「猜疑心 や 批判を 展開」 し 
醸成して いるのは、 特定の イデ ォロギ ー を 持った 日 比 両国の 左派系の 人々 の 必要 以上の 「あおり」 で 
ある、 と 指摘して いるので す。 この 文章を 読んで、 私 も 思い当る ことがあります。 

昭和 六十 三年 (一九 八 八 年) に、 一部 改訂され た 高校の 英語 教科書に 、マレー シアで 起こった 日本 
兵の 残虐 行為が とりあげられた ことがあります。 マレー 半島に 進撃した 日本 兵が、 赤ん坊を ほうり 投 
げて 、落ちて くると ころを 銃剣で 突き刺し たという 教材な のです。 この 話は、 マレ ー シアの 教科書に 
も 絵 入りで 掲載され ている のです が、 今では フイ リピンで も 語られる ようになりました。 

この 話は、 本書 •第三 部の 「三、 マレ ー シア •シン ガポー ル」 でも 紹介され ている ように、 ドスト 
エフ スキー の 小説に 出て くる 話な のです。 その 中で、 トルコ 兵が 残虐に も ロシアの 子供を、 前に 述べ 
た 方法で 殺した ことが 書かれて いるの が、 日本 兵の 仕業に すり 変えられた ようです。 

また、 その 年の 八月 二十 I 日付の 「朝日 新聞」 にも、 三面 十 段 抜きで、 「侵略の 犠牲 知って ほしい」 
「日本軍が 行った 華 人 虐殺」 「生残った マレ ー シア 人 五 人が 来日」 という セン セー ショ ナルな 見出しが 
踊って います。 「村は 燃え あがり 血の 海に なった。 泣き叫ぶ 弟を 日本 兵は 刺した。 一族 二十 六 人が 殺 
され、 自分 も 刀傷」 等の 文章 も 目につきます。 私が マレ ー シアで 受けた 印象と まったく 違う 世界が 描 
き 出されて います。 
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マレーシアの 大物 政治家 ラジャ ー •ダ 
卜 •  ノン チック 氏。 第 2 期 南方 留学生 
として 来日， 宮崎 高等 農林， 陸士 ，東 
大で 学ぶ。 「大 東亜 戦争は コンティ ニ 
ユーだ （継続して いる）」 と 説いて 止 
まない。 土 生 良樹著 『日本人よ ありが 
とう』 の 主役。 右上に 掲げられ ている 
肖像 写真は 昭和 59 年 4 月 29 日に 動 二等 
瑞宝章を 日本 政府から おく られた 時の 
もの （昭和 63 年 5 月， 自宅 居間に て） 


現在、 ク アラ ルン プー ルに 在住して いる 土 生良樹 氏に、 それら 一連の 資料を 送りました。 すると 早 
速 土 生 氏から、 八月 十六 日 発行の 現地 「華 字 新聞」 を 直送して きました。 

この 「華 字 新聞」 には、 筑波 大学 附属 高校の 高 島伸欣 氏が、 日本の 反戦 民間 組織 「アジア 太平洋 侵 
略 戦争 遭難 人民を 心に 刻む 会」 の 指導者の 一人と して、 学生を 連れて 人民 殺害の 調査に やってき たと 
して、 慰霊 碑に 参拝して いる 写真 も 載って います。 彼らは 「虐殺」 で 生き残った 五 人の 軍人を 案内し 
て、 広 島の 原爆 慰霊 碑に 参拝し ました。 そのこと が 「朝日 ジャー ナル」 にも 詳しく 載って います。 

その 年の 十二月、 マレ ー シアの 下院議長 や 上院議員を 勤め、 戦時中には 「南方 特別 留学生」 として 
来日し、 宮崎 高等 農林 や 東京大学で 勉強した ラジャー  •ダト •ノン チック 氏 (現在 66 歳) が 来日し ま 
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した。 私は これら 一連の 資料を 持って 氏に 意見を 聞きました。 

日本語の よく 読める 氏は、 じっと 資料に 目を通して いました が、 途中で ゲ ラゲ ラ 笑いだ すので す。 
〈名 越さん、 私に 説明を 求める まで もな く、 皆 わかる ではない か。 マレ ー シアは 多 民族 国家で あっ 
て、 マレー 人と 華 人の 比率は 四 五 % 対 三 五 % だ。 華 人は、 現在 も 経済界の 実権を 握って いる。 だか 
ら 、マレー 人の 反 華 人 感情は 根強い。 戦争 中には、 華 人と マラ ヤ 共産党を 中心に した 「マラ ヤ 人民 
抗日 軍」 が ゲリラ 活動を していた。 日本軍は 当時 マレー 人を 優遇し、 華 人の 抗日 ゲリラに 対しては 
国際法で も 認められ ている 軍事行動の 掃討 作戦を 展開した。 恐らく この 教科書は、 容共 華 人 勢力の 
強い スミ ラン 州で 使われて いるので はない か。 マレー 人の 勢力の 強い 州では、 こんな 教科書は 使わ 
ない はず だ。 それに、 容共 勢力は 日本に も ある。 日本の 左翼 イデ ォロギ ー 活動 分子と、 マレ ー シア 
の 容共 華 人 組織が 連動して、 朝日 新聞を 舞台に 反日 •反 マレー シア 活動を 続けて いるんだ よ。〉 

ノン チック 氏は 『日本人よ ありがとう』 に 書かれた ように、 戦中 戦後に かけて 波瀾万丈の 生涯を 送 
った 人です。 それだけに 大人の 風格を 持ち、 現在の 日本人の ように 細かな 分析は 性に あわない らし 
く、 あとは 笑い飛ばして しまいました。 

フイ リピン 大学の サンタ ロマー ナ氏も 指摘す るよう に、 日本と 現地 双方の イデ オロギ ー 集団 (トラ 
ブル •メ ー ヵー) が 演出す る 連携 プレー に 騙されな いよう 「冷静な 視点」 を もちたい ものです。 そし 
て、 日本と アジア 諸国との 間に 「成熟した 友好関係」 を 築き あげたい と 思います。 

【名 越 二 荒 之 助】 
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四 憎悪の アジア か 仁愛の アジア か 

岡 倉 天心の 『東洋の 理想』 と サン フランシス 
コ 講和会議 における スリランカ 代表の 演説 


霊感に 溢れた 天心の 主張 「アジアは I つ」 

明治の 時代に あって、 アジア 諸 民族の 精神的 覚醒を 訴えて 獅子吼した 岡 倉 天心 (一八 六 二 年〜 一九 一 
三年) が、 その 代表的 著作 『東洋の 理想』 (一九 〇 三年 〈明治 36 年〉 に ロンドンで 出版。 原著は 英文) の 冒 
頭で 「アジアは 一つで ある」 と 喝破した ことは、 世間に 広く 知られて います。 この あまりに も 有名な 
言葉に 続く 文章は、 次のと おりです。 

〈二つの 強大な 文明、 すなわち、 孔子の 共同体 主義を 持つ 支那 文明と、 ヴヱー ダ 〔バラモン 教の 根本 
聖典〕 の 個人主義を 持つ ィンド 文明と を、 ヒマラヤ山脈が 分け隔てて いると いぅの も、 両者 それ ぞ 
れの 特色を 強調し ょぅがた めに 過ぎない。 しかし、 雪を いただく この 障壁と いえ ども、 すべての ア 
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ジア 民族に とっての 共通の 思想 的 遺産 ともいうべき 窮極 的. 普遍的な ものに 対する 広 やかな 愛情を、 
一瞬たり とも 妨げる ことは できない。 こうした 愛情 こそ、 アジア 民族を して 世界の 偉大な 宗教の 一 
切を 生み出さ しめた もので あり、 地中海と バルト海の 海洋 的 民族が、 ひたすら 個別 的な ものに 執着 
して、 人生の 目的なら ぬ 手段の 探求に いそしむ のとは、 はっきり 異なって いる。〉 (訳文は 主として 
平凡 社 •東洋 文庫 第 四 ニニ 巻なら びに 筑摩 書房 •明治 文学 全集 第三 八 巻に 拠りました。 以下 も 同じ) 

東洋の 理想を 芸術論 的 観点から 精密に 論じた 後、 天心は、 アジアの 現状を 直視して、 別 著 『東洋の 
覚醒』 (一九 〇 一〜 二 年に ィンドで 執筆) の 中で、 以下の ように 叫んで います。 

〈アジアの 兄弟 姉妹たち よ！ おびただしい 苦痛が、 われらの 父祖の 地を 蔽っ ている。 東洋は 柔弱 
の 同義語と なった。 土着の 民とは 奴隸の 綽名で ある。 われらの 温順に 対する 讃 辞は 反語であって、 
西洋人から すれば その 礼儀正し さは 臆病の せいな の だ。 商業の 名に おいて、 われらは 好戦の 徒を 歓 
迎 している。 文明の 名に おいて、 帝国主義を 抱擁して いる。 キリスト教の 名に おいて、 無慈悲の 前 
に ひれ 伏してい る。 国際法の 光は 白い 羊皮紙の 上に 輝いて いる。 だが、 あます ところな き 不正の か 
げが 、有色の 皮膚に 暗く 落ちて いる。〉 

〈われらは 永く 理想の 中を さまよって きた、 もう 一度 現実に 目覚めよう ではない か。 無 感動の 河を 
漂って きた、 もう 一度 現実の 苛酷な 岸辺に 立とう ではない か。 われらは、 水晶の ような 透明な 抑制 
を 誇りと して、 互いに 孤立して きた。 いまや 共通の 悲惨の 大洋の 中で 溶け合おう ではない か。 西洋 
の やましい 良心は、 しばしば 黄禍の 幻影を 呼び 招いた。 それなら ば、 東洋の 静かな 凝視を、 白禍に 
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向けよう ではない か。〉 

〈日本の 輝かしい 復活は、 アジア 復興の 一つの 実例と して、 きわめて 教訓的で ある。 日本は また、 
国家的 統一を 達成し、 西洋の 征服に 備える 軍備を 保有 するとい う 二重の 課題を 持って いた。 (中略) 
自国の 陸海 軍の 強化の 着実な 政策は、 日本を 近代 列強の 一員たら しめた。 列強が 理解し 尊敬す る こ 
とがで きる のは、 野蛮な 力 だけな ので ある。 遂に 領事 裁判権は 廃止され、 西洋 諸国のう ちで 最も 誇 
り 高き 国が、 日本との 同盟を 求める にいた ったので ある。〉 

〈太陽は ふたたび 東方の 空に 輝き 始め、 意気消沈 せる 夜は 明けた。 魔力は 遂に 破られた。 われらは、 
陽光が 揚子江 流域に ひろがり、 その 光線が メコン川 のさ ざ 波に 躍る のを 見る。 不惜 身命の 四千 万の 
島国の 民 (日本国民) が これを 成し遂げた の だ。 なぜ 四 億の 支那 人と 三 億の ィンド 人が、 略奪を 事 
とする 西洋の これ 以上の 侵犯を 食い止める ために 武装して はならない のか。 なぜ ィスラム教 諸国は、 
栄光 ある ジ ハー ド (聖戦) を 起こさない のか。 (中略) こうして、 大 いなる アジアの 平和は、 人類を 
普遍的な 調和の 衣で 包む にいた るであろう。 ョ ーロッ パは、 より 自由で 強い アジアの 手から、 祝福 
を 受ける であろう。〉 

天心は さらに 『日本の 覚醒』 二 九 〇四年 〈明治 37 年〉 に ニ ューョ ークで 出版) の 記述の 中で、 本質的に 平 
和 的 傾向を 持つ 日本の 特性に ついて、 明確に 次のように 説明して います。 

〈日本は 戦争を 計画し 領土を 拡張する 野心を 抱いて いると、 しばしば 諸外国から 非難され る。 長い 
間、 征服、 植民を 繰り返し てきた 西洋 諸国に して みれば、 彼らを 戦争に 導いた 拡大 欲な どに 日本は 
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動かされて いないと いつたと ころで、 それを 信じる わけに も ゆくまい。 しかしながら、 日本の 対外 
政策の 歴史を 検討す る ほどの 人間なら 直ちに わかる ことは、 日本が 終始一貫して 平和維持を 希求し、 
万 やむをえず 戦争に 訴える ときは、 まった く 自衛の ために ほかなら ない という 事実であろう。 そ も 
そ も 外国を 攻略 しないと いう ことは、 わが国 文明の 本性 そのものから 来て いるので ある。〉 
〈いったい 戦争と いう ものは、 いつなくなる のであろう か。 西洋では、 国際 道徳が、 個人 道徳の 高 
さには とても およばない ところに 残された ままで ある。 侵略国には 一片の 良心 もな く、 弱小 民族を 
迫害す るた めには、 騎士道 も棄て 去られる。 自衛の 勇気と 力の ない 者は、 奴隸 になる より ほかは な 
い。 残念ながら、 頼む に 足る 友は、 いまなお 剣で ある。 西洋が 見せる この 奇怪な 組合わせ —— 病院 
と 魚雷、 宣教師と 帝国主義、 膨大なる 軍備と 平和の 確保 —— 、これらは 何を 意味す るか。 こういう 
自家撞着は 古来の 東洋 文明には なかった ものである。 日本の 王政復古の 理想は、 こういう ものでは 
なかった。 日本の 革新の 目標 も、 このような ものでは ない。 われらを 幾重に も 包んで いた 東洋の 夜 
は 明けた。 だが、 世界は まだ 人類の 黎明期に ある。 西洋は われらに 戦争を 教えて くれた。 それなら、 
いつ、 西洋は 平和の 恵みを 学ぶ のであろう か。〉 

以上 瞥見した 天心の 思想は、 日本に とって 「条約 改正が たえず 念頭に あり、 強大な 帝国主義的 進攻 
を 周囲に 感じて いた」 (浅 野晃氏 ) 明治と いう 時代を 背景に して 形成され たもので あり、 「天心の 考え 
は、 そういう 国際情勢を 知悉した 者の 持つ 一種 正当防衛 的な 思想と して、 ギリ ギリの 激しい ものを 含 
ん でいた I  ( 河北 倫 明 氏、 「近代に おける 伝統」) ことが 認められます。 天心の 文章は、 後年の 大 東亜 戦争 
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の 勃発を 予想させる ような 啓示 的な 内容を 含んで いたと いえ ましよう。 

『東洋の 理想』 に 序文を したためた 英国人、 マー ガレット •  E  •ノー ブル 女史が、 

〈アジアの 諸 民族を、 過去に おいて 彼らの 偉大 さを 形づくり、 現在 その 回復を もたらす 力を 有して 
いる 本来の 目的の 追求へ と 呼び戻す ために、 何ら かの 努力を する ことは、 価値 ある ことなの です。 
それゆえ、 岡 倉 氏の ように、 アジアを、 われわれが 想像して いたよう な 地理 的 断片の 寄せ集め とし 
てでは なく、 おのおのの 部分が 他の すべての 部分に 依存し、 全体が 単一の 複合 的 生命を 息づ いてい 
る 一つの 統一され た 生ける 有機体と して 示す ことは、 この 上な く 価値 ある ことなので す。〉 

と 述べて いるのは、 まことに 正鵠を 得た ものです。 

「アジアは 一つ」 という 天心の 認識と 理想は、 アジアの 多くの 人び とに 多大の 感銘と /影 響を 与え ま 
したが、 彼の 思想を 地で行った 目 ざまし い 実例を、 第二次世界大戦 直後の スリランカ (一九 四 八 年に 
英国 植民地から 独立し、 一九 七 二 年に セィロンの 旧称を 変更) において 見る ことができます。 これにつ いて、 
以下に 述べ ましよう。 

対日 講和会議と 東洋 精神の 発露 —— J • R •ジ ャヤ ワルダ ナ氏 

アジアの 発展 途上 諸国の 宗教 •開発 •教育 問題を 検討す る 国際会議 (コロンボで 開催) に 参加す るた 
め、 筆者は 平成 元年 (一九 八 九 年) 十一月の 中旬から 下旬に かけて、 スリランカを 訪問し、 コロンボ 
周辺から 古都 キャン ディにまで 足を のばしました。 
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北海道よりも やや 狭い 面積を 持ち、 人口が 約 千 六 百万 (当時) のこの 「輝ける 島国」 (スリランカの 
原義) は、 ココ 椰子 (の 実)、 紅茶、 ゴムと いう 三種の 一次 商品の 生産に 特化した 典型的な モノ カル チ 40 
ユア 経済を 持ち、 国民 一人当たりの 国民総生産 (GNP) も 六 万円 前後 (駐日 スリランカ 大使館から 示さ 
れた 数値) にと どまっ ていました が、 人口の 七 四 パー セントを 占める シンハ ラ 人は、 篤く  (小乗) 仏教 
を 信じて いて、 敬虔、 温和 かつ 清潔で あり、 一九 八 三年 (昭和 58 年) 七月 以来、 主として 島の 北東 部 
で 少数民族 (人口の 約二〇 パ— セント) である タミ ール 人との 間で 紛争が 生じて いた にも拘らず、 国 全 
体と しては 比較的に 安定した 状態に あるよう に 思われました。 

この 会議 中の 一日、 プラン テーシ ョン 産業 大臣で ある ガ ミニ •デ ィサナ ヤケ 氏を 囲んで 数名の 会議 
参加者に よる 午餐会が 開かれました。 その 席上、 たまたま 筆者の 談話が、 昭和 二十 六 年 (一九 五一 年) 
九月の サンフランシスコ 対日 講和会議での セイロン 代表、 J  •  R  •ジ ャヤ ワルダ ナ (Junius  Richard 
Jayewardene) 蔵相の かの 「不朽の 名 演説」 (9 月 6 日に 行われました) におよ び、 筆者は この 演説の 中 
に 示された 日本への スリランカ 国民の 熱い 友情に あらためて 深甚の 謝意を 表明した ところ、 同 大臣は 
わが 意を 得たり とば かりに 微笑んで、 当時の 日本国民を 感激せ しめた この 世界的に 有名な 演説の 外交 
史的 背景に ついても 詳細に 説明して 下さり、 大いに 学ぶ ところが ありました。 

この 講和会議を 契機に して 「自由にして かつ 独立した 日本」 が 復活す る ことを 強く 望んで いた ジャ 
ヤ ワルダ ナ 氏の 格調 高い 演説から、 重要な 部分を 抜粋して、 以下に 紹介いた しまし よう。 

〈私は、 日本の 将来に ついての アジア 人民の 一般的 態度に 内在す る心隋 を、 代弁で きる ものと 主張 
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J • R • ジャヤ ワルダ ナ 大統領 


蔵相 時代の 1951 年 9 月， サン フラン シ 
スコ 対日 講和会議の 席上， 全世界の 前 
で セイロン (現 スリランカ） 代表と して， 
日本の 大 東亜 戦争の 真意を 堂々 と 述べ 
「賠償を 取り立てては ならない」 と不 
朽の名 演説を した （写真 下）。 ジャ 
ヤ ワルダ ナ 大統領を 描いた 『丄 R. 
JAYEWARDENE  j  の 著者 も 「 vJ.R  は 
日本と 日本国民との 譜美 者と して 知ら 
れ ている」 と 論評して いる。 


〈完全に 独立した 日本を 希求す る 論拠が、 初めて 提言され 考慮され たのは、 一九 五〇年 一月に コロ 
ンボで 開催され た コモン ウェルス 〔いわゆる 英連邦〕 外相 会議に おいてであった が、 同 会議は 日本の 
ことを 孤立 的な 問題と してでは なく、 南 および 東南アジア 地域の 構成 部分と して、 考慮した。 本 地 
域は、 世界の 富と 人口の 大きな 部分を 占めて はいるが、 最近よぅ やく 自由を 取り戻した ばかりの 諸 
国から 成り、 しかも それら 諸国の 人民は、 幾 世紀に も わたり 無視され た 結果、 今な お苦しみ 悩んで 

いる。〉 

〈日本への 態度に ついて セィロン、 ィンド、 パキスタン といぅ アジアの 国ぐ にを 動かす 主要な 観念 


409 


は、 日本は 自由で なければ ならない といぅ ものであるが、 本 条約は 全体 的に 右の 観念を 具現して い 
ると、 私は 主張す る。〉 

〈アジアの 諸国 民は なぜ、 日本が 自由になる ことを 切望して いるの か。 それは、 アジア 諸国 民と 日 
本との 長き にわた る 結びつきの ゆえで あり、 また、 植民地と して 従属 的 地位に あった アジア 諸国 民 
が、 日本に 対して 抱いて いる 深い 尊敬の ゆえで ある。 往時、 アジア 諸 民族の 中で、 日本の みが 強力 
かつ 白 由であって、 アジア 諸 民族は 日本を 守護 者 かつ 友邦と して、 仰ぎ見た。 私は 前 大戦 中の いろ 
いろな 出来事を 思い出せ るが、 当時、 アジア 共栄の ス ロー ガン 〔植民地 解放. 大東亜共栄圏 樹立の 構想〕 
は、 従属 諸 民族に 強く 訴える ものが あり、 ビルマ、 インド、 インドネシアの 指導者た ちの 中には、 
最愛の 祖国が 解放され る ことを 希望して、 日本に 協力した 者が いたので ある。〉 

〈セイロンの 私たちは、 幸運に も 侵入を 免れた が、 空襲 や、 東南アジア 司令部 麾下の 大 軍の 駐留 や、 
わが国の 主要 産品の 一つで ある ゴムの 大量 採取 —— 当時 セイロンは 連合国に とり 天然 ゴムの 唯一の 
生産地であった —— は、 そのため 蒙った 損害の 賠償を 請求す る 資格を、 わが国に 与えて いる。 だが、 
私たちは (日本に) 賠償を 求めよぅ とは 思わない。 なぜなら、 私たちは、 その 教えが 無数の アジア 
人の 生涯を 気高い ものと した、 かの 偉大なる 教師 •釈尊の" 憎悪は、 憎悪に よっては 消えず、 仁愛 
によって 消える， との 言葉を 信ずる からで ある。〉 

スリランカの 友誼を 忘れるな 
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インド 首相 インディラ • ガンジー （左) 
と 話す ジャヤ ワルダ ナ 大統領。 


明治 35 年に 日 本の 近代 仏教 改革者の 田 
中 智学師 （国 柱 会 創始者で 明治 節 制定 
の 提唱者） を 訪ねた セイロンの 傑僧ア 
ナガ ー リカ •ダルマパーラ 師。 ジャヤ 
ワルダ ナ 氏は その 親日 感情を 受け継い 
でい る 正統 後継者。 


J.R  •ジ ャヤ ワルダ ナ 氏は、 セイロン 最高裁判所 判事を 父と して、 一九 〇六年 (明治 39 年) 九月 
十七 日に 生まれ、 もっぱら セイロンで 法学 教育を 受け、 初め 法曹界に 職を 得ました が、 後に 政界へ 転 
進し、 また、 早くから、 マハトマ. ガンジー、 P  •  J  •ネルー 等が 指導す る インド 国民 会議 派の 抗英 
独立運動に 強い 共鳴を 覚え、 さらに ス バス •チャン ドラ. ボ ー ス氏 から も 深い 影響を 与えられました。 
学生時代には、 法学部 ホー ルに ガンジ ーの 肖像画を 掲げて —— それは 英国の 支配に 対する 公然たる 挑 
戦でした —— 大学 当局を 狼狽 させ、 後に セイロン 国民 会議 派 (英国の くびきから セイロンを 解放す るた め 
の 闘争の 先頭に 立っ ていました) に 参加して、 I 九 四〇年 (昭和 15 年) 以降 インド 国民 会讀の 大会に も 
列席し、 インドの 独立運動を 模範と しつつ、 祖国 解放の ために 挺身した のです。 
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明治時代に 日本を 訪れ、 日本を モデルに して 祖国の 独立と 発展を 図ろうと 運動した 愛国の 傑 僧 アナ 
ガー リヵ •ダル マ パーラ 以来の 伝統的 親日 感情を 受け継いだ ジャヤ ワルダ ナ 氏を、 S  •  P  •セナ ディ 
ラなる 人は、 「J  •  R は 日本と 日本国民との 讃美 者と して 知られて いた」 と 論評して います。 

一九 五一 年 九月、 サンフランシスコに 赴く 途中、 日本に 立ち寄った ジャヤ ワルダ ナ 氏は'  宿舎とは 
別の 場所で 個人的に 鈴 木大拙 氏と 会見し、 小乗仏教と 大乗仏教との 差異の 問題に ついて 質しました が、 
鈴 木師の 「相違点で はなく、 一致点を 考えよ。 われらは 共に、 仏 •法 •僧を、 かつまた M -IEi si を、 受 
けいれ ている ではない か」 との 言葉に、 感ずる ところが あったと いわれます。 

サンフランシスコの 会議で、 前述の ごとく、 釈尊の 教えに 言及した ジャヤ ワルダ ナ 氏は、 また 次の 
ように も 述べて います。 

〈南アジアから ビルマ、 ラオス、 カンボジア 、シャム 〔タイ〕、 インドネシア、 セイロン、 さらに 
北の かた ヒマラヤ山脈を 越えて、 チベット、 支那、 最後に 日本に いたる まで、 人道主義の うねりを 
拡げ、 かつ 共通の 文化と 遺産に より 幾 百年 もの 間 私たちを 一つに 結びつけた のは、 偉大な 教師に し 
て 仏教の 創始者で ある 釈尊の、 このような 教えで ある。 この 共通の 文化は、 本会議への 出席の 途次、 
先週 私が 日本に 立ち寄って 気づいた ように、 今な お 存在す る もので あり、 日本の 指導者、 閣僚、 市 
民なら びに 寺院の 僧侶を はじめ、 日本の 国民 一般は、 現在な お、 釈尊と いう 平和の 偉大なる 教師の 
影像に より 感化され、 その後に 従おうと 望んで いるとの 印象を、 私は 得た。 私たちは、 日本国民に 
そうする 機会を 与えなければ ならない 〇〉 
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スリランカの 著名な 政治家、 D  •  S  •セナナヤケ 氏と ともに、 国際 共産主義 (ソ連の 外交 政策) は 世 
界 の奴隸 化を 企てる もので、 ロシアが 右の 政策を 断念す るまでは、 ロシアと 行動を 共に する ことは で 
きないとの 信念に 徹して いた ジャヤ ワルダ ナ 氏は、 対日 平和条約 原案に 対する ソ連の 修正案に 関連し 
て、 次のように 述べて います。 

〈日本の 自由は 制限され るべき だとい う ソ連 代表の 見解に、 私は 賛成で きない。 ソ連 代表が 日本に 
課そうと する 制限、 例えば、 自由な 国家が 当然に 保有して しかるべき 防衛 力を 維持す る 日本の 権利 
への 制限な どは、 本 条約を 受け いれ 難い ものと する だろう。 また、 ソ連が、 カィロ 宣言と ポツダム 
宣言に 反して、 琉球 諸島 および 小 笠 原 諸島の 日本への 返還を 望む ので あれば、 千島列島と 南 樺 太 も 
日本に 返還され てし かるべき ではない か。〉 

〈日本が 外部からの 侵攻と 国内の 破壊 活動に 備えて、 自国の 軍事的 防衛を 組織す るよう 取り計らう 
こと も、 本 平和条約の 目的な ので ある。 日本が そうする までは、 日本は 自国の 防衛の ために 友好国 
の 援助を 求めるべき であり、 日本 経済を 害する 賠償を 取り立てては ならない。〉 

ジャヤ ワルダ ナ 氏は、 その後、 幾多の 閣僚なら びに 首相の 地位を 歴任し、 一九 七 八 年 二月からは 大 
統領と して、 スリランカの 政治的 進路を 賢明 かつ 健全なる ものと する 上に、 大きく 貢献され (一九 八 
二 年に 任期 6 年で 再選され ました)、 一九 八 九 年 一月に 退任の 後に も、 第三世界の 代表的 政治家の 一人と 
して 強い 影響力を 発揮され ました。 

日本国民は、 日本が もっとも 困難な 状態に あった 終戦 直後に、 日本の 戦争 行動の 真意を 理解して、 
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全世界の 前で 日本への 温かい 思い遣りを 示した スリランカ 国の 友誼を 固く 銘記し、 アジア 人の 霊性が 
日本国民に 訴え かつ 期待した ところの ものに、 謙虚に 応えて ゆくべき 道義的責任を 現在 も 将来 も 有す 
る ことを、 けつして 忘れて はならない のです。 

【佐 藤 和 男】 
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五 アメリカ 大統領に 謝罪を 要求す る 

大 東亜 戦争 完結の ために 


果たすべき 戦勝国の 責任 —— 昨日の 敵は 今日の 友 •敵を も 愛する 心 

拝啓 アメリヵ 大統領 閣下、 我が国は 今から 五十 年 前、 貴国と 死力を 尽くして 戦いました。 我が国 
は慘儋 たる 敗北を 喫し、 貴国に よって 七 年間 も 占領され ました。 占領 政策が 巧妙であった だけに 傷跡 
が 深く、 まだ 根治され たとは 言えない のです。 

確かに 経済は 貴国を 脅威に 陥れる までに 成長し ましたが、 占領 政策の 後遺症を 今 も ひきずっ ている 
点に 気づいて ほしいの です。 我が国では 自国の 歴史 伝統が 正しく 教えられず、 靖国 神社に 総理大臣 も 
参拝で きない 始末です。 湾岸戦争 でも キッ チリと した 対応が できず、 防衛の 基本が 確立され ていない 
のです。 誇りと 自信に 満ちた 独立国と いぅには ほど 遠い 状況に あります。 それ も すべては、 貴国に よ 
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る 占領 政策に 由来して いるので す。 

閣下には よく 理解して いただけ ると 思います が、 戦争は 勝った 方に 大きな 責任が ともなう ものな の 
です。 勝った 後に 敗戦国に 対し 憎悪 心を 持って 臨む か、 それとも 敗戦国の 立場を 理解して、 むしろ 勇 
戦に 敬意を 表する かに よって、 戦後の 秩序が 安定す るか どうかが 決まり、 戦勝国の 評価 も 定まる ので 
す。 例を 挙げてみ ましよう。 

日露戦争の 時、 旅 順を 陥落 させた 乃 木 将軍は、 明治天皇の ご 指示に よって、 敵の 将軍 ステッセルに 
対し、 武士の 礼を もって 遇しました。 両 将軍の 会見の 時には 「昨日の 敵は 今日の 友」 として、 相互に 
勇戦を 讃え あいました。 その後、 乃 木 将軍は ステッセルに 約束した 通り、 ロシア 兵の 墓地を 整備し、 
慰霊の ための 礼拝堂を 建立し ました。 そして ロシア 側の 軍人と 僧侶を 招き、 ロシア 正教に 基づく 盛大 
な 慰霊祭を 挙行し ました (占領 後 「神道 指令」 を 出して、 宗教に 干渉した アメリヵとは 雲泥の差です)。 その 
ため、 ロシア 人は 日本人を 心から 尊敬す るよう になり ました。 

このような 例は、 第二次大戦 中に も いくつか ありました。 一九 四 二 年 (昭和 17 年) 五月 三十 一日、 
日本海 軍 軍人 六 人が、 三隻の 特殊潜航艇に 乗って シド ニ ー 湾を 奇襲し ました。 猛 反撃を 受けて、 二隻 
は シド ニー 湾に、 一隻は タスマン海に 沈んで しまいました。 ところが、 シド ニ ー 地区 海軍 司令官 グ ー 
ルド 少将は、 湾内に 沈んだ 二隻を 引き揚げ、 四 人の 棺を 日章旗で 包み、 驚くな かれ、 戦時中に も 拘わ 
らず 海軍 葬の 礼を もって 弔った のです。 グー ルド 少将は 弔辞の 中で、 日本軍 人の 勇気を 讃 え、 才 1 ス 
トラ リアの 青年たち に 日本軍 人の 千分の 一の 愛国心で も 持つ ことを 呼びかけて います。 
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もう 一つ、 貴国の 例を 挙げてみ ましよう。 

ジョン •  F  •ケネディ 少尉 (もちろん 後の 第 35 代 アメリヵ 大統領です) は、 p  T 一〇 九と いう 魚雷艇の 
艇長と して ソロモン 海戦に 従軍して いました。 ソロモンでは、 毎日の ように 彼我 肉迫す る 激戦が 続い 
ていました。 I 九 四 三年 (昭和 18 年) 八月 三日の ことです。 駆逐艦 「天 霧」 (艦長 * 化 見弘平 少佐) が 迫 
ってく る PT 一〇 九を 突き 切り、 ケネディ 艇長 以下 十三 名は 海中に 投げ出されました。 艇長は 部下を 
叱咤して ようやく 虎口を 脱しました が、 背骨を 割られ 入院す る 身と なりました。 

その後 ケネディは、 下院議員 時代に 来日し、 PT 一〇 九を 真っ二つにした 艦長を つきとめました。 
その 頃、 花見 元 艦長は 福島県 塩 川 町で 町長を して おり、 二人の 間に 友情が 芽生えました 。ケネディは 
大統領に 立候補す る 時、 花見 町長に 応援を 依頼し ました。 花見 氏は 現職の ため 出かける ことができ 
ず、 乗組員の 部下が 代りに 出かけました。 かつての 敵 同士が、 恩讐を 超えて 結ばれる 友情は ヤン キー 
気質を くすぐり、 貴国の 新聞は 大 々的に 報じました。 選挙の 結果が どうな った かは、 閣下が 御存知の 
通りです 〇 

このような 例は 個人的であって、 国家 対 国家の 例では ない と 思われる かもしれ ません。 ところが、 
そういう 例が あるので す。 中華民国の 蔣介石 総統です。 彼は 八 年間に 及ぶ 抗日 戦に 勝利した 後、 国民 
に対して 「旧悪を 思わず 人に 善を なす」 という 有名な 演説を 行いました。 その 演説の 中には、 パイブ 
ルの 「敵を も 愛せよ」 という 言葉が あり、 「人類は 一家の ごとき 親密な 関係を 作り 得る」 こと も 強調 
していました。 
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この 蔣 演説が、 いかに 当時の 日本人を 感動 させた ことか。 我が国では 蔣 総統への 尊崇の 気持が 盛り 
あがり、 神社 や 銅像 や 記念碑 さえ 建立され ました。 今後、 我が国で も、 第二次大戦の 生んだ 美談の ひ 
とつと して 末永く 語り伝えられる ものと 思われます。 

世界新 秩序 再 建設の ために 

さて ここで 閣下に、 「人類は 一家の ごとき 関係」 と 述べた 蔣 演説に ついて 考えて いただき たいので 
す。 この 「人類 一家」 といぅ 考え方は、 我が国の 建国の 理想で ある 「八紘一宇」 と 同じ 意味な ので 
す。 我が国は もっと 具体的に 「万邦 ヲシテ 各々 其 ノ所ヲ 得 シメ ル (八紘一宇 ことい ぅ 世界政策を 掲げ、 
外交文書では 「unlversal co rotherhood  (世界 同胞)」 を 使って いました。 

一九 四 三年 (昭和 18 年) 十一月、 東京で 大 東亜 会議が 開かれ、 「大 東亜 共同 官一言 」 が 採択され ました 
が、 その 中で も、 それぞれの 国が 伝統を 体現した 本来の 姿に たちかえる ことを 謳って います。 これが 
あるべき 世界 秩序の 原点ではありません か。 

さらに、 貴国が 中心に 進められた 「極東 国際 軍事裁判」 でも 「八紘一宇」 の 用語を 再検討し、 判決 
書の 中では 「その 伝統的な 文章は、 究極 的には 全世界に 普及す る 運命を もった 人道の 普遍的な 原理 以 
上の 何もので もなかった」 として おります。 

現在、 ソ連を 中心とした 共産主義の 態勢は 崩壊しつつ あります。 世界は 新しい 秩序を 構築し なけれ 
ばな りません。 それでは、 あるべき 世界新 秩序の 原理は 何 か。 やはり、 それぞれの 国が、 自国の 文化 
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や 伝統に 回帰す る ことではありません か。 

貴国が 世界の 指導者を もって 任じられるならば、 日本 も 本来の 姿に 立ち戻る ことができる ように、 
次の 三 点を 実行に 移して いただきたい のです。 これが、 日米 戦争に 勝利した アメリヵの とるべき 最終 
的 責任で あり、 かくして 我が国の 大 東亜 戦争は 完結し、 「戦後は 終る」 のであります。 

日本に 謝罪すべき 三 点 

まず 第一に やって いただきたい ことは、 靖国 神社に 参拝して ほしいの です。 

昭和 天皇の みならず、 我が国の 歴代の 首相が 訪米した 時には、 アー リントン 墓地に 眠る 貴国の 英霊 
に 黙祷を 捧げ、 花輪を 供えて おります。 閣下 も 来日され たら、 米国を 代表して 靖国 神社に 参拝し、 日 
本の 英霊に 敬意を 表して いただきたい のです。 

もし 日本 政府が、 憲法に 抵触す るから 参拝を 遠慮す るよう に 言ったら、 その 理由を 問い質して 下さ 
い。 恐らく 憲法 第二 十条を 持ち出し、 政教分離 原則を 語る に 違いありません。 

そうしたら 「あの 憲法 原案は アメリヵが 作った もの だから、 自分が 一番 よく 知っている。 そもそも 
政治と 宗教は、 完全に 分離で きる ものでは ない。 時に 一致し、 相互に 調和すべき もの だ。 それに あの 
第二 十条 は、 国が〃 宗教 活動， をす る ことを 禁じた のであって、 儀礼 やら 生活 慣習まで 禁じた もので 
はない。 日本の 最高裁 も そのよう に最柊 判断を くだして いるので はない か」 とたし なめて、 堂々 と 公 
式 参拝して いただきたい のです。 その 時、 マスコミが 一時 騒いでも、 国民の 八 割が 喝采す る こと i 間 
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違いありません。 

そして 二番目に お願いしたい ことは、 国会 演説の 機会を 作って、 次の 二 点に ついて 謝罪して いただ 
きたいの です。 

ひとつは、 軍事 占領下に 米 製の 憲法を 押しつけた ことです。 一九 〇七年 (明治 40 年) に 貴国 も 批准 
している 「陸戦の 法規 慣例に 関する 条約」 (ハー グで 締結) では、 「占領 者は 占領地の 法律を 尊重」 す 
る ことが 謳われて います。 また、 一九 四 五 年 (昭和 20 年) 八月 十一 日の 「パ ーンズ 回答」 では、 「日本 
国政 府ノ 最終 形態 ハ ポツダム 宣言 二遵ヒ 、日本国民 ノ  S 由 二 表明 シ タル 意志 二 依ツテ 決定」 すると 述 
ベて おります。 敗戦 直後、 占領軍の 指示 も あって、 我が国 も 憲法 草案を 作った のです が、 それを 押し 
のけ、 米 原案を 通す よう 圧力を 加えました。 

それに、 この 憲法は、 改正が 困難な ように 定められ ており、 国連軍 や 湾岸戦争に 協力し ように も 難 
しい 状況に あります。 

いずれにしても、 米 製 憲法を 押しつけた ことは、 フェアな アメリカ 精神に 反する し、 内容に も 矛盾 
が 多く 不備で あるので、 撤回した いのが 本心で ある 旨 述べて いただきたい のです。 

続いて 国会 演説では、 戦勝国が 極東 国際 軍事裁判を 行い、 日本を 過去に 遡って 裁いた ことは 罪 刑法 
定 主義の 原則に 反します ので、 謝罪して ほしいの です。 

いかなる 戦争で も、 相互に 正義が あります。 特に 大 東亜 戦争は、 欧米諸国が アジアの ほとんどの 地 
或を 植民地に し、 日本を 圧迫した ところに その 遠因が あります。 そのこと を 棚に あげて、 日本 だけを 
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犯罪 国家と して 裁いた ことは (パ ール 判決 書を まつまで もな く) 違法 不当な 行為であります。 そして、 A 
BC 級 戦犯を 作って、 千 余 名を 絞首刑 や 銃殺 刑に してし まいました。 

人の 命は 再び 還って きません。 処刑され た 人々 は、 ほとんど 運命を 甘受して 刑に つきました。 彼ら 
は 国家の 命ずる ままに 戦い、 そして 殉 じたので す。 彼らに 何の 罪が ありまし ょうか。 

閣下は アメリヵの 大統領と して、 彼らに 哀悼の 意を 表し、 「ノー .モア 軍事裁判」 を 誓い、 遺族に 
は 慰謝料を 払う ことを 約束して いただき たいと 思います。 

国会 演説で 以上 二つの 謝罪を 表明され たら、 広 島へ 直行して ほしいの です。 

広 島には 「原爆 慰霊 碑」 があります。 そこには、 原爆犠牲者が 眠って おります。 黙祷を 捧げられた 
ら 、碑文が 刻まれて いる ことに 気づかれる はずです。 碑文には 「安らかに 眠って 下さい。 過ちは 繰 返 
しませぬ から」 と 横 書され ています。 

元来、 この 文章には 主語がない ので、 原爆を 投下す る 過ちを 犯した のは 誰な のか、 はっきり しない 
のです。 だから、 その 文章の 最後のと ころに 「アメリヵ合衆国 大統領」 と 彫り 込んで ほしいの です。 
そうすれば、 原爆を 投下した 人 も はっきりす るし、 その 碑の 下に 眠る 十七 万 余の 方々 の 魂 も 鎮まり ま 
すから。 

以上、 ① 靖国 神社 参拝、 ②米製 憲法の 押しつけと 極東 裁判への 謝罪、 ③ 原爆 投下の 責任 明示、 の 三 
つの お願いを 率直に 申し あげました。 

これは 誰に も わかる ことで、 けっして 無理な お願いとは 思えない のです。 日本国民の ほとんどが S 
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ってい る ことで も あるし、 「さすが フェアな 国 •アメリカの 大統領」 として 尊敬の 念を 持つ ことは 間 
違いありません。 世界 各国 も、 「やはり 世界の 指導者を もって 任ずる アメリカ だけ ある」 として、 か 
えって 評価が 高まる のでは ないで しょぅ か。 

閣下の ご 見識に 期待いた します。  敬具 
【本稿は 発表 前に 翻訳家の 足 羽雄郎 氏の 目に とまり、 翻訳して、 平成 3 年 10 月 1 日付で ブッシュ 大統領に、 
そして 10 月 10 日には、 同様 趣旨の ものを 駐日 米 大使 アマコスト 氏 宛に 送られた〕 

【名 越 二 荒 之 助】 
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ラッフルズ、 シン ガボ— ル 鳥を 英国 東インド 会社の 領土と する 


第一 次英緬 戦争 (英国、 ドビル マを 征服) 


I 九 竜 沖 海戦 (ア ヘン 戦争 始まる) 

29 南京 条約 調印 (英国、 香港を 獲得) 

I 第二次 英緬 戦争 (英国、 ペグ— 州を 併合) 


3 米国 使節 ペリー、 浦賀に 来航 

18 露国 使節 プ ウチヤー チン、 長 崎に 来航 

3 林緯 、井戸 覚弘と ペリ ー、 横 浜で 日米 和親 条約に 署名 

21 筒井 政憲 、川路 聖 謨とプ ウチヤー チン、 下田で 日露 和親 条約に 署名 

8 広東で ア ロー 号 事件 発生。 続いて 英 •仏と 清との 間に ア ロー 戦争 

24 清国、 英国と 北京 条約 調印。 翌日、 仏国と 調印 

14 清国、 露国と 北京 条約 調印 (露国、 沿海州を 獲得、 南端に ウラジオストクを 建設) 
2 薩英 戦争 (~  7 . 3) 

5  馬 関 戦争 (〜 8  •  8) 
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こ  8865111878  9  55  126411 

(T) . 

年 12  2  |  9 18  7  23  28  22  5  2827 19  8  30 


シぺ リア 鉄道 開通 (ウラジオストク •ハバロフスク 間) 

林董と ランス ダウン、 ロンドンで 日英 同盟 協約に 調印 
露国、 第二次 満洲 撤兵を 不履行 
東 支 鉄道、 本営 業 開始 

連合艦隊 駆逐 隊 、旅 順 口を 攻撃 (日露戦争 始まる) 

旅 順の 露国 軍、 降伏を 申し出る 

連合艦隊、 バル チック 艦隊を 日本海で 全滅 (日本海 海戦) 

小 村 寿太郎 、高 平 小 五郎と ウィ ッテ 、ロー ゼン、 ポ ー ツ マスで 日露 講和条約に 
調印 

寺 内正毅 と李完 用、 京 城で 韓国 併合に 関する 条約に 調印 
才— スト リア、 セルビアに 宣戦 (第一次世界大戦 始まる) 

日本、 ドィツに 宣戦 (第一次世界大戦に 參 加) 

独立 第 18 師団、 青 島を 攻略 

日本、 中国に 「二十 一か条 要求」 を 提出 

中国、 日本の 要求を 受諾 (中国、 この 日を 国 恥 記念日と する) 

ラス •ビ ハリ •ボ ー ス 、日本に 亡命 (後に 相 馬 愛蔵の 娘 俊 子と 結婚) 

日本 政府、 シベリア 出兵を 宣言 
第 12 師団、 ウラジオストクに 上陸 開始 
ウ •オッ タマ 僧正、 民族 闘争を 宣言 
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大正 八 


1 〇 一九二 一 


九 ニニ 


五一 九三〇 


六 一九 三 一 


七 一九 三 二 


八 一九 三 三 


1 . 18 パリ 講和会議 開会 (連合国 側 27 力 国 参加、 ドイツ 参加 認められず) 
6  . 28 同盟 及び 連合国と ドイツ 国との 平和条約 (ヴェルサイユ 条約) 調印 
この 年 真珠湾の 防御 施設 及び 乾 ドック 完成 


7  • 


昭和 三 一九二 八 6 


8 


11 


9 


1± 


3 


—ス バス •チャンドラ. ボ ース、 C.R •ダスの 下で インド 独立運動に 参加 
12 軍備制限、 太平洋 及び 極東 問題 等に 関する 会議 (ワシントン 会議) 開会 
13 日英 米仏 四国 条約 調印 (日英 同盟 廃棄 決定) 

6 海軍 軍備制限に 関する 条約 調印 
中国に 関する 九 国 条約 調印 

在満 日本軍の 一部、 奉 天 (現 •瀋 陽) 付近の 皇姑 屯で 張 作 霖を爆 殺 (重傷 後間 
もな く 絶命) 

27 戦争 放棄に 関する 条約 (不戦条約)、 パリで 調印 

29 張 学 良 東 三省 保安 総 司令、 満洲に 青天白日 旗を 一斉に 掲揚 (易 幟 事件) 

21 ロンドン 海軍 軍縮 会議 開会 (日英 米仏 伊、 参加) 

22 ロンドン 海軍 条約 調印 

在満 日本軍の 一部、 奉 天 北方 柳条 湖で 満鉄 線路 爆破 (この 事件を 契機に 満洲 事 
1 変 始まる) 

28 海軍 陸戦隊、 上海で 中国 軍と 交戦 (第一 次 上海 事変 勃発) 


T± 


東北 行政 委員会、 奉 天で 満洲 国 建国 宣言を 発表 


15 海軍の 青年 将校、 首相官邸で 犬養毅 首相を 射殺 (五 
27 日本、 国際 聯盟を 脱退 


五 事件) 
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この 年 
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27 日独伊 三国同盟 条約、 ベルリンで 調印 

18 英国、 ビルマ ルー トを 再開 (援蔣 物資の 輸送 開始) 

鈴 木 敬 司 大佐 (後の 南 機関長 ボ •モ— ジョ) ラング ー ン (現 •ヤンゴン) 入り 
野 村 吉三郎 駐米 大使、 ハル 国務長官と 第一 回 会談 (日米 交渉 開始) 

オン •サン、 新 同志 募集の ため、 ビルマに 潜入。 三〇 人の 同志、 海 南 島で ゲリ 
ラ 訓練 

28 ス バス •チャンドラ •ボ ース 、決死の 脱出 行、 ベルリンに 姿を 現わす 

13 松 岡洋右 外相、 建 川 美 次 大使と モロトフ 外相、 モスクワで 日ソ 中立 条約に 調印 

22 独 軍、 ソ連へ 進攻 開始 (独ソ 戦 勃発) 

2 御前会議、 「情勢の 推移に 伴ぅ 帝国 国策 要綱」 決定 
25 米国、 在米 日本 資産 凍結 令を 公布 (翌日 発効) 

28 陸海 軍 部隊、 南部 仏印に 平和 裡に 進駐 開始 
1 米国、 対日 石油 輸出を 全面的 停止 

9  ル— ズ ベルト 大統領、 チャ ー チル 首相、 カナダ •ニ ユー フアン ドラン ド 島 ブラ 
12 セン シア 湾で 会談 (大西洋 会談) 

14 右 米英 首脳、 大西洋 憲章を ワシントン 及び ロンドンで 発表 
6 御前会議、 「帝国 国策 遂行 要領」 決定 
19 永 野 修身 軍令部 総長、 ハワイ 作戦に 同意 

自由 インド センタ ー、 ベルリンで 発足 (この頃から、 インド 独立を 呼びかける 

自由 インド 放送 開始) 
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御前会議、 第二次 「帝国 国策 遂行 要領」 決定 

陸軍、 南方 各 軍司令官の 補職を 発令 

御前会議、 対 米英 蘭 戦を 決定 

第 25 軍 先頭 部隊、 マレー 東岸に 上陸 

機動部隊、 真珠湾を 攻撃。 特殊潜航艇、 真珠湾 攻撃に 參加 

陸海 軍 航空 部隊、 フィ リピンを 空襲 

米英 両国に 宣戦の 詔書 渙発 

右 両国、 対日 宣戦布告 

大本営 政府 連絡会議、 今次 戦争を 「大 東亜 戦争」 と 呼称す る ことを 決定 
海軍 航空 部隊、 マレ— 沖で 英艦 プリンス •オブ •ウ ヱ— ル ズとレ パルスを 撃沈 
(マレー 沖 海戦) 

グァム島 攻略 部隊、 同 島を 占領 

坪上貞 二駐泰 大使と ピブン 首相、 バンコクで 日本 国 タイ国 間 同盟条約に 署名 
2  (即日 実施) 

22 第 14 軍 主力、 リンガエン湾 岸に 上陸 
25 第 23 軍、 香港 島を 攻略 

28 南 機関、 バンコクで ビルマ 独立 義勇軍 (BIA) を 編成 

2  第 14 軍、 マニラを 占領 

11 第 5 師団、 ク アラ ルン プー ルを 占領 

14 陸軍 落下傘部隊、 パレンバンに 降下、 同地 製油所 等を 占領 
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昭和 I 七 


九 四 二 


2 


2 


2 


2 


3 


3 


3 


4 


5 


5 


5 


6 

6 

8 

8 


九 四 三 


11 


2 


15 第 25 軍、 シン ガボー ルを 攻略 


6 

11 


7 


8 


5 


7 


7 


8 


東条英 機首 相、 帝国 議会で 東亜 解放を 宣言 

藤 原 岩 市 少佐、 モ ハン •シン、 降伏した シン ガボ ール英 軍より 引き渡された イ 
ンド人 捕虜に 対し、 インド 国民軍 (1NA) への 参加を 呼びかける 


22 チャンドラ •ボ —ス 、日印 提携 •独立を 声明 

8  第 15 軍、 ラングー ンを占 領 。ボ •モ ー ジョと 義勇軍、 ラング— ン 入り 
9 第 16 軍、 バンドンを 占領、 蘭 印 軍 全面 降伏 

12 マッカ ーサー 米 極東 軍司令官、 コレ ヒ ドー ル 鳥を 脱出、 才— スト ラ リア 


米 機動部隊、 日本 本土を 初空 襲 (いわゆる ドー リットル 空襲) 


29 チヤン ドラ •ボ ース 、ヒト ラー と 会見 

31 特殊潜航艇、 ディ エゴ •スワレス 湾 (マダガスカル島 北端 付近) に特攻 
31 特殊潜航艇、 シド ニ I 港 (才— スト ラ リア 東岸) に特攻 


日米 両機動 部隊、 ミツ ドゥエ ー 島 付近で 海戦 (ミツ ドゥ Jr. I 海戦) 

米軍、 ガダルカナル島 •ツラギ島 等で 反攻 開始 

ビルマ 行政府 設立、 パ！ モウ 博士 長官に 就任。 ビルマ 防衛 軍、 正式に 誕生 
第 16 軍參謀 本部 別 班、 タン ゲラン (ジャカルタ 西方) で、 インドネシア 青年に 
軍事訓練を 開始 


28 東条 首相、 帝国 議会で 年内に ビルマ 独立を 演説 


1i 


第 17 軍、 ガダルカナル島 撤収 作戦 開始 
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6  5  30  24  23  21  14  315  4  31 29 16  18 


連合艦隊 司令長官 山 本 五十六 大将、 南太平洋 ブー ケン ビル 島 付近で 戦死 (後任 
古 賀峯一 大将) 

チャン ドラ •ボ ース 東京着 
ァッツ島 守備隊、 玉砕 

御前会議、 「大 東亜 政略 指導 大綱」 を 採択 (ビルマ、 フィ リピンの 独立を 決定) 
インド 独立 連盟 代表者 会議、 シン ガポー ル (当時、 昭 南) で 開催 (チャン ド 
ラ •ボー スが新 総裁に、 ビハリ •ボ ースが 最高 顧問に 就任) 

チャン ドラ •ボ ース 、東条 首相と 共に シン ガボー ルで インド 国民軍を 閲兵 
ビルマ、 イギリスょり 独立を 宣言 (国家 代表 バー •モウ)、 米英に 宣戦布告 
第 16 軍、 ジャワ 防衛 義勇軍の 編成を 公布 (即日 施行) 

フイ リピン、 アメリカょり 独立 (フィ リピン 共和国 成立。 ホセ •  P  •ラウ レ ル、 
初代 大統領に 就任) 

日本 国 •フィ リピン 国 間 同盟条約、 マニラで 調印 
チャンドラ •ボ ース 、シン ガポー ルで 自由 インド 仮政府 樹立 
日本 政府、 白 由 インド 仮政府を 承認 
白 由 インド 仮政府、 米英に 宣戦 

谷 正 之 大使と 汪兆銘 行政 院 院長、 南京で 日本 国 中華民国 間 同盟条約に 調印 (即 
日 実施) 

日本 政府、 東京で 大 東亜 会議 開催 (日本、 中華民国 (汪) 、タイ、 満洲、 フイ 
リピン、 ビルマの 各国 代表 出席、 自由 インド 仮政府 代表 陪席) 


昭和 一八 一九 四 三 
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昭和 一八 一九 璧 

一九 一九 四 四 


3 


3 


7 


8 


9 


9 


〇 


二〇 一九 四 五 


3 


7 


5 

2 


9 


9 


大 東亜 会議 事務局、 「大 東亜 共同宣言」 発表 
自由 インド 仮政府、 シン ガポ ー ルから ラング ー ンへ 移動 


8 第 15 軍、 イン パール 作戦 開始 ( 


7 


12 、 同 作戦 中止) 


連合艦隊 司令長官 古賀峯 一 大将、 パ ラオから ダバオに 移動 中、 戦死 (後任 豊田 
•，太 S 

サィパン島 守備隊、 玉砕 
テニアン島 守備隊、 玉砕 
グァム島 守備隊、 玉砕 
拉孟 守備隊、 玉砕 

黒木 傅 司 大尉 (人間 魚雷 回天 発案者)、 樋 口 孝 大尉と 共に徳 山 湾で 殉職 
騰越 守備隊、 玉砕 

フイ リピン 共和国、 戒厳令を 施行し 米英に 宣戦 
神風 特別 攻撃隊 (敷 鳥隊) 、レイテ島 付近で 米 艦を 攻 ^ 

回天 特別 攻幣隊 (菊 水隊) 、ウル シ ー 泊地を 攻撃 

連合軍、 リンガエン湾 沿岸に 陸 開始。 陸軍 海上 挺進 部隊、 同 湾で 米 船団を 攻撃 


27 コレ ヒ ドー ル 島 部隊、 玉砕 

1 米英 ソ三 国萏脳 (ルー ズ ベルト、 チャー チル、 スタ ー リン) ヤルタで 会談 

11 右三 国 首脳、 ソ連の 対日 参戦に 関する 協定 (ヤルタ 協定) に 署名 

15 海軍 震洋 特別 攻撃隊、 マリベレス 港 (バタ— ン半島 南端) の 米国 沿 al を改撃 
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3 


•  3 米軍、 マニラを 完全 占領 

ク英印 軍、 メク テー ラ (ビルマの 要衝) を 完全 占領 
• 11 アン ナン 皇帝 バオ ダィ、 独立を 宣言 
. 13 カンボジア 国王 シア ヌーク •ノロ ドム、 独立を 宣言 
• 17 ビルマ 国軍、 ラングー ンで 出陣 式 挙行 (その後、 全軍 反乱 開始) 

. 25 硫黄 島の 敷祇 兵団、 夜半から 総反繫 実施 (以後、 組織的 戦闘 終了) 

• 1 米軍、 沖縄 本島 中部 西岸に 上陸 開始 

•  5 モロトフ 外相、 佐 藤 尚武 大使に 日ソ 中立 条約 不 延長を 通告 

海上 特別 攻撃隊 (戦艦 大和 以下 10 隻) 、九州 南西で 米 艦載機の 攻撃に ょり、 
，ァカ 全滅 

-  8  ラオス 国王 シサ ヴァン ヴォン、 フランスから 独立を 宣言 

• 24 義烈 空挺隊、 沖縄 北 •中 飛行場に 強行 突入、 主力 玉砕 

• 23 第 32 軍司令官 牛 島 i 中将ら、 摩 文 仁で 自決 (沖縄の 戦闘、 事実上 終了) 

.7  米英 ソ 三国 首脳 (トル ー マン、 チヤー チルの ちア トリ ー、 スタ ー リン) ポツ 
•2 ムで 会談 

• 26 トル ー マン 大統領、 米英 中 対日 共同宣言 (ポツダム 宣言) を 発表 

•  6 米軍、 広 島に 原子爆弾を 投下 

•  8  モロトフ 外相、 佐 藤 大使に 対日 宣戦布告を 手交 
.9 ソ連 軍、 満洲、 北鮮、 樺 太に 進攻 開始 

ク  米軍、 長 崎に 原子爆弾を 投下 


王 
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昭和 二〇 一九 四 五 


8 

8 


〇 


御前会議、 聖断で ポツダム 宣言 条件付き 受諾を 決定 


8 


8 


8 


8 


8 


9 


九 四 六 

九 四 七 


8 


二三 一九 四 八 


二 四 一九 四 九 


8 


14 御前会議、 聖断で 連合国 回答 受諾を 決定 
15 終戦 詔書の 玉音 放送 

第 5 航空 艦隊 司令長官 宇垣 總 中将 以下、 最後の 沖縄 特攻 敢行 
17 スカル ノら 、インドネシアの 独立宣言 

18 チャンドラ •ボ ー ス 、台北で 飛行機 事故の ため 重傷、 台北 陸軍 病院で 死去 
30 マッカ ー サ— 連合軍 最高 司令官、 厚木に 進駐 

2 重 光 葵 外相、 梅津 美治郎 参謀長、 東京湾の ミズ リー号 上で 降伏 文書に 署名 
—バー •モウ 博士、 英 占領軍に 自首、 巣 鴨 拘置所に 収容され る 
3 政府、 日本国憲法を 公布 

28 オン •サン 首相と ア トリー 首相、 ロンドンで ビルマ 独立 協定に 調印 
20 蘭国、 インドネシアで 全面的 軍事行動を 開始 
19 オン. サン 首相と 全 閣僚、 ウ •ソ— 派に 暗殺され る 

5 インド 独立 令に ょり、 統治権は 英国ょり インド 国民に 移る (インド 独立、 新政 
府 首相 ネルー) 


2 


ビルマ、 連邦 共和国と して 独立 (現 •ミ ヤンマ ー) 

蘭 •インドネシア 停戦 協定、 レン ビル 号 上で 調印 (2  . 16 、 停戦) 

蘭 •インドネシア 連邦 共和国 樹立 協定、 ハーグ で 調印 ( 12 . 27 発効 一 


8 仏 •カンボジア 独立 協定、 パリで 調印 (一九 五〇 


3 発効} 
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対日 講和会議、 サンフランシスコで 開催 ( 52 力 国 参加) 

セィロン (現. スリランカ) 代表 ジャヤ ワルダ ナ 、大 東亜 戦争の 意義に ついて 

演説 

日本を 含む 49 力 国、 サンフランシスコ 講和条約に 調印 (ソ連、 チヱ コ 、ポ ー ラ 
ンド 3 力 国、 調印 拒否) 

吉田茂 首相と アチソン 国務長官ら 日米安全保障条約に 調印 
サンフランシスコ 講和条約、 発効 (日本、 独立を 回復) 

中 印 チベット 協定、 北京で 調印 (平和 5 原則 提唱) 

第一 回 アジア. アフリカ 会議、 インドネシア •バンドンで 開催 (アジア •中東. 
アフリカから、 日本、 中国を 含む 29 力 国 参加) 

アジア •アフリカ 会議、 バンドン 10 原則を 発表 


昭和 二 六 


一九 五 


二 七 
二 九 


三〇 


一九 五 二 
一九 五 四 


九 五 五 


1、 接近した 年月日は、 事項が それらに またがる 場合を 示す。 
備  考 2、 江戸時代 における 国外の 事項の 年月日は、 西暦で ある。 

3、 昭和時代 以前は、 原則として 人物の 肩書 等は 省略した。 
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国別 引用 •参考文献 (著者 名 下の 括弧 内は 日本人 以外の 国籍の 略。 玉砕 戦. 自決、 特攻隊、 外国 中 高等教育 用 教科書は 別項) 

* 全般 および 日本 

『日本軍が 銃を おいた 日 j ルイス •アレン (英) 、寺 尾睦也 •寺 村 誠 | 訳、 昭 51 、 早 川 書房 
『戦争の 責 罪』 カー ル •ヤス パース (独)、 橋 本文 夫 訳、 昭 25 、 桜 井 書店 
『大日 本 帝国の 興亡』 ジョン •ト ー ランド (米)、 毎日 新聞社 訳、 昭 46 、毎日 新聞社 
『東南アジア 連合軍の 終戦 処理』 英国 政府 出版 局、 宮元静 雄 訳、 昭 60 、 ジャワ 第 十六 軍司令部 戦友 会 
『東南アジアの 解放と 日本の 遺産 j ジョイス •  C  •レブ ラ (米)、 村 田 克己、 近 藤正臣 、エディ •ヘル マ ワン、 林 1 介 訳、 
昭 51 、 秀英 書房 

『日本 弁護 論 (I.H)』 ラダ ピノ ー ド •パ ール (印)、 中 村粲解 注、 昭 51 、 研究社 

『アジアの 情勢』 才 1 エン •ラティモア (米)、 小川 治 訳、 昭 25 、 日本 評論 社 

『華僑 新生 記』 胡邁 、井田 啓 勝 訳、 昭 19 、 新紀元 社 

『日本 外交 年表 竝 主要 文書 (下)』 外務省 編、 昭 41 、 原書 房 

『現代史 資料 34 •太平洋 戦 (1)』 実 松 譲 編、 昭 43 、 みすず 書房 

『共同研究 パール 判決 書』 東京 裁判 研究会、 昭 41 、 東京 裁判 刊行会 

『極東 国際 軍事裁判 速記録 (6.8)』 新田 満夫 編、 昭 43 、 雄松 堂 書店 

『太平洋戦争 原因 論』 日本 外交 学会 編、 昭 28 、 新聞 月鑑社 

『日本の 歴史 25 •太平洋戦争』 林 茂、 昭 49 、 中央 公論 社 

『世界に 生きる 日本の 心』 名 越 二 荒 之 助、 昭 62 、 展転社 

『アジアに 生きる 大 東亜 戦争』 ASEAN センタ ー 編、 昭 63 、 展転社 

『大 東亜 戦争への 道 j 中村粲 、平 2、 展転社 
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『アジア 独立への 道』 田 中正 明、 平 3、 展転社 
『日本 外交の 座標』 細 谷 千 博、 昭 54 、 中央 公論 社 

『日本人が 虐殺され た 現代史』 新 勢力 社 編集 委員会 編、 昭 48 、 新人 物 往来 社 

『「犬 東亜 戦争」 の 時代』 波 多 野 澄 雄、 昭 63 、 朝日 出版社 

『社会 六 上 (平成 4 年度 版)』 文部省 検定 済 教科書、 教育 出版 

『社会 六 上 (平成 4 年度 版)』 文部省 検定 済 教科書、 光村 図書 

『大 東亜 戦争を 見直そぅ』 名 越 二 荒 之 助、 昭 43 、 原書 房 

『戦後 教科書の 避けて きた もの』 名 越 二 荒 之 助、 昭 56 、 日本 工業 新聞社 

『「太平洋戦争」 と 「もぅ 一つの 太平洋戦争」』 信 夫 清三郎 、昭 63 、 勁 草書 房 

『明治維新と 東洋の 解放』 葦津 珍彦 、昭 37 、 新 勢力 社 

『大 東亜 戦争 肯定 論』 林 房 雄、 昭 59 、 やまと 文庫 

『悲劇 縦走』 平 泉 澄、 昭 55 、 皇学館 大学 出版部 

『愛国心の 目覚め』 田 中 卓、 昭 37 、 至 文 堂 

『大 東亜 戦争』 山 岡 貞次郎 、昭 45 、 育 誠 社 

『大 東亜 共同宣言』 大日 本 言論 報告 会 編、 昭 19 '  ( 社) 同盟 通信社 

『黎明の 世紀— 大 東亜 会議と その 主役たち』 深田祐 介、 平 3、 文藝春秋 

『東洋の 理想』 岡 倉 天心、 佐 伯彰一 •樋 谷秀昭 •橋 川 文 三 訳、 昭 58 、 平凡 社 

『東洋の覚醒』岡倉天心〔亀井勝一郎.宮川寅雄編『明治文学全集 38 』昭 43 、筑摩書房〕 

『日本の覚醒』岡倉天心〔亀井勝一郎.宮川寅雄編『明治文学全集 38 』昭 43 、筑摩書房〕 

『真珠湾までの 経緯 —— 開戦の 真相』 石 川 信 吾、 昭 35 、 時事 通信社 

『日本 外交文書 日米 交渉— 一九 四 一年 (上 •下)』 外務省 編、 平 2、 外務省 

『日本 外交 史 23 日米 交渉』 加 瀬 俊 一、 昭 45 、 鹿 島 研究所 出版 会 
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『連合艦隊 参謀長の 回想』 草 鹿 龍 之 介、 昭 54 、 光和 堂 

『泡沫の 三十 五 年』 來 栖三郎 、昭 23 、 文化 書院 

『真珠湾 作戦 回顧録』 源 田 実、 昭 47 、 読売 新聞社 

『平和への 努力』 近衛 文 麿、 昭 21 、 日本 電報 通信社 

『野 村吉 三郎』 木場 浩介 編、 昭 36 、 野 村 吉三郎 伝記 刊行会 

『大 東亜 戦争 回顧録』 佐 藤 賢 了、 昭 41 、 徳間 書店 

『真珠湾までの 365 日 j 実 松 譲、 昭 48 、 光人 社 

『私の 波濤— あ、 海軍 士官 一代記』 実 松 譲、 昭 50 、 光人 社 

『昭和の 動亂 (上. 下)』 重 光 葵、 昭 27 、 中央 公論 社 

『復刻版 大海 令』 史料 調査 会 編、 昭 53 、 毎日 新聞社 

『時代の 一面』 東 郷茂徳 、昭 27 、 改造 社 

『東 絛英機 宣誓供述書』 東京 裁判 研究会 編、 昭 23 、 洋洋 杜 

『史觀 •眞珠 湾 攻擊』 福留繁 、昭 30 、 自由 アジア 社 

『真珠湾 攻撃』 淵 田美津 雄、 昭 50 、 河 出 書房 新 社 

『戦史 叢書 •ハワィ 作戦』 防衛庁 防衛 研修所 戦史 室、 昭 42 、 朝 雲 新聞社 

『米國 に 使して 』野村吉三郎、昭和 21 、岩波書店 

* アメリカ (亜米利加 卩 米) 

『真珠湾 攻撃』 ジョン •ト ー ランド、 徳岡孝 夫 訳、 昭 57 、 文藝春秋 
『回想の ロー ズ ヴェル ト j ジョン. ガン サ I、 清水 俊 二 訳、 昭 43 、 早 川 書房 
『東 絛英機 (上. 下)』 ロバ ー ト . J  .  C  . ビユ ートー 、木 下秀夫 訳、 昭 36 、 時事 通信社 
『滞日 十 年 (下 •上)』 ジョセフ •  C  . グルー、 石 川 欽一訳 、昭 23 、 海 日 新聞社 
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『真珠湾の 審判』 ロバー ト .A  •シ オボ ー ルド、 中 野 五郎 訳、 昭 29 、 講談社 
『回想録』 コー デル •ハル、 朝日 新聞社 訳、 昭 24 、 朝日 新聞社 

『太平洋戦争への 道程— 盧溝 橋ょり 真珠湾』 デビッド . J  . ルー、 鳥 田 周 子 訳、 昭 42 、 原書 房 
『パー ル ハーバ ー』 ロベルタ •ウ ー ルス テッ タ—、 岩 島久夫 •岩 島斐子 訳、 昭 62 、 読売 新聞社 
『リンド バーグ 第二次大戦 日記 (下)』 チャ ールズ •  A  •リンド バーグ 、新 座 哲夫 訳、 昭 49 、 新潮 社 
『アメリカの 反省 —— アメリカ人の 鏡と しての 日本』 ヘレン •ミアズ、 原 百 代 訳、 昭 28 、 文 II 春秋 新 社 
『ゥヱ デ マイヤ ー 回想録』 アルバ ー ト •  C  •ゥヱ デ マイヤ I、 妹 尾 作 太 男 訳、 昭 42 、 読売 新聞社 
『日米 •開戦の 悲劇』 ハミルトン •フィッシュ、 岡 崎久彦 訳、 昭 60 、 PHP 研究所 
「誰が 対日 『最後通牒』 ハル. ノート を 仕掛けた のか」 ハル •ゴー ルド 〔「諸君/」 平成 3 年 8 月 号〕 
b.DZ ^ os  泛  Q ミ  f r Lsans/2  p§/>/，Bally,  Tliomas  A.  Mereditli  rorpjorauo? 1969 • 

President  Roosevelt  and  tfwCommg  oj  the\ <^ ar  19գ  1. Beard,  Chades  A.  /ale  University  で ress,  19^48. 

The  Road  to ^v earl  Harbors  F  eis,Y{erher r Princeton  University  で ress, 1950. 

0^,  ^0^  ss  I  50--  ««  ^  0*  003^^3^- 

1952. 

/l ^ sz 2 /  Af 2 s 6 Y  5 co s- rv.  Iclmme r- Husband  E.  henry  Regnery  Com  で  any. 1 955 . 

This  is  f)earl !  The  United  States  anc こ apan  • 1941. 

^ o osnd/  /  A^SG.Perklns,  Frances. H hevikln crQ press, 19 仁 0 . 

ypx  0^  oo^op  <• 

Hill  Book  Company, 1981 . 

Z/S Q L. CO S-. S 50 ；2  z}sr ^* 5.  atlmso p Henry r .  /ale  unlverslty r ibrary. 

b ^ b ^ zt^ ^ rsR  m  u^7r. oo tlmso?  Henry  r.  and  Bundv,  Mcceor cro e.  octa OQ on  Books, 197 1. 


同 別 W 用 •参考文献 


to 癸  > b §r 5- ?r  T r >§5D  笑//.^  与 S ち  ~  Fo/Z.c y i 933 丨  i94 卜  Tanslll- o harl 泛 p H rlJ nry  方  e OQ nery  Com  で  any,  1952^ 

0^  ^  I  ^<0^-  -  c- 

Printing  Office, 1943 . 

..  ^  ^os  00S2^^  0^  ^  ^  ^u§.^  ^  COPTO-^ 

で  artlo-  u. Co ,  congress  Joint  rommlue  on  the  investigation  oi  the  Pearl  HarborAttack.  United  states o overnment 
Printing  Office, 1946 ■ 

77 ^  7  zsnhor  ,/>a5sn.  wanes-  summer.  ffiarf}er ^ Broth a) rs  て cbllshers, 19 仁 仁. 

Pearl  Har cr or  Roosevelt  ana  th  の  Coming  oj  tne  v <: ^ r.  Waller,  ceorge s .  (  revised  Edition  )  •  D.  r.  Heath  and  romf>anv, 
1965 • 

N a> w  forh  rimes. ー ノ  u a> sday,  December  の， 19 仁 r 
* イギリス (英吉利 = 英) 

『第二次大戦 回顧録 j ウィンストン •チヤ ー チル、 毎日 新聞 翻訳 委員会 訳、 昭和 24 〜 30 年、 毎日 新聞社 
3  5 0 0 ; 25 ^ .  B rD r OQ amlnr  David.  William  Helnemann r tp  1971. 

T r lv 与 5育1  泛  0 /  / ^ 为/.  //§•  ss§ co s  ミ  &//,  ( VoL  II).  Eade,  Cha  を 
M ^ m  .F ぐ ^ s- co mg^ / > o r， o remell,  Russell •一 Fa cr er  and  raber r td, 1952 • 

7 レ^: r 6 ^  DZQ 7 7  o/ ^ ^ / o /lL.  £泛， (VOL  III).  Ick rD s,  Harokl r .  vveld OJ nfeld  and  Nicolson,  19D CJ1 . 

T r ^】 ^ tD ^ swp§r// ^ 7. ^ r.H0ehling > > R0bertHaleLtd.l963. 

T r 77 _,s.  Wednesday,  June  21 ，一 944 • 

* インド (印度 = 印) 

『進め デリ ー へ』 ス バス •チヤン ドラ •ボ ー ス 、昭 19 、 朝日 新聞社 


441 


『戦へ る インド』 ス バス •チャンドラ. ボ ー ス、 総合 印度 研究室 訳、 昭 18 、 総合 印度 研究室 
『「進め デリ ー へ」 の 反響に 想ぅ』 藤 原 岩 市、 昭 56 '  g 然社 

『高 田 歩兵 第五 十八 聯隊 史』 高 田 歩兵 第五 十八 聯隊 史編集 委員会 編、 昭 57 【「コ ヒ マの 戦跡に 立って」 中 根 千 枝〕 

『印度 侵 略史』 ラス. ビハリ •ボ ース (印)、 石井哲 夫、 昭 17 ' 東京 日日 新聞社 •大阪 毎日 新聞社 
『知られざる インド 独立 闘争 —— A  •  M  •ナイル 回想録』 A  .  M  . ナイル (印)、 河 合 伸 訳、 昭 58 、 風涛杜 
『インド 独立に かけた チャンドラ •ボ ー スの 生涯 J アレク サンダ— ヴェル ト (独)、 新樹社 編集部 訳、 昭 46 、 新樹社 
『悲劇の 英雄 チャンドラ •ボ ース』 林 田 達 雄、 昭 43 、 新樹社 

| ネタシ と 日本人』 ス ハス •チヤン ドラ •ボ ース •アカ デミ— 編、 平 2 、 ス バス •チヤン ドラ •ボ ース •アカ デミ I 
『革命家 チャン ドラ. ボ ース』 稲垣 武、 昭 61 、 新潮 社 

『インド 独立— 逆光の 中の チャンドラ •ボ ース J 長 崎 暢子 、平 元、 朝日 新聞社 

『F 機関』 藤 原 岩 市、 昭 41 、 原書 房 

『昭和 史の 天皇 (8 .9}』 読売 新聞社 編、 昭 44 、 読売 新聞社 

「インドの 独立と 大東亜 戦争」 田 中正 明 【「民族と 政治」 昭和 63 年 12 月 号 U 

* チヤン ドラ •ボ —ス 関係 (インドで 購入した もの、 英文の み) 

r/s  OF  77 s co p >a /ivG  77 0 £为5.  GE  力  A：RD  H.  C0 力  R,  Morrison !<= Gibb  (London) 1975 .(新書 版で 再刊され た 

ベス ト •セラ ー ズ もの) 

SE  >§  omrw-  -  ss- 

1983. 

77 /£ co ™/>G  7 7 HUGH  TOYE,  GASSErr  (London) ， 1959 • 

C 力 0 s co 々o,4b co —k§/M5c/M7vz}i?,4 tD 05£.SISI w ^.BOSE,METAJI^ESEA:RCHBU^EAU(oalcutta)，1962. 
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_TA//b§/§M ^ /§£p£§£ ^ c£.  R  K.  AH r u ^ ALIA-Harnam ^d ublication  (New  De^ 

co §iL45  c//A/vz} >a ,4 ta as£.  AMA1R,  CHIT ^d A,  K：ATHA  3 氏の 共著。 IBm  publishers  FVt  (劇画、 発行 年 不明) 

^ £SJ/—」 p/&n. ^ &ogr ^ ^ sisir  ICumar  Bose,  Ananda  で  ubf 

* インドネシア 

『日本軍 政と インドネシア 独立』 ジョ ー ジ •  s  •カナヘレ (米)、 後藤 乾 一. 近 藤正臣 .白 石 愛子 訳、 昭 56 、 維新 報知 社 
『ジャワ 終戦 処理 記』 宮元静 雄、 昭 48 、 ジャワ 終戦 処理 記 刊行会 

ZM ^ Gyf/G 6 wc/SL ta A.OL  TW/.  H.  Alamsjah  力  atuperwiranegara 
『インドネシアょ 永遠 なれ— 金子 智 一氏 ナラ リア 勲章 受章 記念』 金子 智 一氏の 受章を 祝ぅ 会、 平 元、 (社) 日本 歩け 歩け 協会 
『インドネシアの 郷土 防衛 軍 •ベタ』 ベタ 研究 班、 平 3、 ASEAN センタ ー 

『アジアの 教科書に 日本軍 批判 記事— インドネシアの 教科書の 著者と その 背景 J 中島 慎三郎 、平 3、 ASEAN センタ ー 
『海 部首 相の 人気が ASE A N で 失墜』 中 鳥 慎三郎 •堀 内 綱 男、 平 3、 ASEAN センタ ー 

『市來 龍 夫と 吉住留 五郎の 対談— スカル ノと ハッタと アグ ス •サリムが 尊敬した 戦前派 日本人』 中島 慎三郎 編、 平 3、 A 
SEAN センタ 1 

『義勇軍 指導部 •山 崎 大尉の 日記 ダ イジ ヱ スト』 中島 慎三郎 •阿羅 健 一、 平 3、 ASEAN センタ ー 
* 才—ス ト ラ リア (潦 太剌利 H 濠) 

『東南アジア 史 入門』 ミルトン •オズ ボ ー ン 、山 田秀雄 •菊 池道樹 訳、 昭 62 、 東洋 経済 新報 社 
* 才—ス ト リア (填 太 利 = 埃) 

『クー デン ホー フ. カレル ギー 全集 (3)』 リヒ ァル ト. ク ー デン ホ ー フ •カレル ギ I、 鹿 島守 之 助 訳、 昭 45 、 鹿 島 研究所 443 
出 SK  4 


* シン ガボー ル (新 嘉坡卩 新) 

『現代 シン ガボ ー ルの 社会経済 史二九 八 五 年 版)』 中学 初級 歴史 編集 委員会 〔石 渡延男 •益 尾 恵 三 編 『外国の 教科書の 中 
の 日本と 日本人』 昭 63 、 一光 社〕 

* スリランカ 【セイロン (獅子 国 =獅ご 

-My o c: .EST-FO >3 PSC.E.  J.  R.  Jayewardene,  Stamford  で ress  Ltd,  Singapore, 1988 • 
ps s: き s >3 .x4y.EM^4 ^ b .£ivE.  s.  P.  Senadhira,  Sri  Satguru  Publications,  INDIA. 

* ナイジェリア 

『ナ イジ ヱ リア— 歴史への 入門』 マイケル •クロ ー タン、 中 村弘光 •林 晃史 訳、 昭 58 、 帝国 書院 
* ビルマ (緬甸 = 緬) 

『ビルマの 夜明け j バー .モウ、 横 堀洋一 訳、 昭 48 、 太陽 出版 
『ビルマと いぅ 国 j 鈴 木 孝、 昭 52 、 国際 PHP 研究所 
『ビルマに おける 日本軍 政史の 研究』 太 田 常 蔵、 昭 42 、 吉川弘 文 館 
『その 名は 南 謀略 機関— ビルマ 独立 秘史』 泉 谷達郎 、昭 42 、 徳間 書店 
『ネ •ウィン 軍政 下の ビルマ』 今 川瑛一 、昭 46 、 アジア 評論 社 
『ビルマ 記』 高見 順、 昭 19 、 協力 出版社 
『ビルマ 史 j 五十嵐 智昭 、昭 18 、 教典 出版 

『ビルマ— 地誌 •歴史 •経済』 ハンス •ウルリッヒ. シュトルツ、 昭 49 、 創 文 社 
「日本 占領下の ビルマ」 ウー  •ヌー 〔「中央 公論」 昭和 30 年 4 . 5 月 号〕 

「会 誌 ビルマ」 昭 59 〜平 3、 ビルマ 英霊 顕彰 会 
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「勇士は ここに 眠れる か」 全 ビルマ 戦友 団体 連絡 協議会、 昭 55 
『外交官の 一生』 石 射 猪太郎 、昭 47 、 太平 出版社 
『秘録 •大 東亜 戦史 (3}』 富 士書苑 編、 昭 29 、 富 士書苑 
『昭和 史の 天皇 (8}』 読売 新聞社 編、 昭 44 、 読売 新聞社 
『アー  ロン 収容所』 会 田 雄 次、 昭 37 、 中央 公論 社 

* フイ リピン (比 律 賓= 比) 

『フイ リピン 戦線の 日本 兵』 アルフォンソ .P  •サントス、 瓜 谷み ょ 子 訳、 昭 63 、 パン リサー チ インス テイ テ ユート 

『フイ リピンの 歴史』 グレゴリオ •  F  . サイ デ、 松 橋 達 良 訳、 昭 48 、 時事 通信社 

『アキノ 家 三代 (上. 下)』 ニック •ホアキン、 鈴 木静夫 訳、 昭 61 、 井村 文化 事業 社 発行 •勁 草書 房 

『比 律賓 独立と 東亜 問題 J ピオ •デュラン、 野 木静一 訳、 昭 17 、 ダイヤモンド 社 

『比島の 国 柱』 望月 信 雄編、 昭 55 、 野 口 喜 三 雄 •刊行 委員 一同 

『鬼 哭— リカ ル テ 将軍の 霊に 棒ぐ j 太 田 兼四郎 、昭 47 、 ( 財) フイ リピン 協会 

『国際 浪人 プッタ ギナ モ ー』 若宮 清、 昭 57 、 潮 出版社 

『神聖 国家 日本と アジアー 占領下の 反日 原像』 鈴 木静夫 •横 山 真 佳編、 昭 59 、 勁 草書 房 
『歩いて きた 道— ヒリ ッ ピン 物語』 金ケ江 清太郎 、昭 43 、 国政 社 

* フランス (仏蘭西 H 仏) 

『ド ゴール 大戦 回顧録』 ド •ゴー ル、 村 上 光彦. 山崎庸 一郎 訳、 昭和 35 〜 41 年、 みすず 書房 
* マレ— シア (馬 来 = 馬) 

『日本人ょ ありが と、 つ— ラジャー  •ダト •ノン チックの 半生 記』 土 生良樹 、平 元、 教育 新聞社 
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『マレ ー シアの 歴史』 ザイナル •アビ ディン •ビン •アブドゥル •ワ ーヒド 編、 野村亨 訳、 昭 53 、 山川 出版社 
『日中戦争 いまだ 終わらず— マレ ー 「虐殺」 の 謎』 中島み ち、 平 3、 文藝春秋 

「反日 華僑と マレー 人」 名 越 二 荒 之 助 【教科書 正常化 国民 会議 発行 「教育 正論」 昭和 63 年 11 月 1 日 第 31 号〕 

*満洲 •支那 〔中国〕 

『満洲 國 出現の 合理性』 ジョ ー ジ •ブロンソン •レ— (米)、 田 村 幸 策 訳、 昭 11 、 日本 国際 協会 

『リットン 報告書』 ビ クタ ー •アレク サンダー  •ジ ョ—ジ •ロバ ー ト .リットン (英) 、外務省 仮 訳、 昭 7、 国際 聯盟 協会 
『コミンテルン 並に 蘇 聯邦の 対支 政策に 関する 资 料』 興亜 院政 務部 、昭 14 
『日露戦争 以後』 中 山 治 一、 昭 32 、 創 元 社 
『中国の 眼』 玉 島 信義 編 訳、 昭 34 、 弘文堂 

『中共 雑記』 エ ドガ！ パー クス •スノウ (米)、 小 野 田 耕三郎 •都 留信夫 訳、 昭 39 、 未来 社 
『東亜 先覚 志士 記 伝』 黒 龍 会 編、 昭 41 、 原書 房 

『ドキュメント 昭和— 世界への 登場』 NHK ドキュメント 昭和 取材班 編、 昭 63 、 角 川 書店 
『中国共産党 略史』 伊達 宗義 、平 3、 拓殖 大学 海外 事情 研究所 

* 玉碎 戦 •自決 

『コヒ マ』 アーサ ！ スウィンソン (英) 、長 尾睦也 訳、 昭 52 、 早 川 書房 

『硫黄 島』 ビル . D •ロス (米)、 湊和夫 監訳、 昭 61 、 読売 新聞社 

『敗北から 勝利へ』 ウィリアム •  J  •スリム (英) 、陸上 _ 衛隊 幹部 学校 訳 

『玉砕 戦史』 安 井久 善 編、 昭 45 、 軍事 研究社 

『全滅の 思想』 楳本捨 三、 昭 53 、 光人 社 

『アリ ュ ー シャン 作戦 記録』 参謀本部 •第一 復員 局 編、 昭 21 
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『玉砕』 長 尾 唯一、 昭 44 、 日本 文芸 社 
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編集 後記 ヱ ネル ギ ー 史観の 提唱 

「歴史は 民族の 偉大なる ものを 断絶す る ことなく 伝承す る ことで ある」 

力— ル •ヤス パ— ス (ドイツの 哲学者、 一八 八 三〜 一 九 六 九) 

「歴史を 有する といぅ ことは、 戦勝の 喜びと 敗北の 悲しみを 自分の ことと して 味わい、 それら 
を 記憶の 血管の 中に 同時に 甦らせる ことで ある」 

フェル デイ ナン ド •ブリュン テイ エール (フランスの 文学史 家、 一八 四 九〜 一九 〇 六) 

「日本には ありと あらゆる ものが ある。 しかし、 自分自身がない」 

バー ナード •リー チ (イギリスの 陶芸家、 一八 八 七〜 一九 七 九) 

ガザ リ—元 外相に 触発され たモ チ— フ —— アジアに 対して 論戦す る 政治家 出で よ 

この 本は どんな モ チーフ (衝動 •動機) を もって 書かれた のか。 編集 後記は そこから 入らなければ 
なりますまい。 思いだ すのは、 マレー シアの 元 外務大臣であった ガザ リー •シャ フイー 氏の ことです。 
氏は ASEA N を 創った ことが 認められて、 外交官と して 最高と いわれる ハマ ー ショ ルド 賞を もらっ 
た 人です。 
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たびたび 来日す るので すが、 昭和 六十 三年の 九月に 東京の ある ホテルで、 我々 三人 (玉 井顕 治、 中 
島 慎三郎 両氏と) が 会った 時の ことです。 氏は、 参議院の 長老で ある T 氏に 会った 直後であった ので、 
よほど 腹に すえ かねた のでし ょう、 私たちに まくしたてて 来ました。 

〈日本の 政治家は どうして お詫び ばかりす るの か。 今 も T 氏は、 私に 会う と 一番に 「過ぐ る 大戦 
において、 我が国は 貴国に 対して ご迷惑を おかけして 申し訳ありませんでした」 と言うの だ ◦私は 
思わず 言っ てし まった。 

「どうして そんな 挨拶を する のか。 我々 は ペコ ペコす る 日本人は 嫌いだ。 なぜ サム ライら しく 毅 
然とし ない のか。 日本は どんな 悪い ことを した と言うの か。 大 東亜 戦争で、 マレ I 半島を 南下した 
時の 日本軍は 凄かった。 わずか 三 力 月で シン ガポ ー ルを 陥落 させ、 我々 には とても かなわな いと 思 
っていた イギリスを 屈服 させた の だ。 私は まだ 若かった が、 あの 時は 神の 軍隊が やってき たと 思っ 
ていた。 日本は 敗れた が、 英 軍は 再び取り 返す ことができず、 マレ ー シアは 独立した の だ。 その 偉 
業を 忘れて、 政治家た る ものが、 ステレオ •タイプの ように 同じ 言葉で お詫びを する。 人種が すっ 
かり 変わっ てし まった のかと 思っ たよ」 と。〉 

我々 は 受け答え する 間もなく、 彼の 熱演は 続きます。 

〈日本の 政治家は なぜ 論争 しないの か。 一九 七 四 年の 一月であった か、 田 中角栄 首相が イン ドネ 
シアを 訪問した ことがある。 その 時、 四 万の 学生 デモに とり 囲まれて 立往生し、 ヘリ コブ タ— で 虎 
口を" 兄し、 可ら せずに 逃 デ 帚っ てし まつた。 首相は、 どうして 学生を 相手に 公開 討論を 申し込まな 
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かった のか ◦学生との 討論の 中で、 日本の 立場を 堂々 と 打ち出したら、 一度に 人気が 上がり、 日本 
が 見直されて いたのに、 惜しい チ ャンスを 失って しまった。 

特に 私が 惜しい と 思う のは、 日本く らい アジアの ために 尽くした 国は ない のに、 それを 日本の 戈 
治 家が 否定す る こと だ ◦ィギリスの サッ チャー 首相で なくても、 責任感を もった 政治家 だっ」 こら、 
国家の 名誉に かけて、 必ず 反論す る。 もし 私が 日本の 政治家 だったら、 次のように 言う だろう。 

「その 頃、 アジア 諸国は ほとんど 欧米の 植民地に なって いて、 独立国は ない に 等しかった。 日本 
軍は、 その 欧米の 勢力を 追い払った の だ。 それに 対して、 ゲリラ や テロで 歯向かって きたら、 治安 
を 守る ために 弾圧す るのは 当然では ないか。 諸君ら は、 何十 年 何百 年に も わたって、 彼らから どん 
な ひどい 仕打ちを 受けた かを 忘れた のか。 日本軍が 進撃した 時には あんなに 歓呼して 迎えながら、 
敗け たら 自分の ことは 棚に あげて、 責任を すべて 日本に かぶせて しまう。 その アジア 人の 事大 主 * 
が、 欧米の 植民地から 脱却で きなかった 原因では ない のか」 と。 

目先を ごまかして お 諮び をす る 日本人 ほど、 調子が よくなる と、 今度は 威張り だすの だ。 威張る 

の もダメ 、ペコ ペコす るの もダメ だ。 

コヒー ー杯で、 談笑しながら 語る 「ガザ リ ー 節」 は 尽きる ことがあ りません。 

〈日本人は、 バック •ミラ— ばかり 見て いる。 バック •ミラー は 写し出された もので、 真物では 
ない。 自分の 目で 前を 見なければ、 運転を 誤る よ。〉 

彼は マレー 語で 語り、 通訳は ト アン. 中島 こと 中島 慎 三郎氏 (ト アンは ィンドネシア 語で 旦那の 意)。 こ 
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の 二人は 気心が 知れた 仲な ので、 本音 丸出しで、 生徒の 私 どもに ずいぶん サー ビスして くれました。 

皮の 言うよう に、 バック •ミラ ー ( 極東 裁判) ばかり 見て いるのは、 政治家 だけではありません。 
日本の マスコミ も、 学会 も、 時代 風潮 も、 発想が 貧弱で、 幼児 性から 抜け出せない のです。 それを 吹 
き 飛ばす ような 本は 書けない もの か - 。これが 私に とって、 長い間の 懸案でした。 

甲斐 田 •倉 林 両氏の 提案 —— アメリカの 戦争 責任 明示と ルー サー 女史の 提言 

ところが、 今年 (平成 3 年) の 五月 十八 日、 東京 •飯 田 橋に ある 新 日本 協議会の 事務所に、 各団体 
の 虫 貝 壬 者 (4 月 12 日 「ゴルバチョフ 大統領に 謝罪と 領土 返還を 求める 国民 大会」 を 挙行した メンバー) が 集ま 
ったこと があります。 

その 時、 甲斐 田徹氏 (新 日本 協議会 事務局長) が、 ガザ リー 氏に 似た ような ことを、 今度は アメリカ 
に対して 言う のです。 

〈今年は、 大 東亜 戦争 開戦 五十 年に 当たる。 アメリカ はまた ぞろ "真珠湾を 忘れるな" という 手 
诟の ついた スロー ガンを 持ち出し ている。 その アメリカに 対して N 〇と いう だけでは つまらない。 
アメリカに 戦争の 責任を 感じさせ、 謝罪を させるべき だ。 それによ って、 日 •米 戦争は 超克で きる。 
そこまでい かないと、 パール 判事に 恥ずかしい。 まず 手始めに、 スヶ ー ル 大きく、 世界の 識者の 言 
葉 ばかりで、 大 東亜 戦争の 全貌を 語る 本を 出して みるのは どうであろう か。〉 

疒 ると そ fl に 応えて、 倉 林 和 男 氏 (英霊に こたえる 会 事務局長) が 発言し ました。 氏には 『いわゆる 
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「A 級 戦犯」 についての 検証』 と 題す る 内外 資料を 満載 (特に 支那 事変 関係 資料は 秀逸) した 著書が あり 
ます。 氏は、 最近の 体験を 次のように 披露し ました。 

〈先日、 アメリカの ABC ニ ュース の 東京 支局から 取材 申し込みが あった。 開戦 五十 年の 特集 番 
組を 作る ためた という。 かつて 慶応 大学に も 留学して いた キャサリン . A •ル ーサ ー 女史が、 カメ 
ラマン 三人と ともに やってきた。 私は 靖国 神社の 社頭で、 全国 戦友 会 連合会の 小 野孚一 事務局長 や 
亀 山 正 作 常任 理事ら と 会った の だが、 彼女の 日本語は 流暢で、 取材 態度は 公平で、 気持が よい。 我 
々が 開戦の 経緯に ついて、 質問され る ままに 話した ことを かいつまんで 言えば、 次のようになる。 

「昭和 十六 年 三月 八日から はじまった 日米 交渉 だが、 アメリカは その 交渉を まとめる 気は なかっ 
た。 それが 証拠に、 大西洋 憲章が 出された のは、 交渉 最中の 八月 十四日だった。 その 憲章は、 すで 
に 開戦す るつ もりで 戦後の ことまで 決めて いるでは ないか。 

また、 戦後の 昭和 二十 年 十一月 二十 三日、 『米国 上 •下 両院 合同 真珠湾 調査 委員会』 で 行った ハ 
ル 国務長官の 供述に よれば、 『私は 最初から 平和的解決に 到達す る チャンスは、 二 十分の一 も、 五 
十分の一 も、 百 分の 一 もない と 予想して いた。 (中略) 当時の 軍 最高 幹部は、 米国の みならず、 侵 
略に 抵抗しつつ ある 諸国の 防備を 整える ためには、 時間が 必要と 強調して いた』 と 述べて いるでは 
ないか。 この 文書は、 極東 裁判の 時に 弁護人から 提出され たが、 無視され た。 

いずれにしても、 日本を 開戦に はめこむ という ルー ズべ ルトの 謀略は 成功した。 確かに 開戦には 
成功した が、 日. 独を 叩き 過ぎた ために、 戦後は 中 •ソを 中心とする 共産 勢力の 大侵咯 を 許して し 
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まった。 このように アメリカは、 開戦に 間違いを 犯し、 終戦 策に 失敗した。 第二次大戦 における ア 
メリ カ 側の 戦争 責任 も 知って ほしい。」 

すると、 それに 対する ル ーサー 女史の 返答が よかった。 彼女は 言う。 

「私 も、 アメリカの 公文書 館で 史料に 当たった が、 肝腎な ところは 脱落して いた。 今日 はじめて 
日本の 立場を 聞かされた。 日本の 政治家は アメリカに 来た 時、 なぜ この ことを 堂々 と 主張 しないの 
か。 アメリカ人は、 単なる ィエス •マンは 尊敬 しないの だ。 日本は 自らの 立場を 世界に 向かって 主 
張すべき だ。 そしたら、 かえって 敬意が 払われ、 歴史の 見方に も 厚味が でる のでは ないか。」 

ル— サ ー 女史の 言うよう に、 政治家に 論戦を 要求しても、 日本には、 跳ね返す だけの 精神的 土壌 
がない。 大 東亜 戦争に 関する 出版物 も、 マスコミ 動向 も、 否定的 •批判的に しか 見なかったり、 あ 
たか も 犯罪行為を 行った かの ような 取り上げ 方が 多い。 日本には ありと あらゆる ものが あるが、 自 
分 自身がない ので ある。 しかし 我々 は、 政治家 や マスコミに 責任を 押しつける 前に、 我々 自身が 取 
り 組んで、 解答を 出す だけの 努力を しようでは ないか。〉 

三つの 編集 方針 I 追体験に よる 表現と エネ ルギー 史観 

二人の 発言は、 大 東亜 戦争 観の 盲点を 衝い たもので、 活発な 発言が 続きました。 かくして、 これら 
の 発言を モチ ー フ として 一書を 刊行す る ことに 一決し ました。 私は かねてから たくさんの 関係 資料を 
集め、 持て余し ていた こと も あって、 結局、 編集を 担当す る ことにな った 次第です。 
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今年は、 開戦 記念日の 十二月 八日を めざして、 各種 団体が 各地で 記念 集会を 予定して います。 それ 

になん としても 間に合わす ために、 出版を 急がねば なりません。 しかし 意義 ある 出版に すべく、 次の 

ような 編集 方針を たてました。 

① 大 東亜 戦争は 相手が あり、 永い 歴史的 遠因が あった。 広い 視野で、 多面的 かつ 長期的に 見る ため 
に、 外国人の 資料を 優先的に 駆使す る こと。 

② 大 東亜 戦争の 批判と か 評論なら たくさん 出て いるし、 どんな ことで も 言える。 やはり、 あの 当 寺 
を 生きた 人々 の 心に なって、 喜び も 悲しみ も 記憶の 中から 甦らせなければ 歴史とは 言えない。 「エ 
ネル ギ ー 史観」 という か、 あれ だけの スヶー ルを 持った エネ ル ギーが なぜ 起こった のか。 それを 明 
ら かにす るの が、 戦争 史の 前提で ある。 だから、 できるだけ 当時の 時代に 迫る ために、 「日中戦争」 
ではなく 「支那 事変」 を 使う。 「日中戦争」 という 戦争は、 歴史上 存在し ないから である。 また、 
我が国 本来の 呼称で ある 「大 東亜 戦争」 で 統一す る。 ついでに 言えば、 「軍国主義」 も 当時は 使わ 
れ なかった。 「高度 国防 国家」 であった。 

③  当時を 追体験しながら 表現す る 試みを 次代に 伝える ために、 戦後 教育を 受けた 若い 皆さん 方に 執 
筆 協力を 依頼す る こと。 しかし、 若い 人々 だけでは 完璧を 期し 難い かも 知れない。 そこで、 戦中派 
で、 近 現代史を 専門に している 坂 本 夏 男 氏 (元 皇学館 大学教授)、 青年 指導に 献身して いる 鈴 木 正 男 
氏 (財団法人 大東 会館 学生寮 理事長)、 国際法の 権威で ある 佐 藤 和 男 氏 (青山 学院 大学教授 •法学 博士) 
らに 顧問 格と して 加わつ ていたた き、 一部 執睾も お願いす る ことにする。 
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見事に 完結した 民族の ドラマ 

共同 執筆に よる 本の 製作は、 落伍者を 出して はならない マラソン •レ ース に似てい ます。 ラン ナ ー 
(「執筆者 略歴」 参照) に 集まって もらって、 第一 回の 編集 会議を 持った のが 七月 一日。 その後 も 何回 か 
拙宅に 集まり、 分担を 決めて 資料を 渡しました。 しかし、 資料 だけでは 自分の ものには なりません。 
あの 時代を 追体験して 表現し なければ、 血の通った ものには なりません。 執筆 担当者は、 当時の 生 証 
人 や 遺骨 収集に 尽力した 人々 の 話を 聞き、 慰霊祭に 参列し、 靖国 神社の 遊 就 館に 赴き、 国会図書館に 
足を 運ぶ という 日々 が 続きました。 

特に 若い 執筆者は、 勤めを 持っ ていて 思う に まかせぬ ことがあり ましたが、 今から 五十 年 前に、 日 
本は こんな 凄い ことを やった のかと いう 感動が、 彼らを 常なら ぬ 心境に かりたてました。 やがて 「歴 
史は 民族の 偉大なる ものを、 断絶す る ことなく 伝承す る こと」 という 使命 感に 燃えて ゆきました。 

せっかく 出版す るの だから、 これまで 誰も 気づかなかった ことを、 新しく 掘り起こさなければ、 意 
味の 乏しい ものになります。 多くの 方々 の 協力 や ご 教示を いただきながら、 発見は 感動を 呼び、 感動 
が 執筆を 導いて ゆきました。 

執筆が 進む につれ て、 大 東亜 戦争の 全貌が 見えて きました。 それは、 ダィナミックな 「民族の ドラ 
マ」 として 見事に 完結して いるので す。 日露戦争に 較べて、 その 規模は 遙 かに 大きく、 しかも 悲劇に 
終わっ ただけ に、 これまでの 戦争に 見られない 日本的 伝統と 個性が 顕現され ました。 我々 がそれ を 求 
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編集 後記 


めて 追体験し たといっても、 まだ 九牛の一毛に 過ぎません。 求めれば 求める ほど、 奥行きは 限りなく 
広がって ゆきます。 

さらに、 敗戦の もたらした 影響 や、 アジア 各国に 残した 遺産、 そして 連合国の 戦争 指導への 批判、 
アジア 各国に 対する 要望、 あるいは アメリヵへの 謝罪 要求と、 主題が 次々 とふ くらみ、 ペンが 躍り ま 
した。 

編者と しては、 荒野に ひとり 叫ぶ ような 思いに かられながら も、 英霊の 声に 導かれつつ、 突き進む 
より ほかありません でした。 締切に 急かされ、 息つ く 暇 もない うちに 原稿を 持ち寄り、 読み あわせ、 
何回 か 書き直しながら、 最後は、 団子 レ ー ス のように なって ゴー ルに 到着した (9 月 30 日) というの が、 
実感でした。 

* 

本書では、 我が国で タブ— 視 されて いる 韓国 や 中国との 関連に 迫るべく、 それらの 資料を 田 中 健 之 
氏 (アジア. ナショナリズム 研究家 . 27 歳) が 用意して いました。 ところが、 急に 入院す る 身と なり、 割 
愛せざる を 得 なくなっ たこと を 残念に 思います。 

しかし、 この 企画を 知った 多くの 方々 から 資料 や 写真の 提供を いただき、 激励を 受けました。 中で 
も、 東南アジア 諸国を 取材 •訪問 •通訳の 役割を 担いながら、 すでに 二百 回 以上 も 歴訪し、 「ASE 
AN 資料」 を 六 百 三十 点に わたって 発行して いる 中島 慎三郎 氏からは、 資料の 確認、 情報 提供 等で 特 
別の ご 教示を いただきました。 これら ご協力い ただいた 方々 の 芳名を 別に 掲げて 謝意を 表する 次第で 
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す。 また、 これらの 中から 中途で 発見され た 新 資料は、 別に 「スポット •ラィト」 ( 22 点) の 襴を設 
け、 写真 も 約 九十 点を 挿入す る ことができました。 

出版を 引き受けた 展転 社は、 相 澤宏明 社長 も 執 筆陣に 加わり、 柚 原 正 敬 編集長 も 自ら 執筆に 当たり 
ながら 全体の まとめと 盛り上げに 蔭の 力と なって 尽力。 また、 資料 や 写真の 蒐集から レィアウトに 至 
るまで 八面六臂の 努力を 傾注し、 予定通り 完成に 漕ぎつ けられた ことを、 編者と して 感謝して やまな 
い 次第です。 

平成 三年 十一月 三日 

名 越 二 荒 之 助 
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取材 協力 •写真 •資料 提供者 芳名 (敬称 略、 50 音 順) 

足 羽雄郎 、渥美 堅持、 阿部 文義 、池 田 他人、 井上 哲 也、 石上敏 明、 江 崎 道 明、 太 田弘毅 、甲斐 田徹、 

貝 田充郎 、加 藤秀 雄、 上 遠 野 正 一、 金子 智一 、金子 昇、 桃 島 有 三、 神 屋二郎 、亀 山 正 作、 河本學 嗣郎、 
倉 林 和 男、 ㈣ 教科書 研究 センタ ー、 斎藤久 子、 清水 國雄 、崗国 柱 会、 鈴 木 節、 大 東亜 戦争 五十 周年 実 
行 委員会、 田 中 香 浦、 田 中 健 之、 田 中正 明、 玉井顕 治、 鶴田秀 起、 中島 慎三郎 、中 津瀬游 、長 嶋歓 一、 
西田将 、西 谷洋 子、 日本 政策 研究 センター、 野 畑 寛 子、 野村宏 之、 濱口益 夫、 林 正 夫、 弘 津恭輔 、総 
山 孝 雄、 藤 井 千賀郎 、藤 田昌 雄、 藤本 隆之 、防衛庁 防衛 研究所 戦史 部、 保 坂 治 良、 堀浩 平、 堀 内 綱 男、 
牧野 勇、 宮元静 雄、 宮 本二郎 、望月 信 雄、 柳 生 妙 子、 山 田 恵久、 吉野秀 一郎、 陸上 _衛隊 幹部 学校 図 
書 室、 若宮 清 


カバー 写真 [表] 解説 

レッ ド •フ オー トに 「凱旋」 した チャン ドラ •ボ ースと INA の 群イ象 


私が インド 滞在中， もっとも 鮮烈な 印象を 留めた のは， レッド •フォート 
前の 「チャンドラ •ボースと INA  (イン ド 国民軍） 兵士の 群像」 であった。 
この K •人な 銅像は， 戦後 30 年を 記念して 1975 年 （昭和 50 年） 1 月に 建立され, 


日本の 「朝日 新聞」 
立の 英雄の 銅像完 
強く 残る 生存 説」 
特派 n 発の 記事を 
記事に よれば， 当 
など 市 K 数千 人が 
チ •イン ド 副 人統 
行わ れ た， という。 
オールド •デリー 
(イン ド敁 後の 独 
っ た。 その 中央に 
ャ ハン の 居城 レッド 


(1 月 29 日付） も 「独 
成， いま もな お 根 
という 見出しで， 
載せて いる。 この 

日は 労働者 や 学生 
集まり， ジャッ 
領の 手で 除 蘇 式が 


は， ム ガール 诂国 
立国） の 首都で あ 
— 第 5 代 シャー •ジ 
フォー ト （股 名 ラール •キラ， 赤い 砦） が あった。 イ 
ギリスが セ ボイの 反乱 （1857 年， 第 1 次 インド 独立戦争) を 鎖 圧した 時， デ 
リ 王を 一方的に 裁き， ビルマに 終身刑を 決めた 場所が この レッ ド •フォー 
卜で ある 。それ以来 レッド •フォー トは英 植民地 主 箱の 牙 •城と な り， インド 
人に とっては 栄光と 怨念の 場所と なった 0 チャンドラ • ボース も， 演説の 中 
で 何度か， レッド •フォー ドを めざして 進幣 する こと を 呼びかけ ている。 
その レッド •フォー トの 前に， 広 人な チャンドラ. ボース 公園が ある。 そ 
の 中央に， かつて 日本の 戦友であった チャンドラ • ボースが， イン ド 国民 
渾 •の 兵士たち を從 え， レッド •フォート を指荖 して:、 > •.っ ている。 皮肉に も 
この 銅像の 台唑の 上には， かつて 人英帝 国胫 盛時の イ ギリ ス王 ジョージ 5 
⑴: の 像が 建って いて， それを 取り除いて ボース 像を椐 えたと ころに インド 


人の 執念を みる 思いが する。 

高さ 12m ある 群像の ゾ 3 姿は， ボース ー門の 気魄を 象徴し， 銅像の 台座には 
「偉人なる イン ド 独立の 戦士で ある ネタジ • ス バス .チャンドラ. ボース 
(1897 年 1 月 23 日 生） は， 英国の 支配から イン ドに 自 山を もたらす ため， 外国 
軍隊の 中に イン ド 国民: 中: を 組織し， X 雛の 戦いを 開始した」 （ ヒンズー 語, 
インド W 年ウト ポル 召 •訳） と 刻まれて いる。  【名 越】 
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カバー写真 [裏] 解説 

1941 年 （昭和 16 年） 以前に おける 欧米諸国の アジア 植民地 地図 


一ロ ッ パの 植民地， 1941 年」 と 題して， 地 N を カラーで 載せて いる。 また， 
アメリカの 中等 教 反 ff 用 世界史 教科書 
『人々 そして 私违  i  g ニニ | の ih ••界 •!（ a  •  〇  • 

コン スラ —他界 ， •;  ^  fl 圓 r 一.. 1 1977 年， ホルト ラ 

ィン ハート. ゥィ 年.1 ン ストン 社） は 
「 1914 年， 太平げ と  •纟  ア ジアは 人 部分 植 

民 地 支配に 的 かれ  - ^ ていた」 という 兑 

出しを つけて 地 n  ^  を攸 せて いる。 

いずれも， 当時,  ■'一 一 — _  -賈- 欧米諸国 がいかに 

アジア 諸国を 植民 f、 “mMstL  :議;： 地と して 鍾 して 

いたかが  -m，  • ソ  .… で わかる。 オラン 

ダは イン ドネ シア  を， イギリスは イ 

ン ド. ビルマ •マ '■一  %. 上%-. ー ニ. レー シア. シンガ- 
ポール  •オースト.…  1  二: ラ リア 等を， フラ 

ンスは イン ド シナ  ー  3 国 （ベトナム. ラ 

オス •カンボジア）  «*• .  を， アメリカは フ 

Mil  JOR  CtJLOMUL  i 二— 

ィリ ピン を それ ぞ ⑶ 一：〜… 0  … れ莖食 していた。 

当時， アジアの チャンピオンであった 日本は， アジアの 安定と 自国の 自存 
自衛を 同意語に 考えて いた。 これが 使命 感 となり， 遠因と なって 大東亚 戦 
争に 発展した ので ある。 

アメリカ の 陸軍 参謀本部で 第 2 次 火 戦の 前期 3 年間， 戦争 計 刚 の 立案に 携 
わった ウェデマイヤー 大将は 「ドイツが 最も 侵略的な 国家で， たび 重なる 
平和の 破壊者で あると いう 川: 問の 想像は 誤ってい る。 この こと を 確かめる 
には， 正しい 歴史を 研究す る 必要は ない。 地闵 を一 見 すれば， イギリス や 
フラ ンスが 平和 愛好 国家であった かどう か， す ぐ わかる こと だ」 （『ウ ェ デマ 
イ ヤー 回想録』） と 述べて いる。 ウェデ マイ ヤーは ドイ ツ について 述べて い 
るの だが， それは ドイツ 以上に 日本に 当てはまる ことでは ない のか。 

アメ リカの 他の 教科書 やイ ギリ スの 教科 畨 も， カラーで はない が 同様の 地 
冈を 載せて いる （カバー 裏 折返に 掲載)。  【名 越】 
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執筆者 略歴 （年齢順) 


坂 本 夏 男 （さか もと なつ お） 

大正 5 年， 佐賀県 生まれ。 東京 帝国 大学 
卒。 都立高校 教諭， 久留 米エ専 教授， 皇 
学 館 大学教授 等を 歴任。 著書に 『明治の 
栄光』 『久留 米市史 （第 3 巻)』 他。 論文に 
「東上 内閣の 対米 外交」 他。 近代史 研究家。 

鈴 木 正 男 （すずき まさお） 

大正 11 年, 愛知県 生まれ。 國學院 大学卒。 
陸軍 飛行 第 7 戦隊に て 各地に 転戦。 復員 
後， 大東塾 • 不二 歌道 会 事務局長。 著畓 
に 『昭和 天皇の 御 巡幸』 『昭和 天皇の お 
ほみ うた』 他。 大東塾 •不二 歌道 会 代表。 

名 越 二 荒 之 助 （なごし ふたら のす け） 
大正 12 年， 岡山県 生まれ。 山 口 高 商卒。 
ソ連 抑留， 復員 後， 高校 教諭 •教頭を 歴 
任。 著# に 『大朿 亜 戦争を 見®: そう』 
『肚 界に 生きる 日本の 心』 『日韓 2000 年の 
真実』 他。 前 高 千 徳 商科大学 教授。 

佐 藤 和 男 （さとう かずお） 

昭和 2 年, 東京 生まれ （本籍, 広島県 福 山）。 
海軍兵学校 (75 期） • 朿京 商大 (現 一橋 大 
学） 卒。 著書に 『憲法 九 条 • 侵略戦争 • 
東京 裁判 J 他。 『此 界が さばく 東京 裁判』 
を 監修。 青山 学院 大学教授。 法学 博士。 

阿羅 健一 （あら けんいち） 

昭和 19 年， 宮城県 生まれ。 東北大 学 文学 
部卒。 現代史を テーマに ルポルタージュ 
を 雑誌に 発表す る 傍ら 出版 企画に 従事。 
著書に 『聞き 書 •南京 事件』 『ジャ カル 
夕 夜明け 前』 他。 ノン フイ クシ ョ ン 作家。 

相 澤宏明 （あいざわ ひろあき） 

昭和 22 年， 大阪府 生まれ。 高校を 中退し 
て 師子王 学 塾に 人 塾， 日蓮 教学 •日本 国 
体 学を 研究。 （財） 本 地 郷団を 経て 展転社 
を 創立。 著書に 『日本の 建国 覚書』 『行 
動の 日蓮 学』 他。 展転社 代表取締役。 


谷 口 次男 （たにぐ ち つぐお） 

昭和 25 苹， 三重県 生まれ。 日本 大学 法学 
部卒。 在学 中に 同大 今 泉 研究所 （旧 皇道 
学院) 講座 修丫。 論文に 「社会科 教育法」 
「師道 論」 他。 都内 私立 高校 社会科 教諭- 
し- 1  本 教師 会 理事  •  東京都 教師 会 副会長。 

渡 辺徹二 （わたな ベ てつ じ） 

昭和 26 年， 福島県 生まれ。 日本 大学 理工 
学部 卒。 東進 スクール 講師を 経て， 同 56 
年， 日本 国体 学会に 研究員と して 人 所。 
論文に 「パソコン 討論 •天皇」 「地球 汚 
染 への 提言」 他。 私立大学 付厲 高校 教諭。 

柚 原 正 敬 （ゆ はら まさたか） 

昭和 30 年， 福岛県 生まれ。 早稲 田 大学 中 
退。 （I け） 本 地郷団 出版 局 真 世界 社を 経て， 
同 57 年， 展転社 創立に 参画。 共著に 『台 
湾と 日本 •交流 秘話』 他。 展転社 取締役 
編你提 • 台湾 研究 フォー ラム 代表。 

勝 岡 寛 次 （かつお か かんじ） 

昭和 32 牢， 広島県 生まれ。 早稲 田 大学 大学 
院 文学 研究科 博士課程 (教育学) 修了。 論 
文に 「占領軍の 日本語 政策に ついて」 「F1 
本 教職員組合の 成立 事情に ついて」 他。 
明星 大学 戦後 教育 史 研究 センタ ー 勤務。 

平 田 清 美 （ひらた きよみ） 

昭和 34 年， 長崎県 生まれ。 神奈川 大学卒 
(専 •攻は 国際法)。 全う な 常識人 • 社会人 
の 立場から 国家 • 社会に 対し 発言し 行動 
する 正論の 会 や 正統 表記の 実践 普及 活動 
に 参加して いる。 贸易 会社に 勤務。 

彌吉博 幸 （やよ し ひろゆき） 

昭和 37 年， 佐賀県 生まれ。 佐賀 大学 理工 
学部 在学 中， 日本 教育 研究会に て 近 現代 
史 研究。 共著に 『大 朿亚 戦争と アジアの 
歌声」 『台湾 と 日本. 交流 秘話』 『日 韓 2000 
年の 真実』 他 3 東亜 政策 文化 研究所 員。 
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